
平
成
三
十
年
(
二
〇
一
八
年
)
度 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学 

博
士
学
位
論
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唐
導
江
県
令
韋
諗
撰
『
注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
・
巻
十
二
の
研
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注
大
般
涅
槃
經
卷
第
二 

壽
命

品

  

導
江
縣
令
韋
諗
注 

 

爾
時
、
會
中
有
優
婆
塞
、
是
拘
尸
那
工
巧
之
子
、
名 

曰
純
陀

此
第
二
成
就
種
性
遣
執
分
。
純
陀
、
法
身

大
士
也
。
以
本
願
故
、
現
生
工
巧
之
家
。

與 

其
同
類
十
五
人
俱
、
爲
令
世
間
得
善
果
故
、
捨 

身
威
儀
從
座
而
起

捨
、
即
坐
之
威
儀
。

崇
、
請
法
之
容
止
。

、
偏
袒
右
肩 

右
膝
著
地
、
合
掌
向
佛
、
悲
感
流
洟 

表
心
無

二
也
。

。
頂 

禮
佛
足
而
白
佛
言
、
唯
願
世
尊
及
比
丘
僧
、
哀
受 

我
等
最
後
供
養
爲
度
無
量
諸
衆
生
故

請
受
施

者
、
爲
度 

衆
生
、
非

敢
自
利
。

。
世
尊
、
我
等
從
今
無
主
無
親
、
無
救
無 

護
、
無
歸
無
趣

佛
是
衆
生
法
主
、
今 

若
涅
槃
、
則
無
所
趣
。

、
貧
窮
飢
困 

無
法
利
人
、
曰
貧
。
無
徳
自
養
、
爲
窮
。

生
死
迫
切
、
名
飢
。
流
轉
艱
勞
、
是
因
。

。
欲
從
如
來
求
將
來 

食
食
謂
常

果
也
。

。
唯
願
哀
愍
、
受
我
微
供
然
後
涅
槃  

不
設
供
具
、
而
請
受
者
、
見
上
諸
人
、

所
獻
弗
納
。
故
先
啓
佛
、
然
後
辨
之
。

。
世
尊
、
譬
如
剎
利 

王
種

也
。

若
婆
羅
門

淨
行 

者
也
。

、
毘
舍

若
今
之 

官
⾧
也
。

、
首
陀

農夫 

  西來寺蔵『注大般涅槃経』巻第二（毎日新聞社刊『重要文化財 20』掲載写真） 

口 

絵 

現
存
各
巻
の
部
分
写
真
及
び
翻
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注
大
般
涅
槃
經
卷
第
八 

如
来

性
品 

導
江
縣
令
韋
諗
注 

爾
時
佛
告
迦
葉
菩
薩
、
善
男
子
、
汝
今
不
應
如
諸 

聲
聞
凡
夫
之
人
分
別
三
寶

勸
捨
凡
夫 

二
乘
之
見
。

、
於
此
大 

乘
不
生
分
別
三
歸
之
相

教
依
大
乘 

同
一
相
也
。

所
以
者
何 

於
佛
性
中
即
有
法
僧

此
之
三
性
、
體
同
而
義
異
也
。

覺
義
名
佛
、
持
義
名
法
、
和 

義
名

僧
。 

、
爲
欲
化
度
聲
聞
凡
夫
故
説
三
歸
異
相

凡夫 

二
乘
、
薄
福
少
智
、
不
能
信
同
。
故
説
三
寶

異
相
。
若
爲
福
智
衆
生
、
則
説
三
寶
同
性
。

。
善
男
子
若 

欲
隨
順
世
間
法
者
、
則
應
分
別
有
三
歸
依
。
善
男 

子
、
菩
薩
應
作
如
是
思
惟
。
我
今
此
身
歸
依
於
佛 

謂
歸
自
身
之 

中
法
身
佛
也
。

。
若
即
此
身
、
得
成
佛
道
、
既
成
佛
已 

西教寺蔵『注大般涅槃経』巻第八（毎日新聞社刊『重要文化財 20』掲載写真） 



 

 

 
 

注
大
般
涅
槃
經
卷
第
十 

如
來

性
品 

導
江
縣
令
韋
諗
注 

復
次
善
男
子
、
如
波
羅
奢
樹
、
迦
尼
迦
樹
、
阿
叔
迦 

樹
、
值
天
亢
旱
、
不
生
花
實

此
喩
法
僧
衰
相
、
謂
不

生
三
乘
之
因
不
獲
三 

乘
之

果
。
及
餘
水
陸
所
生
之
物
、
皆
悉
枯
悴

況
人
天
善

根
不
増
⾧ 

也
。
無
有
潤
澤
、
不
能
增
⾧
、
一
切
諸
藥
無
復
勢
力
。 

諸
藥
譬 

五
乘
也
。

善
男
子
、
是
大
乘
典
大
涅
槃
經
亦
復
如 

是
、
於
我
滅
後
有
諸
衆
生
不
能
恭
敬
、
無
有
威
德
。 

何
以
故
、
是
諸
衆
生
不
知
如
來
微
密
藏
故
。
所
以 

者
何
、
以
是
衆
生
薄
福
德
故
。
復
次
善
男
子
、
如
來 

正
法
將
欲
滅
盡
、
爾
時
多
有
行
惡
比
丘
、
不
知
如 

來
微
密
之
藏
、
嬾
墮
懈
怠
、
不
能
讀
誦
宣
揚
、
分
別 

如
來
正
法
、
譬
如
癡
賊
棄
捨
真
寶
、
擔
負
草
木 

、
不 

解
如
來
微
密
藏
故
、
於
是
經
中
懈
怠
不
勤
。
哀
哉 

大
險
當
來
之
世
、
甚
可
怖
畏
。
苦
哉
衆
生
、
不
勤
聽 

受
是
大
乘
典
大
涅
槃
經
。
唯
諸
菩
薩
摩
訶
薩
等
、 

能
於
是
經
取
真
實
義
、
不
著
文
字

謂
不
執
有
而

捨
無
執
無
而 

捨
有

也
。

隨
順
不
逆
、
為
衆
生
故
。 

復
次
善
男
子
、
如
牧
牛
女

牛
譬
正
教
女

況
傳
法
之
人

為
欲 

 

聖衆來迎寺蔵『注大般涅槃経』巻第十 

（思文閣出版『特別展 神仏います近江』掲載写真） 



 

 

 
 

注
大
般
涅
槃
經
卷
第
十
二 

壽
命
品  

導
江
縣
令
韋
諗
注 

復
次
善
男
子
、
菩
薩
摩
訶
薩
聖
行
者
、
觀
察
是 

身
、
自
首 

至
足
、
其
中
唯
有
髮
毛
、
爪 

齒
、
皮
肉
筋
骨
、 

脾
腎
心
肺
、
肝
膽
腸
胃
、
生
熟
二
藏 

、
大
小
便
利
、 

汗
涙
洟
唾 

、
肪
膏
髄
脳 

、
膿
血
涎
淡 

、
胞
胲
垢
等 

。 

脳
極
於
上
、
胲
極
於
下
。
即
足
拇
指
、
生
三
毛
處
也
。

自
頂
至
足
、
所
有
諸
脈
、
皆
悉
觀
之
。
胲
音
古
才
反 

。 

菩
薩
如
是
專
念
觀
時
、
誰
有
是
我
。

色
不
浄

故
、
故
知 

無我
我
為
屬
誰
。

責
我
所

属
也
。

住
在
何
處
。

破
以
色
為

住
處
也
。 

誰
屬
於
我
。

責
法
属

我
也
。

復
作
是
念
、
骨
是
我
邪 

。 

離
骨
是
乎
。

骨
非
是
我
、
離
骨
無
我
。

骨
我
之
際
、
誰
為
我
邪
。

菩
薩
爾 

時
除
去
皮
肉
、
唯
觀
白
骨
、

衆
相
既
虛
、
獨
骨

存
耳
。
是
故
菩
薩  

諦
觀 

之
也
。

復
作
是
念
、
骨
色
相
異
、
所
謂
青
黃
白
、 

色
鴿
色
如
是
骨
相
亦
復
非
我
、

求
之
諸
相
、
無

有
實
體
、
故
知 

是
中
、
亦

無
有
我
。

何
以
故
。
我
者
亦
非
青
黃
白
及
以 

鴿
色
。

妄
我
非
青

等
色
故
。

菩
薩
繫
心
作
是
觀
時
、
即 

得
斷
除
一
切
色
欲
。

毛
髪
歯
爪
倶
無
我
、
實
乃

至
骨
色
亦
無
有
我
。
無
我 

西來寺蔵『注大般涅槃経』巻第十二（2017 年 7 月調査時撮影） 



 

 

 
 

注
大
般
涅
槃
經
卷
第
十
四 

聖
行

品

 

導
江
縣
令
韋
諗
注 

善
男
子
、
我
觀
諸
行
悉
皆
無
常
。
云
何
知
耶
。
以 

因
縁
故
。
若
有
諸
法
從
縁
生
者
、
則
知
無
常
。
是
諸 

外
道
無
有
一
法
不
從
縁
生
。

此
破
外
道

常
計
也
。
善
男 

佛
性
無
生
無
滅
、

非
本
無
今
有
故
無
生

非
已
有
還
無
故
無
滅
無 

去
無
來
、

既
無
生
滅

何
去
何
來
非
過
去
、

非
已
生

已
滅
故 

非
未
來 

非
未
生

未
滅
故 

非
見
在

非
已
生

未
滅
故 

非
因
所
作
、

是
體
常

有
故
■ 

非
無
因
作
、

頼
自

證
故 

非
作
、

離
所
作

相
故

非
作
者
、

離
能 

作
相
故 

非
相
、

離
妄

想
故 

非
無
相
、

是
實

相
故 

非
有
名
、

言
語
道

斷
故

非 

無
名
、

假
立

名
故 

非
名
、

非
四

蔭
故
非
色
、

離
色
蔭

相
故

非
⾧
、
非 

短
、

離
色

相
也

。
非
陰
界
入
之
所
執
持
、
是
故
名
常
。 

結
常

義
也
善
男
子
、
佛
性
即
是
如
來
、
如
來
即
是 

法
如
來
是
境
如
智
也

法
是
智
如
境
也

法
即
是
常
、

明
境
是

常
也

。
善 

男
子
、
常
者
即
是
如
來
、

境
常
智

亦
常
故

。
如
來
即
是 

僧
、

法
僧
如
來

性
不
異
故

。
僧
即
是
常

三
寶
之
性

無
老
異
也
以
是 

義
故
、
從
因
生
法
、
不
名
為
常
。

離
三
寶
外

悉
從
縁
生

是
諸 

毘沙門堂蔵『注大般涅槃経』巻第十四（毎日新聞社刊『重要文化財 20』掲載写真） 



 

 

 

鼻
地
獄
四
方
有
門
、
一
一
門
外
各
有
猛
火
、
東
西 

南
北
交
過
通
徹
八
萬
由
延 

、
周
匝
鐵
牆
、
鐵
網
彌 

覆
、
其
地
亦
鐵
上
火
徹
下
、
下
火
徹
上
。
大
王
若
魚 

在
𨫼 

、
脂
膏
燋 

然
、
是
中
罪
人
、
亦
復
如
是
。
大
王
作 

一
逆
者
、
則
便
具
受
如
是
一
罪
、
若
造
二
逆
罪
則 

二
倍
、
五
逆
具
者
罪
亦
五
倍
。

若
具
造
者
則
於
一

劫
之
中
受
五
倍
苦  

大
王
、
我
今
定
知
王
之
惡
業
必
不
得
免
。
唯
願
大 

王
速
往
佛
所
、
自
捨
如
來 

、
餘
無
能
救
。
我
今
愍
汝 

故
相
勸
導
。
爾
時
大
王
聞
是
語
已
、
心
懷
怖
懼
、
舉 

身 

戰
慄
、
五
體
掉
震 

如
芭
蕉
樹
、
仰
而
答
曰
、
汝
為 

是
誰
、
不
現
色
像
、
而
但
有
聲
。
大
王
、
吾
是
汝
父
頻 

婆
娑
羅
。
汝
今
當
隨
耆
婆
所
説
、
莫
隨
邪
見
六 

臣
之
言
。
時
王
聞
已
、
悶
絶
躄
地
、
身
瘡
增
劇
、
臭 

穢
倍
前
、
雖
以
冷
藥
塗
而
治
之
、
瘡
烝
毒 

熱
、
但
增
無
損
。 

 

大
般
涅
槃
經
卷
第
十
九 

西方寺蔵『注大般涅槃経』巻第十九（毎日新聞社刊『重要文化財 20』掲載写真 



■
凡 

例
■ 

 
一
︑
本
論
攷
が
取
り
扱
っ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
は
︑
三
重
県
津
市
に
あ
る
天
台
真
盛
宗
西
来
寺
所
蔵
︵
京
都
国
立
博
物
館
寄
託
︶
韋
諗
撰
﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
巻
二
及
び

巻
十
二
で
あ
る
︒ 

一
︑
本
文
中
に
引
用
さ
れ
た
原
文
は
︑
二
字
下
げ
に
て
表
示
す
る
︒
そ
れ
に
附
ず
る
訓
読
文
に
つ
い
て
は
︑
同
じ
く
二
字
下
が
っ
て
︽ 

︾
内
で
示
し
た
︒
現
代
語
訳

の
あ
る
場
合
は
︑︵ 
︶
内
に
示
し
た
︒ 

一
︑
引
用
原
文
に
つ
い
て
は
︑
可
能
な
限
り
正
字
と
し
︑
で
き
な
い
場
合
は
常
用
字
で
代
替
し
た
︒
フ
ｫ
ン
ト
な
ど
で
一
文
字
で
表
示
で
き
な
い
場
合
は
︑
二
文
字
以

上
を
用
い
て
造
字
し
た
︒ 

一
︑
訓
読
文
は
︑
常
用
字
に
て
記
し
た
︒ 

一
︑
原
文
翻
刻
の
際
︑
判
読
不
能
文
字
は
︑
■
で
記
し
た
︒ 

一
︑﹃
大
正
新
脩
大
蔵
経
﹄
の
出
典
注
記
に
つ
い
て
︑﹃
大
正
蔵
﹄
巻
数
︑
頁
数
の
順
番
で
示
し
︑
上
中
下
は
段
を
意
味
す
る
︵
例
︑﹃
大
正
蔵
﹄
五
五
︑
六
中
︶︒ 

一
︑
第
四
章
に
お
け
る
注
釈
文
の
翻
刻
部
分
に
つ
い
て
︑
別
途
凡
例
を
記
し
た
︒ 

一
︑
資
料
篇
に
あ
る
巻
二
の
翻
刻
部
分
に
つ
い
て
︑
別
途
凡
例
を
記
し
た
︒ 

一
︑
引
用
文
献
に
お
い
て
︑
書
名
︑
題
名
や
著
者
名
な
ど
に
つ
い
て
︑
正
字
や
繫
体
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
︑
常
用
字
に
変
換
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
の
表
示
と
す

る
︒ 



目
次 

■
研
究
篇
■ ............................................................................................................................................................................................................. 

４ 

第
一
章 
本
研
究
の
目
的
・
意
義
・
手
法
に
つ
い
て .................................................................................................................................................. 

４ 
 

は
じ
め
に ........................................................................................................................................................................................... 

４ 
 

研
究
目
的 ........................................................................................................................................................................................... 

６ 
 

研
究
意
義 ........................................................................................................................................................................................... 

７ 
 

研
究
手
法 ........................................................................................................................................................................................... 

８ 

第
二
章 

中
国
に
お
け
る
﹃
涅
槃
経
﹄
の
伝
訳
に
つ
い
て ........................................................................................................................................... 

９ 
 

は
じ
め
に ........................................................................................................................................................................................... 

９ 
 

小
乗
﹃
涅
槃
経
﹄
と
大
乗
﹃
涅
槃
経
﹄ .................................................................................................................................................. 

９ 
 

現
存
す
る
﹃
涅
槃
経
﹄
関
連
経
典 ....................................................................................................................................................... 

１
０ 

 

﹃
涅
槃
経
﹄
の
伝
訳 ......................................................................................................................................................................... 

１
３ 

 

小
本
﹃
涅
槃
経
﹄
の
伝
訳 .............................................................................................................................................................. 

１
４ 

 

大
本
﹃
涅
槃
経
﹄
の
伝
訳 .............................................................................................................................................................. 

１
５ 

 

﹃
涅
槃
経
﹄
現
存
諸
本 ..................................................................................................................................................................... 

１
９ 

 

小
乗
﹃
涅
槃
経
﹄
の
現
存
諸
本 ....................................................................................................................................................... 

１
９ 

 

大
乗
﹃
涅
槃
経
﹄
の
現
存
諸
本 ....................................................................................................................................................... 

２
０ 

 

﹃
涅
槃
経
﹄
の
成
立
に
つ
い
て
の
諸
研
究 ............................................................................................................................................ 

２
２ 

 

﹃
涅
槃
経
﹄
注
釈
書
に
つ
い
て .......................................................................................................................................................... 

２
４ 
 

﹃
涅
槃
経
﹄﹁
寿
命
品
﹂
の
概
要 ......................................................................................................................................................... 

２
９ 

第
三
章 

﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
に
つ
い
て .............................................................................................................................................................. 

３
０ 



２ 
 

 

現
存
状
況 ........................................................................................................................................................................................ 

３
０ 

 

書
誌
情
報 ........................................................................................................................................................................................ 

３
１ 

 

経
軸―

校
了
者
の
手
が
か
り .......................................................................................................................................................... 

３
３ 

 

所
蔵
寺
院 ........................................................................................................................................................................................ 

３
４ 

 
撰
者
に
つ
い
て ................................................................................................................................................................................ 

３
５ 

 
韋
諗
の
出
自 ................................................................................................................................................................................ 

３
５ 

 

唐
代
の
県 .................................................................................................................................................................................... 

３
６ 

 

韋
諗
の
著
作 ................................................................................................................................................................................ 

３
９ 

第
三
章 

﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
の
成
立
問
題 .......................................................................................................................................................... 

４
３ 

 

正
倉
院
文
書 .................................................................................................................................................................................... 

４
３ 

 

遣
唐
使 ........................................................................................................................................................................................... 

４
５ 

 

慧
琳
﹃
一
切
経
音
義
﹄
所
収
釈
雲
公
﹁
涅
槃
経
音
義
﹂ .......................................................................................................................... 

４
６ 

第
四
章 

﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
の
文
献
的
特
徴 ....................................................................................................................................................... 

６
０ 

 

注
釈
文
の
翻
刻 ................................................................................................................................................................................ 

６
０ 

 

韋
諗
注
釈
の
特
徴 ......................................................................................................................................................................... 

１
１
０ 

 

引
用
文
献
の
不
開
示 ................................................................................................................................................................. 

１
１
０ 

 

語
彙
の
部
分
改
変 ..................................................................................................................................................................... 

１
１
３ 

 

同
語
反
復
の
忌
避 ..................................................................................................................................................................... 

１
１
７ 

第
五
章 

韋
諗
の
思
想
的
特
徴 ......................................................................................................................................................................... 

１
２
０ 

第
一
節 

は
じ
め
に .................................................................................................................................................................................... 

１
２
０ 

第
二
節 

引
用
文
献
の
推
定 ......................................................................................................................................................................... 

１
２
２ 

第
一
項 

梁
・
宝
亮
﹃
涅
槃
経
集
解
﹄ ...................................................................................................................................................... 

１
２
３ 

第
二
項 

﹃
大
般
涅
槃
経
義
記
﹄ .............................................................................................................................................................. 

１
２
９ 



３ 
 

第
三
項 

諸
書
籍
よ
り
混
合
引
用
の
場
合 ................................................................................................................................................... 

１
３
２ 

第
四
項 

﹃
涅
槃
経
﹄
以
外
の
注
釈
書 ...................................................................................................................................................... 

１
３
６ 

第
五
項 

ま
と
め .................................................................................................................................................................................... 

１
３
８ 

第
六
章 
﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
の
﹁
北
本
﹂﹁
南
本
﹂
依
拠
問
題 ........................................................................................................................... 

１
４
０ 

 
韋
諗
が
依
拠
し
た
本
に
つ
い
て ...................................................................................................................................................... 

１
４
０ 

 
韋
諗
の
文
字
採
択
の
傾
向 .............................................................................................................................................................. 

１
４
２ 

結 

論 ............................................................................................................................................................................................................. 

１
４
４ 

参
考
文
献 ......................................................................................................................................................................................................... 

１
４
７ 

一
︑﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
巻
二 
翻
刻
校
訂 ........................................................................................................................................................ 

１
５
２ 

二
︑﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
巻
二 
訓
読
訳
注 ........................................................................................................................................................ 

１
５
２ 

   
 



４ 
 

■
研
究
篇
■ 

第
一
章 
本
研
究
の
目
的
・
意
義
・
手
法
に
つ
い
て 

 

は
じ
め
に 

 

日
本
に
は
︑
現
在
奈
良
時
代
に
書
写
さ
れ
た
古
写
経
が
凡
そ
二
千
数
百
巻
が
残
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
︒
こ
れ
ら
の
奈
良
写
経
を
基
に
し
て
︑
さ
ら
に
転
写
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
平
安
か
ら
鎌
倉
に
か
け
て
の
古
写
経
を
含
め
る
と
軽
く
一
万
巻
を
超
え
る
︒
こ
の
数
は
︑
世
界
に
も
類
を
見
な
い
誇
れ
る
一
大
コ
レ
ク
シ
ｮ
ン
で
あ

る
︒
最
近
の
調
査
報
告
に
お
い
て
︑
日
本
古
写
経
の
一
部
が
中
国
・
台
湾
・
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
国
の
博
物
館
等
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
︒
中
に
は
中
国

の
敦
煌
写
経
と
し
て
誤
認
さ
れ
︑
オ
ｰ
ク
シ
ｮ
ン
に
出
品
さ
れ
て
し
ま
う
ケ
ｰ
ス
も
あ
っ
た
と
い
う1

︒
日
本
の
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
古
写
経
の
価
値
を
世
界
に
発

信
す
る
と
共
に
︑
貴
重
な
文
化
資
源
の
保
護
・
保
存
の
た
め
に
︑
古
写
経
の
研
究
は
急
務
で
あ
る
と
考
え
る
︒ 

日
本
古
写
経
研
究
の
始
ま
り
は
︑
平
成
二
年
の
七
寺
一
切
経
に
お
け
る
古
逸
経
典
の
発
見
か
ら
で
あ
る
と
い
う
︒
そ
の
調
査
研
究
結
果
が
﹃
七
寺
古
逸
経
典
研
究
叢

書
﹄
全
六
巻
︵
大
東
出
版
社
︶
と
い
う
形
で
出
版
さ
れ
た
︒
そ
の
後
︑
七
寺
一
切
経
の
中
の
﹃
馬
鳴
菩
薩
伝
﹄
の
﹃
大
正
新
脩
大
蔵
経
﹄
本
と
の
相
違
を
︑
落
合
俊
典

氏
が
指
摘
し
︑
長
安
仏
教
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
証
明
さ
れ
︑
そ
れ
ま
で
一
切
経
の
基
準
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
﹃
大
正
新
脩
大
蔵
経
﹄
の
底
本
で
あ
る
高
麗

再
雕
版
へ
の
疑
義
を
提
示
し
た2

︒
そ
し
て
比
較
検
討
し
た
後
に
︑
日
本
古
写
経
本
の
系
統
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
り
︑
刊
本
大
蔵
経
と
の
比
較
検
討

に
よ
っ
て
︑
日
本
古
写
経
の
性
格
や
系
統
が
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
な
り
︑
日
本
古
写
経
文
献
学
研
究
の
重
要
性
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
︒ 

し
か
し
な
が
ら
︑
日
本
古
写
経
の
性
格
上
︑
調
査
研
究
す
る
こ
と
が
大
変
難
し
い
︒
多
く
の
コ
レ
ク
シ
ｮ
ン
は
︑
寺
院
の
所
蔵
で
あ
る
な
ど
︑
寄
託
さ
れ
て
日
本
の

博
物
館
な
ど
で
保
存
管
理
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
実
物
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
で
は
な
い
︒
ま
た
︑
運
よ
く
実
物
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
も
︑
保
存

状
態
が
悪
い
も
の
は
︑
開
く
だ
け
で
一
苦
労
︑
細
心
の
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
︑
紙
片
の
欠
片
が
剥
が
れ
た
り
し
て
︑
重
要
な
文
化
財
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ

る
︒
湿
気
や
虫
食
い
で
痛
ん
で
し
ま
っ
て
︑
内
容
が
確
認
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
︒
何
よ
り
も
︑
デ
ジ
タ
ル
保
存
す
る
た
め
の
撮
影
は
︑
時
間
が
か
か
る
上
︑
慎
重
に

 
1 

上
海
師
範
大
学
副
教
授
︑
定
源
︵
王
招
国
︶
氏
に
よ
る
講
演
﹁
中
国
に
現
存
す
る
奈
良
写
経
﹂︵
仮
題
︶︵
平
成
三
〇
年
九
月
二
十
七
日
︑
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
日
本
古
写
経
研
究
所
開
催

研
究
会
︶︒ 

2 

落
合
俊
典
﹁
興
聖
寺
本
﹃
馬
鳴
菩
薩
伝
﹄
に
つ
い
て
﹂﹃
印
仏
研
﹄
第
四
十
一
巻
第
一
号
︑
一
九
九
二
年
︒ 
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文
化
財
を
扱
う
た
め
に
︑
ど
う
し
て
も
調
査
点
数
の
量
を
こ
な
す
こ
と
が
難
し
い
︒
ま
た
活
動
資
金
の
確
保
や
古
写
経
を
取
扱
う
こ
と
が
で
き
る
人
材
の
育
成
な
ど
多

く
の
難
題
が
存
在
す
る
︒ 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
於
い
て
︑
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
の
日
本
古
写
経
研
究
所
で
は
︑
落
合
俊
典
氏
の
ご
指
導
の
下
で
︑
日
本
や
世
界
に
現
存
す
る
こ
れ
ら

の
一
大
コ
レ
ク
シ
ｮ
ン
の
調
査
・
研
究
・
デ
ジ
タ
ル
撮
影
に
よ
る
保
存
プ
ロ
ジ
ｪ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
て
い
る
︒
そ
の
先
に
は
︑
日
本
古
写
経
の
デ
ｰ
タ
ベ
ｰ
ス
構
築
と

い
う
計
画
が
見
据
え
ら
れ
て
い
る
︒ 

古
写
経
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
中
で
︑
日
本
に
し
か
存
在
し
な
い
注
釈
書
類
の
写
本
が
注
目
さ
れ
る
︒
奈
良
期
に
日
本
に
請
来
︑
書
写
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
が
︑
中
国
に
は
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
い
注
釈
書
で
あ
る
︒
そ
の
中
の
一
つ
が
︑
本
論
攷
が
取
り
扱
う
対
象
と
し
て
い
る
﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄︵
以
下
︑﹃
注
涅

槃
経
﹄
と
す
る
︶
で
あ
る
︒ 

﹃
注
涅
槃
経
﹄
は
︑
大
乗
﹃
大
般
涅
槃
経
﹄
の
注
釈
書
で
あ
る
︒
奈
良
時
代
の
天
平
写
経
で
あ
る
と
言
わ
れ
︑
一
部
を
除
き
︑
国
か
ら
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け

て
い
る
︒
全
三
十
巻
の
う
ち
︑
わ
ず
か
六
巻
の
み
が
現
存
を
確
認
さ
れ
て
い
る
︒
思
う
に
︑
八
世
紀
初
頭
に
成
立
し
︑
そ
の
後
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
︑
天
平
写
経
の
一

部
と
し
て
書
写
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
︒
そ
の
著
者
は
︑
一
士
大
夫
で
あ
る
︒
史
料
に
は
︑
そ
の
形
跡
が
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
︒
ど
こ
の
生
ま

れ
で
あ
っ
た
か
︑
仏
教
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
︑
だ
れ
を
師
と
し
て
仰
い
だ
の
か
︑
全
く
見
当
が
つ
か
な
い
︒
ま
た
︑﹃
注
涅
槃
経
﹄
が
後
代
の
注
釈
書
に
引
用
さ
れ

た
例
も
ご
く
わ
ず
か
し
か
な
い
︒
そ
れ
に
よ
っ
て
後
代
に
与
え
た
影
響
も
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
こ
の
無
名
な
士
大
夫
に
よ
っ
て

作
成
さ
れ
た
注
釈
書
が
︑
死
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
っ
た
遣
唐
使
ら
に
よ
っ
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
︒
そ
の
理
由
は
何
に
あ
る
の
か
︒
撰
者
の
出
自
が
︑
唐
代
の
朝
廷

と
何
か
し
ら
の
親
戚
関
係
に
あ
っ
て
︑
朝
廷
に
出
入
り
し
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
か
︒
あ
る
い
は
︑
撰
者
が
書
の
名
人
と
し
て
評
価
さ
れ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
︒﹃
注
涅
槃

経
﹄
は
︑
何
が
評
価
さ
れ
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
︑
そ
し
て
天
平
写
経
の
一
部
と
し
て
書
写
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
︒
現
代
の
我
々
が
無
名
だ
と
思
っ
て
い
る
の
は
︑
た

だ
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
︒
史
料
の
不
足
に
よ
っ
て
ど
こ
ま
で
そ
の
理
由
を
解
明
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
が
︑
今
は
︑
ひ
と
ま
ず
パ
ズ
ル

の
ピ
ｰ
ス
を
一
つ
一
つ
嵌
め
込
ん
で
い
く
つ
も
り
で
︑
ま
ず
は
︑
こ
の
﹃
注
涅
槃
経
﹄
の
内
容
を
分
析
し
︑
撰
者
韋
諗
の
思
想
的
背
景
︑
そ
の
系
譜
に
辿
れ
る
よ
う
な

手
が
か
り
を
探
す
ほ
か
な
い
︒ 

さ
て
︑
唐
代
導
江
県
令
で
あ
っ
た
韋
諗
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
﹃
注
涅
槃
経
﹄
は
︑
前
述
し
た
よ
う
に
︑
現
存
す
る
六
巻
の
ほ
と
ん
ど
が
国
指
定
重
要

文
化
財
で
あ
る
た
め
に
博
物
館
及
び
美
術
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
の
で
︑
簡
単
に
そ
の
内
容
を
伺
い
知
る
こ
と
も
で
き
な
い
︒
わ
ず
か
に
重
要
文
化
財
の
図
録
な
ど
に

掲
載
さ
れ
る
そ
の
六
巻
の
巻
首
及
び
巻
末
の
一
部
分
の
写
真
に
よ
っ
て
︑
そ
の
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
で
あ
る
︒ 
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二
〇
一
七
年
の
七
月
に
三
重
県
津
市
に
あ
る
天
台
真
盛
宗
派
寺
院
で
あ
る
西
来
寺
が
所
蔵
す
る
巻
二
及
び
十
二
を
寄
託
先
で
あ
る
京
都
国
立
博
物
館
に
お
い
て
調

査
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
︒
紫
檀
及
び
黒
檀
の
軸
︑
嵌
め
込
み
装
飾
が
あ
し
ら
わ
れ
た
軸
端
︑
装
丁
︑
用
紙
及
び
一
流
写
経
生
に
よ
る
端

麗
な
字
︑
ど
れ
を
と
っ
て
も
一
級
品
で
あ
る
こ
と
が
一
目
瞭
然
で
あ
っ
た
︒ 

﹃
注
涅
槃
経
﹄
が
国
に
よ
っ
て
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
︑
奈
良
写
経
に
お
い
て
も
︑
そ
の
格
式
高
い
佇
ま
い
及
び
そ
の
字
の
素
晴
ら
し
さ
に
違
い

な
い
︒
そ
の
気
高
さ
は
︑
ほ
か
の
奈
良
写
経
と
比
較
し
て
も
︑
そ
の
差
は
歴
然
で
あ
る
︒
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
︑
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
研

究
・
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
︒ 

様
々
な
状
況
か
ら
判
断
す
る
に
︑
本
注
釈
書
の
重
要
性
は
︑
そ
の
文
化
財
的
価
値
に
の
み
あ
る
の
で
は
な
い
と
考
え
る
︒
で
は
︑
そ
の
文
献
的
価
値
は
ど
こ
に
あ

る
か
︒
そ
れ
に
つ
い
て
は
︑﹃
注
涅
槃
経
﹄
を
紐
解
く
ほ
か
な
い
の
で
あ
る
︒﹃
注
涅
槃
経
﹄
は
︑
現
存
す
る
数
少
な
い
﹃
涅
槃
経
﹄﹁
北
本
﹂
に
依
拠
す
る
注
釈
書
で

あ
る
か
ら
︑
そ
の
文
献
的
な
価
値
は
存
在
す
る
︒
そ
の
こ
と
を
鑑
み
て
︑
今
ま
で
調
査
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
本
資
料
を
翻
刻
し
紹
介
し
た
い
︒
そ
れ
に
よ
っ
て
︑﹃
涅

槃
経
﹄
研
究
に
新
た
な
一
石
を
投
じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
︒ 

 
 

研
究
目
的 

  

本
論
攷
の
目
的
は
︑﹃
涅
槃
経
﹄
研
究
に
新
た
な
一
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
︒
今
ま
で
総
合
的
な
研
究
が
な
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
﹃
注
涅
槃
経
﹄
に
つ
い
て

基
礎
的
な
研
究
を
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
︒
ま
ず
︑
現
存
す
る
六
巻
に
お
い
て
︑
実
地
調
査
で
き
た
巻
二
及
び
十
二
の
う
ち
︑
巻
二
の
翻
刻
資
料
を
提
供
す
る
︒
こ
れ

に
よ
っ
て
︑﹃
注
涅
槃
経
﹄
研
究
の
礎
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
︒
次
に
︑﹃
注
涅
槃
経
﹄
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
考
察
し
明
ら
か
に
す
る
︒
第
三
に
︑
巻
二
及
び
巻
十

二
の
内
容
を
考
察
し
︑
撰
者
韋
諗
の
注
釈
文
か
ら
そ
の
特
徴
を
抽
出
す
る
︒
こ
れ
に
よ
っ
て
︑
韋
諗
の
思
想
の
片
鱗
を
垣
間
見
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
こ
と
を
期
待
す

る
︒
こ
れ
ら
の
事
柄
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
︑
今
後
の
﹃
涅
槃
経
﹄
研
究
に
お
い
て
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
︒ 
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研
究
意
義 

 
近
代
に
お
け
る
漢
訳
大
乗
経
の
﹃
大
般
涅
槃
経
﹄︵
以
下
﹃
涅
槃
経
﹄
と
す
る
︶
の
研
究
は
︑
布
施
浩
岳
氏
の
﹃
涅
槃
経
の
研
究
﹄︵
前
篇
・
後
篇
︶3

に
は
じ
ま

る
︒﹃
涅
槃
経
﹄
の
研
究
成
果
は
︑
下
田
正
弘
氏
の
﹃
涅
槃
経
の
研
究―

大
乗
経
典
の
研
究
方
法
試
論
﹄4

及
び
望
月
良
晃
氏
の
﹃
大
乗
涅
槃
経
の
研
究―

教
団
史
的

考
察
﹄5

な
ど
が
あ
る
が
︑
下
田
氏
の
研
究
は
︑
チ
ベ
ｯ
ト
語
訳
﹃
涅
槃
経
﹄
を
ベ
ｰ
ス
し
た
も
の
で
あ
り
︑
ま
た
望
月
氏
は
教
団
と
い
う
視
点
か
ら
﹃
涅
槃
経
﹄
の

一
闡
提
問
題
を
中
心
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
︑
布
施
氏
以
降
︑
漢
訳
﹃
涅
槃
経
﹄
に
つ
い
て
の
文
献
的
な
研
究
は
停
滞
し
た
ま
ま
と
言
え
よ
う
︒
そ
の
原
因

と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
︑
布
施
氏
の
研
究
成
果
を
以
て
一
応
研
究
が
一
段
落
し
た
と
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
︒ 

し
か
し
な
が
ら
︑
布
施
氏
の
研
究
以
降
︑
各
種
大
蔵
経
の
デ
ｰ
タ
ベ
ｰ
ス
が
構
築
さ
れ
︑
正
倉
院
文
書
及
び
日
本
古
写
経
の
研
究
も
先
学
の
開
墾
時
代
を
終
え
︑

い
ま
結
実
の
時
期
を
迎
え
て
︑
多
様
な
様
相
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
︒
ま
た
︑
古
写
経
に
よ
る
経
文
の
校
訂
と
い
う
新
し
い
手
法
に
よ
る
見
解
が
提
示
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
︒
今
こ
そ
漢
訳
﹃
涅
槃
経
﹄
に
つ
い
て
再
考
す
る
時
期
に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
︒
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
お
い
て
︑﹃
涅
槃
経
﹄
研
究

の
新
た
な
一
資
料
と
し
て
︑
唐
代
導
江
県
令
で
あ
っ
た
韋
諗
が
書
い
た
﹃
注
涅
槃
経
﹄
の
研
究
は
︑
ま
さ
に
漢
訳
﹃
涅
槃
経
﹄
研
究
に
資
す
る
も
の
と
考
え
る
︒ 

今
日
ま
で
﹃
注
涅
槃
経
﹄
に
関
す
る
研
究
論
文
は
︑
管
見
の
限
り
坂
本
廣
博
氏6

に
よ
る
一
篇
の
み
で
あ
る
︒
そ
の
理
由
と
し
て
主
に
三
つ
の
事
柄
が
考
え
ら
れ
る
︒

ま
ず
︑﹃
注
涅
槃
経
﹄
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
調
査
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
︒
二
に
︑
著
者
の
韋
諗
に
つ
い
て
の
史
料
が
見
当
た
ら
な
い

こ
と
︒
三
は
︑﹃
注
涅
槃
経
﹄
の
内
容
が
後
代
の
注
釈
書
に
引
用
さ
れ
る
例
が
ほ
と
ん
ど
な
く
︑
後
代
へ
の
影
響
は
な
い
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
な
ど
に

よ
る
も
の
だ
と
考
え
る
︒ 

こ
の
よ
う
に
︑調
査
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
本
文
内
容
を
見
る
こ
と
が
で
き
ず
︑作
者
の
こ
と
は
史
料
に
も
上
ら
ず
︑ま
た
内
容
を
確
認
で
き
た
と
し
て
も
︑

引
用
の
形
跡
が
な
い
と
さ
れ
て
い
た
た
め
︑
そ
の
重
要
性
が
見
え
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
︒
と
は
い
え
︑﹃
注
涅
槃
経
﹄
を
紐
解
い
て
み
る
と

 
3 

布
施
浩
岳
﹃
涅
槃
宗
の
研
究
﹄︵
前
篇
・
後
篇
︶︵
国
書
刊
行
会
︑
初
一
九
四
二
年
・
再
一
九
七
三
年
︶︒ 

4 

下
田
正
弘
﹃
涅
槃
経
の
研
究―

大
乗
経
典
の
研
究
方
法
試
論
﹄︵
春
秋
社
︑
一
九
九
七
年
︶︒ 

5 

望
月
良
晃
﹃
大
乗
涅
槃
経
の
研
究―

教
団
史
的
考
察
﹄︵
春
秋
社
︑
一
九
八
八
年
︶︒
こ
の
ほ
か
に
︑
横
超
慧
日
﹃
涅
槃
経―

如
来
常
住
と
悉
有
仏
性―

﹄︵
平
楽
寺
書
店
︑
一
九
八
一
年
︶
が
あ

る
︒
こ
の
中
で
︑
横
超
氏
は
︑﹃
涅
槃
経
﹄
の
段
階
的
成
立
説
を
立
て
︑﹃
涅
槃
経
﹄
は
︑
七
か
ら
八
段
階
の
成
立
段
階
を
経
て
い
る
と
し
て
い
る
︵
四
十
頁
︶︒
ま
た
︑
田
上
太
秀
氏
﹃
ブ
ｯ
ダ
臨

終
の
説
法
︿
１
﹀―

︿
４
﹀―

完
訳
大
般
涅
槃
経
﹄︵
大
蔵
出
版
︑
一
九
九
六―

七
年
︶
な
ど
が
あ
る
︒
こ
ち
ら
は
︑﹁
北
本
﹂﹃
涅
槃
経
﹄
を
完
全
に
現
代
語
訳
し
た
も
の
で
あ
る
︒ 

6 

坂
本
廣
博
﹁
重
要
文
化
財
・
毘
沙
門
堂
蔵
本
﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
巻
十
四
・
聖
行
品
に
つ
い
て
﹂﹃
叡
山
学
院
研
究
紀
要
﹄
通
号
三
︑
一
九
八
〇
年
︒ 
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想
像
以
上
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
っ
た
︒﹃
涅
槃
経
﹄
の
研
究
史
上
に
お
い
て
︑
韋
諗
撰
﹃
注
涅
槃
経
﹄
は
諸
々
の
理
由
か
ら
研
究
対
象
と
し
て
扱
わ
れ
て
こ
な
か
っ

た
︒
唐
代
に
お
け
る
当
該
研
究
書
の
一
つ
で
あ
る
﹃
注
涅
槃
経
﹄
の
包
括
的
研
究
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
研
究
対
象
と
し
た
︒﹃
注
涅
槃
経
﹄
を
文
献
学

的
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑﹃
涅
槃
経
﹄
研
究
に
寄
与
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
︒ 

 
 

 

研
究
手
法 

 

本
研
究
で
は
︑
現
存
す
る
六
巻
の
﹃
注
涅
槃
経
﹄
の
う
ち
︑
実
際
に
調
査
で
き
た
巻
二
・
十
二
に
つ
い
て
以
下
の
手
順
で
研
究
を
し
て
い
く
︒
た
だ
し
︑
本
博
士
論

文
に
お
い
て
は
︑内
容
的
に
巻
二
及
び
巻
十
二
の
検
討
を
す
る
も
︑翻
刻
及
び
校
注
に
関
し
て
は
︑巻
二
の
み
に
施
し
︑巻
十
二
に
つ
い
て
は
︑次
の
課
題
に
し
た
い
︒

た
だ
し
︑
韋
諗
の
注
釈
文
部
分
に
関
し
て
は
︑
集
成
し
て
訓
読
文
を
施
し
て
い
る
︒ 

 

一
︑
本
文
に
つ
い
て
の
研
究 

(

ア)  

﹃
注
涅
槃
経
﹄
巻
二
を
翻
刻
し
︑
訓
読
文
・
注
釈
を
施
す
︒ 

(

イ)  

翻
刻
し
た
﹃
涅
槃
経
﹄
の
本
文
部
分
と
︑
現
存
す
る
﹃
大
正
蔵
﹄﹁
北
本
﹂
及
び
﹁
南
本
﹂
と
の
校
訂
を
行
い
︑
そ
の
異
同
を
分
析
す
る
︒
な
お
︑
現

時
点
に
お
い
て
︑
品
名
の
分
け
方
か
ら
︑
韋
諗
の
﹃
注
涅
槃
経
﹄
は
︑﹁
北
本
﹂
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
︒ 

(

ウ)  

次
に
︑
韋
諗
の
注
釈
部
分
に
着
眼
し
︑
そ
の
引
用
典
拠
を
分
析
し
︑
韋
諗
が
︑
何
に
依
っ
て
研
究
を
し
て
き
た
の
か
︑
そ
の
思
想
の
足
跡
を
明 

ら

か
に
す
る
︒ 

(

エ)  

韋
諗
の
注
釈
部
分
が
︑
ど
の
よ
う
に
後
代
に
引
用
さ
れ
︑
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
︒ 

二
︑
成
立
問
題
に
つ
い
て
の
研
究 

(

ア)  

撰
者
韋
諗
の
生
没
年
及
び
伝
記
に
つ
い
て
研
究
す
る
︒ 

(

イ)  

撰
者
号
で
あ
る
導
江
県
及
び
県
令
に
つ
い
て
調
べ
る
︒ 

(

ウ)  

﹃
注
涅
槃
経
﹄
の
表
装
に
つ
い
て
調
査
す
る
︒ 

(

エ)  

﹃
注
涅
槃
経
﹄
の
成
立
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
︒ 
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第
二
章 

中
国
に
お
け
る
﹃
涅
槃
経
﹄
の
伝
訳
に
つ
い
て 

 

は
じ
め
に 

 

中
国
仏
教
に
お
け
る
一
つ
の
大
き
な
転
換
点
は
︑
大
乗
﹃
涅
槃
経
﹄
の
訳
出
で
あ
る
︒
仏
教
経
典
が
時
系
列
で
成
立
し
て
い
っ
た
印
度
と
違
っ
て
︑
成
立
時
期
に
関

係
な
く
伝
播
・
訳
出
さ
れ
る
漢
訳
仏
典
は
︑
経
典
間
に
お
い
て
説
か
れ
る
内
容
が
相
矛
盾
す
る
も
の
も
少
な
く
な
い
︒
中
国
の
人
々
に
と
っ
て
は
︑
そ
の
教
説
を
整
理

す
る
必
要
が
あ
っ
た
︒﹃
涅
槃
経
﹄
は
︑
釈
尊
の
臨
終
に
際
し
て
最
後
の
説
法
に
あ
た
る
た
め
︑
最
後
の
最
も
貴
重
な
説
法
と
い
う
位
置
づ
け
が
成
り
立
っ
た
︒
ま
た
︑

最
後
の
説
法
と
い
う
こ
と
で
︑
今
ま
で
に
説
か
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
秘
密
蔵
に
つ
い
て
説
か
れ
た
︒
そ
れ
が
︑﹁
一
切
衆
生
皆
有
仏
性
﹂・﹁
法
身
常
住
﹂・﹁
一
闡
提

成
仏
﹂
で
あ
る
︒
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
︑﹃
涅
槃
経
﹄
は
中
国
仏
教
に
お
い
て
確
固
た
る
位
置
を
確
立
し
た
わ
け
で
あ
る
︒﹃
涅
槃
経
﹄
に
よ
っ
て
︑
中
国
仏
教
は
仏
性

論
・
修
行
論
な
ど
に
つ
い
て
の
論
争
が
活
発
化
し
︑頓
悟
・
漸
悟
の
主
張
の
対
抗
︑ま
た
一
闡
提
の
問
題
な
ど
︑仏
の
教
え
の
真
意
へ
の
追
求
が
盛
ん
に
議
論
さ
れ
た
︒

﹃
涅
槃
経
﹄
研
究
が
隆
盛
し
︑﹃
涅
槃
経
﹄
を
専
ら
に
研
究
す
る
人
々
も
現
れ
﹁
涅
槃
宗
﹂
が
成
立
し
た
︒
さ
ら
に
は
︑
中
国
仏
教
に
お
け
る
南
北
朝
の
義
学
︑
隋
唐

の
仏
教
宗
派
の
成
立
な
ど
︑
中
国
仏
教
の
発
展
に
︑
そ
し
て
後
に
日
本
仏
教
に
も
大
き
く
関
わ
っ
た
︒﹃
涅
槃
経
﹄
の
出
現
に
よ
っ
て
︑
中
国
仏
教
の
流
れ
が
大
き
く

変
わ
り
︑
仏
性
論
争
が
落
ち
着
い
た
後
で
も
︑﹁
一
切
皆
有
仏
性
﹂
は
︑
そ
の
後
発
達
し
た
各
宗
派
に
於
い
て
も
基
本
的
な
骨
格
︑
大
事
な
根
幹
と
な
り
︑
表
立
っ
て

は
主
張
し
な
く
て
も
︑
当
た
り
前
の
テ
ｰ
ゼ
と
し
て
深
く
根
差
し
て
い
っ
た
︒ 

 
 

小
乗
﹃
涅
槃
経
﹄
と
大
乗
﹃
涅
槃
経
﹄ 

 
 

﹃
大
般
涅
槃
経
﹄︹(Skt.) M

ahāparinirvāṇ a-sūtra (Pali) M
ahāparinibbāna-suttanta

︺
は
︑
そ
の
名
の
通
り
︑
仏
陀
の
﹁
大
い
な
る
涅
槃
﹂
に
つ
い
て
記
し

た
経
典
類
で
あ
る
︒
大
き
く
分
け
て
上
座
部
系
に
伝
承
さ
れ
た
小
乗
経
の
も
の
と
︑
そ
れ
を
ベ
ｰ
ス
に
後
の
大
乗
的
な
思
想
が
取
り
込
ま
れ
発
展
し
た
大
乗
経
の
も
の

が
あ
る
︒ 

所
謂
小
乗
﹃
涅
槃
経
﹄
は
︑
釈
尊
入
滅
を
主
題
と
す
る
経
典
群
で
あ
り
︑
中
村
元
氏
の
﹃
ブ
ｯ
ダ
最
後
の
旅
﹄7

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
︒
そ
の
内
容

 
7 

中
村
元
﹃
ブ
ｯ
ダ
最
後
の
旅
﹄︵
岩
波
書
店
︑
一
九
八
〇
年
︶︒ 
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は
︑
死
を
予
感
し
た
釈
尊
が
故
郷
で
あ
る
カ
ピ
ラ
で
死
を
迎
え
る
た
め
に
︑
弟
子
の
阿
難
の
み
を
連
れ
て
旅
立
つ
︒
途
中
︑
鍛
冶
屋
の
純
陀
が
供
養
し
た
食
べ
物
に
よ

っ
て
体
を
壊
し
亡
く
な
る
ま
で
の
最
後
の
旅
の
様
子
が
︑
歴
史
事
実
に
近
い
内
容
を
伝
え
て
い
る
︒
教
理
よ
り
も
︑
釈
尊
の
最
後
を
史
実
と
し
て
︑
一
人
の
人
間
と
し

て
の
最
後
を
描
写
す
る
内
容
が
中
心
で
あ
る
︒ 

一
方
︑
大
乗
﹃
涅
槃
経
﹄
の
始
ま
り
は
︑
今
ま
さ
に
釈
尊
が
涅
槃
に
入
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
︒
多
く
の
菩
薩
や
衆
生
が
そ
の
最
後
を
見
届
け
よ
う
と
︑

釈
尊
の
も
と
に
駆
け
付
け
る
場
面
が
描
か
れ
る
︒
涅
槃
に
際
し
て
︑
最
後
の
質
問
を
す
る
者
や
供
養
を
捧
げ
る
と
こ
ろ
が
描
写
さ
れ
︑
そ
こ
か
ら
釈
尊
が
最
後
の
説
法

を
す
る
場
面
へ
と
展
開
し
︑﹁
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
﹂
な
ど
の
命
題
が
説
か
れ
る
こ
と
に
な
る
︒
大
乗
﹃
涅
槃
経
﹄
の
現
代
語
訳
に
は
︑
田
上
太
秀
氏
の
﹃
涅
槃
経
﹄

四
〇
巻
本
に
基
づ
い
た
完
訳
本
が
あ
る8

︒ 
 

 
 

現
存
す
る
﹃
涅
槃
経
﹄
関
連
経
典 

 

﹃
大
正
蔵
﹄
に
収
め
ら
れ
て
い
る
﹃
涅
槃
経
﹄
関
係
の
経
典
に
は
︑
小
乗
﹃
涅
槃
経
﹄︑
大
乗
﹃
涅
槃
経
﹄
そ
し
て
︑
涅
槃
に
関
連
す
る
そ
の
他
の
経
典
と
三
つ
に

区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る9

︒﹃
涅
槃
経
﹄
関
係
の
経
典
を
﹃
大
正
蔵
﹄
で
見
た
場
合
︑
全
部
で
二
十
七
経
存
在
す
る
︒
そ
の
内
訳
は
︑﹃
大
正
蔵
﹄
涅
槃
部
に
所
収
さ

れ
て
い
る
の
が
︑
二
十
四
経
︒﹃
大
正
蔵
﹄
阿
含
部
に
入
っ
て
い
る
の
が
次
の
四
経
で
あ
る
︒ 

 

﹃
遊
行
経
﹄ 

三
巻 

後
秦 

仏
陀
耶
舍
共
竺
仏
念
訳 

 
 

現
存
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
一
︑N

o.1

︶︵﹃
長
阿
含
経
﹄
に
含
ま
れ
る
︶ 

﹃
仏
般
泥
洹
経
﹄ 

二
巻 

西
晋 

白
法
祖
訳 

 
 

 
現
存
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
一
︑N

o.5

︶ 

﹃
般
泥
洹
経
﹄ 

二
巻 

失
訳 

 
 

 
 

現
存
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
一
︑N

o.6

︶ 

﹃
大
般
涅
槃
経
﹄ 

三
巻 

東
晋 

法
顕
訳 

 
 

 

現
存
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
一
︑N

o.7

︶ 
 

 
8 

田
上
太
秀
﹇
一
九
九
六―

七
年
﹈︒ 

9 

こ
こ
で
の
﹃
涅
槃
経
﹄
の
分
類
の
仕
方
は
︑
横
超
慧
日
氏
に
随
っ
た
も
の
で
あ
る
︵
横
超
慧
日
﹇
一
九
八
一
﹈︑
二
十
三―

三
十
七
頁
︶︒ 



１１ 
 

 

一
方
で
︑
涅
槃
部
に
所
収
さ
れ
る
残
り
の
二
十
三
部
の
﹃
涅
槃
経
﹄
は
︑
大
き
く
分
け
て
大
乗
﹃
大
般
涅
槃
経
﹄
の
四
経
と
そ
れ
以
外
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
大

乗
﹃
大
般
涅
槃
経
﹄
四
経
は
︑
次
の
通
り
で
あ
る
︒ 

 

﹃
仏
説
大
般
泥
洹
経
﹄ 

六
巻 

 
 

 

東
晋 

法
顕
共
仏
駄
跋
陀
訳 

現
存
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑N

o.376

︶︵
通
称
︑﹁
六
巻
本
﹂
又
は
︑﹁
法
顕
本
﹂︶ 

﹃
大
般
涅
槃
経
﹄ 

 
 

四
〇
巻 

 
 

北
涼 

曇
無
讖
訳 

 

現
存
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑N

o.374

︶︵
通
称
︑﹁
四
〇
巻
本
﹂
又
は
︑﹁
北
本
﹂︶ 

﹃
大
般
涅
槃
経
﹄ 

 
 

三
十
六
巻 

 

宋 
 

慧
厳
等

依
泥
洹

経
加
之 

現
存
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑N

o.375

︶︵
通
称
︑﹁
三
十
六
巻
本
﹂
又
は
︑﹁
南
本
﹂︶ 

﹃
大
般
涅
槃
経
後
分
﹄ 
二
巻 

 
 

 

唐 
 

若
那
跋
陀
羅
訳 

現
存
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑N

o.377

︶ 
 

こ
れ
以
外
に
︑﹃
大
正
蔵
﹄
涅
槃
部
に
は
︑
涅
槃
に
関
係
す
る
経
典
が
二
十
部
存
在
す
る
︒
い
く
つ
か
同
本
異
訳
が
あ
る
も
の
が
あ
り
︑
注
記
し
た
︒ 

 

﹃
仏
説
方
等
般
泥
洹
経
﹄ 

二
巻 

西
晋
竺
法
護
訳 

 
 

 
 

現
存
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑N

o.378

︶﹃
四
童
子
三
昧
経
﹄
と
同
本
異
訳 

﹃
四
童
子
三
昧
経
﹄ 

 
 

三
巻 

隋
闍
那
崛
多
訳 

 
 

現
存
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑N

o.379

︶﹃
仏
説
方
等
般
泥
洹
経
﹄
と
同
本
異
訳 

﹃
大
悲
経
﹄ 

 
 

 

五
巻 

高
斉
那
連
提
耶
舍
訳 

 
 

現
存
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑N

o.380

︶ 

﹃
等
集
衆
徳
三
昧
経
﹄ 

 

三
巻 

西
晋
竺
法
護
訳 

   

現
存
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑N

o.381

︶﹃
集
一
切
福
徳
三
昧
経
﹄
と
同
本
異
訳 

﹃
集
一
切
福
徳
三
昧
経
﹄ 
 

三
巻 

 

姚
秦
鳩
摩
羅
什
訳 

現
存
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑N

o.382

︶﹃
等
集
衆
徳
三
昧
経
﹄
と
同
本
異
訳 

﹃
摩
訶
摩
耶
経
﹄ 

 
 

 
 

二
巻 

 

蕭
斉
曇
景
訳 
現
存
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑N

o.383

︶ 

﹃
菩
薩
従
兜
術
天
降
神
母
胎
説
広
普
経
﹄
七
巻 

 

姚
秦
竺
仏
念
訳 
現
存
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑N

o.384

︶ 

﹃
中
陰
経
﹄ 

 
 

二
巻 

 

姚
秦
竺
仏
念
訳 
現
存
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑N

o.385

︶ 

﹃
蓮
華
面
経
﹄ 

 
 

二
巻 

 

隋
那
連
提
耶
舍
訳 

現
存
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑N

o.386

︶ 

﹃
大
方
等
無
想
経
﹄ 

 

六
巻 

北
涼
曇
無
讖
訳 

現
存
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑N

o.387

︶
一
経
の
部
分
訳 

﹃
大
雲
無
想
経
﹄ 

 
 

九
巻 

 

姚
秦
竺
仏
念
訳 

現
存
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑N

o.388

︶
一
経
の
部
分
訳 

﹃
仏
垂
般
涅
槃
略
説
教
誡
経
﹄ 

一
巻 

 

姚
秦
鳩
摩
羅
什
訳 

現
存
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑N

o.389

︶ 



１２ 
 

﹃
仏
臨
涅
槃
記
法
住
経
﹄ 

 

一
巻 

 

唐
玄
奘
訳 

現
存
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑N

o.390

︶ 
﹃
般
泥
洹
後
灌
臘
経
﹄ 

 

一
巻 

 

西
晋
竺
法
護
訳 

現
存
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑N

o.391

︶ 
﹃
仏
滅
後
棺
斂
葬
送
経
﹄ 

 

一
巻 

失
訳 

 

現
存
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑N

o.392

︶ 

﹃
迦
葉
赴
仏
般
涅
槃
経
﹄ 

 

一
巻 

東
晋
竺
曇
無
蘭
訳 

現
存
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑N

o.393

︶ 

﹃
仏
入
涅
槃
密
迹
金
剛
力
士
哀
恋
経
﹄ 

一
巻 

 

失
訳 

 

現
存
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑N

o.394

︶ 

﹃
仏
説
当
来
変
経
﹄ 

 

一
巻 

西
晋
竺
法
護
訳 

現
存
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑N

o.395

︶ 

﹃
仏
説
法
滅
尽
経
﹄ 

 

一
巻 

失
訳 

 

現
存
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑N

o.397

︶ 
 

こ
れ
ら
の
経
典
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
取
扱
う
テ
ｰ
マ
も
違
っ
て
い
て
大
乗
・
小
乗
の
区
別
も
し
難
い
︒
横
超
氏
﹇
一
九
八
一
﹈10

は
︑
こ
れ
ら
の
経
典
を
右
の
よ
う
に
五

つ
の
分
類
し
て
い
る
︒ 

一
︑
仏
の
涅
槃
に
関
連
し
て
︑
大
乗
の
教
理
を
説
く
も
の
︒ 

二
︑
仏
が
入
滅
し
た
後
の
法
を
伝
え
て
守
っ
て
い
く
人
の
こ
と
に
つ
い
て
説
く
も
の
︒ 

三
︑
仏
の
入
滅
に
関
連
し
て
︑
中
陰
に
つ
い
て
説
く
も
の
︒ 

四
︑
仏
舎
利
な
ど
の
崇
拝
︑
仏
塔
供
養
に
つ
い
て
説
く
も
の
︒ 

五
︑
仏
の
涅
槃
に
関
連
し
て
︑
あ
る
特
定
な
場
面
の
み
取
り
上
げ
て
説
く
も
の
︒ 

 

右
に
記
し
た
﹃
涅
槃
経
﹄
関
連
経
典
に
つ
い
て
︑
横
超
氏
に
よ
っ
て
考
察
さ
れ
て
い
る
た
め
︑
こ
こ
で
は
リ
ス
ト
の
み
を
挙
げ
る
︒
詳
細
は
参
照
さ
れ
た
い11

︒ 
  

 
10 

横
超
慧
日
﹇
一
九
八
一
﹈
三
四
頁
︒ 

11 

横
超
慧
日
﹇
一
九
八
一
﹈
二
十
七―

三
十
七
頁
︒ 



１３ 
 

 

﹃
涅
槃
経
﹄
の
伝
訳 

 
 

 ﹃
涅
槃
経
﹄
の
成
立
は
︑
い
つ
ご
ろ
か
に
つ
い
て
諸
説
あ
っ
て
明
ら
か
で
は
な
い
が
︑
一
般
的
に
西
暦
紀
元
前
で
あ
る
と
さ
れ
︑
中
国
で
は
既
に
漢
代
に
は
訳
出
さ

れ
た
と
い
う

12

︒﹃
涅
槃
経
﹄
の
伝
訳
に
関
す
る
最
古
の
記
録
は
︑
梁
の
僧
祐
︵
四
三
五―

五
一
八
︶
に
よ
る
﹃
出
三
蔵
記
集
﹄︵
六
世
紀
初
め
成
立
︶
に
見
ら
れ
る
︒ 

﹃
出
三
蔵
記
集
﹄
巻
二
に
︑ 

 

胡
般
泥
洹
經
一
卷(
今
闕)

13

︵…

中
略…

︶ 

右
十
三
部
︑
凡
二
十
七
卷
︒
漢
桓
帝
靈
帝
時
︑
月
支
國
沙
門
支
讖
所
譯
出
︒14 

 

と
あ
る
︒
漢
代
に
支
婁
迦
讖
︵
一
四
七―
没
年
不
詳
︶
に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ
た
﹃
胡
般
泥
洹
経
﹄
は
︑
六
世
紀
初
め
に
は
︑
闕
本
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
︒
ま
た
︑
同

じ
く
﹃
出
三
蔵
記
集
﹄
巻
二
に
は
︑ 

 

般
泥
洹
經 

支
讖
出
胡
般
泥
洹
經
一
巻
︒ 

支
謙
出
大
般
泥
洹
經
二
巻
︒ 

竺
法
護
出
方
等
泥
洹
經
二
巻
︒ 

曇
摩
讖
出
大
般
涅
槃
經
三
十
六
巻
︒ 

釋
法
顯
出
大
般
泥
洹
經
六
巻
︒ 

方
等
泥
洹
經
二
巻
︒ 

釋
智
猛
出
泥
洹
經
二
十
巻
︒  

12 

布
施
浩
岳
﹇
初
一
九
四
二
・
再
一
九
七
三
﹈
で
は
︑
漢
代
に
は
訳
出
さ
れ
た
と
し
て
い
る
︒︵
前
篇
︑
二
四
頁
︒
︶ 

13

﹃
大
正
蔵
﹄
五
五
︑
六
中
︒ 

14

﹃
大
正
蔵
﹄
五
五
︑
六
中
︒ 



１４ 
 

求
那
跋
陀
羅
出
泥
洹
經
一
巻
︒ 

右
一
經
︒
七
人
異
出
︒
其
支
謙
﹁
大
般
泥
洹
﹂
與
﹁
方
等
泥
洹
﹂
大
同
︒
曇
摩
讖
﹁
涅
槃
﹂
與
法
顯
﹁
泥
洹
﹂
大
同
︒
其
餘
三
部
並
闕
︑
未
詳
同
異
︒15 

﹂ 
 

﹁
般
泥
洹
経
︒
支
讖
︑
胡
般
泥
洹
経
一
巻
を
出
だ
す
︒
支
謙
︑
大
般
泥
洹
経
二
巻
を
出
だ
す
︒
竺
法
護
︑
方
等
泥
洹
経
二
巻
を
出
だ
す
︒
曇
摩
讖
︑
大
般
涅
槃
経

三
十
六
巻
を
出
だ
す
︒
釈
法
顕
︑
大
般
泥
洹
経
六
巻
︑
方
等
泥
洹
経
二
巻
を
出
だ
す
︒
釈
智
猛
︑
泥
洹
経
二
十
巻
を
出
だ
す
︒
求
那
跋
陀
羅
︑
泥
洹
経
一
巻
を
出

だ
す
︒
右
の
一
経
︑
七
人
異
出
す
︒
其
の
支
謙
の
大
般
泥
洹
と
方
等
泥
洹
大
同
な
り
︒
曇
摩
讖
の
涅
槃
と
法
顕
の
泥
洹
大
同
す
︒
其
の
余
の
三
部
︑
並
び
に
闕
す
︒

未
だ
同
異
詳
ら
か
な
ら
ず
︒﹂ 

 僧
祐
は
︑﹃
涅
槃
経
﹄
の
一
経
に
七
訳
あ
っ
た
と
し
た
︒
そ
の
中
で
︑
支
謙
の
﹁
大
般
泥
洹
﹂
と
竺
法
護
の
﹁
方
等
泥
洹
﹂
は
凡
そ
同
じ
で
あ
り
︑
曇
摩
讖
の
﹁
涅

槃
﹂
と
法
顕
の
﹁
泥
洹
﹂
も
大
体
同
じ
も
の
だ
っ
た
と
し
て
い
る
︒
そ
の
ほ
か
の
三
訳
は
闕
本
だ
っ
た
こ
と
か
ら
︑
異
同
の
判
別
は
で
き
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
︒

こ
れ
を
見
る
に
︑﹁
竺
法
護
出
方
等
泥
洹
經
二
巻
﹂
は
︑
現
存
す
る
竺
法
護
訳
の
﹃
仏
説
方
等
泥
洹
経
﹄
二
巻
︵﹃
大
正
蔵
﹄
十
二
︑N

o.379

︶︑﹁
曇
摩
讖
出
大
般
涅
槃

經
三
十
六
巻
﹂
と
は
︑
お
そ
ら
く
は
現
存
す
る
曇
無
讖
訳
の
﹁
四
〇
巻
本
﹂︵﹃
大
正
蔵
﹄
十
二
︑N

o.376

︶︑﹁
釋
法
顯
出
大
般
泥
洹
經
六
巻
﹂
と
は
法
顕
訳
﹁
六
巻
本
﹂

︵﹃
大
正
蔵
﹄
十
二
︑N

o.374

︶
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒ 

 
 

小
本
﹃
涅
槃
経
﹄
の
伝
訳 

  

大
本
﹃
涅
槃
経
﹄︵
六
巻
本
や
四
〇
巻
本
と
言
っ
た
大
部
の
﹃
涅
槃
経
﹄︶
が
訳
出
さ
れ
る
前
に
︑
二
巻
か
ら
三
巻
で
構
成
さ
れ
た
小
本
﹃
涅
槃
経
﹄
が
先
に
訳
出
さ

れ
た
︒
す
で
に
︑
布
施
浩
岳
氏
が
︑
そ
の
大
著
で
あ
る
﹃
涅
槃
宗
の
研
究
﹄︵
前
篇
︶﹁
聖
典
論
﹂
に
お
い
て
︑
中
国
の
歴
代
の
経
録
に
あ
た
り
︑
左
記
の
各
経
典
に
つ

い
て
詳
細
に
論
及
さ
れ
て
い
る
︒こ
こ
で
は
時
代
別
に
リ
ス
ト
を
挙
げ
る
の
み
と
す
る16

︒ま
た
︑カ
ｯ
コ
内
で
示
し
て
い
る
闕
は
︑現
存
し
て
い
な
い
こ
と
を
表
し
︑

小
乗
経
大
乗
経
と
あ
る
の
は
︑
布
施
氏
及
び
藤
井
氏
﹇
一
九
九
四
﹈
に
よ
る
考
察
結
果
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
︒ 

 
15 

﹃
大
正
蔵
﹄
五
五
︑
十
四
上
︒ 

16 

布
施
浩
岳
﹇
初
一
九
四
二
・
再
一
九
七
三
﹈
二
十
三―

六
十
三
頁
︒ 



１５ 
 

 
︻
後
漢
～
三
国
時
代
︼ 

①
﹃
胡
般
泥
洹
経
﹄
一
巻
︑
後
漢 

支
讖
︵
支
婁
迦
讖
︶
訳
︵
闕
︑
小
乗
経17

︶ 
②
﹃
大
般
涅
槃
経
﹄
二
巻
︑
魏 

 

安
法
賢
訳
︵
闕
︑
大
乗
経
の
初
訳18

︶ 

③
﹃
大
般
泥
洹
経
﹄
二
巻
︑
呉 

 

支
謙
訳
︵
闕
︑
大
乗
経
の
第
二
訳19

︶ 

︻
西
晋
～
東
晋
︑
南
北
朝
時
代
︼ 

④
﹃
方
等
般
泥
洹
経
﹄
二
巻
︑
西
晋 

竺
法
護
訳
︵
現
存
︑
大
乗
経20

︶ 

⑤
﹃
泥
洹
経
﹄
二
巻
︑
西
晋 

帛
法
祖
訳
︵
現
存
︑
小
乗
経21

︶ 

⑥
﹃
方
等
泥
洹
経
﹄
二
巻
︑
東
晋 

法
顕
訳
︵
闕
︑
法
顕
訳
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
︒﹁
方
等
﹂
の
名
か
ら
︑
大
乗
経
と
推
測
す
る22

︒︶ 

⑦
﹃
泥
洹
経
﹄
一
巻
︑
求
那
跋
陀
羅
訳 

︵
闕
︑
大
乗
経
か
︒23

︶ 
 

 

大
本
﹃
涅
槃
経
﹄
の
伝
訳 

  

大
本
﹃
涅
槃
経
﹄
の
漢
訳
テ
キ
ス
ト
に
は
次
の
四
本
が
現
存
す
る
︒ 

 
17 

前
掲
︑
二
十
九
頁
︒ 

18 

前
掲
︑
三
十
三
頁
︒ 

19 

前
掲
︑
三
十
八
頁
︒ 

20 

前
掲
︑
四
〇
頁
︑
四
十
二―

四
十
三
頁
︒ 

21 

﹃
出
三
藏
記
集
﹄
巻
十
五
に
︑﹁
祖
既
博
涉
多
閑
︒
善
通
胡
漢
之
語
︒
常
譯
惟
逮
弟
子
本
五
部
僧
等
三
部
經
︒
又
注
首
楞
嚴
經
︒
又
言
︒
別
譯
數
部
小
經
值
亂
零
失
不
知
其
名
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄

五
五
︑
一
〇
七
下) 

︒
布
施
浩
岳
﹇
初
一
九
四
二
・
再
一
九
七
三
﹈
に
︑
僧
祐
の
こ
ろ
に
は
︑
闕
本
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
︑﹃
大
正
蔵
﹄
に
現
存
す
る
と
あ
る
︒
四
十
九―

五
〇

頁
︒ 

22 

藤
井
教
公
﹁
中
国
に
お
け
る
小
本
大
乗
﹁
涅
槃
経
﹂
の
伝
訳
に
つ
い
て
﹂﹃
大
倉
山
論
集
﹄
三
十
五
号
︑
一
九
九
四
年
︒
九
十
三―

九
十
四
頁
︒ 

23 

藤
井
教
公
﹇
一
九
九
四
﹈
九
十
五―

九
十
六
頁
︒ 



１６ 
 

 

﹃
大
般
泥
洹
経
﹄
六
巻
本 

法
顕
訳 

 
 

東
晋
義
煕
十
三―

十
四
年
︵
四
一
七―

八
︶
訳
出
︒︵
六
巻
本
︑
内
容
は
︑﹁
北
本
﹂
の
前
十
品
に
相
当
す
る
︒︶ 

﹃
大
般
涅
槃
経
﹄
四
〇
巻
︑
曇
無
讖
訳 

 

北
涼
玄
始
三―

十
年
︵
四
一
四―

四
二
一
︶
に
か
け
て
の
訳
出
︒︵﹁
北
本
﹂︶ 

﹃
大
般
涅
槃
経
﹄
三
十
六
巻
︑
慧
厳
等
編
纂 

 

劉
宋
元
嘉
十
三
年
︵
四
三
六
年
︶
編
集
完
了
︒ 

﹃
大
般
涅
槃
経
後
文
﹄
二
巻
︑
若
那
跋
陀
羅
訳 

七
世
紀
前
半
に
訳
出
︒︵
内
容
は
︑
仏
陀
の
入
滅
及
び
荼
毘
供
養
に
つ
い
て
で
あ
る
︒︶ 

 
 

法
顕
訳
﹃
大
般
泥
洹
経
﹄
に
つ
い
て
﹃
出
三
蔵
記
集
﹄
巻
八
に
︑ 

  
 

六
巻
︒﹁
泥
洹
記
﹂
第
十
八
︑
出
經
後
記
︒
摩
竭
提
國
︑
巴
連
弗
邑
︑
阿
育
王
塔
︑
天
王
精
舍
︒
優
婆
塞
伽
羅
︑
先
見
晉
土
道
人
釋
法
顯
︑
遠
遊
此
土
︑
爲
求
法

故
︑
深
感
其
人
︑
即
為
寫
此
大
般
泥
洹
經
如
來
祕
藏
︒
願
令
此
經
︑
流
布
晉
土
︑
一
切
衆
生
悉
成
平
等
如
來
法
身
︒
義
熙
十
三
年
十
月
一
日
︑
於
謝
司
空
石
所
立

道
場
寺
︑
出
此
方
等
大
般
泥
洹
經
︑
至
十
四
年
正
月
二
日
挍
定
盡
訖
︒
禪
師
佛
大
跋
陀
︑
手
執
胡
本
︑
寶
雲
傳
譯
︒
于
時
坐
有
二
百
五
十
人
︒24 

 

と
記
載
が
あ
り
︑
優
婆
塞
の
伽
羅
が
法
顕
が
遥
々
と
求
法
の
た
め
に
西
域
を
訪
れ
た
こ
と
に
深
く
感
動
し
︑
そ
の
た
め
に
﹃
大
般
泥
洹
経
﹄
を
書
写
し
︑
こ
の
経
が
広

く
晋
土
に
流
布
す
る
こ
と
を
願
っ
た
と
し
て
い
る
︒
そ
の
後
︑
義
煕
十
三
︵
四
一
七
︶
十
月
一
日
に
道
場
寺
︵
建
業
︶
に
お
い
て
訳
出
し
︑
十
四
年
︵
四
一
八
︶
に
校

訂
し
終
わ
る
と
あ
る
︒
通
称
﹁
六
巻
本
﹂﹃
涅
槃
経
﹄
が
訳
出
し
た
内
容
は
︑
四
〇
巻
本
の
最
初
の
十
巻
︵
最
初
の
五
品
︶
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
︒
こ
こ
で
言
う

﹁
禪
師
佛
大
跋
陀
﹂
と
は
︑
仏
陀
跋
多
羅(

三
五
九―

四
二
九)
の
こ
と
で
あ
る
︒
こ
の
法
顕
の
﹁
六
巻
本
﹂
で
は
︑
ま
だ
明
白
に
一
闡
提
の
仏
性
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ

て
い
な
い
が
︑
竺
道
生
︵
生
年
未
詳―

四
三
四
︶
が
こ
の
﹁
六
巻
本
﹂
の
内
容
の
み
で
︑
一
闡
提
の
成
仏
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
で
︑
仏
性
論
に
つ
い
て
の

論
争
に
火
が
つ
い
た
︒ 

  

次
に
︑
曇
無
讖
訳
﹃
大
般
涅
槃
経
﹄
四
〇
巻
本
に
つ
い
て
﹃
出
三
藏
記
集
﹄
巻
二
に
︑ 

 
24 

﹃
大
正
蔵
﹄
五
五
︑
六
〇
中
︒ 



１７ 
 

大
般
涅
槃
經
三
十
六
卷

偽
河
西
王
沮
渠
蒙
遜
玄
始

十
年
十
月
二
十
三
日
譯
出 

︵…

中
略…

︶ 

右
十
一
部
︒
凡
一
百
四
卷
︒
晉
安
帝
時
︒
天
竺
沙
門
曇
摩
讖
︒
至
西
涼
州
︒
為
偽
河
西
王
大
沮
渠
蒙
遜
譯
出

或
作
曇

無

讖
︒25 

と
記
載
さ
れ
る
︒ 

﹃
大
般
涅
槃
経
﹄
三
十
六
巻
は
︑
晉
安
帝
︵
三
八
二―

四
一
九
︶
の
時
に
︑
天
竺
の
沙
門
曇
摩
讖
︵
曇
無
讖
︶
が
涼
州
に
お
い
て
︑
沮
渠
蒙
遜
︵
三
六
八―

四
三
三
︶

の
た
め
に
訳
出
し
た
と
あ
る
︒﹃
出
三
蔵
記
集
﹄
巻
十
四
の
曇
無
讖
の
伝
記
に
︑﹁
初
學
小
乘
覽
五
明
諸
論
︒﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑
最
初
は
小
乗
を
習
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
︒
そ
の
後
白
頭
禅
師
に
出
会
い
︑
樹
皮
の
涅
槃
経
本
を
授
か
っ
て
︑
初
め
て
大
乗
に
転
じ
た
と
あ
る
︒
呪
術
を
以
て
国
か
ら
渇
水
を
救
う
な
ど
︑
西
域
の
大
呪

師
と
呼
ば
れ
た
よ
う
で
あ
る
︒
そ
の
後
国
の
王
を
怒
ら
せ
て
し
ま
い
︑
大
涅
槃
経
本
︵
前
分
十
二
巻
︶
を
携
え
て
龜
茲
国
に
向
か
っ
た
が
︑
龜
茲
で
は
小
乗
を
学
ぶ
人

が
多
く
︑
涅
槃
経
を
信
じ
な
か
っ
た
と
い
う
︒
そ
の
後
河
西
王
の
沮
渠
蒙
遜
が
曇
無
讖
の
名
を
聞
き
及
ん
で
︑
歓
待
し
経
本
を
訳
出
す
る
よ
う
お
願
い
し
︑
曇
無
讖
は

漢
語
を
三
年
学
ん
だ
後
に
訳
出
し
た
︒
そ
の
後
︑
涅
槃
経
本
の
品
数
が
足
ら
な
い
こ
と
を
理
由
に
︑
一
旦
国
に
帰
り
︑
そ
の
後
于
闐
に
て
経
本
を
得
て
︑
姑
臧
に
戻
っ

て
訳
経
を
続
け
三
十
六
巻
と
し
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る

26

︒
こ
こ
に
︑
三
十
六
巻
と
あ
る
が
︑﹃
出
三
蔵
記
集
﹄
巻
八
に
あ
る
作
者
不
明
の
﹁
大
涅
槃
経
記
第
十
七
﹂

に
は
︑﹁
今
現
已
有
十
三
品
作
四
〇
巻
︒﹂
と
あ
る
︒
ま
た
︑﹃
開
元
釈
教
録
﹄
巻
十
一
に
も
︑﹁
大
般
涅
槃
經
四
〇
巻
︵
或
三
十
六
卷
四
帙
︶27

﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑

す
で
に
こ
の
時
代
に
は
分
巻
の
違
い
に
よ
っ
て
︑
四
〇
巻
も
の
と
三
十
六
巻
も
の
の
﹁
北
本
﹂
が
混
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る28

︒ 
 

次
に
︑
慧
厳
ら
が
編
纂
し
た
﹃
大
般
涅
槃
経
﹄
三
十
六
巻
に
つ
い
て
﹃
開
元
釈
教
録
﹄
巻
十
一
に
︑ 

  
 

大
般
涅
槃
經
四
〇
巻

或
三
十
六

卷
四
帙  

25 

﹃
大
正
蔵
﹄
五
五
︑
十
一
中
︒ 

26 

﹃
大
正
蔵
﹄
五
五
︑
一
〇
二
下―

一
〇
三
中
︒ 

27 

﹃
大
正
蔵
﹄
五
五
︑
五
九
一
上
︒ 

28 

﹃
大
正
蔵
﹄
五
五
︑
六
十
上
︒ 



１８ 
 

北
涼
天
竺
三
藏
曇
無
讖
於
姑
臧
譯

第
五
單

重
合
譯 

其
涅
槃
經
︑
宋
文
帝
代
元
嘉
年
中
︑
達
于
建
業
時
︑
有
豫
州
沙
門
范
慧
嚴
・
清
河
沙
門
崔
慧
觀
・
陳
郡
處
士
謝
靈
運
等
︑
以
讖
前
經
品
數
疎
簡
乃
依
舊
泥

洹
經
加
之
品
目
︒
文
有
過
質
頗
︑
亦
改
治
結
為
三
十
六
卷
︒
行
於
江
左
︑
比
於
前
經
時
有
小
異
︒
有
論
一
卷
略
釋
大
經
︒
又
論
一
卷
釋
本
有
今
無
一
偈
︒ 29 

 
 

 

こ
の
曇
無
讖
訳
四
〇
巻
本
﹃
涅
槃
経
﹄
は
︑
宋
文
帝
の
代
の
元
嘉
年
中
︵
四
二
四―

四
五
三
︶
に
︑
慧
厳
︑
慧
観
及
び
謝
霊
運
ら
が
曇
無
讖
訳
の
品
目
数
が
簡
単
す

ぎ
る
こ
と
で
︑﹃
泥
洹
経
﹄︵
六
巻
本
︶
を
参
照
し
て
品
目
を
加
え
た
と
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
そ
の
文
に
つ
い
て
も
手
を
入
れ
て
三
十
六
巻
と
し
た
と
あ
る
が
︑
前
の
経

と
比
べ
て
そ
の
異
は
少
な
い
と
あ
る
︒
し
た
が
っ
て
こ
の
時
代
か
ら
︑﹁
北
本
﹂﹁
南
本
﹂
の
相
違
は
︑
小
さ
い
も
の
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒ 

最
後
に
︑﹃
大
般
涅
槃
経
後
分
﹄
は
︑
四
〇
巻
本
﹃
涅
槃
経
﹄
の
不
足
分
と
し
て
︑
唐
に
入
っ
て
か
ら
後
に
訳
出
補
足
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
︒﹁
六
巻
本
﹂︑﹁
四
〇
巻

本
﹂︑
そ
し
て
﹁
三
十
六
巻
本
﹂
の
三
部
と
違
っ
て
︑
そ
の
内
容
は
教
理
中
心
の
も
の
で
は
な
く
︑
釈
尊
死
後
荼
毘
に
付
さ
れ
る
様
子
が
史
実
的
に
描
写
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
︒ 

 

趣
旨
の
違
う
﹃
後
分
﹄
の
二
巻
を
除
き
︑
前
述
の
三
本
の
ほ
か
に
︑
同
時
期
に
智
猛
が
訳
し
た
二
十
巻
本
が
存
在
し
た
︒
し
か
し
︑
僧
祐
の
頃
に
は
︑
す
で
に
闕
本

と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
︒﹃
出
三
蔵
記
集
﹄
巻
二
に
︑ 

 

般
泥
洹
經
二
十
卷 

闕 

摩
訶
僧
祇
律
一
部 

胡
本
未

譯

出 

右
二
部
定
出
一
部
︑
凡
二
十
卷
︒
宋
文
帝
時
︑
沙
門
釋
智
猛
遊
西
域
還
︑
以
元
嘉
中
於
西
涼
州
譯
出
泥
洹
經
一
部
︒
至
十
四
年
齎
還
京
都30

︒ 
 

 
29 

﹃
大
正
蔵
﹄
五
五
︑
五
九
一
上
︒ 

30 

﹃
大
正
蔵
﹄
五
五
︑
十
二
下
︒ 



１９ 
 

と
あ
り
︑
沙
門
で
あ
っ
た
智
猛
が
︑
宋
文
帝
︵
四
〇
七―

四
五
三
︶
の
時
に
西
域
か
ら
戻
り
元
嘉
中
︵
四
二
四―

四
五
三
︶
に
西
涼
州
に
お
い
て
泥
洹
経
一
部
お
よ
そ

二
十
巻
を
訳
し
た
が
︑
す
で
に
闕
本
で
あ
る
と
記
載
し
て
い
る
︒ 

 
 

 

﹃
涅
槃
経
﹄
の
現
存
諸
本 

 
 

 
 

 

小
乗
﹃
涅
槃
経
﹄
の
現
存
諸
本 

  

小
乗
経
の
現
存
諸
本
に
︑
パ
ｰ
リ
語
の
経
本
が
一
本
︑
漢
訳
本
が
五
本
︑
サ
ン
ス
ク
リ
ｯ
ト
語
が
一
本
︑
チ
ベ
ｯ
ト
語
が
一
本
現
存
す
る
︒ 

・
パ
ｰ
リ
語
経
典
： 

① 

長
部[(Skt.)D

īghanikāya]
第
十
六
経
で
あ
る
﹃
大
般
涅
槃
経
﹄31 

・
漢
訳
経
典
： 

② 

﹃
仏
般
泥
洹
経
﹄
西
晋
白
法
祖
訳
︑
二
巻
︵﹃
大
正
蔵
﹄
二
︑N

o.5

︶ 

③ 

﹃
般
泥
洹
経
﹄
訳
者
名
な
し
︑
二
巻
︵﹃
大
正
蔵
﹄
二
︑N

o.6

︶ 

④ 

﹃
長
阿
含
経
﹄
中
の
巻
二―

四
﹃
遊
行
経
﹄
後
秦
仏
陀
耶
舍
・
竺
仏
念
共
訳
︑
三
巻
︵﹃
大
正
蔵
﹄
一
︑N

o.1

︶ 

⑤ 

﹃
大
般
涅
槃
経
﹄
東
晋
法
顕
訳
︑
三
巻
︵﹃
大
正
蔵
﹄
二
︑N

o.7

︶ 

⑥ 

﹃
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
﹄
中
の
巻
三
十
五―
三
十
九
巻32

︑
義
浄
訳
︵﹃
大
正
蔵
﹄
二
十
四
︑N

o.1451

︶ 

・
サ
ン
ス
ク
リ
ｯ
ト
語
版
本
︵
断
片
︶：︵
中
央
ア
ジ
ア
・
ト
ル
フ
ｧ
ン
に
て
発
見
さ
れE.W

aldschm
idt

氏
に
よ
っ
て
校
訂
さ
れ
た
も
の
︶ 

E.W
aldschm

idt,D
as M

ahāparinirvāṇ asūtra,Teil I-III, Berlin, 1950-51

︵﹃
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
﹄
の
部
分
に
相
当
︶ 

E.W
aldschm

idt,"D
rei Fragm

ente duddhistischer Sūtras aus den Turfanhanadschriften,"N
achrichten der Akadem

ie der W
issenschaften in 

G
öttingen, I. Philologisch-historische Klasse, Jahrgang 1968, N

r. 1 (
﹃
遊
行
経
﹄
の
一
部
分
に
相
当
し
︑
法
蔵
部
所
伝) 

 
31 

パ
ｰ
リ
語
原
典
は
下
記
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
あ
る
︒https://suttacentral.net/dn16/pli/m

s 
The D

īgha N
ikāya, ed. by T. W

. Rhys D
avids and J. Estlin Carprenter, vol. II. London, The Pali Text Society, 1947, pp.72-168

︒ 
32 

﹃
大
正
蔵
﹄
二
十
四
︑
三
八
二
中―

四
一
四
中
︒ 



２０ 
 

M
ark Allon and Richard Salom

on, Kharoṣṭ hī fragm
ents of a G

āndhārī of the M
ahāparinirvāṇ asūtra, M

anuscripts in the Schøyen Collection 
I, Buddhist M

anuscripts Vol. I, O
slo 2000, pp. 243-273. 33 

Klaus W
ille, Fragm

ents of the M
ahāparinirvāṇ asūtra, M

anuscripts in the Schøyen Collection III, Buddhist M
anuscripts Vol. II, O

slo 2002, 
pp. 17-24. 34 

・
チ
ベ
ｯ
ト
語
経
典
： 

 
 

 
Ḥ dul ba phran tshegs kyi gshi (Vinayakṣ udrakavastu,

﹃
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
﹄
の
部
分
に
相
当
︶O

tani N
o.1035, Tohoku N

o.6, 
Vidyākaraprabha, D

harm
aśrīprabha, D

bar ḥbyor

共
訳 

 

こ
れ
ら
の
小
乗
﹃
涅
槃
経
﹄
は
︑
一
つ
の
経
典
か
ら
発
展
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
︒
そ
れ
と
も
︑
そ
れ
ぞ
れ
違
う
系
統
の
も
の
が
あ
っ
て
︑
別
々
に
発
展
し
て
き

た
の
だ
ろ
う
か
︒
こ
の
問
題
に
着
目
し
︑
こ
れ
ら
の
小
乗
﹃
涅
槃
経
﹄
の
相
関
性
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
た
研
究
が
あ
る
︒
長
谷
川
滋
氏
は
︑
小
乗
﹃
涅
槃
経
﹄
の
中

の
説
話
部
分
に
着
目
し
て
検
討
し
︑
諸
類
本
の
中
に
あ
る
説
話
の
類
似
性
及
び
そ
の
編
纂
目
的
に
共
通
す
る
部
分
が
多
い
こ
と
を
理
由
に
︑
以
上
の
諸
本
は
ほ
ぼ
同
一

原
型
か
ら
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る35

︒ 
 

 
 

大
乗
﹃
涅
槃
経
﹄
の
現
存
諸
本 

 

大
乗
﹃
涅
槃
経
﹄
の
現
存
諸
本
に
︑
先
に
述
べ
た
漢
訳
本
が
四
本
︑
チ
ベ
ｯ
ト
語
訳
が
二
本
︑
そ
の
ほ
か
に
サ
ン
ス
ク
リ
ｯ
ト
語
断
片
が
多
く
発
見
さ
れ
て
い
る
︒ 

 

・
漢
訳
経
典
： 

① 

法
顕
訳
﹃
大
般
泥
洹
経
﹄
六
巻 

② 

曇
無
讖
訳
﹃
大
般
涅
槃
経
﹄
四
〇
巻 

③ 

慧
厳
・
慧
観
・
謝
霊
運
ら
再
治
﹃
大
般
涅
槃
経
﹄
三
十
六
巻 

 
33 

塚
本
啓
祥
・
磯
田
熙
文
﹃
新
国
訳
大
蔵
経 

涅
槃
部
１ 

大
般
涅
槃
経
︵
南
本
︶I 

﹄︵
大
蔵
出
版
︑
二
〇
〇
八
年
︶
二
十
八―

二
十
九
頁
参
照
︒ 

34 

前
に
同
じ
︒ 

35 

長
谷
川
滋
﹁
大
般
涅
槃
経
の
研
究
﹂﹃
密
教
文
化
﹄
通
号
一
〇
五
︑
一
九
七
四
年
︑
二
〇―

三
九
頁 



２１ 
 

④ 

若
那
跋
陀
羅
訳
﹃
大
般
涅
槃
経
後
文
﹄
二
巻 

・
チ
ベ
ｯ
ト
語
訳
： 

① 
十
三
巻
本
︒'Phag-pa theg-pa chen-po m

ya-ngan-las-'das-pa'i m
do , Jinam

itra, Jñānagarbha

及
びD

evacandra

共
訳
︒
九
世
紀
の
初
め
に
訳

出
︒﹁
六
巻
本
﹂
と
﹁
四
〇
巻
本
﹂︵
前
十
巻
︶
の
内
容
と
合
致
す
る
︒Lhan-dkar-m

a

目
録
の
第
七
九
経36

︒ 

② 

五
十
六
巻
本
︒Theg-pa chen-po M

ya-ngan-las-'das-pa'i m
do, W

ang Phan-zhun, D
ge-ba'i blos-gros

及
びRgya-m

tsho'i sde

に
よ
っ
て
︑
十

一
世
紀
に
漢
訳
本
か
ら
の
重
訳
本
︒
漢
訳
北
本
と
﹃
大
般
涅
槃
経
後
文
﹄
二
巻
を
合
わ
せ
た
も
の
に
相
当
す
る37

︒ 

・
サ
ン
ス
ク
リ
ｯ
ト
本
： 

 

断
簡
の
み
現
存
す
る
︒
現
在
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
断
片
は
︑
す
べ
て
漢
訳
六
巻
本
︑
北
本
の
前
十
品
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
た
め
︑
北
本
の
第
十
一
巻
以
降
の
も

の
に
つ
い
て
の
イ
ン
ド
成
立
説
が
疑
問
視
さ
れ
て
い
る38

︒
サ
ン
ス
ク
リ
ｯ
ト
語
の
断
片
に
つ
い
て
︑
以
下
の
も
の
が
あ
る
︒ 

① 

イ
ン
ド
省
図
書
館
所
蔵
本 

② 

高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
本 

③ 

レ
ニ
ン
グ
ラ
ｰ
ド
ソ
ビ
エ
ト
科
学
ア
カ
デ
ミ
ｰ
東
洋
学
研
究
所
所
蔵
本 

④ 

イ
ン
ド
省
図
書
館
所
蔵
の
新
版
本
断
簡 

 
36 

版
本
に
は
︑Peking (Kangxi/Q

ianlong) Kanjur: O
tani Edition vol. 31, N

o. 788 (1-156b8)

︑Cone Kanjur: N
o. 761 (m

do m
ang, tha 1b1-169a5)

︑D
erge (sD

e dge) 
Kanjur: N

o. 120 (m
do sde, tha 1b1-151a4)

︑N
arthang (sN

ar thang) Kanjur: N
o. 107 (m

do-sde, nya 1-231b5)

︑London M
S Kanjur: N

o. 123 (m
do-sde, wa 43b4-

239b1)

︑Tokyo (Kawaguchi) M
S Kanjur: N

o. 179 (m
do sde, wa 40b6-231a8)

︑Stog (sTog) Palace M
S Kanjur: N

o. 179 (m
do sde, wa 44b2-251a3)

が
あ
る
︒ 

H
odge, Stephen. "The M

ahāyāna M
ahāparinirvāṇ a-Sūtra: The Text and Its Transm

ission." Corrected and revised version of a paper presented in July 2010 at the 
Second International W

orkshop on the M
ahāparinirvāṇ a-sūtra held at M

unich U
niversity, 2012. pp.3-4 

https://www.buddhism
uskunde.uni-ham

burg.de/pdf/5-
personen/hodge/the-textual-transm

isssion-of-the-m
pns.pdf  

37 H
odge, Stephen. pp. 4

︒
す
べ
て
のKanjur 

に
あ
る
︒
例
え
ば
︑Peking (O

tani Edition) Vol 30, N
o.787 and D

erge N
o 119 (m

do-sde, nya & ta) 
38 

松
田
和
信
﹇
一
九
八
八
﹈
十
二―

十
五
頁
︒
確
か
に
︑
現
在
の
断
片
に
つ
い
て
す
べ
て
北
本
前
十
品
の
も
の
し
か
な
い
よ
う
で
あ
る
が
︑
カ
マ
ラ
シ
ｰ
ラ
︵
七
四
〇―

七
九
七
︶
の
﹃
修
習
次

第
﹄
に
︑﹁
北
本
﹂
第
三
十
一
巻
に
相
当
す
る
部
分
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
松
田
氏
は
︑﹁
北
本
﹂
十
一
巻
以
降
の
成
立
に
つ
い
て
は
︑
結
論
を
保
留
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
し
た
︒

し
か
し
︑
そ
の
後
﹇
一
九
八
八
﹈
二
十
八
頁
に
︑
も
し
﹁
北
本
﹂
十
一
巻
以
降
の
梵
文
が
存
在
し
た
な
ら
ば
︑
チ
ベ
ｯ
ト
人
は
わ
ざ
わ
ざ
漢
訳
か
ら
重
訳
な
ど
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
し
︑

現
存
資
料
か
ら
判
断
し
て
︑
中
央
ア
ジ
ア
に
﹁
六
巻
本
﹂
以
上
の
梵
本
が
あ
っ
た
証
拠
は
な
い
と
し
て
い
る
︒ 



２２ 
 

 

こ
れ
ら
の
断
片
に
つ
い
て
︑
幅
田
裕
美
﹇
一
九
九
六
︑
二
〇
〇
七
︑
二
〇
〇
九39

︑
二
〇
一
五
﹈︑
ボ
ン
ガ
ｰ
ド
・
レ
ヴ
ｨ
ン
︵Bongard-Levin

︶[

一
九
八
六]

40 ,
松
田
和
信
﹇
一
九
八
八
﹈41

︑
湯
山
明
﹇
一
九
八
一
﹈42

な
ど
に
よ
る
研
究
成
果
が
あ
る
︒ 

 
 

﹃
涅
槃
経
﹄
の
成
立
に
つ
い
て
の
諸
研
究 

 
 

大
乗
﹃
涅
槃
経
﹄
の
成
立
史
に
つ
い
て
︑
横
超
慧
日
氏
︑
下
田
正
弘
氏
︑
藤
井
教
公
氏
︑
幅
田
裕
美
氏
に
よ
る
論
及
が
あ
る
︒
ま
ず
︑
横
超
氏
の
説
か
ら
見
て
み
る
︒

横
超
氏
は
︑
四
〇
巻
本
を
対
象
に
︑
そ
の
成
立
に
い
く
つ
か
の
段
階
が
あ
る
と
し
た
︒
六
巻
本
と
対
照
し
な
が
ら
︑
仏
の
説
法
の
対
象
の
推
移
と
変
化
︑
付
嘱
流
通
文

の
位
置
︑
同
一
事
項
の
再
出
な
ど
︑
経
が
説
か
れ
る
方
法
や
ス
タ
イ
ル
を
手
掛
か
り
に
︑
十
三
章
に
分
か
れ
て
い
る
四
〇
巻
本
を
次
に
よ
う
に
分
類
し
た
︒ 

 

第
一
集
︵
１
︶
寿
命
品
・
金
剛
身
品
・
名
字
功
徳
品
︵
迦
葉
菩
薩
登
場
前
︶ 

第
一
集
︵
２
︶
寿
命
品
・
金
剛
身
品
・
名
字
功
徳
品
︵
迦
葉
菩
薩
登
場
後
︶ 

第
二
集 

如
来
性
品
・
大
衆
所
問
品 

第
三
集 

現
病
品
・
聖
行
品
・
梵
行
品
・
嬰
児
行
品 

第
四
集 

光
明
遍
照
高
貴
徳
王
菩
薩
品 

第
五
集 

師
子
吼
菩
薩
品 

第
六
集 

迦
葉
菩
薩 

 
39 

幅
田
裕
美
﹇2009

﹈The M
ahāparinirvāṇ a-m

ahāsūtra M
anuscripts in the Stein and H

oernle Collection(1), The British Library Sanskrit Fragm
ents Vol 2, Tokyo, pp551-

588, 2009 
 

40 Bongard-Levin, G
. M

.[1986] N
ew Sanskrit Fragm

ents of the M
ahāyāna M

ahāparinirvāṇ asūtra in the Central Asian M
anuscript Collection at Leningrad, Studia 

Philologica Buddhica O
ccasional Paper Series VI), Tokyo 

41 

松
田
和
信
﹃
イ
ン
ド
省
図
書
館
所
蔵
・
中
央
ア
ジ
ア
出
土
大
乗
涅
槃
経
梵
文
断
簡
集―

ス
タ
イ
ン
・
ヘ
ル
ン
レ
・
コ
レ
ク
シ
ｮ
ン
﹄
東
洋
文
庫
︑
一
九
八
八
年
︒ 

42 Yuyam
a, Akira Sanskrit Fragm

ents of the M
ahāyāna M

ahāparinirvāṇ asūtra 1 Koyasan M
anuscript, Studia Philologica Buddhica. O

ccasional Paper Series IV. Tokyo, 
1981 



２３ 
 

第
七
集 

憍
陳
如
品 

 
以
上
の
八
段
階
を
経
て
成
立
し
た
と
考
え
た
︒
し
か
し
︑
同
じ
段
階
の
成
立
で
も
時
間
的
な
前
後
が
あ
る
可
能
性
を
示
し
た43

︒ 
 

こ
れ
に
対
し
て
︑
藤
井
氏
は
︑
横
超
氏
の
説
は
︑
経
文
に
着
目
し
て
︑
そ
の
構
成
形
態
や
内
容
の
変
化
か
ら
そ
の
成
立
段
階
を
仮
設
し
た
も
の
で
あ
る
が
︑
そ
れ
ぞ

れ
の
段
階
で
の
思
想
︑
戒
律
や
教
団
史
な
ど
の
内
容
に
つ
い
て
厳
密
な
検
討
を
加
え
た
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る44

︒
ま
た
︑
同
じ
大
本
で
も
︑
漢
訳
六
巻
本
︑
チ

ベ
ｯ
ト
訳
十
三
巻
本
︑
四
〇
巻
本
の
中
に
お
い
て
︑
説
か
れ
て
い
る
内
容
も
変
化
し
て
い
る
︒
例
え
ば
一
闡
提
に
つ
い
て
︑
六
巻
本
は
︑
悉
有
仏
性
か
ら
唯
一
除
外
さ

れ
る
対
象
で
あ
り
︑
一
闡
提
は
成
仏
で
き
な
い
と
し
て
い
る
が
︑
四
〇
巻
本
で
は
︑
一
闡
提
に
も
仏
性
あ
る
と
説
か
れ
︑
一
闡
提
も
成
仏
で
き
る
と
し
て
い
る
︒
チ
ベ

ｯ
ト
訳
で
は
︑
あ
る
部
分
で
は
六
巻
本
に
近
い
記
述
で
あ
り
な
が
ら
︑
四
〇
巻
本
と
同
様
に
一
闡
提
に
も
仏
性
が
あ
る
と
す
る
︒
こ
の
よ
う
に
三
つ
の
テ
キ
ス
ト
の
中

で
も
相
違
す
る
記
述
が
あ
る
上
︑
同
じ
テ
キ
ス
ト
内
に
お
い
て
も
相
矛
盾
す
る
記
述
が
あ
る
︒
こ
の
点
に
お
い
て
︑
横
超
氏
は
︑
厳
密
的
に
検
討
し
て
お
ら
ず
︑
そ
の

矛
盾
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
る45

︒ 
 

次
に
︑
下
田
氏
の
説
に
つ
い
て
述
べ
る46

︒
下
田
氏
は
︑
横
超
氏
の
説
を
踏
ま
え
て
︑
同
一
テ
キ
ス
ト
内
の
矛
盾
や
相
違
す
る
記
述
に
つ
い
て
︑
合
理
的
に
説
明
す

る
に
は
︑
経
が
段
階
的
に
成
立
し
た
こ
と
を
認
め
る
べ
き
と
し
︑﹃
原
始
涅
槃
経
﹄
な
る
も
の
が
あ
っ
て
︑
こ
れ
を
ベ
ｰ
ス
に
徐
々
に
発
展
し
︑
変
更
が
加
え
ら
れ
︑

現
行
の
﹃
涅
槃
経
﹄
の
形
が
出
来
上
が
っ
た
と
考
え
た
︒
ま
た
︑
三
つ
の
漢
訳
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
内
容
の
矛
盾
を
︑
二
つ
の
視
点
か
ら
解
消
し
よ
う
と
し
た
︒
最
初

に
︑
サ
ン
ガ
︵
教
団
︶
の
発
展
的
な
面
か
ら
検
討
し
︑﹃
涅
槃
経
﹄
の
成
立
は
三
つ
の
段
階
︑
つ
ま
り
﹁
菩
薩
化
﹂﹁
出
家
化
﹂﹁
教
団
化
﹂
を
経
て
い
る
と
し
た
︒
次

に
︑
思
想
的
な
側
面
か
ら
は
︑﹁
如
来
蔵
化
﹂
と
い
う
視
点
を
通
じ
て
︑﹃
原
始
涅
槃
経
﹄
た
る
存
在
を
推
定
し
た
の
で
あ
る
︒ 

具
体
的
に
︑﹁
六
巻
本
﹂
の
章
で
区
分
け
す
る
と
︑
経
の
支
持
者
と
し
て
菩
薩
が
中
心
︵
二
類
︶
と
な
っ
て
い
る
章
︑
と
そ
れ
以
外
︵
一
類
︶
と
区
別
し
た
わ
け
で

あ
る
︒ 

 

一
類
： 

序
品
第
一
︑
大
身
菩
薩
品
第
二
︑
長
者
純
陀
品
第
三
︑
哀
歎
品
第
四
︑
金
剛
身
品
第
六
の
五
品
分 

 
43 

横
超
慧
日
﹇
一
九
八
一
﹈
三
十
九―

四
十
三
頁
︒ 

44 

藤
井
教
公
﹁
一
九
九
四
﹂
八
十
七
頁
︒ 

45 

藤
井
教
公
﹇
一
九
九
四
﹈
八
十
八
頁
︒ 

46 

下
田
正
弘
﹁﹃
原
始
涅
槃
経
﹄
の
存
在
﹂﹃
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
﹄
第
百
十
三
冊
︑
一
九
九
一
年
︒ 
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二
類
： 

長
寿
品
第
五
︑
受
持
品
第
七
︑
四
法
品
第
八
か
ら
最
後
の
品
で
あ
る
随
喜
品
第
十
八
ま
で 

 
下
田
氏
の
説
は
︑
第
五
品
の
長
寿
品
と
第
七
品
の
受
持
品
以
外
は
︑
横
超
氏
の
説
と
は
一
致
す
る
︒
下
田
氏
が
定
義
し
た
一
類
の
段
階
と
は
︑
法
師
︵
ダ
ル
マ
バ
ｰ

ナ
カ
︶
が
中
心
で
︑
戒
律
緩
く
︑
出
家
と
在
家
双
方
が
存
在
し
︑
そ
の
思
想
内
容
は
︑
仏
身
常
住
の
み
で
あ
り
︑
ま
だ
如
来
蔵
及
び
一
闡
提
思
想
が
な
い
段
階
で
あ
る
︒

こ
の
部
分
は
﹃
原
始
涅
槃
経
﹄
に
あ
た
る
部
分
で
︑
三
訳
の
中
で
︑
最
も
早
く
成
立
し
﹁
六
巻
本
﹂
の
最
初
の
五
品
分
に
近
い
︒
ま
た
︑
第
二
類
の
特
徴
と
す
る
︑
声

聞
・
九
分
経
批
判
︑
菩
薩
・
一
闡
提
・
三
昧
な
ど
の
語
を
除
外
し
た
も
の
と
す
る
︒
支
謙
訳
﹃
大
般
泥
洹
経
﹄
二
巻
と
安
法
賢
訳
﹃
大
般
涅
槃
経
﹄
二
巻
が
そ
れ
に
あ

た
る
と
い
う
︒ 

下
田
氏
の
こ
の
説
に
対
し
て
︑
藤
井
氏
は
こ
の
二
訳
は
両
方
と
も
闕
本
で
あ
る
故
︑
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
︑
根
拠
が
十
分
で
な
い
と
し
て

い
る
︒
藤
井
氏
は
︑﹃
涅
槃
経
﹄
の
成
立
説
は
︑
小
本
テ
キ
ス
ト→

大
本
六
巻
本→

チ
ベ
ｯ
ト
訳
十
三
巻
本→

二
十
巻→

四
〇
巻
本
の
順
番
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
し
︑
大
乗
﹃
涅
槃
経
﹄
は
︑
小
部
の
も
の
か
ら
順
次
増
広
さ
れ
︑
よ
り
大
部
へ
と
発
展
し
た
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る47

︒ 
 

一
般
的
に
﹃
涅
槃
経
﹄
は
︑
法
顕
訳
﹁
六
巻
本
﹂
か
ら
曇
無
讖
訳
﹁
四
〇
巻
本
﹂
へ
と
発
展
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
︑
し
か
し
︑
幅
田
裕
美
氏
の
い
く
つ
か
の

考
察

48

で
は
︑
曇
無
讖
訳
の
ほ
う
が
古
い
形
を
帯
び
て
い
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
︒﹃
涅
槃
経
﹄
の
成
立
及
び
伝
訳
に
つ
い
て
︑
そ
の
発
展
し
て
き
た

姿
は
︑
極
め
て
複
雑
で
あ
り
︑
ま
だ
決
定
論
た
る
も
の
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒ 

 
 

 

﹃
涅
槃
経
﹄
注
釈
書
に
つ
い
て 

 

注
釈
書
の
種
別
に
つ
い
て
︑
湯
用
彤
氏
は
︑﹃
隋
唐
仏
教
史
稿
﹄
の
中
で
︑
こ
う
区
別
し
説
明
し
て
い
る
︒ 

 

 
47 

藤
井
教
公
﹇
一
九
九
四
﹈
八
十
六
頁
︒ 

48 

例
え
ば
︑
幅
田
裕
美[

一
九
九
六]

や
﹇
二
〇
一
五
﹈
の
論
攷
の
中
で
︑
曇
無
讖
訳
に
比
定
さ
れ
たB

写
本
の
新
た
な
断
片
は
︑
ほ
か
のA

やC

写
本
よ
り
も
︑
古
い
形
を
伝
え
て
い
る
と
し

た
︒
ほ
か
に
︑﹇
二
〇
〇
七
﹈
の
中
で
も
︑
一
般
的
に
法
顕
訳
の
ほ
う
が
古
い
形
を
残
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
︑
疑
義
を
呈
し
て
い
る
︵
三
一
六
頁
︶︒ 
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注
疏
名
目
各
殊
︒
而
性
質
亦
不
同
︒
其
專
分
一
經
之
章
段
者
︑
曰
科
分
︒
其
随
文
解
釋
字
句
者
︑
曰
文
句
︒
其
随
文
解
釋
義
理
者
︑
曰
義
疏
︒
而
此
中
因
師
口
授
︑

筆
記
所
得
︑
則
謂
之
述
記
︒
其
總
論
一
經
之
大
義
︑
恒
不
随
文
出
疏
︑
而
分
門
以
釋
全
書
之
内
容
︑
則
常
曰
玄
義
︒
其
集
前
賢
注
疏
而
成
一
書
者
︑
曰
集
注
︒︵…

中
略…

︶
其
疏
之
注
釋
常
︑
曰
疏
抄
︒
其
字
音
之
訓
釋
︑
則
稱
爲
音
義
或
音
訓
︒
凡
此
名
目
繁
多
︑
不
能
具
列
︒49 

 

︽
注
疏
の
名
目
は
各
お
の
殊
な
れ
り
︒
而
も
性
質
も
亦
た
同
じ
か
ら
ず
︒
其
の
專
ら
一
經
の
章
段
を
分
か
つ
は
︑
科
分
と
曰
う
︒
其
れ
文
に
隨
い
字
句
を
解
釋
す
る

は
︑
文
句
と
曰
う
︒
其
れ
文
に
隨
い
義
理
を
解
釋
す
る
は
義
疏
と
曰
う
︒
而
し
て
此
の
中
師
に
因
り
て
口
授
︑
筆
記
す
る
所
を
得
る
は
︑
則
ち
之
れ
を
述
記
と
謂

う
︒
其
れ
總
じ
て
一
經
の
大
義
を
論
ず
る
も
︑
恒
に
文
に
隨
い
て
疏
を
出
だ
さ
ず
︑
而
も
門
を
分
か
ち
て
以
て
全
書
の
内
容
を
釋
す
る
は
︑
則
ち
常
に
玄
義
と
曰

う
︒
其
れ
前
賢
の
注
疏
を
集
め
て
一
書
と
成
す
は
集
注
と
曰
う…

︵
中
略
︶…

其
れ
疏
の
注
釋
は
常
に
疏
抄
と
曰
う
︒
其
れ
字
音
の
訓
釋
︑
則
ち
稱
じ
て
音
義
或

い
は
音
訓
と
爲
す
︒
凡
そ
此
の
名
目
は
繁
多
に
し
て
︑
具
さ
に
列
す
る
こ
と
能
わ
ず
︒︾ 

 

︵
注
釈
書
の
名
目
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
︒
し
か
も
︑
そ
の
性
質
も
ま
た
同
じ
で
は
な
い
︒
一
つ
の
経
典
の
章
や
段
落
を
分
け
る
こ
と
を
専
門
に
す
る
も
の
は
︑
科
分
と

い
う
︒
文
に
従
っ
て
字
句
を
解
釈
す
る
も
の
は
︑
文
句
と
い
う
︒
文
に
随
っ
て
そ
の
意
味
を
解
釈
す
る
の
は
︑
義
疏
と
言
う
︒
し
か
も
こ
の
中
に
お
い
て
︑
師
に

よ
っ
て
口
授
さ
れ
︑
筆
記
に
よ
っ
て
得
た
も
の
は
︑
こ
れ
を
述
記
と
い
う
︒
総
じ
て
一
つ
の
経
典
の
大
義
を
論
ず
る
の
に
︑
恒
に
文
に
随
っ
て
解
釈
し
な
い
も
の

は
︑
常
に
玄
義
を
言
わ
れ
る
︒
し
か
も
門
を
分
け
て
全
書
の
内
容
を
釈
す
も
の
は
︑
則
ち
常
に
玄
義
と
い
う
︒
そ
れ
前
賢
の
注
釈
書
を
集
め
た
一
冊
の
本
と
す
る

も
の
は
︑
集
注
と
呼
ば
れ
る
︒…

︵
中
略
︶…

︒
そ
の
疏
の
注
釈
は
常
に
︑
疏
抄
と
言
う
︒
字
や
音
の
訓
釈
は
︑
音
義
あ
る
い
は
音
訓
と
呼
ば
れ
る
︒
お
お
よ
そ

こ
の
名
目
は
繁
多
で
あ
る
の
で
︑
こ
こ
で
詳
細
に
列
挙
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
︒︶ 

  

先
般
に
湯
用
彤
氏
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
た
注
釈
書
の
形
式
類
別
は
︑
大
乗
﹃
涅
槃
経
﹄
の
注
釈
書
に
ほ
と
ん
ど
存
在
す
る
︒
そ
れ
だ
け
多
く
の
注
釈
書
が
制
作
さ
れ

て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
︒
し
か
し
残
念
な
が
ら
︑
多
く
の
注
釈
書
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
︒ 

 

韋
諗
の
﹃
注
涅
槃
経
﹄
が
伝
わ
っ
た
頃
に
あ
っ
た
﹃
涅
槃
経
﹄
関
係
の
注
釈
書
を
見
る
た
め
に
︑﹁
奈
良
朝
現
在
一
切
経
疏
目
録
﹂
に
記
載
さ
れ
て
い
る
﹃
涅
槃
経
﹄

の
注
釈
書
を
左
記
に
列
出
す
る
︒
同
時
代
の
韋
諗
が
参
照
し
た
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
︒ 

 
49 

湯
用
彤
﹇
一
九
八
二
﹈
七
九
頁
︒ 
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﹃
大
般
涅
槃
経
集
解
﹄
七
一
卷 

梁 

宝
亮
等 

﹃
大
般
涅
槃
経
義
記
﹄
二
十
巻 

隋 

慧
遠 

﹃
涅
槃
経
疏
﹄ 

 

十
四
巻 

隋 

吉
蔵 

﹃
大
般
涅
槃
経
疏
﹄ 

二
巻 

 

唐 

法
宝 

﹃
涅
槃
経
宗
要
﹄ 

 
二
巻 

 

新
羅 

元
暁 

﹃
涅
槃
経
述
讃
﹄ 

 
七
巻 

 

新
羅 

憬
興 

﹃
涅
槃
経
疏
﹄ 

 

十
四
卷 

新
羅 

憬
興 

﹃
涅
槃
経
剛
目
﹄ 

 

二
巻 

 
新
羅 

義
寂 

﹃
涅
槃
経
義
記
﹄ 

 

五
卷 

 
新
羅 
義
寂 

﹃
註
大
般
涅
槃
経
﹄ 

三
十
卷 

唐 
導
江
縣
令
韋
諗 

﹃
涅
槃
経
抄
﹄ 

 

一
巻 

 

林
法
師 

﹃
涅
槃
経
文
抄
﹄ 

 

二
巻 

﹃
涅
槃
経
音
義
﹄ 

 

一
巻 

﹃
涅
槃
経
音
義
同
異
﹄
二
巻 

 

大
乗
﹃
涅
槃
経
﹄
は
︑
訳
出
さ
れ
た
と
同
時
に
そ
の
研
究
が
流
行
し
︑
か
な
り
早
い
段
階
か
ら
注
釈
書
が
製
作
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
︒
ま
ず
︑
東
晋
義
煕
十
四
年
︵
四

一
八
︶
に
翻
訳
さ
れ
た
六
巻
本
の
﹃
大
般
泥
洹
経
﹄
に
対
し
て
︑
道
生
・
慧
観
・
慧
厳
及
び
慧
叡
が
研
究
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
︒
こ
れ
ら
の
劉
宋
時
代
の
注
釈

書
は
残
念
な
が
ら
残
っ
て
お
ら
ず
︑
ほ
か
の
﹃
涅
槃
経
﹄
注
釈
書
に
よ
る
引
用
文
と
い
う
形
で
し
か
そ
の
中
身
を
伺
い
知
れ
な
い
︒ 

道
生
は
︑
鳩
摩
羅
什
の
門
下
の
一
人
で
あ
り
︑
六
巻
本
﹃
涅
槃
経
﹄
を
研
究
し
て
︑
一
闡
提
成
仏
を
唱
え
た
人
で
あ
る
︒
慧
厳
は
︑
後
に
﹁
南
本
﹂﹃
涅
槃
経
﹄
の

再
治
に
参
加
し
︑
中
心
的
な
役
割
を
担
い
だ
︒
慧
観
も
﹁
南
本
﹂
再
治
に
参
加
し
︑
そ
の
後
頓
漸
五
時
説
を
唱
え
た
人
で
あ
る
︒
道
生
・
慧
観
の
後
は
︑
三
論
宗
の
興

盛
を
経
て
天
台
宗
の
勃
興
ま
で
︑
梁
代
を
中
心
に
そ
の
前
後
︑
江
南
に
お
い
て
﹃
涅
槃
経
﹄
は
︑
大
い
に
研
究
さ
れ
た
︒ 
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道
生
は
︑﹁
六
巻
本
﹂﹃
涅
槃
経
﹄
を
い
ち
早
く
研
究
し
︑
独
自
な
仏
性
論
を
展
開
し
︑
そ
れ
に
よ
っ
て
﹁
六
巻
本
﹂﹃
涅
槃
経
﹄
研
究
が
一
気
に
広
ま
っ
た
︒﹃
涅
槃

経
﹄
の
立
役
者
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
︒﹃
涅
槃
経
﹄
に
は
︑
も
う
一
人
の
立
役
者
が
い
る
︒
そ
れ
は
︑
道
朗
で
あ
る
︒﹁
北
本
﹂﹃
涅
槃
経
﹄
の
研
究
史
は
︑
道

朗
に
始
ま
る
︒
北
涼
玄
始
十
年
︵
四
二
一
︶
に
﹁
北
本
﹂﹃
涅
槃
経
﹄
四
〇
巻
が
曇
無
讖
に
よ
っ
て
伝
訳
さ
れ
て
間
も
な
く
︑
共
訳
者
で
あ
っ
た
道
朗
に
よ
っ
て
︑﹃
涅

槃
経
義
疏
﹄50

が
著
さ
れ
た
︒
翻
訳
に
参
加
し
た
道
朗
は
︑
そ
の
後
す
ぐ
に
注
釈
書
を
著
し
た
︒
残
念
な
が
ら
︑
散
逸
し
て
残
っ
て
い
な
い
が
︑﹁
河
西
云
﹂
と
い
う
よ

う
に
引
用
さ
れ
︑﹃
大
正
蔵
﹄
に
お
い
て
散
見
す
る
︒ 

 

﹃
大
乗
玄
論
﹄
巻
三
に
︑ 

 

但
河
西
道
朗
法
師
與
曇
無
讖
法
師
︒
共
翻
涅
槃
經
︒
親
承
三
藏
作
涅
槃
義
疏
︒
釋
佛
性
義
正
以
中
道
爲
佛
性
︒
爾
後
諸
師
︒
皆
依
朗
法
師
義
疏
︒
得
講
涅
槃
乃
至

釋
佛
性
義
︒51 

 

道
朗
・
道
生
・
慧
観
・
慧
厳
ら
の
後
の
宋
朝
に
は
︑
宝
林
・
慧
浄
・
曇
無
成
・
僧
含
・
僧
荘
・
道
汪
・
浄
林
・
慧
隆
・
慧
定
・
曇
斌
・
僧
鏡
・
超
進
・
法
瑶
・
道
慈

等
が
︑
そ
し
て
︑
斉
朝
に
は
︑
道
登
・
曇
度
・
僧
鐘
・
僧
盛
・
僧
恵
・
僧
宗
な
ど
が
こ
ぞ
っ
て
﹃
涅
槃
経
﹄
を
研
究
し
講
じ
た
︒
宝
林
・
慧
浄
・
僧
鏡
・
法
瑶
は
︑
注

釈
書
を
著
し
︑
僧
宗
は
︑﹃
涅
槃
経
﹄
の
講
述
を
百
回
以
上
し
た
と
い
う
︒
ま
た
︑
梁
の
武
帝
も
自
ら
﹃
涅
槃
経
﹄
を
講
じ
︑
宝
亮
ら
に
勅
し
て
﹃
涅
槃
経
集
解
﹄
を

撰
述
さ
せ
︑
自
ら
も
そ
の
序
文
を
記
す
な
ど
︑
梁
代
の
仏
教
は
︑﹃
涅
槃
経
﹄
の
研
究
が
大
変
隆
盛
し
た
時
代
と
い
え
よ
う
︒ 

陳
・
隋
の
時
代
に
は
︑
道
朗
・
僧
詮
・
法
朗
の
三
論
宗
が
︑
そ
し
て
智
顗
の
天
台
宗
が
興
る
と
︑
涅
槃
宗
の
勢
力
は
以
前
の
ほ
ど
で
は
な
く
な
っ
た
が
︑
そ
れ
で
も
︑

唐
代
に
至
る
ま
で
︑﹃
涅
槃
経
﹄
の
講
述
や
研
究
は
︑
衰
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒
行
等
・
霊
潤
・
道
洪
に
よ
っ
て
︑﹃
涅
槃
経
﹄
は
盛
ん
に
講
讃
さ
れ
た
︒
ま
た
︑
法

上
・
曇
延
・
慧
遠
・
霊
裕
・
灌
頂
・
吉
蔵
・
玄
会
・
誓
空
・
義
寂
・
法
宝
・
慧
沼
・
道
暹
・
行
満
が
そ
れ
ぞ
れ
義
疏
を
著
し
た
︒
慧
遠
の
﹃
義
記
﹄
二
十
巻
︑
灌
頂
の

﹃
玄
義
﹄
二
巻
︑﹃
経
疏
﹄
十
五
巻
︑
吉
蔵
の
﹃
遊
意
﹄
一
巻
が
現
存
し
て
い
る
︒
南
北
朝
に
お
い
て
︑﹃
涅
槃
経
﹄
の
研
究
は
︑
宝
亮
の
﹃
集
解
﹄︑
慧
遠
の
﹃
義
記
﹄︑

灌
頂
の
﹃
経
疏
﹄︑
吉
蔵
の
﹃
遊
意
﹄
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
︒ 

 
50 

道
朗
の
﹃
涅
槃
義
疏
﹄…

﹃
大
乘
玄
論
﹄
巻
三
に
︑
そ
の
記
述
が
あ
る
︒﹁
佛
性
者
名
第
一
義
空
︒
故
知
︒
第
一
義
空
爲
正
因
佛
性
也
︒
但
河
西
道
朗
法
師
與
曇
無
讖
法
師
︒
共
翻
涅
槃
經
︒
親

承
三
藏
作
﹃
涅
槃
義
疏
﹄︒
釋
佛
性
義
正
以
中
道
爲
佛
性
︒
爾
後
諸
師
︒
皆
依
朗
法
師
義
疏
︒
得
講
涅
槃
乃
至
釋
佛
性
義
︒
師
心
自
作
各
執
異
解
︒
悉
皆
以
涅
槃
所
破
之
義
以
爲
正
解
︒
豈

非
是
經
中
所
喻
解
象
之
殊
哉
︒
雖
不
離
象
︒
無
有
一
人
得
象
者
也
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
四
五
︑
三
五
下)
︒ 

51 

﹃
大
正
蔵
﹄
四
五
︑
三
五
下
︒ 
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唐
代
で
は
︑
法
宝
・
憬
興
・
太
賢
・
義
寂
が
﹃
涅
槃
経
﹄
を
講
じ
た
︒
ま
た
︑
義
疏
で
は
︑
湛
然
に
よ
る
灌
頂
の
﹃
経
疏
﹄
の
治
定
︑
そ
し
て
そ
の
門
下
の
行
満
︑

道
暹
の
注
釈
が
あ
る
︒
そ
し
て
︑
宋
代
の
智
円
に
よ
っ
て
︑
灌
頂
の
﹃
玄
義
﹄
の
復
注
で
あ
る
﹃
発
源
機
要
﹄
四
巻
︑﹃
経
疏
﹄
の
復
注
で
あ
る
﹃
三
徳
指
帰
﹄
二
十

巻
を
以
て
︑
中
国
で
の
﹃
涅
槃
経
﹄
の
研
究
は
終
焉
を
迎
え
る
︒ 

左
記
に
現
存
す
る
注
釈
書
の
一
覧
を
掲
げ
る
︒ 

 

︿
梁
代
の
注
釈
書
﹀ 

﹃
大
般
涅
槃
経
集
解
﹄ 

七
十
一 

梁 
 

宝
亮
等 

 

︿
隋
代
の
注
釈
書
﹀ 

﹃
大
般
涅
槃
経
義
記
﹄ 
十 

隋 
 

慧
遠 
 

﹃
大
般
涅
槃
経
玄
義
﹄ 

 

二 
 

 
隋 

 

灌
頂 

﹃
大
般
涅
槃
経
疏
﹄ 

三
十
三 
隋 

 

灌
頂 

﹃
涅
槃
経
遊
意
﹄ 

一 
隋 

 
吉
蔵 

 

︿
唐
代
の
注
釈
書
﹀ 

﹃
涅
槃
経
宗
要
﹄ 

一 

新
羅 

元
暁 

 
 

﹃
註
大
般
涅
槃
経
﹄ 

三
十 

唐 

導
江
縣
令
韋
諗 

 
 

﹃
涅
槃
経
疏
私
記
﹄ 

 
 

十
二 

 

唐 

行
満 

﹃
涅
槃
経
疏
私
記
﹄ 

 
 

九 
 

 

唐 

道
暹 

﹃
涅
槃
経
玄
義
文
句
﹄ 

 

二 
 

 

唐 

道
暹 

︿
宋
代
の
注
釈
書
﹀ 

﹃
涅
槃
経
疏
三
徳
指
帰
﹄ 

二
十 

 

宋 

智
円 

﹃
涅
槃
経
玄
義
発
源
機
要
﹄
四 

 
 

宋 

智
円 
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﹃
涅
槃
経
﹄﹁
寿
命
品
﹂
の
概
要 

 
﹃
涅
槃
経
﹄
の
内
容
は
︑
主
に
仏
身
の
常
住
・
涅
槃
の
常
楽
我
浄
・
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
︵
一
闡
提
を
含
む
︶
の
三
つ
の
思
想
に
集
約
で
き
る
︒
こ
れ
ら
の
思
想
は
︑

ほ
ぼ
本
経
を
通
じ
て
説
か
れ
て
い
る
︒
こ
の
中
で
﹁
寿
命
品
﹂
は
︑﹁
北
本
﹂﹃
涅
槃
経
﹄
の
巻
一―

巻
三
の
途
中
ま
で
を
範
囲
と
し
て
い
る
︒﹁
南
本
﹂
で
は
︑
巻
一

が
﹁
序
本
﹂︑
巻
二
が
﹁
純
陀
品
﹂・﹁
哀
歎
品
﹂︑
巻
三
が
﹁
長
寿
品
﹂
と
な
っ
て
い
る
︒﹃
注
涅
槃
経
﹄
の
注
釈
範
囲
は
︑﹁
北
本
﹂
の
巻
二
の
﹁
寿
命
品
﹂
の
み
と
な

っ
て
お
り
︑﹁
南
本
﹂
も
同
じ
く
巻
二
と
な
っ
て
い
る
が
︑
内
容
的
に
は
︑﹁
純
陀
品
﹂
か
ら
﹁
哀
歎
品
﹂
ま
で
と
二
品
を
ま
た
が
っ
て
い
る
︒ 

 

﹃
注
涅
槃
経
﹄ 

 
﹁
北
本
﹂ 

 

﹁
南
本
﹂ 

巻
二
﹁
寿
命
品
﹂ 

 
巻
二
﹁
寿
命
品
﹂ 

 
 

 

巻
二
﹁
純
陀
品
﹂・﹁
哀
歎
品
﹂ 

 

次
に
︑
本
論
攷
の
研
究
対
象
で
あ
る
北
本
﹃
涅
槃
経
﹄﹁
寿
命
品
﹂
の
内
容
に
つ
い
て
概
述
す
る
︒ 

世
尊
が
涅
槃
に
入
る
と
宣
言
す
る
︒
疑
問
が
あ
る
衆
生
は
今
聞
く
よ
う
に
と
言
う
︒
そ
の
音
声
は
︑
有
頂
天
ま
で
聞
こ
え
た
︒
多
く
の
衆
生
・
弟
子
・
菩
薩
・
天
王
・

阿
修
羅
・
魔
王
波
旬
さ
え
も
︑
仏
へ
の
最
後
の
供
養
を
携
え
て
急
い
で
世
尊
の
と
こ
ろ
に
集
ま
っ
て
く
る
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
世
尊
は
︑
ど
の
人
か
ら
も
供
養
を
受
け

よ
う
と
し
な
い
︵
巻
一
︶︒ 

ク
シ
ナ
ガ
ラ
に
い
る
匠
の
子
の
純
陀
が
︑そ
の
仲
間
十
五
人
と
共
に
︑最
後
の
供
養
を
受
け
て
く
れ
る
よ
う
と
お
願
い
す
る
︒世
尊
は
︑そ
の
供
養
を
受
け
入
れ
る
︒

そ
こ
で
︑
世
尊
は
︑
施
食
に
二
種
類
あ
る
が
︑
そ
の
果
報
に
差
は
な
い
と
説
く
︒
純
陀
は
︑
悟
り
を
開
く
前
の
煩
悩
の
身
で
受
け
る
供
養
と
︑
今
煩
悩
を
尽
き
て
一
切

種
智
を
得
た
仏
身
へ
の
供
養
が
同
じ
は
ず
で
な
い
と
質
問
を
投
げ
か
け
る
︒
そ
れ
に
対
し
て
︑
世
尊
は
︑
如
来
は
既
に
遠
い
昔
に
悟
っ
て
い
る
か
ら
︑
煩
悩
の
身
で
は

な
い
た
め
︑
果
報
は
同
じ
と
説
く
︒
こ
れ
に
よ
っ
て
︑
仏
は
︑
久
遠
よ
り
以
前
に
既
に
存
在
し
︑
常
住
な
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
説
く
︒
そ
の
あ
と
︑
ほ
か
の
質
問
も

続
く
︒
こ
の
中
に
有
名
な
貧
女
生
梵
天
︑
春
池
尋
珠
な
ど
の
喩
話
が
あ
る
︒
さ
ら
に
︑
世
間
に
は
四
顛
倒
法
が
あ
る
が
︑
如
来
は
︑
既
に
四
倒
を
離
れ
た
の
で
常
楽
我

浄
を
知
っ
て
い
る
と
説
く
︵
巻
二
︶︒ 

巻
二
か
ら
質
問
が
続
く
︒
巻
三
で
の
最
初
の
テ
ｰ
マ
は
︑
一
切
の
衆
生
を
平
等
心
持
て
我
が
子
の
よ
う
に
接
す
る
と
長
い
寿
命
と
い
う
果
報
を
得
る
こ
と
に
つ
い
て

世
尊
が
説
く
︒
そ
の
一
切
の
衆
生
に
悪
人
や
一
闡
提
も
含
ま
れ
て
い
る
の
か
︑
彼
ら
を
も
平
等
に
見
る
の
か
︑
ま
た
︑
そ
う
で
あ
る
な
ら
︑
世
尊
の
寿
命
は
な
ぜ
短
い

の
か
と
い
う
質
問
が
出
て
く
る
︵
巻
三
の
途
中
ま
で
︶︒ 
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第
三
章 

﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
に
つ
い
て 

 

現
存
状
況 

 

﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
は
︑
中
国
で
流
行
し
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
︒
現
在
日
本
に
残
存
し
て
い
る
も
の
は
︑
以
下
の
六
巻
の
み
で
あ
る
︒ 

 

◎
１
﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
巻
二 

 

一
巻 

縦
二
六
・
〇
糎
︑
全
長
一
六
五
九
・
四
糎 

奈
良
時
代 

三
重 

西
來
寺 

北
本 

巻
二 

壽
命
品
の
注 

◎
２
﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
巻
八 

 

一
巻 

縦
二
六
・
四
糎
︑
全
長
一
二
八
一
・
〇
糎 

奈
良
時
代 

滋
賀 

西
教
寺 

北
本 

巻
八 

如
來
性
品
の
注 

〇
３
﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
巻
十 

 

一
巻 

不
詳 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

奈
良
時
代 

滋
賀 

聖
衆
來
迎
寺 

北
本 

巻
九 

如
來
性
品
の
注 

◎
４
﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
巻
十
二 
一
巻 

縦
二
六
・
四
糎
︑
全
長
一
四
六
六
・
六
糎 

奈
良
時
代 

三
重 

西
來
寺 

北
本 

巻
十
四 

聖
行
品
の
注 

◎
５
﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
巻
十
四 
一
巻 

縦
二
六
・
三
糎
︑
全
長
一
一
五
二
・
二
糎 

奈
良
時
代 

京
都 

毘
沙
門
堂 

北
本 

巻
十
四 

聖
行
品
の
注 

◎
６
﹃
注
大
般
涅
槃
經
﹄
巻
十
九 

一
巻 
縦
二
六
・
四
糎
︑
全
長
一
一
一
三
・
九
糎 

奈
良
時
代 

神
奈
川 

西
方
寺 

北
本 

巻
十
九 

梵
行
品
の
注 

◎ 

國
指
定
重
要
文
化
財
︑
〇 
県
指
定
有
形
文
化
財 

 

こ
れ
ら
は
︑
巻
十
が
県
指
定
有
形
文
化
財
で
あ
る
以
外
︑
い
ず
れ
も
国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る
︒
奈
良
中
期
の
い
わ
ゆ
る
天
平
写
経
の
中
の
一
つ
と
思
わ
れ
て
お

り
︑
も
と
も
と
一
具
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
︒ 

右
記
の
六
巻
の
内
︑
巻
十
及
び
巻
十
二
を
除
く
四
巻
の
写
真
の
一
部
分
が
︑
文
化
庁
監
修
毎
日
新
聞
社
発
行
の
﹃
重
要
文
化
財
20
︵
書
籍
・
典
籍
・
古
文
書
Ⅲ
・

仏
典
Ⅰ
︶﹄
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒
そ
こ
に
は
︑
巻
二
︑
八
︑
十
四
は
︑
巻
首
の
一
部
分
が
︑
巻
十
九
は
︑
巻
末
の
一
部
分
が
写
し
出
さ
れ
て
い
る
︒
巻
二
︑
八
︑
十

四
の
各
巻
首
に
は
︑
題
目
で
あ
る
﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
と
︑
巻
数
︑
品
名
及
び
撰
者
の
肩
書
及
び
氏
名
の
記
載
が
あ
る
︒
撰
者
に
つ
い
て
の
記
載
箇
所
に
は
︑﹁
導
江

縣
令
韋
諗
注
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︒ 
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現
在
︑
文
化
庁
の
国
指
定
文
化
財
等
デ
ｰ
タ
ベ
ｰ
ス52

に
お
い
て
も
︑
こ
れ
ら
を
確
認
で
き
る
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
巻
十
の
み
は
︑
滋
賀
県
の
県
有
形
文
化
財
の

指
定
と
な
っ
て
お
り
︑
こ
の
国
指
定
文
化
財
等
デ
ｰ
タ
ベ
ｰ
ス
に
は
︑
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
︒
滋
賀
県
の
ホ
ｰ
ム
ペ
ｰ
ジ
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
県
所
有
の
文
化
財
目

錄53
に
お
い
て
確
認
で
き
る
︒
不
思
議
な
こ
と
に
︑
同
じ
目
錄
の
中
で
︑
滋
賀
県
は
︑
国
の
重
要
文
化
財
指
定
の
巻
八
を
所
有
し
て
い
な
が
ら
︑
巻
十
に
つ
い
て

は
︑
県
の
指
定
と
し
て
い
る
︒ 

ま
た
︑
大
津
市
立
歴
史
博
物
館
の
デ
ｰ
タ
ベ
ｰ
ス

54

で
は
︑
大
津
市
の
聖
衆
来
迎
寺
所
蔵
の
巻
十
に
つ
い
て
は
︑﹁
黄
紙
二
十
五
紙
を
継
ぎ
︑
淡
墨
界
が
ほ
ど
こ
し

て
あ
り
︑
一
紙
に
二
十
五
行
︑
一
行
に
十
七
字
︑
注
は
双
行
に
な
っ
て
い
る
﹂
と
記
載
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑﹁
そ
の
巻
末
に
最
澄
の
筆
あ
り
︑
天
正
九
年
︵1581

︶

四
月
九
日
玄
祐
か
ら
賜
っ
た
こ
と
を
記
す
当
時
の
住
職
真
雄
の
付
箋
が
貼
ら
れ
て
い
る
︒
書
写
年
代
は
奈
良
時
代
で
あ
る
︒﹂
と
説
明
さ
れ
て
い
る
︒
聖
衆
来
迎
寺
の

開
基
は
伝
教
大
師
最
澄
で
あ
る
︒巻
十
九
が
真
言
宗
派
の
寺
院
の
所
蔵
で
あ
る
の
を
除
き
︑残
り
の
五
巻
は
︑と
も
に
天
台
宗
派
系
の
寺
院
の
所
蔵
で
あ
る
︒こ
の﹃
注

涅
槃
経
﹄
の
伝
教
大
師
最
澄
と
の
関
係
も
大
変
興
味
深
い
︒ 

 
 

書
誌
情
報 

 

﹃
注
涅
槃
経
﹄
巻
二
及
び
巻
十
二
の
書
誌
情
報
に
つ
い
て
掲
載
す
る
︒ 

︽
巻
二
︾
西
来
寺 

重
文
︵
京
都
国
立
博
物
館
寄
託
︶ 

 
 

 

︽
巻
十
二
︾
西
来
寺 

重
文
︵
京
都
国
立
博
物
館
寄
託
︶ 

名
称…

﹃
注
涅
槃
経
﹄
巻
二 

 
 

 
 

 
 

 

﹃
注
涅
槃
経
﹄
巻
十
二 

外
題…

﹃
注
涅
槃
経
﹄
巻
二 
 

 
 

 
 

 
 

﹃
注
涅
槃
経
﹄
巻
十
二 

内
題…

﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
巻
二

寿
命

品

 

導
江
縣
令
韋
諗
注 

 
 

 
 

﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
巻
十
二

聖
行

品 

導
江
縣
令
韋
諗
注 

 
52 

文
化
庁
国
指
定
文
化
財
等
デ
ｰ
タ
ベ
ｰ
ス http://kunishitei.bunka.go.jp/bsys/index_pc.asp
︵
平
成
三
十
年
十
一
月
六
日
リ
ン
ク
確
認
済
︶ 

53 

滋
賀
県
大
津
市
重
要
文
化
財
リ
ス
ト http://www.pref.shiga.lg.jp/edu/katei/bunkazai/bunkazaim

okuroku/yukeibikou/files 
/bikoh_ohtsu.pdf

︵
平
成
三
十
年
十
一
月
六
日
リ
ン
ク
確
認
済
︶ 

54 

大
津
市
歴
史
博
物
館
の
大
津
歴
史
デ
ｰ
タ
ｰ
ベ
ｰ
ス
﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
巻
第
十 http://www.rekihaku.otsu.shiga.jp/db/bunka/detail.htm

l?349(

平
成
三
十
年
十
一
月
六
日
リ
ン
ク

確
認
済
︶ 



３２ 
 

尾
題…

﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
巻
二 

 
 

 
 

 
 

﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
巻
十
二 

撰
者…

 

導
江
縣
令
韋
諗
注 

 
 

 
 

 
 

 

導
江
縣
令
韋
諗
注 

刊
写…

 
写
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

写
本 

装
訂…

 
巻
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

巻
子 

時
代…

 
奈
良 

 
 

 
 

 
 

 
 

奈
良 

裏
打
ち…

無 
 

 
 

 
 

無 

表
紙…

 

有
︵
原
︶
縦25.9

糎
︑
横22.8

糎 
 

 

有
︵
原
︶
縦26.2

糎
︑
横23.9

糎 

紐…
 

 

無 
 

 
 

 
 

無 

見
返
し…

有 
 

 
 

 
 

有 

軸…
 

 

有
︵
原
カ
︶ 

 
 

 
 

有
︵
原
カ
︶ 

軸
首…

 

撥 
 

 
 

 
 

撥
︵
軸
頂
に
模
様
有
り
︶ 

界
線…

 

淡
墨
界 

 
 

 
 

 

淡
墨
界 

存
欠…

 

完 
 

 
 

 
 

完 

状
態…

 

良
好 

 
 

 
 

 

良
好 

紙
質…

 

楮
打
紙
︵
厚
手
︶ 

 
 

 
 

楮
打
紙
︵
厚
手
︶ 

紙
色…

 

染
紙
黄
藥 
 

 
 

 

染
紙
黄
藥 

第
二
紙…

一
紙22

行17

字
縦26

・0

横51

・2

界
高19

・5 
一
紙22

行16

字
縦26.3

横51.0

界
高19.4 

 
 

界
幅2.3

天
界3.2

地
界3.4  

 
 

界
幅2.3

天
界3.3

地
界3.5 

法
量…

 
42.2

糎―
51.2

糎
の
間 

全33

紙 
 

 
48.1

糎―
51.1

糎
の
間 

全29

紙 

印
記…

 

無 
 

 
 

 
 

無 

奥
書…

 

無 
 

 
 

 
 

有
︵
軸
付
紙
︑
紙
背
︶﹁
一
國
守 

二
福
足 

三
■
﹂55 

 
55 

一
國
守 

二
福
足 

三
■…

三
回
校
訂
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
︒
■
は
︑
文
字
の
存
在
が
予
想
さ
れ
る
が
︑
軸
付
紙
が
途
中
で
裁
断
さ
れ
て
い
る
た
め
︑
判
読
で
き
な
い
︒ 



３３ 
 

備
考…

 

各
紙
の
ほ
ぼ
中
央
近
く
に
折
り
跡
有
り
︒ 

 
 

 
 

 
 

 

各
紙
の
二
行
目
に
近
い
部
分
に
折
り
跡
有
り
︒
紙
継
部
分
に
も
有
り
︒ 

 
 

 
 

紙
背
部
分
に
も
折
り
跡
有
り
︒ 

 

経
軸―

校
了
者
の
手
が
か
り 

 

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
に
あ
る
西
方
寺
は
︑
巻
十
九
の
﹃
注
涅
槃
経
﹄
を
所
蔵
し
て
い
る
寺
院
で
あ
る
︒
二
〇
一
七
年
六
月
に
訪
問
し
た
際
に
︑
実
物
を
拝
見
す

る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
︑
平
成
二
十
年
に
発
行
さ
れ
た
﹃
西
方
寺
本
堂
修
復
落
慶
記
念
誌
﹄ 

を
頂
戴
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒
そ
の
四
頁
目
に
︑
所
蔵
の
巻
十
九

の
巻
首
及
び
巻
末
の
写
真
と
共
に
︑
軸
の
部
分
の
写
真
が
あ
っ
た
︒
そ
の
軸
の
写
真
に
︑
写
経
者
に
つ
い
て
の
大
き
な
手
掛
か
り
が
あ
る
︒
軸
に
つ
い
て
い
る
経
の
端

に
︑
校
了
者
と
思
わ
れ
る
﹁
一
国
守
︑
二
人
足
﹂
と
書
か
れ
て
い
る
︒
こ
れ
は
︑
お
そ
ら
く
校
了
者
の
名
前
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒﹁
一
︵
校
︶
国

守
﹂
が
一
校
目
の
校
了
者
で
あ
り
︑﹁
二
︵
校
︶
人
足
︒﹂
は
二
校
目
の
担
当
者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒ 

ま
た
︑
そ
の
後
に
調
査
を
し
た
巻
十
二
も
経
の
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
︑
そ
こ
に
も
校
了
者
と
思
わ
れ
る
名
前
が
記
さ
れ
て
い
た
︒
巻
十
二
の
場
合
は
︑﹁
一
︵
校
︶

国
守
︑
二
︵
校
︶
福
足
︒
三
■
・
﹂
と
あ
っ
た
︒
こ
れ
は
︑
大
変
な
記
録
で
あ
る
︒
と
い
う
の
も
︑﹃
注
涅
槃
経
﹄
は
︑
三
回
校
了
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
︒
無
名
な
一
士
大
夫
が
書
い
た
も
の
が
︑
紫
檀
の
軸
に
︑
軸
端
に
は
嵌
め
込
み
の
装
飾
が
あ
り
︑
端
麗
な
字
で
書
写
さ
れ
︑
さ
ら
に
は
三
回
内
容
を
校
了
し
て

い
る
︒
経
典
で
も
︑
三
回
校
了
す
る
の
は
ま
れ
で
あ
る
︒
こ
ん
な
破
格
な
扱
い
を
さ
れ
た
韋
諗
の
﹃
注
涅
槃
経
﹄
は
︑
果
た
し
て
ど
う
し
て
な
の
か
︒
ま
す
ま
す
謎
が

深
ま
る
ば
っ
か
り
で
あ
る
︒ 

さ
て
︑
こ
の
登
場
し
た
﹁
国
守
﹂﹁
人
足
﹂﹁
福
足
﹂
の
三
者
に
つ
い
て
︑
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
奈
良
時
代
古
文
書
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ｰ
タ
ベ
ｰ
ス56

に
て
︑
調

べ
た
と
こ
ろ
︑
国
守
に
つ
い
て
は
多
く
の
該
当
者
が
い
た
が
︑
そ
の
中
で
も
﹁
田
部
国
守
﹂
と
い
う
人
物
が
﹃
注
涅
槃
経
﹄
に
か
か
わ
っ
た
人
で
は
な
い
か
︒
し
か
し

な
が
ら
︑
直
接
﹃
注
涅
槃
経
﹄
を
書
写
し
た
記
録
は
︑
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
か
っ
た
︒
た
だ
︑
田
部
国
守
は
︑
写
経
師
で
あ
っ
た
の
は
確
か
な
よ
う
だ
︒
正
倉
院

文
書
に
は
︑
国
守
が
写
経
用
の
紙
の
交
付
や
墨
の
給
付
︑
経
典
の
貸
出
し
︑
さ
ら
に
借
金
に
つ
い
て
の
記
録
が
あ
っ
た
︒
前
述
し
た
よ
う
に
︑﹃
注
涅
槃
経
﹄
は
お
そ

 
56 

奈
良
時
代
古
文
書
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ｰ
タ
は
︑
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
出
版
し
た
﹃
大
日
本
古
文
書
﹄︵
編
年
文
書
︶
全
二
十
五
冊
の
全
文
デ
ｰ
タ
ベ
ｰ
ス
で
あ
る
︒﹃
大
日
本
古
文
書
﹄︵
編

年
文
書
︶
は
︑
大
宝
二
年
︵
七
〇
二
︶―

宝
亀
十
一
年
︵
七
八
〇
︶
の
古
文
書
を
網
羅
的
に
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
︒
そ
の
大
半
は
正
倉
院
文
書
で
あ
る
︒ 



３４ 
 

ら
く
﹃
注
維
摩
経
﹄
と
同
じ
時
期
に
請
来
さ
れ
書
写
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
︒
ま
た
︑﹃
注
維
摩
経
﹄
の
貸
出
記
録
は
︑
天
平
勝
宝
五
年
︵
七
五
三
︶
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑

書
写
は
そ
れ
以
前
で
あ
る
︒三
回
校
了
さ
れ
た
こ
と
や
校
了
者
の
点
か
ら
︑韋
諗
の﹃
注
涅
槃
経
﹄を
み
た
場
合
︑ど
の
よ
う
な
こ
と
が
見
え
て
来
る
か
に
つ
い
て
は
︑

今
は
︑
課
題
を
残
し
つ
つ
︑
本
文
の
研
究
後
に
︑
違
う
切
り
口
か
ら
検
討
し
た
い
︒ 

 
 

所
蔵
寺
院 

  

﹃
注
涅
槃
経
﹄
を
所
蔵
さ
れ
て
い
る
寺
院
の
多
く
は
︑
巻
十
九
の
神
奈
川
県
を
除
い
て
︑
三
重
︑
滋
賀
︑
京
都
の
三
県
に
集
中
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
巻
十
九
を
所
有

し
て
い
る
西
方
寺
が
真
言
宗
で
あ
る
の
を
除
き
︑
他
は
全
て
天
台
宗
の
寺
院
の
所
有
と
な
っ
て
い
る
︒
特
に
巻
八
を
所
有
し
て
い
る
西
教
寺
と
巻
二
・
第
十
二
を
所
有

し
て
い
る
西
来
寺
は
︑
同
じ
天
台
真
盛
宗
の
総
本
山
と
別
格
本
山
の
関
係
に
あ
る
︒
ま
た
︑
毘
沙
門
堂
は
天
台
宗
五
箇
室
門
跡
の
一
つ
で
天
皇
家
と
ゆ
か
り
が
あ
る
︒

さ
ら
に
聖
衆
來
迎
寺
は
開
基
が
最
澄
と
言
わ
れ
︑
聖
衆
來
迎
寺
所
有
の
巻
十
の
奥
書
に
は
︑
最
澄
の
筆
に
よ
る
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

57

︒
こ
の
こ
と
は
︑﹃
注
涅

槃
経
﹄が
珍
重
さ
れ
て
き
た
経
緯
と
何
か
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
︒天
皇
家
ゆ
か
り
の
寺
院
と
天
台
宗
最
澄
ゆ
か
り
の
寺
院
︑こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
︒

韋
諗
が
や
は
り
韋
后
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
て
︑
朝
廷
対
朝
廷
と
い
う
構
図
で
︑﹃
注
涅
槃
経
﹄
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
︒
い
ま
の
段
階
で
は
︑
ま
だ
何
と

も
い
え
な
い
が
︑
た
だ
の
県
令
の
注
釈
書
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
︑
価
値
の
あ
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
た
こ
と
に
は
︑
何
か
理
由
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
︒ 

左
記
に
︑
現
存
す
る
﹃
注
涅
槃
経
﹄
の
所
有
寺
院
及
び
所
在
地
の
一
覧
を
掲
載
し
た
︒ 

 

︿
所
蔵
巻
﹀ 

 
 

 
 

︿
寺
院
所
在
地
﹀ 

 
 

︿
寺
院
名
﹀ 

︿
宗
派
﹀ 

 
 

 
 

 
 

 

︿
所
在
﹀ 

１
﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
巻
二
・
巻
十
二 

 

三
重
県
津
市
乙
部 

 
 

 
 

 

西
來
寺 

 
 

天
台
真
盛
宗
別
格
本
山 

 
 

京
都
国
立
博
物
館 

２
﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
巻
八 

 
 

 

滋
賀
県
大
津
市
坂
本 

 
 

 
 

西
教
寺 

 
 

天
台
真
盛
宗
総
本
山 

 
 

 

大
津
市
歴
史
博
物
館 

３
﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
巻
十 

 
 

 
 

 

滋
賀
県
大
津
市
比
叡
辻 

 
 

 
聖
衆
來
迎
寺 

天
台
宗 

 
 

 
 

 
 

 
 

琵
琶
湖
文
化
館 

４
﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
巻
十
四 

 
 

 
 

京
都
府
京
都
市
山
科
区 

 
 

 

毘
沙
門
堂 

 

天
台
宗 

 
 

 
 

 
 

 
 

京
都
国
立
博
物
館 

 
57 

大
津
市
歴
史
博
物
館
の
大
津
歴
史
デ
ｰ
タ
ｰ
ベ
ｰ
ス
﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
巻
第
十
の
紹
介
に
て
︒http://www.rekihaku.otsu.shiga.jp/db/bunka/detail.htm

l?349

︵
平
成
三
十
年
十
一

月
六
日
確
認
︒︶ 



３５ 
 

５
﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
巻
十
九 

 
 

 
 

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区 

 
 

西
方
寺 

 
 

真
言
宗 

 
 

 
 

 
 

 
 

西
方
寺58 

 
 

︿
寺
院
名
﹀ 

︿
宗
派
﹀ 

 
 

 
 

 
 

 

︿
ご
本
尊
・
脇
侍
﹀ 

１ 

西
來
寺 

 
 

天
台
真
盛
宗
別
格
本
山 

 
 

阿
弥
陀
如
来
・
毘
沙
門
天
︵
右
側
︶︑
不
動
明
王
︵
左
側
︶ 

２ 

西
教
寺 

 
 

天
台
真
盛
宗
総
本
山 

 
 

 

阿
弥
陀
如
来
・
毘
沙
門
天
︵
右
側
︶︑
不
動
明
王
︵
左
側
︶ 

３ 

聖
衆
來
迎
寺 
天
台
宗 

 
 

 
 

 
 

 
 

阿
弥
陀
如
来
︑
釈
迦
如
来
︑
薬
師
如
来
の
三
仏 

４ 

毘
沙
門
堂 

 
天
台
宗 

 
 

 
 

 
 

 
 

毘
沙
門
天 

５ 

西
方
寺 

 
 

真
言
宗 

 
 

 
 

 
 

 
 

阿
弥
陀
如
来 

 
 

撰
者
に
つ
い
て 

 
 

韋
諗
の
出
自 

 

撰
者
韋
諗
に
つ
い
て
で
あ
る
が
︑
残
さ
れ
て
い
る
歴
史
的
文
献
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
︒
現
在
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
は
︑
唐
代
の
導
江
県
令
で
あ
っ
た

こ
と
の
み
で
あ
る
︒﹃
注
涅
槃
経
﹄
の
現
存
す
る
諸
本
の
巻
首
に
は
︑﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
の
題
目
︑
巻
数
︑
品
名
︑
そ
し
て
撰
者
号
の
﹁
導
江
県
令
韋
諗
注
﹂
の
み
記

載
さ
れ
て
い
る
︒ 

韋
氏
と
い
う
姓
は
︑
漢
代
か
ら
唐
代
ま
で
綿
々
と
続
い
た
名
門
の
家
で
あ
り
︑
す
で
に
漢
代
か
ら
都
の
長
安
で
は
︑﹁
城
南
韋
杜
︑
去
天
尺
五
﹂59 

︵
城
南
の
韋

︵
氏
︶
と
杜
︵
氏
︶
は
︑︵
最
高
権
力
者
と
し
て
の
︶
天
︵
子
︶
か
ら
離
れ
て
わ
ず
か
五
尺
の
み
︶
と
言
わ
れ
た
と
い
う
︒
こ
れ
は
つ
ま
り
︑
天
子
の
そ
ば
に
い
て
︑

そ
れ
だ
け
大
き
な
權
力
を
持
っ
た
一
族
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
︒ 

 
58 

神
奈
川
県
文
化
財
目
録 

種
別
順
︵
平
成
三
〇
年
五
月
一
日
現
在
︶
に
て
所
在
を
確
認
し
た
︒http://www.pref.kanagawa.jp/docs/ar3/cnt/f70052/docum

ents/m
okuroku.pdf 

59 

﹁
隋
唐
都
京
兆
杜
氏
・
韋
氏
皆
以
衣
冠
名
位
顯
故
︑
當
時
語
曰
︑
城
南
韋
杜
去
天
尺
五
︒
二
家
各
名
其
鄉
︑
謂
之
杜
曲
・
韋
曲
︒
自
漢
至
唐
︑
未
嘗
不
爲
大
族
︒
﹂
宋
・
鄧
名
世
撰
﹃
古
今
姓

氏
書
辯
證
﹄
巻
二
十
四
︑
二
丁
︵﹁
四
庫
全
書
電
子
版
﹂﹃
文
淵
閣
四
庫
全
書
電
子
版
﹄―

原
文
及
全
文
檢
索
版―
︑
迪
志
文
化
出
版
︑
香
港
︑
一
九
九
九
年
︒︶︒﹁
韋
・
杜
二
家
歴
代
全
顯



３６ 
 

ま
た
︑
楊
曽
文
氏
に
よ
る
と
︑
韋
氏
一
族
は
︑
北
周
逍
遙
公
韋
敻
︵
五
〇
二―

五
七
八
︶
の
時
以
來
︑
仏
教
を
信
奉
し
て
い
た
と
い
う

60 

︒
宰
相
を
十
七
人
輩
出

し
︑
唐
の
中
宗
︵
六
五
六―

七
一
〇
︶
に
も
重
用
さ
れ
た
韋
氏
一
族
で
は
あ
っ
た
が
︑
韋
后
︵
生
年
不
詳―

七
一
〇
︶
の
中
宗
毒
殺
に
よ
り
︑
韋
后
に
関
連
し
た
韋
氏

の
一
族
は
︑
朝
廷
か
ら
失
脚
し
処
刑
さ
れ
た
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
こ
の
こ
と
は
あ
く
ま
で
も
韋
后
に
直
接
関
係
し
た
一
族
の
み
の
範
囲
の
こ
と
で
︑
ほ
か
の
系
列
の
韋

氏
及
び
地
方
に
い
る
豪
族
の
韋
氏
は
︑
変
わ
ら
ず
に
任
官
さ
れ
て
い
る
も
の
も
い
た
と
い
う61

︒
も
し
︑
韋
諗
が
開
元
中
に
活
躍
し
た
と
仮
定
す
れ
ば
︑
韋
后
の
事
件

︵
七
一
〇
年
︶
の
後
︑
開
元
中
︵
七
一
三―

七
四
一
︶
に
朝
廷
か
ら
県
令
に
任
命
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
︑
韋
后
と
直
接
関
係
の
あ
っ
た
家
系
の
出
身
で
な
い

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
︒ 

韋
諗
の
生
没
年
に
つ
い
て
は
︑
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
︑
一
般
的
に
県
令
に
な
る
年
は
︑
三
十
歳
か
ら
四
十
歳
で
あ
る
と
い
う
︒
ま
た
︑
導
江
県
は
︑
隋
が
滅

び
︑
唐
が
始
ま
っ
た
武
德
元
年
︵
六
一
八
︶
年
の
翌
年
︵
六
一
九
︶
に
︑
導
江
県
に
名
前
が
改
め
ら
れ
て
い
る
︒
し
か
し
な
が
ら
︑﹃
新
唐
書
﹄
に
よ
る
と
︑
そ
の
八

年
後
の
貞
観
中
︵
六
二
七―
六
四
九
︶
に
は
︑
灌
寧
と
呼
ば
れ
︑
そ
し
て
開
元
中
︵
七
一
三―

七
四
一
︶
に
ま
た
導
江
と
い
う
名
前
に
戻
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
︒

﹃
注
涅
槃
経
﹄
が
天
平
写
経
の
一
部
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
鑑
み
て
︑
韋
諗
は
︑
お
そ
ら
く
開
元
中
に
導
江
県
令
に
在
職
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
こ
と
か
ら
︑

韋
諗
は
︑
八
世
紀
初
頭
に
活
躍
し
た
人
と
推
測
で
き
る
︒ 

 
 

唐
代
の
県 

 
  

唐
代
に
は
︑
大
小
約
千
五
百
の
県
が
あ
っ
た
と
い
う
︒
こ
れ
ら
を
唐
の
朝
廷
は
︑
等
級
に
分
け
て
管
理
し
て
い
た
︒
唐
代
の
有
名
な
地
理
書
で
あ
る
﹃
元
和
郡
県
図

志
﹄
や
﹃
新
唐
書
﹄﹁
地
理
志
﹂
を
見
る
と
︑
地
名
の
下
に
︑﹁
望
﹂
や
﹁
緊
﹂
な
ど
の
漢
字
が
書
か
れ
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
︒
こ
れ
ら
は
︑
そ
の
土
地
の
等
級
を
表

し
て
い
た
記
号
で
あ
る
︒
例
え
ば
︑﹃
新
唐
書
﹄﹁
地
理
志
﹂
の
導
江
県
の
記
述
を
例
に
挙
げ
る
と
︑ 

 

 

宦
故
︑
唐
人
語
曰
︑
城
南
韋
杜
去
天
尺
五
︒﹂﹃
陝
西
通
志
﹄
巻
七
三
︑
六
十
一
丁
︵﹁
四
庫
全
書
電
子
版
﹂﹃
文
淵
閣
四
庫
全
書
電
子
版
﹄―

原
文
及
全
文
檢
索
版―

︑
迪
志
文
化
出
版
︑

香
港
︑
一
九
九
九
年
︒
︶ 

60 

楊
曽
文
﹁
浄
覚
及
其
﹃
注
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
﹄
与
其
校
本
﹂﹃
中
華
仏
学
学
報
﹄
第
六
期
︑ 

台
北
：
中
華
仏
学
研
究
所
︑
一
九
九
三
年
︑
二
四
一
頁
︒ 

61 

矢
野
主
税
﹁
韋
氏
研
究
︵
二
︶﹂﹃
人
文
科
学
研
究
報
告
﹄
十
一
︵
臨
時
増
刊
号
︶
一
九
六
二
年
︑
二
六―
四
九
頁
︒
矢
野
氏
に
よ
れ
ば
︑
韋
氏
は
︑
漢
の
末
及
び
晋
の
末
の
戦
乱
に
よ
り
︑
地

方
に
散
っ
て
︑
南
北
朝
に
は
︑
地
方
で
い
く
つ
か
の
豪
族
が
形
成
さ
れ
た
と
の
こ
と
︒
唐
代
に
な
る
と
︑
中
央
で
活
躍
す
る
韋
氏
に
も
い
く
つ
か
の
家
系
が
で
き
た
と
い
う
︒ 
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導
江 

望
︒
本
盤
龍
︒
武
德
元
年
以
故
汶
山
置
︒
尋
更

名
︒
貞
觀
中
曰
灌
寧
︒
開
元
中
復
為
導
江
︒ 62 

 
 

 

﹁
導
江
︑
望
︒
は
︑
盤
竜
︒
武
徳
元
年
︑
故
を
以
て
汶
山
に
置
く
︒
尋
い
で
名
を
更
む
︒
貞
観
中
に
灌
寧
と
曰
う
︒
開
元
中
に
復
た
導
江
と
為
す
︒﹂ 

 
 

 

こ
れ
を
見
る
と
︑
導
江
県
は
﹁
望
﹂
と
い
う
階
級
に
属
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
で
は
︑
導
江
県
の
上
の
成
都
府
は
ど
う
な
の
か
と
い
う
と
︑
成
都
府
蜀
郡
は
︑

﹁
赤
﹂
と
い
う
階
級
に
な
っ
て
い
る
︒
唐
代
の
州
県
等
級
制
度
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
た
翁
俊
雄
氏
に
よ
る
と
︑
唐
代
の
県
の
等
級
は
︑
十
段
階
に
分
か
れ
て
い
る
︒
上

か
ら
﹁
赤
県
﹂﹁
次
赤
県
﹂︑﹁
畿
県
﹂︑﹁
次
畿
県
﹂︑﹁
望
県
﹂︑﹁
緊
県
﹂︑﹁
上
県
﹂︑﹁
中
県
﹂︑﹁
中
下
県
﹂
及
び
﹁
下
県
﹂
の
十
段
階
と
な
っ
て
い
る

63

︒
唐
の
朝
廷

は
︑
こ
れ
ら
す
べ
て
の
県
を
平
等
に
扱
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
︑
実
際
に
重
視
し
た
県
は
︑﹁
上
県
﹂
ま
で
で
あ
っ
た
と
い
う
︒
數
で
い
う
と
︑﹁
中
県
﹂
か
ら
﹁
下

県
﹂
ま
で
の
規
模
が
小
さ
く
人
口
の
少
な
い
県
は
︑
半
分
以
上
を
占
め
て
い
る

64

︒
等
級
で
見
る
と
︑
意
外
な
こ
と
に
︑
導
江
県
の
地
位
は
︑
決
し
て
低
く
は
な
い
︒

導
江
県
は
︑
吐
番
の
領
地
に
隣
接
し
て
お
り
︑﹃
中
国
歴
史
地
図
﹄
で
確
認
す
る
と
︑
辺
鄙
な
場
所
に
あ
る
が
︑
外
敵
か
ら
自
国
を
守
る
役
割
が
あ
る
た
め
︑
管
理
上

で
は
︑
重
要
な
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑
そ
の
等
級
が
低
く
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒ 

導
江
県
は
︑
現
在
の
中
国
四
川
省
都
江
堰

と
こ
う
え
ん

市
に
あ
る
︒
成
都
か
ら
西
に
約
六
十
キ
ロ
離
れ
た
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
︒
秦
の
時
代
︵
紀
元
前
二
二
一―

二
〇
六
︶
か

ら
あ
る
古
い
都
市
で
︑
そ
の
名
の
通
り
︑
江
を
導
く
堰
が
設
置
さ
れ
て
い
る
︒
秦
の
時
代
に
作
ら
れ
た
こ
の
水
利
施
設
は
︑
代
々
に
わ
た
っ
て
︑
維
持
さ
れ
︑
現
在
も

役
目
を
果
た
し
て
い
る
︒ま
た
︑道
教
の
聖
地
で
あ
る
青
城
山
や
古
い
町
並
み
の
そ
の
美
し
い
景
色
と
文
化
価
値
か
ら
︑ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
︒ 

唐
代
の
地
理
書
で
あ
る
﹃
元
和
郡
縣
志
﹄65

に
︑
導
江
県
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
︒ 

  
 

本
漢
郫
縣
地
︒
武
德
元
年
︑
于
灌
口
置
盤
龍
縣
︑
尋
改
爲
灌
寧
縣
︒
二
年
︑
又
改
爲
導
江
縣
︒
取
禹
貢
岷
山
導
江
之
義
也
︒
属
成
都
︒
垂
拱
二
年
割
属
彭
州
︒ 

 
62 

欧
陽
修
﹃
百
衲
本
二
十
四
史
︵
二
九
︶
新
唐
書
上
﹄︵
台
北
：
台
灣
商
務
印
書
館
︑
一
九
三
七
年
︶
一
六
〇
九
八
頁
︒ 

63 

翁
俊
雄
﹁
唐
代
的
州
縣
等
級
制
度
﹂﹃
北
京
師
範
學
院
學
報
﹄
第
一
期
︑
一
九
九
一
年
︑
九―

十
八
頁
︒ 

64 

頼
瑞
和
﹃
唐
代
中
層
文
官
﹄︵
台
北
：
聯
經
︑
二
〇
〇
八
年
︶
二
三
六―

二
三
九
頁
︒ 

65 

﹃
元
和
郡
縣
志
﹄
三
二
巻
︑
九―

十
頁
︒ 
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本 も
と

は
︑
漢
の
郫
縣
の
地
︒
武
徳
元
年
︵
六
一
八
︶
︑
灌
口
に
盤
龍
県
を
置
き
︑
尋 つ

い
で
改
め
て
灌
寧
県
と
爲
す
︒
二
年
︵
六
一
九
︶
︑
又
た
改
め
て
導
江
縣
と

爲
す
︒
﹃
禹
貢
﹄
の
岷
山
導
江
の
義
を
取
る
な
り
︒
成
都
に
属
す
︒
垂
拱
二
年
︵
六
八
六
︶
に
割
い
て
彭
州
に
属
す
︒ 

 

武
德
元
年
︵
六
一
八
︶
は
︑
隋
が
滅
び
︑
唐
が
始
ま
っ
た
年
で
︑
唐
高
祖
の
執
政
下
の
時
代
で
あ
っ
た
︒
そ
の
翌
年
︵
六
一
九
︶
に
︑
導
江
県
に
改
め
ら
れ
て
い

る
︒
名
の
由
來
は
︑
古
代
の
中
国
の
地
理
書
で
あ
っ
た
﹃
禹
貢
﹄
の
中
の
一
文
か
ら
取
っ
た
と
さ
れ
て
い
る66

︒ 
 

ま
た
︑
﹃
新
唐
書
﹄67
︵
地
理
志
︶
で
は
︑
導
江
県
に
つ
い
て
︑
こ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
︒ 

  
 

導
江 

望
︒
本
盤
龍
︒
武
德
元
年
以
故
汶
山
置
︒
尋
更
名
︒
貞
觀
中
曰
灌
寧
︒
開
元
中
復
爲
導
江
︒ 

有
侍
郎
堰
︑
其
東
百
丈
堰
︑
引
江
水
以
漑
彭
︑
益
田
︑
龍

朔
中
築
︒
又
有
小
堰
︑
長
安
初
築
︒
西
有
蠶
崖
關
︑
有
岷
山
︑
玉
壘
山
︒
有
鎮
静
軍
︑
開
元
中
置
︒
有
白
沙
守
捉
城
︒
有
木
瓜
戍
︑
三
奇
戍
︒  

 
 

導
江
︑
望
︒
も
と
は
︑
盤
龍
︒
武
德
元
年
︵
六
一
八
︶
故
を
以
て
汶
山
に
置
く
︒
尋
い
で
に
名
を
更
め
る
︒
貞
觀
中
︵
六
二
七―

六
四
九
︶
に
灌
寧
と
曰
う
︒

開
元
中
︵
七
一
三―

七
四
一
︶
に
復
た
導
江
と
爲
す
︒
侍
郎
堰
有
り
︑
其
の
東
に
百
丈
堰
が
︑
江
水
を
引
い
て
以
て
彭
︑
益
の
田
を
漑 そ

そ

ぎ
︑
竜
朔
︵
六
六
一―

六
六
三
︶
中
に
築
く
︒
又
た
︑
小
堰
有
り
︑
長
安
︵
七
〇
一―

七
〇
四
︶
の
初
め
に
築
く
︒
西
に
蠶
崖
関

さ
ん
が
い
か
ん

有
り
︑
岷
山
︑
玉
壘
山
有
る
︒
鎮
静
軍
有
り
︑
開
元

中
に
置
く
︒
白
沙
に
守
捉
城
有
り
︒
木
瓜
戍

も
っ
か
じ
ゅ

︑
三
奇
戍

さ
ん
き
じ
ゅ

有
り
︒ 

 
 

 
66  

諸
説
あ
り
︒ 

67 

﹃
新
唐
書
﹄
第
四
冊
︑
巻
四
二
︵
北
京
：
中
華
書
局
︑
一
九
七
五
年
︶
一
〇
八
〇
頁
︒ 
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こ
れ
を
見
る
と
︑
導
江
縣
は
︑
貞
觀
中
︵
六
二
七―

六
四
九
︶
に
灌
寧
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
︑
開
元
中
︵
七
一
三―

七
四
一
︶
に
復
た
導
江
と
い
う
名
前
に
戻
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
︒ 

ま
た
︑
撰
者
の
記
述
の
部
分
で
︑
我
々
は
︑
韋
諗
は
︑
縣
令
で
あ
っ
た
と
わ
か
る
︒
そ
の
県
令
に
つ
い
て
だ
が
︑
唐
代
に
は
︑
縣
が
約
千
五
百
あ
る
と
言
わ
れ
る68

︒

そ
の
縣
は
︑
都
に
近
い
か
ど
う
か
︑
人
口
の
多
さ
な
ど
で
約
十
等
級
に
分
か
れ
て
い
る69

︒
頼
瑞
和
氏
に
よ
る
と
︑
唐
代
の
縣
の
一
級
官
員
に
は
︑
四
種
あ
る
︒
そ
の

階
位
を
低
い
ほ
う
か
ら
並
べ
る
と
︑
縣
尉
︑
主
簿
︑
縣
丞
︑
縣
令
で
あ
る
︒
こ
れ
ら
は
︑
朝
廷
か
ら
各
縣
に
派
遣
さ
れ
る
官
員
で
あ
り
︑
九
品
三
十
階
の
流
内
官
で
あ

る
と
い
う70

︒
通
常
は
︑
縣
令
に
な
る
に
は
︑
こ
の
一
番
下
の
縣
尉
か
ら
任
用
さ
れ
︑
段
階
を
踏
ん
で
い
く
の
で
︑
大
体
縣
令
は
︑
三
十
代
ま
た
は
四
十
代
に
な
る
と

い
う
︒
ま
た
基
本
的
に
︑
縣
令
に
任
用
さ
れ
る
期
間
は
︑
四
年
で
あ
る
と
い
う
︒
こ
の
こ
と
か
ら
︑
我
々
は
︑
あ
る
程
度
韋
諗
が
﹃
注
涅
槃
経
﹄
を
撰
述
し
た
時
の
年

代
及
び
そ
の
人
物
像
に
つ
い
て
推
測
で
き
る
︒ 

 
 

韋
諗
の
著
作 

  

歴
史
の
中
に
埋
も
れ
た
韋
諗
で
は
あ
る
が
︑
辛
う
じ
て
目
録
等
に
そ
の
痕
跡
を
残
し
て
く
れ
て
い
る
︒
ま
ず
︑
目
録
で
確
認
で
き
る
著
作
が
二
本
あ
る
︒ 

﹃
注
涅
槃
経
﹄︑
そ
し
て
﹃
注
維
摩
経
﹄
で
あ
る
︒
そ
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
主
に
注
釈
書
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒﹃
東
域
伝
灯
目
録
﹄71

及
び
﹃
奈
良
朝
現
在
一
切
經

疏
目
録
﹄72

を
確
認
す
る
と
︑ 

 
68 

頼
瑞
和
﹇
二
〇
〇
八
﹈
二
三
八
頁
︒ 

69 

唐
縣
の
等
級
の
分
け
方
は
︑
一
番
細
か
く
分
け
て
い
る
の
が
︑﹃
元
和
郡
縣
圖
志
﹄
及
び
﹃
新
唐
書
・
地
理
志
﹄
で
あ
る
と
い
う
︒
た
だ
︑
細
か
い
の
で
︑
普
通
は
︑﹃
通
典
﹄
の
よ
う
に
︑
七

等
級
︑
あ
る
い
は
︑﹃
唐
六
典
﹄︑﹃
舊
唐
書
﹄
及
び
﹃
新
唐
書
﹄
の
﹁
職
官
志
﹂
で
は
︑
六
等
級
︵
京
縣
︑
畿
縣
︑
上
縣
︑
中
縣
︑
中
下
縣
︑
下
縣
︶
と
簡
略
化
す
る
も
の
も
あ
る
︒
頼
氏

﹇
二
〇
〇
八
﹈
二
三
九―

二
四
三
頁
︒ 

70 

頼
瑞
和
﹇
二
〇
〇
八
﹈
二
三
四
頁
︒ 

71 

﹃
高
山
寺
本
東
域
傳
燈
目
録
﹄︵
高
山
寺
資
料
叢
書
第
十
九
冊
︶﹃
東
域
傳
燈
目
録
﹄
は
︑
永
超
が
著
し
︑
嘉
保
一
年
︵
一
〇
九
四
︶
に
成
立
し
た
章
疏
目
録
で
あ
る
︒
永
超
は
︑
南
都
七
大
寺

及
び
北
嶺
の
比
叡
山
な
ど
有
數
の
經
藏
を
閲
覧
し
て
目
録
を
作
成
し
た
と
言
わ
れ
る
︒
井
上
光
貞
﹃
日
本
古
代
思
想
史
の
研
究
﹄︵
岩
波
書
店
︑
一
九
八
二
年
︶
二
三
〇―

二
三
二
頁
︒ 

72 

石
田
茂
作
﹁
奈
良
朝
現
在
一
切
經
疏
目
録
﹂﹃
寫
經
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
佛
教
の
研
究
﹄︵
東
洋
文
庫
︑
一
九
六
六
年
︶
一
〇
二
頁
︑
一
一
三
頁
︒︵
一
九
五
七 

註
維
摩
詰
經
︑
婁
諗
註
︑
六
巻
︑

天
平
勝
寶
五
年
︑
三
ノ
六
四
二
︑
一
〇
二
頁
︶︵
二
一
七
六
︑
註
大
般
涅
槃
經
︑
三
十
巻
︑
天
平
九
年
︑
七
ノ
七
八
︑
唐 

道
江
縣
令
韋
諗
︑
東
域
衆
經
︑
一
一
三
頁
︶︒ 
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注
維
摩
經
六
巻(

大
唐
導
江
縣
令
壽
諗
注73) 

注
涅
槃
經
三
十
巻(

大
唐
導
江
縣
合74

諗
注75) 

と
あ
る
︒
韋
諗
に
は
︑﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
の
ほ
か
に
︑﹃
注
維
摩
経
﹄
の
著
作
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
こ
の
韋
諗
の
﹃
注
維
摩
経
﹄
に
つ
い
て
︑﹃
正
倉
院
文
書
﹄

76

に
そ
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
︒ 

ま
た
︑
新
た
に
日
本
や
中
國
で
書
か
れ
た
注
釋
書
の
中
で
︑
韋
諗
の
痕
跡
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒
し
か
も
︑﹃
維
摩
経
﹄
及
び
﹃
大
般
涅
槃
経
﹄
で
は
な
い

経
典
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
︒
引
用
し
た
の
は
︑
釈
中
算
撰
の
﹃
妙
法
蓮
華
経
釈
文
﹄
で
あ
る
︒ 

 

爾
時
上
兒
氏
反
︒
釋
氏77
云
︑
是
也
︒
捷
公78

云
︑
宜
訓
是
也
︒
今
案
︑
ｰ
ｰ
猶
是
時
也
︒﹃
金
剛
般
若
韋
諗
注
﹄
云
︑
ｰ
ｰ
猶
此
時
也
︒79 

 
 

︽
爾80

時
︑
上
は
︑
兒
氏
の
反
︒
釈
氏
云
わ
く
︑
是
れ
な
り
︒
捷
公
云
わ
く
︑
宜
し
く
是
れ
を
訓
ず
る
な
り
︒
今
案
ず
る
に
︑
爾
時
︑
猶
し
こ
の
時
の
ご
と
き

な
り
︒﹃
金
剛
般
若
韋
諗
注
﹄
云
わ
く
︑
爾
時
︑
猶
し
こ
の
時
の
ご
と
き
な
り
︒︾ 

 
73 

﹃
高
山
寺
本
東
域
傳
燈
目
録
﹄︵
高
山
寺
資
料
叢
書
第
十
九
冊
︶︵
東
京
大
学
出
版
會
︑
一
九
九
九
年
︶
影
印
五
九
頁
︑
翻
字
一
九
三
頁
︒﹃
大
正
蔵
﹄
五
五
︑
一
一
五
一
下
︒﹁
奈
良
朝
現
在
一

切
經
疏
目
録
﹂
で
は
︑﹁
註
維
摩
詰
經
︑
婁
諗
註
﹂
と
な
っ
て
い
る
︒︵﹃
寫
經
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
佛
教
の
研
究
﹄︵
東
洋
文
庫
︑
一
九
六
六
年
︶
一
〇
二
頁
︒ 

74 

合
＝
令
壽
﹃
東
域
傳
燈
目
録
﹄︵
大
谷
大
學
藏
寫
本
︶︑﹃
大
正
蔵
﹄
五
五
︑
一
一
五
四
中
︒ 

75 

﹃
高
山
寺
本
東
域
傳
燈
目
録
﹄︵
高
山
寺
資
料
叢
書
第
十
九
冊
︶︵
東
京
大
学
出
版
會
︑
一
九
九
九
年
︶
影
印
二
〇
五
頁
︑
翻
字
七
八
頁
︒﹃
大
正
蔵
﹄
五
五
︑
一
一
五
四
中
︒﹁
奈
良
朝
現
在
一

切
經
疏
目
録
﹂
で
は
︑﹁
註
大
般
涅
槃
經
︑
唐 

道
江
縣
令
韋
諗
﹂
と
な
っ
て
い
る
︒︵﹃
寫
經
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
佛
教
の
研
究
﹄︵
東
洋
文
庫
︑
一
九
六
六
年
︶
一
〇
二
頁
︒ 

76 

宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
編
﹃
正
倉
院
文
書
影
印
集
成
十
七
塵
芥
文
書
﹄︵
八
木
書
店
︑
二
〇
〇
七
年
︶
一
〇
六
頁
︒ 

77 

釋
氏―

未
詳
︒ 

78 

捷
公―

大
隋
京
師
惠
日
道
場
沙
門
曇
捷
の
﹃
字
釋
﹄
こ
と
を
指
す
︒﹃
大
正
蔵
﹄
五
六
︑
一
四
四
中
︒ 

79 

﹃
大
正
蔵
﹄
五
六
︑
一
四
六
中
︒ 

80 

爾
の
中
古
音
はniě(riě) 
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こ
れ
に
よ
り
︑
韋
諗
に
は
︑﹃
維
摩
経
﹄
と
﹃
大
般
涅
槃
経
﹄
の
ほ
か
に
︑﹃
金
剛
般
若
経
﹄
の
注
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
︒
こ
の
注
に
関
し
て
︑
名
古
屋
市
に

あ
る
七
寺
所
蔵
の
﹃
古
聖
教
目
録
﹄
に
そ
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
た
︒ 

 

金
剛
般
若
註
一
巻 

 

韋
諗81 

 

こ
の
ほ
か
に
︑
韋
諗
の
注
釋
書
と
思
わ
れ
る
も
の
が
二
か
所
︑
晩
唐
の
栖
復
︵―

八
七
九―

︶
撰
﹃
法
華
經
玄
贊
要
集
﹄
の
中
で
引
用
さ
れ
て
い
る
︒ 

 

專82

諗
云
︑﹁
不
師
其
心
︑
而
爲
心
師
﹂︑
名
不
隨
心
行
也83

︒ 

︽
専
諗
云
わ
く
︑﹁
そ
の
心
を
師
と
せ
ず
し
て
︑
心
の
師
と
為
す
﹂
は
︑
不
随
心
行
と
名
づ
く
な
り
︒︾ 

 

事84

諗
注
︑
經
云
︑
狩85

形
人
面
︑
而
有
一
角
︑
舊
云
疑
神
仙
︑
人
人
見
疑
︑
是
人
非
人
︒
又
云
︑
馬
頭
人
身
能
語
︒86  

 
81 

﹃
七
寺
古
逸
經
典
研
究
叢
書
﹄
第
六
巻
﹁
中
國
・
日
本
經
典
章
疏
目
録
﹂︵
大
東
出
版
社
︑
一
九
九
八
年
︶
一
八
三
頁
︒ 

82 

﹃
法
華
経
玄
贊
要
集
﹄
の
注
に
︑﹁
專
一
作
韋
﹂
と
あ
る
︒﹃
法
華
経
玄
贊
要
集
﹄
巻
三
五
︑﹃
卍
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
﹄
三
四
︑
九
二
四
上
︒ 

83 

﹃
法
華
経
玄
贊
要
集
﹄
巻
三
五
︑﹃
卍
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
﹄
三
四
︑
九
二
四
上
︒ 

84 

﹁
事
﹂
は
︑﹁
專
﹂
の
間
違
い
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
︒
ま
た
︑﹁
專
一
作
韋
﹂
の
例
が
あ
る
の
で
︑
韋
諗
の
注
の
可
能
性
が
高
い
︒ 

85 

狩…

﹁
狩
︑
猶
獣
也
︒﹂︵
出
典
：﹁
公
羊
傳
・
桓
公
﹂︶
宗
福
邦
・
陳
世
鐃
・
蕭
海
波
主
編
﹃
故
訓
匯
纂
﹄︵
北
京
：
商
務
印
書
館
︑
二
〇
〇
三
年
︶
一
四
一
八
頁
︒ 

86 

﹃
法
華
経
玄
贊
要
集
﹄
巻
十
︑﹃
卍
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
﹄
三
四
︑
四
一
三
中
︒ 
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︽
事
諗
注
︑
経
に
云
わ
く
︑
狩
の
形
し
て
人
の
面
︑
一
つ
の
角
有
り
て
︑
旧
云
わ
く
神
仙
に
疑
︵
擬
︶
す
︑
人
人
に
疑
わ
れ
︑
是
れ
人
に
し
て
人
に
非
ず
︒
又
た

云
わ
く
︑
馬
の
頭
︑
人
の
身
に
し
て
能
く
語
る
︒︾ 

 

こ
こ
で
は
︑﹁
専
諗
﹂
や
﹁
事
諗
﹂
と
な
っ
て
い
る
が
︑﹃
法
華
経
玄
贊
要
集
﹄
の
注
に
﹁
専
﹂
は
︑﹁
專
一
作
韋
﹂87

︵
専
︑
一
に
は
︑
韋
と
作
る
︶
と
あ
る
こ
と
か

ら
︑﹁
事
﹂
も
﹁
専
﹂
も
﹁
韋
﹂
の
誤
写
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
︒
ま
た
︑﹁
奈
良
朝
現
在
一
切
経
疏
目
録
﹂
で
は
︑﹁
婁
﹂
に
な
っ
て
い
る
例
も
あ
る
︒88 

 
 

 
87 

﹃
法
華
経
玄
贊
要
集
﹄
の
注
に
︑﹁
專
一
作
韋
﹂
と
あ
る
︒﹃
法
華
経
玄
贊
要
集
﹄
巻
三
五
︑﹃
卍
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
﹄
三
四
︑
九
二
四
上
︒ 

88

﹁
奈
良
朝
現
在
一
切
経
疏
目
録
﹂
の
﹁
一
九
五
七
﹃
註
維
摩
詰
経
﹄
婁
諗
註 

六
巻
﹂
で
は
︑
婁
諗
と
な
っ
て
い
る
︒︵
一
〇
二
頁
︶ 
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第
三
章 

﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
の
成
立
問
題 

 

正
倉
院
文
書 

 

正
倉
院
文
書
は
︑
奈
良
県
の
東
大
寺
正
倉
院
宝
庫
に
よ
っ
て
保
管
さ
れ
て
き
た
文
書
群
の
こ
と
を
い
う
︒
そ
の
文
書
の
数
は
一
万
数
千
点
と
さ
れ
る
︒
正
倉
院
中
倉

に
は
東
大
寺
写
経
所
が
作
成
し
た
文
書
群
が
保
管
さ
れ
て
い
た
︒
狭
義
的
に
︑
こ
の
写
経
所
か
ら
出
た
文
書
の
こ
と
を
正
倉
院
文
書
と
呼
ぶ
︒
そ
の
中
身
は
︑
東
大
寺

の
写
経
・
造
仏
事
業
・
造
寺
に
関
わ
っ
た
記
録
の
ほ
か
に
︑
写
経
文
書
等
の
紙
背
に
書
か
れ
た
戸
籍
・
計
帳
な
ど
︵
紙
背
文
書
︶
が
含
ま
れ
て
い
る
︒ 

こ
の
正
倉
院
文
書
に
僅
か
で
は
あ
る
が
︑
韋
諗
に
関
す
る
記
録
が
あ
っ
た
︒
こ
れ
は
︑
現
在
わ
か
る
範
囲
で
韋
諗
に
関
す
る
一
番
古
い
記
録
で
あ
る
︒
左
記
は
﹃
大

日
本
古
文
書
﹄
を
参
考
に
し
て
︑﹃
正
倉
院
文
書
﹄
影
印
版
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る 

︒ 
 

﹃
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
十
七
﹄
一
〇
六
頁
︵
宮
内
廳
︶ 

第
三
〇
巻
裏 

⒕
慈
訓
奉
請
經
巻
狀 

 
 

１ 

謹
奉
請 

２ 

注
維
摩
詰
經
六
巻 
 

韋
諗
注 

３ 

維
摩
詰
經 

二
巻 

４ 

大
方
等
頂
王
經
一
巻 

一
名
維
摩
詰
子
問
經
／
已
上
三
部
九
巻
經
以
六
年
五
月
一
七
日
便
請
留
外
嶋
院 

 
 

 
 

 
 

已
上
玖
巻
並
黄
紙
及
表
綺
緒
紫
檀
軸
無
帙
疏
二
部
八
巻
請
鬱
多
羅
疏
四
巻 
林
法
師
疏
二
巻 

請
遠
法
師
疏
四
巻 

５ 

維
摩
經
四
部 

無
名
疏
五
巻 

元
暁
疏
三
巻 

 
 

 
 

 
 

已
上
疏
貳
部
八
巻
並
白
紙
黄
表
紫
緒
梨
軸 
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６ 
 

 
 

 

右 

件 

之 

經 

及 

疏 

欲 

請 
 

７ 
合
見
請
拾
柒
巻
︵
經
九
巻
疏
八
巻
︶
並
付
便
使
沙
美
戒
慈 

８ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

天
平
勝
寶
五
年
九
月
三
日
使
沙
弥
戒
慈 

9 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

慈
訓 

10 

司
判
依
請 

11 

次
官
佐
伯
宿
禰
今
毛
人 

 
 

 

判
官
石
川
朝
臣 

豊
麻
呂 

12 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

主
典
阿
刀
連
酒
主 

 

13 

依
政
所
宣
合
請
如
前 

 
 

 
 

 
 

 

知
呉
原
生
人 

 

右
を
見
る
と
︑
慈
訓
︵
六
九
一―

七
七
七
︶
が
︑
沙
弥
戒
慈
を
遣
わ
し
て
︑
天
平
勝
宝
五
年
︵
七
五
三
︶
に
韋
諗
の
﹃
注
維
摩
経
﹄
六
巻
を
借
り
出
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
︒
ほ
か
に
も
﹃
維
摩
経
﹄
の
注
釈
書
を
借
り
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
お
そ
ら
く
研
究
比
較
の
た
め
に
借
り
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
︒
つ
ま
り
韋
諗
の
注
釈
書

は
︑
当
時
で
は
︑
そ
の
内
容
に
一
定
の
評
価
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
︒ 

慈
訓
は
︑
奈
良
時
代
法
相
宗
興
福
寺
の
僧
で
あ
る
︒
唯
識
法
相
の
師
に
︑
興
福
寺
の
玄
昉
︵
生
年
不
詳―

七
四
六
︶
と
元
興
寺
の
良
敏
︵
生
年
不
詳―

七
三
八
︶︑

華
厳
の
師
に
は
︑
奈
良
大
安
寺
の
審
祥
︵
生
没
年
不
詳
︶
が
い
る
︒
慈
訓
に
と
っ
て
︑
同
じ
興
福
寺
の
玄
昉
は
直
接
の
師
で
あ
っ
た
︒
玄
昉
は
﹃
続
日
本
紀
﹄
天
平
十

八
年
︵
七
四
六
︶
六
月
十
八
日
の
条
に
︑
そ
の
名
の
記
載
が
あ
る
︒
そ
こ
に
は
︑
霊
亀
二
年
︵
七
一
六
︶
に
入
唐
し
て
︑
天
平
七
年
︵
七
三
五
︶
に
遣
唐
使
の
多
治
比

眞
人
広
成
に
伴
っ
て
帰
国
し
︑
そ
の
際
に
︑
経
典
五
千
巻
余
り
を
請
來
し
た
と
記
し
て
あ
る 

︒
ま
た
︑
玄
昉
よ
り
少
し
前
に
︑
道
慈(

生
年
未
詳―

七
四
四)

が
大
宝

二
年
︵
七
〇
二
︶
に
入
唐
し
十
六
年
間
滞
在
し
て
︑
そ
の
際
に
い
ろ
ん
な
経
典
を
収
集
し
て
い
た
と
記
述
が
あ
る
︵﹃
扶
桑
略
記
﹄
第
六
︶︒
韋
諗
の
注
釈
書
は
︑
道
慈

又
は
玄
昉
に
よ
っ
て
請
來
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
︒
こ
の
こ
と
か
ら
韋
諗
の
活
躍
し
た
年
代
は
︑
お
そ
ら
く
は
︑
八
世
紀
前
葉
ご
ろ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒ 
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遣
唐
使 

 
舒
明
天
皇
二
年
︵
六
三
〇
︶
に
始
ま
っ
た
遣
唐
使
制
度
は
︑
寛
平
六
年
︵
八
九
四
︶
に
停
止
さ
れ
る
ま
で
︑
任
命
が
二
十
回
︑
実
際
に
中
国
に
渡
っ
た
の
は
︑
十
五

回
で
あ
る
と
い
う89

︒
こ
の
間
︑
韋
諗
が
導
江
県
令
に
在
職
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
開
元
年
中
︵
七
一
三―

七
四
一
︶
の
期
間
中
に
派
遣
が
あ
っ
た
の
は
︑
玄
昉
︑
吉
備

真
備
及
び
阿
倍
仲
麻
呂
の
養
老
元
年
︵
七
一
七
︶
出
発
︑
天
平
六
年
︵
七
三
四
︶
帰
国
の
回
で
あ
る
︒
そ
れ
よ
り
少
し
前
に
は
︑
大
宝
二
年
︵
七
〇
二
︶
発
︑
養
老
二

年
︵
七
一
八
︶
帰
国
の
道
慈
が
い
る
︒
そ
の
後
の
派
遣
に
は
︑
天
平
五
年
︵
七
三
三
︶
出
発
し
た
栄
叡
︑
普
照
︑
玄
朗
︑
玄
法
︑
業
行
︑
理
鏡
な
ど
が
い
る
︒
こ
の
時

は
︑
戒
律
の
師
を
求
め
て
中
国
に
渡
っ
た
が
︑
こ
の
中
で
唯
一
普
照
が
天
平
勝
宝
六
年
︵
七
五
四
︶
に
鑑
真
と
帰
国
し
た
の
み
で
あ
る
︒
ま
た
︑
こ
の
時
の
天
平
五
年

︵
七
三
三
︶
の
戻
り
船
が
菩
提
遷
那
︑
仏
哲
︑
道
璿
を
載
せ
て
天
平
八
年
︵
七
三
六
︶
に
帰
っ
て
き
て
い
る
︒
し
か
し
こ
の
中
に
お
い
て
︑﹃
注
涅
槃
経
﹄
が
請
来
さ

れ
た
可
能
性
が
高
い
の
は
︑
玄
昉
あ
る
い
は
道
慈
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
道
慈
は
︑
五
千
数
巻
の
経
典
や
注
釈
書
を
持
ち
帰
っ
た
と
の
記
録
が
あ
る
こ
と
︑
ま
た
︑
玄

昉
の
場
合
は
︑
弟
子
で
あ
っ
た
慈
訓
に
よ
る
韋
諗
の
﹃
注
維
摩
経
﹄
の
貸
出
し
記
録
が
あ
る
か
ら
︑
こ
の
二
人
の
可
能
性
が
高
い
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
︒ 

ま
た
︑
石
田
氏
は
︑
中
国
に
お
け
る
訳
経
や
撰
述
は
ど
の
位
の
時
間
で
日
本
に
伝
来
す
る
の
か
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
り
︑
最
も
短
い
期
間
は
︑
訳
著
後
七
年
ほ
ど

で
あ
り
︑
長
い
期
間
の
も
の
で
は
二
十
三
年
で
あ
る
と
表
に
示
し
て
い
る

90

︒
よ
っ
て
︑
開
元
中
の
最
後
の
年
の
七
四
一
年
か
ら
遅
く
て
も
七
六
四
年
あ
た
り
に
は
︑

日
本
で
書
写
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
こ
の
期
間
は
︑
後
述
す
る
韋
諗
の
も
う
一
つ
の
著
作
で
あ
る
﹃
注
維
摩
経
﹄
の
貸
出
記
録
の
年
代
で
あ
る
天
平
勝
寶
五
年

︵
七
五
三
︶
に
矛
盾
し
な
い
︒
お
そ
ら
く
は
︑﹃
注
涅
槃
経
﹄
も
﹃
注
維
摩
経
﹄
も
同
じ
時
に
日
本
に
請
来
さ
れ
︑
同
じ
時
期
に
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
ま
た
︑

韋
諗
の
﹃
注
維
摩
経
﹄
の
貸
出
記
録
か
ら
︑
韋
諗
の
注
釈
書
は
︑
た
だ
そ
の
書
が
美
し
さ
で
注
目
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
︑
注
釈
書
と
し
て
も
注
目
さ
れ
た
こ
と
が
言
え

よ
う
︒
さ
ら
に
言
え
ば
︑
貸
出
記
録
の
一
行
目
に
︑
元
曉
の
疏
や
慧
遠
の
疏
を
差
し
置
い
て
韋
諗
﹃
注
維
摩
経
﹄
が
大
き
く
書
か
れ
た
こ
と
は
︑
そ
の
注
目
度
の
高
さ

が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
︒ 

 
  

89 

河
上
麻
由
子
﹃
古
代
日
中
関
係
史―

倭
の
五
王
か
ら
遣
唐
使
以
降
ま
で
﹄︵
中
央
公
論
社
︑
二
〇
一
九
年
︶
一
四
四―

一
四
七
頁
︒ 

90 

石
田
茂
作
﹇
一
九
三
〇
﹈
六
十
一―

六
十
二
頁
︒ 
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慧
琳
﹃
一
切
経
音
義
﹄
所
収
釈
雲
公
﹁
涅
槃
経
音
義
﹂ 

 
音
義
と
は
︑
経
典
や
漢
籍
の
中
に
於
い
て
難
解
や
難
読
の
語
句
及
び
多
義
語
に
つ
い
て
︑
そ
の
発
音
及
び
意
味
を
注
釈
し
た
書
物
を
い
う
︒
元
々
は
︑
経
典
や
漢
籍

の
本
文
の
間
に
割
り
注
と
い
う
形
で
書
か
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
︑
後
に
そ
の
注
釈
し
た
中
身
の
み
を
取
り
出
し
て
独
立
し
た
書
物
と
な
っ
て
現
れ
た
︒
字
書
や
辞
典

と
異
な
る
点
は
︑
特
定
の
経
典
或
は
書
物
に
特
化
し
︑
そ
の
中
の
語
彙
を
解
釈
し
た
も
の
で
︑
そ
の
書
物
に
出
て
く
る
語
句
の
み
を
収
録
し
た
字
典
で
あ
る
︒
音
義
の

﹁
音
﹂
は
文
字
通
り
そ
の
音
の
読
み
方
を
表
わ
す
︒
そ
の
表
し
方
と
は
︑
ほ
か
二
字
の
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
て
︑
上
の
漢
字
の
子
音
と
下
の
漢
字
の
母
音
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
発
音
を
示
す
︒
そ
の
こ
と
を
反
切
と
い
う
︒
例
え
ば
︑
東
と
い
う
字
の
反
切
は
︑﹁
徳
紅
﹂
で
示
す
が
︑﹁
徳
﹂
の
子
音
の
ｔ
と
︑﹁
紅
﹂
の

字
の
母
音
のuŋ

で
︑﹁
東
﹂
の
発
音
を
表
す
︒
義
は
︑
そ
の
語
彙
の
意
味
を
解
釈
す
る
部
分
を
指
す
︒
簡
潔
な
場
合
は
︑
意
味
の
み
書
い
て
あ
る
が
︑
多
く
の
場
合
で

は
︑﹃
爾
雅
﹄
な
ど
の
字
典
か
ら
引
用
す
る
場
合
が
あ
る
︒
例
を
あ
げ
る
と
︑
慧
琳
の
﹃
一
切
経
音
義
﹄
の
序
文
で
は
︑
慧
琳
の
﹃
一
切
経
音
義
﹄
に
於
い
て
使
用
さ

れ
た
辞
書
が
記
さ
れ
て
い
る
︒﹃
一
切
経
音
義
﹄
巻
一
に
︑ 

 

大
略
以
七
家
字
書
釋
誼

七
書
謂
玉
篇
︑
說
文
︑
字
林
︑
字
統
︑
古

今
正
字
︑
文
字
典
說
︑
開
元
文
字
音
義
︒

︒91 

 

大
略
そ
七
家
の
字
書
を
以
て
そ
の
誼
︵
義
︶
を
釈
す

七
書
と
は
︑﹃
玉
篇
﹄︑﹃
說
文
﹄︑﹃
字
林
﹄︑﹃
字
統
﹄︑﹃
古

今
正
字
﹄︑﹃
文
字
典
說
﹄︑﹃
開
元
文
字
音
義
﹄
を
謂
う
︒ 

 

﹃
涅
槃
経
﹄
に
関
す
る
研
究
が
隆
盛
で
あ
っ
た
か
ら
︑
古
写
経
目
録
な
ど
を
見
る
と
︑
多
く
の
涅
槃
経
音
義
が
作
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
︒
し
か
し
な
が
ら
︑

そ
の
現
存
は
︑
慧
琳
の
﹃
一
切
経
音
義
﹄
と
玄
応
の
﹃
一
切
経
音
義
﹄︵
以
下
︑﹁
玄
応
音
義
﹂︶
の
み
で
あ
る
︒ 

 
91

﹃
大
正
蔵
﹄
五
四
︑
三
一
一
下
︒ 
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﹁
玄
応
音
義
﹂
は
︑﹃
大
唐
衆
経
音
義
﹄
又
は
︑﹃
一
切
経
音
義
﹄
と
も
言
い
︑
中
国
に
現
存
す
る
最
古
の
仏
典
の
音
義
で
あ
る
︒
そ
の
成
立
に
つ
い
て
は
︑
諸
説
あ

る
が
︑
大
ま
か
に
六
六
三
年
ま
で
に
は
成
立
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る92

︒
全
二
十
五
巻
中
︑
前
の
二
十
巻
は
︑
玄
奘
以
前
に
翻
訳
さ
れ
た
旧
訳
経
典

の
音
義
で
あ
り
︑
後
の
五
巻
は
︑
玄
奘
に
よ
っ
て
新
訳
さ
れ
た
経
典
の
音
義
で
あ
る
︒ 

﹃
大
唐
大
慈
恩
寺
三
藏
法
師
伝
﹄
巻
六
に
︑ 

 

又
有
字
學
大
德
一
人
至
︑
即
京
大
總
持
寺
沙
門
玄
應
︒93 

 ︵
又
字
学
大
徳
一
人
有
り
て
︹
弘
福
寺
に
︺
至
る
︒
即
ち
︵
西
︶
京
の
大
総
持
寺
沙
門
玄
応
な
り
︒︶ 

 

ま
た
︑﹃
続
高
僧
伝
﹄
巻
四
に
︑ 

 

沙
門
玄
應
︑
以
定
字
偽
︒94 

 

沙
門
玄
応
︑
以
て
字
偽
を
定
む
︒ 

 

 
92 

諸
説
な
ど
に
つ
い
て
は
︑
李
乃
琦
氏
に
よ
っ
て
︑
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
︑
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
︒
李
乃
琦
﹁
玄
應
音
義
に
關
す
る
研
究
史
と
課
題
﹂﹃
研
究
論
集
﹄
十
六
巻
︑
北
海
道
大

学
文
学
研
究
科
出
版
︑
二
〇
一
六
年
︑
八
六―

八
七
頁
︒ 

93 

﹃
大
正
蔵
﹄
五
〇
︑
二
五
四
上
︒ 

94 

﹃
大
正
蔵
﹄
五
〇
︑
四
五
五
上
︒ 
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と
あ
る
こ
と
か
ら
︑字
を
判
別
す
る
專
門
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒多
く
の
玄
奘
の
翻
経
に
も
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る95

︒既
に
周
知
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
︑

慧
琳
の
﹃
一
切
経
音
義
﹄
は
︑﹁
玄
応
音
義
﹂
二
十
五
巻
を
下
地
に
︑
慧
琳
が
作
成
刪
定
し
た
も
の
で
あ
る
︒﹁
玄
応
音
義
﹂
が
︑
そ
の
ま
ま
包
摂
さ
れ
た
点
か
ら
見
て

も
︑
慧
琳
の
﹁
玄
応
音
義
﹂
へ
の
評
価
の
高
さ
が
伺
え
る
︒ 

玄
応
の
ほ
か
に
︑
慧
琳
は
︑
重
要
な
経
典
の
音
義
に
三
人
の
音
義
を
採
用
し
て
い
る
︒
唐
の
慧
苑
︵
推
定
六
七
三―

七
四
三96

︶
に
よ
る
﹁
華
厳
経
音
義
﹂
と
︑
基

︵
六
三
二―
六
八
二
︶
の
﹁
法
花
音
訓
﹂
と
︑
そ
し
て
釈
雲
公
︵
生
没
年
不
詳
︶
の
﹁
涅
槃
経
音
義
﹂
で
あ
る
︒ 

ま
ず
︑
慧
苑
の
﹁
華
厳
経
音
義
﹂
に
つ
い
て
で
あ
る
が
︑
慧
苑
は
法
蔵
︵
六
四
三―

七
一
二
︶
の
﹁
上
首
門
人
﹂
と
評
さ
れ
た
弟
子
で
あ
り
な
が
ら
︑
異
端
児
と
目

さ
れ
華
厳
宗
の
相
承
系
譜
か
ら
外
さ
れ
た
人
で
あ
る

97

︒
そ
の
為
︑
多
く
の
著
作
が
散
逸
し
現
存
す
る
も
の
は
︑﹁
音
義
﹂
の
二
巻
と
﹃
刊
定
記
﹄
十
五
巻
の
み
と
な

っ
た
︒
ど
ん
な
に
い
い
著
作
で
も
︑
そ
の
思
想
を
受
け
継
ぐ
人
が
い
な
い
と
や
は
り
相
承
が
途
切
れ
て
し
ま
う
︒
韋
諗
に
も
同
じ
こ
と
が
起
き
た
の
だ
ろ
う
か
︒ 

 

次
に
︑
基
の
﹁
法
花
音
訓
﹂
に
つ
い
て
で
あ
る
が
︑﹁
法
花
音
訓
﹂
慧
琳
の
﹃
一
切
経
音
義
﹄
の
巻
二
十
七
に
収
録
さ
れ
て
い
る
︒
し
か
し
︑
こ
の
収
録
さ
れ
た
基

の
音
義
は
︑
慧
琳
に
よ
っ
て
治
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
︒
改
訂
前
の
﹁
法
花
音
訓
﹂
は
︑
釈
中
算
の
﹃
妙
法
蓮
華
経
釈
文
﹄
に
約
三
百
箇
所
引
用
さ
れ
︑
そ
の
元
の
姿

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る98

︒ 

最
後
に
釈
雲
公
の
﹁
涅
槃
経
音
義
﹂
に
つ
い
て
で
あ
る
が
︑
こ
の
人
物
も
ま
た
韋
諗
と
同
じ
よ
う
に
全
く
史
料
か
ら
そ
の
生
涯
に
関
す
る
情
報
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
な
い
︒
玄
応
︑
慧
苑
︑
窺
基
と
い
う
三
大
学
僧
と
並
ぶ
釈
雲
公
︑
優
れ
て
い
な
け
れ
ば
︑
慧
琳
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
ろ
う
︒ 

 

音
義
を
研
究
し
て
い
る
周
玟
慧
氏
も
そ
の
著
書
に
お
い
て
︑ 

 

除
未
詳
雲
公
誰
何
外
︑
諸
法
師
皆
爲
唐
朝
兼
通
訓
詁
儒
佛
之
高
僧
︒99 

 
95 

﹃
大
乘
大
集
地
藏
十
輪
經
﹄
巻
一
︿
序
品 1

﹀﹁
大
總
持
寺
沙
門
玄
應
正
字
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
一
三
︑
七
二
八
上) 

﹃
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
﹄
巻
一
︑﹁
大
慈
恩
寺
沙
門
玄
應
正
字
﹂(

﹃
大
正

蔵
﹄
二
七
︑
五
上)

な
ど
︒ 

96 

浄
法
寺
慧
苑
の
推
定
在
世
年
代
︒
こ
の
推
定
は
︑
坂
本
幸
男
氏
に
よ
る
も
の
で
あ
る
︒
詳
細
は
︑
坂
本
幸
男
﹃
華
厳
教
学
の
研
究
﹄︵
平
楽
寺
書
店
︑
一
九
五
六
年
︶
六
頁
︒ 

97 

﹃
開
元
釋
教
錄
﹄
巻
九
に
︑﹁
沙
門
釋
慧
苑
︒
京
兆
人
︒
華
嚴
藏
法
師
上
首
門
人
也
︒
勤
學
無
惰
內
外
兼
通
︒
華
嚴
一
宗
尤
所
精
達
︒
苑
以
新
譯
之
經
未
有
音
義
︒
披
讀
之
者
取
決
無
從
︒
遂
博

覽
字
書
撰
成
二
卷
︒
使
尋
讀
之
者
不
遠
求
師
而
決
於
字
義
也
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
五
五
︑
五
七
一
上)
上 

98 

丁
峰
﹁
窺
基
﹃
法
華
音
訓
﹄
原
型
考
﹂﹃
姜
亮
夫 

蒋
禮
鴻 

郭
在
貽
先
生
記
念
論
文
集
﹄︵
上
海
：
上
海
教
育
出
版
社
︑
二
〇
〇
三
年
︶
一
一
九―

一
二
八
頁
︒ 

99 

周
玟
慧
﹃
從
中
古
音
方
言
層
重
探
﹃
切
韻
﹄
性
質―

﹃
切
韻
﹄・﹃
玄
應
音
義
﹄・﹃
慧
琳
音
義
﹄
的
比
較
研
究
﹄︵
台
北
：
國
立
臺
灣
大
學
文
史
叢
刊
︑
二
〇
〇
五
年
︶
三
二
頁
︒ 
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﹁
詳
細
の
わ
か
ら
な
い
雲
公
以
外
︑
ほ
か
の
法
師
は
み
な
︑
唐
朝
の
訓
詁
・
儒
学
・
仏
学
を
兼
ね
て
よ
く
通
じ
て
い
る
高
僧
︹
慧
琳
︑
玄
応
︑
慧
苑
︺
で
あ
る
︒﹂ 

 

と
述
べ
て
い
る
︒ 

﹁
一
切
経
音
義
﹂
に
は
﹁
義
注
﹂
の
部
分
と
︑﹁
音
注
﹂
と
の
部
分
が
あ
る
︒
通
常
︑
熟
語
︵
二
文
字
以
上
な
形
で
︶
の
形
で
掲
出
さ
れ
︑
そ
の
下
に
反
切
に
依
る

表
記
方
法
に
続
け
て
意
味
の
解
説
及
び
他
の
辭
典
か
ら
の
引
用
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
経
典
に
出
て
く
る
言
葉
を
何
ら
か
法
則
や
規
則
で
整
理
し
て
︑
そ
の
順
番
で
並
べ

る
方
式︵
字
書
体
︶と
︑蔵
経
に
含
ま
れ
る
経
典
に
対
し
て
︑経
典
に
沿
っ
た
順
番
で
言
葉
を
解
釈
し
て
い
く︵
随
凾
体
︶の
二
つ
の
形
に
分
か
れ
て
い
る
と
い
う100

︒ 
 

本
稿
で
比
較
す
る
﹁
玄
応
音
義
﹂︑
及
び
﹁
釈
雲
公
音
義
﹂
の
い
ず
れ
も
随
凾
体
で
あ
る
︒
高
田
時
雄
氏
に
よ
れ
ば
︑﹁
玄
応
音
義
﹂
以
前
に
も
北
齊
の
導
慧
の
﹃
一

切
経
音
﹄
や
隋
の
智
騫
の
﹃
衆
経
音
﹄
な
ど
の
仏
典
の
音
義
が
存
在
し
た
が
︑﹁
玄
応
音
義
﹂
の
よ
う
な
大
部
の
著
作
で
は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
と
い
う101

︒ 

﹁
釈
雲
公
音
義
﹂
は
︑﹃
慧
琳
音
義
﹄
の
巻
二
十
五
及
び
二
十
六
に
収
め
ら
れ
て
い
る
︒
巻
二
十
五
は
︑﹃
大
般
涅
槃
経
﹄
の
巻
一
か
ら
巻
十
ま
で
︑
巻
二
十
六
に
は
︑

殘
り
の
巻
十
一
か
ら
四
十
ま
で
の
音
義
が
収
め
ら
れ
て
い
る
︒
撰
者
号
に
は
︑﹁
釋
雲
公
撰 

翻
経
沙
門
慧
琳
再
刪
補 

﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑
釈
雲
公
の
書
い
た
も
の

を
慧
琳
が
手
を
加
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
な
お
︑
慧
琳
が
手
を
加
え
た
と
こ
ろ
は
︑
そ
の
都
度
慧
琳
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
慧
琳
の
﹁
釈
雲
公
音
義
﹂
へ
の

評
価
を
知
る
た
め
に
︑﹁
釈
雲
公
音
義
﹂
の
序
文
を
読
み
解
き
た
い
と
思
う
︒ 

  
  

100 

﹁
字
書
体
﹂
及
び
﹁
随
凾
体
﹂
の
名
稱
は
︑
高
田
時
雄
氏
が
提
唱
さ
れ
た
音
義
の
附
け
方
の
形
式
で
あ
る
︒︵
高
田 

時
雄
﹁
玄
應
音
義
に
つ
い
て
﹂﹃
日
本
古
寫
經
善
本
叢
刊
第
一
輯 

玄
應

撰 

一
切
經
音
義
二
十
五
巻
︿
解
題
篇
﹀﹄
國
際
佛
教
學
大
學
院
大
學
學
術
フ
ロ
ン
テ
ｨ
ア
實
行
委
員
會
︑
二
〇
〇
六
年
︑
五
頁
︶ 

101 

前
掲
︑
四
頁
︒ 
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釋
雲
公
撰
﹃
涅
槃
經
音
義
﹄︵
慧
琳
撰
﹃
一
切
經
音
義
﹄
巻
二
十
五
所
収
︶ 

 
︻
原
文
︼ 

 

一
切
經
音
義
巻
二
十
五 

開
元
二
十
一
年
壬
申
歳
終
南
太
一
山
智
炬
寺
集 

釋
雲
公
撰 

102

翻
經
沙
門
慧
琳
再
刪
補 

大
般
涅
槃
經
音
義
巻
上

并
序 

涅
槃
經
者
︑
北
涼
西
主
沮
渠
蒙
遜
︑
玄
始
三
年
︑
請
天
竺
沙
門
曇
無
羅
讖
法
師
︑
與
沙
門
慧
嵩
・
道
朗
等
同
譯
也
︒
法
師
初
至
︑
未
閑
漢
語
︑
三
年
習
學
︑
妙
盡
方
言
︑

辭
辯
如
流
︑
富
於
文
藻
︑
故
此
經
文
後
人
莫
繼
︒
法
師
所
翻
經
夾
唯
有
上
袟
︒
經
既
未
足
︑
再
往
于
闐
求
本
︑
三
譯
乃
畢
其
功
︒
至
玄
始
十
年
︑
方
得
周
備
︒
乃
是
竆

原
之
極
教
︑
最
後
之
微
言
︑
髻
裏
明
珠
︑
金
剛
寶
藏
者
也
︒
竊
謂
經
爲
佛
母
︒
佛
爲
人
師
︒
法
藉
人
弘
︑
人
唯
法
器
︑
即
三
種
般
若
文
字
居
先
︑
十
二
真
詮
︑
修
多
建

首
︒
譬
以
春
池
競
寶
︑
獲
珠
者
必
假
安
徐
︒
依
文
習
義
會
意
者
︑
須
遵
定
教
︒
比
者
︑
尋
條
以
求
本
︑
沿
波
以
討
源
︒
讎
挍
經
文
︑
素
無
定
本
︒
復
覽
諸
家
音
義
︑
梗

概
相
傳
︒
梵
語
未
譯
於
方
言
︒
字
體
仍
含
於
真
偽
︒
遂
使
挑103

挑
渾
於
手
木
︒
悵
帳
亂
於
心
巾
︒
𧷽𧷽
草
繁
於
果
園
︑
要
點
刪
于
寫
富
︑
修
脩
茲
用
飾
脯
︑
天
乖
悟
寤
同

書
︑
解
眠
翻
覆
︒
雲
︑
匪
量
寡
昧
敬
慕
茲
經
︑
慮
以
三
點
不
圓
︑
八
恒
無
趣
︒
皮
紙
骨
筆
敢
盡
虔
誠
︒
冀
握
先
王
之
刀
︑
更
訪
新
醫
之
乳
︒
遂
觀
説
文
以
定
字
︒
撿
韻

集
以
求
音
︒
訓
詁
多
據
玉
篇
︑
傳
梵
先
資
金
簡
︒
糅
爲
音
義
兩
巻
︒
用
爲
私
記
︒
時
觀
案
篋
︑
未
敢
流
行
︒
同
意
披
詳
幸
無
哂
誚
云
耳
︒ 

大
般
涅
槃
經
壽
命
品
第
一 

︿
慧
琳
云
︑
雲
公
所
製
言
︑
雖
繁
冗
有
似
章
疏
︒
今
取
周
備
︑
不
失
經
意
︒
由
勝
諸
家
所
音
︑
此
後
南
本
涅
槃
三
十
六
巻
同
用
此
音
︒
音
義
︑
依
雲
公
所
製
︒
唯
陀
羅

尼
及
論
梵
字
疎
遠
︒
不
切
者
︑
慧
琳
今
再
依
梵
本
翻
譯
︒
爲
正
覽
者
詳
焉
也
︒104

﹀ 

 

︹
校
注
︺ 

102

﹃
大
正
蔵
﹄
脚
注
︵
大
唐
︶
＋
翻
︻
甲
︼
頻
伽
精
舍
本
︒ 

103

挑 

﹁
桃
﹂
の
間
違
い
︒ 

104 

大
正
藏
五
四
︑
四
六
三
上―

中
︒ 



５１ 
 

︻
訓
讀
文
︼ 

一
切
経
音
義
巻
二
十
五 

開
元
二
十
一
年
︵
七
三
三
年
︶
壬
申

じ
ん
し
ん

の
歳 と

し

︑
終
南
の
太
一
山
智
炬
寺105

に
集
め
た
り
︒ 

釋
雲
公
撰
す
︒
翻
經
沙
門
慧
琳
再
び
刪
補
す
︒ 

大
般
涅
槃
經
音
義
巻
の
上

并
び
に
序 

﹃
涅
槃
経
﹄
と
は
︑
北
涼
の
西
主
沮
渠
蒙
遜

そ
き
ょ
も
う
そ
ん

︑
玄
始106

三
年
︵
四
一
四
︶︑
天
竺
の
沙
門
曇
無
羅
讖107

法
師
に
請
う
て
︑
沙
門
慧
嵩
・
道
朗
等
と
同 と

も

に
訳
せ
り
︒
法

師
初
め
至
る
も
︑
未
だ
漢
語
を
閑 な

ら

わ
ず
︒
三
年
習
學
し
て
︑
妙108

に
方
言109

を
盡
す
︒
辭
の
辨
ず
る
こ
と
流
る
る
が
如
く
文
藻

ぶ
ん
そ
う

に
富
む
︒
故
に
此
の
經
文
︑
後
の

 

︹
訳
注
︺ 

105  

終
南
太
一
山
智
炬
寺 

終
南
山
ま
た
の
名
を
太
一
山
と
も
い
う
︒
智
炬
寺
は
︑
後
に
宗
密
が
住
ん
だ
寺
と
し
て
有
名
で
あ
る
︒ 

106 
 

玄
始 

北
涼
の
年
号
︒ 

107  

曇
無
羅
讖 

曇
無
讖
の
こ
と
︒
曇
無
羅
讖
の
用
例
は
︑
わ
ず
か
に
隋
潅
頂
の
﹃
大
般
涅
槃
經
玄
義
﹄︑﹃
涅
槃
經
玄
義
文
句
﹄︑﹃
一
切
經
音
義
﹄
の
こ
の
箇
所
と
︑
宋
の
従
義
が
撰
し 

た
﹃
金
光
明
經
玄
義
順
正
記
﹄︵
巻
上
︶
及
び
﹃
金
光
明
經
文
句
新
記
﹄︵
巻
第
一
︶
に
見
ら
れ
る
の
み
︒ 

﹃
大
般
涅
槃
經
玄
義
﹄
巻
二
﹁
到
西
涼
州
︑
值
沮
渠
蒙
遜
割
據
隴
後
︑
自
號
玄
始
︒
其
號
三
年
︑
請
曇
無
羅
讖
︑
共
猛
譯
五
品
得
二
十
巻
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
三
八
︑
十
四
上) 

﹃
玄
義
文
句
﹄
の
文
言
は
︑﹃
玄
義
﹄
の
引
用
文
で
あ
る
︒ 

﹃
金
光
明
經
玄
義
順
正
記
﹄
巻
一
︑﹁
讖
師
者
︑
中
天
竺
國
三
藏
法
師
曇
無
羅
讖
︑
涼
言
法
豐
也
︒
﹂(

﹃
卍
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
﹄
二
十
︑
三
〇
九
中)  

﹃
金
光
明
經
文
句
新
記
﹄
巻
一
︑﹁
據
北
涼
姑
臧
郡
︑
時
中
天
竺
國
三
藏
法
師
曇
無
羅
讖
︑
或
云
曇
摩
讖
︒
涼
云
法
豐
︑
六
歲
出
家
︑
日
誦
萬
言
︒
初
學
小
乘
五
明
諸
論
後
︑
遇
白
頭
禪
師 

教
以
大
乘
︑
十
日
交
諍
︑
方
悟
大
旨
︑
遂
專
大
乘
︑
明
解
呪
術
︑
所
向
皆
驗
︑
西
城
呼
為
大
神
呪
師
︑
來
至
北
涼
譯
金
光
明
經
等
︒
﹂(

﹃
卍
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
﹄
二
十
︑
三
六
九
下) 

108  

妙 

非
常
に
上
手
に 

109  

方
言 

そ
の
土
地
の
こ
と
ば
︒ 
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人
繼
ぐ
こ
と
莫 な

し
︒
法
師
の
翻
す
る
所
の
經
夾
は
︑
唯
だ
上
袟
有
る
の
み
︒
經
既
に
未
だ
足
ら
ざ
れ
ば
︑
再
び
于
闐
に
往
き
て
︑
本
を
求
む
︒
三
訳
し
︑
乃
ち
其
の

功
畢
わ
る
︒
玄
始
十
年
︵
四
二
一
︶
に
至
り
て
︑
方 ま

さ

に
周
備
す
る
こ
と
を
得
︒
乃
ち
是
れ
竆
原
の
極
教110

︑
最
後
の
微
言
︑
髻
裏
の
明
珠111

︑
金
剛
の
寶
藏
な
る
も

の
な
り
︒
竊
か
に
謂
く
︑
經
は
佛
母
爲
り
︒
佛
は
人
師
爲
り
︒
法
は
︑
人
の
弘
を
藉
り
︑
人
は
唯
だ
法
器
︑
即
ち
三
種
の
般
若112

︑
文
字
を
先
に
居
し
︑
十
二
の
真
詮

113

︑
修
多114

を
︑
首
に
建
つ
︒
譬
う
る
に
︑
春
池
に
︑
寶
を
競
い115

︑
珠
を
獲
る
者
は
︑
必
ず
安
徐
を
仮
る
を
以
て
す
︒
文
に
依
り
て
義
を
習
い
︑
意
を
会
す
る
者

は
︑
須
ら
く
定
教
に
遵
う
べ
し
︒
比
者
は
︑
條
を
尋
ね
て
以
て
本
を
求
め
︑
波
に
沿
て
以
て
源
を
討
ぬ
︒
經
文
を
讎
挍116

す
る
に
︑
素
よ
り
定
本
無
し
︒
復
た
諸
家
の

 
110  

竆
原
の
極
教 

窮
原
＝
窮
源
﹁
探
尋
事
物
的
本
原
﹂︵
物
事
の
根
源
を
探
す
こ
と
︒︶﹃
漢
語
大
詞
典
﹄
八
巻
四
七
〇
頁
︑
漢
語
大
詞
典
出
版
社
︒ 

111  

髻
裏
の
明
珠 

法
華
一
乗
を
髻
中
の
明
珠
に
た
と
え
た
も
の
︒﹃
法
華
經
﹄
に
説
か
れ
る
七
喩
の
一
つ
︒﹁
安
楽
行
品
﹂
に
説
く
も
の
で
︑﹃
法
華
經
﹄
が
經
典
の
中
で
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た

も
の
で
あ
る
た
め
に
︑
佛
が
容
易
に
説
か
な
か
っ
た
こ
と
を
︑
転
輪
聖
王
が
み
ず
か
ら
の
髻
中
の
明
珠
を
勲
功
の
あ
る
兵
士
に
し
か
与
え
な
い
こ
と
に
喩
え
た
も
の
︒﹃
佛
教
語
大
辞
典
﹄

︵
小
学
館
︶﹃
大
般
涅
槃
經
﹄
巻
三 

壽
命
品 
一
︑﹁
世
尊
︑
譬
如
國
王
髻
中
明
珠
︐
付
典
藏
臣
︐
藏
臣
得
已
︐
頂
戴
恭
敬
︐
增
加
守
護
︒
我
亦
如
是
︐
頂
戴
恭
敬
︐
增
加
守
護
如
來
所
說

方
等
深
義
︒
何
以
故
︑
令
我
廣
得
深
智
慧
故
︒
﹂(
﹃
大
正
蔵
﹄
十
二 

三
八
〇
中) 

112  

三
種
の
般
若 

﹃
大
乘
義
章
﹄
巻
十
﹁
三
種
般
若
義
︒
三
種
般
若
︑
出
﹃
大
智
論
﹄︒
言
般
若
者
︑
是
外
國
語
︑
此
翻
名
慧
︒
於
法
觀
達
︑
目
之
為
慧
︒
慧
義
不
同
︒
一
門
說
三
︒
三
名
是

何
︒
一
︑
文
字
般
若
︒
二
︑
觀
照
般
若
︒
三
︑
實
相
般
若
︒
此
三
種
中
觀
︑
照
一
種
是
般
若
體
︒
文
字
實
相
︑
是
般
若
法
︒
法
體
合
說
︑
故
有
三
種
︒
言
文
字
者
︑
所
謂
般
若
波
羅
蜜
經
︑

此
非
般
若
︒
能
詮
般
若
︑
故
名
般
若
︒
如
﹃
涅
槃
經
﹄
詮
涅
槃
︑
故
說
為
涅
槃
︒
此
亦
如
是
︒
又
此
文
字
︑
能
生
般
若
︑
亦
名
般
若
︒
如
食
生
命
︑
說
食
為
命
︒
言
觀
照
者
︑
慧
心
鑒
達
︑

名
為
觀
照
︒
即
此
觀
照
體
︑
是
般
若
︑
名
觀
照
般
若
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
四
四
︑
六
六
九
上) 

 
 

平
井
俊
榮
﹁
三
種
の
般
若
説
の
成
立
と
展
開
﹂﹃
駒
澤
大
學
佛
教
學
部
研
究
紀
要
﹄
第
四
十
一
號
︑
昭
和
五
十
八
年
三
月
︑
一
七
八―

一
九
八
頁
︒ 

113  

真
詮 

真
諦 

114 
 

修
多…

修
多
羅
︑
經
典
の
こ
と
︒ 

115  

春
池
競
寶
︑
獲
珠
者
︑
必
假
安
徐
︒ 

﹃
大
般
涅
槃
經
﹄
巻
二 

壽
命
品 

一
︑﹁
譬
如
春
時
︑
有
諸
人
等
︑
在
大
池
浴
乘
船
遊
戲
︑
失
琉
璃
寶
︑
沒
深
水
中
︒
是
時
諸
人
︑
悉
共
入
水
︑

求
覓
是
寶
︑
競
捉
瓦
石
︑
草
木
︑
沙
礫
︑
各
各
自
謂
得
琉
璃
珠
︑
歡
喜
持
出
︑
乃
知
非
真
︒
是
時
寶
珠
猶
在
水
中
︑
以
珠
力
故
︑
水
皆
澄
清
︒
於
是
大
衆
乃
見
寶
珠
故
在
水
下
︑
猶
如
仰

觀
虛
空
月
形
︒
是
時
衆
中
有
一
智
人
︑
以
方
便
力
︑
安
徐
入
水
︑
即
便
得
珠
︒
汝
等
比
丘
︑
不
應
如
是
修
習
無
常
︑
苦
︑
無
我
想
︑
不
淨
想
等
︑
以
為
實
義
︑
如
彼
諸
人
︑
各
以
瓦
石
︑

草
木
︑
沙
礫
而
為
寶
珠
︒
汝
等
應
當
善
學
方
便
︑
在
在
處
處
常
修
我
想
︑
常
︑
樂
︑
淨
想
︒
復
應
當
知
︑
先
所
修
習
四
法
相
貌
︑
悉
是
顛
倒
︒
欲
得
真
實
修
諸
想
者
︑
如
彼
智
人
巧
出
寶

珠
︑
所
謂
我
想
︑
常
︑
樂
︑
淨
想
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
十
二
︑
三
七
七
下 

三
七
八
上) 

116  

讎
挍 

讎
校
︵
シ
ｭ
ウ
コ
ウ
︶
相
手
と
二
人
で
書
物
を
原
本
と
比
べ
て
調
べ
︑
字
句
の
誤
り
を
正
す
︒ 



５３ 
 

音
義
を
覧
る
も
︑
梗
概

117

相
い
伝
う
︒
梵
語
未
だ
方
言
を
訳
さ
ず
︑
字
體
仍
お
真
偽
を
含
む
︒
遂
に
挑
桃

118

の
手
木
に
渾
じ
り
︑
悵
帳
︑
心
巾
を
乱
し
︑
𧷽𧷽119

草
︑

果
園
に
繁
く
︑
要
點
︑
寫
富
に
刪

120

り
︑
修

121

脩

122

茲
に

123

用
い
て
脯

124

を
飾
り
︑
天
に
乖
い
て
悟
寤

125

同
じ
く
書
す
れ
ば
︑
解
り
と
眠
り
と
が
翻
覆
せ
し
む
︒

雲
︑
寡
昧

126

を
量
ら
ず
に
︑
茲
の
經
を
敬
慕
す
︒
慮
る
に
三
點

127

圓
な
ら
ざ
る
を
以
て
す
れ
ば
︑
八
恒

128

す
れ
ど
も
趣

129

く
︵
と
こ
ろ
︶
無
し
︒
皮
の
紙
骨
の
筆

 
117  

梗
概…

︵
コ
ウ
ガ
イ
︶
骨
組
み
の
意
か
ら
︑
あ
ら
す
じ
︒
あ
ら
ま
し
︒︵
古
訓
︶
梗
概 

オ
オ
ム
ネ
︵
観
名
︶︒ 

118  

挑…

﹁
桃
﹂
の
間
違
い
︒
原
文
を
訂
正
し
た
︒﹁
挑
桃
渾
於
手
木
﹂
は
︑﹁
挑
﹂﹁
桃
﹂
の
よ
う
に
︑
手
偏
と
木
偏
で
混
っ
て
い
る
︒﹁
悵
帳
亂
於
心
巾
﹂
は
︑﹁
悵
﹂﹁
帳
﹂
の
よ
う
に
︑
心

偏
と
巾
偏
で
乱
れ
て
い
る
︒
よ
う
す
る
に
︑
昔
か
ら
字
を
写
す
時
に
︑
よ
く
起
こ
す
間
違
い
の
こ
と
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
︒ 

119  

𧷽𧷽…

賸
︵
部
首
︑
貝
︶
に
同
じ
︒︵
動
︶
お
く
る
︒︵
動
︶
あ
ま
す
︒
あ
ま
る
︒︵
名
︶
あ
ま
り
︒︵
副
︶
あ
ま
つ
さ
え
︒
そ
の
上
︒
す
こ
ぶ
る
︒ 

①
ヨ
ウ
︑
物
相
増
加
す
︒
送
る
︑
副
う
︒
物
の
あ
ま
り
︒
②
︵
○漢
シ
ｮ
ウ
・
ジ
ｮ
ウ
︶
長
し
︒
ま
す
︒
あ
ま
り
︒ 

120  

刪 
(

け
ず
る)

書
物
の
不
當
な
所
や
不
要
な
部
分
を
け
ず
る
︒
転
じ
て
書
物
を
整
っ
た
形
に
ま
と
め
あ
げ
る
︒ 

121  

修 

︵
お
さ
め
る
︶
資
料
を
添
削
し
て
編
集
し
︑
す
ら
り
と
し
た
書
物
の
形
に
整
え
る
︒ 

122  

脩 

︵
ほ
じ
し
︶
肉
を
ほ
し
て
細
長
く
さ
い
た
も
の
︒ 

123  

茲 

︵
古
訓
︶
カ
ク
ノ
ゴ
ト
ク
︑
コ
コ
ニ
︒︵
動
︶
し
げ
る
︒︵
副
︶
ま
す
ま
す
︒︵
指
︶
こ
こ
︒
こ
こ
に
︒
こ
れ
︒
こ
の
︒︵
接
︶
す
な
わ
ち
︒ 

124  

脯 

︵
ほ
じ
し
︶
蒸
し
て
平
ら
に
伸
ば
し
︑
干
し
た
肉
︒
脯
脩
︵
ホ
シ
ｭ
ウ
︶
干
し
肉
︒
平
ら
に
の
ば
し
た
も
の
を
脯
︑
細
い
形
を
し
て
い
る
の
を
脩
と
い
う
︒ 

125  

寤
の
字
︑
寐
の
間
違
い
か
︒
文
の
意
味
で
取
る
と
︑
こ
こ
で
は
︑
眠
る
と
い
う
意
味
を
指
す
の
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
︒
寤
︵
さ
め
る
︶
目
が
さ
め
る
︒
寐
は
︑
ね
む
る
の
意
︒ 

126  

寡
昧 

寡
︵
か
︶︵
形
︶
す
く
な
い
︒
昧
︵
形
︶
く
ら
い
︒
道
理
に
く
ら
い
︒
謂
知
識
浅
陋
︑
不
明
事
理
︒︵
知
識
が
浅
く
︑
物
事
の
こ
と
わ
り
を
わ
か
ら
な
い
︒︶﹃
漢
語
大
詞
典
﹄ 

127  

三
點 

︵
さ
ん
て
ん
︶
法
身
︑
般
若
︑
解
脱
の
三
徳
が
不
即
不
離
で
あ
る
こ
と
を
イ
字
の
三
點
に
た
と
え
た
も
の
︒
中
村
﹃
佛
教
語
大
辞
典
﹄ 

128  

八
恒 

こ
こ
で
は
︑
長
い
間
の
修
行
の
こ
と
を
さ
す
︒﹃
法
華
文
句
記
﹄
に
︑
発
心
と
は
︑
一
佛
が
生
ま
れ
た
時
代
に
遭
遇
し
た
時
に
︑
一
願
を
発
し
︑
そ
れ
に
よ
っ
て
一
粒
の
沙
を
置
く
︒

そ
れ
を
︑
八
恒
の
数
ま
で
積
む
こ
と
を
指
し
︑
そ
の
時
間
の
こ
と
を
言
う
︒﹃
法
華
文
句
記
﹄
巻
四 

釋
方
便
品
︑﹁
言
發
心
者
︑
有
云
︑
值
一
佛
發
一
願
下
一
砂
︒
縱
值
多
佛
︑
不
發
願

者
︑
亦
不
下
砂
︒
縱
有
發
心
︑
不
見
佛
者
︑
亦
不
下
砂
︒
見
一
佛
︑
縱
發
多
願
︑
亦
秖
下
一
砂
︒
一
發
心
︑
見
多
佛
︑
亦
秖
下
一
砂
︒
如
是
積
數
︑
至
八
恒
等
︑
以
明
入
位
︑
初
易
後
難

故
也
︒ (

﹃
大
正
蔵
﹄
三
四
︑
二
三
三
中) 

129  

八
恒
無
趣 

八
恒
は
八
恒
河
沙
の
こ
と
︒
八
恒
河
沙
は
︑﹃
華
嚴
經
探
玄
記
﹄
巻
十
九 

入
法
界
品 
三
四
︑﹁
又
涅
槃
︑
供
八
恒
佛
︑
攝
因
位
等
︒﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
三
五
︑
四
六
四
下) 

﹃
大

般
涅
槃
經
集
解
﹄
巻
十
五 

四
依
品 

八
︑﹁
經
言
︑
初
地
菩
薩
︑
供
養
微
塵
諸
佛
︑
豈
當
止
八
恒
沙
︑
便
具
十
地
︒
但
說
初
依
功
德
如
此
︒
餘
三
人
不
復
待
言
也
︒
性
地
解
地
︑
有
三
種

慧
︑
謂
聞
思
修
也
︒
是
有
漏
功
德
︒
各
有
三
品
︒
熙
連
河
沙
得
下
下
聞
慧
︒
第
八
恒
河
得
上
上
修
慧
︒
是
為
九
品
︒
有
漏
慧
滿
︒
過
是
得
無
漏
︒
入
初
地
也
︒
未
來
護
法
之
人
︒
供
養
八

恒
河
沙
︒
始
能
宣
說
︒
恐
有
退
者
︒
以
此
勸
之
也
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
三
七
︑
四
三
九
中) 
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130

敢
え
て
虔
誠
を
盡
す
︒
冀
わ
く
ば131

先
王
の
刀132

を
握
り
て
︑
更
に
新
醫
の
乳133

を
訪
う
︒
遂
に
﹃
説
文
﹄134

觀
て
以
て
字
を
定
め
︑﹃
韻
集
﹄135

を
撿
し
て
以

て
音
を
求
む
︒
訓
詁
は
多
く
﹃
玉
篇
﹄
に
據
る
︒
梵
を
伝
う
る
こ
と
は
︑
先
に
金
簡136

に
資137

る
︒
糅
し
て
音
義
両
巻
と
爲
し
て
︑
用
い
て
私
記
と
爲
す
︒
時
に
案

138
篋
を
観
る
に
︑
未
だ
敢
え
て
流
行
せ
ず
︒
同
意139

披
詳140

す
れ
ば
︑
幸
い
に
哂141

誚142

す
る
こ
と
無
か
れ
と
云
う
の
み
︒ 

大
般
涅
槃
經
壽
命
品
第
一 

(

慧
琳
云
く
︑
雲
公
の
製
す
る
所
の
言
は
︑
繁
冗143

と
雖
も
章
疏
に
似
る
こ
と
有
り
︒
今
周
備
を
取
れ
ば
︑
經
意
を
失
わ
ず
︒
諸
家
の
音
す
る
所
に
勝
れ
た
る
が
由
に
︒

此
の
後
︑
南
本
涅
槃
三
十
六
巻
︑
同
じ
く
此
の
音
を
用
ゆ
︒
音
義
は
︑
雲
公
の
製
す
る
所
に
依
れ
り
︒
唯
だ
陀
羅
尼
及
び
梵
字
を
論
ず
る
も
の
は
疎
遠
な
り
︒
切
な
ら

ざ
る
も
の
は
︑
慧
琳
今
再
び
梵
本
に
依
り
て
翻
訳
す
︒
正
覽
す
る
者
の
爲
に
︑
焉
を
詳
ら
か
に
す
る
な
り
︒)

﹂ 

 
130  

皮
紙
骨
筆 

﹃
大
般
涅
槃
經
﹄
巻
十
四 

聖
行
品 

七
︑﹁
迦
葉
菩
薩
白
佛
言
︑
世
尊
︑
如
佛
所
讚
︑
大
涅
槃
經
猶
如
醍
醐
最
上
最
妙
︑
若
有
能
服
︑
衆
病
悉
除
︑
一
切
諸
藥
悉
入
其
中
︒

我
聞
是
已
︑
竊
復
思
念
︑
若
有
不
能
聽
受
是
經
︑
當
知
是
人
︑
為
大
愚
癡
無
有
善
心
︒
世
尊
︑
我
於
今
者
︑
實
能
堪
忍
剝
皮
為
紙
︑
刺
血
為
墨
︑
以
髓
為
水
︑
折
骨
為
筆
︑
書
寫
如
是
大

涅
槃
經
︑
書
已
讀
誦
︑
令
其
通
利
︑
然
後
為
人
廣
說
其
義
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
十
二
︑
四
四
九
上) 

131  

冀 

︵
副
︶
ね
が
わ
く
ば
︒︵
動
︶
ね
が
う
︒
こ
い
ね
が
う
︒
心
で
そ
う
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
︒ 

132  

先
王
の
刀 

不
詳
︒ 

133  

新
醫
の
乳 

﹃
大
般
涅
槃
經
﹄
巻
二 

壽
命
品
一
︑﹁
譬
如
國
王
︑
闇
鈍
少
智
︑
有
一
醫
師
︑
性
復
頑
嚚
︑
而
王
不
別
︑
厚
賜
俸
祿
︑
療
治
衆
病
純
以
乳
藥
︑
亦
復
不
知
病
起
根
原
︑
雖
知

乳
藥
復
不
善
解
︑
或
有
風
病
︑
冷
病
︑
熱
病
︑
一
切
諸
病
︑
悉
教
服
乳…

︵
中
略
︶…

何
者
是
我
︒
若
法
是
實
︑
是
真
︑
是
常
︑
是
主
︑
是
依
︑
性
不
變
易
者
︑
是
名
為
我
︒
如
彼
大
醫

善
解
乳
藥
︑
如
來
亦
爾
︑
為
衆
生
故
︑
說
諸
法
中
真
實
有
我
︒
汝
等
四
衆
︑
應
當
如
是
修
習
是
法
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
十
二
︑
三
七
八
上―

三
七
九
上) 

134  

﹃
説
文
﹄ 

﹃
説
文
解
字
﹄︵
せ
つ
も
ん
か
い
じ
︶
後
漢
・
許
慎
撰
︒
永
元
十
二
年
︵
一
〇
〇
︶
に
成
立
︒
後
漢
時
代
の
字
書
︒ 

135  

﹃
韻
集
﹄ 

﹃
声
類
﹄
よ
り
後
に
成
立
し
た
早
期
古
代
韻
書
で
あ
り
︑
西
晋
時
代
の
呂
靜
の
撰
︑
す
で
に
散
逸
し
て
い
る
︒
逸
文
が
若
干
引
用
さ
れ
残
さ
れ
て
い
る
︒ 

136  

金
簡 

︵
キ
ン
カ
ン
︶
こ
こ
で
は
︑
經
典
の
こ
と
を
指
す
か
︒
黄
金
製
の
ふ
だ
︒
た
い
せ
つ
な
手
紙
︒﹃
学
研 

漢
語
大
辞
典
﹄
一
三
六
八
頁
︒ 

137  

質 

︵
は
か
る
︶
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
用
意
し
て
相
談
す
る
こ
と
︒ 

138  

案 

︵
ア
ン
︶
つ
く
え
︒ 

139  

同
意 

同
じ
心
︒
又
︑
心
を
同
じ
く
す
る
︒
賛
成
︒﹃
大
漢
和
辞
典
﹄︒
同
心
︑
一
心
︒
意
義
相
同
︑
意
旨
相
同
︒﹃
漢
語
大
詞
典
﹄
こ
こ
で
は
︑
同
じ
志
を
持
っ
た
人
を
さ
す
か
？ 

140  

披
詳 

仔
細
審
閱
︒
詳
細
に
読
む
︒ 

141  

哂 

︵
わ
ら
う
︶
古
訓 

ア
サ
ケ
ル
︑
ア
サ
ワ
ラ
フ
︑
ワ
ラ
フ
︒ 

142  

誚 

︵
せ
め
る
︶
せ
め
て
し
か
る
︒︵
そ
し
る
︶
い
じ
わ
る
く
悪
口
を
言
う
︒ 

143  
[

宋-

木+

儿] 

冗
の
異
体
字
︒︵
漢
︶
ジ
ｮ
ウ
︵
呉
︶
ニ
ｭ
︑
む
だ
︑
あ
ま
り
︒
繁
冗 

む
や
み
に
無
駄
が
多
い
︒ 
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︻
日
本
語
訳
︼ 

開
元
二
十
一
年
︵
七
三
三
年
︶
壬
申
の
歳
︑
終
南
の
太
一
山
智
炬
寺
に
て
集
め
た
︒ 

釈
雲
公
が
著
し
︑
経
典
の
翻
訳
僧
の
慧
琳
が
再
び
訂
正
し
補
足
し
た
︒ 

大
般
涅
槃
経
音
義
上
巻

な
ら
び
に
序
文 

﹃
涅
槃
経
﹄
と
は
︑
北
涼
の
西
主
沮
渠
蒙
遜
が
︑
玄
始
三
年
︵
四
一
四
年
︶
に
︑
天
竺
の
沙
門
曇
無
羅
讖
法
師
に
お
願
い
し
て
︑
沙
門
慧
嵩
・
道
朗
等
と
共
に
訳
さ
せ

た
も
の
で
あ
る
︒
法
師
が
︵
中
国
に
︶
至
っ
た
初
め
の
頃
︑
ま
だ
漢
語
を
習
っ
て
い
な
か
っ
た
︒
三
年
︵
間
︶
学
ん
で
︑
非
常
に
上
手
に
そ
の
土
地
の
言
葉
を
極
め
た
︒

こ
と
ば
が
︵
川
の
︶
流
れ
の
よ
う
に
巧
み144

で
︑
文
を
作
る
才
能
に
富
ん
で
い
た
︒
そ
の
た
め
︑
こ
の
経
文
は
︑
そ
の
後
に
継
ぐ
人
が
い
な
く
な
っ
た
︒
法
師
の
翻
訳

し
た
経
夾
は
︑
唯
だ
上
袟
有
る
の
み
で
あ
っ
た
︒
経
典
が
足
り
な
い
の
で
︑
再
び
于
闐
に
赴
い
て
経
典
を
求
め
た
︒︵
そ
れ
を
︶
三
度
訳
し
て
︑
よ
う
や
く
そ
の
事
業

が
お
わ
っ
た
︒
玄
始
十
年
︵
四
二
一
年
︶
に
な
っ
て
︑
よ
う
や
く
周
到
に
準
備
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒
す
な
わ
ち
︑
こ
れ
が
竆
原
の
極
教
︑︵
世
尊
の
︶
最
後
の
微
言
︑

髻
裏
の
明
珠
︑
金
剛
の
宝
蔵
に
な
る
も
の
で
あ
る
︒
ひ
そ
か
に
こ
の
よ
う
に
思
う
︒
経
典
は
︑
仏
母
で
あ
り
︑
仏
は
︑
人
の
師
で
あ
る
︒
仏
法
は
︑
人
を
介
し
て
弘
め

ら
れ
︑
人
は
︑
た
だ
佛
法
を
載
せ
て
︵
運
ぶ
︶
器
に
す
ぎ
な
い
︒
つ
ま
り
︑
三
種
の
般
若
と
は
︑
ま
ず
文
字
︵
般
若
︶︑
十
二
部
経
で
あ
る
経
典
が
最
初
に
来
る
も
の

で
あ
る
︒
た
と
え
て
言
う
な
ら
︑
春
の
池
の
中
で
︑
宝
さ
が
し
の
競
争
を
す
る
時
に
︑
宝
の
珠
を
と
る
人
は
︑
必
ず
落
着
い
て
ゆ
っ
く
り
と
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
︒

文
に
依
っ
て
そ
の
意
味
を
習
い
︑
意
義
を
理
解
す
る
者
は
︑
必
ず
定
ま
っ
た
教
え
に
遵
う
べ
き
で
あ
る
︒
こ
の
ご
ろ
の
人
た
ち
は
︑
枝
先

145

を
探
す
こ
と
で
そ
の
本

を
求
め
て
い
る
︒︵
ま
た
︑
う
わ
べ
の
︶
波
に
沿
っ
て
︑
そ
れ
で
根
源
を
探
求
し
よ
う
と
し
て
い
る
︒
経
文
を
校
訂
す
る
の
に
︑
最
初
か
ら
定
本
が
な
い
︒
ま
た
諸
家

の
音
義
を
見
る
に
し
て
も
︑
大
体
の
と
こ
ろ
は
︑
お
互
い
に
引
用
し
あ
っ
て
い
る
︒
梵
語
︵
の
部
分
︶
は
︑
ま
だ
中
国
語
に
訳
し
て
い
な
い
︒
字
の
形
も
︑
ま
だ
な
お

正
し
い
か
ど
う
か
の
判
断
が
難
し
い
︒
遂
に
は
︑
挑
と
桃
の
手
︵
偏
︶
と
木
︵
偏
︶
が
渾
じ
り
︑
悵
と
帳
は
︑
立
心
偏
と
巾
偏
が
乱
れ
︑
余
計
な
草
冠
が
︑
果
園
に
繁

く
︑
必
要
な
点
は
︑
写
や
富
に
は
な
く
︑
修
と
脩
を
こ
こ
に
使
っ
て
︑
脯
︵
干
し
た
肉
︶
を
修
飾
し
て
︑
天
に
乖
い
て
悟
と
寤
と
を
同
じ
く
書
く
と
︑
解
り
と
眠
り
と

が
ひ
っ
く
り
返
る
︒
私
︑
雲
は
︑
自
分
の
知
識
の
無
さ
を
考
え
ず
に
︑
こ
の
涅
槃
経
の
経
典
を
敬
い
慕
い
し
て
い
る
︒
思
う
に
︑
法
身
︑
般
若
と
解
脱
の
三
点
が
円
満

で
な
け
れ
ば
︑
八
恒
と
い
う
長
い
時
間
の
間
︵
修
行
し
た
と
し
て
も
︶
趣
く
所
が
な
い
︒
皮
の
紙
骨
の
筆
を
も
っ
て
思
い
切
っ
て
誠
心
を
盡
す
︒
願
わ
く
ば
︑
先
王
の

刀
を
握
っ
て
︑
更
に
新
し
い
医
者
の
乳
︵
薬
︶
を
訪
ね
よ
う
︒
そ
こ
で
﹃
説
文
﹄
を
観
て
字
を
定
め
︑﹃
韻
集
﹄
を
調
べ
て
発
音
を
求
め
た
︒
訓
詁
の
多
く
は
﹃
玉
篇
﹄

 
144  

辭
辨 

︵
べ
ん
じ
︶
巧
み
な
こ
と
ば
︒
こ
こ
で
は
︑
動
詞
的
な
使
い
方
で
同
じ
意
味
に
と
っ
た
︒ 

145   

條 

︵
え
だ
︶
木
の
細
長
い
枝
︒ 
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に
拠
る
︒
梵
語
を
伝
え
る
た
め
に
︑
先
に
経
典
︵
を
見
て
︑
そ
れ
に
︶
則
っ
た
︒
ま
と
め
て
音
義
二
巻
と
し
︑
個
人
的
に
使
用
す
る
も
の
に
し
た
︒
時
々
机
の
上
の
︵
本

の
︶
箱
を
観
て
は
︑
ま
だ
に
︵
こ
れ
を
︶
流
通
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
た
が
︑
同
じ
志
を
も
つ
も
の
に
披
露
し
て
︑
幸
い
な
こ
と
に
笑
わ
れ
た
り
責
め
ら
れ
た

り
さ
れ
な
か
っ
た
と
だ
け
︵
こ
こ
で
︶
言
お
う
︒ 

 

大
般
涅
槃
經
壽
命
品
第
一 

(

慧
琳
が
言
う
に
は
︑
雲
公
の
造
っ
た
音
義
は
︑
煩
雑
で
冗
長
で
あ
り
︑
註
釋
書
の
よ
う
で
あ
る
︒
今
︵
削
ら
な
い
で
︶︑
そ
の
經
の
意
味
を
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に

す
る
︒
な
ぜ
な
ら
︑
諸
家
の
音
義
よ
り
勝
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
︒
こ
の
後
︑
南
本
涅
槃
三
十
六
巻
も
同
じ
よ
う
に
こ
の
音
義
を
使
用
し
て
い
る
︒
音
義
は
︑
雲
公
が

書
い
た
も
の
に
依
る
︒
唯
だ
陀
羅
尼
及
び
梵
字
に
つ
い
て
論
じ
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
︑︵
雲
公
は
︑︶
詳
し
く
な
い
︒︵
反
︶
切
に
な
ら
な
い
も
の
は
︑
慧
琳
今
再
び

梵
本
に
依
っ
て
翻
訳
す
る
︒
正
し
く
覽
る
者
の
爲
に
︑
こ
れ
を
詳
細
に
明
ら
か
に
し
た
︒)

﹂ 
  

以
上
﹁
釈
雲
公
音
義
﹂
の
序
文
に
つ
い
て
見
て
き
た
︒﹁
釈
雲
公
音
義
﹂
は
︑
開
元
二
十
一
年
︵
七
三
三
︶
に
︑
終
南
の
太
一
山
智
炬
寺
に
て
釈
雲
公
に
よ
っ
て
著

さ
れ
て
︑
慧
琳
に
よ
っ
て
訂
正
さ
れ
た
上
で
︑
わ
ざ
わ
ざ
採
用
さ
れ
て
い
る
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
慧
琳
本
人
が
言
う
よ
う
に
︑
音
義
の
部
分
は
︑﹁
音
義
︑
依
雲
公
所

製
﹂
釈
雲
公
に
依
る
︑
と
あ
る
︒
ま
た
︑﹁
唯
陀
羅
尼
及
論
梵
字
疎
遠
︒
不
切
者
︑
慧
琳
今
再
依
梵
本
翻
譯
︒﹂
釈
雲
公
は
︑
陀
羅
尼
及
び
梵
字
に
疎
い
の
で
︑
適
切
で

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
慧
琳
が
手
を
加
え
て
い
る
︑と
も
述
べ
て
い
る
︒慧
琳
が
直
し
た
箇
所
で
は
︑慧
琳
の
署
名
が
あ
る
︒こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
︑慧
琳
が
︑

釈
雲
公
の
音
義
の
部
分
は
注
釈
書
の
よ
う
に
長
い
と
し
な
が
ら
も
︑
そ
の
文
の
意
味
を
損
ね
る
こ
と
の
な
い
よ
う
︑
釈
雲
公
が
書
い
た
音
義
の
部
分
は
削
ら
な
い
︑
と

し
た
こ
と
で
あ
る
︒
そ
の
理
由
は
︑
他
の
音
義
よ
り
も
優
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
し
て
い
る
︒
そ
の
証
拠
に
︑
南
本
大
涅
槃
経
も
﹁
釈
雲
公
音
義
﹂
に
依
拠
し
て
い

る
と
述
べ
て
い
る
︒
こ
の
慧
琳
の
序
文
か
ら
︑
慧
琳
は
︑﹁
釈
雲
公
音
義
﹂
に
対
し
て
︑
多
大
な
評
価
を
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
︒ 

﹃
注
涅
槃
経
﹄
に
お
け
る
韋
諗
の
﹁
音
注
﹂
で
あ
る
が
︑
巻
二
全
体
が
七
〇
二
行
あ
る
の
に
対
し
て
︑﹁
注
﹂
の
箇
所
は
全
体
で
︑
四
二
〇
箇
所
あ
る
︒
巻
十
二
は
︑

全
体
が
六
二
一
行
あ
る
の
に
対
し
て
﹁
注
﹂
の
箇
所
は
︑
二
一
五
箇
所
︑
そ
の
中
で
︑
巻
二
及
び
十
二
の
音
に
対
す
る
注
が
十
四
箇
所
あ
る
︒
そ
の
十
四
箇
所
の
う
ち
︑

﹁
釈
雲
公
音
義
﹂
の
注
と
一
致
す
る
の
は
︑
七
箇
所
存
在
す
る
︒
ダ
ブ
ル
カ
ウ
ン
ト
に
な
る
が
︑﹁
玄
応
音
義
﹂
と
一
致
す
る
も
の
が
七
箇
所
︑﹁
釈
雲
公
音
義
﹂・﹁
玄

応
音
義
﹂
の
兩
方
と
も
一
致
し
な
い
所
が
︑
六
か
所
の
み
存
在
す
る
︒﹁
釈
雲
公
音
義
﹂
に
だ
け
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
一
か
所
あ
る
︒
一
か
所
だ
け
で
あ
る
が
︑
そ
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
︒
韋
諗
が
﹁
釈
雲
公
音
義
﹂
を
參
照
し
た
と
す
る
な
ら
ば
︑
こ
れ
に
よ
っ
て
︑
撰
述
年
代
の
絞
り
込
み
が
七
二
一
年
か
ら
七
五
三
年
の
間

へ
と
一
層
狭
ま
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
︒﹁
釈
雲
公
音
義
﹂
の
序
に
は
︑
そ
の
著
述
年
代
が
記
さ
れ
て
い
る
︒ 
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次
に
韋
諗
の
音
注
を
﹁
玄
応
音
義
﹂
と
﹁
釈
雲
公
音
義
﹂
と
で
比
較
し
て
み
よ
う
︒ 

 
参
照
：
別
表
︵
韋
諗
撰
﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄︵
巻
二
・
十
二
︶
中
に
み
ら
れ
る
音
義
注
と
﹁
玄
応
音
義
﹂・﹁
釈
雲
公
音
義
﹂
と
の
比
較
表
︶ 

以
上
の
結
果
を
踏
ま
え
て
︑
韋
諗
は
︑﹃
注
涅
槃
経
﹄
を
撰
述
し
た
時
︑
お
そ
ら
く
﹁
玄
応
音
義
﹂
と
共
に
︑﹁
釈
雲
公
音
義
﹂
を
參
考
し
た
の
で
あ
ろ
う
︒ 

﹁
釋
雲
公
音
義
﹂
に
つ
い
て
は
︑
詳
細
が
わ
か
ら
ず
︑
先
行
研
究
も
見
当
た
ら
な
い
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
後
代
で
は
無
名
の
釋
雲
公
の
音
義
を
︑
慧
琳
は
︑
窺
基
と
慧

苑
の
音
義
と
共
に
選
ん
で
い
る
︒
こ
の
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
︒ 
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第
四
章 

﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
の
文
献
的
特
徴 

 
 

注
釈
文
の
翻
刻 

  

こ
の
章
で
は
︑
韋
諗
の
語
彙
へ
の
こ
だ
わ
り
か
ら
そ
の
注
釈
的
特
徴
を
み
て
み
た
い
と
思
う
︒
韋
諗
の
注
釈
の
特
徴
を
見
る
前
に
︑
現
存
す
る
巻
二
及
び
巻
十
二
の

韋
諗
注
釈
文
の
全
文
及
び
図
鑑
掲
載
写
真
に
見
ら
れ
る
部
分
の
注
釈
文
の
翻
刻
を
行
っ
た
︒
ま
た
︑
巻
第
二
に
対
し
て
訓
読
を
施
し
︑
本
文
の
下
に
訓
読
文
を
付
記
す

る
︒
そ
の
後
に
︑
こ
の
中
に
見
ら
れ
る
特
徴
を
述
べ
て
い
き
た
い
︒
な
お
︑
本
論
攷
中
に
て
引
用
し
た
巻
十
二
及
び
巻
十
四
の
一
部
分
に
つ
い
て
︑
同
じ
く
訓
読
を
施

し
た
︒
巻
十
二
注
釈
文
全
体
の
訓
読
及
び
校
注
に
つ
い
て
は
︑
次
の
課
題
に
し
た
い
︒ 

 

︻
凡 

例
︼ 

 

一
︑
行
の
最
初
の
番
号
︵
例
︑12.

︶
は
︑
通
し
番
号
で
あ
る
︒ 

二
︑
通
し
番
号
の
次
の
番
号
は
︑
筆
者
に
よ
る
﹃
注
涅
槃
経
﹄
各
巻
の
行
番
号
で
あ
る
︒ 

三
︑
同
じ
行
に
数
か
所
の
注
が
あ
る
場
合
も
あ
る
の
で
︑
そ
の
時
は
︑
同
じ
行
番
号
と
な
っ
て
い
る
︒ 

四
︑
翻
刻
に
際
し
て
︑
自
体
は
概
ね
正
字
に
改
め
た
︒
原
文
が
現
行
漢
字
の
異
体
字
で
あ
る
場
合
は
︑
翻
刻
文
は
現
行
漢
字
で
示
し
︑
原
文
の
字
は
︑
脚
注
に
記
す
こ

と
と
す
る
︒ 
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︻
韋
諗
注
集
成 

巻
二
篇
︼ 

 
︻

通
し

番
号

︼︻
注
経
行

番

号

︼ 

︻﹃
注
涅
槃
経
﹄
注
釈
文
︼ 

 
                 

︻
訓
読
文
︼ 

1.  
３ 

 

此
第
二
成
就
種
性
遣
執
分
︒
純
陀
︑
法
身
大
士
也
︒ 

此
れ
は
第
二
に
成
就
種
性
遣
執
分
な
り
︒
純
陀
は
法
身
の
大
士
な
り
︒ 

以
本
願
故
︑
現
生
工
巧
之
家
︒ 

 
 

本
願
を
以
て
の
故
に
︑
生
を
工
巧
の
家
に
現
ず
︒ 

2.  

５ 
 

捨
即
坐
之
威
儀
︒
崇
請
法
之
容
止
︒ 

 

捨
は
即
ち
坐
の
威
儀
な
り
︒
崇
は
法
を
請
う
の
容
止
な
り
︒ 

3.  

６ 
 

表
心
無
二
也
︒ 

 
 

 

心
に
二
無
き
を
表
わ
す
な
り
︒ 

4.  

８ 
 

請
受
施
者
︑
爲
度
衆
生
︑
非
敢
自
利
︒ 

 

施
し
を
受
く
る
を
請
う
は
︑衆
生
を
度
せ
ん
が
為
に
し
て
︑敢
え
て
自
ら
を
利
す
る
に
非
ず
︒ 

5.  

１
０ 

佛
是
衆
生
法
主
︒
今
若
涅
槃
︑
則
無
所
趣
︒ 

仏
は
是
れ
衆
生
の
法
主
な
り
︒
今
若
し
涅
槃
す
れ
ば
︑
則
ち
趣
く
所
な
し
︒ 

6.  

１
１ 

無
法
利
人
曰
貧
︒
無
德
自
養
爲
窮
︒ 

 

法
の
人
を
利
す
る
こ
と
無
き
を
貧
と
曰
う
︒
徳
の
自
ら
養
う
こ
と
無
き
を
窮
と
為
す
︒ 

生
死
迫
切
名
飢
︒
流
轉
艱
勞
是
困
︒ 

 

生
死
迫
切
す
る
を
飢
と
名
づ
く
︒
流
転
艱
勞
は
是
れ
困
な
り
︒ 

7.  

１
２ 

食
謂
常
果
也
︒ 

 
 

 

食
は
常
果
を
謂
う
な
り
︒ 

8.  

１
３ 

不
設
供
具
而
請
受
者
︑
見
上
諸
人
所
獻
弗
納
故
︑ 

 

供
具
を
設
け
ず
し
て
受
く
る
を
請
う
は
︑
上
の
諸
人
の
所
献
を
納
め
ざ
る
を
見
る
が
故
に
︑ 

先
啓
佛
然
後
辨
之
︒ 
 

 
 

先
ず
仏
に
啓
し
て
然
る
後
に
之
れ
を
弁
︵
そ
な
︶
う
︒ 

9.  

１
４ 

王
種
也
︒ 

 
 

 
 

王
の
種
な
り
︒ 

10.  

１
４ 

淨
行
者
也
︒ 

 
 

 

浄
行
者
な
り
︒ 

11.  

１
４ 

若
今
之
官
長
也
︒ 

 
 

 
今
の
官
長
の
若
き
な
り
︒ 

12.  

１
４ 

農
夫
之
類
也
︒ 

 
 

 
農
夫
の
類
な
り
︒ 

13.  

１
５ 

況
無
出
世
之
善
也
︒ 

 
 

 
出
世
の
善
無
き
に
況
う
な
り
︒ 

14.  

１
５ 

捨
生
死
之
本
居
︑
趣
涅
槃
之
他
國
︒ 

 

生
死
の
本
居
を
捨
て
︑
涅
槃
の
他
国
に
趣
く
︒ 

15.  

１
６ 

喩
修
出
世
之
行
︒ 

 
 

 

出
世
の
行
を
修
む
る
を
喩
う
︒ 

16.  

１
７ 

志
不
迂
曲
也
︒ 

 
 

 

志
は
迂
曲
な
ら
ざ
る
な
り
︒ 
17.  

１
７ 

鹵
鹹
土
也
︒
喩
不
生
邪
見
及
餘
煩
惱
︒ 

 

鹵
は
鹹
き
土
な
り
︒
邪
見
及
び
余
の
煩
悩
を
生
ぜ
ざ
る
を
喩
う
︒ 
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18.  

１
８ 

世
尊
若
許
︑
則
法
牙
得
生
︑
猶
如
衆
苗
希
雨
一
潤
︒ 

世
尊
若
し
許
せ
ば
︑
則
ち
法
牙
の
生
ず
る
こ
と
を
得
る
こ
と
︑
猶
お
衆
苗
の
雨
の
一
潤
を
希 

 
 

う
が
如
し
︒ 

19.  
１
９ 

況
身
口
七
支
也
︒ 

 
 

       

身
口
の
七
支
を
況
う
る
な
り
︒ 

20.  
２
２ 

譬
常
教
也
︒ 

 
 

       

常
教
を
譬
う
る
な
り
︒ 

21.  
２
５ 
希
佛
神
力
令
得
充
足
︒ 

 
       

仏
の
神
力
も
て
充
ち
足
る
る
を
得
し
め
ん
こ
と
を
希
う
︒ 

22.  

２
６ 
觀
純
陀
之
請
意
有
兩
種
︒
一
︑
請
受
供
︒ 

       

純
陀
の
請
を
観
る
に
意
に
両
種
有
り
︒
一
に
︑
受
供
を
請
う
︒ 

二
︑
請
説
法
︒
求
將
來
食
者
︑ 

 
 

       

二
に
︑
説
法
を
請
う
︒
将
來
の
食
を
求
む
る
は
︑ 

請
受
供
也
︒
希
天
雨
者
︑
請
説
法
也
︒ 

       

受
供
を
請
う
な
り
︒
天
雨
を
希
う
は
︑
説
法
を
請
う
る
な
り
︒ 

23.  

３
０ 

許
施
其
常
︑
是
爲
法
雨
︒ 

 
       

其
の
常
を
施
す
こ
と
を
許
す
は
︑
是
れ
法
雨
が
為
に
な
り
︒ 

24.  

３
２ 

食
者
︑
得
五
利
︑
故
施
人
獲
五
果
︒ 

       

食
と
は
︑
五
利
を
得
る
が
故
に
︑
施
す
人
は
五
果
を
獲
︒ 

25.  

３
３ 

一
者
︑
初
施
得
菩
提
︒
二
者
︑
後
施
入
涅
槃
︒     

一
に
は
︑
初
施
は
菩
提
を
得
︒
二
に
は
︑
後
施
は
涅
槃
に
入
る
︒ 

施
因
不
同
︑
故
云
二
也
︒
倶
獲
常
果
︑
是
則
無
差
︒ 

施
因
は
不
同
な
る
が
故
に
︑
二
と
云
う
な
り
︒
倶
に
常
果
を
獲
︒
是
れ
則
ち
差
無
し
︒ 

26.  

３
５ 

藐
音
︑
彌
略
反
︒ 

 
 

       

藐
の
音
︑
弥
略
の
反
な
り
︒ 

27.  

３
６ 

受
不
擇
貴
︑
示
平
等
也
︒ 

 
       

受
く
る
に
は
貴
き
を
択
ば
ざ
る
は
︑
平
等
を
示
す
な
り
︒ 

28.  

３
６ 

由
其
施
因
︑
得
成
佛
果
︒ 

 
       

其
の
施
因
に
由
り
て
︑
仏
果
成
ず
る
こ
と
を
得
︒ 

故
行
施
之
人
︑
具
足
檀
度
︒ 

 
       

故
に
施
し
を
行
ず
る
人
は
︑
檀
度
を
具
足
す
︒ 

29.  

３
８ 

世
尊
以
二
施
田
等
︑
純
陀
以
二
施
田
別
︒ 

       
世
尊
は
二
つ
の
施
田
を
以
て
等
し
と
し
︑
純
陀
は
二
つ
の
施
田
を
以
て
別
と
す
︒ 

由
田
不
同
︑
故
生
疑
也
︒ 

 
       

田
は
不
同
に
由
る
が
故
に
︑
疑
を
生
ず
る
な
り
︒ 

30.  

４
０  

菩
提
樹
下
︑
未
成
正
覺
︒
故
知
初
施
︑
非
勝
田
也
︒ 

菩
提
樹
下
︑
未
だ
正
覚
を
成
ぜ
ず
︒
故
に
初
施
は
勝
田
に
非
ざ
る
を
知
る
な
り
︒ 

31.  

４
１  

既
非
勝
田
︑
熟
能
令
具
︒ 

 
       

既
に
勝
田
に
非
ざ
れ
ば
︑
熟
ん
ぞ
能
く
具
せ
し
め
ん
や
︒ 

32.  

４
３  

田
既
不
同
︑
果
必
有
異
︒ 

 
       

田
は
既
に
同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
︑
果
は
必
ず
異
有
り
︒ 

33.  

４
４  

未
得
聖
果
︒ 

 
 

       

未
だ
聖
果
を
得
ず
︒ 
34.  

４
４ 

諸
天
望
佛
︑
猶
人
望
天
︑
故
曰
天
中
天
也
︒       

諸
天
の
仏
を
望
む
る
こ
と
︑
猶
お
人
の
天
を
望
む
る
が
ご
と
き
が
故
に
︑ 
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天
中
天
と
曰
う
な
り
︒ 

35.  

４
５
資
仮
食
故
︒ 

 
 

                

仮
食
を
資
く
る
が
故
に
︒ 

36.  
４
５
煩
惱
所
依
故
︒ 

 
 

 

煩
悩
の
依
り
所
な
る
が
故
に
︒ 

37.  
４
６
生
死
有
邊
故
︒ 

 
 

 

生
死
は
有
辺
な
る
が
故
に
︒ 

38.  
４
６
有
生
滅
故
︒ 

 
 

 
 

生
滅
有
る
が
故
に
︒ 

39.  

４
７
非
煩
惱
所
依
故
︒ 

 
 

 

煩
悩
の
所
依
に
非
ざ
る
が
故
に
︒ 

40.  

４
７
不
可
壞
故
︒ 

 
 

 
 

不
可
壊
な
る
が
故
に
︒ 

41.  

４
７
法
性
身
故
︒ 

 
 

 
 

法
性
身
の
故
に
︒ 

42.  

４
８
無
生
滅
故
︒ 

 
 

 
 

無
生
滅
の
故
に
︒ 

43.  

４
８
離
有
邊
故
︒ 

 
 

 
 

有
辺
を
離
る
る
が
故
に
︒ 

44.  

４
９
初
施
非
佛
︑
後
施
是
佛
︒ 

 
 

初
施
は
仏
に
非
ず
︑
後
施
は
是
れ
仏
な
り
︒ 

 
 

佛
與
非
佛
︑
二
果
不
同
︒ 

 
 

仏
と
非
仏
︑
二
果
は
同
じ
か
ら
ず
︒ 

云
何
説
言
︑
二
因
之
報
︑
等
無
異
也
︒ 

 

云
何
ん
が
説
い
て
言
わ
く
︑
二
因
の
報
い
は
︑
等
し
く
し
て
異
無
き
な
り
と
︒ 

45.  

５
１
眼
非
是
肉
︑
以
依
肉
成
︑
故
云
肉
眼
︒ 

 

眼
は
是
れ
肉
に
非
ず
︑
肉
に
依
り
て
成
ず
る
を
以
て
の
故
に
︑
肉
眼
と
云
う
︒ 

46.  

５
１
此
眼
是
證
實
無
分
別
慧
也
︒ 

 
 

此
の
眼
は
是
れ
実
に
し
て
︑
無
分
別
慧
を
証
す
る
な
り
︒ 

47.  

５
２
證
無
相
慧
也
︒ 

 
 

 

無
相
の
慧
を
証
す
る
な
り
︒ 

48.  

５
４
先
受
施
時
︑
未
能
備
善
︒
後
受
施
時
︑ 

 
先
に
施
し
を
受
く
る
時
︑
未
だ
善
を
備
う
る
こ
と
能
わ
ず
︒
後
に
施
し
を
受
く
る
時
︑ 

已
得
具
足
︒
而
言
二
施
無
差
︑
故
興
此
難
︒ 

 
已
に
具
足
す
る
こ
と
を
得
︒
而
し
て
二
施
に
差
無
き
を
言
う
が
故
に
︑
此
の
難
を
興
す
︒ 

49.  

５
８
先
受
而
食
︑
於
身
有
用
︒ 

 
 

先
に
受
け
て
食
し
て
︑
身
に
於
い
て
有
用
な
り
︒ 

 
 

後
受
不
食
︑
於
身
無
用
︒ 

 
 

後
に
受
け
て
食
せ
ず
︑
身
に
於
い
て
無
用
な
り
︒ 

先
後
有
殊
︑
理
在
無
惑
︒ 

 
 

先
と
後
に
殊
り
有
り
︒
理
は
︑
無
惑
に
在
り
︒ 

今
云
不
別
︑
故
疑
難
生
焉
︒ 

 
 

今
別
な
ら
ず
と
云
う
︑
故
に
疑
難
生
ず
る
な
り
︒ 
50.  

６
１
資
身
之
身
︑
非
如
來
也
︒ 

 
 

身
を
資
く
る
の
身
は
︑
如
來
に
非
ざ
る
な
り
︒ 
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51.  

６
６
夫
見
性
者
︑
乃
是
照
理
之
極
︒ 

 
 

夫
れ
見
性
と
は
︑
乃
ち
是
れ
理
を
照
ら
す
の
極
み
な
り
︒ 

豈
可
以
食
身
而
見
之
乎
︒ 

 
 

豈
に
食
身
を
以
て
之
れ
を
見
可
け
ん
や
︒ 

苟
見
食
身
︑
則
知
非
實
︒ 

 
 

苟
し
く
も
食
身
を
見
れ
ば
︑
則
ち
実
非
ざ
る
を
知
る
︒ 

今
昔
皆
爾
︑
故
二
施
無
差
︒ 

 
 

今
昔
皆
な
爾
る
が
故
に
︑
二
施
に
差
無
し
︒ 

52.  
６
８
成
佛
・
涅
槃
倶
破
四
魔
︒
始
終
平
等
︑
故
無
二
也
︒ 

成
仏
・
涅
槃
は
︑
倶
に
四
魔
を
破
す
︒
始
終
平
等
な
る
が
故
に
︑
無
二
な
り
︒ 

53.  

７
１
説
與
不
説
︑
但
爲
待
縁
︒
久
已
通
達
︑
故
云
不
異
︒ 

説
と
不
説
は
︑但
だ
縁
を
待
つ
が
為
な
り
︒久
し
く
已
に
通
達
す
る
が
故
に
︑不
異
と
云
う
︒ 

54.  

７
３
純
陀
以
五
事
有
殊
︑
而
生
二
見
︒ 

 
 

純
陀
は
︑
五
事
に
殊
り
有
る
を
以
て
︑
二
見
を
生
ず
︒ 

世
尊
以
五
事
果
同
︑
説
爲
一
相
︒ 

 
 

世
尊
は
︑
五
事
の
果
同
じ
き
を
以
て
︑
説
き
て
一
相
と
為
す
︒ 

何
以
故
︒
如
來
成
佛
已
無
量
劫
故
︒ 
 

何
を
以
て
の
故
に
︒
如
來
は
成
仏
し
て
已
に
無
量
劫
な
る
が
故
な
り
︒ 

然
則
前
施
後
施
倶
是
化
佛
︒ 

 
 

然
れ
ば
則
ち
前
施
後
施
は
倶
に
是
れ
化
仏
な
り
︒ 

施
佛
不
殊
︑
故
無
二
也
︒ 

 
 

仏
に
施
す
こ
と
殊
な
ら
ざ
る
が
故
に
︑
無
二
な
り
︒ 

55.  

７
５
此
二
女
人
是
姉
妹
也
︒
初
成
佛
時
︑ 

 

此
の
二 ふ

た

り
の
女
人
は
︑
是
れ
姉
妹
な
り
︒
初
成
仏
の
時
︑ 

受
女
人
施
︒
臨
涅
槃
時
︑
受
丈
夫
施
者
︑ 

 

女
人
の
施
し
を
受
く
︒
涅
槃
に
臨
む
時
︑
丈
夫
の
施
し
を
受
く
る
は
︑ 

爲
表
内
外
二
德
也
︒ 

 
 

 

内
外
の
二
徳
を
表
す
が
為
な
り
︒ 

内
德
如
女
取
其
順
柔
︒ 

 
 

 

内
徳
は
女
の
其
の
順
柔
を
取
る
が
如
し
︒ 

外
德
如
男
表
其
剛
正
︒ 

 
 

 
外
徳
は
男
の
其
の
剛
正
を
表
す
が
如
し
︒ 

56.  

７
８
樹
下
成
佛
︑
是
權
不
食
︒ 

 
 

樹
下
成
仏
は
︑
是
れ
権
に
し
て
食
さ
ず
︒ 

後
施
是
實
︒
權
實
雖
殊
︑
而
不
食
一
也
︒ 

 
後
施
は
是
れ
実
な
り
︒
権
実
は
殊
な
り
と
雖
も
︑
不
食
は
一
な
り
︒ 

57.  

８
４
今
所
解
義
︑
契
昔
嘉
名
︒ 

 
 

今
解
す
る
所
の
義
は
︑
昔
の
嘉
名
に
契
い
︑ 

 
 

名
實
相
稱
︑
故
共
讃
之
︒ 

 
 

名
実
相 あ

い
称 か

な

う
が
故
に
︑
共
に
之
れ
を
讃
う
︒ 

58.  

８
５
昔
於
迦
葉
佛
時
︑
發
斯
誓
願
︒ 

 
 

昔
︑
迦
葉
仏
の
時
に
於
い
て
︑
斯
の
誓
願
を
発
す
︒ 
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今
得
最
後
供
養
︑
故
云
滿
足
︒ 

 
 

今
︑
最
後
の
供
養
を
得
ん
が
故
に
︑
満
足
と
云
う
︒ 

59.  

８
６
具
檀
之
利
︑
爲
無
上
也
︒ 

 
 

檀
具
う
る
の
利
は
︑
無
上
と
為
す
な
り
︒ 

60.  
８
７
輪
王
出
世
︑
此
花
乃
現
︒ 

 
 

輪
王
は
世
に
出
づ
れ
ば
︑
此
の
花
は
乃
ち
現
わ
る
︒ 

61.  
９
０
南
無
此
言
歸
命
︒ 

 
 

 

南
無
は
︑
此 こ

こ

に
は
帰
命
と
言
う
︒ 

62.  

９
５ 
同
以
大
悲
爲
心
也
︒ 

 
 

 

同
じ
く
大
悲
を
以
て
心
と
為
す
な
り
︒ 

63.  

９
８ 

他
化
自
在
天
是
欲
界
頂
︑
魔
王
波
旬
都
處
也
︒ 

他
化
自
在
天
は
是
れ
欲
界
の
頂
︑
魔
王
波
旬
の
都
の
処
な
り
︒ 

心
超
其
境
︑
故
共
歎
之
︒ 

 
 

心
は
其
の
境
を
超
ゆ
る
が
故
に
︑
共
に
之
を
歎
ず
︒ 

64.  

１
０
４
承
聲
告
滅
︑
事
同
卒
喪
︒ 

 
 

声
を
承
け
て
滅
を
告
ぐ
る
は
︑
事
︑
卒
に
喪
う
に
同
じ
︒ 

聞
答
五
難
︑
譬
如
劫
蘇
︒ 

 
 

五
難
を
聞
答
す
る
は
︑
譬
う
れ
ば
劫
蘇
る
が
如
し
︒ 

65.  

１
０
６
蠲
音
古
玄
反
︒ 

 
 

 

蠲
の
音
は
︑
古
玄
の
反
な
り
︒ 

66.  

１
１
０
自
欣
見
佛
︑
得
離
四
趣
︒ 

 
 

自
ら
欣
び
て
仏
に
見
え
︑
四
趣
を
離
る
る
こ
と
を
得
︒ 

67.  

１
１
２
謂
三
有
之
頂
也
︒ 

 
 

 

三
有
の
頂
を
謂
う
な
り
︒ 

68.  

１
３
３
止
所
請
也
︒ 
 

 
 

請
う
所
を
止
む
る
な
り
︒ 

69.  

１
３
５
應
身
是
有
︑
名
佛
境
界
︒
隨
化
示
滅
︑
故
曰
無
常
︒ 

応
身
は
︑
是
れ
有
に
し
て
︑
仏
の
境
界
と
名
づ
く
︒
化
に
随
い
滅
を
示
す
が
故
に
︑ 

無
常
と
曰
う
︒ 

五
蔭
遷
流
︑
名
爲
諸
行
︑
亦
同
佛
化
︑
故
云
如
是
︒ 
五
蔭
遷
流
す
る
を
︑
名
づ
け
て
諸
行
と
爲
し
︑
亦
た
仏
の
化
に
同
ず
る
が
故
に
︑ 

如
是
と
云
う
︒ 

70.  

１
４
２
求
其
性
相
︑
不
可
得
故
︒ 

 
 

其
の
性
相
を
求
む
る
に
︑
得
る
可
か
ら
ざ
る
が
故
な
り
︒ 

71.  

１
４
４
過
患
多
也
︒ 

 
 

 

過
患
多
き
な
り
︒ 

72.  

１
４
６
扼
縛
況
煩
惱
︑
癰
瘡
喩
苦
報
︒ 

 
 

扼
縛
は
煩
悩
を
況 た

と

え
︑
癰
瘡
は
苦
報
を
喩
う
︒ 

73.  

１
４
９
有
謂
有
身
之
有
也
︒
如
來
久
已
無
有
︒ 

 

有
は
有
身
の
有
を
謂
う
な
り
︒
如
來
は
久
し
く
已
に
有
る
こ
と
無
し
︒ 
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而
今
捨
身
︒
此
明
非
滅
︑
而
現
滅
也
︒ 

 

而
し
て
今
捨
身
す
︒
此
れ
は
滅
に
非
ず
し
て
︑
滅
を
現
ず
る
こ
と
を
明
か
す
な
り
︒ 

74.  

１
５
０
度
三
有
之
河
︑
至
涅
槃
之
岸
︒ 

 
 

三
有
の
河
を
度
り
︑
涅
槃
の
岸
に
至
る
︒ 

75.  
１
５
１
有
有
即
有
苦
︑
無
有
即
無
苦
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

有
有
る
は
即
ち
苦
有
り
︑
有
き
は
即
ち
苦
無
し
︒ 

無
苦
之
極
︑
是
名
妙
樂
︒ 

 
 

無
苦
の
極
み
は
︑
是
れ
妙
楽
と
名
づ
く
︒ 

76.  
１
５
６
既
有
化
生
︑
理
宜
化
滅
︒ 

 
 

既
に
化
生
有
れ
ば
︑
理
は
宜
し
く
化
滅
す
べ
し
︒ 

77.  

１
６
１
習
道
未
久
︑
名
曰
幼
年
︒ 

 
 

道
を
習
う
こ
と
未
だ
久
し
か
ら
ざ
る
を
︑
名
づ
け
て
幼
年
と
曰
う
︒ 

始
悟
常
理
︑
是
初
出
義
︒ 

 
 

始
め
て
常
の
理
を
悟
る
は
︑
是
れ
初
出
の
義
な
り
︒ 

78.  

１
６
５
飢
渇
之
人
︑
必
不
變
吐
︒ 

 
 

飢
渇
の
人
は
︑
必
ず
変
吐146

せ
ず
︒ 

喩
如
來
常
住
則
本
願
滿
足
︒ 

 
 

如
來
常
住
す
れ
ば
︑
則
ち
本
願
満
足
す
る
を
喩
う
︒ 

79.  

１
７
０
小
乘
法
中
︑
以
佛
是
有
爲
諸
行
所
攝
︒ 

 

小
乗
法
の
中
︑
仏
は
是
れ
有
為
諸
行
の
摂
す
る
所
な
る
を
以
て
な
り
︒ 

若
觀
性
相
無
常
︑
而
佛
色
身
︑
終
歸
壞
滅
︒ 

若
し
性
相
の
無
常
を
観
ず
れ
ば
︑
而
し
て
仏
の
色
身
は
︑
終
に
壊
滅
に
帰
す
︒ 

80.  

１
７
１
由
觀
無
常
︑
知
法
無
性
︑
故
能
具
足
空
三
昧
也
︒ 

 

無
常
を
観
ず
る
に
由
り
て
︑
法
に
性
無
き
を
知
る
︒
故
に
能
く
空
三
昧
を
具
足
す
る
な
り
︒ 

81.  

１
７
２
汝
當
觀
行
無
常
無
性
無
相
︑ 

 
 

汝
は
当
に
行
の
無
常
・
無
性
・
無
相
な
る
を
観
ず
べ
し
︒ 

不
應
勸
佛
久
住
於
世
︒ 

 
 

応
に
仏
に
久
し
く
世
に
住
ま
る
こ
と
を
勧
め
ざ
る
べ
し
︒ 

82.  

１
７
４
如
來
者
︑
乘
如
實
來
︒
所
乘
既
實
︑ 

 

如
來
と
は
︑
如
実
に
乗
じ
て
来
た
る
︒
乗
ず
る
所
は
既
に
実
な
れ
ば
︑ 

果
必
是
真
︑
故
非
行
也
︒ 

 
 

果
は
必
ず
是
れ
真
な
る
が
故
に
︑
行
に
非
ざ
る
な
り
︒ 

83.  

１
７
５
天
人
之
行
是
行
︒
世
尊
出
過
於
天
︑ 

 
天
人
の
行
は
︑
是
れ
行
な
り
︒
世
尊
は
︑
天
を
出
過
す
︒ 

豈
同
諸
天
是
行
也
哉
︒ 

 
 

豈
に
諸
天
に
同
じ
く
是
れ
行
な
ら
ん
や
︒ 

若
是
行
者
︑
便
爲
生
滅
︑
非
正
行
也
︒ 

 

若
是 も

し
行
な
ら
ば
︑
便
ち
生
滅
と
為
し
︑
正
行
に
非
ざ
る
な
り
︒ 
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変
吐…

捨
て
る
の
意
︒﹃
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
﹄
巻
十
四
﹁
未
變
吐
者
︑
未
棄
彼
得
︒﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
二
七
︑
六
七
中) 

﹃
阿
毘
達
磨
発
智
論
﹄
巻
二
十
﹁
恒
希
望
變
吐
者
︑
希
望
有
二
︒

一
︑
希
望
財
位
︒
二
︑
希
望
壽
命
︒
彼
阿
羅
漢
於
此
二
種
已
斷
遍
知
︑
故
名
變
吐
︒
即
是
棄
捨
恒
希
望
義
︒
﹂(
﹃
大
正
蔵
﹄
二
六
︑
一
〇
三
〇
下) 
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84.    

１
７
８
非
想
之
天
︑
壽
八
萬
劫
︑ 

 

非
想
の
天
は
︑
寿
︑
八
万
劫
な
り
︒ 

況
佛
之
命
而
不
長
也
︒ 

 

況
ん
や
仏
の
命
は
而
も
長
な
ら
ざ
ら
ん
や
︒ 

85.    

１
８
５
不
知
而
説
︑
是
爲
妄
語
︒ 

 

知
ら
ず
し
て
説
く
は
︑
是
れ
妄
語
と
為
す
︒ 

若
必
知
常
︑
則
不
應
説
︒ 

 
 

若
し
必
ず
常
を
知
れ
ば
︑
則
ち
応
に
説
く
べ
か
ら
ず
︒ 

86.    
１
８
６
責
以
常
爲
無
常
也
︒ 

 

常
を
以
て
無
常
と
為
す
を
責
む
る
な
り
︒ 

87.    

１
８
８
況
衆
生
也
︒ 

 
 

況
ん
や
衆
生
を
や
︒ 

88.    

１
８
８
喩
如
來
也
︒
言
衆
生
能
感
佛
出
世
故
︒ 

如
來
を
喩
う
る
な
り
︒
衆
生
の
能
く
仏
の
出
世
を
感
ず
と
言
う
が
故
な
り
︒ 

89.    

１
８
９
謂
能
摧
四
魔
也
︒ 

 
 

能
く
四
魔
を
摧
す
る
を
喩
う
る
な
り
︒ 

90.    

１
９
１
以
四
事
供
養
也
︒ 

 
 

四
事
を
以
て
供
養
す
る
な
り
︒ 

91.   

１
９
３
藝
謂
無
爲
功
德
也
︒ 

 

芸
は
無
為
功
徳
を
謂
う
な
り
︒ 

92.   

１
９
８
衆
生
感
佛
︑
來
至
三
界
故
云
生
子
︒ 

衆
生
は
仏
を
感
じ
て
︑
三
界
に
來
た
り
至
る
が
故
に
︑
生
子
と
云
う
︒ 

93.   

１
９
９
文
殊
説
佛
是
無
常
也
︒ 

 

文
殊
は
︑
仏
は
是
れ
無
常
な
り
と
説
く
︒ 

94.   

２
０
０
家
謂
法
性
也
︒
若
佛
非
有
爲
︑ 

家
は
法
性
を
謂
う
な
り
︒
若
し
仏
は
有
為
に
非
ら
ざ
れ
ば
︑ 

則
佛
從
法
性
家
生
︑ 

 

則
ち
仏
は
法
性
の
家
従
り
生
ま
れ
︑ 

是
法
真
子
︑
堪
任
紹
繼
法
王
家
也
︒ 
是
れ
法
の
真
子
︑
法
王
の
家
を
紹
継
す
る
に
堪
任
す
る
な
り
︒ 

若
是
有
爲
︑
則
與
法
性
相
背
︑ 
若
是
し
有
為
な
れ
ば
︑
則
ち
法
性
と
相
い
背
き
︑ 

非
法
真
子
︑
故
曰
不
住
︒ 

 

法
の
真
子
に
非
ざ
る
が
故
に
︑
不
住
と
曰
う
︒ 

95.   

２
０
５
唯
證
乃
悟
耳
︒ 

 
 

唯
だ
証
す
れ
ば
︑
乃
ち
悟
る
な
り
︒ 

96.   

２
０
７
女
況
行
人
也
︒
闕
之
妙
理
︑ 

 

女
は
行
人
を
況 た

と

う
る
な
り
︒
こ
れ
が
妙
理
を
闕
く
は
︑ 

喩
無
居
家
︑
遠
離
善
人
︑
非
有
救
護
︒ 

居
家
無
く
︑
善
人
を
遠
離
し
︑
救
護
有
る
に
非
ざ
る
を
喩
う
︒ 

97.   

２
０
８
煩
惱
是
病
苦
︑
無
法
爲
飢
渇
︒ 

煩
悩
は
是
れ
病
苦
に
し
て
︑
無
法
を
飢
渇
と
為
す
︒ 
98.   

２
０
９
丐
亦
乞
也
︒
尋
師
請
道
︑
行
乞
之
象
︒ 

丐
は
亦
た
乞
な
り
︒
師
を
尋
ね
て
道
を
請
う
は
︑
行
乞
の
象
な
り
︒ 
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99.   

２
０
９
夫
教
有
權
拪
之
義
故
︑ 

 
 

 
 

 
 

夫
れ
教
に
権
拪
の
義
有
る
が
故
に
︑ 

以
大
乗
方
諸
逆
旅
︒ 

 
 

 
 

 
 

 

大
乗
を
以
て
諸 こ

れ

を
逆
旅
に
方 く

ら

ぶ147

︒ 

100.   
２
１
０
起
解
名
生
︑
紹
佛
爲
子
︒ 

 

解
を
起
す
を
生
と
名
づ
け
︑
仏
を
紹
ぐ
を
子
と
為
す
︒ 

101.   
２
１
０
謂
化
佛
也
︒ 

 
 

化
仏
を
謂
う
な
り
︒ 

102.   

２
１
１
教
之
捨
鈴
︑
令
求
實
故
︒ 

 

教
の
捨
鈴
︑
実
を
求
め
し
む
る
が
故
な
り
︒ 

103.   

２
１
１
入
理
不
深
也
︒ 

 
 

理
に
入
る
こ
と
深
か
ら
ざ
る
な
り
︒ 

104.   

２
１
２
持
解
喩
携
抱
︒
廻
向
名
欲
至
︒ 

持
解
は
携
抱
を
喩
う
︒
廻
向
は
至
ら
ん
と
欲
す
を
名
づ
く
︒ 

將
趣
佛
果
爲
他
國
︒ 

 

将
に
仏
果
に
趣
か
ん
と
す
る
を
他
国
と
為
す
︒ 

105.   

２
１
３
正
修
行
時
︑
名
爲
中
路
︒ 

 

正
し
く
修
行
す
る
時
を
︑
名
づ
け
て
中
路
と
為
す
︒ 

觸
對
塵
境
︑
是
遇
風
雨
︒ 

 

触
の
塵
境
に
対
す
る
は
︑
是
れ
風
雨
に
遇
う
︒ 

起
惡
招
報
︑
名
寒
苦
也
︒ 

 

悪
を
起
こ
し
報
を
招
く
は
︑
寒
苦
と
名
づ
く
る
な
り
︒ 

106.   

２
１
４
唼
食
況
惡
友
害
善
也
︒ 

 

唼
食
は
︑
悪
友
の
善
を
害
す
る
を
況
う
る
な
り
︒ 

107.   

２
１
５
漂
音
偏
妙
反
︒ 
 

 

漂
の
音
は
︑
偏
妙
の
反
︒ 

108.   

２
１
６
中
遇
二
乘
︑
況
經
恒
河
︒ 

 
中
に
二
乗
に
遇
う
を
︑
恒
河
を
経 ふ

ね
を
況
う
︒ 

持
解
求
出
︑
喩
抱
兒
渡
︒ 

 

解
を
持
し
出
を
求
む
る
は
︑
兒
を
抱
き
て
渡
る
に
喩
う
︒ 

爲
小
所
勸
︑
名
水
漂
疾
︒ 

 

小
の
勧
む
る
所
と
為
る
を
︑
水
の
漂
疾
と
名
づ
く
︒ 

守
解
莫
從
︑
如
不
放
捨
︒ 

 

解
を
守
り
従
わ
ざ
る
は
︑
放
捨
せ
ざ
る
が
如
し
︒ 

109.   

２
１
７
以
身
殉
法
︑
倶
没
之
状
︒ 

 

身
を
以
て
法
に
殉
ず
る
は
︑
倶
に
没
す
る
の
状
な
り
︒ 
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方…

︵
く
ら
・
ぶ
︶
な
ぞ
ら
え
る
︒
た
と
え
る
︒ 
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110.   

２
１
８
慈
念
況
護
法
︑
梵
天
喩
解
脈
︒ 

慈
念
は
︑
護
法
を
況
え
︑
梵
天
は
解
脈148

を
喩
う
︒ 

111.   

２
２
０
應
化
二
身
︑
有
常
無
常
︑ 

 

応
・
化
の
二
身
に
︑
常
・
無
常
有
る
は
︑ 

蓋
諸
佛
方
便
利
生
之
教
也
︒ 

 

蓋
し
諸
仏
の
方
便
利
生
の
教
え
な
り
︒ 

若
説
同
諸
行
︑
是
違
常
教
︒ 

 

若
し
諸
行
に
同
じ
と
説
け
ば
︑
是
れ
常
教
に
違
う
︒ 

若
説
不
同
諸
行
︑
違
無
常 

 

若
し
諸
行
に
同
じ
か
ら
ず
と
説
け
ば
︑
無
常
の
教
え
に
違
う
︒ 

教
︒
護
正
法
人
︑
不
當
説 

 

正
法
を
護
る
人
は
︑
当
に
説
い
て
︑ 

言
同
不
同
也
︒ 

 
 

 
 

同
・
不
同
を
言
う
べ
か
ら
ざ
る
な
り
︒ 

112.   

２
２
３
方
便
是
有
爲
︑
真
諦
是
無
爲
︒ 

方
便
は
是
れ
有
為
︑
真
諦
は
是
れ
無
為
︑ 

二
法
相
依
︑
不
可
言
定
︒ 

 

二
法
相
依
し
︑
定
と
言
う
可
か
ら
ず
︒ 

113.   

２
２
４
談
真
不
言
俗
也
︒ 

 
 

真
を
談
じ
俗
を
言
わ
ざ
る
な
り
︒ 

114.   

２
２
８
説
同
有
爲
︑
是
謗
佛
也
︒ 

 
 

 
 

 

有
為
に
同
じ
と
説
く
は
︑
是
れ
仏
を
謗
る
な
り
︒ 

115.   

２
３
０
女
以
慈
故
生
天
︑
人
以
不
謗
得
解
︒ 

女
は
慈
を
以
て
の
故
に
︑
天
に
生
ず
︒
人
は
︑
謗
ら
ざ
る
を
以
て
解
を
得
ん
︒ 

116.   

２
３
４
起
修
長
久
︑
是
曰
遠
行
︒ 

 
 

修
を
起
こ
す
こ
と
長
久
な
る
は
︑
是
れ
遠
行
と
曰
う
︒ 

以
中
疲
廢
故
︑
名
爲
疲
極
︒ 

 

中
ご
ろ
疲
廃
す
る
を
以
て
の
故
に
︑
名
け
て
疲
れ
極
ま
る
と
為
す
︒ 

117.   

２
３
５
退
住
小
乘
︑
名
爲
寄
止
︒ 

 
退
い
て
小
乗
に
住
す
る
を
︑
名
づ
け
て
寄
止
と
為
す
︒ 

二
乘
所
居
︑
是
爲
他
舎 

 
二
乗
の
居
す
る
所
は
︑
是
れ
他
舎
と
為
す
︒ 

118.   

２
３
６
喩
大
解
未
發
也
︒ 

 
 

大
解
の
未
だ
発
ら
ざ
る
を
喩
う
る
な
り
︒ 

119.   

２
３
６
火
況
無
常
也
︒
聞
説
無
常
燒
諸
世
間
︑ 

火
は
無
常
を
況
う
る
な
り
︒
無
常
の
諸
世
間
を
焼
く
を
説
く
を
聞
く
は
︑ 

義
同
卒
起
︒ 

 
 

義
は
卒
か
に
起
く
と
同
じ
︒ 

120.   

２
３
７
覺
知
無
常
︑
爲
驚
寤
︒ 

 

無
常
を
覚
知
す
る
を
︑
驚
寤
と
為
す
︒ 
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解
脈…

脈
を
知
る
︒﹃
摩
訶
止
観
﹄
巻
五
に
︑﹁
良
い
医
者
が
︑
薬
や
病
を
詳
し
く
区
別
し
て
︑︵
患
者
の
︶
身
体
や
声
そ
し
て
脈
の
様
子
を
分
析
し
て
薬
を
与
え
る
と
違
い
が
出
る
よ
う
に…

﹂

と
あ
る
︒﹁
譬
如
良
醫
精
別
藥
病
︑
解
色
解
聲
解
脈
逗
藥
即
差
︒
有
命
盡
者
亦
不
能
起
死
︒
若
不
解
脈
醫
問
病
相
依
語
作
方
︑
亦
挑
脫
得
差
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
四
六
︑
五
六
下) 
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漸
識
權
教
︑
名
思
惟
︒ 

 

漸
く
権
教
を
識
る
を
︑
思
惟
と
名
づ
く
︒ 

121.   

２
３
８
憂
慮
佛
身
︑
爲
嚴
教
所
隠
︑
故
言
必
死
︒
仏
身
を
憂
慮
し
て
︑
厳
教
の
隠
す
所
と
為
る
が
故
に
︑
必
死
と
言
う
︒ 

122.   

２
３
９
佛
現
無
常
︑
有
類
身
醜
︑ 

 

仏
は
無
常
を
現
じ
︑
有
類
の
身
は
醜
く
︑ 

恥
佛
無
常
︑
故
名
慚
愧149

︒  

仏
の
無
常
な
る
を
恥
ず
る
が
故
に
︑
慚
愧
と
名
づ
く
︒ 

説
佛
真
常
︑
隠
佛
無
常
︑
是
曰
纏
身
︒ 

仏
の
真
常
を
説
き
て
︑
仏
の
無
常
を
隠
す
は
︑
是
れ
纏
身
と
曰
う
︒ 

123.   

２
４
０
護
心
至
死
名
爲
終
也
︒ 

 

心
を
護
り
て
死
に
至
る
を
︑
名
け
て
終
と
為
す
な
り
︒ 

124.   

２
４
０
須
彌
山
上
有
三
十
二
天
︑ 

 

須
弥
山
上
に
︑
三
十
二
の
天
有
り
て
︑ 

爲
忉
利
天
王
之
輔
臣
︒ 

 

忉
利
天
王
の
輔
臣
と
為
す
︒ 

125.   
 

今
言
生
忉
利
者
︑
喩
得
三
十
二
相
也
︒ 

今
︑
忉
利
に
生
ず
と
言
う
は
︑
三
十
二
相
を
得
る
に
喩
う
る
な
り
︒ 

126.   

２
４
２
況
得
八
十
種
好
也
︒ 

 

八
十
種
好
を
得
る
に
況
う
る
な
り
︒ 

127.   

２
４
３
百
千
譬
壽
無
量
︒ 

 
 

百
千
は
寿
の
無
量
を
譬
う
︒ 

輪
王
況
不
共
功
德
︒ 

 
 

輪
王
は
不
共
の
功
徳
を
況
う
︒ 

128.   

２
４
３
不
生
喩
證
常
︑
三
惡
譬
流
轉
︒ 

 
 

 

不
生
は
常
を
証
す
る
を
喩
え
︑
三
悪
は
流
転
を
譬
う
︒ 

129.   

２
４
４
無
爲
常
果
︑
是
安
處
也
︒ 

 

無
為
の
常
果
は
︑
是
れ
安
処
な
り
︒ 

130.   

２
４
６
遇
火
之
人
愧
身
醜
惡
︑
以
衣
覆
體
︑ 

 
火
に
遇
う
の
人
は
身
の
醜
悪
を
愧
じ
︑
衣
を
以
て
体
を
覆
い
︑ 

命
終
生
天
︒
護
法
之
人
︑ 

 
命
終
り
て
天
に
生
ず
︒
護
法
の
人
は
︑ 

不
説
如
來
同
於
諸
行
︑
故
得
解
脱
︒ 

如
来
の
諸
行
に
同
じ
と
説
か
ざ
る
が
故
に
︑
解
脱
を
得
ん
︒ 

131.   

２
４
９
比
丘
之
人
是
佛
弟
子
︑ 

 

比
丘
の
人
は
︑
是
れ
仏
の
弟
子
に
し
て
︑ 

不
應
師
處
起
生
滅
心
︒ 

 

応
に
師
の
処
に
生
滅
心
を
起
こ
す
べ
か
ら
ず
︒ 

132.   

２
５
１
因
既
不
善
︑
果
是
地
獄
︒ 

 

因
は
既
に
不
善
な
れ
ば
︑
果
は
是
れ
地
獄
な
り
︒ 

 
149 

佛
現
無
常
︑
有
類
身
醜
︑
恥
佛
無
常
︑
故
名
慚
愧…

こ
の
一
句
の
意
味
が
良
く
取
れ
な
い
︒
訓
読
文
と
し
て
︑
二
つ
の
読
み
を
試
み
た
︒
①
仏
︑
無
常
を
現
し
︑
有
類
︑
身
の
醜
き
こ
と
を
恥

ず
︒
仏
︑
無
常
な
る
が
故
に
︑
慚
愧
と
名
づ
く
︒
②
仏
︑
無
常
を
現
し
︑
有
類
の
身
醜
く
︑
仏
の
無
常
な
る
を
恥
じ
て
︑
故
に
慚
愧
と
名
づ
く
︒ 
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此
道
必
然
︑
如
入
已
宅
︒ 

 

此
の
道
は
必
然
に
し
て
︑
已
が
宅
に
入
る
が
如
く
︒ 

133.   

２
５
３
當
捨
生
滅
之
心
︑
而
觀
實
相
常
法
︒ 

当
に
生
滅
の
心
を
捨
て
て
︑
実
相
の
常
法
を
観
ず
べ
し
︒ 

134.   

２
５
６
文
殊
説
佛
無
常
︑
以
權
道
除
常
也
︒ 

 

文
殊
の
仏
の
無
常
を
説
く
は
︑
権
の
道
は
常
を
除
く
を
以
て
な
り
︒ 

純
陀
説
佛
常
住
︑
以
實
智
除
無
常
也
︒ 

純
陀
の
仏
の
常
住
を
説
く
は
︑
実
智
は
無
常
を
除
く
を
以
て
な
り
︒ 

二
倶
利
益
︑
両
義
無
傷
︒ 

 

二
つ
は
倶
に
利
益
し
︑
両
義
に
傷
無
し
︒ 

135.   

２
５
８
歎
其
深
解
也
︒ 

 
 

其
の
深
き
解
を
歎
ず
る
な
り
︒ 

136.   

２
６
４
視
同
一
子
故
︒ 

 
 

同
じ
く
一
子
な
り
と
視
る
が
故
な
り
︒ 

137.   

２
６
５
除
悦
執
也
︒ 

 
 

悦
の
執
を
除
く
な
り
︒ 

138.   

２
６
５
有
悦
可
想
︑
是
名
顛
倒
︒ 

 

悦
の
想
う
可
き
有
る
は
︑
是
れ
顛
倒
と
名
づ
く
︒ 

139.   

２
６
７
此
擧
果
以
除
因
執
︒ 

 

此 こ
こ

に
果
を
挙
げ
て
︑
以
て
因
執
を
除
く
︒ 

140.   

２
６
８
若
執
權
爲
實
︑
是
則
與
仁
倶
行
倒
妄
︒ 

若
し
権
を
執
し
て
実
と
為
せ
ば
︑
是
れ
則
ち
仁
と
倶
に
倒
妄
を
行
ず
︒ 

141.   

２
６
９
教
離
分
別
也
︒ 

 
 

分
別
を
離
れ
し
む
る
な
り
︒ 

142.   

２
７
２
非
如
母
牛
獨
念
其
子
︒ 

 

母
牛
の
独
り
其
の
子
を
念
ず
る
の
み
な
る
が
如
き
に
非
ず
︒ 

143.   

２
７
３
無
愛
念
觀
真
也
︒ 

 
 

愛
念
無
き
は
︑
真
を
観
る
な
り
︒ 

等
視
一
切
縁
俗
也
︒ 

 
等
し
く
一
切
の
縁
俗
を
視
る
な
り
︒ 

真
俗
雙
觀
︑
是
佛
慧
境
︒ 

 

真
俗
双
観
す
る
は
︑
是
れ
仏
の
慧
境
な
り
︒ 

144.   

２
７
７
鳥
況
法
身
也
︒ 

 
 

鳥
は
法
身
を
況
う
る
な
り
︒ 

145.   

２
７
７
喩
淨
土
也
︒ 

 
 

浄
土
を
喩
う
る
な
り
︒ 

146.   

２
７
８
海
譬
生
死
也
︒ 

 
 

海
は
生
死
を
譬
う
る
な
り
︒ 

147.   

２
７
８
黿
音
魚
袁
反
︒ 

 
 

黿
の
音
は
魚
袁
の
反
︒ 

148.   

２
７
９
徒
多
反
︒ 

 
 

徒
多
の
反
︒ 
149.   

２
７
９
喩
見
六
道
衆
生
也
︒ 

 

六
道
の
衆
生
を
見
る
を
喩
う
る
な
り
︒ 
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150.   

２
８
０
反
視
化
身
︑
現
於
三
界
︒ 

 

反 か
え

り
て
化
身
︑
三
界
に
現
る
る
を
視
る
︒ 

151.   
２
８
０
真
俗
倶
鑒
也
︒ 

 
 

真
俗
倶
に
鑒 か

ん
が

み
る
な
り
︒ 

152.   
２
８
４
我
今
説
佛
同
諸
行
者
︑
非
是
不
了
︒ 

我
れ
今
︑
仏
は
諸
行
に
同
じ
と
説
く
は
︑
是
れ
不
了
に
非
ず
︒ 

將
試
新
學
之
人
︑
故
作
是
説
︒ 

将
に
新
学
の
人
を
試
さ
ん
と
す
る
が
故
に
︑
是
の
説
を
作
す
︒ 

153.   

２
８
５
佛
自
催
供
也
︒ 

 
 

仏
は
自
ら
供
を
催
す
な
り
︒ 

154.   

２
９
２
將
因
食
起
化
故
促
之
也
︒ 

 

将
に
食
に
因
り
て
化
を
起
す
が
故
に
︑
之
を
促
す
な
り
︒ 

155.   

２
９
５
恐
一
人
之
誠
不
能
感
佛
︑ 

 

一
人
の
誠
は
︑
仏
を
感
ず
る
こ
と
能
わ
ざ
る
を
恐
る
る
が 

故
自
大
衆
同
共
請
住
︒ 

 

故
に
︑
自
ら
大
衆
は
同
じ
く
共
に
住
す
る
を
請
う
︒ 

156.   

２
９
６
亂
心
迷
道
故
止
之
也
︒ 
 

心
を
乱
し
道
に
迷
う
が
故
に
︑
之
を
止 と

ど

む
る
な
り
︒ 

157.   

２
９
７
不
堅
牢
也
︒ 

 
 

堅
牢
な
ら
ざ
る
な
り
︒ 

158.   

２
９
７
體
無
實
也
︒ 
 

 

体
に
実
無
き
な
り
︒ 

159.   

２
９
８
不
可
搏
也
︒ 

 
 

搏 と

る
可
か
ら
ざ
る
な
り
︒ 

160.   

２
９
８
無
不
空
也
︒ 

 
 

空
な
ら
ざ
る
こ
と
無
き
な
り
︒ 

161.   

２
９
８
望
之
似
有
︑
即
之
實
無
︒ 

 

之
に
望
め
ば
有
る
に
似
た
る
も
︑
之
に
即
せ
ば
実
に
無
し
︒ 

162.   

２
９
９
言
不
固
也
︒ 

 
 

固
か
ら
ず
と
言
う
な
り
︒ 

163.   

２
９
９
出
已
便
没
︒ 

 
 

出
で
已
り
て
便
ち
没
す
︒ 

164.   

３
０
０
勢
不
全
也
︒ 

 
 

勢
い
は
全
か
ら
ざ
る
な
り
︒ 

165.   

３
０
６
久
住
則
不
生
難
逢
之
想
︒ 

 

久
し
く
住
ま
れ
ば
則
ち
逢
い
難
き
の
想
い
を
生
ぜ
ず
︒ 
166.   

３
０
７
衆
生
不
知
身
之
過
患
︑
有
爲
無
常
︒ 

衆
生
は
身
の
過
患
︑
有
為
無
常
を
知
ら
ず
︒ 
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今
示
般
涅
槃
︑
令
解
斯
義
︑
故
云
法
爾
︒
今
︑
般
涅
槃
を
示
し
︑
斯 こ

の
義
を
解
し
せ
し
む
る
が
故
に
︑
法
爾
と
云
う
︒ 

167.   

３
１
０
上
言
生
死
之
患
教
之
令
離
︒ 

 

上
に
生
死
の
患
を
言
い
︑
之
を
教
え
て
離
れ
し
む
︒ 

今
説
涅
槃
之
樂
勸
之
令
求
︒ 

 

今
︑
涅
槃
の
楽
を
説
く
は
︑
之
を
勧
め
て
求
め
し
む
︒ 

168.   
３
１
３
住
無
益
也
︒ 

 
 

住
ま
る
も
益
無
き
な
り 

169.   

３
１
５
以
聞
滅
故
致
憂
︑
許
受
供
故
欣
悦
︒ 

滅
を
聞
く
を
以
て
の
故
に
憂
い
を
致
し
︑
供
を
受
く
る
を
許
す
が
故
に
欣
悦
す
︒ 

170.   

３
１
８
隨
陽
之
鳥
也
︒
若
此
方
鴻
鷹
之
屬
︒ 

随
陽150

の
鳥
な
り
︒
若
し
此
の
方
な
れ
ば
︑
鴻
鷹151

の
属 た

ぐ

い
な
り
︒ 

171.   

３
１
９
四
河
之
源
也
︒ 

 
 

四
河152

の
源
な
り
︒ 

172.   

３
１
９
況
引
根
熟
之
人
同
入
涅
槃
之
海
︒ 

 
 

根
熟
の
人
を
引
き
て
︑
同
じ
く
涅
槃
の
海
に
入
ら
し
む
る
こ
と
を
況
う
︒ 

173.   

３
２
１
化
佛
之
身
︑
隨
衆
生
機
︒ 

 

化
仏
の
身
は
︑
衆
生
の
機
に
随
う
︒ 

有
緣
則
現
︑
縁
盡
則
滅
︒ 

 

縁
有
れ
ば
則
ち
現
じ
︑
縁
尽
く
れ
ば
則
ち
滅
す
︒ 

此
乃
由
機
︑
而
不
由
壽
︒ 

 

此
れ
は
乃
ち
機
に
由
り
て
︑
寿
に
由
ら
ず
︒ 

 

今
現
涅
槃
︑
不
應
思
量
︑
壽
與
不
壽
︒ 

今
︑
涅
槃
を
現
じ
︑
応
に
寿
と
不
寿
を
思
量
す
べ
か
ら
ず
︒ 

174.   

３
２
２
示
滅
示
生
︑
同
幻
同
化
︒ 

 
滅
を
示
し
︑
生
を
示
す
は
︑
幻
に
同
じ
︑
化
に
同
じ
︒ 

175.   

３
２
３
不
染
於
生
︑
不
著
於
滅
︒ 

 
生
に
染
ま
ら
ず
︑
滅
に
著
さ
ず
︒ 

176.   

３
２
６
以
最
後
施
︑
故
能
得
之
︒ 

 

最
後
の
施
を
以
て
の
故
に
︑
能
く
之
を
得
ん
︒ 

177.   

３
２
７
能
生
佛
果
︑
喩
以
良
田
︒ 

 

能
く
仏
果
を
生
ず
る
は
︑
喩
う
る
に
良
田
を
以
て
す
︒ 

178.   

３
２
８
汝
今
施
者
︑
具
檀
波
羅
蜜
︑ 

 
 

 
 

汝
︑
今
︑
施
せ
ば
︑
檀
波
羅
蜜
を
具
え
︑ 

 
150 

随
陽…

該
当
な
し
︒ 

151 

鴻
鷹…

該
当
な
し
︒ 

152 

四
河…

﹃
大
般
涅
槃
経
義
記
﹄
巻
二
︿
寿
命
品
﹀﹁
出
四
河
者
︑
經
説
不
定
︒
或
云
出
八
︑
或
復
言
出
二
十
大
河
︑
各
有
所
以
︒
言
出
四
者
︑
此
池
在
於
香
山
之
頂
︒
於
山
四
面
有
四
獸
頭
︒

東
方
金
象
︑
口
出
恒
河
︒
南
方
銀
牛
︑
口
中
流
出
辛
頭
大
河
︒
西
瑠
璃
馬
︑
口
中
流
出
悉
陀
大
河
︒
北
頗
梨
師
子
︑
口
中
流
出
愽
叉
大
河
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
三
七
︑
六
五
八
中) 
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能
爲
衆
生
之
大
福
田
也
︒・ 

 
 

能
く
衆
生
の
大
福
田
と
為
る
な
り
︒ 

179.   

３
３
０
將
辨
施
供
故
︑
先
飲
涙
︑
而
後
辭
其
不
敏
︒ 

将
に
施
供
を
弁
ず
る153

が
故
に
︑
先
に
涙
を
飲
み
て
︑
後
に
其
の
不
敏
を
辞
す
︒ 

180.   
３
３
４
入
與
不
入
之
機
︑
惟
佛
所
了
︒ 

 

入
と
不
入
の
機
は
︑
惟 た

だ
仏
の
了
す
る
所
な
り
︒ 

我
識
微
浅
︑
故
不
能
量
︒ 

 
 

我
が
識
は
微
浅
な
る
が
故
に
︑
量
る
こ
と
能
わ
ず
︒ 

 
 

 
 

 

３
３
７
純
陀
不
閑
獻
︒
則
是
故
文
殊
與
之
同
去
︒ 

純
陀
は
献
に
閑 な

れ
ず
︒
則
ち
是
の
故
に
文
殊
は
之
れ
と
同 と

も

に
去
る
︒ 

181.   

３
３
８
梵
此
言
淨
︒
乃
至
有
頂
︑
皆
名
爲
梵
︒ 

 

梵
は
︑
此 こ

こ

に
は
浄
と
言
う
︒
乃
ち
有
頂
に
至
り
て
︑
皆
な
名
づ
け
て
梵
と
為
す
︒ 

今
之
一
動
︑
偏
種
三
界
也
︒ 
 

 

今
の
一
動
は
︑
偏 ひ

と

え
に
三
界
に
種 う

う
る
な
り
︒ 

182.   

３
４
８
此
語
當
是
佛
説
︑
集
經
之
人
記
之
略
耳
︒ 

此
の
語
は
当
に
是
れ
仏
説
な
る
べ
し
︒
集
経
の
人
︑
之
を
記
し
て
略
す
る
の
み
︒ 

183.   

３
６
８
禀
教
生
也
︒ 
 

 
 

教
を
稟
け
て
生
ず
る154

な
り
︒ 

184.   

３
６
９
喩
正
見
也
︒ 

 
 

 

正
見
を
喩
う
る
な
り
︒ 

185.   

３
６
９
謂
戒
定
慧
也
︒ 

 
 

 

戒
定
慧
を
謂
う
な
り
︒ 

186.   

３
７
０
旃
陁
羅
此
言
執
惡
︒
況
死
魔
也
︒ 

 
旃
陁
羅
は
︑
此
に
は
執
悪
と
言
う
︒
死
魔
を
況
う
る
な
り
︒ 

187.   

３
７
４
先
學
是
智
︑
後
怖
是
愚
︒ 

 
 

先
に
学
ぶ
は
是
れ
智
︑
後
に
怖
る
る
は
︑
是
れ
愚
な
り
︒ 

188.   

３
７
５
似
畏
法
深
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

法
の
深
き
を
畏
る
る
に
似
た
る
な
り
︒ 

189.   

３
７
７
喩
佛
初
發
心
時
︑
誓
度
衆
生
也
︒ 

 
 

 
 

仏
の
初
発
心
の
時
︑
衆
生
を
度
す
る
を
誓
う
を
喩
う
る
な
り
︒ 

 
153 

辨…

﹁
辦
﹂
辨
と
通
ず
︒
ソ
ナ
ウ
︑
力
を
致
す
︑
支
度
を
す
る
の
意
有
り
︒﹁
正
字
通
治
裝
就
道
曰
辦
嚴
︒
﹂﹃
大
字
典
﹄︒ 

154 

禀…

︹
上
か
ら
の
授
か
り
も
の
を
︺
受
け
取
る
︒
う…

け
る
・
う…

く
︒
賦
与
す
る
︒
あ
た…

え
る
︒
あ
た…
う
︒ 
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190.   

３
７
８
衆
生
感
佛
故
︒ 

 
 

衆
生
は
仏
を
感
ず
る
が
故
な
り
︒ 

191.   

３
７
８
囹
圄
姫
周
之
獄
名
也
︒ 

 

囹
圄
は
姫
周
の
獄
名
な
り
︒ 

佛
以
感
化
俯
入
三
界
︑
故
況
之
以
閑
︒ 

仏
は
感
化
を
以
て
三
界
に
俯
入
す
る
が
故
に
︑
之
を
況
う
る
に
閑
を
以
て
す
︒ 

192.   
３
７
９
人
謂
善
知
識
也
︒ 

 
 

人
は
︑
善
知
識
を
謂
う
な
り
︒ 

193.   
３
８
０
以
衆
生
有
病
而
菩
薩
亦
病
︒ 

 

衆
生
に
病
有
る
を
以
て
︑
菩
薩
も
亦
た
病
む
︒ 

194.   

３
８
１
衆
生
惱
盡
名
爲
得
脱
︒ 

 

衆
生
の
悩
の
尽
く
る
こ
と
を
︑
名
づ
け
て
脱
を
得
と
為
す
︒ 

入
大
涅
槃
是
乃
安
樂
︒ 

 

大
涅
槃
に
入
る
は
︑
是
れ
乃
ち
安
楽
な
り
︒ 

195.   

３
８
３
既
未
得
脱
︑
如
何
涅
槃
︒ 

 

既
に
未
だ
得
脱
せ
ざ
れ
ば
︑
如
何
ん
が
涅
槃
せ
ん
︒ 

196.   

３
９
０
譏
佛
有
慈
而
不
平
等
︒ 

 

仏
に
慈
有
る
も
︑
不
平
等
な
る
を
譏
る
︒ 

197.   

３
９
６
時
衆
以
佛
滅
爲
實
故
︑
種
種
勸
請
︒ 

時
衆
は
仏
滅
を
以
て
実
と
為
す
が
故
に
︑
種
種
に
勧
請
す
︒ 

198.   

４
０
２
感
盡
歸
真
也
︒ 

 
 

感
尽
き
て
真
に
帰
す
る
な
り
︒ 

199.   

４
０
３
教
持
戒
也
︒ 

 
 

持
戒
を
教
う
る
な
り
︒ 

200.   

４
０
４
令
修
定
也
︒ 

 
 

定
を
修
せ
し
む
る
な
り
︒ 

201.   

４
０
４
勸
修
慧
也
︒ 
 

 

慧
を
修
す
る
を
勧
む
る
な
り
︒ 

202.   

４
０
５
空
謂
生
死
︒
不
空
是
涅
槃
︒ 

 
空
は
生
死
を
謂
う
︒
不
空
は
是
れ
涅
槃
な
り
︒ 

203.   

４
０
６
涅
槃
是
常
︑
生
死
是
無
常
︒ 

 
涅
槃
は
是
れ
常
︑
生
死
は
是
れ
無
常
な
り
︒ 

204.   

４
０
７
煩
惱
未
盡
爲
苦
︑
已
斷
爲
非
苦
︒ 

煩
悩
は
未
だ
尽
き
ざ
る
を
苦
と
為
し
︑
已
に
断
ず
る
を
非
苦
と
為
す
︒ 

205.   

４
０
７
如
來
藏
者
︑
是
一
切
法
之
所
依
︒ 

如
来
蔵
と
は
︑
是
れ
一
切
法
の
所
依
な
り
︒ 

餘
非
一
切
法
依
故
︒ 

 

余
は
一
切
法
の
依 え

に
非
ざ
る
が
故
な
り
︒ 

206.   

４
０
８
正
行
出
離
︑
名
之
爲
去
︒ 

 

正
行
も
て
出
離
す
る
は
︑
之
を
名
け
て
去
る
と
為
す
︒ 

邪
行
沈
没
︑
名
爲
不
去
︒ 

 
 

邪
行
も
て
沈
没
す
る
は
︑
名
け
て
去
ら
ず
と
為
す
︒ 
207.   

４
０
８
三
寶
是
可
歸
︑
餘
不
可
歸
故
︒ 

三
宝
は
是
れ
帰
す
可
し
︒
余
は
帰
す
可
か
ら
ざ
る
が
故
な
り
︒ 
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208.   

４
０
９
法
報
二
身
無
變
易
故
是
恒
︒ 

 

法
報
の
二
身
に
変
易
無
き
が
故
に
︑
是
れ
恒
な
り
︒ 

餘
有
變
易
故
非
恒
︒ 

 

余
は
変
易
有
る
が
故
に
︑
恒
に
非
ず
︒ 

209.   

４
１
０
執
縁
起
是
無
爲
︒ 

 
 

縁
起
是
れ
無
為
な
り
と
執
す
る
は
︑
断
な
り
︒ 

210.   
４
１
０
斷
執
有
自
性
名
常
︒ 

 

自
性
有
り
と
執
す
る
は
︑
常
と
名
づ
く155

︒ 
211.   

４
１
１
未
見
佛
性
︑
名
爲
衆
生
︒ 

 

未
だ
仏
性
を
見
ざ
る
を
︑
名
づ
け
て
衆
生
と
為
す
︒ 

已
見
性
者
︑
名
非
衆
生
︒ 

 

已
に
性
を
見
る
は
︑
衆
生
に
非
ず
と
名
づ
く
︒ 

212.   

４
１
１
生
滅
爲
有
︑
不
生
不
滅
爲
無
︒ 

生
滅
を
有
と
為
し
︑
不
生
不
滅
を
無
と
為
す
︒ 

213.   

４
１
２
一
乘
是
實
︑
二
乘
非
實
︒ 

 

一
乗
は
是
れ
実
︑
二
乗
は
実
に
非
ず
︒ 

214.   

４
１
２
聖
諦
爲
真
︑
俗
諦
非
真
︒ 

 

聖
諦
を
真
と
為
し
︑
俗
諦
は
真
に
非
ず
︒ 

215.   

４
１
３
化
身
有
滅
法
身
無
滅
︒ 

 

化
身
に
滅
有
り
︑
法
身
に
滅
無
し
︒ 

216.   

４
１
３
究
竟
説
者
爲
密
︒ 

 
 

究
竟
説
と
は
︑
密
と
為
す
︒ 

非
究
竟
説
者
爲
非
密
︒ 

 

非
究
竟
説
と
は
︑
密
と
為
す
︒ 

217.   

４
１
４
世
諦
有
二
︑
真
諦
不
二
︒ 

 

世
諦
に
二
有
る
も
︑
真
諦
は
不
二
な
り
︒ 

218.   

４
１
６
此
擧
疑
以
勸
問
也
︒ 

 

此
れ
は
疑
を
挙
げ
て
︑
以
て
問
い
を
勧
む
る
な
り
︒ 

若
有
疑
不
問
︑
則
佛
在
無
益
︒ 
若
し
疑
有
り
て
問
わ
ざ
れ
ば
︑
則
ち
仏
在
る
も
益
無
し
︒ 

若
疑
問
決
了
︑
則
知
佛
是
常
︒ 
若
し
疑
問
決
了
す
れ
ば
︑
則
ち
仏
は
是
れ
常
な
り
と
知
る
︒ 

219.   

４
２
０
喩
前
五
難
也
︒ 

 
 

前
の
五
難156

を
喩
う
る
な
り
︒ 

220.   

４
２
１
八
難
者
︑
一
︑
地
獄
︒
二
︑
畜
生
︒ 

八
難
と
は
︑
一
︑
地
獄
︒
二
︑
畜
生
︒ 

三
︑
餓
鬼
︒
四
︑
人
中
盲
啞
︒ 

三
︑
餓
鬼
︒
四
︑
人
中
盲
唖
︒ 

 
155

断
執
有
自
性
名
常…

こ
れ
は
︑
有
を
執
す
る
自
性
を
断
じ
る
を
名
づ
け
て
常
︵
な
り
︶︑
と
読
む
べ
き
か
︒ 

156 

五
難…

謂
三
塗
及
欝
單
越
長
壽
天
等
︒
唐
・
李
師
政
撰
﹃
法
門
名
義
集
﹄
巻
一
﹁
生
善
處
對
治
五
難
︒
謂
三
塗
及
欝
單
越
長
壽
天
等
︒
值
善
人
對
治
佛
後
難
︒
發
宿
心
願
治
世
智
辯
聽
︒
值
善

根
治
盲
聾
喑
啞
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
五
四
︑
二
〇
四
中) 
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五
︑
世
智
辯
聰
︒
六
︑
生
佛
前
後
︒ 

五
︑
世
智
弁
聡
︒
六
︑
生
仏
前
後
︒ 

七
︑
生
鬱
單
越
︒
八
︑
生
長
壽
天
︒ 

七
︑
生
鬱
単
越
︒
八
︑
生
長
寿
天
︒ 

221.   

４
２
５
勸
勤
修
也
︒ 

 
 

勤
修
を
勧
む
る
な
り
︒ 

222.   
４
２
７
俾
倪
者
︑
謂
於
孔
中
伺
望
非
常
之
事
︒ 

俾
倪157

と
は
︑
孔
の
中
に
於
い
て
非
常
の
事
を
伺
い
望
む
る
を
謂
う
︒ 

戒
況
牆
也
︒
以
防
非
故
︒ 

 

戒
は
牆
に
況
う
な
り
︒
非
を
防
ぐ
を
以
て
の
故
な
り
︒ 

定
譬
塹
也
︒
取
境
深
故
︒ 

 

定
は
塹
に
譬
う
る
な
り
︒
境
の
深158

き
を
取
る
が
故
な
り
︒ 

慧
喩
俾
倪
︒
是
見
性
故
︒ 

 

慧
は
俾
倪
に
喩
う
︒
是
れ
性
を
見
る
が
故
な
り
︒ 

223.   

４
２
８
取
二
涅
槃
爲
虚
偽
也
︒ 

 

二
つ
の
涅
槃
を
取
る
こ
と
を
虚
偽
と
為
す
な
り
︒ 

224.   

４
３
１
住
於
小
果
是
下
心
也
︒ 

 

小
果
に
住
す
る
は
︑
是
れ
下
心
な
り
︒ 

225.   

４
３
２
出
家
者
始
學
之
初
名
︒ 

 

出
家
と
は
︑
始
学
の
初
名
な
り
︒ 

非
渉
真
之
極
路
︒ 

 
 

渉
真
の
極
路
に
非
ず
︒ 

226.   

４
３
６
自
上
皆
是
奪
其
昔
解
︑
使
捨
迷
封
也
︒ 

上
自
り
皆
な
是
れ
其
の
昔
の
解
を
奪
い
︑
迷
封
を
捨
て
せ
し
む
る
な
り
︒ 

227.   

４
３
７
欲
示
新
伊
涅
槃
故
云
真
實
教
勅
︒ 

新
し
い
伊
の
涅
槃
を
示
さ
ん
と
欲
す
る
が
故
に
︑
真
実
に
教
勅
す
と
云
う
︒ 

228.   

４
３
８
明
三
寶
縁
具
是
可
學
之
時
︒ 

 
 

 
 

三
宝
の
縁
具
わ
る
は
︑
是
れ
学
ぶ
可
き
の
時
な
る
を
明
か
す
︒ 

229.   

４
４
１
山
況
法
性
︑
草
喩
萬
善
︒ 

 
山
は
法
性
を
況
え
︑
草
は
万
善
を
喩
う
︒ 

230.   

４
４
２
譬
能
除
物
患
也
︒ 

 
 

譬
え
ば
能
く
物
の
患
い
を
除
く
な
り
︒ 

231.   

４
４
４
四
謂
道
俗
男
女
也
︒ 

 

四
に
道
俗
の
男
女
を
謂
う
な
り
︒ 

232.   

４
４
５
涅
槃
之
道
非
二
乘
境
︑
故
云
秘
藏
︒ 

涅
槃
の
道
は
二
乗
の
境
に
非
ざ
る
が
故
に
︑
秘
蔵
と
云
う
︒ 

233.   

４
４
６
言
我
亦
隨
住
秘
藏
︑ 

 

我
れ
も
亦
た
秘
蔵
に
随
住
す
と
言
う
は
︑ 
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俾
倪…

﹃
一
切
経
音
義
﹄
巻
二
五
︑﹁
俾
倪(

上
︑
普
米
反
︒
下
︑
五
禮
反
︒﹃
玉
篇
﹄
又
作
隦
堄
︑
埤
蒼
︒﹃
廣
雅
﹄
並
云
城
小
牆
︒
又
﹃
釋
名
﹄
云
︑
於
牆
孔
中
伺
候
非
常
之
事
︒
今
詳
此
字
︑

有
其
二
種
︒
一
者
︑
伺
候
︒
二
者
︑
垣
墻
︒
垣
墻
不
合
︑
從
人
伺
候
︑
豈
宜
從
土
︒
若
是
垣
墻
︑
應
為
埤
堄
︒
若
取
伺
候
︑
應
作
俾
倪
︒
兩
文
二
義
︑
不
失
諸
宗
故
也
︒)

︒﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄

五
四
︑
四
六
六
下
︒) 
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隋
・
吉
藏
﹃
法
華
義
疏
﹄
巻
六
︿
譬
喩
品 

三
﹀﹁﹁
䶩
齧
﹂
者
︑
六
根
起
貪
取
境
深
重
︑
如
䶩
齧
也
︒﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
三
四
︑
五
三
五
上) 
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化
滅
身
智
入
涅
槃
也
︒ 

 
 

身
智
を
化
滅
し
︑
涅
槃
に
入
る
な
り
︒ 

234.   

４
４
８
婆
羅
門
伊
字
三
點
︑ 

 
 

婆
羅
門
の
伊
字
三
点
は
︑ 

合
成
上
一
下
二
︑
狀
如
鼎
足
︒ 

 

上
の
一
つ
と
下
の
二
つ
を
合
成
す
れ
ば
︑
状
は
鼎
の
足
の
如
し
︒ 

若
並
若
從
雖
有
三
點
皆
不
成
字
︒ 

 

若
し
は
並
び
若
し
は
縦
に
す
れ
ば
︑
三
点
有
り
と
雖
も
︑
皆
な
字
を
成 じ

ょ
う

ぜ
ず
︒ 

235.   

４
４
９
此
天
三
目
一
在
額
中
︑ 

 
 

此
の
天
の
三
目
は
︑
一
は
額
の
中
に
在
り
て
︑ 

236.   

４
５
０
如
世
伊
字
非
從
並
也
︒ 

 
 

世
の
伊
字
は
縦
・
並
に
非
ざ
る
が
如
き
な
り
︒ 

237.   

４
５
０
三
點
異
處
︑
則
不
成
字
︒ 

 
 

三
点
は
処
を
異 こ

と

に
す
れ
ば
︑
則
ち
字
を
成
ぜ
ら
ず
︒ 

238.   

４
５
３
夫
證
涅
槃
者
︑
要
有
能
證
之
身
︑ 

 

夫
れ
涅
槃
を
証
す
と
は
︑
能
証
の
身
︑ 

智
慧
之
用
︒
又
須
煩
惱
等
滅
三
法
具
足
︑ 

智
慧
の
用
有
る
こ
と
を
要
す
︒
又
た
須
か
ら
く
煩
悩
等
滅
し
て
三
法
具
足
す
べ
き
を 

名
證
涅
槃
︒
此
三
各
別
︑ 

 
 

涅
槃
を
証
す
名
づ
く
︒
此
の
三
は
各
別
に
し
て
︑ 

未
有
斷
證
非
涅
槃
也
︒ 

 
 

未
だ
断
証
有
ら
ず
︑
涅
槃
に
非
ざ
る
な
り
︒ 

239.   

４
５
４
無
感
不
應
︑
名
爲
法
身
︒ 

 
 

感
と
し
て
応
ぜ
ざ
る
こ
と
無
き
を
︑
名
づ
け
て
法
身
と
為
す
︒ 

無
境
不
照
︑
稱
爲
般
若
︒ 

 
 

境
と
し
て
照
ら
さ
ざ
る
こ
と
無
き
を
︑
称
し
て
般
若
と
為
す
︒ 

無
累
不
盡
︑
是
名
解
脱
︒ 

 
 

累
と
し
て
尽
く
さ
ざ
る
こ
と
無
き
は
︑
是
れ
解
脱
と
名
づ
く
︒ 

240.   
 

三
法
圓
備
︑
即
是
涅
槃
︒ 

 
 

三
法
は
円
備
し
て
︑
即
ち
是
れ
涅
槃
な
り
︒ 

241.   

４
５
５
示
滅
身
智
也
︒ 

 
 

 

身
智
の
滅
す
る
を
示
す
な
り
︒ 

242.   

４
５
６
以
三
點
喩
三
法
︒ 

 
 

 

三
点
を
以
て
三
法
を
喩
う
︒ 

243.   

４
５
８
捨
應
歸
本
︑
長
與
物
隔
︑
故
生
憂
也
︒ 

 

応
を
捨
て
て
本
に
帰
す
︒
長
く
物
と
隔
つ
る
が
故
に
︑
憂
い
を
生
ず
る
な
り
︒ 

244.   

４
６
０
無
常
故
空
︑
空
故
無
我
︒ 

 
 

無
常
の
故
に
空
︑
空
の
故
に
無
我
な
り
︒ 

245.   

４
６
１
象
喩
於
常
︑
迹
況
無
常
︑ 

 
 

象
は
常
を
喩
え
︑
迹
は
無
常
を
況
う
︒ 

故
尋
象
之
迹
︑
以
得
象
體
︒ 

 
 

故
に
︑
象
の
迹
を
尋 た

ず

ね
て
︑
以
て
象
の
体
を
得
︒ 
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尋
無
常
用
以
至
於
常
︒ 

 
 

無
常
の
用
を
尋
ね
て
︑
以
て
常
に
至
る
︒ 

246.   

４
６
２
謂
能
除
三
界
欲
愛
慢
也
︒ 

 
 

能
く
三
界
の
欲
愛
慢
を
除
く
を
謂
う
な
り
︒ 

247.   

４
６
４
想
謂
證
智
也
︒ 

 
 

 

想
は
智
を
証
す
る
を
謂
う
な
り
︒ 

248.   
４
６
５
此
引
昔
説
以
難
今
也
︒ 

 
 

此
れ
は
昔
の
説
を
引
き
て
︑
以
て
今
を
難
ず
る
な
り
︒ 

若
世
尊
久
離
無
常
想
者
︑ 

 
 

若
し
世
尊
は
久
し
く
無
常
の
想
を
離
る
れ
ば
︑ 

何
故
今
日
方
般
涅
槃
︒ 

 
 

何
が
故
に
今
日
方
に
般
涅
槃
す
る
や
︒ 

249.   

４
６
８
此
引
今
説
以
難
昔
也
︒
若
修
無
常
想
︑ 

 

此
れ
は
今
の
説
を
引
き
て
︑
以
て
昔
を
難
ず
る
な
り
︒
若
し
無
常
の
想
を
修
し
て
︑ 

不
能
離
無
常
想
者
︑ 

 
 

無
常
の
想
を
離
る
る
こ
と
能
わ
ざ
れ
ば
︑ 

則
昔
言
能
離
是
虚
妄
也
︒ 

 
 

則
ち
昔
︑
能
く
是
の
虚
妄
を
離
る
と
言
う
な
り
︒ 

250.   

４
６
９
此
歎
無
常
之
勝
用
︒
草
穢
況
愛
慢
也
︒ 

 

此
れ
は
無
常
の
勝
用
を
歎
ず
︒
草
穢
は
愛
慢
を
況
う
る
な
り
︒ 

251.   

４
７
０
夫
空
解
必
因
於
有
︒
有
不
可
得
空
︒ 

 

夫
れ
空
解
は
必
ず
有
に
因
る
︒
有
は
不
可
得
空
な
り
︒ 

252.   

４
７
１
何
以
空
︒
空
有
既
除
︑
二
想
倶
滅
︒ 

 

何
を
以
て
空
な
る
や
︒
空
有
既
に
除
こ
れ
ば
︑
二
想
は
倶
に
滅
す
︒ 

253.   

４
７
４
勝
義
生
常
故
︒ 

 
 

 

勝
義
は
常
を
生
ず
る
が
故
な
り
︒ 

254.   

４
７
８
若
棄
衆
生
︑
入
涅
槃
者
︑
是
無
兼
愛
之
心
︒
若
し
衆
生
を
棄
て
涅
槃
に
入
る
れ
ば
︑
是
れ
兼
愛
の
心
無
し
︒ 

255.   

４
７
９
云
何
見
捨
將
入
涅
槃
︒ 

 
 

云
何
ん
が
捨
て
ら
れ
て
︑
将
に
涅
槃
に
入
ら
ん
と
す
る
や
︒ 

256.   

４
８
２
象
喩
菩
薩
︒ 

 
 

 
象
は
菩
薩
を
喩
う
︒ 

257.   

４
８
３
況
魔
王
也
︒ 

 
 

 
魔
王
を
況
う
る
な
り
︒ 

258.   

４
８
４
此
喩
菩
薩
︑
絶
棄
煩
惱
︑ 

 
 

此
れ
は
菩
薩
を
喩
う
︒
煩
悩
を
絶
ち
棄
て
︑ 

不
籍
如
來
︑
久
住
於
世
︒ 

 
 

如
来
の
世
に
久
住
す
る
こ
と
を
籍 か

り
ず
︒ 

259.   

４
８
５
見
惑
有
四
十
四
諦
︑
各
十
故
︒ 

 

見
惑
に
四
十
四
の
諦
有
り
︑
各
十
あ
る
が
故
な
り
︒ 

欲
愛
有
六
︑
貪
瞋
慢
無
明
倶
生
身
邊
見
︒ 

欲
愛
に
六
有
り
︒
貪
・
瞋
・
慢
・
無
明
・
倶
生
身
・
辺
見
な
り
︒ 

上
二
界
各
五
︑
除
瞋
・
無
明
住
地
︒ 

 

上
の
二
界
に
各
五
あ
り
︒
瞋
・
無
明
住
地
を
除
く
︒ 
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一
合
五
十
七
也 

 
 

 

一
合
し
て
五
十
七
な
り
︒ 

260.   

４
８
６
聲
聞
之
人
不
同
菩
薩
︑ 

 

声
聞
の
人
は
菩
薩
に
同
じ
か
ら
ず
︑ 

能
脱
煩
惱
故
勸
住
也
︒ 

 

能
く
煩
悩
を
脱
す
る
が
故
に
︑
住
を
勧
む
る
な
り
︒ 

261.   
４
８
７
業
起
不
恒
故
︑
況
之
以
瘧
疾
︒ 

業
起
こ
る
も
恒
な
ら
ざ
る
が
故
に
︑
之
を
況
う
る
に
瘧
疾
を
以
て
す
︒ 

262.   
４
９
１
酒
況
煩
惱
︒
人
喩
比
丘
︒ 

 

酒
は
煩
悩
を
況
え
︑
人
は
比
丘
を
喩
う
︒ 

言
其
不
能
覺
了
自
體
之
實
︑ 

 

其
の
自
体
の
実
を
覚
了
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
を
言
う
︒ 

此
譬
不
知
真
也
︒ 

 
 

此
れ
は
真
を
知
ら
ざ
る
を
譬
う
る
な
り
︒ 

263.   

４
９
２
況
不
知
妄
也
︒ 

 
 

妄
を
知
ら
ざ
る
を
況
う
る
な
り
︒ 

264.   

４
９
２
喩
起
倒
想
︒ 

 
 

倒
想
を
起
こ
す
を
喩
う
︒ 

265.   

４
９
３
譬
所
發
業
也
︒ 

 
 

発
す
る
所
の
業
を
譬
う
る
な
り
︒ 

266.   

４
９
３
喩
生
死
也
︒ 

 
 

生
死
を
喩
う
る
な
り
︒ 

267.   

４
９
４
良
師
譬
佛
︑
藥
況
教
法
︒ 

 

良
師
は
仏
を
譬
え
︑
薬
は
教
法
を
況
う
︒ 

268.   

４
９
４
喩
斷
煩
惱
也
︒ 

 
 

煩
悩
を
断
ず
る
を
喩
う
る
な
り
︒ 

269.   

４
９
５
知
真
識
妄
也
︒ 
 

 

真
を
知
り
妄
を
識
る
な
り
︒ 

270.   

４
９
５
愧
迷
荒
也
︒ 

 
 

迷
荒
を
愧
ず
る
な
り
︒ 

271.   

４
９
６
悔
前
非
也
︒ 

 
 

前
の
非
を
悔
ゆ
る
な
り
︒ 

272.   

４
９
６
煩
惱
爲
衆
惡
之
源
也
︒ 

 

煩
悩
は
衆
悪
の
源
と
為
す
な
り
︒ 

273.   

４
９
７
煩
惱
若
斷
︑
則
衆
惡
咸
滅
︒ 

 

煩
悩
若
し
断
ず
れ
ば
︑
則
ち
衆
悪
は
咸
く
滅
す
︒ 

274.   

４
９
８
明
昔
過
也
︒ 

 
 

昔
の
過
を
明
か
す
な
り 

275.   

５
０
２
合
服
已
吐
酒
也
︒ 

 
 

合
せ
て
服
し
已
り
て
︑
酒
を
吐
く
な
り
︒ 

276.   

５
０
２
喩
未
斷
煩
惱
也
︒ 

 
 

未
だ
煩
悩
を
断
ぜ
ざ
る
を
喩
う
る
な
り
︒ 

277.   

５
０
４
芭
蕉
不
堅
亦
猶
身
之
無
我
︒ 

 

芭
蕉
は
堅
か
ら
ず
︑
亦
た
猶
お
身
の
無
我
な
る
が
ご
と
し
︒ 
278.   

５
０
７
無
我
用
也
︒ 

 
 

無
我
の
用
な
り
︒ 
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279.   

５
０
９
無
我
體
也
︒ 

 
 

 

無
我
の
体
な
り
︒ 

280.   

５
１
１
我
尚
不
可
得
︒
我
所
何
可
得
︒ 

 

我
す
ら
尚
お
得
る
可
か
ら
ず
︒
我
所
は
何
ぞ
得
可
き
や
︒ 

所
我
兼
忘
︑
故
無
慢
也
︒ 

 
 

 
 

 

所
・
我
兼
ね
て
忘
る
る
が
故
に
︑
慢
無
き
な
り
︒ 

281.   
５
１
２
昔
教
今
教
倶
世
尊
説
︒ 

 
 

昔
の
教
︑
今
の
教
は
倶
に
世
尊
の
説
な
り
︒ 

昔
教
既
非
︑
今
何
必
是
︒ 

 
 

昔
の
教
は
既
に
非
な
れ
ば
︑
今
何
ぞ
必
ず
し
も
是
な
る
や
︒ 

故
執
昔
之
教
︒
取
決
於
今
︒ 

 
 

故
に
昔
の
教
を
執
し
︑
決
を
今
に
取
る
︒ 

282.   

５
１
５
有
我
想
者
︑
則
有
見
取
︒ 

 
 

我
想
有
り
と
は
︑
則
ち
見
取
有
り
︒ 

無
我
故
︑
無
想
則
無
見
︒ 

 
 

無
我
の
故
に
︑
無
想
は
則
ち
無
見
な
り
︒ 

283.   

５
１
７
別
其
所
執
︑
故
稱
歎
之
︒ 

 
 

其
の
所
執
を
別
つ
が
故
に
︑
之
れ
を
称
歎
す
︒ 

284.   

５
２
０
悶
惑
之
狀
也
︒ 

 
 

 

悶
惑
の
状
な
り
︒ 

285.   

５
２
１
聲
聞
之
人
謂
菩
薩
︑
於
非
常
之
中
︑
妄
生
常
執
︒ 

声
聞
の
人
は
︑
菩
薩
︑
非
常
の
中
に
於
い
て
妄
り
に
常
執
を
生
ず
と
謂
う
︒ 

猶
如
酔
人
︑
於
非
轉
中
︑
而
生
轉
想
︒ 

 

猶
お
酔
人
の
非
転
の
中
に
於
い
て
︑
転
の
想
を
生
ず
る
が
如
し
︒ 

286.   

５
２
４
不
修
無
常
苦
空
無
我
︑ 

 
 

無
常
・
苦
・
空
・
無
我
を
修
せ
ざ
れ
ば
︑ 

則
流
轉
生
死
︑
非
聖
人
也
︒ 

 
 

 

則
ち
生
死
に
流
転
し
︑
聖
人
に
非
ざ
る
な
り
︒ 

287.   

５
２
５
以
能
離
生
死
故
修
︒ 

 
 

能
く
生
死
を
離
れ
る
を
以
て
の
故
に
修
す
︒ 

288.   

５
２
７
聲
聞
之
人
︑
觀
空
無
常
︑
以
爲
實
諦
︒ 

 

声
聞
の
人
は
︑
空
無
常
を
観
じ
て
︑
以
て
実
諦
と
為
す
︒ 

未
知
真
我
是
佛
︑
故
云
不
達
︒ 

 
未
だ
真
我
は
是
れ
仏
と
知
ら
ざ
る
が
故
︑
達
せ
ず
と
云
う 

289.   

５
２
９
佛
果
是
常
︑
而
計
無
常
︒ 

 
 

仏
果
は
是
れ
常
な
る
も
︑
而
も
無
常
な
り
と
計
す
︒ 

猶
如
酔
人
於
非
轉
處
而
生
轉
想
︒ 

 
猶
お
酔
人
の
非
転
処
に
於
い
て
転
想
を
生
ず
る
が
如
し
︒ 

290.   

５
３
１
妄
生
計
執
不
達
真
我
等
︒ 

 
 

妄
り
に
計
執
を
生
じ
︑
真
我
に
達
せ
ざ
る
等
な
り
︒ 

291.   

５
３
３
報
佛
是
法
︑
佛
妙
用
能
生
一
切
法
︑ 

 

報
仏
は
是
れ
法
な
り
︒
仏
の
妙
用
は
能
く
一
切
の
法
を
生
ず
︒ 

292.   

５
３
４
故
言
是
佛
義
︒ 

 
 

 

故
に
是
れ
仏
の
義
な
り
と
言
う
︒ 
293.   

５
３
４
法
身
寧
然
恒
住
︑ 

 
 

 

法
身
は
寧
然
と
し
て
恒
住
し
︑ 



８２ 
 

 
 

能
與
二
身
爲
所
依
故
云
常
也
︒ 

能
く
二
身
と
と
も
に
所
依
と
為
す
が
故
に
︑
常
と
云
う
な
り
︒ 

二
身
隨
機
起
滅
︑
不
得
名
常
︒
︒ 

二
身
は
機
に
随
い
て
滅
を
起
こ
す
を
︑
常
と
名
づ
く
る
こ
と
を
得
ず
︒ 

294.   

５
３
６
法
身
離
二
生
死
︑ 

 
 

 
 

 
 

 
 

法
身
は
二
つ
の
生
死
を
離
れ
︑ 

證
得
無
餘
涅
槃
故
云
樂
也
︒ 

 
 

 
 

無
余
涅
槃
を
証
得
す
る
が
故
に
︑
楽
と
云
う
な
り
︒ 

295.   
５
３
６
法
離
非
法
︑
故
名
爲
淨
︒ 

 

法
は
非
法
を
離
る
る
が
故
に
︑
名
づ
け
て
浄
と
為
す
︒ 

296.   

５
３
９
汝
之
三
修
︑
是
昔
權
教
︒ 

 

汝
の
三
修
は
是
れ
昔
の
権
教
な
り
︒ 

以
昔
對
今
非
實
義
也
︒ 

 

昔
を
以
て
今
に
対
す
る
は
︑
実
義
に
非
ざ
る
な
り
︒ 

297.   

５
４
０
勝
者
謂
大
乘
三
修
也
︒ 

 

勝
れ
た
る
者
は
︑
大
乗
の
三
修
を
謂
う
な
り
︒ 

298.   

５
４
４
正
謂
常
樂
我
淨
也
︒ 

 

正
し
く
常
・
楽
・
我
・
浄
を
謂
う
な
り
︒ 

299.   

５
４
６
夫
倒
必
起
對
︒
若
於
樂
中
生
苦
想
等
︑ 

夫
れ
倒
は
必
ず
対
を
起
こ
す
︒
若
し
楽
中
に
於
い
て
苦
想
等
を
生
ず
れ
ば
︑ 

必
於
苦
中
生
樂
想
等
︒ 

 

必
ず
苦
中
に
於
い
て
楽
想
等
を
生
ず
︒ 

300.   

５
４
７
謂
非
我
計
我
等
︒ 

 
 

非
我
を
我
と
計
す
等
を
謂
う
︒ 

301.   

５
４
８
謂
真
常
真
樂
等
︒ 

 
 

真
の
常
︑
真
の
楽
等
を
謂
う
︒ 

302.   

５
４
９
謂
苦
中
見
樂
等
︒ 
 

 

苦
中
に
楽
を
見
る
等
を
謂
う
︒ 

303.   

５
５
０
謂
知
我
是
佛
義
等
︒ 

 
我
は
是
れ
仏
の
義
な
る
を
知
る
等
を
謂
う
︒ 

304.   

５
５
１
分
別
是
非
名
爲
想
倒
︒ 

 
是
非
を
分
別
す
る
を
︑
名
づ
け
て
想
倒
と
為
す
︒ 

謬
縁
於
理
︒
此
爲
心
倒
︒ 

 

謬
り
て
理
を
縁
ず
︒
此
れ
を
心
倒
と
為
す
︒ 

305.   

５
５
２
執
佛
無
常
是
爲
見
倒
︒ 

 

仏
の
無
常
を
執
す
る
は
︑
是
れ
を
見
倒
と
為
す
︒ 

306.   

５
５
３
謂
佛
地
中
起
四
倒
也
︒ 

 

仏
地
の
中
に
︑
四
倒
を
起
こ
す
を
謂
う
な
り
︒ 

307.   

５
５
５
生
死
不
自
在
故
知
無
我
也
︒ 

 

生
死
は
自
在
な
ら
ざ
る
が
故
に
︑
無
我
な
り
と
知
る
な
り
︒ 

若
有
我
者
應
當
自
在
︒ 

 

若
し
我
有
れ
ば
︑
応
当
に
自
在
な
る
べ
し
︒ 

308.   

５
５
６
如
來
有
八
自
在
故
得
名
爲
我
也
︒ 

如
来
に
八
自
在
有
る
が
故
に
︑
名
づ
け
て
我
と
為
す
こ
と
を
得
る
な
り
︒ 
309.   

５
５
７
二
乘
有
生
滅
故
無
常
︒ 

 

二
乗
に
生
滅
有
る
が
故
に
︑
無
常
な
り
︒ 



８３ 
 

310.   

５
５
７
法
身
無
生
滅
故
名
常
︒ 

 
 

 
 

 

法
身
に
生
滅
無
き
が
故
に
︑
常
と
名
づ
く
︒ 

311.   

５
５
８
因
苦
果
苦
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

因
苦
︑
果
苦
な
り
︒ 

312.   

５
５
８
體
寧
靜
故
︒ 

 
 

 
 

 
 

体
は
寧
静
な
る
が
故
な
り
︒ 

313.   
５
５
９
謂
一
切
有
漏
之
法
也
︒ 

 
 

 
 

 

一
切
有
漏
の
法
を
謂
う
な
り
︒ 

314.   
５
６
０
謂
一
切
無
漏
道
法
也
︒ 

 
 

一
切
の
無
漏
の
道
法
を
謂
う
な
り
︒ 

315.   

５
６
０
見
正
而
無
倒
也
︒ 

 
 

 

見
正
し
く
し
て
︑
無
倒
な
り
︒ 

316.   

５
６
１
體
言
識
旨
爲
知
字
義
︒ 

 
 

言
を
体
し
旨
を
識
る
を
︑
字
義
を
知
る
と
為
す
︒ 

317.   

５
６
２
能
知
四
德
則
無
復
四
倒
︒ 

 
 

能
く
四
徳
を
知
れ
ば
︑
則
ち
復
た
四
倒
無
し
︒ 

318.   

５
７
０
若
不
住
世
則
隨
入
涅
槃
︒ 

 
 

若
し
世
に
住
せ
ざ
れ
ば
︑
則
ち
随
い
て
涅
槃
に
入
る
︒ 

勸
住
誠
深
︒
敢
以
死
請
︒ 

 
 

 

住
す
る
こ
と
を
勧
む
る
こ
と
誠
は
深
し
︒
敢
え
て
死
を
以
て
請
う
︒ 

319.   

５
７
２
獨
付
迦
葉
者
︑
以
彼
亦
有
一
時
匡
化
能
故
︒ 

独
り
迦
葉
に
付
す
と
は
︑
彼
に
亦
た
一
時
の
匡
化
の
能
有
る
を
以
て
の
故
な
り
︒ 

320.   

５
７
８
勸
知
前
權
而
後
實
也
︒ 

 
 

前
は
権
に
し
て
後
は
実
な
る
を
知
る
を
勧
む
る
な
り
︒ 

321.   

５
７
９
喩
起
行
時
也
︒ 

 
 

 

行
を
起
こ
す
時
を
喩
う
る
な
り
︒ 

322.   

５
７
９
譬
聞
衆
也
︒ 
 

 
 

聞
衆
を
譬
う
る
な
り
︒ 

323.   

５
８
０
洗
塵
垢
也
︒ 

 
 

 

塵
垢
を
洗
う
な
り
︒ 

324.   

５
８
０
依
權
教
也
︒ 

 
 

 

権
教
に
依
る
な
り
︒ 

325.   

５
８
０
常
理
可
珍
故
況
之
以
寶
︒ 

 
 

常
理
は
珍
と
す
可
き
が
故
に
︑
之
を
況
う
る
に
宝
を
以
て
す
︒ 

326.   

５
８
１
隠
於
無
常
之
教
故
云
没
水
︒ 

 
 

無
常
の
教
に
隠
る
る
が
故
に
︑
水
に
没
す
と
云
う
︒ 

327.   

５
８
１
求
權
教
人
也
︒ 

 
 

 
権
を
求
め
て
人
に
教
う
る
な
り
︒ 

328.   

５
８
２
倶
觀
無
常
也
︒ 

 
 

 

倶
に
無
常
を
観
ず
る
な
り
︒ 

329.   

５
８
２
求
常
旨
也
︒ 

 
 

 

常
旨
を
求
む
る
な
り
︒ 

330.   

５
８
３
以
妄
計
爲
真
實
也
︒ 

 
 

妄
計
を
以
て
真
実
と
為
す
な
り
︒ 
331.   

５
８
４
離
麁
重
縛
名
爲
持
出
︒ 

 
 

麁
重
の
縛
を
離
る
る
を
︑
名
づ
け
て
持
ち
出
す
と
為
す
︒ 
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猶
拘
相
染
是
曰
非
真
︒ 

 
 

猶
お
相
染159

に
拘
わ
る
は
︑
是
れ
真
に
非
ざ
る
を
曰
う
︒ 

332.   

５
８
５
言
真
常
之
旨
隠
昔
教
中
︒ 

 
 

真
常
の
旨
は
昔
教
の
中
に
隠
る
る
を
言
う
︒ 

333.   

５
８
６
珠
力
況
常
性
也
︒
澄
清
謂
聞
經
生
信
︒ 

 

珠
の
力
は
常
性
を
況
う
る
な
り
︒
澄
清
は
経
を
聞
い
て
信
を
生
ず
る
を
謂
う
︒ 

334.   
５
８
７
謂
大
乘
人
也
︒ 

 
 

 

大
乗
の
人
を
謂
う
な
り
︒ 

335.   
５
８
７
依
教
聞
見
未
得
親
證
故
云
在
下
︒ 

 

教
に
依
り
て
聞
見
す
る
も
︑
未
だ
親
証
を
得
ざ
る
が
故
に
︑
下
に
在
り
と
云
う
︒ 

336.   

５
８
８
真
理
圓
明
喩
如
空
月
︒ 

 
 

真
理
は
円
明
に
し
て
︑
喩
う
る
に
空
の
月
の
如
し
︒ 

337.   

５
８
９
謂
依
教
起
行
之
人
也
︒ 

 
 

教
に
依
り
て
行
を
起
こ
す
の
人
を
謂
う
な
り
︒ 

338.   

５
８
９
於
無
常
中
諦
觀
常
理
︑ 

 
 

無
常
の
中
に
於
い
て
︑
常
理
を
諦
観
し
︑ 

339.   

５
９
０
證
常
理
也
︒ 

 
 

 

常
理
を
証
す
る
な
り
︒ 

340.   

６
０
０
若
有
我
爲
真
︑
無
我
非
實
︒ 

 
 

若
し
我
有
る
を
真
と
為
せ
ば
︑
無
我
は
実
に
非
ず
︒ 

世
尊
昔
時
何
故
不
言
令
謬
取
︒ 

 

世
尊
は
昔
時
︑
何
が
故
に
︑
謬
り
て
取
ら
し
む
と
言
わ
ざ
る
や
︒ 

二
説
相
違
故
起
斯
問
︒ 

 
 

二
説
は
相
違
す
る
が
故
に
︑
斯
の
問
い
を
起
こ
す
︒ 

341.   

６
０
２
無
我
之
理
於
邪
爲
藥
︑
於
真
爲
病
︑ 

 

無
我
の
理
は
︑
邪
に
於
い
て
は
薬
と
為
し
︑
真
に
於
い
て
は
病
と
為
す
︒ 

故
須
昔
讃
而
今
毀
也
︒ 

 
 

故
に
須
く
昔
は
讃
う
る
ど
も
︑
今
は
毀
る
べ
き
な
り
︒ 

342.   

６
０
３
王
喩
比
丘
也
︒ 

 
 

 

王
は
比
丘
を
喩
う
る
な
り
︒ 

343.   

６
０
３
毉
況
説
邪
教
者
也
︒ 

 
 

医
は
︑
邪
教
を
説
く
者
を
況
う
る
な
り
︒ 

心
不
測
正
法
爲
頑
︒ 

 
 

心
︑
正
法
を
測
ら
ざ
る
を
頑
と
為
す
︒ 

口
不
談
中
道
爲
嚚
︒ 

 
 

口
︑
中
道
を
談
せ
ず
ざ
る
を
器
と
為
す
︒ 

344.   

６
０
５
混
邪
正
也
︒ 

 
 

 
邪
正
を
混
ず
る
な
り
︒ 

345.   

６
０
４
加
供
養
也
︒ 

 
 

 

供
養
を
加
う
る
な
り
︒ 

346.   

６
０
５
乳
況
邪
我
也
︒ 

 
 

 

乳
は
︑
邪
我
を
況
う
る
な
り
︒ 
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染…

相
縛
と
同
義
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒ 
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347.   

６
０
６
不
知
我
有
真
偽
也
︒ 

 

我
に
真
偽
有
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
︒ 

348.   

６
０
７
風
喩
瞋
︑
冷
況
癡
︑
熱
譬
貪
︒ 

風
は
瞋
を
喩
え
︑
冷
は
癡
を
況
え
︑
熱
は
貪
を
譬
う
︒ 

349.   

６
０
８
喩
八
萬
四
千
之
塵
勞
也
︒ 

 

八
万
四
千
の
塵
勞
を
喩
う
る
な
り
︒ 

350.   
６
０
８
純
説
邪
我
也
︒ 

 
 

純
ら
邪
我
を
説
く
な
り
︒ 

351.   
６
０
９
邪
我
増
諸
煩
惱
︑
正
我
能
滅
無
明
︒ 

邪
我
は
諸
煩
悩
を
増
し
︑
正
我
は
能
く
無
明
を
滅
す
︒ 

352.   

６
１
０
喩
佛
也
︒ 

 
 

仏
を
喩
う
る
な
り
︒ 

353.   

６
１
０
一
︑
識
病
︒
二
︑
知
病
因
︒ 

 

一
︑
病
を
識
る
︒
二
︑
病
因
を
知
る
︒ 

三
︑
知
病
相
︒
四
︑
知
病
處
︒ 

三
︑
病
相
を
知
る
︒
四
︑
病
処
を
知
る
︒ 

五
︑
知
病
時
︒
六
︑
知
藥
︒ 

 

五
︑
病
時
を
知
る
︒
六
︑
薬
を
知
る
︒ 

七
︑
知
療
︒
八
︑
知
禁
︒ 

 

七
︑
療
を
知
る
︒
八
︑
禁
を
知
る
︒ 

354.   

６
１
１
知
衆
生
之
根
性
也
︒ 

 

衆
生
の
根
性
を
知
る
な
り
︒ 

355.   

６
１
１
況
我
無
我
教
也
︒ 

 
 

我
・
無
我
の
教
え
を
況
う
る
な
り
︒ 

356.   

６
１
２
遠
方
謂
淨
土
也
︒ 

 
 

遠
方
は
浄
土
を
謂
う
な
り
︒ 

357.   

６
１
３
邪
見
熾
然
謂
佛
劣
已
︒ 

 

邪
見
は
熾
然
と
し
て
︑
仏
の
劣
し
已
わ
る
を
謂
う
︒ 

358.   

６
１
４
況
設
權
道
也
︒ 

 
 

権
道160

を
設
く
る
を
況
う
る
な
り
︒ 

如
以
鬱
頭
藍
弗
爲
師
之
類
是
也
︒ 
鬱
頭
藍
弗
を
以
て
師
と
為
す
の
類
の
如
き
︑
是
れ
な
り
︒ 

359.   

６
１
６
將
欲
化
之
故
先
誘
之
︒ 

 

将
に
之
を
化
せ
ん
と
欲
す
る
が
故
に
︑
先
に
之
を
誘
う
︒ 

360.   

６
１
７
外
道
多
修
六
行
︒ 

 
 

外
道
は
多
く
六
行
を
修
す
︒ 

361.   

６
１
８
八
禪
地
中
各
有
六
行
︒ 

 

八
禅
地
の
中
に
各
六
行
有
り
︒ 

六
八
四
十
有
八
也
︒ 

 

六
八
四
十
有
八
な
り
︒ 
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権
道…

權
實
の
こ
と
︒﹃
大
般
涅
槃
経
集
解
﹄
巻
六
四
﹁
僧
亮
曰
︒
智
者
見
法
︒
法
理
無
二
︒
謂
佛
説
實
不
説
權
也
︒
無
智
不
見
法
故
︒
佛
説
權
道
︑
謂
道
有
權
實
︑
説
不
定
也
︒
謂
我
作
不

定
説
者
︑
自
不
見
法
︒
謂
佛
説
有
二
︒
所
以
起
諍
論
也
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
三
七
︑
五
七
五
下) 
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362.   

６
２
０
因
邪
以
通
正
也
︒ 

 
 

 

邪
に
因
り
て
以
て
正
に
通
ず
る
な
り
︒ 

363.   

６
２
１
謂
十
善
五
戒
等
︒ 

 
 

 

十
善
・
五
戒
等
を
謂
う
︒ 

364.   

６
２
２
謂
神
通
解
脱
等
︒ 

 
 

 

神
通
解
脱
等
を
謂
う
︒ 

365.   
６
２
３
以
定
除
亂
謂
之
治
國
︒ 

 
 

 
 

 

定
を
以
て
乱
を
除
く
は
︑
之
を
治
国
と
謂
う
︒ 

以
慧
去
結
名
爲
療
病
︒ 

 
 

慧
を
以
て
結
を
去
る
を
︑
名
づ
け
て
療
病
を
為
す
︒ 

366.   

６
２
４
謂
聞
正
教
也
︒ 

 
 

 

正
教
を
聞
く
を
謂
う
な
り
︒ 

367.   

６
２
５
癡
喩
邪
見
︒
騃
音
五
駭
反
︒ 

 
 

癡
は
邪
見
を
喩
う
︒
騃
の
音
は
五
駭
の
反
な
り
︒ 

368.   

６
２
６
棄
邪
也
︒ 

 
 

 

邪
を
棄
つ
る
な
り
︒ 

369.   

６
２
６
歸
正
也
︒ 

 
 

 

正
に
帰
す
る
な
り
︒ 

370.   

６
２
８
空
理
無
二
故
云
一
也
︒ 

 
 

空
理
に
二
が
故
に
︑
一
と
云
う
な
り
︒ 

371.   

６
２
９
右
以
便
爲
喩
︒
況
初
學
也
︒ 

 
 

右
は
便
を
以
て
喩
と
為
す
︒
初
学
を
況
う
る
な
り
︒ 

372.   

６
２
９
譬
常
樂
等
信
根
也
︒ 

 
 

常
楽
等
の
信
根
を
譬
う
る
な
り
︒ 

373.   

６
３
０
無
所
執
也
︒ 

 
 

 

執
す
る
所
無
き
な
り
︒ 

374.   

６
３
１
根
未
偏
熟
故
云
不
敢
︒ 

 
 

根
は
未
だ
偏
え
に
熟
さ
ざ
る
が
故
に
︑
不
敢
と
云
う
︒ 

375.   

６
３
３
勸
捨
邪
我
也
︒ 

 
 

 

邪
我
を
捨
つ
る
こ
と
を
勧
む
る
な
り
︒ 

376.   

６
３
４
邪
我
執
著
故
多
損
耳
︒ 

 
 

邪
我
は
執
著
す
る
が
故
に
︑
損
多
き
の
み
︒ 

377.   

６
３
５
邪
我
爲
衆
倒
之
源
故
︑
況
之
以
首
也
︒ 

 
邪
我
は
衆
倒
の
源
と
為
す
が
故
に
︑
之
れ
を
況
う
る
に
首
を
持
っ
て
す
る
な
り
︒ 

今
説
無
常
之
教
以
斷
其
感
︑
猶
如
斬
焉
︒ 
今
︑
無
常
の
教
を
説
い
て
︑
以
て
其
の
惑
を
断
ず
る
は
︑
猶
お
斬
す
る
が
如
し
︒ 

378.   

６
３
６
若
禁
邪
我
︑
則
慧
命
得
全
︒
爲
不
横
也
︒ 

 
 

若
し
邪
我
を
禁
ず
れ
ば
︑
則
ち
慧
命
は
全
き
を
得
︒
不
横
と
為
す
な
り
︒ 

379.   

６
３
７
樂
謂
涅
槃
之
道
也
︒ 

 
 

楽
は
涅
槃
の
道
を
謂
う
な
り
︒ 

380.   

６
３
８
所
教
易
信
也
︒ 

 
 

 

教
う
る
所
は
信
じ
易
き
な
り
︒ 

381.   

６
３
８
況
轉
教
也
︒ 

 
 

 

教
を
転
ず
る
を
況
う
る
な
り
︒ 
382.   

６
４
０
禁
邪
我
也
︒ 

 
 

 

邪
我
を
禁
ず
る
な
り
︒ 
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383.   

６
４
０
終
以
無
我
斷
彼
邪
我
也
︒ 

 

終
に
無
我
を
以
て
彼
の
邪
我
を
断
ず
る
な
り
︒ 

384.   

６
４
２
喩
佛
於
小
教
中
︑
説
種
種
之
法
︑ 

仏
の
小
教
の
中
に
於
い
て
︑
種
種
の
法
を
説
き
て
︑ 

化
衆
生
也
︒ 

 
 

衆
生
を
化
す
る
を
喩
う
る
な
り
︒ 

385.   
６
４
３
執
病
悉
除
也
︒ 

 
 

執
の
病
は
悉
く
除
く
る
な
り
︒ 

386.   
６
４
３
況
諸
比
丘
因
學
無
我
︑ 

 

諸
の
比
丘
の
無
我
を
学
ぶ
に
因
り
て
︑ 

遂
於
佛
地
起
無
我
倒
︒ 

 

遂
に
仏
地
に
於
い
て
︑
無
我
の
倒
を
起
こ
す
を
況
う
︒ 

387.   

６
４
４
執
見
情
深
爲
病
重
︒
迷
真
未
返
爲
欲
死
︒
見
に
執
す
る
情
深
き
を
︑
病
重
し
と
為
す
︒
真
に
迷
い
未
だ
返
ら
ざ
る
を
死
を
欲
す
と
為
す
︒ 

388.   

６
４
５
無
我
之
執
何
法
可
除
︒ 

 

無
我
の
執
は
︑
何
れ
の
法
か
除
く
可
き
︒ 

389.   

６
４
６
無
我
之
病
非
我
不
除
︒ 

 

無
我
の
病
は
︑
我
に
非
ざ
れ
ば
除
か
ず
︒ 

390.   

６
４
７
説
今
教
也
︒ 

 
 

今
の
教
を
説
く
な
り
︒ 

391.   

６
４
８
前
爲
著
邪
故
斷
︒
今
縁
破
執
故
須
︒ 

前
は
邪
に
著
す
と
為
す
が
故
に
断
ず
︒
今
は
執
を
破
す
る
に
縁
る
が
故
に
須
ゆ
︒ 

此
爲
方
便
之
門
︑
非
是
真
實
語
也
︒ 

此
れ
を
方
便
の
門
を
為
す
︒
是
れ
真
実
の
語
に
非
ざ
る
な
り
︒ 

392.   

６
４
９
讃
今
教
也
︒ 

 
 

今
の
教
を
讃
う
る
な
り
︒ 

393.   

６
４
９
執
説
無
我
爲
熱
病
︒ 

 

執
し
て
無
我
を
説
く
を
︑
熱
病
と
為
す
︒ 

 
 

 
 

真
我
能
除
爲
服
乳
︒ 

 
真
我
は
能
く
除
く
を
︑
乳
を
服
す
と
為
す
︒ 

394.   

６
５
０
昔
非
今
是
豈
不
狂
邪
︒ 

 
昔
は
非
︑
今
は
是
な
る
は
︑
豈
に
狂
な
ら
ざ
ら
ん
や
︒ 

395.   

６
５
２
前
説
有
毒
復
言
良
妙
︒ 

 

前
に
毒
有
り
と
説
き
︑
復
た
良
妙
と
言
う
︒ 

語
渉
相
誣
故
云
欺
我
︒ 

 

語
を
渉
り
相
い
誣
う
る
が
故
に
︑
我
を
欺
く
と
云
う
︒ 

396.   

６
５
４
先
毀
後
讃
非
勝
如
何
︒ 

 

先
に
毀
し
て
後
に
讃
う
る
は
︑
勝
に
非
ざ
れ
ば
如
何
ん
︒ 

397.   

６
５
６
木
況
有
漏
︑
虫
喩
外
道
︒ 

 

木
は
有
漏
を
況
え
︑
虫
は
外
道
を
喩
う
︒ 

一
切
諸
病
悉
以
乳
療
︑
不
識
病
由
︒ 

一
切
の
諸
病
は
悉
く
乳
を
以
て
療
す
る
は
︑
病
を
識
ら
ざ
る
由
な
り
︒ 

偶
然
有
中
故
云
成
字
︒ 

 

偶
然
中
る
こ
と
有
る
が
故
に
︑
字
を
成
ず
と
云
う
︒ 
398.   

６
５
７
外
道
説
我
不
知
我
所
對
除
︒ 

 

外
道
の
我
を
説
く
は
︑
我
所
の
対
除
を
知
ら
ず
︒ 
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如
虫
食
木
不
知
是
字
非
字
︒ 

 

虫
の
木
を
食
す
も
是
れ
字
な
る
や
︑
字
に
非
ざ
る
や
を
知
ら
ざ
る
が
如
し
︒ 

399.   

６
５
９
食
木
之
虫
偶
然
成
字
不
知
是
字
︒ 

木
を
食
す
る
の
虫
は
︑
偶
然
字
を
成
じ
︑
是
れ
字
な
る
を
知
ら
ず
︒ 

外
道
説
我
偶
言
是
我
︑
不
知
我
義
︒ 

外
道
は
我
を
説
く
は
︑
偶 た

ま

た
ま
是
れ
我
な
り
と
を
言
い
︑
我
の
義
を
知
ら
ず
︒ 

是
故
智
人
不
驚
不
怪
︒ 

 

是
の
故
に
智
人
は
︑
驚
か
ず
怪
し
ま
ず
︒ 

400.   

６
６
２
合
不
知
字
也
︒ 

 
 

合
わ
せ
て
字
を
知
ら
ざ
る
な
り
︒ 

401.   

６
６
３
喩
外
道
所
説
之
我
︒ 

 

外
道
の
説
く
所
の
我
を
喩
う
︒ 

402.   

６
６
３
況
佛
説
真
我
也
︒ 

 
 

仏
の
真
我
を
説
く
を
況
う
る
な
り
︒ 

403.   

６
６
４
牛
況
彌
經
︒
菩
薩
謂
能
生
大
慧
之
子
也
︒
牛
は
︵
阿
︶
弥
︵
陀
︶
経
を
況
う
︒
菩
薩
は
能
く
大
慧
を
生
ず
る
の
子
を
謂
う
な
り
︒ 

404.   

６
６
５
糟
能
生
狂
︑
譬
癡
起
業
︒ 

 

糟
は
能
く
狂
を
生
じ
︑
癡
の
業
を
起
こ
す
を
譬
う
︒ 

405.   

６
６
５
草
滑
順
情
︑
喩
貪
悦
意
︒ 
 

草
の
滑 な

め
ら

か
な
る
の
情
に
順
ず
る
は
︑
貪
の
意
を
悦

よ
ろ
こ
ば

す
を
喩
う
︒ 

406.   

６
６
６
麸
澁
違
情
︑
況
瞋
逆
志
︒ 

 

䴬
の161

渋
な
る
の
情
に
違
う
は
︑
瞋
の
志
に
逆
う
を
況
う
︒ 

407.   

６
６
６
此
喩
智
慧
柔
和
也
︒ 

 

此
れ
は
智
慧
の
柔
和
な
る
を
喩
う
る
な
り
︒ 

408.   

６
６
７
譬
觀
諸
境
︒ 

 
 

諸
の
境
を
観
ず
る
を
譬
う
︒ 

409.   

６
６
７
況
不
住
二
乘
也
︒ 

 
 

二
乗
に
住
せ
ざ
る
を
況
う
る
な
り
︒ 

410.   

６
６
７
譬
不
住
世
間
也
︒ 

 
 

世
間
に
住
せ
ざ
る
を
譬
う
る
な
り
︒ 

411.   

６
６
８
喩
受
正
教
也
︒ 

 
 

正
教
を
受
く
る
を
喩
う
る
な
り
︒ 

412.   

６
６
８
況
不
失
戒
定
也
︒ 

 
 

戒
・
定
を
失
わ
ざ
る
を
況
う
る
な
り
︒ 

413.   

６
６
９
遠
惡
知
識
也
︒ 

 
 

悪
知
識
を
遠
ざ
く
る
な
り
︒ 

414.   

６
６
９
教
不
失
時
︒ 

 
 

教
う
る
に
時
を
失
わ
ず
︒ 
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麦
︒
麦
の
砕
け
た
殻
︒ 



８９ 
 

415.   

６
９
９
慧
心
磨
境
名
行
定
︒
心
不
移
稱
住
︒ 

慧
心
︑
境
を
磨
く
を
︑
行
定
と
名
づ
く
︒
心
移
ら
ざ
る
を
住
と
称
す
︒ 

416.   

６
７
１
此
喩
真
我
之
解
︑
能
除
生
死
重
苦
︒ 

此
れ
は
真
我
の
解
を
喩
え
︑
能
く
生
死
の
重
苦
を
除
く
︒ 

417.   

６
７
２
謂
與
聖
道
相
違
者
︒ 

 

聖
道
と
相
違
す
る
者
を
謂
う
︒ 

418.   
６
７
４
依
教
修
行
所
執
除
也
︒ 

 

教
に
依
り
て
修
行
す
る
は
︑
所
執
除
く
な
り
︒ 

419.   
６
７
６
轉
化
衆
生
也
︒ 

 
 

衆
生
を
転
化
す
る
な
り
︒ 

420.   

６
７
７
鬼
況
無
明
︑
狂
喩
四
倒
︒ 

 

鬼
は
無
明
を
況
え
︑
狂
は
四
倒
を
喩
う
︒ 

421.   

６
８
１
同
信
我
教
也
︒ 

 
 

同
じ
く
我
の
教
を
信
ず
る
な
り
︒ 

422.   

６
８
３
真
我
之
教
出
生
功
德
︒ 

 

真
我
の
教
は
︑
功
徳
を
出
生
す
︒ 

若
能
信
行
︑
煩
惱
永
斷
︑
故
曰
悉
除
︒ 

若
し
能
く
信
行
す
れ
ば
︑
煩
悩
は
永
く
断
ず
る
が
故
に
︑
悉
除
と
曰
う
︒ 

423.   

６
９
１
昔
言
無
我
今
説
有
我
是
知
時
也
︒ 

昔
は
無
我
と
言
い
︑
今
は
有
我
と
説
く
は
︑
是
れ
時
を
知
る
な
り
︒ 

424.   

６
９
３
不
同
外
道
所
計
邪
我
也
︒ 

 

外
道
の
計
す
る
所
の
邪
我
に
同
じ
か
ら
ざ
る
な
り
︒ 

425.   

６
９
５
執
我
相
也 

 
 

我
相
を
執
す
る
な
り
︒ 

426.   

６
９
６
破
我
執
也
︒ 

 
 

我
執
を
破
す
る
な
り
︒ 

427.   

６
９
６
非
無
真
常
之
我
︒ 
 

 

真
常
の
我
無
き
に
非
ず
︒ 

428.   

６
９
８
破
有
則
言
無
︒
談
真
故
説
有
︒ 

 
 

 
有
を
破
す
れ
ば
︑
則
ち
無
と
言
う
︒
真
を
談
ず
る
が
故
に
有
と
説
く
︒ 
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1.  
 

３ 
 

勸
捨
凡
夫
二
乘
之
見
︒ 

 
 

 

凡
夫
・
二
乗
の
見
を
捨
す
る
こ
と
を
勧
む
︒ 

2.  
 

４ 
 

教
依
大
乘
同
一
相
也
︒ 

 
 

 

教
は
大
乗
に
依
り
て
同
一
の
相
な
り
︒ 

3.  
 

５ 
 

此
之
三
性
︑
體
同
而
義
異
也
︒ 

 
 

此
の
三
性
は
︑
体
同
じ
け
れ
ど
も
︑
義
は
異
な
る
な
り
︒ 

覺
義
名
佛
︑
持
義
名
法
︑
和
義
名
僧
︒ 

 
 

覚
の
義
を
仏
と
名
づ
く
︒
持
の
義
を
法
と
名
づ
く
︒
和
の
義
を
僧
と
名
づ
く
︒ 

4.  
 

６ 
 

凡
夫
二
乘
︑
薄
福
少
智
︑
不
能
信
同
︒ 

 
 

凡
夫
・
二
乗
は
︑
福
薄
く
智
少
な
く
︑
信
ず
る
こ
と
能
わ
ざ
る
こ
と
同
じ
︒ 

７ 
 

故
説
三
寶
異
相
︒ 

 
 

 
 

故
に
三
宝
の
異
相
を
説
く
︒ 

７ 
 

若
爲
福
智
衆
生
︑
則
説
三
寶
同
性
︒ 

 
 

若
し
福
智
の
衆
生
が
為
な
ら
ば
︑
則
ち
三
宝
の
同
性
を
説
く
︒ 

5.  
 

１
０ 

謂
歸
自
身
之
中
法
身
佛
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

自
身
の
中
の
法
身
仏
に
帰
す
る
を
謂
う
な
り
︒ 
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所
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９１ 
 

︻
韋
諗
注
集
成 

巻
十
篇
抄
︼1

6
3 

1
.  

３ 
 

此
喩
法
僧
衰
相
︒
謂
不
生
三
乘
之
因
︑ 

 
 

此
れ
は
法
・
僧
の
衰
相
を
喩
う
︒
三
乗
の
因
を
生
ぜ
ず
︑ 

不
獲
三
乘
之
果
︒ 

 
 

 

三
乗
の
果
を
獲 え

ざ
る
を
謂
う
︒ 

2
.  

４ 
 

況
人
天
善
根
︑
不
増
長
也
︒ 

 
 

人
天
の
善
根
︑
増
長
せ
ざ
る
を
況
う
る
な
り
︒ 

3
.  

５  
 

諸
薬
譬
五
乘
也
︒ 

 
 

 

諸
薬
は
五
乗
を
譬
う
る
な
り
︒ 

4
.  

１
５ 

謂
不
執
有
而
捨
無
︑︵
不
︶
執
無
而
捨
有
也
︒ 

有
に
執
せ
ず
し
て
而
も
無
を
捨
し
︑
無
に
執
︵
せ
ず
︶
し
て
而
も
有
を
捨
す
こ
と
を
謂
う
な
り
︒ 

5
.  

１
７ 

 

牛
譬
正
教
︒
女
況
傳
法
之
人
︒ 

 
 

 
 

 

牛
は
正
教
を
譬
う
︒
女
は
伝
法
の
人
を
況
う
︒ 

6
.  

１
８ 

 

私
宣
教
法
︑
令
人
生
解
︑ 

 
 

 
 

 
 

 

私 ひ
そ
か

に
教
法
を
宣
べ
て
︑
人
を
し
て
解
を
生
ぜ
し
む
る
は
︑ 

如
賣
乳
人
︑
觀
於
利
養
︑
此
曰
貪
也
︒ 

 
 

乳
を
売
る
人
の
利
養
を
観
る
が
如
し
︒
此
れ
を
貪
と
曰
う
な
り
︒ 

7
.  

２
０ 

有
所
得
心
爲
二
分
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

有
所
得
の
心
を
二
分
と
為
す
な
り
︒ 

8
.  

２
２ 

近
城
喩
近
末
法
︒
城
中
況
末
法
時
︒ 

 
 

 

近
城
は
末
法
に
近
き
を
喩
う
︒
城
中
は
末
法
の
時
を
況
う
︒ 

9
.  

２
３ 

在
衆
宣
唱
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

衆
に
在
り
て
宣
唱
す
る
な
り
︒ 

1
0.  

２
４ 

人
譬
學
者
︑
子
況
菩
提
心
︑ 

 
 

人
は
学
ぶ
者
を
譬
え
︑
子
は
菩
提
心
を
況
え
︑ 

婦
喩
諸
行
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
婦
は
諸
行
を
喩
う
る
な
り
︒ 

1
1.  

２
５ 

須
常
法
教
化
衆
生
也
︒ 

 
 

常
法
も
て
衆
生
を
教
化
す
る
を
須
う
る
な
り
︒ 

1
2.  

２
５ 

詣
師
聽
受
也
︒ 

 
 
 

 
 

師
に
詣
り
て
聴
受
す
る
な
り
︒ 

1
3.  

２
７ 

邪
多
正
少
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

邪
多
く
正
少
な
き
な
り
︒ 

1
4.  

２
８ 

廣
化
有
情
故
︑
不
得
已
而
聽
之
也
︒ 

 
 

 

広
く
有
情
を
化
す
る
が
故
に
︑
已
む
を
得
ず
し
て
之
れ
を
聴
く
な
り
︒ 
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９２ 
 

1
5.  

２
９ 

受
法
者
取
已
感
︒
於
是
︵
文
終
︶ 

 
 

 
 

受
法
と
は
已
感

1
6
4

を
取
る
︒
是 こ

こ

に
於
い
て
︵
文
終
わ
る
︶ 
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已
感
は
︑
己
惑
の
誤
写
か
︒ 



９３ 
 

︻
韋
諗
注
集
成 

巻
十
二
篇
︼1

6
5 

1
.  

６ 

脳
極
於
上
︑
胲
極
於
下

1
6
6

︑ 
 

 
 

 
 

脳
は
上
に
極
ま
り
︑
胲
は
下
に
極
ま
る
︒ 

即
足
拇
指
生
三
毛
處
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

即
ち
足
の
拇
指
︑
三
毛
の
生
じ
る
処
な
り
︒ 

自
頂
至
足
所
有
諸
脈
︑ 

 
 

 
 

 
 

 

頂
よ
り
足
に
至
る
ま
で
あ
ら
ゆ
る
諸
脈 

皆
悉
觀
之
︒
胲
音
古
才
反
︒ 

 
 

 
 

 

皆
な
悉
く
之
を
観
ず
︒
胲
の
音
は
︑
古
才
の
反
な
り
︒ 

2
.  

７ 
色
不
浄
故
︑
故
知
無
我
︒ 

 
 

 

色
は
不
浄
な
る
が
故
に
︑
故
に
無
我
を
知
る
︒ 

3
.  

８ 

責
我
所
屬
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

我
所
の
属
を
責
む
る
な
り
︒ 

4
.  

８ 

破
以
色
爲
住
處
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

破
す
る
に
色
を
以
て
す
る
を
住
処
と
為
す
︒ 

5
.  

９ 

責
法
屬
我
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

法
の
我
に
属
す
る
を
責
む
る
な
り
︒ 

6
.  

１
０ 

骨
非
是
我
︑
離
骨
無
我
︒ 

 
 

 
 

 

骨
は
是
れ
我
に
非
ず
︒
骨
を
離
れ
て
我
無
し
︒ 

7
.  

 
 

 

骨
我
之
際
︑
誰
爲
我
耶
︒ 

 
 

 
 

 

骨
と
我
の
際
は
︑
誰
れ
か
我
と
為
す
や
︒ 

8
.  

１
１ 

衆
相
既
虛
︑
獨
骨
存
耳
︒ 

 
 

 
 

 

衆
相
既
に
虚
な
れ
ば
︑
独
り
骨
存
す
る
の
み
︒ 

9
.  

 
 

 

是
故
菩
薩
︑
諦
觀
之
也
︒ 

 
 

 
 

 

是
の
故
に
菩
薩
は
︑
之
れ
を
諦
観
す
る
な
り
︒ 

1
0.  

１
３ 

求
之
諸
相
︑
無
有
實
體
︒ 

 
 

 
 

 
之
を
諸
相
に
求
む
る
も
︑
実
体
有
る
こ
と
無
し
︒ 

故
知
是
中
︑
亦
無
有
我
︒ 

 
 

 
 

 
故
に
是
の
中
に
亦
た
我
有
る
こ
と
無
し
と
知
る
︒ 

1
1.  

１
５ 

妄
我
非
青
等
色
故
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
妄
我
は
︑
青
等
の
色
に
非
ざ
る
が
故
に
︒ 

1
2.  

１
６ 

毛
髪
歯
爪
倶
無
我
︒
實
乃
至
骨
色
︑ 

 

毛
髪
歯
爪
は
倶
に
我
無
し
︒
実
に
乃
ち
骨
色
に
至
る
も
︑ 

亦
無
有
我
︒
無
我
之
中
︑
誰
爲
之
主
︒ 

亦
た
我
有
る
こ
と
無
し
︒
無
我
の
中
に
︑
誰
か
之
の
主
と
為
す
︒ 

作
此
觀
時
︑
故
能
除
一
切
色
欲
︒ 

 
 

此
の
観
を
作
す
時
︑
故

こ
と
さ
ら

に
能
く
一
切
の
色
欲
を
除
か
ん
︒ 
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脳
極
於
上
︑
胲
極
於
下…

﹃
一
切
経
音
義
﹄
巻
二
十
六
︵
釈
雲
公
撰
﹁
大
般
涅
槃
経
音
義
﹂︶﹁
腦
胲
諸
脉(
胲
古
來
反
︒﹃
玉
篇
﹄
云
足
大
指
也
︒
謂
分
段
之
身
︑
極
上
為
腦
︑
極
下
為
胲
︒
血

肉
所
及
︑
皆
有
其
脉
︒
腦
外
是
髮
︑
胲
外
是
甲
︒
此
中
無
脉
故
︒
以
簡
之
舊
音
︑
以
為
胡
賣
反
呼
︒
為
骨
者
︑
全
非
經
意
也
︒)

︒﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
五
四
︑
四
七
三
上) 



９４ 
 

1
3.  

１
９ 

腨
音
︑
時
充
反
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

腨
の
音
は
︑
時
充
の
反
な
り
︒ 

1
4.  

２
１ 

髖
音
︑
口
丸
反
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

髖
の
音
は
︑
口
丸
の
反
な
り
︒ 

1
5.  

２
７ 

骨
鎖
相
連
︑
依
因
而
住
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

骨
の
鎖
相
い
連
な
り
︑
因
に
依
り
て
住
す
︒ 

1
6.  

２
８ 
以
心
目
之
無
全
體
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

心
を
以
て
之
に
目 な

づ
く
る
も
︑
全
体
無
き
な
り
︒ 

1
7.  

２
９ 
夫
欲
因
愛
起
︑
愛
是
欲
因
︒ 

 
 

 
 

 
 

 

夫
れ
欲
は
愛
に
因
り
て
起
く
︒
愛
は
是
れ
欲
の
因
な
り
︒ 

如
是
之
身
︑
無
可
愛
處
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

是
の
如
き
の
身
は
︑
愛
す
可
き
処
無
し
︒ 

故
此
觀
成
三
欲
具
斷
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

故
に
此
の
観
成
ぜ
ば
︑
三
欲
は
具
さ
に
断
ず
︒ 

1
8.  

３
２ 

偏
觀
諸
有
︑
無
異
體
相
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

偏
え
に
諸
有
を
観
ず
る
に
︑
異
体
の
相
無
し
︒ 

1
9.  

３
５ 

謂
菩
薩
修
三
摩
地
時
︑
所
見
影
像
之
色
也
︒ 

 

菩
薩
の
三
摩
地
を
修
す
る
時
︑
見
る
所
の
影
像
の
色
を
謂
う
な
り
︒ 

2
0.  

３
６ 

於
是
光
中
現
佛
之
像
者
︑ 

 
 

 

是
に
於
い
て
光
の
中
に
仏
の
像
を
現
ず
と
は
︑ 

皆
是
觀
力
所
生
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

皆
な
是
れ
観
力
の
生
ず
る
所
な
り
︒ 

譬
如
水
清
則
月
影
斯
現
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

譬
え
ば
水
清 す

め
ば
︑
則
ち
月
の
影
︑
斯
に
現
る
る
が
如
し
︒ 

2
1.  

３
８ 

言
無
主
宰
也
︒ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

主
宰
無
し
と
言
う
な
り
︒ 

2
2.  

３
９ 

音
舜
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
音
は
舜
︒ 

2
3.  

４
０ 

問
所
主
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
主
と
す
る
所
を
問
う
な
り
︒ 

2
4.  

４
１ 

一
切
諸
法
縁
起
而
生
︑
縁
息
即
滅
︒ 

 
 

 
 

一
切
の
諸
法
は
縁
起
き
て
生
じ
︑
縁
息
め
ば
即
ち
滅
す
︒ 

推
尋
是
中
︑
無
實
主
者
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

是
の
中
を
推
し
尋
ぬ
る
も
︑
実
の
主
無
き
者
な
り
︒ 

是
故
化
佛
不
答
而
隠
︑ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

是
の
故
に
︑
化
仏
は
答
え
ず
し
て
隠
れ
︑ 

欲
令
學
人
推
尋
取
悟
耳
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

学
人
を
し
て
推
し
尋
ね
て
︑
悟
り
を
取
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
な
り
︒ 

2
5.  

４
３ 

佛
不
現
説
︑
當
應
識
是
我
邪
︒ 

 
 

 
 

 
 

仏
は
現
に
説
か
ざ
る
も
︑
当
応
に
是
れ
我
な
り
と
識
る
べ
し
︒ 
2
6.  

４
４ 

前
疑
識
或
是
我
︒
今
明
此
識
非
我
︒ 

 
 

 
 

前
に
識
は
或
い
は
是
れ
我
な
り
と
疑
う
︒
今
︑
此
の
識
は
我
に
非
ざ
る
を
明
か
す
︒ 
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夫
觀
心
之
法
︑
以
前
後
刹
那
爲
其
體
也
︒ 

 
 

 

夫
れ
観
心
の
法
は
︑
前
後
の
刹
那
を
以
て
そ
の
体
と
為
す
な
り
︒ 

破
一
念
爲
八
百
刹
那
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
念
を
破
し
て
八
百
刹
那
と
為
す
︒ 

破
一
刹
那
爲
九
百
生
滅
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
刹
那
を
破
し
て
九
百
の
生
滅
と
為
す
︒ 

以
縁
起
故
︑
生
滅
是
空
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

縁
起
を
以
て
の
故
に
︑
生
滅
は
是
れ
空
な
り
︒ 

以
生
滅
故
︑
刹
那
是
空
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

生
滅
を
以
て
の
故
に
︑
刹
那
は
是
れ
空
な
り
︒ 

以
刹
那
故
︑
念
念
是
空
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

刹
那
を
以
て
の
故
に
︑
念
念
は
是
れ
空
な
り
︒ 

即
此
空
念
︑
次
第
相
續
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

即
ち
此
の
空
念
は
︑
次
第
に
相
続
す
︒ 

譬
如
流
水
無
有
我
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

譬
え
ば
流
水
に
我
有
る
こ
と
無
き
が
如
き
な
り
︒ 

2
7.  

４
８ 

此
疑
息
中
有
我
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

此
れ
は
息
の
中
に
我
有
る
を
疑
う
な
り
︒ 

2
8.  

４
９ 

觀
息
非
我
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

息
は
我
に
非
ざ
る
を
観
ず
る
な
り
︒ 

2
9.  

５
１ 

又
觀
四
大
亦
非
我
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

又
た
四
大
も
亦
た
我
に
非
ざ
る
を
観
ず
る
な
り
︒ 

3
0.  

５
４ 

觀
縁
起
非
我
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

縁
起
は
︑
我
に
非
ざ
る
を
観
ず
る
な
り
︒ 

3
1.  

５
５ 

身
相
非
淨
︑
要
假
因
緣
︑
而
後
有
耳
︒ 

 
 

 
 

身
相
は
浄
に
非
ず
︑
因
縁
を
假
る
を
要
し
︑
而
し
て
後
に
有
る
の
み
︒ 

3
2.  

５
７ 

謂
前
髪
毛
等
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

前
の
髪
毛
等
を
謂
う
︒ 

3
3.  

６
９ 

四
謂
身
受
心
法
︒
此
之
四
觀
︑
除
患
之
本
也
︒ 

 

四
は
身
受
心
法
を
謂
う
︒
此
の
四
観
は
︑
患
を
除
く
の
本
な
り
︒ 

3
4.  

８
５ 

菩
薩
以
犯
濟
生
︑
於
乘
爲
急
︑ 

 
 

 
 

菩
薩
は
犯
を
以
て
生
を
済 す

く

い
︑
乗
に
於
い
て
急
と
為
し
︑ 

於
戒
爲
緩
也
︒ 

 
 
 

 
 

 
 

戒
に
於
い
て
緩
と
為
す
な
り
︒ 

3
5.  

９
８ 

空
無
有
也
︒︵
木
示
︶
何
令
人
同
無
所
有
︒ 

 
 
 

空
に
し
て
有
る
こ
と
無
き
な
り
︒︵
木
示
︶
何
ぞ
人
を
し
て
無
所
有
に
同
じ
か
ら
し
め
ん
︒ 

3
6.  

１
０
３
法
由
人
弘
︑
弘
法
在
行
︒
護
法
之
切
︑ 

 
 

 
 

法
は
人
に
由
り
て
弘
ま
り
︑
法
を
弘
む
る
は
行
に
在
り
︒
護
法
の
切
は
︑ 

3
7.   

 
 

是
行
之
尤
者
︑
故
能
不
堕
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

是
れ
行
の
尤
も
な
る
者
︑
故
に
能
く
堕
ち
ず
︒ 

3
8.  

１
０
７
苦
諦
是
果
︒
易
見
名
見
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

苦
諦
は
是
れ
果
な
り
︒
見
易
き
を
見
と
名
づ
く
︒ 
3
9.  

１
０
７
由
此
集
因
︑
能
令
行
者
︑
轉
生
六
道
︑
故
云
轉
相
︒
此
の
集
因
に
由
り
て
︑
能
く
行
者
を
し
て
︑
六
道
に
転
生
せ
し
む
る
が
故
に
︑
転
相
と
云
う
︒ 
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4
0.  

１
０
８
除
苦
相
故
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

苦
の
相
を
除
く
が
故
な
り
︒ 

4
1.  

１
０
９
由
道
力
故
︑
故
能
除
苦
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

道
力
に
由
る
が
故
に
︑
故
に
能
く
苦
を
除
く
る
な
り
︒ 

4
2.  

１
１
０
苦
上
加
苦
︑
名
爲
苦
苦
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

苦
の
上
に
苦
を
加
う
る
を
︑
名
づ
け
て
苦
苦
と
為
す
︒ 

4
3.  

１
１
０
遷
流
不
停
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

遷
流
し
て
停
ま
ら
ざ
る
な
り
︒ 

4
4.  

１
１
１
色
貌
毀
變
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

色
貌
は
毀
変
す
る
な
り
︒ 

4
5.  

１
１
１
此
擧
果
以
顕
因
也
︒
二
十
五
有
是
苦
之
果
︒ 

 
 

 
 

 

此
れ
は
果
を
挙
げ
以
て
因
を
顕
か
に
す
る
な
り
︒
二
十
五
有
は
是
れ
苦
の
果
な
り
︒ 

集
起
而
成
︑
故
云
集
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

集
起
し
て
成
ず
る
が
故
に
︑
集
と
云
う
な
り
︒ 

4
6.  

１
１
２
言
滅
苦
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

苦
を
滅
す
る
を
言
う
な
り
︒ 

4
7.  

１
１
３
此
之
三
法
︑
是
道
體
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

此
の
三
法
は
︑
是
れ
道
の
体
な
り
︒ 

4
8.  

１
１
４
集
因
苦
果
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

集
の
因
は
苦
の
果
な
り
︒ 

4
9.  

１
１
５
道
因
滅
果
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

道
の
因
は
滅
の
果
な
り
︒ 

5
0.  

１
２
３
釋
生
義
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

生
の
義
を
釈
す
る
な
り
︒ 

5
1.  

１
２
５
謂
刹
那
不
住
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

刹
那
は
住
せ
ざ
る
を
謂
う
な
り
︒ 

5
2.  

１
２
６
謂
髪
白
等
相
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

髪
の
白
等
の
相
を
謂
う
な
り 

5
3.  

１
２
７
相
似
相
續
也
︒ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

相
似
の
相
続
な
り
︒ 

5
4.  

１
２
７
壯
色
都
改
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

荘
色
は
都
て
改
む
る
な
り
︒ 

5
5.  

１
２
８
水
火
二
大
︑
冷
熱
相
違
︒
風
地
二
大
︑
浮
沉
性
反
︒ 

 
 

水
・
火
の
二
大
は
︑
冷
熱
の
相
違
う
︒
風
・
地
の
二
大
は
︑
浮
沈
の
性
反
ず
︒ 

5
6.  

１
３
５
如
食
肉
之
人
得
病
報
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

食
肉
の
人
の
病
報
を
得
る
が
如
き
な
り
︒ 

5
7.  

１
３
６
猶
人
患
冷
更
服
冷
藥
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
猶
お
人
の
冷
を
患
い
︑
更
に
冷
薬
を
服
す
る
が
如
し
︒ 

5
8.  

１
３
７
夏
暑
冬
寒
之
類
是
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
夏
の
暑
さ
冬
の
寒
さ
の
類
︑
是
れ
な
り
︒ 

5
9.  

１
４
１
謂
捨
所
受
分
叚
身
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

受
く
る
所
の
分
叚
の
身
を
捨
す
る
を
謂
う
な
り
︒ 

6
0.  

１
４
３
謂
命
終
而
福
全
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

命
終
わ
り
て
福
全
き
を
謂
う
な
り
︒ 
6
1.  

１
４
４
依
報
滅
壞
正
報
猶
存
︑
名
爲
福
盡
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

報
滅
壊
す
る
に
依
り
て
︑
正
報
猶
お
存
す
る
を
︑
名
づ
け
て
福
尽
く
と
為
す
︒ 
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6
2.  

１
４
５
依
報
正
報
二
報
倶
亡
︑
是
福
命
盡
︒ 

 
 

 
 

 

依
報
と
正
報
の
二
報
倶
に
亡
ず
る
は
︑
是
れ
福
命
尽
く
︒ 

6
3.  

１
６
４
言
五
蔭
是
盛
七
苦
之
器
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
蔭
は
是
れ
七
苦
を
盛
る
の
器
と
言
う
な
り
︒ 

6
4.  

１
６
７
無
老
相
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

老
相
無
き
な
り
︒ 

6
5.  

１
６
８
少
年
而
亡
︑
則
無
老
苦
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

年
少
く
し
て
亡
ず
れ
ば
︑
則
ち
老
苦
無
し
︒ 

6
6.  

１
６
９
能
爲
諸
苦
之
本
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

能
く
諸
苦
の
本
と
為
す
な
り
︒ 

6
7.   

１
７
１
世
人
不
知
生
必
有
死
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 
  
 

世
の
人
は
︑
生
に
必
ず
死
有
る
を
知
ら
ず
︒ 

衆
惡
其
死
︑
而
貪
於
生
︑
是
爲
顛
倒
︒ 

 
 

 

衆
は
そ
の
死
を
悪
み
て
︑
生
を
貪
る
は
︑
是
れ
顛
倒
と
為
す
︒ 

6
8.   

１
７
２
知
生
而
不
知
死
︑
蓋
末
俗
之
常
也
︒ 

 
 

 
 

生
を
知
り
て
而
も
死
を
知
ら
ざ
る
は
︑
蓋
し
末
俗
の
常
な
り
︒ 

6
9.   

１
７
２
不
貪
於
生
︑
但
見
死
過
︑
故
云
不
爾
︒ 
 

 
 

生
を
貪
ら
ず
︑
但
だ
死
の
過
を
見
る
の
み
︒
故
に
爾
ら
ず
と
云
う
︒ 

7
0.   

１
７
３
知
生
必
有
死
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

生
に
必
ず
死
有
る
を
知
る
な
り
︒ 

7
1.   

１
７
４
女
況
生
相
也
︒
人
所
共
悦
︑
稱
之
爲
女
︒ 

 
 

女
は
生
の
相
を
況
う
る
な
り
︒
人
の
共
に
悦 よ

ろ
こ

ぶ
所
︑
之
れ
を
称
し
て
女
と
為
す
︒ 

以
在
諸
蔭
︑
名
入
他
舎
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

諸
蔭
に
在
る
を
以
て
︑
他
舎
に
入
る
と
名
づ
く
︒ 

7
2.   

１
７
６
生
者
︑
人
之
所
欣
故
︑
喩
之
以
美
艶
︒ 

   
   

生
と
は
︑
人
の
欣
ぶ
所
な
る
が
故
に
︑
之
れ
を
喩
う
る
に
美
艶
を
以
て
す
︒ 

7
3.   

１
７
６
況
樂
事
也
︒ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

楽
事
を
況
う
る
な
り
︒ 

7
4.   

１
７
７
心
屬
諸
境
︒
名
之
爲
見
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

心
は
諸
境
に
属
す
︒
之
れ
を
名
づ
け
て
見
と
為
す
︒ 

7
5.   

１
７
８
求
生
實
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
生
の
実
な
る
を
求
む
る
な
り
︒ 

7
6.   

１
７
８
境
對
於
心
︒
義
同
︒
答
耳
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
境
は
心
に
対
す
︒
義
︑
同
じ
︒
答
う
る
の
み
︒ 

7
7.   

１
７
９
生
是
出
相
︑
功
德
是
報
主
︒ 

 
 

 
 

 
 

 

生
は
是
れ
出
相
︑
功
徳
は
是
れ
報
主
な
り
︒ 

能
具
六
識
︒
光
明
而
照 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

能
く
六
識
を
具
す
︒
光
明
に
し
て
︑
六
塵
の
境
を
照
ら
す
が 

六
塵
之
境
︑
故
云
功
德
天
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

故
に
︑
功
徳
天
と
云
う
な
り
︒ 

7
8.   

１
８
３
況
依
報
自
隨
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

依
報
は
自
ら
隨
う
を
況
う
る
な
り
︒ 
7
9.   

１
８
３
見
生
所
能
︑
名
爲
聞
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

生
の
能
く
す
る
所
を
見
る
を
︑
名
づ
け
て
聞
と
為
す
な
り
︒ 
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8
0.   

１
８
５
知
生
由
善
︑
故
云
我
福
︒ 

 
 

 
 

 
 

生
は
善
に
由
る
を
知
る
が
故
に
︑
我
福
と
云
う
な
り
︒ 

8
1.   

１
８
６
譬
造
善
以
求
生
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

善
を
造
り
て
︑
以
て
生
を
求
む
る
に
譬
う
る
な
り
︒ 

8
2.   

１
８
６
生
喩
内
︑
死
況
外
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 

生
は
内
を
喩
え
い
︑
死
は
外
に
況
う
る
な
り
︒ 

8
3.   

１
８
７
將
死
之
貌
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

将
に
死
な
ん
と
す
る
の
貌
な
り
︒ 

8
4.   

１
８
８
樂
事
衰
減
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

楽
事
は
衰
減
す
る
な
り
︒ 

8
5.   

１
８
８
諸
苦
隨
逐
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

諸
苦
随
逐 ち

く

す
る
な
り
︒ 

8
6.   

１
８
８
形
色
枯
顇

1
6
7

也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

形
色
は
枯
顇
す
る
な
り
︒ 

8
7.   

１
８
９
死
相
現
前
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

死
相
は
現
前
す
る
な
り
︒ 

8
8.   

１
８
９
詰
死
狀
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

死
を
詰 と

う
状
な
り
︒ 

8
9.   

１
９
０
死
是
没
相
︒
無
所
覺
知
︑
故
名
爲
黒
︒ 

 

死
は
是
れ
没
す
る
相
な
り
︒
覚
知
す
る
所
無
き
が
故
に
︑
名
づ
け
て
黒
と
為
す
︒ 

9
0.   

１
９
１
徴
名
以
求
實
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

名
を
徴
し
て
以
て
実
を
求
む
る
な
り
︒ 

9
1.   

１
９
３
死
相
現
前
︑
依
報
預
捨
︒ 

 
 

 
 

 
 

死
相
現
前
す
︒
依
報
は
預
め
捨
す
︒ 

9
2.   

１
９
４
此
菩
薩
厭
死
喩
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
の
菩
薩
︑
死
を
厭
う
喩
え
な
り
︒ 

修
習
明
慧
︑
況
持
利
刀
︒ 

 
 

 
 

 
 

明
慧
を
修
習
す
る
は
︑
利
刀
を
持
す
る
を
況
う
︒ 

訶
責
死
過
︑
名
斷
汝
命
︒ 

 
 

 
 

 
 

死
の
過
ち
を
訶
責
す
る
は
︑
汝
の
命
を
断
ず
と
名
づ
く
︒ 

１
９
６
厭
死
求
生
︑
是
癡
狀
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

死
を
厭
い
生
を
求
む
る
は
︑
是
れ
癡
の
状
な
り
︒ 

9
3.   

１
９
６
不
知
斷
死
之
法
︑
名
無
慧
也
︒ 

 
 

 
 

死
を
断
ず
る
の
法
を
知
ら
ざ
る
を
︑
無
慧
と
名
づ
く
な
り
︒ 

9
4.   

１
９
８
生
在
死
前
故
云
姉
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 

生
は
死
の
前
に
在
る
が
故
に
︑
姉
と
云
う
な
り
︒ 

9
5.   

１
９
９
生
死
相
隨
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生
死
相
い
随
う
な
り
︒ 
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顇…

悴
に
同
じ
︒
や
つ
れ
る
︒ 



９９ 
 

9
6.   

２
０
０
若
厭
於
死
︑
先
斷
其
生
︒ 

 
 

 
 

 
 

若
し
死
を
て
厭
え
ば
︑
先
ず
其
の
生
を
断
じ
て
︑ 

9
7.   

２
０
１
以
情
審
法
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

情
を
以
て
法
を
審 つ

ま
び

ら
か
に
す
る
な
り
︒ 

9
8.   

２
０
５
生
死
一
體
︑
應
同
恭
敬
︒ 

 
 

 
 

 
 

生
死
の
一
体
は
︑
応
に
同
じ
く
恭
敬
す
べ
し
︒ 

9
9.   

２
０
６
厭
生
死
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

生
死
を
厭
う
な
り
︒ 

1
00

.  

２
０
６
生
死
倶
遣
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生
死
は
倶
に
遣
る
な
り
︒ 

1
01

.  

２
０
７
捨
聖
之
凡
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

聖
を
捨
つ
る
の
凡
な
り
︒ 

1
02

.  

２
０
９
況
凡
夫
生
死
倶
受
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 

凡
夫
の
生
死
倶
に
受
く
る
を
況
う
な
り
︒ 

1
03

.  

２
１
０
樂
生
死
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

生
死
を
楽
う
な
り
︒ 

1
04

.  

２
１
１
歡
生
樂
死
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生
を
歓
び
死
を
楽
う
な
り
︒ 

1
05

.  

２
１
２
推
聖
責
凡
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

聖
を
推
し
凡
を
責
む
る
な
り
︒ 

1
06

.  

２
１
４
以
汝
念
我
︑
二
倶
令
住
︒ 
 

 
 

 
 

 

汝
︑
我
を
念
ず
る
を
以
て
︑
二
つ
倶
に
住
せ
し
む
︒ 

1
07

.  

２
１
５
未
離
生
死
︑
故
不
願
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

未
だ
生
死
を
離
れ
ざ
る
が
故
に
︑
願
わ
ざ
る
な
り
︒ 

1
08

.  

２
１
８
愛
樂
之
深
︑
是
爲
貪
受
︒ 

 
 

 
 

 
 

愛
楽
の
深
き
は
︑
是
れ
貪
受
と
為
す
︒ 

1
09

.  

２
１
９
喩
修
淨
行
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

淨
行
を
修
す
る
を
喩
う
る
な
り
︒ 

1
10

.  

２
１
９
善
未
増
長
︑
故
名
曰
童
︒ 

 
 

 
 

 
 

善
は
未
だ
増
長
せ
ざ
る
が
故
に
︑
名
づ
け
て
童
と
曰
う
︒ 

1
11

.  

２
２
０
飢
況
苦
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
飢
は
苦
を
況
う
る
な
り
︒ 

1
12

.  

２
２
１
糞
譬
老
死
菓
喩
生
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 

糞
は
老
死
を
譬
え
︑
菓
は
生
を
喩
う
る
な
り
︒ 

1
13

.  

２
２
１
好
生
之
深
︑
況
即
取
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

生
を
好
む
の
深
き
は
︑
即
ち
取
る
を
況
う
る
な
り
︒ 

1
14

.  

２
２
４
知
生
而
不
知
死
︑
故
形
赧

1
6
8

而
心
愧
︒ 

  
 

生
を
知
り
て
而
し
て
死
を
知
ら
ざ
る
が
故
に
︑
形
は
赧
じ
て
︑
而
も
心
は
愧
ず
︒ 

1
15

.  

２
２
５
其
心
雖
慙
︑
而
悔
不
盡
︒ 

 
 

 
 

 
 

そ
の
心
は
︑
慙
ず
と
雖
も
︑
悔
や
む
こ
と
尽
き
ず
︒ 
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︵
赤+

皮
︶…

赧
の
異
体
字
︒
あ
か
ら
め
る
︒
恥
じ
入
る
︒ 



１００ 
 

1
16

.  

２
２
６
若
實
惡
死
︑
何
用
貪
生
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

若
し
実
に
死
を
悪
め
ば
︑
何
を
用
て
生
を
貪
ら
ん
︒ 

1
17

.  

２
２
８
不
受
生
不
捨
死
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

生
を
受
け
ず
︑
死
を
捨
て
ず
︒ 

1
18

.  

２
３
０
人
譬
説
者
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

人
は
説
者
を
譬
う
︒ 

1
19

.  
２
３
０
衢

1
6
9

況
四
生
之
路
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

衢
は
四
生
の
路
を
況
う
る
な
り
︒ 

1
20

.  

２
３
１
器
喩
諸
天
蔭
身
也
︒
滿
食
譬
諸
天
之
報
具
也
︒ 

器
は
諸
天
︑
身
を
蔭 お

お

う
を
喩
う
る
な
り
︒
満
食
は
︑
諸
天
の
報
具
を
譬
う
る
な
り
︒ 

1
21

.  

２
３
２
以
果
貿
因
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

果
を
以
て
因
を
貿
う
な
り
︒ 

1
22

.  

２
３
２
遠
況
久
渉
生
死
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

遠
は
久
し
く
生
死
に
渉
る
を
況
う
る
な
り
︒ 

1
23

.  

２
３
３
無
善
自
充
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

善
自 よ

く
充
つ
る
こ
と
無
き
な
り
︒ 

1
24

.  

２
３
３
厭
世
苦
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

世
の
苦
を
厭
う
な
り
︒ 

1
25

.  

２
３
４
覩
彼
諸
天
果
報
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

彼
の
諸
天
の
果
報
を
覩
る
な
り
︒ 

1
26

.  

２
３
５
問
是
常
邪
︑
爲
無
常
邪
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

是
れ
常
な
る
や
︑
無
常
と
為
す
や
を
問
う
︒ 

1
27

.  

２
３
９
責
本
意
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

本
意
を
責
む
る
な
り
︒ 

1
28

.  

２
４
１
獨
有
凡
夫
︑
不
知
死
過
︑
而
求
人
天
之
果
也
︒ 

独
り
凡
夫
有
る
の
み
︒
死
の
過
を
知
ら
ず
し
て
︑
人
天
の
果
を
求
む
る
な
り
︒ 

1
29

.  

２
４
４
天
上
人
中
︑
倶
未
免
於
生
死
︑
故
不
顛
也
︒ 

 

天
上
人
中
︑
倶
に
未
だ
生
死
を
免
れ
ざ
る
が
故
に
︑
不
顛
な
り
︒ 

1
30

.  

２
４
５
凡
夫
之
人
︑
貪
愛
生
樂
︑
而
志
死
苦
︒ 

 
 

 
凡
夫
の
人
は
︑
生
楽
を
貪
愛
し
︑
而
し
て
死
苦
を
志
す
︒ 

1
31

.  

２
４
７
樹
況
蔭
身
也
︒
夫
有
樹
︑ 

 
 

 
 

樹
は
身
を
蔭
う
を
況
う
る
な
り
︒
夫
れ
樹
有
れ
ば
︑ 

則
有
毒
︒
有
身
必
有
死
︒ 

 
 

 
 

則
ち
毒
有
り
︒
身
有
ら
ば
︑
必
ず
死
有
り
︒ 

1
32

.  

２
５
０
蔭
之
客
生
︑
亦
猶
樹
之
有
毒
︒ 

 
 

 
 

 
 

蔭
の
客
の
生
︑
亦
た
猶
お
樹
の
毒
有
り
︒ 
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衢…

ち
ま
た
︒ 



１０１ 
 

樹
偏
能
殺
︑
蔭
偏
能
死
︒ 

 
 

 
 

 
 

樹
は
偏
え
に
能
く
殺
し
︑
蔭
は
偏
え
に
能
く
死 こ

ろ

す
︒ 

1
33

.  

２
５
２
長
短
雖
殊
︑
倶
未
免
於
死
患
︒ 

 
 

 
 

長
短
殊
な
る
と
雖
も
︑
倶
に
未
だ
死
の
患
い
を
免
れ
ず
︒ 

1
34

.  
２
５
３
此
喩
諸
天
之
身
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

此
れ
は
諸
天
の
身
を
喩
う
る
な
り
︒ 

1
35

.  
２
５
４
將
堕
三
途
名
之
爲
險
︒ 

 
 

 
 

 
 

 

将
に
三
途
に
堕
ち
ん
と
す
ね
を
︑
之
を
名
づ
け
て
険
と
為
す
︒ 

以
癡
障
心
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

癡
を
以
て
心
を
障 さ

う
る
る
な
り
︒ 

1
36

.  

２
５
５
露
況
天
中
妙
樂

1
7
0

也
︒ 

 
 
 

露
は
天
中
の
妙
薬
を
況
う
る
な
り
︒ 

1
37

.  

２
５
６
天
報
長
也
︒
除
人
之
苦
︑
受
天
之
樂
︒ 
 

天
の
報
は
長
き
な
り
︒
人
の
苦
を
除
き
て
︑
天
の
楽
を
受
く
︒ 

1
38

.  

２
５
８
坑
況
惡
道
也
︒
謂
造
業
求
報
也
︒ 

 
 

 

坑
は
悪
道
を
況
う
る
な
り
︒
業
を
造
り
報
を
求
む
る
を
謂
う
な
り
︒ 

1
39

.  

２
５
９
跌
況
報
盡
也
︒
以
貪
生
故
︑
死
堕
三
途
︒ 

跌
は
報
の
尽
く
る
を
況
う
る
な
り
︒
生
を
貪
る
を
以
て
の
故
に
︑
死
し
て
三
途
に
堕
つ
︒ 

1
40

.  

２
６
０
天
人
之
中
︑
皆
不
樂
生
也
︒ 

 
 

天
人
の
中
︑
皆
な
生
を
楽 ね

が

わ
ざ
る
な
り
︒ 

1
41

.  

２
６
２
地
獄
之
中
唯
以
鐵
丸
爲
食
︒ 

 
 

 
 

 

地
獄
の
中
︑
唯
だ
鉄
丸
を
以
て
食
と
為
す
︒ 

1
42

.  

２
７
３
喩
死
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

死
を
喩
う
る
な
り
︒ 

1
43

.  

２
７
４
況
老
也
︒
譬
客
能
也
︒
生
死
相
對
也
︒ 

 
老
を
況
う
る
な
り
︒
客
能
を
譬
う
る
な
り
︒
生
死
相
い
対
す
る
な
り
︒ 

1
44

.  

２
７
５
生
死
相
違
也
︒
老
死
相
資
︑
故
云
遣
耳
︒ 
生
死
相
い
違
う
な
り
︒
老
死
相
い
資
く
る
が
故
に
︑
遣
る
と
云
う
の
み
︒ 

1
45

.  

２
７
６
老
能
客
生
也
︒
生
不
免
老
也
︒ 

 
 

 
 

老
は
能
く
生
を
客
す
る
な
り
︒
生
は
老
を
免
れ
ざ
る
な
り
︒ 

1
46

.  

２
７
７
生
必
歸
死
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生
は
必
ず
死
に
帰
す
る
な
り
︒ 

1
47

.  

２
９
７
王
喩
盛
色
也 

 
 

 

王
は
盛
色
を
喩
う
る
な
り
︒ 

1
48

.  

２
９
８
敵
國
況
老
病
死
也
︒ 

 
 

敵
国
は
老
病
死
を
況
う
る
な
り
︒ 
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樂…

藥
の
間
違
い
か 



１０２ 
 

1
49

.  

３
２
０
喩
少
年
之
時
︑
諸
根
具
足
也
︒ 

 

少
年
の
時
︑
諸
根
具
足
す
る
を
喩
う
る
な
り
︒ 

1
50

.  

３
２
０
王
譬
病
身
︑
夫
人
況
老
︒ 

 
 

王
は
病
身
を
譬
え
︑
夫
人
は
老
を
況
う
︒ 

 

1
51

.  

３
２
１
喩
無
常
之
力
︑
能
遷
少
色
也
︒ 

 

無
常
の
力
の
能
く
少
色
を
遷
す
を
喩
う
る
な
り
︒ 

1
52

.  
３
２
２
譬
少
不
免
老
︒ 

 
 

 

少
き
は
老
い
を
免
れ
ざ
る
を
譬
う
︒ 

1
53

.  
３
２
３
病
能
毀
壞
諸
根
︒ 

 
 

 

病
は
能
く
諸
根
を
毀
壊
す
︒ 

1
54

.  

３
３
５
怨
賊
喩
破
戒
︑
嚢
橋
況
戒
體
︒ 

 

怨
賊
は
破
戒
を
喩
え
︑
嚢
橋

1
7
1

は
戒
体
を
況
う
︒ 

以
病
因
縁
而
破
淨
戒
︑ 

 
 

病
の
因
縁
を
以
て
︑
而
し
て
淨
戒
を
破
す
る
こ
と
︑ 

猶
如
毀
坼
也
︒ 

 
 

 

猶
お
毀
坼

1
7
2

す
る
が
如
き
な
り
︒ 

1
55

.  

３
３
６
由
病
苦
逼
︑
故
不
得
正
念
︒ 

 
 

病
苦
の
逼
ま
る
こ
と
に
由
る
が
故
に
︑
正
念
を
得
ず
︒ 

1
56

.  

３
８
５
上
音
哲
︑
下
音
叡
︒ 

 
 

上
の
音
は
哲
︑
下
の
音
は
叡
な
り
︒ 

1
57

.  

３
８
６
其
虵
黒
毒
︒ 

 
 

 

其
の
虵
は
黒
毒
ん
り
︒ 

若
觸
人
衣
及
人
行
處
︑
此
人
必
死
︒ 

 

若
し
人
の
衣
及
び
人
の
行
く
処
に
触
る
れ
ば
︑
此
の
人
は
必
ず
死
す
︒ 

1
58

.  

３
８
７
此
星
出
自
仲
秋
︑ 

 
 

 

此
の
星
は
仲
秋
よ
り
出
で
︑ 

因
星
結
呪
能
消
四
毒
︒ 

 
 

星
の
結
呪
に
因
り
て
︑
能
く
四
毒
を
消
す
︒ 

1
59

.  

３
９
３
況
二
十
五
有
也
︒ 

 
 

 

二
十
五
有
を
況
う
る
な
り
︒ 

1
60

.  

３
９
４
闕
善
以
自
給
也
︒ 

 
 

 
善
以
て
自
給
す
る
こ
と
を
闕
く
な
り
︒ 

1
61

.  

３
９
４
生
死
無
窮
也
︒ 

 
 

 
生
死
窮
ま
る
こ
と
無
き
な
り
︒ 

1
62

.  

３
９
５
五
根
皆
滅
︑
意
識
獨
行
︒ 

 
 

五
根
は
皆
な
滅
す
る
も
︑
意
識
独
り
行
く
︒ 

孤
魂
長
逝
︑
無
伴
之
義
︒ 

 
 

孤
魂
長
逝
す
る
は
︑
無
伴
の
義
な
り
︒ 
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嚢
橋…

浮
嚢
橋
梁
の
こ
と
︒
浮
袋
及
び
橋
の
こ
と
︒ 

172 

毀
坼…

︵
き
ち
ゃ
く
︶
こ
わ
す
︒ 



１０３ 
 

1
63

.  

３
９
６
隨
業
所
之
也
︒ 

 
 

業
の
之 ゆ

く
所
に
随
う
な
り
︒ 

1
64

.  

３
９
７
死
道
惛
沈
︑
故
云
深
邃

1
7
3

︒ 
 

死
道
は
惛
沈
す
る
が
故
に
︑
深
邃
と
云
う
︒ 

諸
根
壞
滅
︑
是
爲
幽
闇
︒ 

 

諸
根
は
壊
滅
す
る
は
︑
是
れ
幽
闇
と
為
す
︒ 

六
識
不
行
︑
無
明
之
象
︒ 

 

六
識
行
わ
ざ
る
は
︑
無
明
の
象
な
り
︒ 

1
65

.  

３
９
８
命
將
盡
時
︑
不
因
門
戸
而
至
死
處
︒ 

 

命
将
に
尽
き
ん
と
す
る
時
︑
門
戸
に
因
ら
ず
し
て
︑
而
し
て
死
処
に
至
る
︒ 

1
66

.  

３
９
９
臨
終
後
念
︑
五
根
冥
然
︑
無
所
知
覺
︒ 

臨
終
の
後
の
念
は
︑
五
根
冥
然
と
し
て
︑
知
覚
す
る
所
無
し
︒ 

1
67

.  

３
９
９
必
死
之
病
︑
良
醫
拱
手
︒ 

 

必
死
の
病
は
︑
良
医
は
手
を
拱
く
︒ 

1
68

.  

４
０
０
佛
雖
大
慧
︑
不
能
遮
止
衆
生
報
業
︒ 

 

仏
は
大
慧
な
り
と
雖
も
︑
衆
生
の
報
業
を
遮
止
す
る
こ
と
能
わ
ず
︒ 

1
69

.  

４
０
０
到
已
便
受
︑
不
可
脱
免
︒ 

 

到
り
已
り
て
便
ち
受
け
︑
脱
免
す
る
可
か
ら
ず
︒ 

1
70

.  

４
０
１
報
識
雖
滅
︑
形
相
儼
然

1
7
4

︒ 
 

報
識
は
滅
す
と
雖
も
︑
形
相
は
儼
然
な
り
︒ 

見
之
心
傷
︑
是
以
愁
也
︒ 

 

之
を
見
る
心
は
傷
つ
ぎ
︑
是 こ

こ

を
以
て
愁
う
る
な
り
︒ 

1
71

.  

４
０
２
哀
其
同
類
︑
而
有
異
相
︒ 

 

其
の
同
類
に
而
も
異
相
有
る
こ
と
を
哀
れ
む
︒ 

是
故
驚
惶
︑
心
生
憂
惱
︒ 

 
是
の
故
に
驚
き
惶
れ
︑
心
に
憂
悩
を
生
ず
︒ 

1
72

.  

４
０
３
死
不
離
身
︑
而
人
不
能
覺
知
時
節
︒ 
死
は
身
を
離
れ
ず
︑
而
も
人
は
時
節
を
覚
知
す
る
こ
と
能
わ
ず
︒ 

1
73

.  

４
１
３
擧
事
釋
也
︒ 

 
 

事
を
挙
げ
て
釈
す
る
な
り
︒ 

1
74

.  

４
１
７
剖
音
︑
普
後
反
︒ 

 
 

剖
の
音
は
︑
普
後
の
反
な
り
︒ 

1
75

.  

４
３
２
輪
王
有
四
種
︒
金
輪
王
四
天
下
︑ 

輪
王
に
四
種
有
り
︒
金
輪
王
は
四
天
下
︑ 

銀
輪
王
三
天
下
︑
銅
輪
王
二
天
下
︑ 

銀
輪
王
は
三
天
下
︑
銅
輪
王
は
二
天
下
︑ 
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深
邃…

︵
シ
ン
ス
イ
︶
奥
深
い
︒
深
遠
の
意
︒﹃
一
切
経
音
義
﹄
巻
十
四
に
︵﹃
大
宝
積
経
﹄
音
義
︶﹁
深
邃(
尸
任
反
︒﹃
字
書
﹄
深
測
也
︒﹃
說
文
﹄
從
水
罙
聲
︒
罙
音
與
上
同
︑
下
雖
醉
反
︒

﹃
說
文
﹄
𨗉𨗉
深
遠
也
︒
從
穴
遂
聲
︒)

︒﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
五
四
︑
三
九
三
上) 
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儼
然…

お
ご
そ
か
な
さ
ま
︒ 



１０４ 
 

鐵
輪
王
一
天
下
︒ 

 
 

鉄
輪
王
は
一
天
下
な
り
︒ 

1
76

.  

４
４
３
駿
音
︑
惣
公
反
︒ 

 
 

駿
の
音
は
︑
惣
公
の
反
な
り
︒ 

1
77

.  

５
１
１
天
眼
不
瞚

1
7
5

︑
人
眼
瞚
故
︑ 

 

天
眼
は
瞚
か
ず
︑
人
眼
は
瞚
く
が
故
に
︑ 

以
瞚
不
瞚
︑
爲
其
異
也
︒ 

 

瞚
く
︒
瞚
か
ざ
る
を
以
て
︑
其
の
異
と
為
す
な
り
︒ 

1
78

.  
５
４
０
前
説
五
蔭
皆
是
苦
者
︑ 

 

前
に
五
蔭
は
皆
な
是
れ
苦
な
り
と
説
く
と
は
︑ 

即
有
漏
中
常
無
樂
也
︒ 

 
 

 
 

即
ち
有
漏
の
中
に
︑
常
に
楽
無
き
な
り
︒ 

既
違
教
理
故
曰
不
然
︒ 

 

既
に
教
理
に
違
う
が
故
に
︑
然
ら
ず
と
曰
う
︒ 

1
79

.  

５
４
２
有
漏
之
色
非
獨
是
苦
︑
亦
有
樂
也
︒ 

 

有
漏
の
色
は
︑
独
り
是
れ
苦
な
る
の
み
に
非
ず
︑
亦
た
楽
有
る
な
り
︒ 

1
80

.  

５
４
３
苦
不
應
求
︑
求
則
非
苦
︒ 

 

苦
は
応
に
求
む
べ
か
ら
ず
︑
求
む
れ
ば
︑
即
ち
苦
に
非
ず
︒ 

1
81

.  

５
４
５
既
有
樂
受
︑
焉
得
皆
苦
︒ 

 

既
に
楽
受
有
れ
ば
︑
焉 い

ず
く

ん
ぞ
皆
な
苦
な
る
を
得
る
や
︒ 

1
82

.  

５
４
６
若
行
善
得
樂
︑
明
苦
非
常
也
︒ 

若
し
善
を
行
じ
て
楽
を
得
れ
ば
︑
苦
は
常
な
ら
ざ
る
を
明
か
す
な
り
︒ 

1
83

.  

５
４
７
根
塵
所
對
︑
則
有
樂
生
︒ 

 

根
と
塵
の
対
す
る
所
は
︑
則
ち
楽
生
ず
る
こ
と
有
り
︒ 

1
84

.  

５
４
９
此
下
擧
三
乘
樂
也 
 

 

此
の
下
は
三
乗
の
楽
を
挙
ぐ
る
な
り
︒ 

1
85

.  

５
５
３
謂
辟
支
樂
也
︒ 

 
 

辟
支
の
楽
を
謂
う
な
り
︒ 

1
86

.  

５
５
５
是
佛
樂
也
︒ 

 
 

是
れ
仏
の
楽
な
り
︒ 

1
87

.  

５
５
６
此
經
中
三
乘
受
樂
偈
︒ 

 

此
の
経
の
中
︑
三
乗
受
楽
の
偈
な
り
︒ 

1
88

.  

５
５
８
昔
説
有
樂
︑
令
説
爲
苦
︒ 

 

昔
︑
楽
有
り
と
説
く
も
︑
説
い
て
苦
と
為
さ
し
む
︒ 

前
後
相
違
︑
理
不
應
也 

 

前
後
相
い
違
い
︑
理
応
ぜ
ざ
る
な
り
︒ 

1
89

.  

５
６
１
下
苦
謂
人
天
二
乘
等
果
︒ 

 

下
苦
は
人
天
・
二
乗
等
の
果
を
謂
う
︒ 

悉
皆
是
苦
︑
而
妄
生
樂
︒ 

 
 

 
 

悉
く
皆
な
是
れ
苦
な
る
も
︑
而
も
妄
よ
り
楽
を
生
ず
︒ 
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瞚…

ま
た
た
く
︒
瞬
に
同
じ
︒ 



１０５ 
 

我
昔
隨
彼
妄
情
故
説
有
樂
︒ 

 
 

 

我
れ
は
昔
︑
彼
の
妄
情
に
随
う
が
故
に
︑
楽
有
り
と
説
く
︒ 

1
90

.  

５
６
２
昔
樂
是
苦
︒
今
説
是
苦
︒
有
何
異
哉
︒ 

 
 

昔
の
楽
は
是
れ
苦
な
り
︒
今
︑
是
れ
苦
な
り
と
説
く
︒
何
の
異
有
ら
ん
や
︒ 

1
91

.  

５
６
６
佛
以
天
上
輕
苦
爲
下
苦
︒ 

 
 

 

仏
は
天
上
の
軽
苦
を
以
て
下
苦
と
為
す
︒ 

難
者
︑
以
三
惡
爲
下
苦
︒
此
非
得
意
也

1
7
6

︒ 
 

難
者
は
三
悪
を
以
て
下
苦

1
7
7

と
為
す
︒
此
れ
意
を
得
る
に
非
ざ
る
な
り
︒ 

1
92

.  
５
６
７
三
惡
道
生
應
名
爲
樂 

 
 

 

三
悪
道
の
生
︑
応
に
名
づ
け
て
楽
と
為
す
べ
し
︒ 

1
93

.  

５
７
０
下
樂
生
苦
︑
亦
猶
下
苦
生
樂
︒ 

 
 

下
の
楽
は
苦
を
生
じ
︑
亦
た
猶
お
下
苦
は
楽
を
生
ず
る
が
如
し
︒ 

1
94

.  

５
７
１
苦
樂
相
形
云
何
答
也
︒ 

 
 

 

苦
楽
相
い
形 く

ら

ぶ
れ
ば
︑
云
何
が
答
え
ん
や
︒ 

1
95

.  

５
７
３
千
罰
之
中
︑
初
一
是
下
︑
至
半
爲
中
︑ 
 

 

千
罰
の
中
︑
初
め
の
一
は
是
れ
下
︑
半
に
至
る
を
中
と
為
し
︑ 

數
滿
爲
上
︒
初
一
下
時
︑
應
生
樂
想
︒ 

 
 

 

数
満
ち
る
を
上
と
為
す
︒
初
め
の
一
下
の
時
︑
応
に
楽
想
を
生
ず
べ
し
︒ 

樂
若
不
生
即
違
前
説
︒ 

 
 

 

楽
若
し
生
ぜ
ざ
れ
ば
︑
即
ち
前
説
に
違
う
︒ 

1
96

.  

５
７
６
以
是
苦
縁
而
生
苦
義
︑
無
別
樂
縁
而
生
樂
想
︒ 

 

是
の
苦
縁
を
以
て
苦
義
を
生
ず
る
は
︑
別
の
楽
縁
無
く
し
て
︑
而
も
楽
想
を
生
ず
︒ 

1
97

.  

５
７
８
不
以
一
下
爲
樂
︒
以
脱
千
罰
爲
其
樂
耳
︒ 

 

一
下
を
以
て
楽
と
為
さ
ず
︒
千
罰
を
脱
す
る
を
以
て
其
の
楽
と
為
す
の
み
︒ 

1
98

.  

５
８
１
此
結
苦
中
妄
生
樂
也
︒ 

 
 

 
 

此
れ
は
苦
の
中
に
妄
よ
り
楽
を
生
ず
る
を
結
ぶ
な
り
︒ 

衆
生
之
心
得
免
三
途
︑ 

 
 

 
 

衆
生
の
心
は
三
途
を
免
る
る
こ
と
を
得
れ
ば
︑ 

則
以
人
天
爲
樂
︑
而
實
非
樂
︒  

 
 
 

則
ち
人
天
を
以
て
楽
と
為
す
も
︑
而
も
実
は
楽
に
非
ず
︒ 

由
此
觀
之
︑
苦
是
真
實
︑
而
樂
是
虚
妄
︒ 

 
 

此
れ
に
由
り
て
之
を
観
ず
る
に
︑苦
は
是
れ
真
に
実
な
り
︒而
し
て
楽
は
是
れ
虚
妄
な
り
︒ 

譬
如
受
一
脱
千
︑
故
生
樂
也
︒ 

 
 

譬
え
ば
一
を
受
け
て
千
を
脱
す
る
が
如
し
︒
故
に
楽
を
生
ず
る
な
り
︒ 
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此
非
得
意
也…

﹃
大
般
涅
槃
経
集
解
﹄
巻
三
十
に
︑﹁
仏
の
意
は
︑
人
天
を
下
苦
と
し
て
い
る
が
︑
迦
葉
は
︑
三
塗
︵
三
悪
道
︶
を
下
苦
と
し
て
い
る
﹂︒﹁
佛
意
以
人
天
為
下
苦
︒
迦
葉
以
三

塗
為
下
苦
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
三
七
︑
四
八
二
下)

︒
韋
諗
は
︑
こ
れ
を
承
け
て
か
︑﹁
仏
は
天
上
の
軽
苦
を
下
苦
と
し
て
︑
討
論
者
︵
迦
葉
︶
は
︑
三
悪
を
以
て
下
苦
と
し
て
い
る
︒
こ
れ

は
︑︵
仏
の
︶
意
を
得
て
い
な
い
︒﹂﹁
５
６
６
佛
以
天
上
輕
苦
為
下
苦
︒
難
者
︑
以
三
惡
為
下
苦
︒
此
非
得
意
也
︒﹂
と
し
て
い
る
︒ 

177 

下
苦…

人
天
の
苦
は
軽
い
の
で
︑
下
苦
と
し
て
い
る
︒﹃
大
般
涅
槃
経
集
解
﹄
巻
三
十
に
︑﹁
下
苦
者
︑
三
惡
重
為
上
苦
︒
人
天
輕
為
下
苦
︒
凡
夫
不
覺
下
苦
︑
橫
生
樂
想
也
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄

三
七
︑
四
八
二
下)  



１０６ 
 

1
99

.  

５
８
３
昔
説
有
樂
以
奪
重
苦
︒ 

 
 

 

昔
は
楽
有
り
と
説
き
て
︑
以
て
重
苦
を
奪
う
︒ 

2
00

.  

５
８
６
三
受
之
中
雖
有
樂
受
︑
以
三
苦
論
之
︑
悉
皆
無
樂
︒ 

三
受
の
中
に
楽
受
有
り
と
雖
も
︑
三
苦
を
以
て
之
を
論
ず
れ
ば
︑
悉
く
皆
な
楽
無
し
︒ 

2
01

.  

５
９
０
此
三
受
中
之
樂
受
耳
︒
而
實
是
行
苦
壞
苦
也
︒ 

 

此
の
三
受
の
中
の
楽
受
な
る
の
み
︒
而
し
て
実
は
是
れ
行
苦
・
壊
苦
な
り
︒ 

2
02

.  
５
９
２
知
彼
樂
受
不
離
於
苦
︑
所
以
説
言
一
切
皆
苦
︒ 

 

彼
の
楽
受
は
︑
苦
を
離
れ
ず
と
知
る
︒
所
以
に
説
い
て
一
切
皆
苦
と
言
う
︒ 

2
03

.  
５
９
３
樂
生
厭
死
︑
二
倶
是
苦
︒ 

 
 

 

生
を
楽
い
死
を
厭
う
は
︑
二
倶
に
是
れ
苦
な
り
︒ 

2
04

.  

５
９
４
隨
其
倒
妄

1
7
8 

説
爲
樂
耳
︒ 

 
 

 

其
の
倒
妄
に
随
い
て
︑
説
い
て
楽
と
為
す
の
み
︒ 

2
05

.  

５
９
８
昔
説
二
乘
爲
樂
︑
今
言
是
苦
︒ 

 
 

昔
は
二
乗
を
説
い
て
楽
と
為
し
︑
今
は
是
れ
苦
な
り
と
言
う
︒ 

昔
説
有
樂
︑
今
言
皆
苦
︒ 

 
 

 

昔
は
楽
有
り
と
説
く
も
︑
今
は
︑
皆
苦
な
り
と
言
う
︒ 

以
今
徴
昔
是
妄
不
邪 

 
 

 

今
を
以
て
昔
を
徴 ち

ょ
う

す
る
は
︑
是
れ
妄
な
る
や
い
な
や
︒ 

2
06

.  

６
０
１
前
説
衆
事
已
辨
是
爲
最
樂
︒ 

 
 

 

前
に
衆
事
を
説
き
︑
已
に
是
れ
最
楽
と
為
す
と
辨
ず
︒ 

今
説
無
樂
其
義
若
何 

 
 

 

今
無
楽
を
説
く
は
︑
其
の
義
若
何

い

か

ん
︒ 

2
07

.  

６
０
５
前
所
説
偈 

是
道
根
本
︒ 

 
 

 

前
に
説
く
所
の
偈
は
︑
是
れ
道
の
根
本
な
り
︒ 

2
08

.  

６
１
１
一
切
資
用
能
爲
樂
因
亦
能
爲
苦
因
也
︒ 

 
 

一
切
の
資
用
は
能
く
楽
因
と
為
す
も
︑
亦
た
能
く
苦
因
と
為
す
な
り
︒ 

 

2
09

.  

６
１
４
能
生
苦
因
︑
是
無
樂
也
︒ 

 
 

 

能
く
苦
の
因
を
生
ず
る
は
︑
是
れ
無
楽
な
り
︒ 

2
10

.  

６
１
７
説
有
顛
倒
之
樂
想
也
︒ 

 
 

 

顛
倒
の
楽
想
有
り
と
説
く
な
り
︒ 

2
11

.  

６
１
８
知
無
漏
諸
善
感
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
無
漏
の
諸
善
感
を
知
る
︒ 

變
易
苦

1
7
9

名
爲
苦
因
︒ 

 
 

 
 

 
 

変
易
の
苦
は
︑
名
づ
け
て
苦
因
と
為
す
︒ 

得
涅
槃
樂
︑
名
爲
樂
因
也
︒ 

 
 

 
 

 
 

涅
槃
の
楽
を
得
る
は
︑
名
づ
け
て
楽
因
と
為
す
な
り
︒ 

 
178 

倒
妄…

顛
倒
妄
有
の
こ
と
︒ 

179 

変
易
苦…

︵
存
在
が
︶
生
滅
し
壊
れ
る
苦
し
み
︒﹃
大
乗
義
章
﹄
巻
八
︑﹁
生
滅
壞
苦
︑
名
變
易
苦
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
四
四
︑
六
一
五
下) 



１０７ 
 

︻
韋
諗
注
集
成 

巻
十
四
篇
抄
︼1

8
0 

1
.  

 

４ 

此
破
外
道
常
計
也
︒ 

 
 

 
 

 
 
 

 

此
れ
は
外
道
の
常
計
を
破
す
る
な
り
︒ 

2
.  

 

５ 

非
本
無
今
有
故
無
生
︒ 

 
 

本
無
今
有
に
非
ざ
る
が
故
に
︑
無
生
な
り
︒ 

非
已
有
還
無
故
無
滅
︒ 

 
 
 
 

 

已
に
有
り
還
た
無
な
る
に
非
ず
る
が
故
に
︑
無
滅
な
り
︒ 

3
.  

 
６ 
既
無
生
滅
何
去
何
來
︒ 

 
 

 

既
に
生
滅
無
け
れ
ば
︑
何
ぞ
去
り
何
ぞ
來
た
る
︒ 

4
.  

 

６ 
非
已
生
已
滅
故
︒ 

 
 

 

已
生
・
已
滅
に
非
ざ
る
が
故
な
り
︒ 

5
.  

 

７ 

非
未
生
未
滅
故
︒ 

 
 

 
 

未
生
・
未
滅
に
非
ざ
る
が
故
な
り
︒ 

6
.  

 

７ 

非
已
生
未
滅
故
︒ 

 
 

 
 

已
生
・
未
滅
に
非
ざ
る
が
故
な
り
︒ 

7
.  

 

７ 

是
體
常
有
故
︒ 

 
 

 

是
の
体
は
常
に
有
が
故
な
り
︒ 

8
.  

 

８ 

頼
因
證
故
︒ 

 
 

 

因
に
頼
っ
て
証
す
る
が
故
な
り
︒ 

9
.  

 

８ 

離
所
作
相
故
︒ 

 
 

 

所
作
の
相
を
離
る
る
が
故
な
り
︒ 

1
0.   

８ 

離
能
作
相
故
︒ 

 
 

 
 

能
作
の
相
を
離
る
る
が
故
な
り
︒ 

1
1.   

９ 

離
妄
想
故
︒ 

 
 

 

妄
想
を
離
る
る
が
故
な
り
︒ 

1
2.   

９ 

是
實
相
故
︒ 
 

 
 

是
れ
實
相
な
る
が
故
な
り
︒ 

1
3.   

９ 

言
語
道
斷
故
︒ 

 
 

 

言
語
道
断
な
る
が
故
な
り
︒ 

1
4.   

１
０ 

假
立
名
故
︒ 

 
 

 
 

假
に
名
を
立
つ
る
が
故
な
り
︒ 

1
5.   

１
０ 

非
四
蔭
故
︒ 

 
 

 

四
蔭
に
非
ざ
る
が
故
な
り
︒ 

1
6.   

１
０ 

離
色
蔭
相
故
︒ 

 
 

 
色
蔭
の
相
を
離
る
る
が
故
な
り
︒ 

1
7.   

１
１ 

離
色
相
也
︒ 

 
 

 

色
相
を
離
る
る
な
り
︒ 

1
8.   

１
２ 

結
常
義
也
︒ 

 
 

 

常
の
義
を
結
ぶ
な
り
︒ 

1
9.   

１
３ 

如
來
是
境
如
智
也
︒
法
是
智
如
境
也
︒ 

 

如
來
は
是
れ
境
如
智
な
り
︒
法
は
是
れ
智
如
境
な
り
︒ 

 
180 

︻
巻
十
四
︼ 



１０８ 
 

2
0.   

１
３ 

明
境
是
常
也
︒ 

 
 

 

境
は
是
れ
常
な
り
と
明
か
す
︒ 

2
1.   

１
４ 

境
常
智
亦
常
故
︒ 

 
 

 

境
は
常
な
れ
ば
︑
智
も
亦
た
常
な
る
が
故
な
り
︒ 

2
2.   

１
５ 

法
僧
如
來
︑
性
不
異
故
︒ 

 
 

法
・
僧
・
如
來
は
︑
性
異
な
ら
ざ
る
が
故
な
り
︒ 

2
3.   

１
５ 

三
寶
之
性
無
差
異
也
︒ 

 
 

三
宝
の
性
に
差
異
無
き
な
り
︒ 

 
 

2
4.   

１
６ 
離
三
寶
外 

悉
從
縁
生
︒ 

 
 

三
宝
を
離
れ
て
外
は
︑
悉
く
縁
従 よ

り
生
ず
︒ 

 
 



１０９ 
 

 
︻
韋
諗
注
集
成 

巻
十
九
篇
抄
︵
巻
首
︶︼181 

1.  
  

５ 

闍
王
煞
父
是
昔
年
也
︒ 

 
 

 

闍
王
の
煞
父
は
︑
是
れ
昔
年
な
り
︒ 

述
經
之
人
︑
却
序
前
事
︑
故
曰
爾
時
︒ 

 
 

 
 

 

経
を
述
ぶ
る
人
︑
却
っ
て
前
の
事
を
序
す
る
が
故
に
︑
爾
時
と
曰
う
︒ 

 

︻
韋
諗
注
集
成 
巻
十
九
篇
抄
︵
巻
末
︶︼ 

六
︑
１
２ 
若
具
造
者
︑
則
於
一
劫
之
中
︑
受
五
倍
苦
︒ 

 
 

 
 

 
 

 

若
し
具
さ
に
造
れ
ば
︑
則
ち
一
劫
の
中
に
於
い
て
五
倍
の
苦
を
受
く
︒ 

   
  

181 

︻
巻
十
九
︼﹃
神
奈
川
縣
文
化
財
圖
鑑
﹄
に
は
︑
巻
首
及
び
巻
末
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒
巻
首
は
︑
題
目
及
び
撰
者
号
か
ら
始
ま
る
十
五
行
の
内
容
の
写
真
で
あ
る
︵
八
四
頁
︶︒
巻
末

の
写
真
は
︑
奥
書
が
な
く
︑
題
目
か
ら
十
六
行
の
内
容
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
︵
一
〇
三
頁
︶︒
巻
首
及
び
巻
末
に
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
一
か
所
ず
つ
計
二
か
所
の
注
釈
が
確
認
で
き
る
︒
経
文
は
︑

わ
ず
か
に
巻
首
及
び
巻
末
の
合
計
三
一
行
の
中
か
ら
で
も
︑
そ
れ
ぞ
れ
﹃
大
正
蔵
﹄
所
収
の
﹁
北
本
﹂﹃
涅
槃
経
﹄
と
内
容
の
出
入
が
見
ら
れ
た
箇
所
が
あ
っ
た
︒
解
説
に
よ
る
と
︑
巻
第

十
九
に
は
全
部
で
四
十
二
箇
所
の
注
釈
が
あ
る
と
い
う
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
二
︑
三
箇
所
を
除
き
︑
ほ
と
ん
ど
が
短
い
も
の
に
す
ぎ
な
い
だ
そ
う
だ
︒︵﹃
神
奈
川
縣
文
化
財
圖
鑑
﹄︵
書
蹟

篇
︶
一
〇
三―

一
〇
四
頁
︒
︶ 



１１０ 
 

 

韋
諗
注
釈
の
特
徴 

 
韋
諗
の
注
釈
に
は
︑
特
に
次
の
三
点
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
︒ 

七
︑
引
用
文
献
の
不
開
示 

八
︑
語
彙
の
一
部
変
更 

九
︑
同
語
反
復
の
忌
避 

こ
こ
で
は
︑
こ
の
三
点
に
つ
い
て
論
証
す
る
︒ 

 
 

引
用
文
献
の
不
開
示 

 

ま
ず
︑
引
用
文
献
の
不
開
示
に
つ
い
て
検
討
す
る
︒
全
三
〇
巻
の
内
︑
現
存
の
確
認
が
取
れ
て
い
る
六
巻
に
つ
い
て
︑
巻
二
及
び
巻
十
二
は
︑
全
体
を
確
認
で
き
た
︒

そ
の
中
で
︑
巻
二
の
注
釈
箇
所
は
︑
全
部
で
三
九
三
箇
所
︑
そ
し
て
巻
十
二
は
︑
全
部
で
一
八
七
箇
所
存
在
す
る
︒
そ
し
て
︑
図
鑑
で
確
認
で
き
た
巻
八
︑
第
十
︑
第

十
四
︑
巻
十
九
も
そ
れ
ぞ
れ
二
三
箇
所
︑
十
五
箇
所
︑
十
三
箇
所
︑
二
箇
所
で
あ
る
が
︑
い
ず
れ
も
引
用
先
を
表
す
特
定
の
人
名
︑
経
典
名
や
書
物
名
の
﹁
○
○
に
曰

く
﹂
な
ど
の
表
現
が
見
当
た
ら
な
い
︒
こ
の
事
か
ら
︑
韋
諗
が
ど
の
よ
う
な
経
典
や
論
書
を
読
み
︑
ど
の
人
か
ら
ど
う
い
っ
た
思
想
の
影
響
を
受
け
た
の
か
は
︑
簡
単

に
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
︒そ
れ
を
知
る
た
め
に
は
︑ま
ず
韋
諗
の
注
の
特
徴
を
精
査
し
︑ま
た
注
釈
の
部
分
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
の
か
︑あ
る
い
は
ほ
か
の﹃
涅

槃
経
﹄
の
注
釈
書
の
も
の
な
の
か
︑
具
に
調
べ
て
い
く
し
か
な
い
︒ 

 

そ
う
は
言
っ
て
も
︑
既
に
散
逸
し
た
﹃
涅
槃
経
﹄
の
注
釈
書
も
多
く
あ
り
︑
そ
の
内
容
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
︒
い
ま
︑
こ
こ
で
で
き
る
の
は
︑
あ
く
ま
で

も
︑
現
存
す
る
史
料
と
照
ら
し
合
わ
せ
︑
韋
諗
が
参
照
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
の
み
で
あ
る
︒
具
体
的
な
論
証
は
︑
第
五
章
に
て
述

べ
る
︒ 

︻﹃
集
解
﹄
か
ら
の
引
用
と
思
わ
れ
る
箇
所
︼ 

 

ひ
と
ま
ず
︑
現
存
す
る
一
番
古
い
﹃
涅
槃
経
﹄
の
注
釈
書
で
あ
る
梁
代
の
﹃
大
般
涅
槃
経
集
解
﹄︵
以
下
﹃
集
解
﹄
と
略
す
︒︶
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
︒﹃
集
解
﹄

は
︑
そ
の
名
の
通
り
︑
人
の
注
釈
を
集
め
た
書
物
で
あ
る
︒﹃
集
解
﹄
に
は
︑
道
生
︑
僧
亮
︑
法
瑶
︑
曇
済
︑
僧
宗
︑
宝
亮
︑
智
秀
︑
法
智
︑
法
安
︑
曇
准
の
十
人
の
法

師
の
注
釈
が
集
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
︒
七
十
一
巻
の
大
作
で
あ
り
︑
梁
代
か
ら
伝
え
ら
れ
て
︑
奈
良
時
代
に
日
本
に
伝
え
ら
れ
て
︑﹁
奈
良
朝
一
切
経
目
録
﹂
に
も



１１１ 
 

多
く
記
録
さ
れ
︑
天
平
写
本
と
し
て
書
写
さ
れ
た
も
の
が
重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
︒
唐
代
の
韋
諗
に
と
っ
て
は
︑﹃
涅
槃
経
﹄
を
注
釈
す
る
上
で
︑
ま
ず

参
照
し
た
い
本
で
あ
ろ
う
︒ 

  

﹃
注
涅
槃
経
﹄426‐

427

行 

４
２
６ 
具
足
種
種
功
德
珍
寶
︑
戒
定
智
慧
以
爲
牆
塹
俾 

４
２
７ 

倪
俾
倪
者

謂
於
孔
中
伺
望

非
常
之
事
︒

戒
況
牆
也
︑
以

防
非
故
︒

定
譬
塹
也
︑
取

境
深
故
︒

慧
喩
俾
倪
︑
是

見
性
故
︒

︒ 

 
 

ま
ず
︑
韋
諗
が
こ
の
﹁
俾
倪
﹂
と
い
う
言
葉
の
注
を
ど
の
よ
う
に
著
し
た
か
を
見
て
み
る
︒ 

 

﹁
俾
倪
者
︑
謂
於
孔
中
伺
望
非
常
之
事
︒
戒
︑
況
牆
也
︑
以
防
非
故
︒
定
︑
譬
塹
也
︑
取
境
深
故
︒
慧
︑
喩
俾
倪
︑
是
見
性
故
︒
﹂  

︹
俾
倪
と
は
︑
孔
の
中
に
於
い
て
非
常
の
事
を
伺
い
望
む
こ
と
を
謂
う
︒
戒
は
︑
牆
を
況
う
る
な
り
︑
以
て
非
を
防
ぐ
が
故
に
︒
定
は
︑
塹
を
譬
う
な
り
︑
境
の

深
さ
を
取
る
が
故
に
︒
慧
は
︑
俾
倪
を
喩
う
る
が
故
に
︑
是
れ
見
性
の
故
に
︒︺ 

 
 

俾
倪
と
い
う
言
葉
は
︑
城
壁
を
指
す
言
葉
で
あ
る
︒
と
同
時
に
︑
城
壁
に
設
け
て
い
る
小
さ
い
穴
か
ら
城
外
の
様
子
を
見
る
と
い
う
非
常
時
事
態
を
も
指
す
こ
と
が

わ
か
る
︒ 

 

で
は
︑﹃
集
解
﹄
で
は
︑
こ
の
部
分
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
︒﹃
集
解
﹄
の
巻
六
に
︑ 

 

﹁
案
僧
亮
曰
︑
此
譬
廣
上
事
也
︒
城
喩
涅
槃
︒
僧
宗
曰
︑
佛
果
排
遣
累
︑
喩
城
之
防
非
也
︒
戒
防
身
口
外
失
︑
如
墻
也
︒
定
水
為
塹
也
︒
慧
能
決
斷
除
惡
︑
如
俾

倪
也
︒182

﹂ 

 
182 

﹃
大
正
蔵
﹄
三
七
︑
四
〇
一
中
︒ 



１１２ 
 

 
 

︹
案
ず
る
に
︑
僧
亮
曰
わ
く
︑
此
れ
広
上
事
を
譬
う
る
な
り
︒
城
は
︑
涅
槃
を
喩
う
︒
僧
宗
曰
わ
く
︑
仏
果
は
︑
遣
累
を
排
す
は
︑
城
の
非
を
防
ぐ
を
喩
う
な
り
︒

戒
は
︑
墻
の
如
き
に
身
口
の
外
失
を
防
ぐ
な
り
︒
水
を
定
ん
で
塹
と
為
す
な
り
︒
慧
は
能
く
惡
を
除
き
決
断
す
︑
俾
倪
の
如
く
な
り
︒︺ 

   

次
に
釈
雲
公
撰
﹁
涅
槃
経
音
義
﹂
の
﹁
俾
倪
﹂
の
箇
所
を
見
る
と
︑ 

  
 

俾
倪(

上
︑
普
米
反
︒
下
︑
五
禮
反
︒﹃
玉
篇
﹄
又
作
隦
堄
︒﹃
埤
蒼
﹄﹃
廣
雅
﹄
並
云
︑
城
小
牆
︒
又
﹃
釋
名
﹄
云
︑
於
牆
孔
中
伺
候
非
常
之
事
︒
今
詳
此
字
有
其

二
種
︒
一
者
︑
伺
候
︒
二
者
︑
垣
墻
︒
垣
墻
不
合
︑
從
人
伺
候
︑
豈
宜
從
土
︒
若
是
垣
墻
︑
應
為
埤
堄
︒
若
取
伺
候
︑
應
作
俾
倪
︒
兩
文
二
義
︑
不
失
諸
宗
故
也
︒)

︒ 
  

 

︹
俾
倪
︑
上
は
︑
普
米
の
反
︒
下
は
︑
五
禮
の
反
︒﹃
玉
篇
﹄
は
︑
又
た
隦
堄
に
作
る
︒﹃
埤
蒼
﹄﹃
廣
雅
﹄
並
び
に
云
う
︑
城
の
小
さ
な
牆
な
り
︑
と
︒
又
た
﹃
釋

名
﹄
に
云
わ
く
︑
牆
の
孔
の
中
に
於
い
て
非
常
の
事
を
伺
い
候(

ま)

つ
こ
と
︒
今
に
此
の
字
を
詳
び
ら
か
に
す
る
に
︑
其
れ
に
二
種
有
り
︒
一
と
は
︑
伺
い
候

つ
︒
二
に
は
︑
垣(

か
き)

の
墻
︒
垣
の
墻
は
合
わ
ず
︑
人
に
從
い
伺
い
候
つ
は
︑
豈
に
宜
し
く
土
に
從
う
や
︒
若
し
是
れ
垣
墻
な
れ
ば
︑
応
に
埤
堄
と
為
す
べ

し
︒
若
し
伺
候
を
取
れ
ば
︑
応
に
俾
倪
に
作
る
べ
し
︒
兩
つ
の
文
に
二
義
︑
諸
の
宗
を
失
わ
ざ
る
が
故
な
り
︒︺ 

  

上
記
の
﹃
注
涅
槃
﹄
の
下
線
の
部
分
に
注
目
す
る
と
︑﹁
涅
槃
経
音
義
﹂
の
下
線
箇
所
と
一
致
す
る
︒
韋
諗
は
︑﹃
釈
名
﹄
曰
く
と
は
特
に
注
記
し
て
い
な
い
︒
韋
諗

の
註
の
中
で
︑
引
用
先
を
明
記
し
て
い
る
註
の
箇
所
は
︑
今
の
と
こ
ろ
見
当
た
ら
な
い
︒
こ
れ
は
︑
韋
諗
註
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
る
︒ 

も
う
一
つ
特
徴
を
挙
げ
る
な
ら
ば
︑
韋
諗
は
同
じ
字
︑
同
じ
言
葉
を
使
用
す
る
の
を
嫌
う
傾
向
が
あ
る
︒
例
え
ば
︑
釈
雲
公
の
﹁
涅
槃
経
音
義
﹂
で
は
︑﹁﹃
釋
名
﹄
云
︑

於
牆
孔
中
伺
候
非
常
之
事
︒﹂
と
挙
げ
て
い
る
が
︑
韋
諗
は
︑﹁
謂
於
孔
中
伺
望
非
常
之
事
︒﹂
と
変
更
し
て
い
る
︒﹁
牆
孔
﹂
を
﹁
孔
中
﹂
に
︑
そ
し
て
﹁
伺
候
﹂
を
﹁
伺

望
﹂
と
一
文
字
ず
つ
変
え
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
︑
ほ
か
の
箇
所
で
も
見
ら
れ
る
︒ 

さ
ら
に
︑
韋
諗
の
特
徴
と
言
え
る
こ
と
は
︑
韋
諗
の
﹁
況
﹂﹁
譬
﹂﹁
喩
﹂
の
使
い
方
で
あ
る
︒
こ
の
三
文
字
は
共
に
︑
韋
諗
が
︑
何
か
例
を
あ
げ
て
喩
え
る
時
に
使

わ
れ
る
︒
但
し
︑
同
じ
文
の
中
に
数
回
使
用
す
る
場
合
は
︑
韋
諗
は
こ
の
三
文
字
を
順
番
に
使
う
︒
例
え
ば
︑﹁
況
﹂→

﹁
譬
﹂→

﹁
喩
﹂
と
い
う
風
に
使
用
す
る
の

で
あ
る
︒
ま
た
三
回
以
上
使
用
す
る
場
合
は
︑
前
に
使
用
し
た
字
を
繰
り
返
す
時
が
あ
る
︒
例
え
ば
︑﹁
況
﹂→

﹁
譬
﹂→

﹁
喩
﹂→

﹁
況
﹂
と
こ
の
よ
う
に
使
う
︒ 

下
記
の
韋
諗
註
の
下
線
箇
所
に
注
目
し
て
見
て
頂
き
た
い
︒﹁
戒
︑
況
牆
也
︑
以
防
非
故
︒
定
︑
譬
塹
也
︑
取
境
深
故
︒
慧
︑
喩
俾
倪
︑
是
見
性
故
︒
﹂
と
︑
こ
の

よ
う
に
違
う
字
を
あ
て
て
行
く
の
が
韋
諗
の
や
り
方
で
あ
る
︒
韋
諗
の
註
に
は
︑
以
上
の
よ
う
な
三
つ
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
︒ 
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次
に
︑
こ
の
註
で
言
え
ば
︑
韋
諗
は
︑
釈
雲
公
の
音
義
の
み
を
参
照
し
た
の
で
は
な
い
︒
他
か
ら
も
引
用
し
て
い
る
︒
そ
れ
は
︑
梁
・
宝
亮
等
集
﹃
大
般
涅
槃
経
集

解
﹄
か
ら
の
引
用
で
あ
る
︒ 

 
こ
の
箇
所
は
︑
韋
諗
の
﹁
戒
︑
況
牆
也
︑
以
防
非
故
︒
定
︑
譬
塹
也
︑
取
境
深
故
︒
慧
︑
喩
俾
倪
︑
是
見
性
故
︒
﹂
と
酷
似
し
て
い
る
︒
つ
い
で
に
︑﹃
集
解
﹄
の

﹁
喩
﹂
の
使
い
方
を
見
る
と
︑﹁
城
喩
涅
槃…

喩
城
之
防
非
也
︒﹂
と
﹁
喩
﹂﹁
喩
﹂
と
続
い
て
い
る
︒
そ
の
あ
と
は
︑﹁
如
墻
也…

如
俾
倪
也
︒﹂
と
︑﹁
如
﹂﹁
如
﹂
と

続
く
︒
韋
諗
の
よ
う
に
︑
三
つ
も
四
つ
も
違
う
字
を
当
て
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
︒ 

韋
諗
が
確
実
に
︑
釈
雲
公
の
﹁
涅
槃
経
音
義
﹂
を
見
た
と
言
う
に
は
︑
ほ
か
の
用
例
を
も
見
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒﹃
大
正
蔵
﹄
の
デ
ｰ
タ
ベ
ｰ
ス
で
は
︑

五
十
九
件
の
ヒ
ｯ
ト
が
あ
る
︒
ほ
か
の
用
例
を
見
て
見
る
と
︑
ま
ず
菩
薩
の
名
前
と
し
て
の
用
例
が
挙
げ
ら
れ
る
︒
北
涼
・
曇
無
讖
訳
の
﹃
大
方
等
無
想
経
﹄
巻
一
に
︑

﹁
大
雲
俾
倪
王
菩
薩
摩
訶
薩
﹂
と
あ
る
︒
ま
た
︑
ほ
か
の
用
例
を
見
て
い
く
と
︑
註
の
中
で
﹁
伺
候
﹂
と
挙
げ
て
い
る
ほ
か
の
用
例
は
な
い
︒
釈
雲
公
の
﹁
涅
槃
経
音

義
﹂
は
確
実
に
後
代
の
宋
・
希
麟
の
﹃
続
一
切
経
音
義
﹄
に
も
受
け
継
が
れ
た
よ
う
で
あ
る
︒ 

 
 

宋
・
希
麟
集
﹃
續
一
切
經
音
義
﹄
巻
二
︑ 

﹁
俾
倪(

上
︑
普
米
反
︒
下
︑
五
禮
反
︒﹃
說
文
﹄
作
壀
堄
︑
又
作
隦
𨺙𨺙
︒﹃
廣
雅
﹄
云
︑
城
上
小
垣
也
︒
考
聲
女
牆
也
︒﹃
釋
名
﹄
云
︑
於
牆
孔
中
伺
候
非
常
也
︒
二

字
亦
通
︒
去
聲
呼
經
本
︑
或
作
脾
腉
非
也
︒)
︒﹂(
﹃
大
正
蔵
﹄
五
四
︑
九
四
二
中) 

 
 

韋
諗
が
釈
雲
公
撰
﹁
涅
槃
経
音
義
﹂︵﹃
唐
・
慧
琳
撰
﹃
一
切
経
音
義
﹄
巻
二
五
所
収
︶
を
参
照
し
た
で
あ
ろ
う
と
言
え
る
引
用
箇
所
は
︑
俾
倪
と
い
う
言
葉
に
つ
い

て
の
韋
諗
の
注
か
ら
見
て
取
れ
る
︒ 

 
 

語
彙
の
部
分
改
変 

 
 

韋
諗
の
注
の
特
徴
の
第
二
点
は
︑
語
彙
の
改
変
で
あ
る
︒
韋
諗
は
引
用
を
す
る
場
合
︑
そ
の
ま
ま
の
引
用
を
嫌
い
︑
引
用
文
の
語
彙
の
中
の
一
文
字
を
変
え
る

こ
と
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
る
︒ 

韋
諗
は
︑
言
葉
の
意
味
や
使
い
方
に
大
変
注
意
深
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
︒
ま
ず
︑﹃
注
涅
槃
経
﹄
巻
二
の
二
一
四―

二
一
八
行
か
ら
の
例
を
見
て
み
る
︒ 
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214   

︵
・
・
・
・
・
・
中
略
・
・
・
・
・
・
︶
經
由 

215 
恒
河
︑
抱
兒
厲
渡183

︒
其
水
漂
疾

漂
音
︑

偏
妙
反

終184

不
放
捨
︒ 

216 

中
遇
二
乘
︑
況
經
恒
河
︒
持
解
求
出
︑
喩
抱
兒
渡
︒

爲
小
所
勸
︑
名
水
漂
疾
︒
守
解
莫
從
︑
如
不
放
捨
︒

於
是
母
子 

217 

遂
共
俱
沒

以
身
殉
法

倶
没
之
状

︒
如
是
女
人
慈
念
功
德
︑
命
終 

218 

之
後
生
於
梵
天
︒ 

︽
恒
河
を
経
由
し
︑
兒
を
抱
き
厲185

渡
す
︒
其
の
水
漂
疾
な
れ
ど
も
︑︵
漂
の
音
︑
偏
妙
の
反
︒︶
終
に
放
捨
せ
ず
︒︵
中
に
二
乘
に
遇
う
を
︑
況
え
て
恒
河
を
經

す
︒
解
を
持
し
て
出
づ
る
を
求
む
る
は
︑
喩
う
る
に
兒
を
抱
き
て
渡
る
︒
小
の
勸
む
所
と
爲
す
を
︑
名
づ
け
て
水
漂
疾
な
り
︒
解
を
守
り
從
わ
ざ
る
こ
と
︑
放
捨

せ
ざ
る
が
如
し
︒︶
是
に
於
い
て
母
子
遂
に
共
俱
に
沒
す
︒︵
身
を
以
法
に
殉
じ
︑
倶
に
没
す
る
状
︒︶
是
の
如
き
女
人
︑
慈
念
の
功
德
に
て
︑
命
終
の
後
︑
梵
天

に
生
ず
︒︾ 

こ
の
一
段
は
︑﹁
寿
命
品
﹂
で
も
有
名
な
貧
女
昇
天
の
物
語
の
箇
所
で
あ
る
が
︑
こ
の
中
の215

行
に
あ
る
﹁
厲
渡
﹂
と
い
う
言
葉
は
︑﹁
北
本
﹂﹁
南
本
﹂
に
由
来

す
る
も
の
で
は
な
く
︑
韋
諗
が
﹃
般
泥
洹
經
﹄
か
ら
採
用
し
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒﹁
北
本
﹂
も
﹁
南
本
﹂
も
﹁
而
渡
﹂
と
い
う
た
だ
﹁
渡
る
﹂
と
い
う
意
味

の
言
葉
を
採
用
し
て
い
る
︒
こ
の
﹁
厲
渡
﹂
を
大
正
蔵
の
デ
ｰ
タ
ｰ
ベ
ｰ
ス
で
調
べ
て
み
る
と
︑
わ
ず
に
五
例186

し
か
な
い
︒
そ
の
用
例
は
︑
主
に
二
種
類
に
分
か

れ
る
︒ 

 
183 

厲
渡 

﹃
大
正
蔵
﹄﹁
北
本
﹂・﹁
南
本
﹂ 

而
渡
︒﹃
大
正
蔵
﹄﹁
南
本
﹂
客
注 

渡
＝
度
︻
三
︼︒ 

184 

終 

﹃
大
正
蔵
﹄﹁
北
本
﹂・﹁
南
本
﹂ 

而
︒ 

185 

厲
渡 

﹃
大
正
蔵
﹄﹁
北
本
﹂
而
度
︑﹁
南
本
﹂
而
度
︒
渡
＝
度
︻
三
︼︒
厲
は
︑
腰
ぐ
ら
い
の
高
さ
の
川
を
渡
る
と
い
う
意
有
り
︒﹃
一
切
経
音
義
﹄
巻
五
二
﹁
厲
渡(

力
制
反
︒﹃
尒
雅
﹄
由
帶

已
上
︑
為
厲
︒
由
自
也
睞
已
下
︑
為
揭
褰
衣
也
︒
揭
音
︑
去
例
反
︒)

︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
五
四
︑
六
五
七
中) 

186

﹃
般
泥
洹
経
﹄
巻
二
︑﹁
彼
時
︑
佛
請
賢
者
阿
難
︑
俱
之
拘
夷
邑
︑
已
樂
波
旬
︑
歷
城
中
度
︑
行
半
道
所
︑
佛
疾
生
︑
身
背
痛
︑
止
樹
下
坐
︒
勑
賢
者
阿
難
︑
持
鉢
到
拘
遺
河
取
水
︑
則
受
教

行
︒
是
時
五
百
乘
車
︑
厲
渡
上
流
︑
水
濁
未
清
︑
阿
難
行
取
水
還
︑
往
白
佛
言
︑
向
群
車
過
︑
水
濁
未
清
︑
適
可
澡
洗
︑
有
凞
連
河
︑
去
此
不
遠
︑
請
取
可
飲
︒
佛
取
鉢
水
︑
澡
面
洗

足
︑
於
是
以
忍
︑
疾
又
得
間
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
一
︑
一
八
三
下) 

﹃
大
荘
厳
論
経
﹄
巻
十
五
︑﹁
如
牛
厲
渡
水
︑
導
正
從
亦
正
︑
人
王
立
正
法
︑
從
者
亦
如
是
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
四
︑
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ま
ず
︑
第
一
は
︑﹁
五
百
乘
車
厲
渡
上
流
﹂︑
も
う
一
つ
の
用
例
は
︑﹁
如
牛
厲
渡
水187

﹂
で
あ
る
︒
具
体
的
に
見
て
見
る
と
︑ 

 
︽
般
泥
洹
經
︾
巻
二
の
用
例
で
は
︑ 

﹁
是
時
五
百
乘
車
︑
厲
渡188

上
流
︑
水
濁
未
清189

﹂  
 

厲
渡
と
い
う
言
葉
は
︑
初
期
仏
教
の
﹃
涅
槃
経
﹄
で
あ
る
﹃
般
泥
洹
經
﹄
巻
下
に
見
ら
れ
る
︒
こ
の
﹃
般
泥
洹
經
﹄
は
︑﹃
大
正
蔵
﹄
巻
一
所
収
で
︑
訳
者
不
詳
で

あ
る
︒﹃
仏
書
解
説
事
典
﹄
に
よ
る
と
︑
こ
の
経
典
は
︑
①
長
阿
含
第
二
経
遊
行
経
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
一
所
収
︶︑
仏
般
泥
洹
経
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
一
所
収
︑
白
法
祖

訳
︶
③
長
尼
柯
耶
一
六
経 

Pari=nibbana S.

④
﹃
大
般
涅
槃
経
﹄︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
一
法
顕
訳
︶
⑤
根
本
説
一
切
有
毘
奈
耶
雑
事
︵﹃
大
正
蔵
﹄
二
四
義
浄
訳
︶
の

中
の
一
部
で
あ
り
︑
本
経
を
含
め
て
合
計
六
本
の
同
本
異
訳
の
経
典
の
一
つ
で
あ
り
︑
他
の
本
に
比
べ
て
比
較
的
に
装
飾
が
少
な
く
原
始
的
で
あ
る
と
い
う
︒ 

 

 

三
四
〇
下)

﹃
法
句
経
﹄
巻
二
︑﹁
如
牛
厲
渡
水
︑
導
正
從
亦
正
︑
奉
法
心
不
邪
︑
如
是
衆
普
安
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
四
︑
五
七
四
中―

下)

﹃
弥
沙
塞
部
和
醯
五
分
律
﹄
巻
三
十
︑﹁
迦
葉

復
詰
阿
難
言
︑
佛
昔
從
汝
三
反
索
水
︑
汝
竟
不
奉
︑
犯
突
吉
羅
︑
亦
應
見
罪
悔
過
︒
阿
難
言
︑
我
非
不
欲
奉
︒
時
有
五
百
乘
車
上
流
厲
渡
︑
水
濁
未
清
︑
恐
以
致
患
︑
是
以
不
奉
︒
我
於

此
中
亦
不
見
罪
相
︑
敬
信
大
德
︑
今
當
悔
過
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
二
二
︑
一
九
一
中―

下)
﹃
一
切
経
音
義
﹄
巻
五
二
︑﹁
厲
渡(

力
制
反
︒﹃
爾
雅
﹄
由
帶
已
上
為
厲
︑
由
自
也
睞
已
下
為

揭
褰
衣
也
︒
揭
音
︑
去
例
反
︒)

︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
五
四
︑
六
五
七
中) 

187 

﹃
大
正
蔵
﹄
四
︑
三
四
〇
下
︒ 

188 

﹃
大
正
蔵
﹄
校
注
︑
渡
＝
度
︻
三
︼︒ 

189 

﹃
大
正
蔵
﹄
一
︑
一
八
三
下
︒ 



１１６ 
 

﹃
般
泥
洹
経
﹄
巻
二
︑﹁
彼
時
︑
佛
請190

賢
者
阿
難
︑
俱
之
拘
夷
邑
︑
已
樂
波
旬
︑
歷
城
中
度
︑
行
半
道
所
︑
佛
疾
生
︑
身
背
痛
︑
止
樹
下
坐
︒
勑
賢
者
阿
難
︑

持
鉢
到
拘
遺191

河
取
水
︑
則
受
教
行
︒
是
時
五
百
乘
車
︑
厲
渡192

上
流
︑
水
濁
未
清
︑
阿
難
行
取
水
還
︑
往
白
佛
言
︑﹁
向
群
車
過193

︑
水
濁
未
清
︑
適
可
澡

洗
；
有
凞
連
河
︑
去
此
不
遠
︑
請
取
可
飲
︒194

﹂ 
  

こ
の
箇
所
は
︑
釈
尊
が
体
調
を
崩
し
て
い
る
と
き
に
︑
水
が
飲
み
た
い
と
い
い
︑
阿
難
尊
者
に
川
に
行
っ
て
水
を
取
っ
て
く
る
よ
う
に
と
お
願
い
さ
れ
る
場
面
で

あ
る
︒
水
を
取
り
に
行
っ
た
阿
難
は
︑
五
百
も
の
馬
車
が
上
流
を
渡
っ
た
が
た
め
に
︑
水
が
濁
っ
て
い
て
︑
身
体
を
洗
う
の
に
は
い
い
が
︑
飲
み
水
に
適
し
て
い
な

い
の
で
︑
ほ
か
の
近
く
に
川
に
行
っ
て
取
っ
て
く
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
場
面
で
あ
る
︒ 

同
じ
用
例
が
︑
後
に
﹃
弥
沙
塞
部
和
醯
五
分
律
﹄
の
中
に
使
用
さ
れ
て
い
る
︒
こ
ち
ら
は
︑
阿
難
が
水
が
飲
み
た
い
と
言
わ
れ
る
釈
尊
の
た
め
に
︑
水
を
取
っ
て

来
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
責
め
ら
れ
る
場
面
で
︑
阿
難
が
馬
車
が
通
っ
た
た
め
と
説
明
し
て
い
る
箇
所
の
例
で
あ
る
︒ 

 

も
う
一
つ
の
用
例
と
し
て
は
︑﹁
如
牛
厲
渡
水
﹂︵
牛
が
水
を
渡
る
が
如
く
︶
と
い
う
も
の
が
で
あ
る
︒
次
の
二
か
所
で
見
ら
れ
る
︒ 

 
 

 

﹃
大
莊
厳
論
経
﹄
巻
十
五
︑﹁
如
牛
厲
渡
水
︑
導
正
從
亦
正
︑
人
王
立
正
法
︑
從
者
亦
如
是
︒195

﹂ 

﹃
法
句
經
﹄
巻
二
︑﹁
如
牛
厲
渡
水
︑
導196

正
從
亦
正
︑
奉
法
心
不
邪
︑
如
是
衆
普
安
︒197

﹂ 
 

 
190 

﹃
大
正
蔵
﹄
校
注
︑
請
＝
語
︻
三
︼︒ 

191 

﹃
大
正
蔵
﹄
校
注
︑
遺
＝
匱
︻
三
︼︒ 

192  

﹃
大
正
蔵
﹄
校
注
︑
渡
＝
度
︻
三
︼︒ 

193 

﹃
大
正
蔵
﹄
校
注
︑
過
＋
︵
水
︶︻
三
︼︒ 

194 

﹃
大
正
蔵
﹄
一
︑
一
八
三
下
︒ 

195 

﹃
大
正
蔵
﹄
四
︑
三
四
〇
下
︒ 

196 

﹃
大
正
蔵
﹄
校
注
︑
導
＝
道
︻
聖
︼︒ 

197 

﹃
大
正
蔵
﹄
四
︑
五
七
四
中―

下
︒  
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こ
の
二
つ
と
も
が
︑
牛
が
水
を
渡
る
よ
う
に
︑
正
し
く
導
け
ば
正
し
く
つ
い
て
く
る
と
い
う
譬
え
で
使
用
さ
れ
て
い
る
︒ 

三
つ
目
の
例
は
︑﹃
一
切
経
音
義
﹄
巻
五
二
に
収
録
さ
れ
て
い
る
︒ 

 
厲
渡(
力
制
反
︒﹃
尒
雅
﹄
由
帶
已
上
︑
為
厲
由
自
也
︒
睞
已
下
為
揭
褰
衣
也
︒
揭
音
︑
去
例
反)

︒ 
 ︽

厲
渡
は
︑
力
制
の
反
︒﹃
尒
雅
﹄
に
帶
よ
り
上
︑
自
ら
に
由
り
て
厲
と
為
す
な
り
︒
睞
よ
り
下
は
褰
衣
を
揭
げ
る
と
為
す
な
り
︒
揭
の
音
︑
去
例
の
反
︾ 

 

厲
は
︑
腰
ぐ
ら
い
の
高
さ
の
川
を
渡
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
︒
褰
は
︑
說
文
解
字
で
は
﹁
褰
︑
褲
也
︒﹂
と
あ
る
の
で
︑
ズ
ボ
ン
を
あ
げ
る
こ
と
を
指
す
︒
こ
こ
に

は
︑
た
だ
川
を
渡
る
に
も
︑
明
白
な
違
い
が
あ
る
︒﹁
北
本
﹂
も
﹁
南
本
﹂
も
︑
た
だ
の
﹁
而
渡
﹂
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
︑
た
だ
川
を
渡
る
こ
と
を
示
し
た
の
み
で

あ
っ
た
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
韋
諗
は
︑
わ
ざ
わ
ざ
﹃
般
泥
洹
経
﹄
か
ら
﹁
厲
渡
﹂
と
い
う
言
葉
を
採
用
し
た
︒
貧
女
は
︑
子
ど
も
を
出
し
て
川
を
渡
っ
た
わ
け
で
は

な
い
︒
水
が
腰
ぐ
ら
い
の
高
さ
ま
で
来
て
い
る
川
を
渡
っ
た
の
だ
︒
韋
諗
は
︑
そ
の
緊
迫
し
た
場
面
を
忠
実
に
再
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
︒
こ
こ
に

は
︑
彼
が
士
大
夫
と
し
て
の
言
葉
へ
の
こ
だ
わ
り
の
一
端
が
垣
間
見
ら
れ
る
︒ 

 
 

同
語
反
復
の
忌
避 

  

次
に
︑
韋
諗
注
の
﹃
涅
槃
経
﹄
本
文
及
び
﹃
大
正
蔵
﹄﹁
北
本
﹂﹁
南
本
﹂
に
見
ら
れ
る
﹁
喩
﹂︑﹁
譬
﹂︑﹁
況
﹂
の
使
用
狀
況
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
と
思
う
︒ 

  

﹃
涅
槃
経
﹄
巻
二
︿
寿
命
品
一
﹀
に
あ
る
下
記
の
箇
所
で
あ
る
が
︑﹁
韋
諗
注
﹂︑﹁
北
本
﹂︑﹁
南
本
﹂
に
於
け
る
﹁
喩
﹂︑﹁
譬
﹂︑﹁
況
﹂
と
い
う
こ
と
ば
に
当
て
る

字
の
違
い
に
焦
点
を
あ
て
て
︑
そ
の
違
い
に
つ
い
て
明
確
に
し
た
い
︒ 

 

ま
ず
︑﹃
注
涅
槃
経
﹄
依
拠
の
﹁
北
本
﹂︑﹁
韋
諗
注
﹂︑
そ
し
て
﹁
南
本
﹂
の
順
番
で
見
て
い
き
た
い
と
思
う
︒ 

 

ま
ず
︑﹁
北
本
﹂
と
﹃
注
涅
槃
経
﹄
を
比
較
す
る
と
︑
両
者
が
不
一
致
す
る
箇
所
に
は
側
線
を
入
れ
た
︒﹁
譬
﹂
と
﹁
況
﹂
の
二
字
で
あ
る
︒
そ
の
ほ
か
は
︑
す
べ
て
一

致
し
て
い
る
︒﹁
北
本
﹂
を
見
る
と
︑
そ
の
内
容
は
︑ 
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﹁
北
本
﹂ 

﹁
所
謂
少
者
︑
喩
未
增
長
法
身
之
人
︒
老
者
︑
喩
重
煩
惱
︒
病
者
︑
喩
未
脫
生
死
︒
險
路
者
︑
喩
二
十
五
有
︒
﹂ 

︽
い
わ
ゆ
る
少
者

わ
か
も
の

と
は
︑
未
だ
法
身
を
増
長
せ
ざ
る
人
を
喩
う
︒
老
者
と
は
︑
重
い
煩
惱
を
喩
う
︒
病
者
と
は
︑
喩
未
だ
生
死
を
脱
せ
ざ
る
を
喩
う
︒
險
路
者

と
は
︑
二
十
五
有
を
喩
う
な
り
︒︾ 

 

﹃
注
涅
槃
経
﹄ 

﹁
所
謂
少
者
︑
喩
未
增
長
法
身
之
人
︒
老
者
︑
譬
重
煩
惱
︒
病
者
︑
況
未
脱
生
死
︒
險
路
者
︑
喩
二
十
五
有
︒
﹂ 

︽
い
わ
ゆ
る
少
者

わ
か
も
の

と
は
︑
未
だ
法
身
を
増
長
せ
ざ
る
人
を
喩
う
︒
老
者
と
は
︑
重
い
煩
惱
を
譬
う
︒
病
者
と
は
︑
喩
未
だ
生
死
を
脱
せ
ざ
る
を
況
う
︒
險
路
者
と

は
︑
二
十
五
有
を
喩
う
な
り
︒︾ 

 

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
︑﹁
北
本
﹂
で
は
︑
こ
の
﹁
た
と
え
る
﹂
と
い
う
言
葉
を
表
す
字
を
︑
す
べ
て
こ
の
﹁
喩
﹂
の
字
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒﹃
注
涅
槃

経
﹄
を
見
て
み
る
と
︑﹁
北
本
﹂
に
於
け
る
二
番
目
の
﹁
喩
﹂︵
右
文
の
側
線
箇
所
︶
が
﹁
譬
﹂
に
︑
三
番
目
が
﹁
況
﹂
に
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
注
目
し
た
い
︒﹁
譬
﹂

も
﹁
況
﹂
も
た
と
う
と
読
む
こ
と
が
で
き
︑
兩
方
と
も
﹁
喩
﹂
と
同
じ
意
味
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
同
じ
よ
う
な
意
味
の
字
を
な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
変
え
る
の
は
︑

考
え
得
る
点
は
︑
韋
諗
に
と
っ
て
︑
同
じ
字
を
重
複
し
て
何
度
も
同
じ
文
に
使
用
す
る
こ
と
は
︑
彼
に
と
っ
て
美
し
く
な
い
こ
と
と
思
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
︒
こ

こ
に
︑
名
家
育
ち
の
儒
家
の
伝
統
教
育
を
受
け
文
才
の
あ
る
士
大
夫
と
し
て
の
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
︒
よ
っ
て
︑
わ
ざ
わ
ざ
同
じ
意
味

の
違
う
字
を
経
典
本
文
に
も
使
用
し
た
の
で
は
な
い
か
︒
こ
こ
に
︑
韋
諗
の
文
字
へ
の
こ
だ
わ
り
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒ 

次
に
﹃
注
涅
槃
経
﹄
と
﹁
南
本
﹂
を
比
較
す
る
︒
両
文
の
不
一
致
箇
所
に
は
︑
側
線
を
つ
け
た
︒
こ
れ
を
見
る
と
︑
明
ら
か
に
﹃
注
涅
槃
経
﹄
は
﹁
南
本
﹂
を
ベ
ｰ

ス
に
し
て
い
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
︒﹁
南
本
﹂
の
こ
の
箇
所
を
見
る
と
︑ 
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﹁
所
言
少
者
︑
喩198

未
增
長
法
身
之
人
︒
所
言
老
者
︑
喩
重
煩
惱
︒
所
言
病
者199

︑
譬
未
脫
生
死
︒
所
言
險
道
者200

︑
喩
二
十
五
有
︒
﹂ 

 
こ
の
見
る
と
︑﹁
北
本
﹂
で
は
︑﹁
喩
﹂﹁
喩
﹂﹁
喩
﹂﹁
喩
﹂︑﹃
注
涅
槃
経
﹄
は
︑﹁
喩
﹂﹁
譬
﹂﹁
況
﹂﹁
喩
﹂︑﹁
南
本
﹂
は
︑﹁
喩
﹂﹁
喩
﹂﹁
譬
﹂﹁
喩
﹂
と
な
っ
て
い

る
︒
な
お
︑﹃
大
正
蔵
﹄
の
校
注
で
は
︑﹁
南
本
﹂
の
最
初
の
﹁
喩
﹂
は
︑︻
宋
︼︻
元
︼︻
明
︼
の
三
本
で
は
︑
喻
＝
譬
に
な
っ
て
い
る
︒
そ
う
し
た
時
に
︑﹁
南
本
﹂
は
︑

﹁
譬
﹂﹁
喩
﹂﹁
譬
﹂﹁
喩
﹂
と
な
る
︒
こ
こ
で
一
つ
の
仮
説
を
立
て
た
い
と
思
う
︒ 

文
章
の
修
飾
し
た
順
番
で
考
え
る
と
︑ 

 

﹁
北
本
﹂ 

 
 

﹁
喩
﹂﹁
喩
﹂﹁
喩
﹂﹁
喩
﹂ 

﹁
南
本
﹂ 

 
 

﹁
譬
﹂﹁
喩
﹂﹁
譬
﹂﹁
喩
﹂ 

﹃
注
涅
槃
経
﹄  

﹁
喩
﹂﹁
譬
﹂﹁
況
﹂﹁
喩
﹂ 

 

こ
の
よ
う
に
見
た
場
合
︑
文
字
を
修
訂
し
た
過
程
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒ 

こ
の
部
分
で
は
︑﹁
北
本
﹂
に
完
全
に
依
拠
し
て
︑
全
て
の
字
を
同
じ
に
し
て
も
か
ま
わ
な
い
と
思
う
の
だ
が
︑
韋
諗
は
︑
あ
え
て
︑﹁
喩
﹂
の
字
を
変
え
て
︑﹁
譬
﹂

と
﹁
況
﹂
に
し
て
い
る
︒ 

で
は
︑
次
に
﹁
南
本
﹂
と
の
違
い
を
み
て
み
る
と
︑ 

 

﹁
南
本
﹂
の
場
合
︑﹁
喩
﹂
が
三
か
所
︑﹁
譬
﹂
が
一
か
所
あ
る
︒
下
線
の
あ
る
と
こ
ろ
が
︑﹁
南
本
﹂
が
﹁
北
本
﹂
と
違
う
と
こ
ろ
で
あ
る
︒
ち
な
み
に
︑﹁
南
本
﹂

の
注
で
は
︑
宋
版
︑
元
版
︑
明
版
の
三
本
で
は
︑﹁
喩
﹂
＝
﹁
譬
﹂
と
し
て
い
る
︒
と
い
う
こ
と
は
︑
三
本
で
は
︑﹁
喩
﹂
の
と
こ
ろ
は
︑
全
て
﹁
譬
﹂
に
な
っ
て
い
る

こ
と
に
な
る
︒ 

韋
諗
の
注
釈
の
特
徴
の
一
つ
に
︑﹃
涅
槃
経
﹄
本
文
の
於
い
て
も
︑
同
じ
字
を
使
用
す
る
こ
と
を
嫌
う
こ
と
に
あ
る
︒
一
例
を
あ
げ
る
と
︑
こ
の
﹁
喩
﹂︑﹁
譬
﹂︑﹁
況
﹂

の
使
用
狀
況
か
ら
見
て
取
れ
る
︒
特
に
︑﹁
況
﹂
と
い
う
こ
と
ば
を
︑
多
用
し
て
い
る
こ
と
も
︑
韋
諗
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
︒ 

 
198 

喻
＝
譬
︻
宋
︼︻
元
︼︻
明
︼ 

199 

者
＝
苦
︻
宋
︼︻
元
︼︻
明
︼ 

200 

︹
者
︺―

︻
宋
︼︻
元
︼︻
明
︼ 
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第
五
章 

韋
諗
の
思
想
的
特
徴 

第
一
節 

は
じ
め
に 

 
 

 

一
士
大
夫
が
︑﹃
注
維
摩
経
﹄︵
六
巻
︶︑﹃
金
剛
般
若
註
﹄︵
一
巻
︶︑
そ
し
て
﹃
注
涅
槃
経
﹄︵
三
十
卷
︶
の
注
釈
書
を
著
し
た
︒
こ
れ
は
︑
現
代
に
置
き
換
え
て
考

え
て
も
︑
大
変
な
偉
業
で
あ
る
︒
一
地
方
県
知
事
が
︑
仕
事
の
合
間
に
仏
教
学
の
研
究
を
し
て
︑
著
名
な
経
典
に
つ
い
て
注
釈
書
を
書
く
こ
と
は
︑
現
代
に
お
い
て
も

容
易
な
こ
と
で
は
な
い
︒
し
か
も
︑
そ
れ
が
海
を
渡
り
︑
海
の
向
こ
う
で
珍
重
さ
れ
る
ほ
ど
の
評
価
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
︒
国
家
の
命
を
受
け
て
︑
帰
ら

れ
る
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
ず
︑
命
が
け
で
海
を
渡
り
︑
貴
重
な
品
々
と
共
に
︑
仏
教
を
礎
に
建
国
し
よ
う
と
し
て
い
た
古
代
日
本
に
と
っ
て
︑
唐
に
渡
っ
た
学
僧
た
ち

が
蒐
集
し
た
経
典
論
疏
は
貴
重
で
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
︒
し
か
も
︑
日
本
に
渡
っ
て
か
ら
は
︑
韋
諗
の
﹃
注
涅
槃
経
﹄
は
︑
一
流
写
経
生
に
よ
っ
て
︑

端
麗
に
書
写
さ
れ
︑
そ
の
上
内
容
を
三
回
校
訂
さ
れ
︑
さ
ら
に
は
黒
檀
・
紫
檀
の
軸
︑
装
飾
の
付
い
た
軸
端
に
よ
っ
て
丹
念
に
装
丁
さ
れ
た
︒
韋
諗
の
﹃
注
涅
槃
経
﹄

の
何
が
そ
う
さ
せ
た
の
か
︒
い
ま
だ
に
謎
で
あ
る
︒ 

 

韋
諗
の
著
作
が
中
国
に
於
い
て
ほ
と
ん
ど
引
用
さ
れ
て
形
跡
が
な
い
︒
そ
の
理
由
に
つ
い
て
︑
い
く
つ
か
の
想
定
が
で
き
る
︒
そ
の
第
一
の
理
由
と
し
て
︑
韋
諗
の

注
釈
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
あ
げ
た
い
︒
韋
諗
の
注
釈
は
︑
一
文
一
文
が
短
く
︑
特
定
の
語
彙
や
語
句
に
対
す
る
説
明
の
み
と
な
っ
て
い
る
︒
巻
二
の
一
番
長
い
注
釈
文

で
も
︑
四
十
八
文
字
し
か
な
い
︒
短
い
上
に
︑
解
説
の
よ
う
な
部
分
が
存
在
し
て
い
な
い
た
め
︑
読
む
人
に
と
っ
て
は
︑
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
だ
ろ
う
︒
巻
第
一
が

現
存
し
て
い
な
い
た
め
︑
推
測
に
な
る
が
︑
こ
れ
ま
で
調
査
し
た
巻
二
︑
巻
十
二
か
ら
︑
ま
た
﹁
北
本
﹂
の
四
〇
巻
﹃
涅
槃
経
﹄
に
対
し
て
﹃
注
涅
槃
経
﹄
が
三
十
巻

し
か
な
い
こ
と
か
ら
鑑
み
て
︑
お
そ
ら
く
巻
一
の
冒
頭
に
は
︑
解
説
と
言
わ
れ
る
部
分
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
︒
な
ぜ
な
ら
︑
巻
二
︑
巻
十
二
共
に

十
メ
ｰ
ト
ル
を
超
え
る
長
さ
で
あ
る
上
︑﹃
注
涅
槃
経
﹄
の
巻
二
の
冒
頭
が
﹃
涅
槃
経
﹄
の
巻
二
の
巻
首
に
対
応
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
︒
こ
の
こ
と
か
ら
︑﹃
集
解
﹄

の
よ
う
に
︑
解
説
部
分
の
よ
う
な
序
文
は
存
在
し
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
︒
韋
諗
の
注
釈
は
︑
経
典
を
読
む
際
の
補
助
役
と
し
て
は
︑
大
変
有
益
で
あ
る
︒
一
文
が
短
い

た
め
︑
余
計
な
情
報
が
入
っ
て
い
な
い
た
め
︑
経
典
自
体
に
集
中
で
き
る
の
で
︑
負
担
が
少
な
い
︒
よ
っ
て
︑
初
学
者
に
は
あ
り
が
た
い
書
物
で
あ
る
︒
し
か
し
な
が

ら
︑
そ
の
一
方
で
︑
初
学
者
の
故
の
物
足
り
な
さ
も
あ
る
︒
な
ぜ
な
ら
︑
一
文
が
短
い
故
に
︑
あ
る
程
度
知
識
が
な
い
と
︑
理
解
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
︒

ま
た
︑
今
ま
で
調
査
し
て
き
た
巻
二
︑
十
二
の
中
に
お
い
て
︑
韋
諗
が
自
ら
の
視
点
を
論
ず
る
部
分
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
た
め
︑
読
者
に
と
っ
て
深
い
理
解
を
得
る

の
に
は
︑
不
足
と
感
じ
る
︒
要
す
る
に
︑
読
者
の
ス
ト
ラ
イ
ク
ゾ
ｰ
ン
が
狭
い
の
で
あ
る
︒ 
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第
二
に
︑
引
用
文
献
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
︒
韋
諗
の
﹃
注
涅
槃
経
﹄
は
︑
現
代
で
言
え
ば
︑
一
般
読
者
向
け
な
﹃
涅
槃
経
﹄
の
解
説
書
で
あ
る
︒
と
は
い
え
︑
想

定
す
る
読
者
は
︑
基
本
的
な
仏
教
学
の
素
養
を
持
っ
て
い
る
が
︑
研
究
者
で
は
な
い
人
で
あ
る
︒
そ
ん
な
知
識
人
に
と
っ
て
︑
韋
諗
が
ど
こ
か
ら
こ
の
文
を
引
用
し
て

き
た
の
か
は
︑
さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
そ
れ
が
学
僧
と
な
る
と
︑
話
が
違
っ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
︒
学
僧
に
と
っ
て
は
︑
知
識
の
遡
及
が
必
要
で

あ
る
︒
学
問
の
相
承
が
重
要
で
あ
る
︒
現
代
に
お
い
て
も
︑
研
究
者
に
と
っ
て
︑
先
行
研
究
は
大
事
な
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
韋
諗
の
﹃
注
涅
槃

経
﹄
で
は
︑
引
用
先
が
開
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
︑
学
問
と
し
て
の
広
が
り
が
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
︒
一
般
的
な
読
者
に
と
っ
て
は
︑﹃
涅
槃
経
﹄
を
理
解
す
る
の
に
︑

ヒ
ン
ト
と
な
る
も
の
で
あ
れ
ば
︑
満
足
で
き
た
の
だ
が
︑
学
僧
に
と
っ
て
は
︑
そ
う
は
い
か
な
か
っ
た
︒
同
時
期
に
伝
わ
り
同
じ
く
天
平
写
経
と
し
て
書
写
さ
れ
た
七

十
一
卷
の
﹃
集
解
﹄
に
は
︑
十
名
も
の
名
僧
に
よ
る
注
釈
が
書
か
れ
︑
引
用
先
も
は
っ
き
り
し
て
い
る
︒
学
僧
と
も
な
れ
ば
︑
そ
ち
ら
を
参
照
す
る
だ
ろ
う
︒ 

 

第
三
に
︑﹃
涅
槃
経
﹄
研
究
の
衰
退
で
あ
る
︒﹃
涅
槃
経
﹄
研
究
は
︑
仏
性
の
問
題
も
絡
み
︑
翻
訳
さ
れ
た
直
後
か
ら
︑
激
し
く
論
争
が
繰
り
広
が
れ
︑﹁
涅
槃
宗
﹂

の
形
成
ま
で
至
っ
た
︒
し
か
し
な
が
ら
︑﹃
涅
槃
宗
﹄
と
い
う
形
を
取
っ
た
と
は
い
え
︑
中
国
で
は
︑﹃
涅
槃
経
﹄
の
み
を
研
究
す
る
学
僧
は
少
な
く
︑
様
々
な
経
典
と

並
列
し
て
学
ぶ
の
が
当
た
り
前
で
あ
る
こ
と
は
︑
一
人
の
人
に
よ
る
様
々
な
経
典
の
注
釈
書
の
撰
述
に
よ
っ
て
︑
伺
い
知
れ
る
︒
ま
た
︑
の
ち
に
興
っ
た
天
台
宗
︑
華

厳
宗
︑
法
相
宗
︑
三
論
宗
と
言
っ
た
よ
う
な
︑
隋
唐
の
諸
宗
派
の
隆
盛
に
よ
っ
て
︑﹁
涅
槃
宗
﹂
の
人
々
︑
ほ
か
の
学
派
に
よ
っ
て
取
り
崩
さ
れ
た
︒ 

 

ま
た
第
四
に
︑﹃
大
般
涅
槃
経
疏
﹄
の
正
述
に
よ
る
序
文
で
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
︑ 

  
 

吾
祖
章
安
尊
者
︑
約
龍
樹
宗
旨
︑
用
天
台
義
門
︑
製
疏
科
經
︑
深
符
佛
意
︒
荊
溪
刪
補
︑
法
道
重
明
︒
自
四
明
慈
雲
講
唱
︑
孤
山
作
記
之
後
︑
寥
寥
絕
聞
︒
其
故

何
哉
︒
蓋
由
經
文
浩
博
︑
疏
義
淵
微
︑
加
之
科
未
入
經
卒
難
尋
討
︒201

﹂ 
 

 
 ︽

吾
が
祖
章
安
尊
者
︑
龍
樹
の
宗
旨
を
約
し
︑
天
台
の
義
門
を
用
い
て
︑
疏
を
製
し
経
を
科
し
︑
深
く
佛
意
に
符
す
︒
荊
溪
刪
補
し
︑
法
道
重
ね
て
明
す
︒
四
明
・

慈
雲
の
講
唱
自
り
︑
孤
山
の
記
作
す
の
後
︒
寥
寥
と
し
て
絕
聞
す
︒
其
の
故
は
何
か
ん
や
︒
蓋
し
経
文
の
浩
博
に
由
り
て
︑
疏
義
の
淵
微
︑
加
え
て
之
の
科
未
だ

経
に
入
ら
ざ
る
に
︑
卒
い
に
尋
討
ね
難
し
︒︾ 

 

 
201 

﹃
大
正
蔵
﹄
三
八
︑
四
十
二
上
︒ 
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︷
わ
が
祖
で
あ
る
灌
頂

202

が
︑
龍
樹
の
宗
旨
を
要
約
し
︑
天
台
の
義
門
に
よ
っ
て
︑
経
の
段
落
を
分
け
て
︑
深
く
仏
意
に
ぴ
た
り
と
合
う
よ
う
に
注
釈
書
を
著
し

た
︒
荊
溪
が
︑
刪
補
し
︑
法
道
が
重
ね
て
明
ら
か
に
し
た
︒
四
明
や
慈
雲
の
講
唱
よ
り
︑
孤
山
が
注
釈
を
作
っ
た
後
は
︑
全
く
寂
し
い
も
の
で
︑︵
注
釈
を
書
い

た
と
い
う
人
の
こ
と
︶
聞
か
な
く
な
っ
た
︒
そ
の
理
由
は
何
か
︒
思
う
に
経
文
の
量
が
多
い
こ
と
に
由
来
し
︑
そ
の
注
釈
書
の
意
味
が
奥
深
く
て
微
妙
で
あ
る
か

ら
︑
加
え
て
こ
の
分
科
も
ま
だ
経
に
は
入
っ
て
い
な
い
た
め
に
︑
し
ま
い
に
は
︑
研
究
す
る
こ
と
も
難
し
く
な
っ
た
︒︸ 

 

﹃
涅
槃
経
﹄
は
︑
四
〇
巻
も
あ
る
た
め
︑
気
軽
に
研
究
す
る
書
物
で
は
な
か
っ
た
︒
そ
れ
は
現
代
の
我
々
に
と
っ
て
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
︒
ま
た
︑
現
代
の
研
究
に

於
い
て
も
︑﹃
涅
槃
経
﹄
の
存
在
は
︑
ど
こ
の
宗
派
に
も
属
さ
ず
︑
と
は
い
え
︑
重
視
さ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
宙
ぶ
ら
り
ん
の
位
置
づ
け
に
あ
る
︒
学

派
・
宗
派
の
継
承
が
な
く
︑
日
本
に
請
来
さ
れ
た
後
に
︑
暫
く
し
て
そ
れ
を
受
け
継
ぐ
宗
派
・
学
派
が
な
く
な
り
︑
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
推
測
す
る
︒ 

以
上
︑
な
ぜ
韋
諗
の
注
釈
書
が
後
代
に
残
ら
な
か
っ
た
か
に
つ
い
て
四
つ
の
理
由
の
推
定
を
試
み
た
︒ 

 

第
二
節 

引
用
文
献
の
推
定 

  

こ
の
章
で
は
︑韋
諗
の
注
釈
文
か
ら
︑韋
諗
が
参
照
し
た
可
能
性
が
あ
る
文
献
に
つ
い
て
い
く
つ
か
推
定
し
た
い
︒な
ぜ
︑推
定
で
あ
る
か
︒三
つ
の
理
由
が
あ
る
︒

第
一
に
︑
先
述
し
た
よ
う
に
︑
韋
諗
は
︑
引
用
文
献
を
表
明
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
︒
第
二
に
︑
韋
諗
は
︑
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
こ
と
が
少
な
い
︒
文
字
や
句
の
構

造
を
変
更
し
て
引
用
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
︒
第
三
に
︑﹃
涅
槃
経
﹄
の
注
釈
書
の
多
く
は
︑
散
逸
し
て
︑
韋
諗
が
見
た
文
献
を
特
定
す
る
の
が
難
し
い
︒
ま
た
︑
特

定
で
き
た
と
し
て
も
︑
そ
の
文
献
で
は
な
く
︑
既
に
散
逸
し
た
注
釈
書
の
中
身
を
孫
引
き
し
た
可
能
性
を
払
拭
し
切
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
︒
と
は
い
え
︑
現
存
す
る
文

献
の
中
で
︑
推
測
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
︑
こ
の
中
に
於
い
て
︑
韋
諗
が
参
照
し
た
で
あ
ろ
う
文
献
を
挙
げ
る
し
か
な
い
︒
よ
っ
て
︑
推
定
と
い
う
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灌
頂…

章
安
灌
頂
︵
五
六
一―

六
三
二
︶
中
国
天
台
宗
の
僧
侶
︒
天
台
大
師
智
顗
︵
五
三
八―
五
九
八
︶
の
弟
子
︒
天
台
の
第
四
祖
で
あ
る
︒﹃
続
高
僧
伝
﹄
巻
十
九
﹁
唐
天
台
山
国
清
寺
釈

灌
頂
伝
十
﹂
に
︑
常
に
﹃
法
華
経
﹄
に
依
拠
し
な
が
ら
も
︑﹃
涅
槃
﹄﹃
金
光
明
﹄﹃
淨
名
経
﹄
も
講
義
し
︑
し
か
も
円
頓
止
観
四
念
等
法
門
も
説
く
と
い
う
︒
智
顗
の
説
法
を
よ
く
保
ち
︑

そ
の
意
味
が
よ
く
わ
か
る
の
は
た
だ
灌
頂
一
人
と
言
わ
れ
る
︒
智
顗
の
言
葉
を
筆
記
し
︑
自
ら
﹁
義
記
﹂
を
撰
述
し
た
と
い
う
︒﹁
若
觀
若
講
常
依
法
華
︒
又
講
涅
槃
金
光
明
淨
名
等
經
︒

及
說
圓
頓
止
觀
四
念
等
法
門
︒
其
遍
不
少
︒
且
智
者
辯
才
雲
行
雨
施
︒
或
同
天
網
乍
擬
瓔
珞
︒
能
持
能
領
唯
頂
一
人
︒
其
私
記
智
者
詞
旨
︒
及
自
製
義
記
︒
并
雜
文
等
題
目
︒
﹂(

﹃
大
正

蔵
﹄
五
〇
︑
五
八
五
中) 
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言
葉
を
使
用
す
る
ほ
か
な
い
の
で
あ
る
︒具
体
的
な
方
法
と
し
て
︑韋
諗
の
注
釈
文
の
中
か
ら
︑語
句
を
抽
出
し
て
︑そ
れ
に
相
似
し
た
語
句
と
の
比
較
検
討
を
す
る
︒

そ
れ
に
よ
っ
て
︑
韋
諗
が
参
照
し
た
可
能
性
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
︒
こ
こ
で
は
︑
唐
代
ま
で
に
存
在
し
︑
そ
し
て
現
存
す
る
﹃
涅
槃
経
﹄
関
係
の

注
釈
書
や
音
義
を
中
心
に
検
討
し
た
い
︒
す
わ
な
ち
︑
梁
・
宝
亮
﹃
涅
槃
経
集
解
﹄︑
隋
・
慧
遠
﹃
涅
槃
経
義
記
﹄︑
隋
・
灌
頂
︵
唐
・
湛
然
再
治
︶﹃
涅
槃
経
経
疏
﹄︑

あ
と
玄
応
の
﹃
一
切
経
音
義
﹄︵﹁
涅
槃
経
音
義
﹂︶
そ
し
て
釈
雲
公
に
よ
る
﹁
涅
槃
経
音
義
﹂︵
慧
琳
﹃
一
切
経
音
義
﹄
巻
二
十
五
所
収
︶
を
中
心
に
見
て
み
る
︒
な
お
︑

隋
・
灌
頂
の
﹃
涅
槃
経
経
疏
﹄
に
つ
い
て
︑
唐
代
に
な
っ
て
か
ら
湛
然
に
よ
っ
て
再
治
さ
れ
て
い
る
の
で
︑
灌
頂
に
よ
る
元
々
の
注
釈
部
分
に
つ
い
て
の
議
論
が
あ
る

が
︑
こ
の
論
攷
の
本
題
で
は
な
い
の
で
︑
あ
え
て
論
じ
ず
︑
灌
頂
の
﹃
経
疏
﹄
と
し
た
場
合
は
︑
灌
頂
及
び
湛
然
二
人
の
解
釈
と
い
う
風
に
セ
ｯ
ト
で
考
え
る
と
す
る
︒ 

 

第
一
項 

梁
・
宝
亮
﹃
涅
槃
経
集
解
﹄ 

  

ま
ず
︑
第
一
に
︑﹃
涅
槃
経
集
解
﹄
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
︒
梁
・
宝
亮
︵
四
四
四―

五
〇
九
︶
が
撰
述
し
た
﹃
涅
槃
経
集
解
﹄
は
︑
現
存
す
る
一
番
古
い
﹃
涅
槃

経
﹄
の
注
釈
書
で
あ
る
︒
梁
武
帝
が
天
監
八
年
︵
五
〇
九
︶
五
月
八
日
に
宝
亮
に
勅
し
て
撰
著
さ
せ
た
︒
宝
亮
は
︑﹃
涅
槃
経
﹄
を
八
十
四
回
も
講
義
し
た
と
﹃
高
僧

伝
﹄
で
伝
ら
え
て
い
る

203

︒
十
の
有
名
な
法
師
の
注
釈
を
集
め
て
書
い
た
七
十
一
卷
も
の
大
作
は
︑
わ
ず
か
四
か
月
半
後
の
九
月
二
十
日
に
完
成
し
た
と
︑
梁
武
帝

が
自
ら
﹃
集
解
﹄
の
た
め
に
書
い
た
序
文
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る204

︒
そ
し
て
宝
亮
は
︑﹃
集
解
﹄
を
上
梓
し
た
後
︑
一
か
月
経
た
な
い
十
月
四
日
に
六
十
六
歳
で

亡
く
な
っ
た205

︒
梁
の
武
帝
が
自
ら
書
か
せ
た
﹃
集
解
﹄
は
︑
時
代
が
下
っ
て
も
︑
そ
の
権
威
を
失
う
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
︒
唐
代
の
人
々
に
と
っ
て
︑﹃
涅
槃

経
﹄
研
究
に
欠
か
せ
な
い
必
要
書
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
︒
よ
っ
て
︑
韋
諗
も
読
ん
で
い
た
可
能
性
が
高
い
︒
こ
こ
で
は
︑﹃
注
涅
槃
経
﹄
と
﹃
集
解
﹄
の
中
で
︑
似

て
い
る
注
釈
文
を
取
上
げ
比
較
し
︑﹃
注
涅
槃
経
﹄
が
﹃
集
解
﹄
を
参
照
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
︒
黒
太
字
で
強
調
さ
れ
て
い
る
字
は
︑
同
じ
文
字
が

使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
︒ 

 
203 

﹃
高
僧
伝
﹄
巻
八
に
︑﹁
講
大
涅
槃
凡
八
十
四
遍
︑
成
實
論
十
四
遍
︑
勝
鬘
四
十
二
遍
︑
維
摩
二
十
遍
︑
其
大
小
品
十
遍
︒
法
華
︑
十
地
︑
優
婆
塞
戒
︑
無
量
壽
︑
首
楞
嚴
︑
遺
教
︑
彌
勒
下

生
等
亦
皆
近
十
遍
︒
黑
白
弟
子
三
千
餘
人
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
五
〇
︑
三
八
一
下) 

204 

﹃
大
般
涅
槃
経
集
解
﹄
巻
一
に
︑﹁
以
天
監
八
年
五
月
八
日
︑
勅
亮
撰
大
涅
槃
義
疏
︑
以
九
月
廿
日
訖
︒﹂(
﹃
大
正
蔵
﹄
三
七
︑
三
七
七
中) 

205 

﹃
高
僧
伝
﹄
巻
八
に
︑﹁
以
天
監
八
年
十
月
四
日
卒
于
靈
味
寺
︒
春
秋
六
十
有
六
︒﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
五
〇
︑
三
八
二
上) 



１２４ 
 

 

右
の
文
を
見
る
と
︑﹃
注
涅
槃
経
﹄
と
﹃
集
解
﹄
は
同
じ
よ
う
な
表
現
法
に
あ
る
よ
う
に
見
え
る
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
の
で
は
な
く
︑
少
し
変

更
し
て
い
る
︒
例
え
ば
︑﹃
集
解
﹄
の
﹁
如
非
想
之
寿
︑
尚
八
万
劫
﹂
の
﹁
如
﹂
を
取
っ
て
︑
さ
ら
に
﹁
寿
﹂
の
前
に
﹁
天
﹂
の
一
字
を
入
れ
て
い
る
︒
韋
諗
の
注
釈
文

の
特
徴
で
も
あ
る
の
だ
が
︑
文
字
を
変
え
て
も
︑
同
じ
意
味
に
な
る
よ
う
に
文
字
を
選
ん
で
い
る
場
合
が
多
い
︒
ま
た
︑
文
字
を
増
減
し
た
場
合
も
︑
意
味
に
影
響
が

少
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
次
に
詳
細
に
検
討
す
る
が
︑
一
見
同
じ
字
を
使
用
し
て
い
て
も
︑
引
用
し
た
元
の
文
の
形
容
詞
を
動
詞
の
使
い
方
に
す
る
︑
あ
る

い
は
そ
の
逆
の
場
合
も
あ
る
︒
士
大
夫
出
身
と
い
う
背
景
か
ら
培
わ
れ
た
豊
富
な
語
彙
力
︑
文
筆
力
に
よ
っ
て
︑
巧
妙
に
引
用
し
表
現
し
て
こ
の
注
釈
書
を
撰
述
し
た

と
考
え
れ
る
︒ 

さ
て
︑︵
１
︶
の
二
つ
の
文
に
於
い
て
︑
文
の
形
は
似
て
い
る
が
︑﹁
況
﹂
と
い
う
字
の
使
用
方
法
が
異
な
っ
て
い
る
︒﹃
集
解
﹄
で
は
︑
明
ら
か
に
﹁ 

Ａ 

尚…

︑

況 

Ｂ 

耶
﹂︵ 

Ａ 

ス
ラ
な
お…

︑
い
わ
ン
ヤ 

Ｂ 

ヲ
や
︶
と
い
う
文
型
で
︑﹁…

で
さ
え
も
︑
ま
し
て
や
﹂
と
い
う
意
味
で
使
用
し
て
い
る
︒﹃
注
涅
槃
経
﹄

の
ほ
う
の
文
を
読
ん
だ
場
合
︑
筆
者
は
︑
二
つ
の
と
ら
え
方
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
︒﹁
況
﹂
を
﹁
い
わ
ん
や
﹂
で
読
む
か
︑﹁
な
ぞ
ら
え
る
﹂
で
読
む
か
︒

い
わ
ん
や
で
読
ん
だ
場
合
︑﹁
非
想
の
天
の
寿
は
八
万
劫
︑
況
や
仏
の
命
の
長
か
ら
ざ
ら
ん
を
や
︒︵
非
想
天
の
寿
命
︵
で
さ
え
も
︶
八
万
劫
︑
ま
し
て
や
仏
の
寿
命
が

長
く
な
い
な
ん
て
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
︒︶﹂
と
い
う
意
味
で
取
れ
な
く
も
な
い
︒
し
か
し
︑﹁
い
わ
ん
や
﹂
の
本
来
の
使
い
方
に
は
︑﹁
さ
ら
に
﹂
や
﹁
上
回
る
﹂
意

味
が
含
ま
れ
て
い
る
︒
八
万
劫
に
対
し
て
﹁
如
来
の
寿
命
が
長
く
な
い
﹂
と
い
う
表
現
は
︑
少
々
無
理
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
︒ 

 
206 

﹃
大
正
蔵
﹄
三
七
︑
三
九
五
中―

下
︒ 

︽
云
何
が
世
尊
是
れ
天
中
天
に
し
て 

寿
命
更
に
促
に
し
て
百
年
に 

満
た
さ
ざ
ら
ん
や
︒︾ 

 

云
何
世
尊
是
天
中
天
︑ 

壽
命
更
促
不
満
百
年
︒ 

 

︵
１
︶﹃
涅
槃
経
﹄
本
文 

︽
非
想
の
寿
な
お
お
八
万
劫
の
如
く
に
︑ 

況
や
如
来
を
や
︒︾ 

如
非
想
之
壽
︑
尚
八
萬
劫
︒ 

況
如
來
耶
︒  

 

﹃
集
解
﹄
巻
五206 

︽
非
想
の
天
は
︑
寿
︑
八
万
劫
な
り
︒ 

① 

況
ん
や
仏
の
命
は
而
も
長
な
ら
ざ
ら
ん
や
︒︾ 

② 

仏
の
命
の
長
か
ら
ざ
る
を
況
う
︒︾ 

非
想
之
天
壽
八
萬
劫
︑ 

況
佛
之
命
而
不
長
也
︒ 

﹃
注
涅
槃
経
﹄
巻
二
１
７
８
行 



１２５ 
 

今
回
の
調
査
で
韋
諗
は
︑﹁
況
﹂﹁
喩
﹂﹁
譬
﹂
を
多
用
し
て
﹁
た
と
え
る
﹂
の
意
味
で
使
用
し
て
い
る
例
が
多
く
見
ら
れ
た
︒﹁
非
想
天
の
寿
命
は
八
万
劫
﹂
は
︑
本

来
で
あ
れ
ば
︑
そ
れ
を
上
回
る
寿
命
で
あ
る
は
ず
の
如
来
が
︑
百
年
未
満
で
亡
く
な
る
こ
と
へ
の
対
比
を
強
め
る
た
め
の
強
調
と
考
え
て
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
︒
そ
の
対
比
に
よ
っ
て
︑
仏
の
寿
命
が
長
く
な
い
こ
と
を
喩
え
て
い
る
と
捉
え
て
い
い
の
で
は
な
い
か
︒
こ
の
よ
う
に
検
討
し
た
時
︑
韋
諗
の
注
釈
の
ほ
う
が
︑﹃
涅

槃
経
﹄
の
経
文
の
意
味
に
近
い
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
︒
韋
諗
は
︑﹃
集
解
﹄
の
﹁
況
や
如
来
を
や
﹂
の
注
釈
に
さ
ら
に
言
葉
を
補
っ
て
︑
経
の
本
来
の
意
味
に

近
づ
け
て
︑
さ
ら
に
分
か
り
や
す
く
注
釈
し
た
と
考
え
ら
れ
る
︒ 

次
に
︑
参
考
と
し
て
慧
遠
の
﹃
義
記
﹄
巻
一
を
比
較
に
あ
げ
る
と
︑ 

 

﹁
非
想
壽
八
萬
劫
︑
名
為
極
長
︒
云
何
世
尊
是
天
中
天
不
滿
百
年
︒207

﹂ 
 

︽
非
想
の
寿
は
八
万
劫
︑
名
づ
け
て
極
長
と
為
す
︒
云
何
が
世
尊
是
れ
天
中
天
に
し
て
百
年
に
満
た
さ
ざ
ら
ん
や
︒︾ 

 
 

慧
遠
の
こ
の
文
は
︑﹃
注
涅
槃
経
﹄
と
﹃
集
解
﹄
の
文
と
比
較
す
る
と
︑
違
う
印
象
を
持
つ
︒﹃
注
涅
槃
経
﹄
と
﹃
集
解
﹄
の
両
文
の
方
が
︑
相
似
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
︒ 

 

 
207

﹃
大
正
蔵
﹄
三
七
︑
六
三
七
中 



１２６ 
 

  

﹃
涅
槃
経
﹄
の
こ
の
場
面
は
︑
大
地
が
震
動
し
︑
如
来
が
当
に
涅
槃
に
入
る
と
知
り
︑
様
々
な
衆
生
が
涙
を
流
し
て
︑
こ
の
世
に
止
ま
る
よ
う
に
と
お
願
い
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
︒
そ
の
絶
望
の
淵
で
泣
い
て
い
る
衆
生
に
世
尊
が
偈
頌
を
唱
え
る
︒
こ
の
文
は
︑﹃
涅
槃
経
﹄
経
文
偈
頌
の
冒
頭
の
一
部
分
で
あ
る
︒
こ
の
文
に
つ
い
て

は
︑﹃
集
解
﹄
の
方
に
は
︑
経
の
本
文
も
載
せ
た
︒
と
い
う
の
も
︑
何
に
対
し
て
注
釈
し
て
い
る
か
を
明
白
に
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
︒
こ
こ
で
気
に
な
る
と
こ
ろ

 
208 

﹃
大
般
涅
槃
經
﹄
巻
二
︑﹁
爾
時
世
尊
為
諸
大
衆
︑
說
是
偈
言
︑
汝
等
當
開
意
︑
不
應
大
愁
苦
︑
諸
佛
法
皆
爾
︑
是
故
當
默
然
︒
樂
不
放
逸
行
︑
守
心
正
憶
念
︑
遠
離
諸
非
法
︑
慰
意
受
歡
樂
︒
﹂

(

﹃
大
正
蔵
﹄
十
二
︑
三
七
六
中) 

209 

﹃
大
般
涅
槃
經
集
解
﹄
巻
六
﹁
諸
佛
法
爾
者
︑
有
感
則
應
︒
感
盡
歸
真
也
︒
樂
不
放
逸
者
︑
教
令
持
戒
守
心
︒
正
憶
念
者
︑
其
修
定
︒
下
句
修
慧
也
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
三
七
︑
四
〇
〇
下) 

諸
仏
法
皆
な
爾
り
︑ 

是
の
故
に
当
に
黙
然
す
︒ 

不
放
逸
行
を
楽
い
︑ 

心
を
守
り
正
し
く
憶
念
し
︑ 

諸
の
非
法
よ
り
遠
離
す
︒ 

諸
佛
法
皆
爾
︑ 

是
故
當
黙
然
︒ 

樂
不
放
逸
行
︑ 

守
心
正
憶
念
︑ 

遠
離
諸
非
法
︒ 

 

︵
２
︶﹃
涅
槃
経
﹄
本
文208 

諸
仏
法
爾
り
と
は
︑
感
有
れ
ば
則
ち
応
じ
︑ 

感
を
尽
き
れ
ば
真
に
帰
す
な
り
︒ 

不
放
逸
を
楽
う
と
は
︑ 

持
戒
を
し
て
心
を
守
ら
し
む
︒ 

正
憶
念
と
は
︑
其
れ
定
を
修
す
︵
な
り
︒︶ 

下
の
句
は
︑
慧
を
修
す
な
り
︒ 

諸
佛
法
爾
者
︑
有
感
則
應
︑ 

感
盡
歸
真
也
︒ 

樂
不
放
逸
者
︑ 

教
令
持
戒
守
心
︒ 

正
憶
念
者
︑
其
修
定
︒ 

下
句
修
慧
也
︒ 

﹃
集
解
﹄
巻
六209 

感
尽
き
て
真
に
帰
す
る
な
り
︒︒ 

  

持
戒
を
教
う
る
な
り
︒ 

定
を
修
せ
し
む
る
な
り
︒ 

慧
を
修
す
る
を
勧
む
る
な
り
︒ 

 

感
盡
歸
真
也
︒ 

 

教
持
戒
也
︒ 

令
修
定
也
︒ 

勸
修
慧
也
︒ 

﹃
注
涅
槃
経
﹄
巻
二
４
０
２―

５
行 



１２７ 
 

が
︑
一
箇
所
あ
る
︒﹃
涅
槃
経
﹄
一
行
目
の
文
の
﹁
諸
々
の
仏
法
も
皆
な
爾
り
﹂
の
前
に
﹁
汝
等
當
開
意
︑
不
應
大
愁
苦
︒﹂
と
い
う
一
文
が
あ
る
︒
こ
の
文
の
意
味
は
︑

世
尊
が
悲
し
む
衆
生
に
対
し
て
︑
心
を
開
き
︑
悲
し
み
苦
し
む
べ
き
で
な
い
こ
と
を
諭
し
︑
理
由
と
し
て
︑
諸
々
の
仏
法
は
皆
そ
う
で
あ
る
か
ら
︑
と
言
っ
て
い
る
︒

こ
れ
に
対
し
て
︑﹃
集
解
﹄
の
注
釈
は
︑
少
し
違
う
︒﹁
諸
仏
法
爾
り
と
は
︑
感
有
れ
ば
則
ち
応
じ
︑
感
を
尽
く
せ
ば
真
に
帰
る
こ
と
が
で
き
る
﹂
と
し
て
い
る
︒﹃
注

涅
槃
経
﹄
も
こ
の
解
釈
に
沿
っ
て
︑
こ
の
言
葉
を
採
択
し
た
と
思
わ
れ
る
︒ 

 

﹃
涅
槃
経
﹄
の
本
文
に
は
な
い
﹁
初
学
﹂
の
ニ
ｭ
ア
ン
ス
が
﹃
注
涅
槃
経
﹄
及
び
﹃
集
解
﹄
の
両
方
に
出
て
お
り
︑
そ
の
差
は
︑﹁
初
門
﹂
を
﹁
初
名
﹂
へ
と
一
文

字
改
め
た
の
み
で
あ
る
︒
さ
ら
に
は
︑﹃
集
解
﹄
の
﹁
雖
服
袈
裟
者
﹂
は
﹁
出
家
者
﹂
と
同
義
で
あ
る
︒
全
体
的
に
考
え
て
︑
二
つ
の
文
は
︑
全
く
同
じ
句
型
で
あ
り
︑

中
の
語
彙
を
少
し
改
め
た
の
み
と
考
え
て
良
い
︒
韋
諗
は
︑﹃
集
解
﹄
の
解
釈
を
引
き
継
い
で
い
る
と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
か
︒ 

 
210 

﹃
大
般
涅
槃
經
﹄
巻
二
︑﹁
汝
等
今
者
雖
得
出
家
︑
於
此
大
乘
不
生
貪
慕
︒
汝
諸
比
丘
︑
身
雖
得
服
袈
裟
染
衣
︑
其
心
猶
未
得
染
大
乘
清
淨
之
法
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
十
二
︑
三
七
六
中―

下) 
211 

﹃
大
般
涅
槃
經
集
解
﹄
卷
六
﹁
雖
服
袈
裟
者
︒
此
乃
始
學
之
初
門
︑
非
涉
真
之
極
路
也
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
三
七
︑
四
〇
一
中) 

汝
ら
今
は
︑
出
家
を
得
る
と
雖
も 

こ
の
大
乗
に
貪
慕
を
生
ぜ
ず
︒ 

汝
等
今
者
雖
得
出
家 

於
此
大
乘
不
生
貪
慕
︒ 

︵
３
︶﹃
涅
槃
経
﹄
本
文210 

袈
裟
を
服
す
と
雖
も
︑ 

此
れ
乃
ち
始
学
之
初
門
︑ 

真
に
渉
る
の
極
路
に
非
ざ
る
な
り
︒ 

雖
服
袈
裟
者
︑ 

此
乃
始
學
之
初
門
︑ 

非
涉
真
之
極
路
也
︒ 

﹃
集
解
﹄
巻
六211 

出
家
と
は
︑ 

始
学
の
初
名
な
り
︒ 

渉
真
の
極
路
に
非
ず
︒ 

出
家
者
︑ 

始
學
之
初
名
︑ 

非
渉
真
之
極
路
︒ 

﹃
注
涅
槃
経
﹄
巻
二
４
３
２
行 



１２８ 
 

こ
の
一
文
は
︑﹃
涅
槃
経
﹄
を
代
表
す
る
偈
﹁
本
有
今
無
︑
本
無
今
有
︑
三
世
有
法
︑
無
有
是
處
︒213

﹂
に
関
連
し
て
い
る
︒﹁
本
無
今
有
︑
已
有
還
無
﹂
の
こ
の
一

文
は
︑
偈
を
説
明
す
る
長
行
部
分
に
現
わ
れ
︑﹃
涅
槃
経
﹄
の
随
所
で
見
ら
れ
る
︒
し
か
し
な
が
ら
︑﹁
本
無
今
有
是
名
生
︒﹂
と
な
る
と
︑﹃
集
解
﹄
の
中
に
の
み
に
見

ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
︒
韋
諗
の
こ
の
注
釈
文
は
︑
一
見
﹃
集
解
﹄
と
違
う
解
釈
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
︑
実
は
︑﹃
集
解
﹄
の
文
の
前
後
に
﹁
非
﹂
及
び
﹁
無
﹂

字
を
加
え
て
︑
否
定
文
に
し
︑
同
じ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
︒
こ
こ
で
見
ら
れ
る
の
は
︑
韋
諗
の
文
へ
の
こ
だ
わ
り
で
あ
る
︒
同
字
反
復
を
嫌
い
︑
引
用
先

非
開
示
︑
引
用
文
で
使
用
さ
れ
る
字
を
変
更
す
る
な
ど
︑
元
の
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
を
嫌
う
︑
そ
の
よ
う
な
こ
だ
わ
り
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
一
例
で
は
な
い
か
︒
こ
の

文
の
続
き
を
見
て
み
よ
う
︒ 

 

 
212 

﹃
大
般
涅
槃
経
集
解
﹄
巻
三
十
三
に
︑﹁
本
無
今
有
是
名
生
︒
已
有
還
無
是
為
滅
也
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
三
七
︑
四
〇
九
下) 

213 

﹃
大
般
涅
槃
経
﹄
巻
十
︑﹁
本
有
今
無
︑
本
無
今
有
︑
三
世
有
法
︑
無
有
是
處
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
十
二
︑
四
二
二
下) 

仏
性
無
生
無
滅
に
し
て 

佛
性
無
生
無
滅 

︵
４
︶﹃
涅
槃
経
﹄
本
文 

本
無
今
有
は
是
れ
名
づ
け
て
生
︑ 

已
有
還
無
に
非
ざ
る
が
故
に
無
滅
な
り
︒ 

本
無
今
有
是
名
生
︒
已
有
還
無
是
為
滅
也
︒ 

﹃
集
解
﹄
巻
三
十
三212 

本
無
今
有
に
非
ざ
る
が
故
に
無
生
な
り
︒ 

已
に
有
り
還
た
無
な
る
に
非
ず
る
が
故
に
︑
無
滅
な
り
︒ 

非
本
無
今
有
故
無
生
︒
非
已
有
還
無
故
無
滅
︒ 

﹃
注
涅
槃
経
﹄
巻
十
四 



１２９ 
 

 

こ
の
一
句
は
︑
韋
諗
が
︑
必
ず
し
も
た
だ
﹃
集
解
﹄
の
注
釈
を
引
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
︒
韋
諗
は
︑﹃
集
解
﹄
の
解
釈
に
全
て
承
認
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
︒
例
え
ば
︑﹃
集
解
﹄
は
︑﹁
捨
身
威
儀
と
は
︑
工
巧
の
事
業
を
廃
し
﹂
と
し
て
い
る
が
︑
韋
諗
は
︑
こ
の
部
分
の
引
用
を
し
て
い
な
い
︒
そ
の
ま
ま
︑﹁
捨

︵
と
は
︶︑
則
ち
坐
の
威
儀
︵
を
捨
て
︶︑
法
を
崇
め
て
請
う
容
止
︵
な
り
︶︒﹂
と
注
釈
し
て
い
る
︒
よ
っ
て
︑
韋
諗
は
︑
き
ち
ん
と
自
分
の
思
想
を
基
に
取
捨
選
択
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
︒ 

 

以
上
で
見
て
き
た
よ
う
に
︑
韋
諗
の
﹃
注
涅
槃
経
﹄
と
﹃
集
解
﹄
の
中
で
は
︑
相
似
し
て
い
る
表
現
や
文
型
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
︒
微
妙
な
違
い
が
あ

る
も
の
の
︑
韋
諗
は
︑﹃
集
解
﹄
を
参
照
し
た
と
言
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒ 

 

第
二
項 

﹃
大
般
涅
槃
経
義
記
﹄ 

  

次
に
︑﹃
集
解
﹄
の
次
に
貴
重
な
隋
・
慧
遠
の
﹃
大
般
涅
槃
経
義
記
﹄
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
︒﹃
義
記
﹄
は
︑
文
型
か
ら
見
る
と
︑﹃
集
解
﹄
と
は
ま
た
違
う
型
の

よ
う
に
思
う
︒
ま
た
︑﹃
義
記
﹄
は
︑﹃
注
涅
槃
経
﹄
を
除
い
て
︑
現
存
す
る
唯
一
﹁
北
本
﹂
の
注
釈
書
で
も
あ
る
︒ 

無
去
無
來
に
し
て 

無
去
無
來 

︵
５
︶﹃
涅
槃
経
﹄
本
文 

既
に
生
滅
な
し
︑ 

去
る
こ
と
無
く
︑
来
る
こ
と
無
し
︒ 

既
無
生
滅 

無
去
無
來 

﹃
集
解
﹄
巻
三
十
三 

︽
既
に
生
滅
無
け
れ
ば
︑ 

何
ぞ
去
り
何
ぞ
來
た
る
︒︾ 

既
無
生
滅 

何
去
何
來 

﹃
注
涅
槃
経
﹄
巻
十
四 



１３０ 
 

 
 

 
       

 

こ
の
注
釈
文
の
中
で
︑﹁
觸
對
塵
境
﹂
と
い
う
言
葉
を
韋
諗
は
使
用
し
て
い
る
が
︑
こ
の
言
葉
は
︑
慧
遠
の
﹃
義
記
﹄
及
び
﹃
大
乗
義
章217

﹄
の
み
に
見
ら
れ
る
よ

う
で
あ
る
︒
他
に
は
︑
明
代
及
び
日
本
の
注
釈
書
の
三
か
所
に
そ
の
形
跡
が
あ
る
の
み
の
よ
う
で
あ
る
︒ 

其
の
中
路214

に
於
い
て
悪
風
雨
に
遇
い
て 

寒
苦
並
び
に
至
る
︒ 

於
其
中
路
︑
遇
惡
風
雨
︑ 

寒
苦
並
至215

︒ 

︵
１
︶﹃
涅
槃
経
﹄
本
文 

修
行
の
時
に
於
い
て
を
︑
名
づ
け
て
中
路
と
為
す
︒ 

触
の
塵
境
に
対
す
る
は
︑
名
づ
け
て
風
雨
に
遇
う
︒ 

悪
を
起
し
苦
を
招
き
自
身
を
逼
切
す
を
︑ 

名
づ
け
て
寒
苦
至
る
︒ 
 

於
修
行
時
︑
名
為
中
路
︒ 

觸
對
塵
境
︑
名
遇
風
雨
︒ 

起
惡
招
苦
逼
切
自
身
︑ 

名
寒
苦
至216

︒ 

﹃
義
記
﹄
巻
一 

正
し
く
修
行
す
る
時
を
︑
名
づ
け
て
中
路
と
為
す
︒

触
の
塵
境
に
対
す
る
は
︑
是
れ
風
雨
に
遇
う
︒ 

悪
を
起
こ
し
報
を
招
く
は
︑ 

寒
苦
と
名
づ
く
る
な
り
︒ 

正
修
行
時
︑
名
為
中
路
︒ 

觸
對
塵
境
︑
是
遇
風
雨
︒ 

起
惡
招
報
︑
名
寒
苦
也
︒ 

﹃
注
涅
槃
経
﹄
巻
二
２
１
３
行 

去
る
若
し
く
は
去
ら
ず 

若
去
不
去 

︵
２
︶﹃
涅
槃
経
﹄
本
文 

正
行
し
出
離
す
︑
之
れ
を
名
づ
け
て
去
る
と
為
す
︒ 

邪
行
し
沈
沒
す
︑
説
き
て
去
ら
ず
と
為
す
︒ 

正
行
出
離218

︑
名
之
為
去
︒ 

邪
行
沈
沒
︑
説
為
不
去
︒ 

﹃
義
記
﹄
巻
一219 

正
行
も
て
出
離
す
る
は
︑
之
を
名
け
て
去
る
と
為
す
︒ 

邪
行
も
て
沈
没
す
る
は
︑
名
け
て
去
ら
ず
と
為
す
︒ 

正
行
出
離
︑
名
之
為
去
︒ 

邪
行
沈
没
︑
名
為
不
去
︒ 

﹃
注
涅
槃
経
﹄
巻
二
４
０
８
行 



１３１ 
 

こ
の
一
文
は
︑
ほ
と
ん
ど
同
じ
文
で
あ
る
︒
唯
一
の
違
う
は
︑﹁
説
﹂
を
﹁
名
﹂
に
変
更
し
た
の
み
で
あ
る
︒
こ
の
﹁
正
行
出
離
﹂
と
い
う
語
彙
は
︑
慧
遠
の
﹃
義

記
﹄
及
び
唐
・
道
暹
の
﹃
涅
槃
経
疏
私
記
﹄
に
の
み
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
︒ 

 

 
214  

宋
・
施
護
訳
の
﹃
仏
説
仏
母
出
生
三
法
蔵
般
若
波
羅
蜜
多
経
﹄
巻
十
四
﹁
中
路
者
所
謂
聲
聞
︑
緣
覺
之
地
﹂
と
あ
る
︒(

﹃
大
正
蔵
﹄
八
︑
六
三
四
中) 

215 

﹃
大
般
涅
槃
經
﹄
卷
二
﹁
於
其
中
路
︑
遇
惡
風
雨
︑
寒
苦
並
至
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
十
二
︑
三
七
四
上) 

216 

﹃
大
般
涅
槃
經
義
記
﹄
卷
一
に
︑﹁
於
修
行
時
︑
名
為
中
路
︒
觸
對
塵
境
︑
名
遇
風
雨
︒
起
惡
招
苦
逼
切
自
身
︑
名
寒
苦
至
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
三
七
︑
六
三
八
中) 

217 

隋
・
慧
遠
﹃
大
乘
義
章
﹄
巻
四
︑﹁
所
言
觸
者
︑
觸
對
塵
境
︑
目
之
為
觸
︒
若
依
成
實
︒
對
後
受
支
說
想
為
觸
︒
觸
假
之
初
故
名
為
觸
︒
若
依
毘
曇
︒
以
心
法
中
觸
數
為
觸
︒
此
之
觸
數
︒
依
根

就
塵
︒
能
令
根
塵
共
相
觸
對
︒
故
名
為
觸
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
四
四
︑
五
四
七
下) 

218 

正
行
出
離…

正
し
い
行
を
行
い
︑︵
こ
の
輪
廻
の
あ
る
世
界
か
ら
︶
出
離
す
る
意
か
︒
こ
の
語
彙
は
︑
慧
遠
の
﹃
義
記
﹄
及
び
唐
・
道
暹
﹃
涅
槃
経
疏
私
記
﹄
に
し
か
見
ら
れ
な
い
︒ 

219 

﹃
大
般
涅
槃
經
義
記
﹄
巻
二
︑﹁
正
行
出
離
名
之
為
去
︒
邪
行
沈
沒
說
為
不
去
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
三
七
︑
六
四
三
中) 

220 

﹃
大
般
涅
槃
經
義
記
﹄
巻
五
︑﹁
下
明
無
我
︒
誰
有
見
我
徵
責
我
體
︒
於
前
所
觀
不
淨
物
中
︑
何
誰
有
我
︒
我
屬
誰
者
︑
責
我
所
屬
︒
於
前
所
觀
不
淨
物
中
︑
繫
屬
何
誰
︑
我
住
何
處
︑
徵
我

所
在
︒
誰
屬
我
者
︑
責
法
屬
我
︒
此
即
徵
破
四
種
著
我
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
三
七
︑
七
三
一
上) 

菩
薩
如
是
專
念
觀
時
︑ 

誰
有
是
我
︑ 

我
為
属
誰
︑ 

  

住
在
何
處
︑ 

誰
属
於
我
︒ 

︵
３
︶﹃
涅
槃
経
﹄
本
文 

於
前
所
觀
不
淨
物
中
︑ 

何
誰
有
我
︒ 

我
属
誰
者
︑
責
我
所
属
︒ 

於
前
所
觀
不
淨
物
中
︑ 

繋
属
何
誰
︑ 

我
住
何
處
︑
徴
我
所
在
︒ 

誰
属
我
者
︑
責
法
属
我
︒ 

﹃
義
記
﹄
巻
五220 

 

色
不
淨
故
︑ 

故
知
無
我
︒ 

責
我
所
属
也
︒ 

破
以
色
為
住
處
也
︒ 

  

責
法
属
我
也
︒ 

﹃
注
涅
槃
経
﹄
巻
十
二
７―

９
行 



１３２ 
 

 

こ
の
中
の
︑﹁
責
我
所
属
﹂
及
び
﹁
責
法
属
我
﹂
の
表
現
も
︑
前
項
と
同
様
︑
慧
遠
及
び
道
暹
の
み
で
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
︒ 

 

第
三
項 

諸
書
籍
よ
り
混
合
引
用
の
場
合 

  

一
︑︻﹃
集
解
﹄
と
﹃
経
疏
﹄
の
両
方
か
ら
引
用
し
た
ケ
ｰ
ス
︼ 

 

こ
こ
ま
で
︑
梁
の
﹃
集
解
﹄
及
び
隋
の
﹃
義
記
﹄
に
つ
い
て
︑
韋
諗
の
﹃
注
涅
槃
経
﹄
と
の
相
似
性
に
つ
い
て
見
て
き
た
︒
こ
の
項
で
は
︑
一
つ
の
注
釈
文
の
中
に

お
い
て
︑
二
つ
の
注
釈
書
か
ら
引
用
し
た
ケ
ｰ
ス
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
︒ 

こ
の
ケ
ｰ
ス
で
は
︑
韋
諗
は
︑﹃
集
解
﹄
及
び
灌
頂
の
﹃
経
疏
﹄
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
引
用
し
て
い
る
︒
ま
ず
︑
次
表
を
見
る
と
︑
韋
諗
は
︑﹃
集
解
﹄
の
﹁
五
根
皆
滅
︑

意
識
獨
行
︒﹂︵
黒
太
字
︶
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
灌
頂
の
﹃
経
疏
﹄
の
﹁
孤
魂
獨
逝
﹂︵
黒
太
字
傍
線
︶
を
﹁
孤
魂
長
逝
﹂
と
︑﹁
独
﹂
を
﹁
長
﹂
と
一

文
字
変
え
て
引
用
し
て
い
る
︒ 

 
221  

責…

せ
・
め
る
︒
力
づ
く
で
要
求
す
る
︒
尋
問
す
る
︒ 

菩
薩
是
く
の
如
く
觀
に
專
念
し
時
︑ 

誰
れ
に
是
れ
我
有
ら
ん
や
︒ 

我
れ
誰
れ
が
為
に
属
す
や
︒ 

  

何
処
に
住
在
し
︑ 

誰
が
我
れ
に
属
す
︒ 

︵
３
︶﹃
涅
槃
経
﹄
本
文 

前
に
於
い
て
観
ず
る
所
の
不
淨
物
の
中
︑ 

何
誰
に
我
有
ら
ん
︒ 

我
の
誰
に
属
す
と
は
︑
我
が
所
属
を
責221

む
︒ 

前
に
於
い
て
観
ず
る
所
の
不
淨
物
の
中
︑ 

何
誰
に
繋
属
す
︒ 

我
何
処
に
住
す
は
︑
我
が
所
在
を
徴
む
︒ 

誰
が
我
に
属
す
と
は
︑
法
の
我
に
属
す
こ
と
を
責
む
︒︒ 

﹃
義
記
﹄
巻
五 

色
は
不
浄
な
る
が
故
に
︑ 

故
に
無
我
を
知
る
︒ 

我
所
の
属
を
責
む
る
な
り
︒ 

破
す
る
に
色
を
以
て
す
る
を
住
処
と
為
す
︒ 

  

法
の
我
に
属
す
る
を
責
む
る
な
り
︒ 

﹃
注
涅
槃
経
﹄
巻
十
二
７―

９
行 



１３３ 
 

 

こ
の
文
も
︑﹃
集
解
﹄
の
解
釈
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
ち
な
み
に
︑
隋
灌
頂
撰
・
唐
湛
然
再
治
の
﹃
大
般
涅
槃
經
疏
﹄
巻
十
四

に
も
︑ ﹁

摩
羅
毒
蛇
者
︑
河
西
云
︑
黑
蛇
毒
觸
人
衣
即
死
︒
餘
人
觸
此
衣
亦
死
︒
阿
竭
多
星
者
︑
此
星
八
月
出
︒
若
有
人
得
此
星
呪
者
︑
能
消
其
毒
︒224

﹂ 

と
あ
る
︒
河
西
と
は
︑
河
西
道
朗
︵
生
没
年
不
詳
︶
の
こ
と
で
あ
る
︒
曇
無
讖
︵
三
八
五―

四
三
三
︶
の
四
〇
巻
本
﹃
涅
槃
経
﹄
翻
訳
を
手
伝
い
︑
そ
の
後
﹃
涅
槃
経
﹄

の
注
釈
書
で
あ
っ
た
﹃
涅
槃
経
義
疏
﹄︵
佚
︶
を
著
し
た
人
で
あ
る
︒
お
そ
ら
く
宝
亮
の
﹃
集
解
﹄
が
道
朗
の
﹃
義
疏
﹄
を
参
照
し
︑
こ
の
注
釈
を
撰
述
し
た
と
考
え

る
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
︒
よ
っ
て
︑
こ
の
﹁
摩
羅
毒
蛇
﹂
に
関
す
る
注
釈
は
︑ 

道
朗
﹃
義
疏
﹄→

宝
亮
﹃
集
解
﹄→

灌
頂
﹃
経
疏
﹄→

韋
諗
﹃
注
涅
槃
経
﹄ 

 
222 

﹃
大
正
蔵
﹄
三
七
︑
四
八
一
下
︒ 

223 

﹃
大
正
蔵
﹄
三
八
︑
一
二
六
上
︒ 

224 

﹃
大
正
蔵
﹄
三
八
︑
一
二
六
上
︒ 

而
し
て
伴
侶
無
し 

 

而
無
伴
侶 

 

︵
１
︶﹃
涅
槃
経
﹄
本
文 

五
根
皆
滅
し
︑ 

意
識
独
り
行
く
︒ 

伴
侶
無
き
を
譬
う
︒ 

五
根
皆
滅
︑ 

意
識
獨
行
︒ 

譬
無
伴
侶
︒ 

﹃
集
解
﹄
巻
二
十
九222 

而
無
伴
侶
と
は
︑ 

孤
魂
独
り
逝
き
て
︑ 

隨
去
す
る
者
無
し
︒ 

而
無
伴
侶
︑ 

孤
魂
獨
逝
︑ 

無
隨
去
者
︒ 

﹃
大
般
涅
槃
經
疏
﹄
巻
十
四223 

五
根
は
皆
な
滅
す
る
も
︑ 

意
識
独
り
行
く
︒ 

孤
魂
長
逝
す
る
は
︑ 

無
伴
の
義
な
り
︒ 

五
根
皆
滅
︑ 

意
識
獨
行
︑ 

孤
魂
長
逝
︒ 

無
伴
之
義
︒ 

 

﹃
注
涅
槃
経
﹄
巻
十
二
３
９
５
行 



１３４ 
 

こ
の
チ
ｬ
ｰ
ト
は
︑
あ
く
ま
で
も
方
便
上
時
系
列
で
表
し
た
も
の
で
あ
り
︑
実
際
に
は
︑
韋
諗
は
︑
同
時
に
こ
れ
ら
の
本
を
見
て
い
た
だ
ろ
う
︒
こ
れ
ら
の
本
を
可

能
の
限
り
蒐
集
し
て
研
究
し
﹃
注
涅
槃
経
﹄
を
著
し
た
で
あ
ろ
う
︒
ま
た
︑
道
朗
の
﹃
義
疏
﹄
は
早
く
佚
失
し
た
の
で
︑
韋
諗
は
︑
お
そ
ら
く
﹃
集
解
﹄
や
他
の
﹃
注

釈
書
﹄
な
ど
も
参
照
し
た
の
だ
ろ
う
︒ 

 

二
︑︻
多
数
の
典
籍
か
ら
同
時
に
引
用
し
た
と
見
ら
れ
る
ケ
ｰ
ス
︼ 

 
 

 
 

次
に
見
ら
れ
る
ケ
ｰ
ス
は
︑
二
つ
の
音
義
及
び
﹃
経
疏
﹄
か
ら
の
同
時
に
引
用
し
た
と
見
ら
れ
る
ケ
ｰ
ス
で
あ
る
︒
前
の
章
で
は
︑
韋
諗
が
釈
雲
公
の
﹁
大
般
涅

槃
経
音
義
﹂
を
参
照
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
た
︒
釈
雲
公
の
﹁
涅
槃
経
音
義
﹂
の
成
立
が
開
元
二
十
一
年
︵
七
三
三
︶
で
あ
る
︒
韋
諗
が
確
実
に
釈
雲
公
の
音
義

を
見
た
な
ら
ば
︑﹃
注
涅
槃
経
﹄
の
成
立
を
︑
七
三
三
年
か
ら
七
四
一
年
の
間
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
七
三
三
年
は
︑
釈
雲
公
が
自
ら
﹁
涅
槃
経
音
義
﹂
の
序
文
に

記
し
た
日
付
に
よ
る
も
の
で
あ
る
︒
韋
諗
が
こ
れ
を
見
て
﹃
注
涅
槃
経
﹄
を
書
い
た
の
で
あ
れ
ば
︑
そ
の
成
立
の
上
限
は
︑
七
三
三
年
に
な
ろ
う
︒
ま
た
︑
導
江
県
と

い
う
名
称
は
︑
唐
で
は
︑
開
元
中
︵
七
一
三―
七
四
一
︶
に
於
い
て
使
用
さ
れ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
か
ら
︑
県
令
と
し
て
書
い
た
の
で
あ
れ
ば
︑
七
四
一
年
ま
で
と

な
ろ
う
︒
釈
雲
公
の
﹁
涅
槃
経
音
義
﹂
に
つ
い
て
は
︑
前
章
で
紹
介
し
た
通
り
で
あ
る
︒
こ
こ
で
は
︑
韋
諗
が
引
用
し
た
箇
所
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
︒ 

 



１３５ 
 

        

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

こ
の
注
釈
文
に
お
い
て
︑
提
起
す
る
点
が
三
つ
あ
る
︒
ま
ず
︑
注
目
し
た
い
の
は
︑
韋
諗
の
注
釈
文
の
﹁
脳
極
於
上
︑
胲
極
於
下
︒﹂
と
い
う
文
で
あ
る
︒
胲
と
い

う
の
は
︑
足
の
親
指
の
︑
長
い
毛
の
生
え
た
肉
の
部
分
で
あ
る
と
い
う
︒
韋
諗
は
︑﹃
涅
槃
経
﹄
の
﹁
腦
胲
諸
脈
﹂
と
い
う
文
に
対
し
て
︑﹁
脳
極
於
上
︑
胲
極
於
下
︒﹂

︽
脳
︑
上
に
極
ま
り
︑
胲
︑
下
に
極
ま
る
︒︾
と
し
て
い
る
︒
こ
れ
に
対
し
て
︑
灌
頂
の
﹃
経
疏
﹄
で
は
︑﹁
腦
者
在
上
︑
胲
者
在
足
︒﹂︽
脳
と
は
上
に
在
り
︑
胲
と
は
︑

足
に
在
る
︒︾
と
注
釈
し
て
い
る
︒﹁
極
﹂
と
い
う
字
は
使
用
し
て
い
な
い
︒
韋
諗
と
同
じ
よ
う
に
﹁
極
﹂
と
い
う
字
を
使
用
し
て
い
る
の
は
︑
釈
雲
公
で
あ
る
︒
た
だ

し
︑
文
型
が
違
う
︒
韋
諗
は
︑﹁
極
﹂
を
動
詞
の
﹁
極
ま
る
﹂︑﹁
至
る
﹂︑﹁
こ
の
う
え
な
い
と
こ
ろ
ま
で
い
き
つ
く
﹂
の
意
味
で
使
用
し
て
い
る
︒
し
か
し
︑
釈
雲
公

は
︑﹁
極
﹂
を
形
容
詞
と
し
て
︑﹁
一
番
端
﹂
の
意
味
で
使
用
し
て
い
る
︒
そ
の
違
い
が
あ
る
︒
と
い
っ
て
も
︑
今
ま
で
の
韋
諗
の
引
用
傾
向
か
ら
考
え
れ
ば
︑
韋
諗
が

釈
雲
公
の
﹁
涅
槃
経
音
義
﹂
を
参
照
し
︑
文
型
を
変
え
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
︒
よ
っ
て
︑
こ
の
部
分
に
つ
い
て
︑
韋
諗
は
︑
釈
雲
公
の
注
釈
文
を
部
分
引
用
し
改

変
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
で
き
よ
う
︒ 

肪
膏
腦
膜
︑ 

骨
髓
膿
血
︑ 

腦
胲
諸
脈
︒ 

 

︵
２
︶﹃
涅
槃
経
﹄ 

  

腦
者
在
上
︑ 

胲
者
在
足
︒
總
舉
上
下
︒ 

河
西
及
招
提
並
云
︑
是
桃
核
︒ 

腦
中
有
骨
︑
如
桃
梅
核
︒ 

扁
鵲
方
云
︑ 

足
指
三
毛
處
︑
名
胲
︒ 

其
中
有
脈
︒ 

隋
・
灌
頂
撰
﹃
大
般
涅
槃
經
疏
﹄ 

腦
胲
︒
依
字
﹃
說
文
﹄
古
才
反
︒ 

足
大
指
也
︒
恐
非
今
用
︒ 

案
字
義
冝
作
解
音
胡
賣
反
︒ 

謂
腦
解
也
︒ 

案
﹃
無
上
依
經
﹄
解
三
十
二
相
中
︑ 

二
︑
如
来
頂
骨
無
解
是
也
︒ 

諸
經
中
作
頂
骨
堅
實
︑ 

同
一
義
也
︒
或
古
字
耳
︒ 

玄
応
﹁
涅
槃
経
音
義
﹂ 

腦
胲
諸
脉(

胲
︑
古
來
反
︒ 

﹃
玉
篇
﹄
云
足
大
指
也
︒ 

謂
分
段
之
身
︑
極
上
為
腦
︑ 

極
下
為
胲
︒
血
肉
所
及
︑ 

皆
有
其
脉
︒
腦
外
是
髮
︑ 

胲
外
是
甲
︒
此
中
無
脉
故
︒ 

以
簡
之
舊
音
︑
以
為
胡
賣
反
呼
︒ 

為
骨
者
︑
全
非
經
意
也
︒ 

 

釈
雲
公
﹁
涅
槃
経
音
義
﹂ 

  

脳
極
於
上
︑ 

胲
極
於
下
︒
︑ 

  

即
足
拇
指
生
三
毛
處
也
︒ 

自
頂
至
足
所
有
諸
脈
︑ 

皆
悉
觀
之
︒
胲
音
古
才
反
︒ 

 

﹃
注
涅
槃
経
﹄
巻
十
二
６

行 
 



１３６ 
 

次
に
︑
注
目
し
た
い
点
は
︑
韋
諗
の
注
の
最
後
の
文
﹁
胲
音
古
才
反
︒﹂
と
い
う
文
で
あ
る
︒
こ
れ
は
︑
胲
の
音
は
︑
古
才
の
反
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
︑
同
じ
釈

雲
公
の
﹁
涅
槃
経
音
義
﹂
を
見
る
と
︑﹁
胲
︑
古
來
反
︒﹂
と
な
っ
て
い
る
︒
こ
れ
は
︑
胲
の
字
︑
音
は
︑
古
來
の
反
と
い
う
意
味
で
あ
る
︒
韋
諗
の
﹁
胲
音
古
才
反
︒﹂

と
は
違
う
︒
同
じ
﹁
古
才
反
︒﹂
と
し
て
い
る
の
は
︑
玄
応
の
﹁
涅
槃
経
音
義
﹂
で
あ
る
︒
玄
応
の
﹁
涅
槃
経
音
義
﹂
に
は
︑﹁﹃
説
文
﹄
に
依
れ
ば
︑
古
才
の
反
で
あ

る
︒﹂
よ
っ
て
︑
こ
こ
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
︑
韋
諗
は
︑
注
釈
文
︵
義
︶
の
引
用
は
︑
釈
雲
公
か
ら
︑
そ
し
て
字
の
発
音
︵
音
︶
の
ほ
う
は
︑
玄
応
の
音
義
か
ら
引
用

し
た
可
能
性
が
あ
る
︒
と
は
い
っ
て
も
︑
直
接
﹃
説
文
﹄
を
参
照
し
た
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
合
わ
せ
て
述
べ
た
い
︒ 

最
後
に
︑
指
摘
し
た
い
と
こ
ろ
は
︑﹁
胲
﹂
に
つ
い
て
の
注
釈
部
分
で
あ
る
︒
韋
諗
は
︑﹁
即
足
拇
指
生
三
毛
處
﹂︽
即
ち
足
の
拇
指
︑
三
毛
の
生
ず
る
処
︒︾
と
し
て

い
る
︒
こ
れ
と
同
じ
文
が
︑
灌
頂
の
﹃
経
疏
﹄
に
見
ら
れ
る
︒
そ
れ
に
は
︑﹁﹃
扁
鵲
方
﹄
云
︑
足
指
三
毛
處
︑
名
胲
︒
其
中
有
脈
︒﹂︽﹃
扁
鵲
方
﹄
に
云
わ
く
︑
足
の

指
三
毛
の
處
を
︑
名
づ
け
て
胲
と
な
す
︒
其
の
中
に
脈
有
り
︒︾
と
し
て
い
る
︒
二
番
目
の
ケ
ｰ
ス
と
同
じ
よ
う
に
︑
韋
諗
が
︑﹃
説
文
﹄
を
参
照
し
た
可
能
性
を
払
拭

で
き
な
い
よ
う
に
︑
こ
こ
の
場
合
も
﹃
扁
鵲
方
﹄
の
解
釈
を
引
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
い
ま
の
我
々
も
何
か
の
経
典
に
つ
い
て
研
究
す
る
場
合
︑

そ
れ
に
つ
い
て
の
書
物
・
論
文
を
集
め
て
目
を
通
す
︒
そ
れ
と
同
様
に
︑
韋
諗
も
﹃
涅
槃
経
﹄
の
注
釈
書
を
著
す
た
め
に
︑﹃
涅
槃
経
﹄
に
関
連
の
あ
る
主
要
な
注
釈

書
及
び
音
義
書
に
目
を
通
し
て
︑
自
分
な
り
に
各
注
釈
書
か
ら
取
捨
選
択
し
て
︑﹃
注
涅
槃
経
﹄
を
撰
述
し
た
と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒ 

 

第
四
項 

﹃
涅
槃
経
﹄
以
外
の
注
釈
書 

  

次
に
︑﹃
涅
槃
経
﹄
の
注
釈
書
以
外
で
︑
参
照
し
た
可
能
性
の
あ
る
書
物
に
つ
い
て
検
討
す
る
︒ 

一
︑︻
東
晋
・
僧
肇
撰
﹃
金
剛
経
註
﹄
を
参
照
し
た
可
能
性
の
あ
る
例
︼ 

 

東
晋
僧
肇
︵
三
八
四―

四
一
四
︶
の
﹃
金
剛
経
註
﹄
は
︑
一
巻
本
で
現
存
し
て
お
り
︑
お
そ
ら
く
鳩
摩
羅
什
訳
の
﹃
金
剛
般
若
経
﹄
に
対
す
る
最
初
の
注
釈
書
で
あ

る
と
い
う

225

︒
韋
諗
も
同
じ
く
﹃
金
剛
般
若
註
﹄
一
巻
を
撰
述
し
て
い
る
︒
韋
諗
に
は
他
に
︑﹃
注
維
摩
経
﹄
六
巻
︑﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
三
十
卷
の
注
釈
書
が
あ
る

が
︑
い
ず
れ
も
︑﹁
注
﹂
と
い
う
字
が
先
に
来
て
い
る
︒﹃
金
剛
般
若
経
註
﹄
の
み
が
︑﹁
註
﹂
と
い
う
字
が
後
に
位
置
し
︑
そ
し
て
︑﹁
言
﹂
辺
で
あ
る
︒
こ
の
こ
と
は
︑

何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
︒
確
か
に
︑
有
名
な
注
釈
書
ほ
ど
︑
さ
ま
ざ
ま
な
異
な
る
略
称
で
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
︑﹁
注
﹂
の
字
が
︑
言
辺
で

 
225  

小
野
玄
妙 

編
﹃
仏
書
解
説
大
辞
典
﹄
第
三
卷
︵
大
東
出
版
社
︑
一
九
六
四
年
︶
四
五
八
頁
︒ 



１３７ 
 

あ
っ
た
り
︑
さ
ん
す
い
で
あ
っ
た
り
︑
あ
る
い
は
︑﹁
注
﹂
の
字
が
経
題
の
前
に
つ
き
︑
ま
た
は
後
に
つ
く
こ
と
も
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
る
︒
た
だ
︑
引
用
さ
れ
る
数

が
少
な
い
せ
い
か
︑
韋
諗
の
注
釈
書
に
つ
い
て
は
︑
そ
の
傾
向
が
さ
ほ
ど
見
ら
れ
な
い
︒
な
ぜ
︑﹃
金
剛
般
若
註
﹄
の
み
が
︑
ほ
か
の
注
釈
書
と
違
う
の
か
は
︑
引
き

続
き
注
目
し
て
い
き
た
い
︒ 

 

こ
の
注
釈
文
は
︑﹃
涅
槃
経
﹄
巻
二
の
﹁
行
住
得
所
﹂
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
注
釈
し
た
も
の
で
あ
る
︒
こ
こ
は
︑﹃
涅
槃
経
﹄
の
新
旧
の
両
医
と
乳
薬
の
譬
喩
話
の

箇
所
で
あ
り
︑
こ
の
﹁
行
住
得
所
﹂
は
︑
良
い
乳
薬
に
な
る
乳
を
出
す
牛
は
︑
特
別
な
育
て
方
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
所
で
︑
そ
の
牛
を
う
ま
い
具
合
に
育
て

る
譬
喩
は
︑
修
行
に
例
え
て
い
る
︒
こ
れ
に
対
し
て
の
﹃
集
解
﹄
の
法
瑶
の
注
は
右
通
り
で
あ
る
︒ 

 

﹁
行
則
為
觀
︑
住
則
為
止
︒
止
觀
不
失
其
宜
︑
為
中
和
之
道
︒
行
住
得
所
也
︒﹂ 

︽
行
︑
則
ち
観
と
為
し
︑
住
︑
則
ち
止
と
為
す
︒
止
観
そ
の
宜
を
失
わ
ざ
る
を
中
和
の
道
と
為
す
︒
行
住
の
所
を
得
ん
な
り
︒︾ 

 と
︑
天
台
止
観
の
立
場
か
ら
注
釈
し
て
い
る
︒
こ
れ
に
対
し
て
︑
韋
諗
の
注
は
︑
全
く
違
う
注
釈
を
施
し
て
い
る
︒
韋
諗
の
注
の
︑﹁
心
不
移
稱
住
﹂
に
つ
い
て
注
目

し
た
い
︒
こ
れ
に
相
似
し
て
い
る
の
が
︑
僧
肇
の
﹃
金
剛
般
若
注
﹄
の
下
記
の
文
言
で
あ
る
︒
こ
れ
は
︑﹃
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
﹄
の
中
の
有
名
な
一
句
︑﹁
應
云
何
住
︑

云
何
降
伏
其
心
︒﹂
に
対
す
る
注
で
あ
る
︒
こ
の
﹁
心
不
移
﹂
は
︑
大
正
蔵
で
は
︑
さ
ま
ざ
ま
な
所
で
使
用
さ
れ
て
い
る
︒
そ
の
内
訳
が
︑﹁
心
不
移
動
﹂
四
十
一
件
︑

﹁
心
不
移
﹂
三
十
三
件
︑﹁
施
心
不
移
﹂
十
三
件
︑﹁
心
不
移
易
﹂
十
二
件
︑﹁
心
不
移
転
﹂
四
件
︑﹁
心
不
移
不
動
﹂
一
件
︑﹁
専
心
不
移
﹂
二
件
︑﹁
我
心
不
移
﹂
一
件
︑

 

行
住
得
所 

︵
１
︶﹃
涅
槃
経
﹄
本
文 

心
︑
移
去
せ
ず
︑
之
れ
を
謂
い
て
住
と
為
す
︒ 

心
不
移
去
︑
謂
之
為
住
耳
︒ 

僧
肇
の
﹃
金
剛
般
若
注
﹄ 

慧
心
︑
境
を
磨
く
を
︑
行
定
と
名
づ
く
︒︒ 

心
移
ら
ざ
る
を
住
と
称
す
︒ 

慧
心
歷
境
名
行
定
︒
心
不
移
稱
住
︒ 

﹃
注
涅
槃
経
﹄
巻
二
６
６
９
行 



１３８ 
 

﹁
心
不
移
変
﹂
一
件
で
あ
る
︒
こ
の
中
で
︑
韋
諗
或
は
僧
肇
の
例
の
よ
う
に
︑﹁
心
移
ら
ざ
る
を
住
と
称
す
︒﹂
と
い
う
用
例
は
︑
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
︒
実
は
︑

こ
の
中
の
﹁
施
心
不
移
﹂
と
い
う
語
句
は
︑﹃
涅
槃
経
﹄
巻
二
十
八
﹁
師
子
吼
菩
薩
品
﹂
の
中
の
言
葉
で
あ
る
︒ 

 
﹁
善
男
子
︑
若
菩
薩
摩
訶
薩
持
戒
不
動
︑
施
心
不
移
︑
安
住
實
語
如
須
彌
山
︑
以
是
業
緣
︑
得
足
下
平
︑
如
奩
底
相
︒226

﹂ 
 

 

︽
善
男
子
よ
︑
若
し
菩
薩
摩
訶
薩
︑
持
戒
動
ぜ
ず
︑
施
心
移
ら
ず
︑
安
住
し
実
を
語
る
こ
と
須
弥
山
の
如
し
︒
是
の
業
緣
を
以
て
︑
足
下
平
を
得
︑
奩227

の
底
の

相
が
如
し
︒︾ 

 

こ
の
部
分
は
︑
師
子
吼
菩
薩
が
世
尊
に
︑
ど
う
し
て
菩
薩
に
︑︵
求
道
か
ら
︶
退
く
人
と
退
か
な
い
人
が
い
る
の
か
に
つ
い
て
問
う
場
面
で
あ
る
︒
そ
れ
に
対
し
て
︑

世
尊
は
︑
菩
薩
が
如
来
の
三
十
二
相
を
得
る
た
め
の
行
為
を
し
て
︑
そ
の
相
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
︑
不
退
転
の
人
と
呼
ば
れ
る
と
答
え
る
︒
そ
の
三
十
二
相
を
得

る
た
め
の
第
一
の
方
法
と
し
て
︑
こ
の
文
が
あ
る
︒﹃
涅
槃
経
﹄
の
こ
の
本
文
で
は
︑﹁
施
心
不
移
﹂︑
施
し
の
心
が
変
わ
ら
ず
と
い
う
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
︒
よ

っ
て
︑
韋
諗
や
僧
肇
の
よ
う
に
︑﹁
心
が
移
ら
ず
︵
変
化
し
な
い
こ
と
︶
を
︑
住
と
呼
ぶ
︒﹂
の
よ
う
な
意
味
合
い
で
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
︒
ほ
か
の
用
例
で
は
︑
心

移
ら
ず
の
意
味
で
使
用
す
る
例
も
あ
る
が
︑こ
の
こ
と
を﹁
住
と
称
す
﹂と
し
て
い
る
例
は
僧
肇
の
例
以
外
に
は
︑管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
︒前
述
し
た
よ
う
に
︑

韋
諗
は
︑﹃
金
剛
経
﹄
の
注
釈
書
を
著
し
て
い
る
の
で
︑
僧
肇
の
﹃
金
剛
経
註
﹄
を
見
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
︒ 

 

第
五
項 

ま
と
め 

 

 
226 

︵
大
正
蔵
十
二
︑
五
三
四
下
︶  

227 

奩…

こ
ば
こ
︒﹃
一
切
経
音
義
﹄
巻
四
に
︑
器
の
名
︒
鏡
︑
香
や
碁
な
ど
を
入
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
︒
経
で
言
う
奩
底
と
い
う
の
は
︑
底
が
平
ら
で
あ
る
こ
と
の
譬
喩
で
あ
る
と
あ
る
︒ 

﹁
匳
底(

力
鹽
反
︒﹃
蒼
頡
篇
﹄
器
物
名
也
︒﹃
説
文
﹄
鏡
匳
也
︒
案
奩
者
︑
即
香
奩
︑
碁
奩
等
是
也
︒︵
中
略
︶
經
言
奩
底
者
︑
取
底
平
為
喻
也
︒
﹂ 

︽
匳
底 (

力
鹽
の
反
︒﹃
蒼
頡
篇
﹄
に
器
物
の
名
な
り
︒﹃
説
文
﹄
に
︑
鏡
の
匳
な
り
︒
案
ず
る
に
奩
と
は
︑
即
ち
香
奩
︑
碁
奩
な
ど
が
是
れ
な
り
︒︵
中
略
︶
經
に
言
う
奩
底
と
は
︑
底
の
平
を
取

り
て
喻
え
と
為
す
な
り
︒) 

︵
大
正
蔵
五
四
︑
三
二
九
中
︶ 



１３９ 
 

 

以
上
︑
韋
諗
が
﹃
注
涅
槃
経
﹄
を
撰
述
す
る
際
に
︑
ど
の
よ
う
な
書
物
を
読
ん
だ
か
に
つ
い
て
︑﹃
涅
槃
経
﹄
関
連
の
注
釈
書
及
び
音
義
を
中
心
に
︑
そ
の
可
能
性

に
つ
い
て
調
査
し
て
き
た
︒
結
論
と
し
て
︑
韋
諗
は
︑﹃
集
解
﹄﹃
義
記
﹄﹃
経
疏
﹄
及
び
﹁
涅
槃
経
音
義
﹂︵
玄
応
・
釈
雲
公
︶
を
参
照
し
引
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
︒ 

﹃
注
涅
槃
経
﹄
の
注
釈
文
は
︑
短
い
文
が
多
く
︑
特
徴
の
あ
る
言
葉
も
少
な
く
な
い
︒
あ
り
ふ
れ
た
表
現
で
あ
る
か
ら
︑
か
え
っ
て
そ
の
特
徴
が
見
出
す
こ
と
が
困
難

で
あ
る
︒
そ
ん
な
中
で
も
漸
く
少
し
ず
つ
韋
諗
の
特
徴
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
︒
韋
諗
の
注
釈
文
を
見
て
い
る
と
︑
特
定
の
宗
派
に
関
す
る
用
語
が
顕
著
に
繰
り
返
し

に
出
現
す
る
と
い
う
こ
と
が
見
ら
れ
な
い
︒
華
厳
︑
禅
︑
浄
土
と
言
っ
た
宗
派
の
影
響
が
余
り
見
ら
れ
な
い
︒
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
︑
法
相
︑
三
論
や
天
台
に
近
い
︒

し
か
し
な
が
ら
︑
そ
れ
で
も
︑
こ
れ
ら
の
宗
派
の
代
表
的
な
用
語
が
注
釈
文
の
中
に
現
わ
れ
る
こ
と
も
あ
ま
り
な
い
︒
残
巻
の
六
巻
の
う
ち
に
︑
一
巻
を
調
査
し
た
の

み
で
あ
る
か
ら
︑
決
定
的
な
こ
と
は
︑
ま
だ
言
え
な
い
︒ 

 

そ
も
そ
も
士
大
夫
で
あ
る
故
に
︑
韋
諗
は
︑﹃
涅
槃
経
﹄
の
本
文
を
﹁
北
本
﹂
に
依
拠
し
な
が
ら
も
︑
か
な
り
自
由
に
経
文
の
文
字
を
変
更
し
︑
あ
る
い
は
︑﹁
南
本
﹂

の
文
字
を
採
用
す
る
な
ど
と
︑自
由
に
し
て
い
る
︒な
の
で
︑あ
る
特
定
な
宗
派
を
以
て
韋
諗
の
思
想
を
と
ら
え
る
こ
と
自
体
が
︑間
違
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
︒

﹃
涅
槃
経
﹄
の
経
文
と
同
じ
よ
う
に
︑
韋
諗
は
︑
先
の
﹃
涅
槃
経
﹄
研
究
諸
師
の
論
述
を
よ
く
研
究
し
て
後
に
︑
自
由
に
諸
師
の
注
釈
を
取
り
入
れ
て
い
た
傾
向
が
見

ら
れ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒ 

巻
二
を
中
心
に
調
査
し
て
き
た
が
︑
調
査
が
未
熟
で
あ
る
か
ら
︑
ま
だ
調
査
し
足
り
な
い
部
分
も
存
在
し
て
お
り
︑
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
︑
ほ
か
の
殘
巻
に
つ

い
て
も
翻
刻
校
注
し
︑
そ
れ
に
よ
っ
て
︑
韋
諗
の
思
想
的
な
特
徴
を
取
り
出
せ
る
よ
う
に
し
た
い
︒ 

 
 



１４０ 
 

第
六
章 

﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
の
﹁
北
本
﹂﹁
南
本
﹂
依
拠
問
題 

 

韋
諗
が
依
拠
し
た
本
に
つ
い
て 

 

前
述
の
よ
う
に
︑﹃
涅
槃
経
﹄
に
は
︑
四
〇
巻
の
﹁
北
本
﹂
及
び
三
十
六
巻
の
﹁
南
本
﹂
が
あ
る
︒
こ
こ
で
は
︑
こ
の
違
い
に
つ
い
て
見
て
み
る
︒ 

 

吉
蔵
︵
五
四
九―
六
二
三
︶
の
﹃
涅
槃
経
遊
意
﹄
に
︑ 

  
 

﹁
就
此
經
有
南
北
二
本
︒
廣
略
不
同
︒
北
方
舊
本
或
有
三
十
三
或
三
十
者
︒
品
唯
有
十
三
︒
南
土
文
巻
有
三
十
六
︒
有
二
十
五
品228

︒﹂ 
 

 

︽
此
の
経
に
就
い
て
︑
南
北
の
二
本
有
り
︒
広
略
同
じ
か
ら
ず
︒
北
方
の
旧
本
︑
或
い
は
三
十
三
︑
或
い
は
三
十
の
も
の
有
り
︒
品
は
︑
唯
だ
十
三 

 
 

 
 

 
 

 

有
り
︒
南
土
の
文
の
巻
︑
三
十
六
有
り
︒
二
十
五
品
有
り
︒︾ 

  

ま
た
︑
湯
用
彤
氏
に
よ
れ
ば
︑ 

 

﹁
總
之
南
北
二
本
之
不
同
︑
一
︑
爲
品
目
増
加
︒
此
僅
及
北
本
之
前
五
品
︒
二
︑
爲
文
字
上
之
修
治
︑
則
南
北
本
相
差
更
甚
微
也
︒229

﹂ 

︽
総
じ
て
︑
こ
の
南
北
二
本
の
不
同
は
︑
一
に
は
︑
品
目
の
増
加
と
爲
す
︒
此
れ
︑
僅
か
に
北
本
の
前
の
五
品
に
及
ぶ
の
み
︒
二
に
は
︑
文
字
上
の
修
治
と
爲
す
︒
則

ち
南
北
本
の
相
差
︑
更
に
甚
だ
微
か
な
り
︒︾ 

 

と
あ
る
︒
吉
蔵
の
言
う
﹁
北
方
の
旧
本
︑
或
い
は
三
十
三
︑
或
い
は
三
十
の
も
の
有
り
︒
品
は
︑
唯
だ
十
三
有
り
︒﹂
は
︑
お
そ
ら
く
増
補
す
る
前
の
旧
本
だ
と
考
え

ら
れ
る
︒
現
代
の
湯
用
彤
氏
も
﹁
北
本
﹂
と
﹁
南
本
﹂
の
違
い
は
︑
品
目
の
増
加
で
あ
る
と
し
て
い
る
︒
し
か
も
そ
れ
は
︑﹁
北
本
﹂
の
前
の
五
品
に
及
ぶ
の
み
と
し

て
い
る
︒
そ
し
て
︑
湯
用
彤
氏
は
︑
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
相
違
点
を
あ
げ
て
い
る
が
︑
そ
れ
は
︑
文
字
の
修
治
で
あ
る
と
し
て
い
る
︒ 
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１４１ 
 

大
乗
の
﹃
涅
槃
経
﹄
は
︑
北
涼
の
曇
無
懺
︵
三
八
五―

四
三
三
︶
が
玄
始
十
年
︵
四
二
一
︶
に
訳
し
た
い
わ
ゆ
る
北
本
︵
四
〇
巻
︶
と
法
顕
︵
三
三
七―

四
二
二
︶
が

西
域
よ
り
持
ち
帰
っ
た
六
巻
本
及
び
そ
の
六
巻
本
に
よ
っ
て
改
訂
さ
れ
た
三
十
六
巻
本
の
南
本
と
が
あ
る
︒
北
本
と
南
本
の
文
字
上
の
違
い
は
少
な
い
が
︑
最
も
大
き

な
違
い
が
品
目
の
分
け
方
で
あ
る
︒
北
本
は
︑
十
三
品
の
み
で
あ
る
が
︑
南
本
は
︑
二
十
五
品
に
と
細
か
く
分
か
れ
て
い
る
︒ 

韋
諗
が
書
い
た
﹃
注
涅
槃
経
﹄
の
品
名
と
︑﹁
北
本
﹂﹁
南
本
﹂
の
當
該
箇
所
を
比
較
す
る
と
︑
以
下
の
表
に
な
る
︒ 

 

︻
韋
諗
の
注
涅
槃
経
︼ 

 

︻
北
本
︼ 

 
 

 
 

 
 

︻
南
本
︼ 

巻
二 

壽
命
品 

 
 

巻
二 

壽
命
品 

 

巻
二 

純
陀
品 

巻
八 

如
來
性
品 

 
 

巻
八 

如
來
性
品 

 

巻
八 

如
來
性
品 

巻
十 

如
來
性
品 

 
 

巻
九 

如
來
性
品 
 

巻
九 

一
切
大
衆
所
問
品 

巻
十
二 

聖
行
品 

 
 

 
 

 
 

 
 

巻
十
二 

聖
行
品 

 

巻
十
一 

聖
行
品 

巻
十
四 

聖
行
品 

 
 

巻
十
四 

聖
行
品 

 

巻
十
四 

梵
行
品 

巻
十
九 

梵
行
品 

 
 

巻
十
九 

梵
行
品 

 

巻
十
九 

光
明
遍
照
高
貴
德
王
菩
薩
品 

 

﹁
壽
命
品
﹂
は
︑﹁
北
本
﹂
で
は
︑
巻
一
か
ら
第
二
で
あ
る
が
︑
内
容
的
に
は
︑
南
本
の
三
十
六
巻
﹃
涅
槃
経
﹄
の
﹁
純
陀
品
﹂
に
あ
た
る
︒﹁
如
來
性
品
﹂
は
︑﹁
北

本
﹂
で
は
︑
巻
四
か
ら
第
十
ま
で
で
あ
る
が
︑﹁
南
本
﹂
の
﹁
如
來
性
品
﹂
は
巻
八
の
み
で
あ
る
︒
さ
ら
に
︑
巻
十
四
に
つ
い
て
は
︑﹃
注
涅
槃
経
﹄
も
︑﹁
北
本
﹂
も

同
じ
く
﹁
聖
行
品
﹂
で
あ
る
が
︑﹁
南
本
﹂
で
は
︑﹁
梵
行
品
﹂
と
な
っ
て
い
る
︒
ま
た
︑
巻
十
九
で
は
︑﹃
注
涅
槃
経
﹄
及
﹁
北
本
﹂
は
︑﹁
梵
行
品
﹂
で
あ
る
の
に
対

し
︑﹁
南
本
﹂
は
︑﹁
光
明
遍
照
高
貴
德
王
菩
薩
品
﹂
で
あ
る
た
め
︑
明
ら
か
に
﹃
注
涅
槃
経
﹄
は
︑﹁
北
本
﹂
に
依
據
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒ 

こ
の
ほ
か
に
︑﹃
注
涅
槃
経
﹄
と
﹁
北
本
﹂・﹁
南
本
﹂
の
分
巻
の
仕
方
が
異
な
る
場
所
が
二
箇
所
あ
る
︒﹃
注
涅
槃
経
﹄
の
巻
十
は
︑﹁
北
本
﹂
で
は
︑
巻
九
の
途
中
か

ら
は
じ
ま
る
︒
ま
た
︑﹃
注
涅
槃
経
﹄
の
巻
十
二
は
︑﹁
南
本
﹂
で
は
︑
巻
十
一
の
途
中
か
ら
始
ま
る
︒ 

﹃
大
正
藏
﹄﹁
北
本
﹂
と
の
比
較
に
お
い
て
︑
時
々
使
用
す
る
言
葉
や
文
字
の
差
異
が
あ
る
も
の
の
︑
大
体
の
と
こ
ろ
は
一
致
し
て
い
る
の
で
︑
明
ら
か
に
韋
諗
が
依

據
し
た
﹃
大
般
涅
槃
経
﹄
は
︑﹁
北
本
﹂
で
あ
っ
た
こ
と
が
言
え
る
︒ 
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韋
諗
の
文
字
採
択
の
傾
向 

 
 

韋
諗
は
︑
言
葉
や
文
字
を
重
ん
じ
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
︒
韋
諗
は
﹁
北
本
﹂
に
依
拠
し
な
が
ら
︑
完
全
に
﹁
北
本
﹂
を
写
し
︑
そ
れ
に
対
し
て
注
釈
を
つ
け

た
の
で
は
な
い
こ
と
が
調
査
を
通
し
て
わ
か
っ
た
︒
前
述
し
た
よ
う
に
︑
韋
諗
の
注
に
は
三
つ
の
特
徴
が
あ
る
と
し
た
が
︑
そ
こ
に
は
韋
諗
の
士
大
夫
と
し
て
の
言
葉

へ
の
こ
だ
わ
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
︒
こ
の
こ
と
は
︑
韋
諗
が
採
択
し
た
﹃
涅
槃
経
﹄
経
文
を
見
れ
ば
︑
明
ら
か
で
あ
る
︒
こ
こ
に
巻
二
か
ら
︑﹃
注
涅
槃
経
﹄
の
経

文
と
﹁
北
本
﹂
及
び
﹁
南
本
﹂
の
関
係
を
示
す
た
め
に
︑
巻
二
の
一
部
分
を
抜
粋
し
て
図
に
し
た
︒﹃
注
涅
槃
経
﹄
の
経
文
と
﹁
北
本
﹂︑﹁
南
本
﹂
の
関
係
は
︑
今
回

問
題
提
起
の
み
に
し
て
︑
詳
細
な
考
察
は
︑
将
来
の
課
題
に
し
た
い
︒ 
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結 

論 

 
筆
者
は
︑
唐
代
の
﹃
涅
槃
経
﹄
の
伝
播
や
研
究
史
に
些
か
の
関
心
を
抱
い
て
い
た
が
︑
幸
い
に
も
平
成
二
九
年
︵
二
〇
一
七
︶
に
唐
導
江
県
令
韋
諗
撰
﹃
注
大
般

涅
槃
経
﹄︵
以
下
﹃
注
涅
槃
経
﹄︶
巻
二
及
び
巻
十
二
の
熟
覧
調
査
の
機
会
に
恵
ま
れ
た
︒﹃
注
涅
槃
経
﹄
は
四
〇
巻
本
﹃
涅
槃
経
﹄︵
北
本
︶
の
注
釈
書
で
あ
る
が
︑
撰

者
号
に
﹁
唐
導
江
県
令
﹂
と
い
う
肩
書
が
あ
る
よ
う
に
唐
代
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
︒
撰
述
後
時
を
置
か
ず
日
本
に
請
来
さ
れ
︑
天
平
写
経
の
一
部
と
し
て
書
写
さ

れ
た
︒
全
三
十
巻
の
う
ち
六
巻
の
み
が
現
存
し
て
い
る
が
︑
皆
装
丁
は
荘
厳
で
あ
る
︒
書
風
の
典
雅
さ
か
ら
一
巻
を
除
き
五
巻
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
︒

か
く
も
重
要
な
仏
教
文
献
に
も
関
わ
ら
ず
先
行
研
究
は
管
見
の
限
り
一
篇
の
み
で
あ
り
本
文
内
容
の
研
究
に
は
踏
み
込
ん
で
い
な
い
︒ 

﹃
注
涅
槃
経
﹄
は
︑
八
世
紀
前
葉
に
唐
に
派
遣
さ
れ
た
遣
唐
使
の
留
学
僧
が
請
来
し
た
も
の
で
あ
り
︑
そ
の
後
天
平
写
経
の
一
部
と
し
て
書
写
さ
れ
た
︒
請
来
に
関

し
て
も
ま
た
そ
の
書
写
に
関
し
て
も
幾
多
の
疑
義
が
存
し
て
い
る
︒
地
方
の
県
令
と
い
う
一
士
大
夫
の
撰
述
書
が
請
来
さ
れ
た
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
明
確
な
答

え
は
見
出
し
難
い
︒ 

現
存
す
る
﹃
注
涅
槃
経
﹄
は
細
密
に
漉
か
れ
た
黄
麻
紙
に
一
流
の
写
経
生
の
手
に
な
る
端
麗
優
雅
な
書
で
あ
り
︑
ま
た
軸
装
は
貴
重
な
紫
檀
も
し
く
は
黒
檀
が
さ
り

気
な
く
使
用
さ
れ
て
い
る
︒奈
良
写
経
の
中
で
も
一
級
品
で
あ
る
こ
と
が
一
目
で
わ
か
る
︒ま
た
︑通
常
の
経
典
で
も
二
校
ま
で
し
か
行
わ
れ
な
い
中
で﹃
注
涅
槃
経
﹄

は
三
校
に
及
ん
で
い
る
︒
こ
れ
ら
は
︑
一
体
何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
︒﹃
注
涅
槃
経
﹄
は
単
に
書
風
の
面
か
ら
重
視
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
︑
本
文
そ
の
も
の

に
価
値
が
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
︒ 

と
こ
ろ
が
韋
諗
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
何
故
か
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
︒
史
料
・
古
記
録
に
そ
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
︑
知
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
僅
か
﹃
注
涅
槃
経
﹄
の
撰
者
号
の
み
で
あ
る
︒
だ
が
筆
者
の
研
究
に
よ
っ
て
︑
韋
諗
は
唐
代
開
元
中
︵
七
一
三―

七
四
一
︶
に
導
江
県
︵
成
都
か
ら
約
六

十
キ
ロ
離
れ
た
県
︶
で
︑
県
令
と
い
う
役
職
に
つ
い
て
い
た
士
大
夫
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
︒
そ
し
て
︑
諸
状
況
か
ら
﹃
注
涅
槃
経
﹄
を
撰
述
し
た
の
は
韋
諗
の
三

十
代
か
ら
四
十
代
の
時
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た
︒
ま
た
︑
目
録
な
ど
の
記
載
に
よ
れ
ば
︑
韋
諗
に
は
﹃
注
涅
槃
経
﹄
の
ほ
か
に
﹃
注
維
摩
詰
経
﹄
や
﹃
金
剛
般
若
註
﹄︑

そ
し
て
お
そ
ら
く
﹃
法
華
経
﹄
の
注
釈
書
も
著
し
て
い
た
と
推
測
す
る
に
至
っ
た
︒ 

 

韋
諗
の
﹃
注
涅
槃
経
﹄
に
は
︑
他
の
﹃
涅
槃
経
﹄
注
釈
書
に
見
ら
れ
な
い
特
徴
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
︒
ま
ず
経
文
の
部
分
か
ら
そ
の
特
徴
を
指
摘
す
る
と
︑﹃
注

涅
槃
経
﹄
は
﹁
北
本
﹂﹃
涅
槃
経
﹄
に
依
拠
し
な
が
ら
も
︑﹁
南
本
﹂﹃
涅
槃
経
﹄
及
び
﹃
泥
洹
経
﹄
な
ど
他
の
経
典
の
語
彙
・
用
語
を
採
択
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒

﹃
注
涅
槃
経
﹄
の
経
文
が
単
純
に
﹁
北
本
﹂
に
依
拠
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
︑
一
体
何
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
︒
そ
こ
に
は
︑
学
僧
と
し
て
で
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は
な
い
立
場
︑
即
ち
士
大
夫
と
し
て
の
注
釈
へ
の
自
由
な
立
場
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
て
︑
そ
の
論
証
の
幾
つ
か
を

試
み
た
が
︑
巻
二
と
巻
十
二
の
二
巻
と
い
う
制
限
か
ら
多
く
の
用
例
を
示
し
韋
諗
の
学
的
傾
向
を
解
明
で
き
た
と
は
︑
現
時
点
で
言
え
な
い
︒ 

次
に
︑
注
釈
文
の
箇
所
の
特
徴
を
述
べ
る
と
三
点
あ
る
︒ 

第
一
に
は
︑
引
用
文
献
の
不
開
示
︒
巻
二
︑
巻
十
二
及
び
文
化
財
目
録
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
か
ら
確
認
で
き
た
部
分
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
︑
韋
諗
の
注
釈 

文
に
は
︑﹁
○
○
曰
く
﹂
な
ど
︑
引
用
し
た
文
献
の
出
典
名
が
見
ら
れ
な
い
︒ 

第
二
に
は
︑
語
彙
の
一
部
変
更
︒
韋
諗
は
︑
士
大
夫
と
し
て
の
教
養
か
ら
か
文
字
に
対
す
る
一
種
独
特
な
こ
だ
わ
り
が
あ
る
︒
韋
諗
は
︑
引
用
す
る
際
に
︑
文
の 

構
造
や
語
彙
を
変
更
す
る
︒
そ
れ
に
よ
っ
て
︑
典
拠
の
文
章
と
は
異
な
っ
た
文
型
︑
語
彙
と
な
る
た
め
︑
一
見
別
文
か
と
思
わ
れ
る
紛
ら
わ
し
い
文
章
構
成
に 

な
る
︒
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
︑
韋
諗
が
ど
の
文
献
を
引
用
し
た
の
か
調
査
に
時
間
を
要
し
た
︒
こ
の
よ
う
に
し
て
韋
諗
の
注
釈
文
の
特
徴
を
つ
か
む
こ
と
が
で 

き
︑
一
定
数
の
引
用
文
献
が
判
明
で
き
た
と
考
え
る
︒ 

第
三
に
︑
同
語
反
復
の
忌
避
︒
韋
諗
は
︑
同
じ
語
彙
を
繰
り
返
す
使
う
こ
と
を
嫌
う
︒
こ
れ
ら
の
特
徴
は
︑
学
僧
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
傾
向
で
あ
る
︒
韋
諗 

の
﹃
注
涅
槃
経
﹄
の
ユ
ニ
ｰ
ク
さ
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
︒ 

ま
た
︑
韋
諗
が
参
照
し
た
と
想
定
さ
れ
る
﹃
涅
槃
経
﹄
注
釈
書
を
調
べ
る
と
︑﹃
涅
槃
経
集
解
﹄︑﹃
涅
槃
経
義
記
﹄
及
び
﹃
涅
槃
経
疏
﹄
な
ど
で
あ
っ
た
︒
ま
た
︑

そ
の
他
の
注
釈
文
を
調
べ
て
い
く
と
︑
韋
諗
は
︑
阿
含
経
典
を
含
め
︑﹃
四
分
律
﹄︑﹃
金
光
明
最
勝
王
経
﹄
な
ど
︑
実
に
幅
広
く
経
典
を
見
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

き
た
︒
そ
の
中
で
︑
注
目
す
べ
き
は
︑﹃
一
切
経
音
義
﹄
の
存
在
で
あ
る
︒
韋
諗
は
︑
慧
琳
の
﹃
一
切
経
音
義
﹄
に
含
ま
れ
て
い
る
釈
雲
公
撰
﹁
涅
槃
経
音
義
﹂
を
見

て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た
︒
も
し
そ
れ
が
事
実
な
ら
ば
﹃
注
涅
槃
経
﹄
が
︑
七
三
三
年
か
ら
七
四
一
年
の
間
に
撰
述
さ
れ
た
可
能
性
が
高
ま
る
こ
と
に

な
る
︒
な
ぜ
な
ら
︑
釈
雲
公
撰
﹁
涅
槃
経
音
義
﹂
の
序
文
に
は
︑
開
元
二
一
年
︵
七
三
三
︶
と
い
う
日
時
の
記
録
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
︒ 

ま
た
︑
正
倉
院
文
書
の
貸
出
記
録
か
ら
︑
韋
諗
の
﹃
注
維
摩
経
﹄
は
天
平
勝
宝
五
年
︵
七
五
三
︶
に
貸
し
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
分
か
る
︒
従
っ
て
﹃
注
涅
槃
経
﹄

は
七
三
三
年
か
ら
七
四
一
年
の
間
に
成
立
し
︑
七
五
三
年
ま
で
に
日
本
に
請
来
さ
れ
た
と
言
え
る
︒ 

以
上
に
よ
う
に
唐
代
の
知
識
人
︵
士
大
夫
︶
韋
諗
は
︑﹃
涅
槃
経
﹄
四
〇
巻
︵
北
本
︶
の
注
釈
書
﹃
注
涅
槃
経
﹄
三
十
巻
を
撰
述
し
た
が
唐
土
か
ら
失
わ
れ
て
し
ま

っ
た
︒僅
か
に
扶
桑
の
地
に
六
巻
が
伝
存
し
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
が
︑未
だ
本
格
的
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
︒幸
い
筆
者
は
現
存
す
る
六
巻
の
内
︑

二
巻
を
実
際
に
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
︑
本
文
研
究
の
扉
が
開
い
た
︒ 
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﹃
注
涅
槃
経
﹄巻
二
・
巻
十
二
の
本
文
研
究
を
基
礎
と
し
︑本
書
の
成
立
年
代
を
韋
諗
の
活
躍
時
期
と
あ
わ
せ
考
究
し
多
く
の
新
事
実
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒

と
は
言
う
も
の
の
︑
残
さ
れ
て
い
る
課
題
も
多
々
あ
る
︒
先
ず
は
現
存
す
る
四
巻
の
調
査
研
究
が
必
須
で
あ
る
︒
ま
た
韋
諗
の
思
想
的
背
景
の
よ
り
一
層
の
解
明
が
俟

た
れ
る
︒ 
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八
年
︒︶ 

望
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経
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研
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団
史
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付
記 

 

こ
の
度
︑
こ
の
論
攷
を
上
梓
で
き
た
の
は
︑
様
々
な
ご
縁
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
賜
物
で
あ
る
︒
私
の
長
き
仏
教
学
研
究
の
人
生
に
は
︑
様
々
な
方
々
の
支
持
・
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
︑
今
日

こ
こ
ま
で
辿
り
つ
く
こ
と
が
で
き
た
︒
ま
ず
︑
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
の
は
︑
指
導
教
授
で
あ
り
︑
そ
し
て
韋
諗
の
﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
の
存
在
を
教
え
て
下
さ
っ
た
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学

教
授
落
合
俊
典
先
生
で
あ
る
︒
二
児
の
子
育
て
に
奮
闘
し
な
が
ら
︑
研
究
を
続
け
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
尊
重
し
て
頂
き
︑
研
究
に
専
念
す
る
の
が
難
し
い
時
も
︑
週
一
回
必
ず
経
典
に
親
し
む

よ
う
に
と
︑
励
ま
し
て
続
け
て
頂
い
た
︒
難
し
い
気
質
の
私
に
は
︑
最
高
な
コ
ｰ
チ
ン
グ
手
法
に
よ
っ
て
︑
導
い
て
下
さ
っ
た
こ
と
に
︑
感
謝
し
て
も
し
尽
く
せ
な
い
︒ 

ま
た
︑
本
学
教
授
で
あ
る
斎
藤
明
先
生
及
び
東
京
大
学
の
学
友
で
あ
っ
た
三
重
県
伊
賀
市
天
台
真
盛
宗
西
念
寺
市
川
直
史
副
住
職
の
ご
紹
介
に
よ
り
︑
巻
二
・
卷
十
二
を
所
蔵
し
て
い
る
三
重

県
津
市
に
あ
る
天
台
真
盛
宗
別
格
本
山
西
來
寺
を
訪
問
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒
山
主
の
寺
井
良
宣
猊
下
の
ご
好
意
に
よ
り
︑
二
〇
一
七
年
の
七
月
に
実
際
に
京
都
国
立
博
物
館
に
て
︑
巻
二
及
び

巻
十
二
を
熟
覧
し
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒
猊
下
の
ご
理
解
が
な
け
れ
ば
︑
本
日
こ
の
論
攷
も
日
の
目
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
︒
ま
た
︑
斉
藤
先
生
に
は
︑
東
京
大
学
在
学
中
に

も
︑
ご
指
導
頂
き
︑
ご
懇
意
頂
い
た
︒
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
︒ 

 

さ
ら
に
︑
京
都
国
立
博
物
館
の
調
査
に
際
し
て
︑
京
都
国
立
博
物
館
の
赤
尾
栄
慶
名
誉
館
員
及
び
上
杉
智
英
研
究
員
に
は
︑
調
査
に
ご
同
行
頂
き
ご
尽
力
頂
い
た
︒
そ
の
際
に
︑
多
く
の
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
大
変
感
謝
し
て
い
る
︒ 

 

ま
た
︑
国
際
仏
教
大
学
院
大
学
の
藤
井
教
公
先
生
︑
デ
レ
ア
ヌ 

フ
ロ
リ
ン
先
生
︑
後
藤 

敏
文
先
生
は
︑
い
つ
も
多
く
の
知
識
を
以
て
︑
時
に
は
ユ
ｰ
モ
ア
も
交
え
て
︑
ご
指
導
頂
い
た
︒
指

導
教
授
で
な
く
と
も
︑
い
つ
も
気
に
か
け
て
く
だ
さ
る
温
か
い
気
持
ち
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
︒
ま
た
︑
す
で
に
︑
退
任
さ
れ
た
木
村
清
孝
先
生
に
は
︑
公
私
に
渡
り
︑
ご
懇
意
頂
い
た
こ
と

に
感
謝
し
て
い
る
︒ 

 

国
際
仏
教
大
学
院
大
学
に
対
し
て
も
感
謝
の
意
を
述
べ
た
い
︒
子
育
て
し
な
が
ら
の
研
究
生
活
︑
時
に
は
︑
子
ど
も
を
連
れ
て
大
学
に
来
る
こ
と
も
あ
っ
た
︒
そ
ん
な
時
で
も
︑
大
学
の
職
員
・

学
友
の
方
々
に
は
︑
温
か
く
対
応
し
て
頂
い
た
︒
図
書
館
の
職
員
の
方
々
も
︑
常
に
親
身
に
相
談
に
乗
っ
て
頂
い
た
︒
共
に
研
究
す
る
学
友
も
互
い
に
励
ま
し
あ
っ
た
︒
本
学
の
方
々
の
援
助
・

支
援
が
な
け
れ
ば
︑
成
し
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
︒ 

 

ま
た
︑
私
の
研
究
ル
ｰ
ツ
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
東
京
大
学
・
大
学
院
時
代
の
末
木
文
美
士
先
生
︑
丸
井 

浩
先
生
︑
下
田
正
弘
先
生
︑
丘
山
新
先
生
︑
蓑
輪
顕
量
先
生
の
諸
先
生
方
︑
先
輩
方
︑

学
友
の
方
々
に
も
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
︒
ご
指
導
頂
き
︑
ま
た
共
に
学
ん
だ
日
々
は
︑
今
で
も
私
の
財
産
で
あ
る
︒ 

 

最
後
に
な
る
が
︑
私
の
家
族
に
感
謝
し
た
い
︒
家
族
の
理
解
と
協
力
が
な
け
れ
ば
︑
長
き
に
渡
り
研
究
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
︒ 

 

一
人
一
人
の
名
を
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
︑
私
は
︑
多
く
の
良
き
ご
縁
に
よ
っ
て
︑
今
日
と
い
う
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
︒
い
つ
か
自
分
が
そ
の
御
恩
に
報
い
る
こ
と
が
で
き
よ
う
︑

こ
れ
か
ら
も
日
々
精
進
し
た
い
次
第
で
あ
る
︒
皆
さ
ま
に
真
心
を
込
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
︒ 
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資 

料 

篇 
一
︑﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
巻
二 

翻
刻
校
訂 

二
︑﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
巻
二 

訓
読
訳
注 
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１
『
注
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
翻
刻 

 
【
凡 
例
】 

一
、 

本
テ
キ
ス
ト
は
、
三
重
県
津
市
に
あ
る
天
台
眞
盛
宗
西
来
寺
所
蔵
（
京
都
国
立
博
物
館
寄
託
）
韋
諗
撰
『
注
大
般
涅
槃
経
』
巻
第
二
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ

る
。 

二
、 

翻
刻
に
際
し
て
異
体
字
等
は
、
概
ね
正
字
に
て
表
記
し
た
。 

『
注
涅
槃
経
』
文
中
で
正
字
に
表
記
を
改
め
た
異
体
字
は
、
左
記
通
り
で
あ
る
。 

陁→

陀
、
閒→

間
、
見→
現
、
（
螙–

木
＋
文
）→

蚊
、
邪→

耶
、
蔭→

陰
、
（
馿-

戸+

丘
）→

駆
、
蝱→

虻
、
慙→

慚
、
叚→

假
、
仾→

低
、
脩→

修
、 

（
忄+

左
）→

怪
、
硌→
啓
、
（
辶+

羊
）→

逆
。 

三
、 

経
の
本
文
と
注
の
部
分
に
は
適
宜
、
句
点
、
読
点
を
付
し
た
。 

四
、 

校
訂
に
関
し
て
は
、
引
用
さ
れ
て
い
る
『
大
般
涅
槃
経
』
本
文
に
つ
い
て
、
『
大
正
蔵
』
巻
第
十
二
所
収
、
北
涼
曇
無
讖
訳
「
北
本
」
『
大
般
涅
槃
経
』

（N
o.

37
4

）
及
び
宋
慧
厳
等
に
よ
る
再
治
本
の
「
南
本
」
『
大
般
涅
槃
経
』
（No

.3
75

）
に
依
っ
た
。
異
同
は
、
脚
注
に
て
注
記
し
た
。
そ
の
際
、
「
北
本
」

「
南
本
」
の
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
「
北
本
」
○
○
、
「
南
本
」
○
○
と
し
た
。
『
注
涅
槃
経
』
と
同
じ
場
合
は
、
特
に
注
記
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
『
大
正

蔵
』
に
あ
る
脚
注
は
、
「
北
本
注
」
、
「
南
本
注
」
と
し
た
。
そ
の
際
、
『
大
正
蔵
』
の
表
示
に
準
じ
て
、
【
宮
】
は
、
宮
内
庁
本
、
【
三
】
は
、
宋
・
明
・

元
の
三
本
、
【
宋
】
は
、
宋
本
、
【
明
】
は
、
明
本
、
【
元
】
は
、
元
本
と
す
る
。 

 
 



2 
 

1
.  

 

注
大
般
涅
槃
經
卷
第
二
壽
命

品

1 

導
江
縣
令
韋
諗
注 

 
 

2
.  

 
爾
時
、
會
中
有
優
婆
塞
、
是
拘
尸
那

2

工
巧
之
子
、
名 

3
.  

 

曰
純
陀
此
第
二
成
就
種
性
遣
執
分
。
純
陀
、
法
身

大
士
也
。
以
本
願
故
、
現
生
工
巧
之
家
。
。
與 

4
.  

 

其
同
類
十
五
人
俱
、
爲
令
世
間
得
善
果
故
、
捨 

5
.  

 

身
威
儀
從
座
而
起
捨
、
卽
坐
之
威
儀
。

崇
、
請
法
之
容
止
。
。
偏
袒
右
肩 

6
.  

 

右
膝
著
地
、
合
掌
向
佛
、
悲
感
流
洟

3

表
心
無

二
也
。
。
頂 

7
.  

 

禮
佛
足
而
白
佛
言
、
唯

4

願
世
尊
及
比
丘
僧
、
哀
受 

8
.  

 

我
等
最
後
供
養
、
爲
度
無
量
諸
衆
生
故
請 

受 

施

者
、
爲
度 

9
.  

 

衆
生
、
非

敢
自
利
。
。
世
尊
、
我
等
從
今
無
主
無
親
、
無
救
無 

1
0
.  

 
 

護
、
無
歸
無
趣
佛
是
衆
生
法
主
、
今 

若
涅
槃
、
則
無
所
趣
。
、
貧
窮
飢
困 

1
1
.   

無
法
利
人
曰
貧
。
無
徳
自
養
爲
窮
。

生
死
迫
切
名
飢
。
流
轉
艱
勞
是
困
。
。
欲
從
如
來
求
將
來 

 
1 

壽
命
品…

「
北
本
」
壽
命
品
第
一
之
二
。
「
南
本
」
純
陀
品
第
二
。 

2 

拘
戸
那…

「
北
本
」
拘
尸
那
城
。
「
北
本
注
」
〔
城
〕
欠
【
宋
】
。
「
南
本
」
拘
尸
𨚗𨚗
城
。
「
南
本
注
」
〔
𨚗𨚗
〕
欠
【
三
】
。 

3 

悲
感
流
洟…

「
北
本
」
悲
泣
堕
淚
。
「
南
本
」
悲
感
流
淚
。 
4 

唯…

「
南
本
注
」
【
三
】
惟*

。 



3 
 

1
2
.  

 
 

食
食
、
謂
常

果
也
。

。
唯

5

願
哀
愍
受
我

6

微
供
然
後
涅
槃

7 

1
3
.  

不
設
供
具
而
請
受
者
、
見
上
諸
人
、
所

獻
弗
納
。
故
先
啓
佛
、
然
後
辨
之
。

。
世
尊
、
譬
如
刹
利 

1
4
.  

王
種

也
。
、
若
婆
羅
門
淨
行 

者
也
。
、
毘
舍
若
今
之 

官
長
也
。
、
首
陀
農夫 

1
5
.  

之
類

也
。
、
以
貧
窮
故
況
無
出
世

之
善
也
。
、
遠
至
他
國
捨
生

死
之
、 

1
6
.  

本
居
、
趣
涅

槃
之
他
國
。
役
力
農
作
喩
修
出 

世
之
行
。
、
得
好
調
牛
、
良 

1
7
.  

田
平
正
志
不
迂

曲
也
。
、
無
諸
沙
鹵

8

、
惡
草
株
杌

9

鹵
鹹 

土
也
。 

1
8
.  

喩
不
生
邪
見

及
餘
煩
惱
。
唯

1
0

希

1
1

天
雨
世
尊
若
許
則
法
牙
得
生
、

猶
如
衆
苗
希
雨
一
潤
。

 

1
9
.  

言
調
牛
者
、
喻

1
2

身
口
七
況
身
口 

七
支
也
。
良
田
平
正
況

1
3 

 
5 

唯…

「
南
本
注
」
【
三
】
惟*

。 
6 

哀
愍
受
我…

「
南
本
」
哀
受
我
等
。 

7 

然
後
涅
槃…

「
北
本
」
然
後
乃
入
於
般
涅
槃
。 

8 

鹵…

「
北
本
注
」
【
三
】
滷*

。 
9 

株
杌…

「
南
本
」
荒
穢
。 

1
0 

唯…

「
南
本
注
」
【
三
】
惟*

。 
1
1 

希…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
悕*

。 
1
2 

喩…

「
南
本
注
」
【
三
】
譬*

。 
1
3 

況…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
喩
。
「
南
本
注
」
【
三
】
喩
＝
譬*

。 



4 
 

2
0
.  

於
智
慧
、
除
去
沙
鹵

1
4

、
惡
草
株
杌

1
5

、
喻

1
6

諸

1
7

煩
惱
。
世
尊
、 

2
1
.  

我
今
身
有
調
牛
良
田
、
除
去
株
杌

1
8

、
唯

1
9

希

2
0

如
來
甘 

2
2
.  

露
法
雨
譬
常

教
也
。
貧
四
姓
者
、
卽
我
身
是
貧
於
無
上 

2
3
.  

法
之
財
寶
。
唯

2
1

願
哀
愍

2
2

除
斷
我
等
、
貧
窮
困
苦
、
拯

2
3 

2
4
.  

及
無
量
苦
惱
衆
生
。
我
今
所
供
、
雖
復
微
少
、
冀
得 

2
5
.  

充
足
、
如
來
大
衆
希
佛
神
力 

令
得
充
足
。
。
我
今
無
主
、
無
親
無 

2
6
.  

歸
、
願
垂
矜
愍

2
4

、
如
羅
睺
羅
觀 

純 

陀 

之 

請
、
意 

有 

兩 

種
。 

 

一
、
請
受
供
。
二
、
請
説
法
。
求

 

2
7
.  

將
來
食
者
、
請
受
供
也
。

希
天
雨
者
、
請
説
法
也
。
。 

2
8
.  

爾
時
、
世
尊
一
切
種
智
・
無
上
調
御
告
純
陀
曰
、
善 

2
9
.  

哉
善
哉
。
我
今
爲
汝
、
除
斷
貧
窮
、
無
上
法
雨
、
雨
汝 

 
1
4 

鹵…

「
北
本
注
」
【
三
】
滷*

。 
1
5 

株
杌…

「
南
本
」
荒
穢
。 

1
6 

喩…

「
南
本
注
」
【
三
】
譬*

。 
1
7 

諸…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
除
。
「
北
本
注
」
【
三
】
【
宮
】
除
＝
諸
。 

1
8 

除
去
株
杌…

「
南
本
」
耘
除
衆
穢
。 

1
9 

唯…

「
南
本
注
」
【
三
】
惟*

。 
2
0 

希…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
悕*

。 
2
1 

唯…

「
南
本
注
」
【
三
】
惟*

。 
2
2 

愍…

「
南
本
注
」
【
三
】
憫*

。 
2
3 

拯…

「
北
本
注
」
【
宮
】
極
。 
2
4 

愍…

「
南
本
注
」
【
三
】
憫*

。 
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3
0
.  

身
田
、
令
生
法
牙

2
5

許
施
其
常
、

是
爲
法
雨
。
。
汝
今
於
我
、
欲
求
壽 

3
1
.  

命
色
力

2
6

安
無
礙
辨

2
7

。
我
當
施
汝
、
常
・
命
・
色
・
力
・
安
・
無 

3
2
.  

礙

2
8

辨
食
者
得
五
利
故

施
人
獲
五
果
。
。
何
以
故
。
純
陀
、
施
食
有
二
、
果 

3
3
.  

報
無
差
一
者
、
初
施
得
菩
提
。
二
者
、
後
施
入
涅
槃
。
施

因
不
同
、
故
云
二
也
。
倶
獲
常
果
、
是
則
無
差
。
。
何 

3
4
.  

等
爲
二
。
一
者
、
受
已
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提 

3
5
.  

藐
音
彌

略
反

。
二
者
、
受
已
入
於
涅
槃
。
我
今
受
汝
最
後
供 

3
6
.  

養
受
不
擇
貴
、

示
平
等
也
。
、
令
汝
具
足
檀
波
羅
蜜
由
其
施
因
、

得
成
佛
果
、
。 

3
7
.  

故
行
施
之
人
、

具
足
檀
度
。

爾
時
、
純
陀
卽
白
佛
言
、
如
佛
所
説
、
二 

3
8
.  

施
果
報
、
無
差
別
者
、
是
義
不
然
世
尊
以
二
施
田

等
。
純
陀
以
二
施 

3
9
.  

田
別
。
由
田
不

同
、
故
生
疑
也
。
。
何
以
故
。
先
受
施
者
、
煩
惱
未
盡
、
未
得 

4
0
.  

成
就
一
切
種
智
菩
提
樹
下
、
未
成
正
覺
、

故
知
初
施
、
非
勝
田
也
。
、
亦
未
能
令 

 
2
5 

牙…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
芽
。
「
北
本
注
」
【
宋
】
【
宮
】
芽
＝
牙
。
「
南
本
注
」
【
宋
】
芽
＝
牙
。 

2
6 

色
力…

「
北
本
注
」
【
宮
】
力
色
。 

2
7 

安
無
礙
辨…

「
北
本
」
安
辯
、
「
北
本
注
」
【
元
】
【
明
】
【
宮
】
安
辯
＝
安
樂
無
礙
辯
才
。
「
南
本
」
安
樂
無
礙
辯
才
。 
2
8 

礙…

「
南
本
」
【
三
】
閡*

。 
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4
1
.  

衆
生
、
具
足
檀
波
羅
蜜
既
非
勝
田
、

熟
能
令
具
。
。
後
受
施
者
、
煩 

4
2
.  

惱
已
盡
、
已
得
成
就
一
切
種
智
、
能
令
衆
生
普
得 

4
3
.  

具
足
檀
波
羅
蜜
田
既
不
同
、

果
必
有
異
。
。
先
受
施
者
、
直

2
9

是
衆 

4
4
.  

生
未
得 

聖
果
。
。
後
受
施
者
、
是
天
中
天
諸
天
望
佛
、
猶
人
望

天
、
故
曰
天
中
天
也
。
。 

4
5
.  

先
受
施
者
、
是
雜
食
身
資
假 

食
故
。 3

0

、
煩
惱
之
身
煩
惱
所

依 

故
。
、 

4
6
.  

是
後
邊
身
生
死
有

邊
故
。
、
是
無
常
身
有
生 

滅
故
。
。
後
受
施 

4
7
.  

者
、
無
煩
惱
身
非
煩
惱 

所
依
故
。
、
金
剛
之
身
不
可 

壞
故
。
、
法
身
法性 

4
8
.  

身故
。
、
常
身
無
生 

滅
故
。
、
無
邊
之
身
離
有 

邊
故
。
。
云
何
而
言
、
二
施 

4
9
.  

果
報
等
無
差
別
初
施
非
佛
、
後
施
是
佛
。
佛
與
非
佛
、
二
果 

不
同
、
云
何
説
言
、
二
因
之
報
、
等
無
異
也
。
。 

5
0
.  

先
受
施
者
、
未
能
具
足
檀
波
羅
蜜
、
乃
至
般
若
波 

5
1
.  

羅
蜜
、
唯

3
1

得
肉
眼
眼
非
是
肉
、
以
依 

肉
成
、
故
云
肉
眼
。
、
未
得
佛
眼
此
眼

是
證 

 
2
9 

直…

「
南
本
」
猶
。 

3
0 

假…

『
注
涅
槃
経
』
叚
。 
3
1 

唯…

「
南
本
注
」
【
三
】
惟*

。 
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5
2
.  

實
無
分 

別
慧
也
。
、
乃
至
慧
眼
證
無
相

慧
也
。
。
後
受
施
者
、
已
得
具
足 

5
3
.  

檀
波
羅
蜜
乃
至
般
若
波
羅
蜜
、
具
足
佛

3
2

眼
乃
至 

5
4
.  

慧
眼
。
云
何
而
言
、
二
施
果
報
、
等
無
差
別
先
受
施

時
、
未
能 

5
5
.  

備
善
。
後
受
施
時
、
已
得
具
足
、

而
言
二
施
無
差
、
故
興
此
難
。

。
世
尊
、
先
受
施
者
、
受
已
食 

5
6
.  

噉

3
3

、
入
腹
消
化
、
得
命
得
色
、
得
力
得
安
、
得
無
礙

3
4

辯
。 

5
7
.  

後
受
施
者
、
不
食
不
消
、
無
五
事
果
。
云
何
而
言
、
二 

5
8
.  

施
果
報
、
等
無
差
別
先
受
而
食
、
於
身
有
用
。
後
受
不
食
、

於
身
無
用
。
先
後
有
殊
、
理
在
無
惑
。 

5
9
.  

今
云
不
別
、
故

疑
難
生
焉
。

。 

6
0
.  

佛
言
、
善
男
子
、
如
來
已
於
無
量
無
邊
阿
僧
祇
劫
、 

6
1
.  

無
有
食
身
資
食
之
身
、

非
如
來
也
。
、
煩
惱
之
身
、
非

3
5

後
邊
身
、
常 

6
2
.  

身
法
身
、
金
剛
之
身
。
善
男
子
、
未
見
佛
性
者
、
名
煩 

6
3
.  

惱
身
、
雜
食
之
身
、
是
後
邊
身
。
菩
薩
爾
時
、
受
飮
食 

6
4
.  

已
、
入
金
剛
三
昧
。
此
食
消
已
、
卽
見
佛
性
、
得
阿
耨 

6
5
.  

多
羅
三
藐
三
菩
提
。
是
故
我
言
二
施
果
報
等
無 

 
3
2 

佛…

「
南
本
注
」
【
三
】
肉
。 

3
3 

噉…

「
南
本
」
之
。 

3
4 

礙…

「
南
本
注
」
【
三
】
閡*

。 
3
5 

非…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
無
。 
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6
6
.  

差
別
夫
見
性
者
、
乃
是
照
理
之
極
、
豈
可
以
食
身
而
見
之 

 

乎
。
苟
見
食
身
、
則
知
非
實
、
今
昔
皆
爾
故
、
二
施
無
差
。
。 

6
7
.  

菩
薩
爾
時
破
壞
四
魔
、
今
入
涅
槃
亦
破
四
魔
、
是 

6
8
.  

故
我
言
、
二
施
果
報
等
無
差
別
成
佛
涅
槃
、
倶
破
四

魔
。
始
終
平
等
、
故
無 

6
9
.  

二也
。
。
菩
薩
爾
時
、
雖
不
廣
説
十
二
部
經
、
先
已
通
達 

7
0
.  

今
入
涅
槃
、
廣
爲
衆
生
分
別
演
説
、
是
故
我
言
二 

7
1
.  

施
果
報
等
無
差
別
説
與
不
説
、
但
爲
待
緣
。

久
已
通
達
、
故
云
不
異
。
。
善
男 

7
2
.  

子
、
如
來
之
身
已
於
無
量
阿
僧
祇
劫
、
不
受
飮
食 

7
3
.  

純
陀
以
五
事
有
殊
、
而
生
二
見
。
世
尊
以
五
事
果
同
、
説
爲
一
相
。

何
以
故
。
如
來
成
佛
已
無
量
劫
故
、
然
則
前
施
後
施
、
倶
是
化
佛
。 

7
4
.  

施
佛
不
殊
、

故
無
二
也

。
爲
諸
聲
聞
説
言
、
先
受
難
陀
・
難
陀
波
羅 

7
5
.  

二
牧
牛
女
、
所
奉
乳
糜

3
6

此
二
女
人
、
是
姉
妹
也
。
初
成
佛

時
、
受
女
人
施
。
臨
涅
槃
時
、
受
丈 

7
6
.  

夫
施
者
、
爲
表
内
外
二
德
也
。
内
德
如 

女
、
取
其
順
柔
。
外
德
如
男
、
表
其
剛
正
。
。
然
後
乃
得
、
阿
耨 

7
7
.  

多
羅
三
藐
三
菩
提
。
我
實
不
食
、
我
今
普
爲

3
7

此

3
8

會 

 
3
6 

糜…

「
北
本
注
」
【
宋
】
麋
。 

3
7 

普
爲…

「
北
本
」
爲
於
、
「
北
本
注
」
【
三
】
爲
於=

普
爲
。 
3
8 

此…

「
南
本
」
作
。 
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7
8
.  

大
衆
、
是
故
受
汝
、
最
後
所
奉
、
實
亦
不
食
樹
下
成
佛 

是
権
。
不
食 

7
9
.  

後
施
是
實
。
権
實
雖

殊
、
而
不
食
一
也
。
。 

8
0
.  

爾
時
、
大
衆
聞
佛
所
言

3
9

、
普
爲
大
會
、
將
受

4
0

純
陀
、
最 

8
1
.  

後
供
養
、
歡
喜
踊
躍
、
同
聲
讚
言
、
善
哉
善
哉
、
希
有 

8
2
.  

純
陀
、
汝
今
立
字
、
名
不
虛
稱
。
言
純
陀
者
、
名
解
妙 

8
3
.  

義
。
汝
今
建
立
、
如
是
大
義
、
是
故
依
實
、
從
義
立
名
、 

8
4
.  

故
名
純
陀
今
所
解
義
、
契
昔
嘉
名
。

名
實
相
稱
、
故
共
讃
之
。
。
汝
今
見

4
1

世
、
得
大 

8
5
.  

名
利
、
德
願
滿
足
昔
於
迦
葉
佛
時
、
發
斯
誓
願
、

今
得
最
後
供
養
、
故
云
満
足
。
。
甚
奇
、 

8
6
.  

純
陀
生
在
人
中
、
復
得
難
得
無
上
之
利
具
檀
之

利
爲
無 

8
7
.  

上也
。
善
哉
純
陀
、
如
優
曇
花
、
世
間
希
有
輪
王
出
世

此
花
乃
現
。 

8
8
.  

佛
出
於
世
、
亦
復
甚
難
、
値
佛
生
信
、
聞
法
復
難
。
佛 

8
9
.  

臨
涅
槃
、
最
後
供
養
、
能
辨

4
2

是
事
復
難
。
於
是
南
無 

9
0
.  

純
陀
、
南
無
純
陀
南
無
此

言
歸
命
。
汝
今
已
具
檀
波
羅
蜜
、 

 
3
9 

所
言…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
世
尊
。 

4
0 

將
受…

「
北
本
」
受
於
。
「
南
本
」
哀
受
。 

4
1 

見…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
現
。 
4
2 

辨…

「
北
本
注
」
【
宮
】
辦
。
「
南
本
」
辦
。 
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9
1
.  

猶
如
秋
月
十
五
日
夜
、
淸
淨
圓
滿
無
諸
雲
翳
、
一 

9
2
.  

切
衆
生
、
無
不
瞻
仰
。
汝
亦
如
是
、
而
爲
我
等
之
所 

9
3
.  

瞻
仰
。
佛
已
受
汝
最
後
供
養
、
令
汝
具
足
檀
波
羅 

9
4
.  

蜜
。
南
無
純
陀
、
是
故
説
汝
如
月
盛
滿
、
一
切
衆
生 

9
5
.  

無
不
瞻
仰
。
南
無
純
陀
、
雖
受
人
身
、
心
如
佛
心
同以 

9
6
.  

大
悲
爲

心
也
。
。
汝
今
純
陀
、
眞
是
佛
子
、
如
羅
睺
羅
、
等
無 

9
7
.  

有
異
。
爾
時
、
大
衆
卽
説
偈
言
、 

9
8
.  

汝
雖
生
人
道
、
已
超
第
六
天
他
化
自
在
天
是
欲
界 

頂
、
魔
王
波
旬
都
處
也
。 

9
9
.  

心
超
其
境
、

故
共
歎
之
。
、
我
及
一
切
衆
、
今
故
稽
首
、
請
人
中
最
勝 

1
0
0
.  

尊
、
今
當
入
涅
槃
。
汝
應
愍

4
3

我
等
、
唯

4
4

願
速
請
佛
、
久 

1
0
1
.  

住
於
世
間
、
利
益
無
量
衆
、
演
説
智
所
讚
、
無
上
甘 

1
0
2
.  

露
法
。
汝
若
不
請
佛
、
我
命
將
不
全
、
是
故
應
見
爲 

1
0
3
.  

稽
請
調
御
師
。
爾
時
、
純
陀
歡
喜
踊
躍
、
譬
如
有
人
、 

1
0
4
.  

父
母
卒
喪
、
忽
然
還
生

4
5

承
聲
告
滅
、
事
同
卒
喪
、

聞
答
五
難
、
譬
如
劫
蘇
。
。
純 

1
0
5
.  

陀
歡
喜
、
亦
復
如
是
。
因

4
6

起
禮
佛
、
而
説
偈
言
、 

 
4
3 

愍…

「
南
本
注
」
【
三
】
憫*

。 
4
4 

唯…

「
南
本
注
」
【
三
】
惟*

。 
4
5 

生…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
活
。 
4
6 

因…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
復
。 
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1
0
6
.  

快
哉
獲
己
利
、
善
得
於
人
身
、
蠲
除

4
7

貪
恚
等
蠲
音
古

玄
反
。
、 

1
0
7
.  

永
離
三
惡
道
。
快
哉
獲
己
利
、
遇

4
8

得
金
寶
聚
、
値
遇 

1
0
8
.  

調
御
師
、
不
懼
墮
畜
生
。
佛
如
優
曇
花
、
値
遇
生
信 

1
0
9
.  

難
、
遇
已
種
善
根
、
永
滅

4
9

餓
鬼
苦
、
亦
復
能
損
減
、
阿 

1
1
0
.  

修
羅
種
類
自
欣
見
佛
、

得
離
四
趣
。
。
芥
子
投
針
鋒
、
佛
出
難 

1
1
1
.  

於
彼

5
0

、
我
以

5
1

具
足
檀
、
廣
度
生
死
海

5
2

。
佛
不
染
世
法
、 

1
1
2
.  

如
蓮
出
水
中

5
3

。
善
斷
有

5
4

頂
種
、
謂
三
有 

之
頂
也
。
永
度
生 

1
1
3
.  

死
流
、
生
世
爲
人
難
、
値
佛
世
亦
難
、
猶
如
大
海
中
、 

1
1
4
.  

盲
龜
遇

5
5

浮
孔
、
我
今
所
奉
食
、
願
得
無
上
報
。
一
切 

1
1
5
.  

煩
惱
結
、
摧
破
不
堅
牢

5
6

。
我
今
於
此
處
、
不
求
天
人

5
7 

1
1
6
.  

身
、
設
使
得
之
者
、
心
亦
不
甘
樂
。
如
來
受
供
養

5
8

、
歡 

 
4
7 

除…

「
南
本
」
餘
。 

4
8 

遇…

「
南
本
注
」
【
明
】
愚
。 

4
9 

滅…

「
北
本
」
離
。
「
北
本
注
」
【
三
】
離
＝
滅
。 

5
0 

彼…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
是
。 

5
1 

以…

「
北
本
注
」
【
三
】
已*

。
「
南
本
注
」
【
元
】
【
明
】
已
。 

5
2 

廣
度
生
死
海…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
度
人
天
生
死
。 

5
3 

出
水
中…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
花
處
水
。 

5
4 

有…

「
南
本
」
水
。 

5
5 

遇…

「
北
本
注
」
【
元
】
【
明
】
【
宮
】
値
。 

5
6 

不
堅
牢…

「
南
本
」
無
堅
固
。 

5
7 

天
人…

「
北
本
注
」
【
元
】
【
明
】
【
宮
】
人
天
。 
5
8 

供
養…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
我
供
。 
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1
1
7
.  

喜
無
有
量
、
猶
如
伊
蘭
花
、
出
於
栴
檀
香
。
我
身
如 

1
1
8
.  

伊
蘭
、
如
來
受
我
供
、
如
出
栴
檀
香
、
是
故
我
歡
喜
。 

1
1
9
.  

我
今
得
見

5
9

報
、
最
勝
上
妙
處
、
釋
梵
諸
天
等
、
悉
來 

1
2
0
.  

供
養
我
。
一
切
諸
世
間
、
悉
生
諸

6
0

苦
惱
、
以
皆
知

6
1

世 

1
2
1
.  

尊
、
欲
入
於
涅
槃

6
2

、
高
聲
唱
是
言
、
世
間
無
調
御 

1
2
2
.  

不
應
捨
衆
生
、
應
視
如
一
子
、
如
來
在
僧
中
、
演
説 

1
2
3
.  

無
上
法
、
如
須
彌
寶
山
、
安
處
于
大
海
、
佛
智
能
善 

1
2
4
.  

斷
、
我
等
無
明
闇
、
猶
如
虛
空
中
、
起
雲

6
3

得
淸
涼

6
4

、
如 

1
2
5
.  

來
能
善
除

6
5

、
一
切
諸
煩
惱
、
猶
如
日
出
時
、
除
雲
光 

1
2
6
.  

普
照
、
是
諸
衆
生
等
、
戀
慕
増
悲
慟

6
6

、
皆
悉

6
7

爲
生
死
、 

1
2
7
.  

苦
水
之
所
漂
、
以
是
故
世
尊
、
應
長
衆
生
信
、
爲
斷 

1
2
8
.  

生
死
苦
、
久
住
於
世
間
。 

1
2
9
.  

佛
告
純
陀
、
如
是
如
是
。
如
汝
所
説
、
佛
出
世
難
如 

1
3
0
.  

優
曇
花
、
値
佛
生
信
、
亦
復
甚
難
。
佛
臨
涅
槃
、
最
後 

 
5
9 

見…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
現
。 

6
0 

諸…

「
北
本
注
」
【
元
】
【
明
】
【
宮
】
大
。
「
南
本
」
大
。 

6
1 

皆
知…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
知
佛
。 

6
2 

欲
入
於
涅
槃…

「
南
本
」
今
欲
入
涅
槃
。 

6
3 

起
雲…

「
南
本
」
雲
起
。 

6
4 

猶
如
～
淸
涼…

「
南
本
注
」
【
宋
】
〔
猶
如
虛
空
中
、
起
雲
得
淸
涼
〕
（
124
行
）
と
〔
猶
如
日
出
時
、
除
雲
光
普
照
〕
（
125
～
126
行
）
と
を
入
れ
替
え
る
。 

6
5 

除…

「
北
本
注
」
【
宮
】
斷
。 

6
6 

戀
慕
増
悲
慟…

「
北
本
」
啼
泣
面
目
腫
。 
6
7 

皆
悉…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
悉
皆
。 
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1
3
1
.  

施
食
能
具
足
檀
、
又

6
8

復
倍

6
9

難

7
0

。
汝
今
純
陀
、
莫
大
愁 

1
3
2
.  

苦
、
應
生
踊
躍

7
1

、
深

7
2

自
慶
幸
、
得
値
最
後
、
供
養
如
來
、 

1
3
3
.  

成
就
具
足
、
檀
波
羅
蜜
、
不
應
請
佛
、
久
住
於
世
止所 

1
3
4
.  

請也
。
汝
今
當
觀
、
諸
佛
境
界
、
悉
皆
無
常
、
諸
行
性
相 

1
3
5
.  

亦
復
如
是
應
身
是
有
、
名
佛
境
界
。
随
化
示
滅
、
故
曰
無

常
。
五
蔭
遷
流
、
名
爲
諸
行
、
亦
同
佛
化
、
故
云 

1
3
6
.  

如是
。
卽
爲
純
陀
而
説
偈
言
、 

1
3
7
.  

一
切
諸
世
間
、
生
者
皆
歸
死
、
壽
命
雖
無
量
、
要
當 

1
3
8
.  

有
盡
期

7
3
7
4

。
壯
年
不
暫

7
5

停
、
美

7
6

色
病
能

7
7

侵
、
命
爲
死
所 

1
3
9
.  

吞
、
世
法
無
常
住

7
8

。
諸
王
得
自
在
、
威

7
9

力
難

8
0

等
雙
、
一 

 
6
8 

又…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
〔
又
〕
欠
。 

6
9 

復
倍…

「
北
本
注
」
【
三
】
倍
復
。
「
南
本
」
倍
復
。 

7
0 

難…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
甚
難
。 

7
1 

生
踊
躍…

「
南
本
」
當
歡
喜
。 

7
2 

深…

「
北
本
」
喜
。 

7
3 

當
有
盡
期…

「
北
本
」
必
當
有
盡
。
「
南
本
」
必
有
終
盡
。 

7
4 

〔
盡
期
〕
と
〔
壯
年
〕
の
間
、
「
北
本
」
・
「
南
本
」
〔
夫
盛
必
有
衰
、
合
會
有
別
離
〕
有
り
。 

7
5 

暫…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
久
。 

7
6 

美…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
盛
。 

7
7 

能…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
所
。 

7
8 

世
法
無
常
住…

「
北
本
」
無
有
法
常
者
。
「
南
本
」
無
有
法
常
住
。 

7
9 

威…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
勢
。 
8
0 

難…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
無
。 
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1
4
0
.  

切
皆
遷
動

8
1

、
壽
命
亦
如
是
。
衆
苦
輪
無
際
、
流
轉
不

8
2 

1
4
1
.  

休
息
、
三
界
皆
無
常
、
諸
有
悉
非
樂

8
3

。
此

8
4

道
本
性
相
、 

1
4
2
.  

一
切
皆
空
無
求
其
性
相
、

不
可
得
故
。
。
可
壞
法
流
轉

8
5

、
常
有
憂 

1
4
3
.  

患
等
、
恐
怖
諸
過
惡

8
6

、
老
病
死
衰
惱
、
是
諸
無
有
邊 

1
4
4
.  

過
患
多

也
。

。
易
壞
怨
所
侵
、
煩
惱
相

8
7

纏
裹
、
猶
如
蠶
處
繭
、 

1
4
5
.  

何
有
智
慧
者
、
而
當
樂
是
處
、
此
身
苦
所
集
、
一
切 

1
4
6
.  

皆
不
淨
、
扼

8
8

縛
癰
瘡
等
扼
縛
況
煩
惱
、

癰
瘡
喩
苦
報
。
、
根
本
無
義 

1
4
7
.  

利
、
上
至
諸
天
身
、
亦
復
皆

8
9

如
是
。
諸
欲
悉

9
0

無
常
、
故 

1
4
8
.  

我
不
貪
著
、
離
欲
善
思
惟
、
而
證
於
眞
實
9
1

。
究
竟
斷 

1
4
9
.  

有
者
、
今
日
當
涅
槃
有
謂
有
身
之
有
也
。
如
來
久
已
無
、 

 

有
而
今
捨
身
、
此
明
非
滅
而
現
滅
也
。

 

 
8
1 

動…

「
南
本
」
滅
。 

8
2 

不…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
無
。 

8
3 

悉
非…

「
北
本
」
無
有
。 

8
4 

此…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
有
。 

8
5 

轉…

「
北
本
注
」
【
宋
】
動
。 

8
6 

惡…

「
北
本
注
」
【
元
】
【
明
】
【
宮
】
患
。 

8
7 

相…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
所
。 

8
8 

扼…

「
北
本
注
」
【
三
】
軛
。 

8
9 

亦
復
皆…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
皆
亦
復
。 

9
0 

悉…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
皆
。 
9
1 

於
眞
實…

「
南
本
」
眞
實
法
。 
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1
5
0
.  

我
度
有
彼
岸
度
三
有
之
河
、

至
涅
槃
之
岸
。
、
已
得
過
諸

9
2

苦
、
是
故 

1
5
1
.  

於
今
日

9
3

、
純

9
4

受
上
妙
樂

9
5

有
有
卽
有
苦
、
無
有
卽
無 

苦
。
無
苦
之
極
、
是
名
妙
樂
。
。
以 

1
5
2
.  

是
因
緣
故
、
證
無
戲
論
邊
、
永
斷
諸
纏
縛
、
今
日
入 

1
5
3
.  

涅
槃
。
我
無
老
病
死
、
壽
命
不
可
盡
、
我
今
入
涅
槃 

1
5
4
.  

猶
如
大
火
滅
、
純
陀
汝
不
應
、
思
量
如
來
義
、
當
觀 

1
5
5
.  

如
來
常

9
6

、
猶
如
須
彌
山
。
我
今
入

9
7

涅
槃
、
受
於

9
8

第
一 

1
5
6
.  

樂
、
諸
佛
法
如
是
既
有
化
生
、

理
宜
化
滅
。
、
不
應
復
啼

9
9

哭
。 

1
5
7
.  

爾
時
、
純
陀
白
佛
言
、
世
尊
、
如
是
如
是
、
誠
如
聖
教

1
0
0

。 

1
5
8
.  

我
今
所
有
智
慧
微
淺
、
猶
如
蚊
蚋

1
0
1

、
何
能
思
議
如 

1
5
9
.  

來
涅
槃
深
奧
之
義
。
世
尊
、
我
今
已
與
諸
大
龍
象 

1
6
0
.  

菩
薩
摩
訶
薩
、
斷
諸
結
漏
、
文
殊
師
利
法
王
子
等
。 

1
6
1
.  

世
尊
、
譬
如
幼
年
初
得
出
家
習
道
未
久
名
曰
幼
年
。

始
悟
常
理
是
初
出
義
。
、 

 
9
2 

已
得
過
諸…

「
南
本
」
出
過
一
切
。 

9
3 

日…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
者
。
「
北
本
注
」
【
元
】
【
明
】
【
宮
】
日
。 

9
4 

純…

「
南
本
」
惟
。
「
南
本
注
」
【
三
】
唯
。 

9
5 

「
南
本
」
〔
以
是
〕
（
151
行
）
～
〔
啼
哭
〕
（
156
行
）
ま
で
を
欠
く
。 

9
6 

常…

「
北
本
」
住
。
「
北
本
注
」
【
元
】
【
明
】
【
宮
】
性
。
（
「
南
本
」
本
文
欠
） 

9
7 

入…

「
北
本
注
」
【
三
】
【
宮
】
正
。
（
「
南
本
」
本
文
欠
） 

9
8 

於…

「
北
本
注
」
【
三
】
持
。
（
「
南
本
」
本
文
欠
） 

9
9 

啼…

「
北
本
注
」
【
宋
】
涕
。
（
「
南
本
」
本
文
欠
） 

1
0
0 

教…

「
南
本
注
」
【
三
】
言
。 
1
0
1 

蚋…

「
北
本
」
虻
。 
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1
6
2
.  

雖
未
具
戒

1
0
2

卽
墮
僧
數
。
我
亦
如
是
。
以
佛
菩
薩
神 

1
6
3
.  

通
力
故
、
得
在
如
是
大
菩
薩
數
。
是
故
我
今
欲
請

1
0
3 

1
6
4
.  

如
來
久
住
於
世
不
入
涅
槃
。
譬
如
飢
人
終
無
變
吐
、 

1
6
5
.  

唯

1
0
4

願
1
0
5

世
尊
、
亦
復
如
是
、
常
住

1
0
6

於
世
、
不
入
涅
槃
飢渇 

1
6
6
.  

之
人
、
必
不
變
吐
。
喩
如

來
常
住
、
則
本
願
満
足
。
。 

1
6
7
.  

爾
時
、
文
殊
師
利
法
王
子
告
純
陀
言

1
0
7

、
純
陀
汝
今 

1
6
8
.  

不
應
發
如
是
言
。
欲
請

1
0
8

如
來
常
住
於
世
、
不
般
涅 

1
6
9
.  

槃
。
如
彼
飢
人

1
0
9

無
所

1
1
0

變
吐
、
汝
今
當
觀
諸
行
性
相 

1
7
0
.  

小
乘
法
中
、
以
佛
是
有
爲
諸
行
所
攝
。
若

觀
性
相
無
常
、
而
佛
色
身
終
歸
壞
滅
。

、
如
是
觀
行
具 

1
7
1
.  

空
三
昧
由
觀
無
常
、
知
法
無
性
、

故
能
具
足
空
三
昧
也
。

、
欲
求
正
法
應
如
是 

1
7
2
.  

學
。
汝
當
觀
行
無
常
無
性
無 

相
、
不
應
勸
佛
久
住
於
世
。
純
陀
問
言
文
殊
師
利
、 

 
1
0
2 

具
戒…

「
北
本
」
受
具
。 

1
0
3 

請…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
令
。 

1
0
4 

唯…

「
南
本
注
」
【
三
】
惟*

。 
1
0
5 

唯
願…

「
北
本
」
願
使
。 

1
0
6 

住…

「
南
本
注
」
【
三
】
在*

。 
1
0
7 

言…

「
南
本
注
」
【
三
】
曰
。 

1
0
8 

請…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
使
。
「
南
本
注
」
【
三
】
令
。 

1
0
9 

人…

「
北
本
注
」
【
明
】
久
。 
1
1
0 

所…

「
南
本
」
有
。 
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1
7
3
.  

夫
如
來
者
、
天
上
人
中
最
尊
最
勝
、
如
是
如
來
豈 

1
7
4
.  

是
行
耶
如
來
者
、
乘
如
實
來
。
所
乘
既

實
、
果
必
是
眞
、
故
非
行
也
。
。
若
是
行
者
、
爲 

1
7
5
.  

生
滅
法
天
人
之
行
是
行
。
世
尊
出
過
於
天
、
豈
同
諸
天 

 
是
行
也
哉
。
若
是
行
者
、
便
爲
生
滅
、
非
正
行
也
。
。
譬 

1
7
6
.  

如
水
泡
速
起
速
滅
、
往
來
流
轉
、
猶
如
車
輪
。
一
切 

1
7
7
.  

諸
行
亦
復
如
是
。
我
聞
諸
天
壽
命
極
長
、
云
何
世 

1
7
8
.  

尊
是
天
中
天
、
壽
命
更
促
不
滿
百
年
非
想
之
天

壽
八
萬
劫 

1
7
9
.  

況
佛
之
命

而
不
長
也
。
如
聚
落
主
、
勢
得
自
在
、
以
自
在
力
、
能 

1
8
0
.  

制
他
人
。
是
人
福
盡
、
其
後
貧
賤
、
人
所
輕
蔑
、
爲
他 

1
8
1
.  

策
使
。
所
以
者
何
、
失
勢
力
故
。
世
尊
亦
爾
。
同
於
諸 

1
8
2
.  

行
、
同
諸
行
者
、
則
不
得
稱
爲
天
中
天
。
何
以
故
。
諸 

1
8
3
.  

行
卽
是
生
死
法
故
。
是
故
文
殊
、
勿
觀
如
來
、
同
於 

1
8
4
.  

諸
行
。 

1
8
5
.  

復
次
、
文
殊

1
1
1

爲
知
而
説
不
知
而
説
不
知
而
説
是
爲 

 

妄
語
。
若
必
知
常
、 

1
8
6
.  

則
不
應

説
。

而
言
如
來
同
於
諸
行
責
以
常
爲

無
常
也
。
設
復

1
1
2

如 

1
8
7
.  

來
同
諸
行
者
、
則
不
得
言
於
三
界
中
、
爲
天
中
天 

 
1
1
1 

文
殊…

「
北
本
注
」
【
三
】
【
宮
】
文
殊
師
利
。 
1
1
2 

復…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
使
。 
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1
8
8
.  

自
在
法
王
。
譬
如
人
王
況
衆
生

也
。

、
有
大
力
士
喩
如
來

也
。
言
衆 

1
8
9
.  

生
能
感
佛

出
世
故
。
其
力
當
千
、
更
無
有
能
降
伏
之
者
謂能 

1
9
0
.  

摧
四 

魔
也
。
。
故
稱
此
人

1
1
3

一
人
當
千
。
如
是
力
士
王
所
愛
念
、 

1
9
1
.  

偏
賜
爵
祿
封
賞
自
然
以
四
事

供
養
也
。
所
以
得
稱
當
千 

1
9
2
.  

人
者
、
是
人
未
必
力
敵
於
千
直

1
1
4

、
以
種
種
技

1
1
5

藝
所 

1
9
3
.  

能
勝
於

1
1
6

千
故
、
故
稱
當
千
藝
謂
無
爲

功
德
也

。
如
來
亦
爾
。 

1
9
4
.  

降
煩
惱
魔
・
陰
魔
・
天
魔
・
死
魔
、
是
故
如
來
名
三
界 

1
9
5
.  

尊
、
如
彼
力
士
一
人
當
千
。
以
是
因
緣
、
成

1
1
7

就
具
足 

1
9
6
.  

種
種
無
量
、
眞
實
功
德
、
故
稱
如
來
、
應

1
1
8

正
遍
知
。
文 

1
9
7
.  

殊
師
利
、
汝
今
不
應
憶
想
分
別
、
以
如
來
法
同
於 

1
9
8
.  

諸
行
。
譬
如
巨
富
長
者
生
子
衆
生
感
佛
來
至 

 

三
界
、
故
云
生
子
。
、
相 

 
1
1
3 

人…

「
南
本
」
士
。 

1
1
4 

直…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
但
。 

1
1
5 

技…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
伎
。
「
南
本
注
」
【
元
】
【
明
】
技*

。 
1
1
6 

能
勝
於…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
能
能
勝
。 

1
1
7 

成…

「
南
本
」
或
。 
1
1
8 

應…

「
南
本
注
」
【
三
】
應
供
。 
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1
9
9
.  

師
占
之
有
短
壽
相
文
殊
説
佛 

是
無
常
也
。
、
父
母
聞
已
、
知
其 

2
0
0
.  

不
任

1
1
9

紹
繼
家
嗣
家
謂
法
性
也
。
若
佛
非
有
爲
、
則
佛
從

法
性
家
生
、
是
法
眞
子
、
堪
任
紹
繼
法
、 

2
0
1
.  

王
家
也
。
若
是
有
爲
、
則
與
法
性

相
背
、
非
法
眞
子
、
故
曰
不
任
。
不
復
愛
重
親
如
芻 

2
0
2
.  

草

1
2
0

。
夫
短
壽
者
、
不
爲
沙
門
婆
羅
門
等

1
2
1

男
女
大
小 

2
0
3
.  

之
所
敬
念
。
若
使
如
來
同
諸
行
者
、
亦
復
不
爲
一 

2
0
4
.  

切
世
間
人
天
衆
生
之
所
奉
敬
。
如
來
所
説
、
不
變 

2
0
5
.  

不
異
眞
實
之
法
、
亦
無
受
者
唯
證
乃

悟
耳
。
。
是
故
文
殊

1
2
2

、 

2
0
6
.  

不
應
説
言
、
如
來
同
於
一
切
諸
行
。
復
次
文
殊

1
2
3

、
譬 

2
0
7
.  

如
貧
女
、
無
有
居
家
救
護
之
者
女
況
行
人
也
。
闕
之
妙

理
、
喩
無
居
家
、
遠
離
、 

2
0
8
.  

善
人
、
非

有
救
護
。
、
加
復
病
苦
、
飢
渴
所
逼

1
2
4

煩
惱
是
病
苦
、

無
法
爲
飢
渇
。
、
遊 

2
0
9
.  

行
乞
丐

1
2
5

丐
亦
乞
也
。
尋
師 

請
道
、
行
乞
之
象
。
、
止
他
客
舍
夫
教
有
權
拪
之 

義
故
、
以
大
乗
方 

 
1
1
9 

任…

「
北
本
注
」
【
宮
】
住
。 

1
2
0 

親
如
芻
草…

「
北
本
」
視
如
芻
草
。
「
南
本
」
視
之
如
草
。 

1
2
1 

等…

「
南
本
注
」
【
三
】
〔
等
〕
欠
。 

1
2
2 

文
殊…

「
北
本
注
」
【
元
】
【
明
】
【
宮
】
文
殊
師
利*

。 
1
2
3 

文
殊…

「
北
本
注
」
【
元
】
【
明
】
【
宮
】
文
殊
師
利*

。 
1
2
4 

逼…

「
南
本
注
」
【
宋
】
（
稫-

禾+

彳
）
。 
1
2
5 

丐…

「
南
本
」
匃
。 



20 
 

2
1
0
.  

諸
逆

旅
。 1

2
6

、
寄
生
一
子
起
解
名
生
、

紹
佛
爲
子
。
、
是
客
舍
主
謂
化 

佛
也
。
、
驅
逐 

2
1
1
.  

令
去
教
之
捨
鈴 

令
求
實
故
。
。
其
產
未
久

1
2
7

入
理
不

深
也
。
、
携
抱
是
兒
、
欲 

2
1
2
.  

至
他
國
持
解
喩
携
。
抱
廻
向
名
。
欲

至
將
趣
、
佛
果
爲
他
國
。

、
於
其
中
路
遇
惡
風 

2
1
3
.  

雨
寒
苦
並
至
正
修
行
時
、
名
爲
中
路
。
觸
對
塵
境
、

是
遇
風
雨
。
起
惡
招
報
、
名
寒
苦
也
。
多 

2
1
4
.  

爲
蚊
虻
蜂
蠍

1
2
8

毒
蟲
之
所
唼

1
2
9

食
唼
食
況
惡 

 

友
害
善
也
。

、
經

1
3
0

由 

2
1
5
.  

恒
河
、
抱
兒
厲
渡

1
3
1

、
其
水
漂
疾
漂
音
、
偏

妙
反
。

、
終

1
3
2

不
放
捨 

2
1
6
.  

中
遇
二
乘
、
況
經
恒
河
。
持
解
求
出
、
喩
抱
兒
渡
。

爲
小
所
勸
、
名
水
漂
疾
。
守
解
莫
從
、
如
不
放
捨
。
、
於
是
母
子 

2
1
7
.  

遂
共
俱
沒
以
身
殉
法
、

倶
没
之
状
。
、
如
是
女
人
慈
念
功
德
、
命
終 

2
1
8
.  

之
後
、
生
於
梵
天
慈
念
況
護
法
、

梵
天
喩
解
脈
。
。
文
殊
師
利
、
若
有 

 
1
2
6 

逆…

『
注
涅
槃
経
』
で
は
（
辶
＋
羊
）
、
逆
の
異
体
字
。 

1
2
7 

其
產
未
久…

「
南
本
」
欠
。 

1
2
8 

蠍…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
螫
。 

1
2
9 

唼…

「
北
本
注
」
【
宋
】
噆
。 

1
3
0 

經…

「
北
本
注
」
【
宮
】
逕
。 

1
3
1 

厲
渡…

「
北
本
」
而
度
。
「
南
本
」
而
渡
。
「
南
本
注
」
【
三
】
渡
＝
度
。 
1
3
2 

終…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
而
。 
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2
1
9
.  

善
男
子
、
欲
護
正
法
、
勿
説
如
來
同
於
諸
行
、
不
同 

2
2
0
.  

諸
行
應
化
二
身
、
有
常
無
常
、
蓋
諸
佛
方
便
利
生
之
教
也
。 

若
説
同
諸
行
、
是
違
常
教
。
若
説
不
同
諸
行
、
違
無
常
。 

2
2
1
.  

教
護
正
法
、
人
不
當

説
、
言
同
不
同
也
。
。
唯

1
3
3

當
自
責
我
今
愚
癡
、
未
有
慧 

2
2
2
.  

眼

1
3
4

、
如
來
正
法
不
可
思
議
。
是
故
不
應
宣
説
、
如
來 

2
2
3
.  

定
是
有
爲
、
定
是
無
爲
方
便
是
有
爲
、
眞
諦
是
無 

爲
。
二
法
相
依
、
不
可
言
定
。
。
若 

2
2
4
.  

正
見
者
、
應
説
如
來
定
是
無
爲
談
眞
、
不

言
俗
也
。
。
何
以
故
。 

2
2
5
.  

能
爲
衆
生
生
善
法
故
、
生
憐
愍

1
3
5

故
。
如
彼
貧
女
在 

2
2
6
.  

於
恒
河
、
爲
愛
念
子
而
捨
身
命
。
善
男
子
、
護
法
菩 

2
2
7
.  

薩
亦
應
如
是
、
寧
捨
身
命
、
不
説
如
來
同
於
有
爲 

2
2
8
.  

説
同
有
爲
、

是
謗
佛
也
。
、
當
言
如
來
同
於
無
爲
。
以
説
如
來
同
無 

2
2
9
.  

爲
、
故
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
如
彼
女
人
得 

2
3
0
.  

生
梵
天
女
以
慈
故
、
生
天

人
、
以
不
謗
得
解
。
。
何
以
故
、
以
護
法
故
。
云
何 

2
3
1
.  

護
法
、
謂
説

1
3
6

如
來
同
於
無
爲
。
善
男
子
、
如
是
之
人 

2
3
2
.  

雖
不
求
解
脱
、
解
脱
自
至
。
如
彼
貧
女
不
求
梵
天
、 

 
1
3
3 

唯…

「
南
本
注
」
【
三
】
惟*

。 
1
3
4 

未
有
慧
眼…

「
北
本
注
」
【
三
】
無
有
慧
目
、
【
宮
】
未
有
慧
目
。 

1
3
5 

憐
愍…

「
南
本
注
」
【
三
】
憐
憫
心
。 
1
3
6 

謂
說…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
所
謂
説
言
。 
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2
3
3
.  

梵
天
自
至

1
3
7

。 

2
3
4
.  

文
殊
師
利
、
如
人
遠
行
中
路
疲
極
起
修
長
久
、
是
曰 

遠
行
。
以
中
廢
故
、 

2
3
5
.  

名
爲
疲

極
。

、
寄
止
他
舍
退
住
小
乘
、
名
爲
寄
止
。

二
乘
所
居
、
是
爲
他
舎
。
、
臥
寐
之
中 

2
3
6
.  

喩
大
解 

未
發
也
。
、
其
室
忽
然
大
火
卒
起
火
況
無
常
也
。
聞
説
無 

 

常
焼
諸
世
間
、
義
同
卒
起
。
、 

2
3
7
.  

卽
時
驚
寤

1
3
8

尋
自
思
惟
覺
知
無
常
、
爲
驚
寤
。

漸
識
權
教
、
名
思
惟
。
、
我 

2
3
8
.  

於
今
者
、
定
死
無
惑

1
3
9

憂
慮
佛
身
、
爲
權
教

所
隠
、
故
言
必
死
。
、
具
慚
愧 

2
3
9
.  

故
、
以
衣
纏
身
佛
現
無
常
、
有
類
身
醜
、
恥
佛
無
常
、
故

名
慚
愧
。
説
佛
眞
常
、
隠
佛
無
常
、
是
曰 

2
4
0
.  

纏身
。
。
卽
便
命
終
護
心
至
死
、

名
爲
終
也
。
、
生
忉
利
天
須
彌
山
上
有 

三
十
二
天
。
爲
、 

2
4
1
.  

忉
利
天
王
之
輔
臣
。
今
言
生 

忉
利
者
、
喩
得
三
十
二
相
也
。
從
是
已

1
4
0

後
、
滿
八
十
反

1
4
1

作
大 

2
4
2
.  

梵
王
況
得
八
十

種
好
也
。
、
滿
百
千
世
生
於
人
中
爲
轉
輪
王 

 
1
3
7 

至…

「
南
本
」
應
。 

1
3
8 

寤…

「
北
本
注
」
【
宮
】
悟
。 

1
3
9 

無
惑…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
不
疑
。
「
北
本
注
」
【
三
】
不
＝
無
。 

1
4
0 

已…

「
北
本
注
」
【
宋
】
以
。 
1
4
1 

反…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
返
。
「
北
本
注
」
【
三
】
【
宮
】
返
＝
反
。 
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2
4
3
.  

百
千
譬
壽
。
無
量
輪

王
況
不
共
功
德
。

。
是
人
不
復
生
三
惡
趣
不
生
喩 

證
常
。
三 

2
4
4
.  

惡
譬 

流
轉
。
、
展
轉
常
生
安
樂
之
處
無
爲
常
果 

是
安
處
也
。
。
以
是 

2
4
5
.  

緣
故
、
文
殊
師
利
、
若
善
男
子
有
慚
愧
者
、
不
應
觀 

2
4
6
.  

佛
同
於
諸
行
遇
火
之
人
、
愧
身
醜
惡
、
以
衣
覆
體
、
命
終 

生
天
。
護
法
之
人
、
不
説
如
來
、
同
於
諸
行
、
。 

2
4
7
.  

故
得 

解
脱
。
。
文
殊
師
利
、
外
道
邪
見
可
説
如
來
同
於
有 

2
4
8
.  

爲
。
持
戒
比
丘
、
不
應
如
是
、
於
如
來
所
、
生
有
爲
想 

2
4
9
.  

比
丘
之
人
、
是
佛
弟
子
、

不
應
師
處
、
起
生
滅
心
。
。
若
言
如
來
是
有
爲
者
、
卽
是 

2
5
0
.  

妄
語
、
當
知
是
人
死
入
地
獄
、
如
人
自
處
於
己
舍 

2
5
1
.  

宅
因
既
不
善
、
果
是
地
獄
。

此
道
必
然
、
如
入
己
宅
。
。
文
殊
師
利
、
如
來
眞
實
是 

2
5
2
.  

無
爲
法
、
不
應
復
言
、
是
有
爲
也
。
汝
從
今
日
、
於
生 

2
5
3
.  

死
中
、
應
捨
無
智

1
4
2

求
於
正
智
當
捨
生
滅
之
心
、

而
觀
實
相
常
法
。
。
當
知 

2
5
4
.  

如
來
卽
是
無
爲
。
若
能
如
是
觀
如
來
者
、
當
得
具 

2
5
5
.  

足

1
4
3

三
十
二
相
、
速
疾
成
就

1
4
4

阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩 

 
1
4
2 

智…

「
北
本
注
」
【
三
】
【
宮
】
知
。
「
南
本
」
知
。 

1
4
3 

當
得
具
足…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
具
足
當
得
。 
1
4
4 

速
疾
成
就…

「
南
本
」
疾
成
。 
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2
5
6
.  

提
文
殊
説
佛
無
常
、
以
權
道
除
常
也
。
純
陀
説
佛
常

住
、
以
實
智
除
無
常
也
。
二
倶
利
益
、
両
義
無
傷
。
。 

2
5
7
.  

爾
時
、
文
殊
師
利
法
王
子
讚
純
陀
言
、
善
哉
善
哉 

2
5
8
.  

歎
其
深

解
也
。
。
善
男
子
、
汝
今
已
作
長
壽
因
緣
、
能
知
如 

2
5
9
.  

來
是
常
住
法
、
不
變
異
法
、
無
爲
之
法
。
汝
今
如
是 

2
6
0
.  

善
覆
如
來
有
爲
之
相

1
4
5

、
如
被

1
4
6

火
人
爲
慚
愧
故
、
以 

2
6
1
.  

衣
覆
身
。
由

1
4
7

是
善
心
、
生
忉
利
天
、
復
爲
梵
王
轉
輪 

2
6
2
.  

聖
王
、
不
至

1
4
8

惡
趣
常
受
安
樂
。
汝
亦
如
是
善
覆
如

1
4
9 

2
6
3
.  

殊
師
利
言
、
如
來
於
汝
及
以
於
我

1
5
0

一
切
衆
生
、
皆 

2
6
4
.  

悉
悅
可
視
同
一

子
故
。
。
純
陀
答
言
、
汝
不
應
言
如
來
悅 

2
6
5
.  

可
除
悦 

執
也
。
。
夫
悅
可
者
、
則
是
倒
想
有
悦
可
想 

是
名
顛
倒
。
。
若
有 

2
6
6
.  

倒
想
卽

1
5
1

是
生
死
。
有
生
死
者
、
卽
有
爲
法
。
是
故
文 

2
6
7
.  

殊
、
勿
謂
如
來
是
有
爲
也
此
擧
果
以

除
因
執
。
。
若
言
如
來 

 
1
4
5 

相…

「
北
本
」
【
宮
】
想
。 

1
4
6 

被…

「
北
本
」
彼
「
北
本
注
」
【
三
】
彼=

被
。 

1
4
7 

由…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
以
。 

1
4
8 

至…

「
南
本
注
」
【
明
】
知
。 

1
4
9 

『
註
涅
槃
経
』
は
「
善
覆
如
」
以
降
「
來
有
為
相
故
～
一
切
衆
生
。
文
」
（
「
北
本
」
三
七
四
頁
中
段
二
十
三
行
か
ら
下
段
十
四
行
ま
で
、
「
南
本
」
六
一
四
頁
上
段
十
六
行
か
ら
中
段
八
行
）

ま
で
の
文
が
脱
落
。 

1
5
0 

於
我…

「
南
本
」
我
等
。 
1
5
1 

卽…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
則
。 
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2
6
8
.  

是
有
爲
者
、
我
與
仁
者
俱
行
顛

1
5
2

倒
若
執
權
爲
實
、

是
則
與
仁
倶

 

2
6
9
.  

行
倒

妄
。
。
文
殊
師
利
、
如
來
無
有
愛
念
之
想
教
離
分

別
也
。
。
夫 

2
7
0
.  

愛
念
者
、
如
彼
母

1
5
3

牛
、
愛
念
其
子
。
雖
復
飢
渴
、
行
求 

2
7
1
.  

水
草
、
若
足
不
足
倏
爾

1
5
4

還
歸
。
諸
佛
大
慈

1
5
5

無
有 

2
7
2
.  

是
念
、
等
視
一
切
如
羅
睺
羅
非
如
母
牛 

獨
念
其
子
。
。
如
是
念
者
、 

2
7
3
.  

卽
是
諸
佛
智
慧
境
界
無
愛
念
、
觀
眞
也
。
等
視
一
切

緣
俗
也
。
眞
俗
雙
觀
、
是
佛

 

2
7
4
.  

慧境
。
。
文
殊
師
利
、
譬
如
國
王
、
調
御
駕
駟
、
欲
馳

1
5
6

驢 

2
7
5
.  

乘

1
5
7

、
而

1
5
8

及
之
者
、
無
有
是
處
。
我
與
仁
者
、
亦
復
如
是
。 

2
7
6
.  

欲
盡
如
來
、
微
密
深
奧
、
亦
無
是
處
。
文
殊
師
利
、
如 

2
7
7
.  

金
翅
鳥
鳥
況
法

身
也
。
飛
昇

1
5
9

虛
空
、
無
量
由
旬
喩
淨 

土
也
。
下 

 
1
5
2 

「
南
本
注
」
【
宋
】
【
元
】
顛
＝
傎
＊
。 

1
5
3 

母…

「
北
本
注
」
【
宋
】
乳
。
「
南
本
」
乳
。 

1
5
4 

倏
爾…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
忽
然
。 

1
5
5 

大
慈…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
世
尊
。 

1
5
6 

馳…

「
北
本
」
令
。 

1
5
7 

乘…

「
北
本
」
車
。 

1
5
8 

而…

「
南
本
」
令
。 
1
5
9 

飛
昇…

「
北
本
注
」
【
宋
】
昇
於
。 
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2
7
8
.  

觀
大
海
海
譬
生

死
也
。
、
悉
見
水
性
魚
鼈
黿
黿
音
魚

袁
反
。 

2
7
9
.  

鼉
徒
多

反
。
龜
龍
之
屬
喩
見
六
道

衆
生
也
。
、
及
見
己
影
反
視

化
身 

2
8
0
.  

現
於 

三
界
。
如
於
明
鏡
、
見
諸
色
像
眞
俗
倶

鑒
也
。
。
凡
夫
少
智
、 

2
8
1
.  

不
能
籌
量
、
如
是
所
見
。
我
與
仁
者
亦
復
如
是
。
不 

2
8
2
.  

能
籌
量
如
來
智
慧
。
文
殊
師
利
語
純
陀
言
、
如
是 

2
8
3
.  

如
是
如
汝
所
説
。
我
於
此
事
非
爲
不
達
、
直
欲
試 

2
8
4
.  

汝
諸
菩
薩
事
我
今
説
佛
同
諸
行
者
、
非
是
不 

了
。
將
試
新
學
之
人
、
故
作
是
説
。
。
爾
時
、 

2
8
5
.  

世
尊
從
其
面
門
出
種
種
光
佛
自
催

供
也
。
、
其
光
明
曜 

2
8
6
.  

照
文
殊
身
。
文
殊
師
利
、
遇
斯
光
已
、
卽
知
是
事
、
尋 

2
8
7
.  

告
純
陀
、
如
來
今
者
、
現
是
瑞
相
、
不
久
必
當
入
於 

2
8
8
.  

涅
槃
。
汝
先
所
設
最
後
供
養
、
宜
時
奉
獻
佛
及
大 

2
8
9
.  

衆
。
純
陀
當
知
、
如
來
放
是
種
種
光
明
、
非
無
因
緣
。 

2
9
0
.  

純
陀
聞
已
、
情

1
6
0

咽

1
6
1

默
然
。
佛
告
純
陀
、
汝
所
奉
施
佛 

2
9
1
.  

及
大
衆
、
今
正
是
時
。
如
來
不
久

1
6
2

當
般
涅
槃
。
第
二 

 
1
6
0 

情…

「
南
本
」
悲
。 

1
6
1 

咽…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
塞
。 
1
6
2 

不
久…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
正
爾
。 
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2
9
2
.  

第
三
亦
復
如
是
將
因
食
起
化

故
促
之
也
。
。
爾
時
、
純
陀
聞
佛 

2
9
3
.  

語
已
、
舉
聲
啼

1
6
3

哭
、
鳴

1
6
4

咽

1
6
5

而
言
、
苦
哉
苦
哉
、
世
間
空 

2
9
4
.  

虛
。
復
白
大
衆
、
我
等
今
者
一
切
、
當
共
五
體
投
地
、 

2
9
5
.  

同
聲
勸
佛
、
莫
般
涅
槃
恐
一
人
之
誠
、
不
能
感
佛

故
、
白
大
衆
同
共
請
住
。
。
爾
時
、 

2
9
6
.  

世
尊
復
告
純
陀
、
汝
莫
啼
哭
自
撓
其
心

1
6
6

亂
心
迷

道
故
止 

2
9
7
.  

之也
。
。
當
觀
是
身
猶
如
芭
蕉
不
堅 

牢
也
。
、
熱
時
之
燄

1
6
7

體
無 

實
也
。
、 

2
9
8
.  

水
沫

1
6
8

不
可 

搏
也
。
、
幻
化
無
不 

空
也
。
乾
闥
婆
城
望
之
似
有
、

卽
之
實
無
。
、
坏

1
6
9 

2
9
9
.  

器
言
不 

固
也
。
、
電
光
出
已 

便
没
。
、
亦
如
畫
水
、
臨
死
之
囚
、
熟
菓

1
7
0

、 

3
0
0
.  

叚

1
7
1

肉
勢
不 

全
也
。
、
如
織
經
盡
如
碓
上
下
。
當
觀
諸
行
、
猶 

 
1
6
3 

啼…

「
南
本
注
」
【
三
】
號
。 

1
6
4 

鳴…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
悲
。 

1
6
5 

咽…

「
北
本
注
」
【
三
】
噎
。
「
南
本
注
」
【
元
】
【
明
】
噎
。 

1
6
6 

汝
莫
啼
哭
自
撓
其
心…

「
北
本
」
莫
大
啼
哭
令
心
顦
悴
。
「
北
本
注
」
【
元
】
【
明
】
【
宮
】
顦
＝
憔
。
「
南
本
」
莫
大
啼
哭
自
亂
其
心
。 

1
6
7 

燄…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
炎
。 

1
6
8 

沫…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
泡
。
「
北
本
注
」
【
三
】
【
宮
】
泡
＝
沫
。
「
南
本
注
」
【
三
】
泡
＝
沫
。 

1
6
9 

坏…

「
北
本
注
」
【
宋
】
杯
。 

1
7
0 

菓…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
果
。 
1
7
1 

叚
（
假
）…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
段
。 
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3
0
1
.  

雜
毒
食
有
爲
之
法
、
多
諸
過
患
。
於
是
純
陀
復
白 

3
0
2
.  

佛
言
、
如
來
不
欲
久
住
於
世
、
我
當
云
何
而
不
啼 

3
0
3
.  

哭
1
7
2

。
苦
哉
苦
哉
、
世
間
空
虛
、
唯

1
7
3

願
世
尊
、
憐

1
7
4

愍

1
7
5

我
等 

3
0
4
.  

及
諸
衆
生
、
久
住
於
世
、
勿
般
涅
槃
。
佛
告
純
陀
、
汝 

3
0
5
.  

今
不
應
發
如
是
言
、
憐

1
7
6

愍

1
7
7

我
故
、
久
住
於
世
。
我
以 

3
0
6
.  

憐

1
7
8

愍

1
7
9

汝
及
一
切
、
是
故
今

1
8
0

欲
入
於

1
8
1

涅
槃
久
住
則
不

生
難
逢

。 

3
0
7
.  

之想
。
何
以
故
、
諸
佛
法
爾
衆
生
不
知
身
之
過
患
、
有
爲 

無
常
。
今
示
般
涅
槃
、
令
解
斯 

3
0
8
.  

義
、
故
云

法
爾
。

、
有
爲
亦
然
。
是
故
諸
佛
、
而
説
偈
言

1
8
2

、 

3
0
9
.  

有
爲
之
法
、
其
性
無
常
、
生
已
不
住
、
寂
滅
爲
樂 

3
1
0
.  

上
言
生
死
之
患
、
教
之
令
離
。

今
説
涅
槃
之
樂
、
勸
之
令
求
。
。 

3
1
1
.  

純
陀
、
汝
今
當
觀
一
切
、
行
雜
諸
法
、
無
我
無
常
、
不 

 
1
7
2 

哭…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
泣
。
「
南
本
注
」
【
三
】
泣
＝
哭
。 

1
7
3 

唯…

「
南
本
注
」
【
三
】
惟*

。 
1
7
4 

憐…

「
南
本
注
」
【
三
】
哀
。 

1
7
5 

愍…

「
南
本
注
」
【
三
】
憫*

。 
1
7
6 

憐…

「
南
本
」
哀
。 

1
7
7 

愍…

「
南
本
注
」
【
三
】
憫*

。 
1
7
8 

憐…

「
南
本
」
哀
。 

1
7
9 

愍…

「
南
本
注
」
【
三
】
憫*

。 
1
8
0 

今…

「
南
本
」
今
日
。 

1
8
1 

於…

「
南
本
」
〔
於
〕
欠
。 
1
8
2 

偈
言…

「
北
本
注
」
【
宋
】
是
偈
。
「
南
本
」
是
偈
。 
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3
1
2
.  

住
此
身
、
多
有
無
量
過
患
、
猶
如
水
泡
。
是
故
汝
今 

3
1
3
.  

不
應
啼
泣
住
無 

益
也
。
。
爾
時
、
純
陀
復
白
佛
言
、
如
是
如 

3
1
4
.  

是
、
誠
如
尊
教
。
雖
知
如
來
方
便
示
現
、
入
於
涅
槃
、 

3
1
5
.  

而
我
不
能
不
懷
苦

1
8
3

惱
。
今

1
8
4

自
思
惟
、
復
生
慶
悅
以聞 

3
1
6
.  

滅
故
致
憂
。
許

受
供
故
欣
悦
。
。
佛
讚
純
陀
、
善
哉
善
哉
、
能
知
如
來 

3
1
7
.  

示
同
衆
生
、
方
便
涅
槃
。
純
陀

1
8
5

、
汝
今
當
聽
、
如
娑
羅 

3
1
8
.  

娑
鳥
随
陽
之
鳥
也
。
若 

此
方
、
鴻
鷹
之
属
。
、
春
陽
之
月
、
皆
共
集
彼
阿 

3
1
9
.  

耨
達
池
四
河
之

源
也

。
諸
佛
亦
爾
、
皆
至
是
處
況
引
根 

熟
之
人
、 

3
2
0
.  

同
入
涅 

槃
之
海
。
純
陀
、
汝
今
不
應
思
惟
、
諸
佛
長
壽
短
壽 

3
2
1
.  

化
佛
之
身
、
随
衆
生
機
。
有
緣
則
現
、
緣
盡
則
滅
。
此
乃 

由
機
、
而
不
由
壽
。
今
現
涅
槃
、
不
應
思
量
、
壽
與
不
壽
。
、
一
切 

3
2
2
.  

諸
法
、
皆
如
幻
相
示
滅
示
生 

同
幻
同
化
。
、
如
來
在
中
、
以
方
便 

 
1
8
3 

苦…

「
北
本
注
」
【
三
】
憂
。
「
南
本
」
憂
。 

1
8
4 

今…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
覆
。 
1
8
5 

純
陀…

「
南
本
注
」
【
三
】
〔
純
陀
〕
欠
。 
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3
2
3
.  

力
、
無
所
染
著
不
染
於
生 

不
著
於
滅
。
。
何
以
故
、
諸
佛
法
爾
。
純 

3
2
4
.  

陀
、
我
今
受
汝
所
獻
供
養
、
爲
欲
令
汝
度
、
於

1
8
6

生
死 

3
2
5
.  

諸
有
流

1
8
7

故
。
若
諸
人
天
、
於
此
最
後
供
養
我
者
、
悉 

3
2
6
.  

皆
當
得
不
動
果
報
、
常
受
安
樂
以
最
後
施 

故
能
得
之
。
。
何
以 

3
2
7
.  

故
、
我
是
衆
生
良
福
田
故
能
生
佛
果
、

喩
以
良
田
。
。
汝
若
復
欲 

3
2
8
.  

爲
諸
衆
生
作
福
田
者
、
速
辦
所
施
、
不
宜
久
停
汝今 

3
2
9
.  

施
者
、
具
檀
波
羅
蜜
、
能

爲
衆
生
之
大
福
田
也
。

。
爾
時
、
純
陀
爲
諸
衆
生
得
度 

3
3
0
.  

脱
故
低
頭
飮

1
8
8

淚
將
辨
施
供
故
先
飮 

淚
、
而
後
辭
其
不
敏
。
、
而
白
佛
言
善 

3
3
1
.  

哉
世
尊
、
我
若
堪
任
爲
福
田
者

1
8
9

、
則
能
了
知
如
來 

3
3
2
.  

涅
槃
及
非
涅
槃
。
我
等
今
者
及
諸
聲
聞
・
緣
覺
、
智 

3
3
3
.  

慧
猶
如
蚊
蟻

1
9
0

、
實
不
能
量
如
來
涅
槃
及
非
涅
槃
。 

3
3
4
.  

入
與
不
入
之
機
、
惟
佛
所 

了
。
我
識
微
浅
故
、
不
能
量
。 

 
1
8
6 

於…

「
南
本
」
脱
。 

1
8
7 

流…

「
南
本
」
漏
。
「
南
本
注
」
【
三
】
漏
＝
流
。 

1
8
8 

飮…

「
北
本
注
」
【
元
】
【
明
】
【
宮
】
［
扌+

丈
］
。 

1
8
9 

者…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
時
。 
1
9
0 

蟻…

「
南
本
」
蚋
。 
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3
3
5
.  

爾
時
、
純
陀
及
其
眷
屬
、
秋

1
9
1

憂
啼
泣
、
圍
繞

1
9
2

如
來
、
燒 

3
3
6
.  

香
散
花
、
盡
心
敬
奉
。
尋
與
文
殊
、
從
座
而
去
、
供
辨 

3
3
7
.  

食
具
純
陀
不
閑
獻
、
則
是

故
文
殊
與
之
同
去
。
。
其
去
未
久

1
9
3

、
是
時
此
地
、
六 

3
3
8
.  

種
震
動
、
乃
至
梵
世
、
亦
復
如
是
梵
、
此
言
淨
。
乃
至
有

頂
、
皆
名
爲
梵
。
今
之
。 

3
3
9
.  

一
動
、
偏
種

三
界
也
。

地
動
有
二
或
有
地
動
或
大
地
動
。
小
動 

3
4
0
.  

者
名
爲
地
動
。
大
動
者
、
名
大
地
動
。
有
小
聲
者
、
名 

3
4
1
.  

曰
地
動
。
有
大
聲
者
、
名
大
地
動
。
獨
地
動
者
、
名
曰 

3
4
2
.  

地
動
。
山
河
樹
木
及
大
海
水

1
9
4

一
切
動
者
、
名
大
地 

3
4
3
.  

動
。
一
向
動
者
、
名
曰
地
動
。
周
迴
旋
轉
名
、
大
地
動
。 

3
4
4
.  

動
名
、
地
動
。
動
時
能
令
衆
生
心
動
、
名
大
地
動
。
菩 

3
4
5
.  

薩
初
從
兜
率
天
下
閻
浮
提
時
、
名
大
地
動
。
從
初 

3
4
6
.  

生
出
家
、
成
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
、
轉
於
法
輪 

3
4
7
.  

及
般
涅
槃
、
名
大
地
動
。
今
日
如
來
、
將
入
涅
槃
、
是 

3
4
8
.  

故
此
地
、
如
是
大
動
此
語
當
是
佛
説
。
集 

經
之
人
、
記
之
略
耳
。
。
時
諸
天
龍
、 

3
4
9
.  

乾
闥
婆
、
阿
修
羅
、
迦
樓

1
9
5

、
緊
那
羅
、
摩
睺
羅
伽
、
人
及 

 
1
9
1 

秋…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
愁
。 

1
9
2 

繞…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
遶
。 

1
9
3 

食
具
其
去
未
久…

「
南
本
」
食
具
／
大
般
涅
槃
經
哀
歎
品
第
三
／
純
陀
去
已
未
久
之
頃
。
「
南
本
注
」
【
明
】
〔
大
般
涅
槃
經
〕
欠
。 

1
9
4 

山
河
樹
木
及
大
海
水…

「
南
本
」
山
林
河
海
。 
1
9
5 

迦
樓…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
迦
樓
羅
。 
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3
5
0
.  

非
人
、
聞
是
語
已
、
身
毛
皆
豎
、
同
聲
哀
泣
、
而
説
偈 

3
5
1
.  

言
、 

3
5
2
.  

稽
首
禮
調
御

1
9
6

、
我
等
今
勸
請
。
若

1
9
7

離
於
人
仙
、
無
能 

3
5
3
.  

救
護
者

1
9
8

。
今
見
佛
涅
槃
、
我
等
沒
苦
海
、
愁
憂
懷
悲 

3
5
4
.  

惱

1
9
9

、
猶
如
犢
失
母

2
0
0

、
拪
遑
無
所
託

2
0
1

、
有

2
0
2

若
困
病
人
、
無 

3
5
5
.  

醫
隨
自
心
、
食
所
不
應
食
。
衆
生
煩
惱
病
、
常
爲
諸 

3
5
6
.  

見
害
、
遠
離
法
醫
師

2
0
3

、
服
食
邪
毒
藥
、
由
是
大
醫 

3
5
7
.  

王

2
0
4

、
不
應
見
捨
離

2
0
5

。
如
國
無
君
主

2
0
6

、
人
民
皆
飢
餓

2
0
7

、 

3
5
8
.  

我
等
亦
如
是
、
失
蔭

2
0
8

及
法
味
。
今
聞
佛
涅
槃
、
我
等 

3
5
9
.  

心
迷
亂
、
如
彼
大
地
動
、
迷
失
諸
方
所

2
0
9

。
大
仙
入
涅 

3
6
0
.  

槃
、
佛
日
墜
於
地
、
法
水
悉
枯
涸
、
我
等
無
所
歸

2
1
0

。
如 

 
1
9
6 

禮
調
御…

「
南
本
」
調
御
師
。 

1
9
7 

若…

「
北
本
」
違
。
「
南
本
」
遠
。
「
南
本
注
」
【
三
】
遠
＝
違
。 

1
9
8 

無
能
救
護
者…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
永
無
有
救
護
。
「
北
本
注
」
【
三
】
【
宮
】
永
＝
故
。 

1
9
9 

愁
憂
懷
悲
惱…

「
南
本
」
悲
戀
懷
憂
惱
。 

2
0
0 

猶
如
犢
失
母…

「
南
本
」
如
犢
失
其
母
。 

2
0
1 

拪
遑
無
所
託…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
貧
窮
無
救
護
。 

2
0
2 

有
若…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
猶
如
。 

2
0
3 

師…

「
南
本
」
王
。 

2
0
4 

由
是
大
醫
王…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
是
故
佛
世
尊
。 

2
0
5 

捨
離…

「
南
本
」
遺
捨
。 

2
0
6 

主…

「
北
本
注
」
【
宮
】
王
。 

2
0
7 

餓…

「
北
本
注
」
【
元
】
【
明
】
【
宮
】
饉
。
「
南
本
」
饉
。 

2
0
8 

蔭…

「
北
本
注
」
【
宋
】
陰
。 

2
0
9 

諸
方
所…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
於
諸
方
。 
2
1
0 

無
所
歸…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
定
當
死
。 
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3
6
1
.  

來
般
涅
槃
、
衆
生
皆
憂
顇

2
1
1

、
譬
如
有
長
者

2
1
2

、
新
喪
其

2
1
3 

3
6
2
.  

父
母
。
如
來

2
1
4

入
涅
槃
、
必
若

2
1
5

不
還
者
、
我
等
及
衆
生
、 

3
6
3
.  

悉
無
有
救
護
。
如
來
入
涅
槃
、
乃
至
諸
畜
生
、
一 

3
6
4
.  

切
皆
愁
怖
、
苦
惱
燋

2
1
6

其
心
。
我
等
於
今
日

2
1
7

、
云
何
不 

3
6
5
.  

愁
惱
。
如
來
見
放
捨
、
猶
如
棄
洟

2
1
8

唾
。
譬
如
日
初
出
、 

3
6
6
.  

光
明
甚
暉
燄

2
1
9

、
既
能
還
自
照
、
亦
滅
一
切
闇
。
世
尊 

3
6
7
.  

之
光
明

2
2
0

、
能
除
我
煩

2
2
1

惱
、
處
於

2
2
2

大
衆
中
、
譬
若

2
2
3

須
彌 

3
6
8
.  

山
。
世
尊
、
喩

2
2
4

如
國
王
生
育
諸
子
禀
教
、

生
也
。
形
貌
端 

3
6
9
.  

正
喩
正 

見
也
。
、
心
常
愛
念
、
先
教
技

2
2
5

藝
謂
戒
定

慧
也
。
、
悉
令
通 

 
2
1
1 

皆
憂
顇…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
極
苦
惱
。 

2
1
2 

有
長
者…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
長
者
子
。 

2
1
3 

其…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
於
。 

2
1
4 

「
南
本
注
」
【
元
】
【
明
】
、
〔
如
來
〕
～
〔
其
心
〕
ま
で
の
四
十
字
と
、
〔
我
等
〕
～
〔
涕
唾
〕
ま
で
の
二
十
字
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。 

2
1
5 

必
若…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
如
其
。 

2
1
6 

燋…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
焦
。 

2
1
7 

日…

「
北
本
注
」
【
三
】
【
宮
】
者
。 

2
1
8 

洟…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
涕
。
「
北
本
注
」
涕
＝
洟
。 

2
1
9 

燄…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
炎
。 

2
2
0 

世
尊
之
光
明…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
如
來
神
通
光
。 

2
2
1 

煩…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
苦
。 

2
2
2 

處
於…

「
北
本
」
虛
在
、
「
南
本
」
處
在
。 

2
2
3 

若…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
如
。 

2
2
4 

喩…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
譬
。 
2
2
5 

技…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
伎
。 
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3
7
0
.  

利
、
然
後
以
之
、
付
旃
陁
羅

2
2
6

旃
陁
羅
、
此
言
執

惡
、
況
死
魔
也
。
。
世
尊
、
我 

3
7
1
.  

等
今
日
爲
法
王
子
、
蒙
佛
教
誨
已

2
2
7

具
正
見
、
願
莫 

3
7
2
.  

放
捨
、
如
其
放
捨
則
同
王
子
。
唯

2
2
8

願
久
住
、
不
入
涅 

3
7
3
.  

槃
。
世
尊
、
譬
如
有
人
善
學
諸
論
、
復
於
此
論
而
生 

3
7
4
.  

怖
畏
先
學
是
智
、

後
怖
是
愚
。

。
如
來
亦
爾
。
通
達
諸
法
、
而
於
諸 

3
7
5
.  

法
、
復
生
怖
畏
似
畏
法

深
也
。
。
若
使
如
來
久
住
於
世
、
説 

3
7
6
.  

甘
露
味
、
充
足
一
切
、
如
是
衆
生
、
則
不
復
畏
墮
於 

3
7
7
.  

地
獄
。
世
尊
、
譬
如
有
人
初
學
作
務
喩
佛
初
發
心 

 
時
、
誓
度
衆
生
也
。
、 

3
7
8
.  

爲
官
所
收
衆
生
感

佛
故
。
、
閉
之
囹
圄
囹
圄
姫
周
之
獄
名
也
。

佛
以
感
化
俯
入
三
界
。 

3
7
9
.  

故
況
之

以
閑
。
。
有
人
問
之
、
汝
受
何

2
2
9

事
人
謂
善 

知
識
也
。
、
答
言

2
3
0

、
我
今 

3
8
0
.  

受
大
憂
苦
以
衆
生
有
病
、

而
菩
薩
亦
病
。
、
若
其
得
脱
、
則
得
安
樂 

 
2
2
6 

以
之
付
旃
陁
羅…

「
北
本
」
將
付
魁
膾
令
殺
、
「
南
本
」
棄
之
付
旃
陁
羅
。 

2
2
7 

已…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
以
。
「
北
本
注
」
・
「
南
本
注
」
【
三
】
以
＝
已
。 

2
2
8 

唯…

「
南
本
注
」
【
三
】
惟*

。 
2
2
9 

何…

「
北
本
注
」
【
宮
】
同
。 
2
3
0 

言…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
曰
、
「
北
本
注
」
・
「
南
本
注
」
【
三
】
曰
＝
言
。 
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3
8
1
.  

衆
生
惱
盡
、
名
爲
得
脱
。

入
大
涅
槃
、
是
乃
安
樂
。
世
尊
亦
爾
、
爲
我
等
故
、
修
諸 

3
8
2
.  

苦
行
。
我
等
今
者
、
猶
未
得
免
生
死
苦
惱
、
云
何
如 

3
8
3
.  

來
得
受
安
樂
既
未
得
脱
、

如
何
涅
槃
。
。
世
尊
、
譬
如
醫
王
善
解 

3
8
4
.  

方
藥
、
偏
以
祕
方
教
授
其
子
、
不
教
其
餘
外
受
學 

3
8
5
.  

者
。
如
來
亦
爾
。
獨
以
甚
深
、
祕
密
之
藏
、
偏
教
文
殊
、 

3
8
6
.  

遺
棄
我
等
、
不
見
憐

2
3
1

愍

2
3
2

。
如
來
於
法
、
應
無
慳
恡

2
3
3

、
如 

3
8
7
.  

彼
醫
王
、
偏
教
其
子
、
不
教
外
來
、
諸
受
學
者
。
彼
醫 

3
8
8
.  

所
以
、
不
能
普

2
3
4

教
、
情
存
勝
負
、
故
有
祕
惜
。
如
來
之 

3
8
9
.  

心
、
終
無
勝
負
、
何
故
如
是
、
不
見
教
誨
。
唯

2
3
5

願
久
住
、 

3
9
0
.  

莫
般
涅
槃
譏
佛
有
慈
、

而
不
平
等
。
。
世
尊
、
譬
如
老
少
病
苦
之 

3
9
1
.  

人
、
離
於
善
徑

2
3
6

、
行
於
險
路

2
3
7

、
路
險
澁
難

2
3
8

、
多
受
苦
惱

2
3
9

、 

3
9
2
.  

更
有
異
人
、
見
之
憐
愍

2
4
0

、
卽
便
示
以
平
坦
好
道

2
4
1

。
世 

 
2
3
1 

憐…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
顧
。 

2
3
2 

愍…

「
南
本
注
」
【
三
】
憫*

。 
2
3
3 

慳
恡…

「
北
本
」
慳
悋
。
「
南
本
」
祕
悋
。 

2
3
4 

普…

「
南
本
注
」
【
宋
】
苦
。 

2
3
5 

唯…

「
南
本
注
」
【
三
】
惟*

。 
2
3
6 

離
於
善
徑…

「
南
本
」
捨
遠
夷
塗
。 

2
3
7 

行
於
險
路…

「
北
本
注
」
【
宮
】
險
＝
嶮*

。
「
南
本
」
而
行
險
道
。 

2
3
8 

路
險
澁
難…

「
北
本
注
」
【
宮
】
險
＝
嶮*

。
「
南
本
」
險
道
多
難
。 

2
3
9 

多
受
苦
惱…

「
南
本
」
備
受
衆
苦
。 

2
4
0 

見
之
憐
愍…

「
南
本
」
見
而
愍
之
、
「
南
本
注
」
【
三
】
愍
＝
憫
。 
2
4
1 

道…

「
南
本
」
路
。 
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3
9
3
.  

尊
、
我
亦
如
是
。
所
謂

2
4
2

少
者
、
喻
未
增
長
法
身
之
人
。 

3
9
4
.  2

4
3

老
者
、
譬

2
4
4

重
煩
惱
。2

4
5

病
者

2
4
6

、
況

2
4
7

未
脱
生
死
。2

4
8

險
路

2
4
9

者

2
5
0

、
喻 

3
9
5
.  

二
十
五
有
。
唯

2
5
1

願
如
來
、
示
導
我
等
、
甘
露
正
道
、
久 

3
9
6
.  

住
於
世
、
勿
入
涅
槃
。
時
、
衆
以
佛
滅
爲 

實
故
、
種
種
勸
請
。 

3
9
7
.  

爾
時
、
世
尊
告
諸
比
丘
、
汝
等
比
丘
、
莫
如
凡
夫
、
諸 

3
9
8
.  

天
人
等
、
愁
憂
啼
哭
、
當
勤
精
進
、
繫
心
正
念
。
時
、
諸 

3
9
9
.  

天
人
阿
修
羅
等
、
聞
佛
所
説
、
止
不
啼
哭
。
猶
如
有 

4
0
0
.  

人
喪
其
愛
子
、
殯
送
已
訖
、
抑
止
不
啼

2
5
2

。
爾
時
、
世
尊 

4
0
1
.  

爲
諸
大
衆
説
是
偈
言 

4
0
2
.  

汝
等
當
開
意
、
不
應
大
愁
苦
。
諸
佛
法
皆
爾
。
感
盡
歸

眞
也
。 

4
0
3
.  

是
故
當
默
然
。
樂
不
放
逸
行
教
持 

戒
也
。
、
守
心
正
憶 

 
2
4
2 

謂…

「
南
本
」
言
。 

2
4
3 

老
者…

「
南
本
」
所
言
老
者
。
〔
之
人
〕
と
〔
老
者
〕
の
間
、
「
南
本
」
〔
所
言
〕
有
り
。 

2
4
4 

譬…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
喩
。
「
南
本
注
」
【
三
】
喻
＝
譬
。 

2
4
5 

病
者…

「
南
本
」
所
言
病
者
。
〔
煩
惱
〕
と
〔
病
者
〕
の
間
、
「
南
本
」
〔
所
言
〕
有
り
。 

2
4
6 

者…

「
南
本
注
」
【
三
】
者
＝
苦
。 

2
4
7 

況…

「
北
本
」
喩
。
「
南
本
」
譬
。 

2
4
8 

險
路…

「
南
本
」
所
言
險
路
。
〔
生
死
〕
と
〔
險
路
〕
の
間
、
「
南
本
」
〔
所
言
〕
有
り
。 

2
4
9 

路…

「
北
本
注
」
【
宮
】
道
。
「
南
本
」
道
。 

2
5
0 

者…

「
南
本
注
」
【
三
】
〔
者
〕
欠
。 

2
5
1 

唯…

「
南
本
注
」
【
三
】
惟*

。 
2
5
2 

喪
其
愛
子
、
殯
送
已
訖
、
抑
止
不
啼…

「
北
本
」
殯
喪
子
已
、
止
不
啼
哭
。
「
南
本
」
喪
其
愛
子
、
殯
送
已
訖
、
抑
止
不
哭
。 
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4
0
4
.  

念
令
修 

定
也
。
、
遠
離
諸
非
法
勸
修 

慧
也
。
、
自
慰

2
5
3

受
歡
樂
。 

4
0
5
.  

復
次
、
比
丘
若
有
疑
惑

2
5
4

、
今
皆
當
問
。
若
空
不
空
空謂 

4
0
6
.  

生
死
、
不
空

是
涅
槃
。

、
若
常
無
常
涅
槃
是
常
、
生

死
是
無
常
。

、
若
苦
非

2
5
5

苦
、
煩惱 

4
0
7
.  

未
盡
爲
苦
、
已

斷
爲
非
苦
。

若
依
非
依
如
來
藏
者
、
是
一
切
法
之 

 

所
依
。
餘
、
非
一
切
法
依
故
。
、
若 

4
0
8
.  

去
不
去
正
行
出
離
、
名
之
爲
去
。

邪
行
沈
没
、
名
爲
不
去
。
、
若
歸
非
歸
三
寶
是 

可
歸
、
餘 

4
0
9
.  

不
可 

歸
故
。
、
若
恒
非
恒
法
報
二
身
、
無
變
易
故
、
是

恒
。
餘
有
變
易
故
、
非
恒
。
、
若
斷
若 

4
1
0
.  

常

2
5
6

執
緣
起
是
無
爲
、
斷

執
有
自
性
名
常
。

、
若
衆
生
非
衆
生
未
見
佛

性
、
名
爲 

4
1
1
.  

衆
生
。
已
見
性

者
、
名
非
衆
生
。
、
若
有
若
無
生
滅
爲
有
、
不

生
不
滅
爲
無
。
、
若
實
不 

4
1
2
.  

實
、
一
乘
是
實
、

二
乘
非
實
。
若
眞
不
眞
、
聖
諦
爲
眞
、

俗
諦
非
眞
。
若
滅
不 

 
2
5
3 

自
慰…

「
北
本
」
慰
意
。 

2
5
4 

惑…

「
北
本
」
念
、
「
北
本
注
」
【
三
】
【
宮
】
念
＝
惑
。 

2
5
5 

非…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
不
。
「
北
本
注
」
【
三
】
不
＝
非
。 
2
5
6 

若
常…

「
北
本
注
」
【
元
】
【
明
】
【
宮
】
非
斷
。 
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4
1
3
.  

滅
、
化
身
有
滅
、

法
身
無
滅
。
若
密

2
5
7

不
密
、
究
竟
説
者
、
爲
密
、
非

究
竟
説
者
、
爲
非
密
。
若 

4
1
4
.  

二
不
二
、
世
諦
有
二
、

眞
諦
不
二
。
如
是
等
種
種
法
中
、
有
所
疑 

4
1
5
.  

者
、
今
應
諮
問
。
我
當
隨
順

2
5
8

爲
汝
斷
之
、
亦
當
爲
汝 

4
1
6
.  

先
説
甘
露
、
然
後
乃
當
入
於
涅
槃
。
此
擧
疑
、
以
勸
問

也
。
若
有
疑
不
問
、 

4
1
7
.  

則
佛
在
無
益
。
若
疑
問

決
了
、
則
知
佛
是
常
。
諸
比
丘
、
佛
出
世
難
、
人
身
難 

4
1
8
.  

得
値
佛
、
生
信
是
事
亦
難
、
能
忍
難
忍
、
是
亦
復
難
。 

4
1
9
.  

成
就
禁
戒
、
具
足
無
缺
、
得
阿
羅
漢
果
、
是
事
亦
難 

4
2
0
.  

如
求
金
沙
優
曇
鉢
花
。
喩
前
五

難
也
。
諸
比
丘

2
5
9
、
離
於 

4
2
1
.  

八
難
、
得
人
身
難
。
八
難
者
、
一
、
地
獄
。
二
、
畜
生
。
三
、
餓
鬼
。
四
、 

人 

中 

盲 

啞
。
五
、
世 

智 
辯 

聰
。
六
、
生
佛 

4
2
2
.  

前
後
。
七
、
生
鬱
單

越
。
八
、
生
長
壽
天
。
汝
等
遇
我
、
不
應
空
過
。
我
於
往 

4
2
3
.  

昔
種
種
苦
行
、
今
得
如
是
無
上
方
便
。
爲
汝
等
故 

4
2
4
.  

無
量
劫
中
、
捨
身
手
足
頭
目
髓
腦
、
是
故
汝
等
不 

 
2
5
7 

密…

「
北
本
注
」
【
宮
】
蜜
。 

2
5
8 

順…

「
北
本
注
」
【
明
】
願
。 
2
5
9 

諸
比
丘…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
汝
諸
比
丘
。
「
南
本
注
」
【
三
】
〔
汝
〕
欠
。 
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4
2
5
.  

應
放
逸
勸
勤 

修
也
。
。
汝
等
比
丘
、
云
何
莊
嚴
正
法
寶
城
、 

4
2
6
.  

具
足
種
種
功
德
珍
寶
。
戒
定
智
慧
以

2
6
0

爲
牆
塹
俾 

4
2
7
.  

倪

2
6
1

俾
倪
者
、
謂
於
孔
中
伺
望
非
常
之
事
。
戒
、
況
牆
也
、
以
防 

 
非
故
。
定
、
譬
塹
也
、
取
境
深
故
。
慧
、
喩
俾
倪
、
是
見
性
故
。
。 

4
2
8
.  

汝
今
遇
是
佛
法
寶
城
、
不
應
取
此
虛
僞
之
物
取二 

4
2
9
.  

涅
槃
、
爲

虚
僞
也
。
。
譬
如
商
主
遇
眞
寶
城
、
取

2
6
2

諸
瓦
礫
、
而
便 

4
3
0
.  

還
家
。
汝
亦
如
是
。
値
遇
寶
城
、
取
虛
僞
物
。
汝
諸
比 

4
3
1
.  

丘
、
勿
以
下
心
而
生
知
足
住
於
小
果
、

是
下
心
也
。
。
汝
等
今
者
、
雖 

4
3
2
.  

得
出
家
、
於
此
大
乘
不

2
6
3

生
貪
慕

2
6
4

出
家
者
、
始
學
之

初
、
名
非
渉
眞
之 

4
3
3
.  

極路
。
。
汝
諸
比
丘
、
身
雖
得
服
、
袈
裟
染
衣
、
其
心

2
6
5

猶 

4
3
4
.  

未
得
染

2
6
6

大
乘
淸
淨
之
法

2
6
7

。
汝
諸
比
丘
、
雖
行
乞
食 

 
2
6
0 

以…

「
北
本
注
」
【
三
】
【
宮
】
〔
以
〕
欠
。 

2
6
1 

俾
倪…

「
北
本
」
埤
堄
、
「
北
本
注
」
【
宮
】
埤
堄
＝
脾
（
月+

兒
）
。
「
南
本
」
〔
埤
堄
〕
欠
。 

2
6
2 

取…

「
北
本
」
及
。 

2
6
3 

不…

「
北
本
注
」
【
宋
】
未
。 

2
6
4 

慕…

「
北
本
注
」
【
宋
】
募
。 

2
6
5 

其
心…

「
南
本
」
心
。 

2
6
6 

得
染…

「
南
本
」
染
。 
2
6
7 

大
乘
淸
淨
之
法…

「
南
本
」
大
乘
淨
法
。 
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4
3
5
.  

經
歷
多
處
、
初
未
曾
乞

2
6
8

、
大
乘
法
食
。
汝
諸
比
丘
、
雖 

4
3
6
.  

除
鬚
髮
、
未
爲
正
法
、
除
諸
結
使
自
上
皆
是
奪
其 

 
 

昔
解
、
使
捨
迷
封
也
。
。 

4
3
7
.  

汝
諸
比
丘
、
今
當
眞
實
、
教
勅
汝
等
欲
示
新
伊
涅
槃
、

故
云
眞
實
教
勅
。
。 

4
3
8
.  

我
今
見

2
6
9

在
大
衆
和
合
、
如
來
法
性
、
眞
實
不
倒
明三 

4
3
9
.  

寶
緣
具
、
是

可
學
之
時
。
。
是
故
汝
等
、
應
當
精
進
、
攝
心
勇
猛
、
摧 

4
4
0
.  

諸
結
使
、
十
力
慧
日

2
7
0

、
既
滅

2
7
1

沒
已
、
汝
等
當
爲
、
無
明 

4
4
1
.  

所
覆
。
諸
比
丘
、
譬
如
大
地
諸
山
藥
草
山
況
法
性
、

草
喩
萬
善
。 

4
4
2
.  

爲
衆
生
用
譬
能
除 

物
患
也
。
。
我
法
亦
爾
、
出
生
妙
善
、
甘 

4
4
3
.  

露
法
味
、
而
爲
衆
生
種
種
煩
惱
病
之
良
藥
。
我
今 

4
4
4
.  

當
令
一
切
衆
生
、
及
以
我
子
四
部
之
衆
四
謂
道
俗

男
女
也
。
、 

4
4
5
.  

悉
皆
安
住
、
祕
密
藏
中
涅
槃
之
道
、
非
二 

乘
境
、
故
云
秘
藏
。
。
我
亦
復 

 
2
6
8 

乞…

「
南
本
」
求
。 

2
6
9 

見…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
現
。 

2
7
0 

十
力
慧
日…

「
南
本
注
」
【
明
】
慧
日
十
力
。 
2
7
1 

滅…

「
南
本
」
潜
。 
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4
4
6
.  

當
安
住
是
中
、
入
於
涅
槃
言
我
亦
随
住
秘
藏
、
化

滅
身
智
、
入
涅
槃
也
。
。
何 

4
4
7
.  

等
名
爲
祕
密
之
藏
。
猶
如
伊

2
7
2

字
三

2
7
3

點
、
若
並
則
不 

4
4
8
.  

成
伊
、
從

2
7
4

亦
不
成
婆
羅
門
、
伊
字
三
點
、
合
成
上
一
下
二
狀
、

如
鼎
足
。
若
並
若
從
、
雖
有
三
點
、
皆
不

2
7
5 

4
4
9
.  

成字
。
。
如
摩
醯
首
羅
、
面
上
三
目
、
乃
得
成
伊
此
天
三
目 

一
在
額
中
、 

4
5
0
.  

如
世
伊
字 

非
從
並
也
。
。
三
點
若
別
、
亦
不
得
成
三
點
異
處
、

則
不
成
字
。
。
我
亦 

4
5
1
.  

如
是
解
脱
之
法
、
亦
非
涅
槃
如
來
之
身
、
亦
非
涅 

4
5
2
.  

槃
。
摩
訶
般
若
、
亦
非
涅
槃
。
三
法
各
異
、
亦
非
涅
槃 

4
5
3
.  

夫
證
涅
槃
者
、
要
有
能
證
之
身
、
智
慧
之
用
、
又
須
煩
惱
等
、 

 

滅
三
法
具
足
、
名
證
涅
槃
。
此
三
各
別
、
未
有
斷
證
、
非
涅
槃
也
。
。 

4
5
4
.  

我
今
安
住
如
是
三
法
無
感
不
應
、
名
爲
法
身
。
無
境 

不
照
、
稱
爲
般
若
。
無
累
不
盡
、 

4
5
5
.  

是
名
解
脱
。
三
法 

圓
備
、
卽
是
涅
槃
。
、
爲
衆
生
故
、
名
入
涅
槃
示
滅
身

智
也
。
、
如 

4
5
6
.  

世
伊
字
以
三
點 

喩
三
法
。
。 

 
2
7
2 

伊…

「
北
本
注
」
【
元
】
【
明
】
【
宮
】
伊=

∴

。 
2
7
3 

三…

「
南
本
注
」
【
宋
】
二
。 

2
7
4 

從…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
縦
。 
2
7
5 

（
歇-

欠
＋
斤
）…

鼎
の
異
体
字
。
『
敦
煌
俗
字
典
』
八
八
～
八
九
頁
。 
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4
5
7
.  

爾
時
、
諸
比
丘
聞
佛

2
7
6

、
定
當
入
般
涅
槃

2
7
7

、
皆
悉
憂
愁 

4
5
8
.  

捨
應
歸
本
、
長
與 

物
隔
、
故
生
憂
也
。
、
身
毛
爲
豎
、
涕
淚

2
7
8

盈
目

2
7
9

、
稽
首
佛 

4
5
9
.  

足
、
繞
無
量
匝
。
白
佛
言
、
世
尊
、
快
説
無
常
、
苦
空
、
無 

4
6
0
.  

我
無
常
故
空
、

空
故
無
我
。
。
世
尊
、
譬
如
一
切
衆
生
、
迹
中
象
迹
、 

4
6
1
.  

爲
上
象
喩
於
常
迹
、
況
無
常
故
。
尋
象
之
迹
、

以
得
象
體
。
尋
無
常
用
、
以
至
於
常
。

、
是
無
常 

4
6
2
.  

想
、
亦
復
如
是
、
於
諸
想
中
、
最
爲
第
一
謂
能
除
三 

 

界
欲
愛
慢
也
。
。 

4
6
3
.  

若
有
精
勤
修
習
之
者
、
能
除
一
切
欲
界
欲
愛

2
8
0

、
色 

4
6
4
.  

無
色
愛
、
無
明
憍
慢
、
及
無
常
想
想
謂
證

智
也
。
。
世
尊 

4
6
5
.  

如
來
、
若
離
無
常
想
者
、
今
則
不
應
、
入
於
涅
槃
此引 

4
6
6
.  

昔
説
以
難
今
也
。
若
世
尊
久
離
無

常
想
者
、
何
故
今
日
方
般
涅
槃
。
。
若
不
離
者
、
云
何 

4
6
7
.  

説
言
修
無
常
想
、
離
三
界
、
愛
・
無
明
・
憍
慢
、
及
無
常 

 
2
7
6 

佛…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
佛
世
尊
。 

2
7
7 

定
當
入
般
涅
槃…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
定
當
涅
槃
。 

2
7
8 

淚…

「
南
本
注
」
【
三
】
泗
。 

2
7
9 

盈
目…

「
南
本
」
交
流
。 
2
8
0 

欲
愛…

「
南
本
」
貪
愛
。 
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4
6
8
.  

想
此
引
今
説
以
難
昔
也
。
若
修
無
常
想
、
不
能

離
無
常
想
者
、
則
昔
言
能
離
是
虚
妄
也
。

。
世
尊
、
譬 

4
6
9
.  

如
農
夫
秋
月
之
時

2
8
1

、
深
耕
其
地
、
能
除
穢
草
此
歎

無
常 

4
7
0
.  

之
勝
用
、
草
穢

況
愛
慢
也
。

。
是
無
常
想
、
亦
復
如
是
夫
空
解
必
因 

於
有
、
有
不
可 

4
7
1
.  

得
空
。
何
以
空
空
有

既
除
、
二
想
倶
滅
。
。
能
除
一
切
欲
界
欲
愛

2
8
2

、
色
無
色 

4
7
2
.  

愛
、
無
明
憍
慢
、
及
無
常
想
。
世
尊
、
譬
如
耕
田
秋
耕 

4
7
3
.  

爲
勝

2
8
3

。
如
諸
迹
中
象
迹
爲
勝
。
於
諸
想
中
無
常
想

2
8
4 

4
7
4
.  

爲

2
8
5

勝

2
8
6

勝
義
生

常
故
。
。
世
尊
、
譬
如
帝
王
知
命
將
終
、
恩
赦 

4
7
5
.  

天
下
獄
囚
繫
閉
、
悉
令
得
脱
、
然
後
捨
命
。
如
來
今 

4
7
6
.  

者
、
亦
應
如
是
、
度
諸
衆
生
、
一
切
無
知
、
無
明
繫
閉
、 

4
7
7
.  

皆
令
解
脱
、
然
後
涅
槃

2
8
7

。
我
等
今
者
、
皆
未
得
度
、
云 

4
7
8
.  

何
如
來
、
便
欲
放
捨
入
於
涅
槃
若
棄
衆
生
、
入
涅

槃
者
、
是
無
兼
愛 

 
2
8
1 

秋
月
之
時…

「
南
本
」
於
秋
月
時
。 

2
8
2 

欲
愛…

「
南
本
」
貪
愛
。 

2
8
3 

勝…

「
南
本
」
上
。 

2
8
4 

想…

「
北
本
注
」
【
元
】
【
明
】
【
宮
】
〔
想
〕
欠
。 

2
8
5 

爲…

「
北
本
注
」
【
宋
】
〔
爲
〕
欠
。 

2
8
6 

勝…

「
南
本
」
最
。 
2
8
7 

涅
槃…

「
北
本
」
乃
入
於
般
涅
槃
。 
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4
7
9
.  

之
心
。
云
何
見

捨
、
將
入
涅
槃
。
。
世
尊
、
譬
如
有
人
爲

2
8
8

鬼
所
持
、
遇
良
呪 

4
8
0
.  

師
、
以
呪
力
故
、
便
得
除
差
。
如
來
亦
爾
、
爲
諸
聲
聞 

4
8
1
.  

除
無
明
鬼
、
令
得
安
住
、
摩
訶
般
若
、
解
脱
等
法
、
如 

4
8
2
.  

世
伊
字
。
世
尊
、
譬
如
香
象
爲
人
所
縛
象
喩 

菩
薩
。
、
雖 

4
8
3
.  

有
良
師
況
魔 

王
也
。
、
不
能
禁
制
䪺2

8
9

絕
羈
鎖

2
9
0

自
恣
而 

4
8
4
.  

去
此
喩
菩
薩
、
絶
棄
煩
惱
、

不
籍
如
來
、
久
住
於
世
。
。
我
等
未
爾
爲

2
9
1

五
十
七
煩 

4
8
5
.  

惱
繫
縛
見
惑
有
四
十
四
諦
各
十
故
。
欲
愛
有
六
、
貪
瞋
・
慢
・

無
明
・
倶
生
・
身
邊
見
。
上
二
界
各
五
、
除
瞋
・
無

 

4
8
6
.  

明
住
地
、
一
合

五
十
七
也
。

。
云
何
如
來
、
便
欲
放
捨
、
入
於
涅
槃
聲
聞 

之
人
、 

4
8
7
.  

不
同
菩
薩
、
能
脱 

煩
惱
、
故
勸
住
也
。
。
世
尊
、
如
人
病
瘧
業
起
不
恒
故
、

況
之
以
瘧
疾
。
値 

4
8
8
.  

遇
良
醫
、
所
苦
得
除
。
我
亦
如
是
、
多
諸
患
苦
、
邪
命 

4
8
9
.  

熱
病
、
雖
遇
如
來
、
病
未
除
愈
、
未
得
無
上
、
安
隱
常 

4
9
0
.  

樂
。
云
何
如
來
、
便
欲
放
捨
、
入
於
涅
槃
。
世
尊
、
譬
如 

 
2
8
8 

爲…

「
北
本
注
」
【
宮
】
惡
。 

2
8
9 

䪺…

「
北
本
注
」
【
三
】
【
宮
】
頓
。
「
南
本
」
頓
。 

2
9
0 

鎖…

「
北
本
注
」
【
宋
】
瑣
。 
2
9
1 

等
未
爾
爲…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
未
如
是
脱
。 
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4
9
1
.  

醉
人
、
不
自
覺
知
酒
況
煩
惱
。
人
喩
比
丘
。
言
其
不
能
覺

了
、
自
體
之
實
、
此
譬
不
知
眞
也
。

、 

4
9
2
.  

不
識
親
踈
、
母
女
姊
妹
況
不
知

妄
也
。
、
迷
荒
婬
亂
喩
起 

倒
想
。
、 

4
9
3
.  

言
語
放
逸
譬
所
發

業
也
。
、
臥
糞
穢

2
9
2

中
喩
生 

死
也
。
。
時
有
良
師
、 

4
9
4
.  

與
藥
令
服
良
師
譬
佛
、

藥
況
教
法
。
、
服
已
吐
酒

2
9
3

喩
斷
煩

惱
也
。
、
還
自 

4
9
5
.  

省

2
9
4

識
知
眞
識

妄
也
。
、
心
懷
慚
愧
愧
迷 

荒
也
。
、
深
自
剋
責
悔前 

4
9
6
.  

非也
。
、
酒
爲
不
善
、
諸
惡
根
本
煩
惱
爲
衆 

惡
之
源
也
。
、
若
能
除 

4
9
7
.  

斷
、
則
遠
衆
罪
煩
惱
若
斷
、
則

衆
惡
咸
滅
。

。
世
尊
、
我
亦
如 

4
9
8
.  

是
、
往
昔
已

2
9
5

來
、
輪
輪

2
9
6

生
死

2
9
7

、
貪
嗜
五
欲

2
9
8

明
昔 

過
也
。
、
非 

4
9
9
.  

母
母
想
、
非
姊
姊
想
、
非
女
女
想
、
於
非
衆
生
生
衆 

 
2
9
2 

糞
穢…

「
南
本
」
不
淨
。 

2
9
3 

吐
酒…

「
南
本
」
即
吐
。 

2
9
4 

省…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
憶
。 

2
9
5 

已…

「
北
本
注
」
【
三
】
已
＝
以
＊
。 

2
9
6 

輪
輪…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
輪
轉
。 

2
9
7 

〔
生
死
〕
と
〔
貪
嗜
〕
の
間
、
「
北
本
」
・
「
南
本
」
〔
情
色
所
醉
〕
有
り
。 
2
9
8 

貪
嗜
五
欲…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
情
色
所
醉
、
貪
嗜
五
欲
。 
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5
0
0
.  

生
想
、
是
故
輪
轉
、
受
生
死
苦
、
如
彼
醉
人
、
臥
糞
穢

2
9
9 

5
0
1
.  

中
。
如
來
、
今
當
施
我
法
藥
、
令
我
還
吐
煩
惱
惡
酒
、 

5
0
2
.  

合
服
已 

吐
酒
也
。
而
我
未
得
醒

3
0
0

寤

3
0
1

之
心
、
喩
未
斷 

煩
悩
也
。
云
何
如 

5
0
3
.  

來
、
便
欲
放
捨
、
入
於
涅
槃
。
世
尊
、
譬
如
有
人
、
歎
芭 

5
0
4
.  

蕉
樹
、
以
爲
堅
實
、
無
有
是
處
。
芭
蕉
不
堅
、
亦

猶
身
之
無
我
。
世 

5
0
5
.  

尊
、
衆
生
亦
爾
、
若
歎
我
人
衆
生
、
壽
命
養
育
、
知 

5
0
6
.  

見
作
者
、
受
者
是
眞
實
者
、
亦
無
是
處
、
我
等
如
是 

5
0
7
.  

修
無
我
想
。
世
尊
、
譬
如
漿
滓
無
所
復
用
、
無
我 

用
也
。
是 

5
0
8
.  

身
亦
爾
、
無
我
無
主
。
世
尊
、
如
七
葉
花
、
無
有
香
氣
。 

5
0
9
.  

無
我 

體
也
。
是
身
亦
爾
、
無
我
無
主
。
我
等
如
是
、
心
常
修 

5
1
0
.  

習
、
無
我
之
想
。
如
佛
所
説
、
一
切
諸
法
、
無
我
我
所
。 

5
1
1
.  

我
尚
不
可
得
、
我
所
何
可 

得
。
所
我
兼
忘
、
故
無
慢
也
。
汝
諸
比
丘
、
應
當
修
習

3
0
2

。
如
是 

5
1
2
.  

修
已
、
則
除
我
慢
。
離
我
慢
已
、
便
入
涅
槃
。
昔
教
今 

教
倶
。
世 

 
2
9
9 

糞
穢…

「
南
本
」
不
淨
。 

3
0
0 

醒…

「
北
本
注
」
【
宋
】
惺
。 

3
0
1 

寤…

「
北
本
注
」
【
三
】
悟
。 
3
0
2 

習…

「
北
本
注
」
【
宮
】
集
＊
。 
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5
1
3
.  

尊
説
、
昔
教
既
非
、
今
何
必
是
。

故
執
昔
之
教
、
取
決
於
今
。

世
尊
、
譬
如
鳥
迹
、
空
中 

5
1
4
.  

現
者
、
無
有
是
處
。
有
能
修
習
無
我
想
者
、
而
有
諸 

5
1
5
.  

見
、
亦
無
是
處
。
有
我
想
者
、
則
有
見
取
。
無 

我
故
、
無
想
無
想
則
無
見
。 

 

5
1
6
.  

爾
時
、
世
尊
讚
諸
比
丘
、
善
哉
善
哉
。
汝
等
善
能
修 

5
1
7
.  

無
我
想
別
其
所
執
、

故
稱
歎
之
。
。
時
、
諸
比
丘
卽
白
佛
言
、
世
尊
、 

5
1
8
.  

我
等
不
但
修
無
我
想
、
亦
更
修
習
其
餘
諸
想
、
所 

5
1
9
.  

謂
苦
想
・
無
常
想

3
0
3

・
無
我
想

3
0
4

。
世
尊
、
譬
如
人
醉
其
心

3
0
5 

5
2
0
.  

瞑
眩

3
0
6

悶
惑
之

狀
也
。
、
見

3
0
7

諸
山
河

3
0
8

、
石
壁
草
木

3
0
9

、
宮
殿
屋
舍
、 

5
2
1
.  

日
月
星
辰
皆
悉
迴
轉
聲
聞
之
人
、
謂
菩
薩
於
非

常
之
中
妄
生
常
執
、
猶
如 

5
2
2
.  

酔
人
於
非
轉 

中
、
而
生
轉
想
。
。
世
尊
、
若
有
不
修
苦
・
無
常
想
・
無
我 

5
2
3
.  

等
想
、
如
是
之
人
、
不
名
爲
聖
、
多
諸
放
逸
、
流
轉
生 

 
3
0
3 

想…

「
北
本
注
」
【
宋
】
〔
想
〕
欠
。
「
南
本
」
等
想
。
「
南
本
注
」
【
三
】
等
＝
無
我
。 

3
0
4 

無
我
想…

「
南
本
」
〔
無
我
想
〕
欠
。 

3
0
5 

人
醉
其
心…

「
南
本
」
醉
人
其
心
。 

3
0
6 

瞑
眩…

「
北
本
」
愐
眩
、
「
北
本
注
」
【
三
】
愐
＝
瞑
。
「
南
本
」
眩
亂
。 

3
0
7 

見…

「
南
本
注
」
【
三
】
視
。 

3
0
8 

河…

「
南
本
」
川
。 
3
0
9 

石
壁
草
木…

「
南
本
」
城
廓
。 
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5
2
4
.  

死
不
修
無
常
・
苦
・
空
無
我
、
則
、 

流 

轉 

生 

死
、
非
聖
人
也
。

。
世
尊
、
以
是
因
緣
、
我
等 

5
2
5
.  

善
修
、
如
是
諸
想
以
能
離
生

死
故
修
。
。 

5
2
6
.  

爾
時
、
佛
告
諸
比
丘

3
1
0

、
諦
聽
諦
聽
、
汝
向
所
引
、
醉
人 

5
2
7
.  

喻
者
、
但
知
文
字
、
未
達
其
義
聲
聞
之
人
、
觀
空
無

常
、
以
爲
實
諦
、
未
知 

5
2
8
.  

眞
我
是
佛
、

故
云
不
達
。
。
何
等
爲
義
、
如
彼
醉
人
、
見
上
日
月
、
實 

5
2
9
.  

非
迴
轉
、
生
迴
轉
想
佛
果
是
常
、
而
計
無
常
。
猶
如 

酔
人
、
於
非
轉
處
、
而
生
轉
想
。
。 

5
3
0
.  

衆
生
亦
爾
、
爲
諸
煩
惱
、
無
明
所
覆
、
生
顛

3
1
1

倒
心
。
我 

5
3
1
.  

計
無
我
、
常
計
無
常
、
淨
計
不
淨
、
樂
計
爲
苦
妄生 

5
3
2
.  

計
執
、
不
達

眞
我
等
。

。3
1
2

雖
生
此
想
、
不
達
其
義
、
如
彼
醉
人
、 

5
3
3
.  

於
非
轉
處
、
而
生
轉
想
。
我
者
卽
是
佛
義
報
佛 

是
法
、 

5
3
4
.  

佛
妙
用
能
生
一
切

法
、
故
言
是
佛
義
。
。
常
者
、
是
法
身
義
法
身
寂
然 

恒
住
、
能
與 

 
3
1
0 

比
丘…

「
北
本
注
」
【
三
】
【
宮
】
比
丘
言
。
「
南
本
」
比
丘
言
。 

3
1
1 

顛…

「
南
本
注
」
【
宋
】
【
元
】
傎
＊
。 
3
1
2 

〔
爲
苦
〕
と
〔
雖
生
〕
の
間
、
「
北
本
」
・
「
南
本
」
〔
以
爲
煩
惱
、
之
所
覆
故
〕
有
り
。 
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5
3
5
.  

二
身
爲
所
依
、
故
云
常
也
。
二

身
随
機
、
起
滅
不
得
、
名
常
。
。
樂
者
、
是
涅
槃
義
法
身

離
二 

5
3
6
.  

生
死
、
證
得
無
餘 

涅
槃
、
故
云
樂
也
。
。
淨
者
、
是
法
義
法
離
非
法
、

故
名
爲
淨
。
。
汝
等 

5
3
7
.  

比
丘
、
云
何
而
言
、
有
我
想
者
、
憍
慢
貢
高
、
流
轉
生 

5
3
8
.  

死
。
汝
等
若
言
我
、
亦
修
習

3
1
3

無
常
、
苦

3
1
4

無
我
、
等

3
1
5

想
是 

5
3
9
.  

三
種
修
無
有
實
義
汝
之
三
修
、
是
昔
權
教
、

以
昔
對
今
、
非
實
義
也
。
。
我
今
當 

5
4
0
.  

説
勝
三
修
法
勝
者
、
謂
大

乘
三
修
也
。
、
苦
者
計
樂
、
樂
者
計
苦
、 

5
4
1
.  

是
顛

3
1
6

倒
法
。
無
常
計
常
、
常
計
無
常
、
是
顛

3
1
7

倒
法
。
無 

5
4
2
.  

我
計
我
、
我
計
無
我
、
是
顛

3
1
8

倒
法
。
不
淨
計
淨
、
淨
計 

5
4
3
.  

不
淨
、
是
顛

3
1
9

倒
法
。
有
如
是
等
四
顛

3
2
0

倒
法
。
是
人
不 

5
4
4
.  

知
正
修
諸
法
正
謂
常
樂

我
淨
也
。
。
汝
諸
比
丘
、
於
苦
法
中
、 

5
4
5
.  

生
於

3
2
1

樂
想
、
於
無
常
中
生
於

3
2
2

常
想
、
於
無
我
中
生 

 
3
1
3 

習…

「
北
本
注
」
【
宮
】
集
＊
。 

3
1
4 

苦…

「
北
本
注
」
【
元
】
【
明
】
【
宮
】
苦
想
。
「
南
本
注
」
【
三
】
苦
空
。 

3
1
5 

等…

「
北
本
注
」
【
元
】
【
明
】
【
宮
】
〔
等
〕
欠
。 

3
1
6 

顛…

「
南
本
注
」
【
宋
】
【
元
】
顛
＝
傎
＊
。 

3
1
7 

顛…

「
南
本
注
」
【
宋
】
【
元
】
顛
＝
傎
＊
。 

3
1
8 

顛…

「
南
本
注
」
【
宋
】
【
元
】
顛
＝
傎
＊
。 

3
1
9 

顛…

「
南
本
注
」
【
宋
】
【
元
】
顛
＝
傎
＊
。 

3
2
0 

顛…

「
南
本
注
」
【
宋
】
【
元
】
顛
＝
傎
＊
。 

3
2
1 

生
於…

「
南
本
」
而
生
。 
3
2
2 

生
於…

「
南
本
」
而
生
。 
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5
4
6
.  

於

3
2
3

我
想
、
於
不
淨
中
生
於

3
2
4

淨
想
夫
倒
必
起
對
、
若 

 
 

於 

樂 

中 

生 

苦

 

5
4
7
.  

想
等
、
必
於
苦

中
生
樂
想
等
。
。
世
間
亦
有
常
樂
我
淨
謂
非
我 

計
我
等
。
。
出 

5
4
8
.  

世
亦
有
常
樂
我
淨
謂
眞
常 

眞
樂
等
。
。
世
間
法
者
、
有
字 

5
4
9
.  

無
義
謂
苦
中 

見
樂
等
。
。
出
世
間
者
、
有
字
有
義
謂
知
我

是
佛
義 

5
5
0
.  

等
。
。
何
以
故
、
世
間
之
法
、
有
四
顛

3
2
5

倒
、
故
不
知
義
。
所 

5
5
1
.  

以
者
何
、
有
想

3
2
6

倒
・
心
倒
・
見
倒
分
別
是
非
、
名
爲
想
倒
。

謬
緣
於
理
、
此
爲
心
倒
。 

5
5
2
.  

執
佛
無
常
、

是
爲
見
倒
。
。
以
三
倒
故
、
世
間
之
人
、
樂
中
見
苦
、
常
見 

5
5
3
.  

無
常
、
我
見
無
我
、
淨
見
不
淨
、
是
名
顛

3
2
7

倒
謂
佛
地

中
、
起
四 

5
5
4
.  

倒也
。
。
以
顛

3
2
8

倒
故
、
世
間
知
字
、
而
不
知
義
。
何
等
爲
義
。 

 
3
2
3 

生
於…

「
南
本
」
而
生
。 

3
2
4 

生
於…

「
南
本
」
而
生
。 

3
2
5 

顛…

「
南
本
注
」
【
宋
】
【
元
】
顛
＝
傎
＊
。 

3
2
6 

想
倒…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
想
顛
倒
。
「
南
本
注
」
【
宋
】
【
元
】
顛
＝
傎
＊
。 

3
2
7 

顛…

「
南
本
注
」
【
宋
】
【
元
】
顛
＝
傎
＊
。 
3
2
8 

顛…

「
南
本
注
」
【
宋
】
【
元
】
顛
＝
傎
＊
。 



51 
 

5
5
5
.  

無
我
者
、
名
爲

3
2
9

生
死
生
死
不
自
在
、
故
知
無
我 

也
。
若
有
我
者
、
應
當
自
在
。
。
我
者
、 

5
5
6
.  

名
爲

3
3
0

如
來
如
來
有
八
自
在
、

故
得
名
爲
我
也
。
。
無
常
者
、
聲
聞
緣 

5
5
7
.  

覺
二
乘
有
生 

滅
、
故
無
常
。
。
常
者
、
如
來
法
身
法
身
無
生 

滅
、
故
名
常
。
。
苦 

5
5
8
.  

者
、
一
切
外
道
因
苦
果

苦
也
。
。
樂
者
、
卽
是
涅
槃
體
寧 

靜
故
。
。 

5
5
9
.  

不
淨
者
、
卽
有
爲
法
謂
一
切
有 

漏
之
法
也
。
。
淨
者
、
諸
佛
菩 

5
6
0
.  

薩
所
有
正
法
謂
一
切
無 

漏
道
法
也
。
、
是
名
不
顛

3
3
1

倒
見
正
而 

無
倒
也
。
。 

5
6
1
.  

以
不
倒

3
3
2

故
、
知
字
知
義
體
言
識
旨
、

爲
知
字
義
。
。
若
欲
遠
離 

5
6
2
.  

四
顛

3
3
3

倒
者
、
應
知
如
是
、
常
樂
我
淨
能
知
四
德
、
則

無
復
四
倒
。

。 

5
6
3
.  

時
、
諸
比
丘
白
佛
言
、
世
尊
、
如
佛
所
説
、
離
四
倒
者
、 

5
6
4
.  

則
得
了
知
、
常
樂
我
淨
。
如
來
今
者
、
永
無
四
倒
、
則 

5
6
5
.  

已
了
知
、
常
樂
我
淨
。
若
已
了
知
、
常
樂
我
淨
、
何
故 

 
3
2
9 

名
爲…

「
南
本
」
即
。 

3
3
0 

名
爲…

「
南
本
」
即
。 

3
3
1 

顛…

「
南
本
注
」
【
宋
】
【
元
】
顛
＝
傎
＊
。 

3
3
2 

倒…

「
南
本
注
」
【
宋
】
【
元
】
傎
倒
、
【
明
】
顛
倒
。 
3
3
3 

顛…

「
南
本
注
」
【
宋
】
【
元
】
顛
＝
傎
＊
。 
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5
6
6
.  

不
住
、
一
劫
半
劫
、
教
導
我
等
、
令

3
3
4

離
四
倒
、
而
見
放 

5
6
7
.  

捨
、
欲
入
涅
槃
。
如
來
、
若
見
顧
念
教
勅
、
我
當
至
心
、 

5
6
8
.  

頂
受
修
習
。
如
來
若
入
於

3
3
5

涅
槃
者
、
我
等

3
3
6

云
何
與 

5
6
9
.  

是
毒
身
、
同
共
止
住
、
修
於
梵
行
。
我
等
亦
當
隨
佛 

5
7
0
.  

入
於
涅
槃
若
不
住
世
、
則
随
入
涅
槃
。

勸
住
誠
深
、
敢
以
死
請
。

。 

5
7
1
.  

爾
時
、
佛
告
諸
比
丘
、
汝
等
不
應
作
如
是
語
。
我
今 

5
7
2
.  

所
有
無
上
正
法
、
悉
以
付
屬

3
3
7

摩
訶
迦
葉
獨
付

迦
葉 

5
7
3
.  

者
、
以
彼
亦
有
一

時
匡
化
能
故
。

。
是
迦
葉
者
、
當
爲
汝
等
、
作
大
依
止
。 

5
7
4
.  

猶
如
如
來
、
爲
諸
衆
生
、
作
依
止
處
。
摩
訶
迦
葉
亦 

5
7
5
.  

復
如
是
、
當
爲
汝
等
、
作
依
止
處
。
譬
如
大
王
多
所 

5
7
6
.  

統
領
、
若
遊
巡
時
、
悉
以
國
事
付
屬

3
3
8

大
臣
、
如
來
亦 

5
7
7
.  

爾
。
所
有
正
法
、
亦
以
付
屬

3
3
9

摩
訶
迦
葉
。
汝
等
當
知
、 

5
7
8
.  

先
所
修
習
、
無
常
苦
想
、
非
是
眞
實
勸
知
前
權
、

而
後
實
也
。
。
譬 

 
3
3
4 

令…

「
北
本
注
」
【
宮
】
今
。 

3
3
5 

入
於…

「
南
本
」
當
入
。 

3
3
6 

等…

「
南
本
」
當
。
「
南
本
注
」
【
三
】
等
。 

3
3
7 

屬…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
囑
。 

3
3
8 

屬…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
囑
。 
3
3
9 

屬…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
囑
。 
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5
7
9
.  

如
春
時
喩
起
行

時
也
。
、
有
諸
人
等
譬
聞 

衆
也
。
在
大
池
浴 

5
8
0
.  

洗
塵

垢
也
。
、
乘
船
遊
戲
依
權 

教
也
。
、
失
瑠
璃
寶
常
理
可
珍
故
、

況
之
以
寶
。

 

5
8
1
.  

沒
深
水
中
隠
於
無
常
之 

教
、
故
云
没
水
。
。
是
時
諸
人
求
權
教

人
也
。
悉 

5
8
2
.  

共
入
水
倶
觀
無

常
也
。
、
求
覓
是
寶
求
常 

旨
也
。
、
競
捉
瓦
石
、 

5
8
3
.  

草
木
沙
礫
、
各
各
自
謂
、
得
瑠
璃
珠
以
妄
計
爲

眞
實
也
。
、 

5
8
4
.  

歡
喜
持
出
、
乃
知
非
眞
離
麁
重
縛
、
名
爲
持
出
。

猶
拘
相
染
、
是
曰
非
眞
。
。
是 

5
8
5
.  

時
寶
珠
猶
在
水
中
言
眞
常
之
旨
、

隠
昔
教
中
。

、
以
珠
力
故
、 

5
8
6
.  

水
皆
澄
淸
珠
力
況
常
性
也
。
澄

淸
謂
聞
經
生
信
。

。
於
是
大
衆
謂
大

乘
人 

5
8
7
.  

也
。
、
乃
見
寶
珠
、
故
在
水
下
依
教
聞
見
、
未
得 

親
證
、
故
云
在
下
。
、
猶
如 

5
8
8
.  

仰
觀
虛
空
月
形
眞
理
圓
明
、

喩
如
空
月
。
。
是
時
衆
中
有
一 

5
8
9
.  

智
人
謂
依
教
起 

行
之
人
也
。
、
以
方
便
力
、
安
徐
入
水
於
無
常
中
、

諦
觀
常
理
。
、 
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5
9
0
.  

卽
便
得
珠
證
常 

理
也
。
。
汝
等
比
丘
、
不
應
如
是
、
修
習 

5
9
1
.  

無
常
・
苦
・
無
我
想
・
不
淨
想
等
、
以
爲
實
義
、
如
彼 

5
9
2
.  

諸
人
、
各
以
瓦
石
、
草
木
沙
礫
、
而
爲
寶
珠
。
汝
等
應 

5
9
3
.  

當
、
善
學
方
便
、
在
在
處
處
、
勤

3
4
0

修
我
想
常
樂
淨 

5
9
4
.  

想
。
復
應
當
知
、
先
所
修
習
、
四
法
相
貌
、
悉
是
顛

3
4
1

倒
。 

5
9
5
.  

欲
得
眞
實
、
修
諸
想
者
、
如
彼
智
人
、
巧
出
寶
珠
、
所 

5
9
6
.  

謂
我
想
常
樂
淨
想
。 

5
9
7
.  

爾
時
、
諸
比
丘
白
佛
言
、
世
尊
、
如
佛
先
説
、
諸
法
無 

5
9
8
.  

我
、
汝
當
修
學
。
修
學
是
已
、
則
離
我
想
。
離
我
想 

5
9
9
.  

者
則
、
離
憍
慢
。
離
憍
慢
者
、
得
入
涅
槃
。
是
義
云
何 

6
0
0
.  

若
有
我
爲
眞
、
無
我
非
實
。
世
尊
昔
時
、
何
故

不
言
、
令
我
謬
取
、
二
説
相
違
、
故
起
斯
問
。
。
佛
告
諸
、 

6
0
1
.  

比
丘
、
善
哉
善
哉
。
汝
今
善
能
諮
問
是
義
、
爲
自
斷 

6
0
2
.  

疑
無
我
之
理
、
於
邪
爲
藥
、
於
眞 

爲
病
、
故
須
昔
讃
、
而
今
毀
也
。
。
譬
如
、
國
王
闇
鈍
少 

6
0
3
.  

智
王
喩
比

丘
也
。
、
有
一
醫
師
、
性
復
頑
嚚

3
4
2

醫
況
説
邪
教 

者
也
。
心
不
測 

6
0
4
.  

正
法
爲
頑
、
口
不

談
中
道
爲
器
。

、
而
王
不
別
混
邪 

正
也
。
厚
賜
俸
祿
加供 

 
3
4
0 

勤…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
常
。 

3
4
1 

顛…

「
南
本
注
」
【
宋
】
【
元
】
顛
＝
傎
＊
。 
3
4
2 

嚚…

「
北
本
注
」
【
宋
】
嚚
＝
嚻
。 
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6
0
5
.  

養也
。
、
療
治
衆
病
、
純
以
乳
藥
乳
況
邪

我
也
。
。
亦
復
不
知
、 

6
0
6
.  

病
起
根
源

3
4
3

、
雖
知
乳
藥
、
復
不
善
解
不
知
我
有

眞
僞
也
。
。 

6
0
7
.  

或
有
風
病
冷
病
熱
病

3
4
4

風
喩
瞋
、
冷
況

癡
、
熱
譬
貪
。
、
一
切
諸
病

3
4
5 

6
0
8
.  

喩
八
萬
四
千

之
塵
勞
也
。
悉
教
服
乳
純
説
邪

我
也
。
。
是
王
不
別
、
是
醫 

6
0
9
.  

知
乳
、
好
醜
善
惡
邪
我
増
諸
煩
惱
、

正
我
能
滅
無
明
。
。
復
有
明
醫 

6
1
0
.  

喩
佛

也
。
、
曉
八
種
術
、
一
、
識
病
。
二
、
知
病
因
。
三
、
知
病
相
。
四
、
知
病 

處
。
五
、
知
病
時
。
六
、
知
藥
。
七
、
知
療
。
八
、
知
禁
。 

6
1
1
.  

善
療
衆
病
知
衆
生
之

根
性
也
。
、
知
諸
方
藥
況
我
無 

我
教
也
。
、
從 

6
1
2
.  

遠
方
來
遠
方
謂 

淨
土
也
。
。
是
時
舊
醫
不
知
諮
受
、
反
生 

6
1
3
.  

貢
高
輕
慢
之
心
邪
見
熾
然
、

謂
佛
劣
已
。
。
彼
時
明
醫
卽
便 

6
1
4
.  

依
附
請
以
爲
師
況
設
權
道
也
。
如
以
鬱
頭

藍
弗
、
爲
師
之
類
是
也
。
、
諮
受 

 
3
4
3 

源…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
原
。
「
南
本
注
」
【
元
】
【
明
】
原
＝
源
。 

3
4
4 

或
有
風
病
冷
病
熱
病…

「
南
本
」
風
冷
熱
病
。 
3
4
5 

病…

「
南
本
注
」
【
三
】
病
＝
患
。 
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6
1
5
.  

醫
方
祕
奧
之
法
語
、
舊
醫
言
、
我
今
請
仁
以
爲
師 

6
1
6
.  

範
、
唯

3
4
6

願
爲
我
宣
暢
解
説
將
欲
化
之
、

故
先
誘
之
。
。
舊
醫
答 

6
1
7
.  

言
、
卿
今
若
能
爲
我

3
4
7

給
使
四
十
八
年
外
道
多
修 

六
行
。
八
禪 

6
1
8
.  

地
中
、
各
有
六
行
、
六 

八 

四 

十 

有 
八
也
。
、
然
後
乃
當
教
汝
醫
法
。
時

3
4
8

彼
明

3
4
9 

6
1
9
.  

醫
、
卽
受
其
教
、
我
當
如
是

3
5
0

隨
我
所
能
、
供
給

3
5
1

走
使
。 

6
2
0
.  

於
是

3
5
2

舊
醫
、
卽
將
客
醫
、
共
入
見
王
因
邪
以 

通
正
也
。
。
是
時 

6
2
1
.  

客
醫
、
卽
爲
王
説
、
種
種
醫
方
謂
十
善 

五
戒
等
。
、
及
餘
技

3
5
3 

6
2
2
.  

藝
。
謂
神
通 

解
脱
等
。
。
大
王
當
知
、
應
善
分
別
、
此
法
如
是
、
可 

6
2
3
.  

以
治
國
。
此
法
如
是
、
可
以
療
病
以
定
除
亂
、
謂
之 

治
國
、
以
慧
去
結
、 

 
3
4
6 

唯…

「
南
本
注
」
【
三
】
惟*

。 
3
4
7 

爲
我…

「
北
本
注
」
【
宮
】
爲
我
の
二
字
は
割
注
。 

3
4
8 

時…

「
北
本
注
」
【
宮
】
〔
時
〕
欠
。 

3
4
9 

明…

「
北
本
注
」
【
宮
】
明
能
。 

3
5
0 

我
當
如
是…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
我
當
如
是
、
我
當
如
是
。 

3
5
1 

供
給…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
當
給
。 

3
5
2 

於
是…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
是
時
。 
3
5
3 

技…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
伎
。
「
南
本
注
」
【
三
】
伎
＝
技
。 
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6
2
4
.  

名
爲 

療
病
。
。
爾
時
國
王
聞
是
語
已
謂
聞
正

教
也
。
、
方
知
舊
醫
、 

6
2
5
.  

癡
騃

3
5
4

無
智
癡
喩
邪
見
。
騃

音
五
駭
反
。

、
卽
便
驅
逐
、
令
出
國
界
。 

6
2
6
.  

棄
邪

也
。
然
後
倍
復
恭
敬
客
醫
歸
正

也
。
。
是
時
客
醫
、 

6
2
7
.  

作
是
念
言
、
欲
教
王
者
、
今
正
是
時
。
卽
語
王
言
、
大 

6
2
8
.  

王
於
我
、
實
愛
念
者
、
當
求
一
願
空
理
無
二
、

故
云
一
也
。
。
王
卽 

6
2
9
.  

答
言
、
從
此
右
臂
右
以
便
爲
喩
、

況
初
學
也
。

、
及
餘
身
分
譬
常 

樂
等
、
、 

6
3
0
.  

信
根

也
。
隨
意
所
求
、
一
切
相
與
無
所 

執
也
。
。
彼
客
醫
言
、
王 

6
3
1
.  

雖
許
我
一
切
身
分
、
然
我
不
敢
多
有
所
求
根
未 

偏
熟
、 

6
3
2
.  

故
云 

不
敢
。
。
今
所
求
者
、
願
王
宣
令
一
切
國
內
、
從
今
已 

6
3
3
.  

往
、
不
得
更

3
5
5

服
、
舊
醫
乳
藥
勸
捨
邪

我
也
。
。
所
以
者
何
、 

 
3
5
4 

騃…

「
南
本
」
闇
。 
3
5
5 

更…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
復
。 
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6
3
4
.  

是
藥
毒
害
、
多
傷
損
故
邪
我
執
著
、

故
多
損
耳
。
。
若
欲

3
5
6

服
者
、 

6
3
5
.  

當
斬
其
首
邪
我
爲
衆
倒
之
源
故
、
況
之
以
首
也
。
今

説
無
常
之
教
、
以
斷
其
惑
、
猶
如
斬
焉

。
斷 

6
3
6
.  

乳
藥
已
終
、
更
無

3
5
7

有
橫
死
之
人
若
禁
邪
我
、
則
慧
命

得
全
、
爲
不
横
也
。
、 

6
3
7
.  

常
受

3
5
8

安
樂
故
求
是
願
樂
謂
、
涅
槃

之
道
也
。

。
時
王
答
言
、 

6
3
8
.  

汝
之
所
求
蓋
不
足
言
所
教
易

信
也
。
。
尋
爲
宣
令
況
轉 

教
也
。
、 

6
3
9
.  

一
切
國
內
有
病
之
人

3
5
9

、
皆
悉
不
聽
、
以
乳
爲
藥 

6
4
0
.  

禁
邪 

我
也
。
。
若
爲
藥
者
、
當
斬
其
首
終
以
無
我
、
斷

彼
邪
我
也
。

。
爾 

6
4
1
.  

時
、
客
醫
以
種
種
味
和
合
衆
藥

3
6
0

、
謂
辛
苦
醎
甜
醋

3
6
1 

6
4
2
.  

等
味
以
療
衆
病
喩
佛
於
小
教
中
、
説
種

種
之
法
、
化
衆
生
也
。
、
無
不
得 

6
4
3
.  

差
執
病
悉

除
也
。
。
其
後
不
久
王
復
得
病
況
諸
比
丘
、
因

學
無
我
、
遂
於 

 
3
5
6 

欲…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
故
。
「
北
本
注
」
【
三
】
【
宮
】
故
＝
欲
。 

3
5
7 

更
無…

「
南
本
」
無
復
。 

3
5
8 

受…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
處
。 

3
5
9 

有
病
之
人…

「
南
本
」
凡
諸
病
人
。 

3
6
0 

客
醫
以
種
種
味
和
合
衆
藥…

「
南
本
」
和
合
衆
藥
。 
3
6
1 

酢…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
醋
。
「
北
本
注
」
【
三
】
【
宮
】
醋
＝
酢
、
下
同
。 
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6
4
4
.  

佛
地
、
起

無
我
倒
。
、
卽
命
是
醫
、
我
今
病
重
困
苦
欲
死

3
6
2

執
見 

情
深
、 

6
4
5
.  

爲
病
重
迷
、
眞 

未
返
、
爲
欲
死
。
、
當
云
何
治
無
我
之
執
、

何
法
可
除
。
。
醫
占
王
病 

6
4
6
.  

應
用
乳
藥
無
我
之
病
、

非
我
不
除
。
。
尋
白
王
言
、
如
王
所
患
、
應 

6
4
7
.  

當
服
乳
説
今 

教
也
。
。
我
於
先
時
、
所
斷
乳
藥
、
是
大
妄 

6
4
8
.  

語

3
6
3

前
爲
著
邪
故
、
斷
今
緣
破
執
故
、
須

此
爲
方
便
之
門
、
非
是
眞
實
語
也
。
。
今
若
服
者
、
最 

6
4
9
.  

能
除
病
讃
今 

教
也
。
。
王
今
患
熱
、
正
應
服
乳
執
説
無
我
、

爲
熱
病
。
眞 

6
5
0
.  

我
能
除
、

爲
服
乳
。
。
時
王
語
醫
、
汝
今
狂
耶
、
爲
熱
病
乎
昔
非 

今
是
、 

6
5
1
.  

豈
不 

狂
耶
。
、
而
言
服
乳
、
能
除
此
病
。
汝
先
言
毒
、
今
云
何 

6
5
2
.  

服
、
欲
欺
我
耶
前
説
有
毒
、
復
言
良
妙 

語
渉
相
誣
故
、
云
欺
我
。
。
先
醫
所
讚
、 

6
5
3
.  

汝
言
是
毒
、
令
我
驅
遣
。
今
復
言
好
、
最
能
除
病
。
如 

6
5
4
.  

汝
所
言
、
我
本
舊
醫
、
定
爲
勝
汝
先
毀
後
讃
、

非
勝
如
何
。
。
是 

 
3
6
2 

我
今
病
重
困
苦
欲
死…

「
南
本
」
我
今
病
困
。 
3
6
3 

大
妄
語…

「
南
本
」
非
實
語
。 
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6
5
5
.  

時
客
醫
、
復
硌

3
6
4

王
言
、
王
今

3
6
5

不
應
、
作
如
是
語
。
如
虫 

6
5
6
.  

食
木
、
有
成
字
者
木
況
有
漏
、
虫
喩
外
道
、
一
切
諸
病
、

悉
以
乳
療
、
不
識
病
由
、
偶
然
有
中
、 

6
5
7
.  

故
云 

成
字
。
、
此
虫
不
知
、
是
字
非
字
外
道
説
我
、
不
知
我
所 

對
除
。
如
虫
食
木
不
知
。 

6
5
8
.  

是
字 

非
字
。
。
智
人
見
之
、
終
不
唱
言
、
是
虫
解
字
、
亦
不
驚 

6
5
9
.  

怪
食
木
之
虫
、
偶
然
成
字
。
不
知
是
字
、
外
道
説
我
、

偶
言
是
我
、
不
知
我
義
、
是
故
智
人
、
不
驚
不
怪
。
。
大
王
、 

6
6
0
.  

當
知
舊
醫
、
亦
爾
不
別
、
諸
病
悉
與
乳
藥
、
如
彼
虫 

6
6
1
.  

道
偶
成
於

3
6
6

字
。
如
是

3
6
7

舊
醫
、
不
解
乳
藥
、
好
醜
善
惡 

6
6
2
.  

合
不
知

字
也
。
。
時
王
問
言
、
云
何
不
解
。
客
醫
答
言

3
6
8

、
是
乳 

6
6
3
.  

藥
者
、
亦
是
毒
害
喩
外
道
所

説
之
我
。
亦
是
甘
露
況
佛
説 

眞
我
也
。
。 

6
6
4
.  

云
何
是
乳
。
復
名
甘
露
。
若
是
牸

3
6
9

牛
牛
況
彌
經
、
菩

薩
謂
能
生
、
大 

 
3
6
4 

硌…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
語
。 

3
6
5 

今…

「
南
本
注
」
【
明
】
令
。 

3
6
6 

成
於…

「
南
本
」
得
成
。 

3
6
7 

如
是…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
是
先
。 

3
6
8 

言…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
王
。 
3
6
9 

牸…

「
南
本
」
乳
。 
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6
6
5
.  

慧
之 

子
也
。
、
不
食
酒
糟
糟
能
生
狂
、

譬
癡
起
業
。
、
滑
草
草
滑
順
情
、

喩
貪
悦
意
。
、
麥 

6
6
6
.  

䴬
麸
澁
違
情
、

況
瞋
逆
志
。
、
其
犢
調
善
此
喩
智
慧

柔
和
也
。
、
放
牧
之
處
。 

6
6
7
.  

譬
觀 

諸
境
。
不
在
高
原
況
不
住 

二
乘
也
。
、
亦
不
下
濕
譬
不
住 

世
間
也
。
、
飮 

6
6
8
.  

以
淸
流

3
7
0

喩
受
正

教
也
。
、
不
令
馳
走
況
不
失 

戒
定
也
。
、
不
與
特
牛
、
同 

6
6
9
.  

共
一
群
遠
惡
知

識
也
。
、
飮
飼

3
7
1

調
適
教
不 

失
時
。
、
行
住
得
所
慧心 

6
7
0
.  

歷
境
、
名
行
定

心
、
不
移
稱
住
。
。
如
是
乳
者
、
能
除
諸
病
、
是
則
名
爲 

6
7
1
.  

甘
露
妙
藥
此
喩
眞
我
之
解
、

能
除
生
死
重
苦
。
。
除
是
乳
已
、
其
餘
一 

6
7
2
.  

切
、
皆
名
毒
害
謂
與
聖
道

相
違
者
。
。
爾
時
、
大
王
聞
是
語 

6
7
3
.  

已
讚
言
、
大
醫
、
善
哉
善
哉
。
我
從
今
日
、
始
知
乳
藥
、 

6
7
4
.  

善
惡
好
醜
。
卽
便
服
之
、
病
得
除
愈
依
教
修
行
、

所
執
除
也
。
。 

6
7
5
.  

尋
時
、
宣
令
一
切
國
內
、
從
今
已
往
、
當
服
乳
藥 

 
3
7
0 

流…

「
南
本
」
水
。 
3
7
1 

飼…

「
北
本
」
餧
。
「
南
本
」
食
。 
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6
7
6
.  

轉
化
衆

生
也
。
。
國
人
聞
之
、
皆
生
瞋
恨
、
咸
相
謂
言
、
大
王 

6
7
7
.  

今
者
爲
鬼
所
持
、
爲
狂
癲

3
7
2

耶
鬼
況
無
明
、

狂
喩
四
倒
。
、
而
誑 

6
7
8
.  

我
等
、
復
令
服
乳
。
一
切
人
民
、
皆
懷
瞋
恨
、
悉
集
王 

6
7
9
.  

所
。
王
言
、
汝
等
不
應
於
我
、
而
生
瞋
恨
、
而

3
7
3

此
乳
藥
、 

6
8
0
.  

服
與
不
服
、
悉
是
醫
教
、
非
是
我
咎
。
爾
時
大
王 

6
8
1
.  

及
諸
人
民
、
踊
躍
歡
喜
、
倍
共
恭
敬
、
供
養
是
醫
同信 

6
8
2
.  

我
教

也
。
。
一
切
病
者
、
皆
服
乳
藥
、
病
悉
除
愈
眞
我 

之
教
、 

6
8
3
.  

出
生
功
德
、
若
能
信
行
、

煩
惱
永
斷
、
故
曰
悉
除
。
。
汝
等
比
丘
、
當
知
如
來
・
應
供

3
7
4 

6
8
4
.  

正
遍
知
・
明
行
足
・
善
逝
・
世
間
解
・
無
上
士
・
調
御
丈 

6
8
5
.  

夫
・
天
人
師
・
佛
・
世
尊
亦
復
如
是
。
爲
大
醫
王
出
現
、 

6
8
6
.  

於
世
、
降
伏
一
切
、
外
道
邪
醫
。
諸
王

3
7
5

衆
中
、
唱
如
是 

6
8
7
.  

言
、
我
爲
醫
王
、
欲
伏
外
道
、
故
唱
是
言
、
無
我
・
無
人
・ 

6
8
8
.  

衆
生
・
壽
命

3
7
6

、
養
育
知
見
、
作
者
受
者
。
比
丘
當
知
、 

6
8
9
.  

是
諸
外
道
、
所
言
我
者
、
如
虫
食
木
、
偶
成
字
耳
。
是 

 
3
7
2 

狂
癲…

「
北
本
」
狂
顛
。
「
南
本
」
是
狂
。 

3
7
3 

而…

「
南
本
」
如
。 

3
7
4 

應
供…

「
北
本
」
・
「
南
本
」
應
。
「
南
本
注
」
【
三
】
應
供
。 

3
7
5 

王…

「
南
本
」
四
、
「
南
本
注
」
【
三
】
四
＝
王
。 
3
7
6 

命…

「
南
本
注
」
【
三
】
命
＝
者
。 



63 
 

6
9
0
.  

故
、
如
來
於
佛
法
中
、
唱
言

3
7
7

無
我
、
爲
調
衆
生
。
故
爲 

6
9
1
.  

知
時
、
故
説
是

3
7
8

無
我
。
有
因
緣
故
、
亦
説
有
我
昔言 

6
9
2
.  

無
我
、
今
説
有

我
、
是
知
時
也
。
。
如
彼
良
醫
、
善
知
於
乳
、
是
藥
非
藥
、 

6
9
3
.  

非
如
凡
夫
、
所
計
吾
我
不
同
外
道
、
所

計
邪
我
也
。

。
凡
夫
愚 

6
9
4
.  

人
所
計
我
者
、
或
如
拇
指

3
7
9

、
或
如
芥
子
、
或
如
微
塵
、 

6
9
5
.  

執
我 

相
也
。
如
來
説
我
、
悉
不
如
是
。
是
故
説
言
、
諸
法 

6
9
6
.  

無
我
破
我 

執
也
。
、
實
非
無
我
非
無
眞 

常
之
我
。
。
何
者
是
我

3
8
0

、 

6
9
7
.  

若
法
是
實
是
眞
、
是
常
是
主
、
是
依
性
不
變
者

3
8
1

、
是 

6
9
8
.  

名
爲
我
。
如
彼
大
醫
、
善
解
乳
藥
破
有
則
言
無
、

談
眞
故
説
有
。
。
如 

6
9
9
.  

來
亦
爾
、
爲
衆
生
故
、
説
諸
法
中
、
眞
實
有
我
。
汝
等 

7
0
0
.  

四
衆
、
應
當
如
是
、
修
習
是
法
。 

7
0
1
.   

 
3
7
7 

言…

「
北
本
」
是
。 

3
7
8 

説
是…

「
南
本
」
如
是
。 

3
7
9 

或
如
拇
指…

「
北
本
」
或
言
大
如
拇
指
、
「
北
本
注
」
【
三
】
或
有
説
言
大
如
拇
指
。
「
南
本
」
或
有
説
言
大
如
拇
指
。 

3
8
0 

我…

「
北
本
注
」
【
元
】
【
明
】
實
。 
3
8
1 

不
變
者…

「
北
本
」
不
變
易
者
、
「
北
本
注
」
【
宋
】
〔
易
〕
欠
、
【
元
】
【
明
】
【
宮
】
〔
者
〕
欠
。
「
南
本
」
不
變
易
。 
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7
0
2
.  

注

3
8
2

大
般
涅
槃
經
卷
第
二 

 

 
3
8
2 

注
大
般
涅
槃
經
卷
第
二…

「
北
本
」
大
般
涅
槃
經
卷
第
二
。
「
南
本
」
大
般
涅
槃
經
卷
第
二
、
「
南
本
注
」
【
明
】
〔
大
般
涅
槃
經
〕
欠
。 



1 

︻
訓
読
文
︼1 

﹃
注
大
般
涅
槃
経
﹄
巻
第
二 

寿
命
品2 

導
江
県
令
韋
諗
注 

 
 

371C
爾
の
時
︑
会
中
に
優
婆
塞
有
り
︒
是
れ
拘
尸
那
の
工
巧
の
子
︑
名
づ
け
て
純
陀
と
曰
う
︵
３
此
れ
第
二
成
就
種
性
遣
執
分3

な
り
︒
純
陀
︑
法
身4

の
大
士
な

り
︒
本
願
を
以
て
の
故
に
︑
工
巧
の
家
に
現
生
す
︒
︶
︒
其
の
同
類
十
五
人
と
俱
な
り
︒
世
間
を
し
て
善
果
を
得
し
め
ん
が
為
の
故
に
︑
身
の
威
儀
を
捨
て
て
︑
座
従

り
起
ち
︑
︵
５
捨
︑
即
ち
坐
の
威
儀
︒
崇
︑
法
を
請
う
の
容
止
な
り
︒
︶
偏
に
右
肩
を
袒
ぎ
︑
右
膝
を
地
に
著
け
て
︑
合
掌
し
て
仏
に
向
い
︑
悲
し
み
感
じ
洟
を
流
し

 
1 

原
文
該
当
箇
所
は
︑
﹃
大
正
蔵
﹄
﹁
北
本
﹂
﹀
巻
十
二
︑
三
七
一
頁
下
～
三
七
九
頁
上
︒
な
お
︑
﹁
南
本
﹂
は
︑
同
巻
六
一
一
頁
中
～
六
一
八
頁
下
︒ 

2 

﹃
大
正
蔵
﹄
三
七
四
番
﹁
北
本
﹂
﹁
壽
命
品
第
一
之
二
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
十
二
︑
三
七
一
頁
下
段
︶
︒ 

3 

第
二
成
就
種
性
遣
執
分…

世
親
が
著
し
た
﹃
涅
槃
論
﹄
に
經
を
七
區
分
し
た
第
二
番
目
に
相
當
す
る
︒
﹁
純
陀
﹂
と
﹁
哀
歎
﹂
の
二
品
が
こ
の
範
囲
に
あ
た
る
︒
婆
藪
槃
豆
作
︑
達
磨
菩
提
訳

﹃
涅
槃
論
﹄
巻
一
に
︑
﹁
從
初
如
是
至
流
血
灑
地
︑
名
不
思
議
神
通
反
示
分
︒
純
陀
・
哀
歎
二
品
︑
名
成
就
種
性
遣
執
分
︒
從
三
告
以
下
訖
大
衆
問
品
︑
名
正
法
實
義
分
︒
五
行
︑
十
功
德
︑
名

方
便
修
成
分
︒
師
子
吼
品
︑
名
離
諸
放
逸
入
證
分
︒
迦
葉
品
︑
名
慈
光
善
巧
住
持
分
︒
憍
陳
如
品
︑
名
顯
相
分
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
巻
二
六
︑
二
七
七
頁
下)

︒ 

ま
た
︑
宋
の
惟
顯
編
﹃
律
宗
新
學
名
句
﹄
巻
二
に
︑
﹁
﹃
涅
槃
經
﹄
七
分(

天
親
涅
槃
論)

一
︑
不
思
議
通
返
示
分
︒
二
︑
成
就
種
性
遣
執
分
︒
三
︑
王
法
實
義
分
︒
四
︑
方
便
修
成
分
︒
五
︑
離

諸
放
逸
入
證
分
︒
六
︑
慈
光
善
巧
住
持
分
︒
七
︑
顯
相
分
︒
﹂(
﹃
新
纂
大
日
本
續
藏
經
﹄ 

五
九
巻
︑
六
八
八
頁
上) 

4 

法
身
大
士…

菩
薩
を
い
う
が
︑
す
で
に
佛
の
位
に
到
達
し
た
菩
薩
を
指
す
︒
﹃
無
量
義
經
﹄
巻
一
に
は
︑
法
身
大
士
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
る
が
︑
ほ
と
ん
ど
仏
と
同
じ
性
質
を
も
っ
て
い

る
︒
又
︑
慧
沼
の
説
明
で
は
︑
す
で
に
成
仏
し
た
菩
薩
の
こ
と
を
法
身
大
士
と
し
て
い
る
︒ 

唐
・
慧
沼
撰
﹃
十
一
面
神
咒
心
經
義
疏
﹄
巻
一
﹁
凡
菩
薩
階
位
不
出
二
種
︒
一
者
已
成
佛
菩
薩
是
法
身
大
士
也
︒
二
者
未
成
佛
菩
薩
是
直
往
菩
薩
也
︒
已
成
佛
菩
薩
者
︒
如
妙
德
菩
薩
等
是
已
成

佛
也
︒
未
成
佛
菩
薩
者
︒
從
初
發
心
至
于
十
地
未
滿
行
業
故
未
成
佛
菩
薩
也
︒
﹂(
﹃
大
正
蔵
﹄
三
九
巻
︑
一
〇
〇
六
頁b21…

26) 

﹃
無
量
義
經
﹄
巻
一
︿
德
行
品 

一
﹀
︑
﹁
是
諸
菩
薩
︑
莫
不
皆
是
法
身
大
士
︑
戒
︑
定
︑
慧
︑
解
脫
︑
解
脫
知
見
之
所
成
就
︒
其
心
禪
寂
︑
常
在
三
昧
︑
恬
安
惔
怕
︑
無
為
無
欲
︑
顛
倒
︑
亂

想
不
復
得
入
︑
靜
寂
清
澄
︑
志
玄
虛
寞
︑
守
之
不
動
億
百
千
劫
︑
無
量
法
門
悉
現
在
前
︒
得
大
智
慧
︑
通
達
諸
法
︑
曉
了
︑
分
別
性
相
真
實
︑
有
無
長
短
︑
明
現
顯
白
︒
又
善
能
知
諸
根
性
欲
︑

以
陀
羅
尼
無
礙
辯
才
︑
請
佛
轉
法
輪
︑
隨
順
能
轉
︑
微
滴
先
墮
︑
以
淹
欲
塵
︑
開
涅
槃
門
︑
扇
解
脫
風
︑
除
世
惱
熱
︑
致
法
清
涼
︑
次
降
甚
深
十
二
因
緣
︑
用
灑
無
明
老
病
死
等
︑
猛
盛
熾
然
苦

聚
日
光
︒
爾
乃
洪
注
無
上
大
乘
︑
潤
漬
衆
生
諸
有
善
根
︑
布
善
種
子
︑
遍
功
德
田
︑
普
令
一
切
發
菩
提
萌
︑
智
慧
日
月
︑
方
便
時
節
︑
扶
踈
增
長
大
乘
事
業
︑
令
衆
疾
成
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩

提
︑
常
住
快
樂
微
妙
真
實
︒
無
量
大
悲
救
苦
衆
生
︑
是
諸
衆
生
真
善
知
識
︑
是
諸
衆
生
大
良
福
田
︑
是
諸
衆
生
不
請
之
師
︑
是
諸
衆
生
安
隱
樂
處
︑
救
處
︑
護
處
︑
大
依
止
處
︑
處
處
為
衆
作
大

導
師
︒
能
為
生
盲
而
作
眼
目
︑
聾
劓
啞
者
作
耳
鼻
舌
︑
諸
根
毀
缺
能
令
具
足
︑
顛
狂
荒
亂
作
大
正
念
︒
船
師
︑
大
船
師
︑
運
載
群
生
︑
渡
生
死
河
︑
置
涅
槃
岸
︒
醫
王
︑
大
醫
王
︑
分
別
病
相
︑

曉
了
藥
性
︑
隨
病
授
藥
︑
令
衆
樂
服
︒
調
御
︑
大
調
御
︑
無
諸
放
逸
行
︑
猶
如
象
馬
師
︑
能
調
無
不
調
︑
師
子
勇
猛
威
伏
衆
獸
︑
難
可
沮
壞
︒
遊
戲
菩
薩
諸
波
羅
蜜
︑
於
如
來
地
堅
固
不
動
︑
安

住
願
力
︑
廣
淨
佛
國
︑
不
久
得
成
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
︒
是
諸
菩
薩
摩
訶
薩
︑
皆
有
如
是
不
思
議
功
德
︒
﹂(
﹃
大
正
蔵
﹄
九
巻
︑
三
八
四
頁b14…

c12) 
 



2 

︵
６
心
に
二
無
き
を
表
わ
す
な
り
︒
︶
︑
仏
足
を
頂
礼
し
て
︑
而
し
て
仏
に
白
し
て
言
わ
く
︑
﹃
唯
だ
願
は
く
ば
︑
世
尊
及
び
比
丘
僧
︑
哀
み
て
我
等
が
最
後
の
供

養
を
受
け
た
ま
え
︒
無
量
の
諸
の
衆
生
を
度
せ
ん
が
為
の
故
に
︵
８
施
し
を
受
く
を
請
う
は
︑
衆
生
を
度
せ
ん
が
為
に
し
て
︑
敢
え
て
自
ら
利
に
は
非
ず
︒
︶
︒ 

世
尊
︑
我
等
今
從
り
︑
主
無
く
︑
親
無
く
︑
救
い
無
く
︑
護
り
無
く
︑
帰
る
︿
と
こ
ろ
﹀
無
く
︑
趣
く
︿
と
こ
ろ
﹀
無
く
︑
︵
１
０
仏
は
︑
是
れ
衆
生
の
法
主
な

り
︒
今
︑
若
し
涅
槃
す
れ
ば
則
ち
趣
く
所
な
し
︒
︶
貧
窮
飢
困
な
ら
ん
︒
︵
１
１
法
無
く
し
て
人
を
利
す
る
を
︑
貧
と
曰
う
︒
徳
無
く
し
て
自
ら
養
う5

を
︑
窮
と
為

す
︒
生
死
迫
切
す
る
を
飢
と
名
づ
く
︒
流
転6

艱
勞
は
︑
是
れ
因
な
り
︒
︶
如
来
に
從
い
て
将
来
の
食
を
求
め
ん
と
欲
す
︒
︵
１
２
食
は
常
果7

を
謂
う
な
り
︒
︶
唯
だ

願
は
く
は
哀
愍
み
て
︑
我
が
微
供8

を
受
け
︑
然
る
後
涅
槃
し
た
ま
え9

︒
︵
１
３
供
具
を
設
け
ず
し
て
︑
受
く
を
請
う
は
︑
上
の
諸
人
の
献
ず
る
所
を
納
め
ざ
る
を10

見
る
が
故
︑
先
ず
仏
に
啓
し
て11

然
る
後
に
之
を
辨12

う
︒
︶
世
尊
よ
︑
譬
え
ば
剎
利
︵
１
４
王
の
種
な
り
︒
︶
︑
若
し
く
は
婆
羅
門
︵
１
４
浄
行
者
な
り
︒
︶
毘
舍

 
5 

自
養…

﹃
般
泥
洹
經
﹄
に
﹁
以
法
自
養
﹂
と
あ
る
︒
こ
の
こ
と
は
︑
自
利
を
表
す
こ
と
で
あ
ろ
う
︒ 

﹃
般
泥
洹
經
﹄
巻
一
﹁
佛
告
淳
︑
沙
門
有
四
︑
當
識
別
之
︒
一
曰
︑
行
道
殊
勝
︑
二
曰
︑
達
道
能
言
︑
三
曰
︑
依
道
生
活
︑
四
曰
︑
為
道
作
穢
︒
何
謂
殊
勝
︑
佛
所
説
法
︑
不
可
稱
量
︑
能
行
無

比
︑
降
心
能
度
︑
憂
畏
為
法
︑
御
導
世
間
︑
是
輩
沙
門
為
最
殊
勝
︒
何
謂
能
言
︑
佛
所
稱
貴
微
妙
之
法
︑
體
解
其
情
行
之
不
疑
︑
亦
能
為
人
演
説
道
跡
︑
是
輩
沙
門
︑
為
愍
能
言
︒
何
謂
依
道
︑

念
在
自
守
︑
勤
綜
學
業
︑
一
向
不
迴
︑
孜
孜
無
倦
︑
以
法
自
養
︑
是
輩
沙
門
︑
為
知
生
活
︒
何
謂
作
穢
︑
恣
意
所
樂
︑
依
恃
種
姓
︑
專
為
穢
行
︑
為
衆
致
議
︑
不
敬
佛
語
︑
亦
不
畏
罪
︑
是
輩
沙

門
為
道
作
穢
︒
凡
人
見
聞
︑
將
謂
在
道
︑
學
淨
智
者
︑
如
此
而
已
︒
當
知
是
中
︑
有
真
有
偽
︑
有
善
有
惡
︑
不
可
齊
同
以
為
一
也
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
巻
一
︑
一
八
三
頁
中
段)  

6 

艱
勞…

(

け
ん
ろ
う)

︑
艱
難
に
同
じ
意
味
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
︒
こ
の
語
は
︑
﹃
漢
語
大
詞
典
﹄
︑
﹃
古
訓
滙
纂
﹄
に
記
載
な
し
︒
韋
諗
よ
り
以
前
の
用
例
は
︑
見
當
た
ら
な
い
︒
こ
の
後
の

時
代
は
︑
唐
の
般
若
の
訳
語
と
し
て
使
用
さ
れ
︑
ま
た
︑
宗
密
の
注
釈
書
で
の
用
例
が
見
ら
れ
る
︒ 

7 

常
果…

常
住
の
果
︒
隋
・
吉
藏
﹃
維
摩
經
義
疏
﹄
﹁
上
佛
國
品
﹂
﹁
欲
證
萬
德
常
果
﹂
﹃
大
乘
義
章
﹄
巻
十
二
﹁
言
常
果
者
︑
謂
大
涅
槃
︒
無
常
果
者
︑
謂
佛
菩
薩
大
悲
作
用
︒
隨
世
生
滅
︑

故
曰
無
常
︒
此
二
猶
是
涅
槃
經
中
二
種
莊
嚴
︒
常
者
︑
猶
彼
智
慧
莊
嚴
︒
故
彼
經
言
︑
智
慧
莊
嚴
無
礙
常
住
︒
無
常
是
彼
功
德
莊
嚴
︒
故
彼
經
言
︑
功
德
莊
嚴
有
礙
非
常
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
四

四
︑
七
一
二
頁
中
段
︒) 

8 

﹃
大
正
蔵
﹄
﹁
北
本
﹂
﹃
注
涅
槃
﹄
に
同
じ
唯
願
哀
愍
受
我
微
供
︒
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
十
二
︑
三
七
一
頁
下
段
︶
︒
﹁
南
本
﹂
唯
願
哀
受
我
等
微
供
︒
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
十
二
︑
六
一
一
頁
中

段
︶
︒ 

9 

﹃
大
正
蔵
﹄
﹁
北
本
﹂
﹁
然
後
乃
入
於
般
涅
槃
︒
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
十
二
︑
三
七
一
頁
下
段
︶
︑
﹁
南
本
﹂
﹃
注
涅
槃
﹄
に
同
じ
然
後
涅
槃
︒
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
十
二
︑
六
一
一
頁
中
段
︶
︒ 

10 

弗…

︵
副
︶
ず
︒
打
消
し
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
︒
不
に
同
じ
︒ 

11 

硌…

啓
の
異
体
字
︒
申
す
︒
﹃
高
麗
大
藏
經
異
体
字
典
﹄
李
圭
甲
編
︑
高
麗
大
藏
經
研
究
所
︑
二
〇
〇
〇
年
︑
一
一
三
頁
︒
／
﹃
類
聚
名
義
抄
﹄
︵
観
智
院
本
︶
法 

一
三
五
頁 

12 

辨…
(

そ
な
う)

辦
の
通
字
︒
力
を
致
す
意
︒
こ
こ
で
は
︑
供
品
を
準
備
す
る
こ
と
︒ 
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︵
１
４
今
の
官
長
の
若
き
な
り
︒
︶
首
陀
︵
１
４
農
夫
の
類
な
り
︒
︶13

の
如
く
︑
貧
窮
を
以
て
の
故
に
︵
１
５
出
世
の
善
︑
無
き
に
況
う
︒
︶
遠
く
他
国
に
至
り
︑

︵
１
５
生
死
の
本
居
を
捨
て
︑
涅
槃
の
他
国
に
趣
く
︒
︶
役
力
農
作
し
て
︵
１
６
出
世
の
行
を
修
め
る
に
喩
う
︒
︶
好
く
調
え
た
牛
を
得
て
︑
良
い
田
を
平
ら
に
正
し

て
︑
︵
１
７
志
は
迂
曲
な
ら
ざ
る
な
り
︒
︶
諸
も
ろ
の
沙
鹵
・
悪
草
・
株
杌14

無
く
︵
１
７
鹵
は
︑
鹹
い
土
な
り
︒
邪
見
及
び
餘
の
煩
悩
の
生
ぜ
ざ
る
に
喩
う
︒
︶
唯

だ
︑
天
雨
を
希
う
︒
︵
１
８
世
尊
︑
若
し
許
さ
ば
則
ち
法
牙
の
生
を
得
︒
猶
お
衆
苗
の
雨
の
一
潤
を
希
う
が
如
し
︒
︶
︒
調
牛
と
言
う
は
︑
身
口
の
七15

に
喩
う
︒

︵
１
９
身
口
の
七
支
に
況
う
な
り
︒
︶
︒
良
田
平
正
は
︑
智
慧
に
喩
う
︒
沙
鹵
・
悪
草
・
株
杌16

を
除
去
す
は
︑
煩
悩
に17

喩
う
︒
世
尊
よ
︑
我
れ
今
︑
身
に
調

牛
・
良
田
有
り
︑
株
杌18

を
除
去
し
て
︑
唯
だ
如
来
の
甘
露
法
雨
を
希
う
の
み
︵
２
２
常
教
に
譬
う
な
り
︒
︶
︒
貧
し
き
四
姓
と
は
︑
即
ち
我
が
身
が
是
れ
な
り
︒

無
上
法
の
財
宝
に
貧
し
︑
唯
だ
願
わ
く
は
︑
哀
愍19

し
て
我
等
の
貧
窮
困
苦
を
除
断
し
︑
無
量
苦
悩
の
衆
生
を
拯
及
う20

こ
と
し
た
ま
え
︒
我
れ
の
今
︑
供
す
る
所

は
︑
復
た
微
少
な
り
と
雖
も
︑
冀
わ
く
は
如
来
と
大
衆
と
に
充
ち
足
る
を
得
ん
こ
と
を
︒
︵
２
５
仏
の
神
力
が
充
ち
足
る
る
を
得
さ
し
め
ん
こ
と
を
希
む
︒
︶
我
れ

今
︑
主
無
く
︑
親
無
く
︑
帰
無
し
︒
願
は
く
は
︑
羅
睺
羅
の
如
く
矜
愍
を
垂
れ
ん
こ
と
を
︒
︵
２
６
純
陀
の
請
意
を
観
る
に
︑
兩
種
有
り
︒
一
に
︑
受
供
を
請
う
︒
二

に
︑
説
法
を
請
う
︒
将
来
の
食
を
求
め
る
は
︑
受
供
を
請
う
な
り
︒
天
雨
を
希
う
は
︑
説
法
を
請
う
な
り
︒
︶
︒ 
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﹃
一
切
經
音
義
﹄
巻
二
五
︑
﹁
剎
利(

或
云
剎
帝
利
也
︒
劫
︑
初
已
來
︒
帝
︑
王
貴
種
︒
此
云
田
主
︒)

︒
婆
羅
門(

善
見
律
云
︑
常
修
淨
行
︑
愽
學
多
聞
︑
高
貴
人
也
︒)

︒
毘
舍(

賣
買
求

利
︑
販
易
之
人
︒)

︒
首
陀(

下
姓
王
伇
︑
田
夫
之
類
也
︒)

︒
﹂(

大
正
藏
巻
五
四
︑ 
四
六
六
頁
上
段) 

14 

﹃
大
正
蔵
﹄
﹁
北
本
﹂
﹃
注
涅
槃
﹄
に
同
じ
︵
大
正
十
二
︑
三
七
一
頁
下
段
︶
︒
﹁
南
本
﹂
﹁
荒
穢
﹂
︵
大
正
藏
巻
十
二
︑
六
一
一
頁
中
段
︶
︒
株
杌(

し
ゅ
ご
つ)

切
り
株
︒ 

15 

七…

七
支
の
こ
と
︒
身
口 

16  

﹁
南
本
﹂
﹁
荒
穢
﹂
︒ 

17 

﹃
大
正
蔵
﹄
﹁
北
本
﹂
﹁
除
﹂
﹁
除
＝
諸
︻
三
︼
︻
宮
︼
﹂
﹁
南
本
﹂
﹁
除
﹂
︒
﹃
注
﹄
は
︑
﹁
諸
﹂
の
字
だ
が
︑
こ
こ
で
は
︑
﹁
除
﹂
を
取
る
︒ 

18 

﹃
大
正
蔵
﹄
﹁
北
本
﹂
﹃
注
涅
槃
﹄
に
同
じ
︒
﹁
南
本
﹂
﹁
耕
除
衆
穢
﹂
︵
大
正
十
二
︑
六
一
一
頁
中
段
︶
︒ 

19 

﹁
南
本
﹂
﹁
愍
＝
憫
︻
三
︼*

﹂
︒ 

20 

﹁
北
本
﹂
﹁
拯
＝
極
﹂
︻
宮
︼
︒
﹁
興
聖
寺
本
﹂
に
﹁
拯
及
﹂
ス
ク
ウ
と
訓
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
︒ 



4 

爾
の
時
︑
世
尊
・
一
切
種
智
・
無
上
調
御
は
︑
純
陀
に
告
げ
て
曰
わ
く
︑
﹁
善
き
哉
︑
善
き
哉
︒
我
れ
は
今
︑
汝
が
為
に
貧
窮
を
除
断
し
︑
無
上
の
法
雨
を
汝
の

身
田
に
雨
し
て
法
牙21

を
生
ぜ
し
め
ん
︵
３
０
其
の
常
を
施
す
こ
と
を
許
す
は
︑
是
れ
法
雨
が
為
に
︒
︶
︒
汝
今
︑
我
に
寿
命
と
色
と
力22

と
安
と
無
礙
辯23

と
を
求

め
ん
と
欲
す
れ
ば
︑
我
れ
当
に
汝
に
︑
常
の
︹
寿
︺
命
と
色
と
力
と
安
と
無
礙24

辯
と
を
施
す
べ
し
︒
︵
３
２
食
と
は
五
利
を
得
る
故
に
︑
施
す
人
は
五
果
を
獲

る
︒
︶
︒
何
を
以
て
の
故
に
︒
純
陀
よ
︒
施
食
に
二
有
り
て
︑
果
報
に
差
無
し
︒
︵
３
３
一
は
︑
初
め
の
施
し
は
︑
菩
提
を
得
︒
二
は
︑
後
の
施
し
は
︑
涅
槃
に
入

る
︒
施
因
︑
不
同
な
る
が
故
に
︑
二
と
云
う
な
り
︒
倶
に
常
果
を
獲
る
︑
是
れ
則
ち
差
無
し
︒
︶
何
等
を
か
二
と
為
す
や
︒
一
に
は
︑
受
け
已
り
て
阿
耨
多
羅
三
藐
三

菩
提
を
得
る
︵
３
５
藐
の
音25

︑
弥
略
の
反
な
り
︒
︶
︒
二
に
は
︑
受
け
已
り
て
涅
槃
に
入
る
︒
我
れ
は
今
︑
汝
の
最
後
供
養
を
受
け
て
︵
３
６
受
く
に
貴
き
を
擇
ば

ず
し
て
︑
平
等
を
示
す
な
り
︒
︶
︒
汝
を
し
て
檀
波
羅
蜜
を
具
足
せ
し
め
ん
︒
︵
３
６
其
の
施
す
因
に
由
り
て
︑
仏
果
を
成
ぜ
得
し
め
ん
が
故
に
︑
施
し
を
行
ず
る
人

は
︑
檀
度
を
具
足
す
︒
︶
︒ 

爾
の
時
︑
純
陀
即
ち
仏
に
白
し
て
言
わ
く
︑
﹁
仏
の
説
く
と
こ
ろ
の
如
き
に
︑
﹃
二
つ
の
施
し
の
果
報
に
差
別
無
し
︒
﹄
と
は
︑
是
の
義
︑
然
ず
︵
３
８
世
尊
︑

二
つ
の
施
田
を
以
て
等
し
き
と
す
︒
純
陀
︑
二
つ
の
施
田
を
以
て
別
と
す
︒
田
の
不
同
な
る
が
故
に
︑
由
り
て
疑
を
生
ず
な
り
︒
︶
︒
何
を
以
て
の
故
か
︒
先
に
︑
施

し
を
受
く
は
︑
煩
悩
未
だ
に
盡
さ
ず
︑
未
だ
一
切
種
智
を
成
就
す
る
を
得
ず
︑
︵
４
０
菩
提
樹
下
︑
未
だ
正
覚
を
成
ぜ
ず
が
故
に
︑
初
施
は
︑
勝
田26

に
非
ざ
る
を
知

る
な
り
︒
︶
亦
た
未
だ
衆
生
を
し
て
檀
波
羅
蜜
を
具
足
せ
し
む
る
こ
と
能
わ
ず
︒
︵
４
１
既
に
︑
勝
田
非
ず
し
て
︑
熟
ぞ
具
せ
し
め
ん
こ
と
能
う
か
︒
︶
後
の
受
施
と

は
︑
煩
悩
已
に
盡
き
て
已
に
一
切
種
智
の
成
就
を
得
て
衆
生
に
普
く
檀
波
羅
蜜
を
具
足
せ
し
め
得
る
こ
と
を
能
う
︵
４
３
田
︑
既
に
同
じ
か
ら
ず
し
て
︑
果
︑
必
ず

 
21 

﹃
大
正
蔵
﹄
﹁
北
本
﹂
﹁
芽
﹂
﹁
芽
＝
牙
﹂
︻
宋
︼
︻
宮
︼
︒
﹁
南
本
﹂
﹁
芽
﹂
﹁
芽
＝
牙
﹂
︻
宋
︼
︒ 

22 

﹃
大
正
蔵
﹄
﹁
北
本
﹂
﹁
色
力
＝
力
色
﹂
︻
宮
︼
︒ 

23 

﹃
大
正
蔵
﹄
﹁
北
本
﹂
﹁
安
辯
＝
安
樂
無
礙
辯
才
﹂
︻
元
︼
︻
明
︼
︻
宮
︼
︒ 

24 

﹃
大
正
蔵
﹄
﹁
南
本
﹂
﹁
礙=

閡
﹂
︻
三
︼
︒ 

25 

藐…

唐
・
釋
雲
公
撰 

慧
琳
再
加
𠜂𠜂
補
﹃
一
切
經
音
義
﹄
巻
二
六
﹁
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提(
耨
音
︑
奴
篤
反
︒
藐
字
︑
依
梵
音
應
作
彌
略
反
︒
阿
此
云
︑
無
也
︒
耨
多
羅
此
云
︑
上
也
︒
三

云
︑
正
也
︒
藐
等
也
︒
又
三
正
也
︒
菩
提
覺
也
︒
總
云
︑
無
上
正
等
正
覺
也
︒
耨
字
︑
經
中
多
作
耨
字
︒
此
音
奴
構
反
︑
正
與
梵
音
扶
同
︒
然
僧
徒
皆
用
入
聲
字
︑
宜
作
耨
奴
沃
反
︑
亦
得
名
健

行
定
名
︒
經
中
自
釋
云
︑
一
切
事
畢
竟
堅
固
也)

︒
﹂(

大
正
蔵
巻
五
四
︑ 

四
七
七
頁
中
段) 

26 

勝
田…

北
涼
・
曇
無
讖
譯
﹃
優
婆
塞
戒
經
﹄
巻
四
︿
雜
品 

十
九
﹀
﹁
施
果
三
種
︑
有
勝
財
故
獲
得
勝
果
︑
有
田
勝
故
獲
得
勝
果
︑
施
主
勝
故
獲
得
勝
果
︒
向
須
陀
洹
至
後
身
菩
薩
乃
至
成

佛
︑
是
名
勝
田
︑
施
如
是
田
︑
故
得
勝
果
︒
若
有
施
物
︑
具
足
妙
好
色
︑
香
︑
味
︑
觸
︑
是
名
財
勝
︑
以
是
物
施
︑
故
得
勝
果
︒
若
有
施
主
信
心
淳
濃
︑
施
︑
戒
︑
聞
︑
慧
︑
則
得
勝
果
︒
﹂

(

大
正
蔵
巻
二
四
︑
一
〇
五
四
頁
上
段
～
中
段) 
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異
あ
る
こ
と
有
り
︒
︶
先
の
受
施
と
は
︑
直
お27

是
れ
衆
生
な
り
︵
４
４
未
だ
聖
果
を
得
ず
︒
︶
後
の
受
施
者
は
︑
是
れ
天
中
天
な
り
︒
︵
４
４
諸
天
︑
仏
を
望
み
︑

猶
お
人
が
天
を
望
む
が
ご
と
し
が
故
に
︑
天
中
天
と
曰
う
な
り
︒
︶
先
の
受
施
者
は
︑
是
れ
雜
食
の
身
︵
４
５
假
り
の
食
を
資
け
る
が
故
に
︒
︶
︑
煩
悩
の
身
︵
４
５

煩
悩
の
依
り
所
が
故
に
︒
︶
︑
是
れ
︑
後
辺
身
︵
４
６
生
死
は
︑
有
辺
が
故
に
︒
︶
︑
是
れ
無
常
の
身
︵
４
６
生
滅
が
有
る
が
故
に
︒
︶
︑
後
ち
の
受
施
者
は
︑
無
煩

悩
身
︵
４
７
煩
悩
の
所
依
に
非
ざ
る
が
故
に
︒
︶
︑
金
剛
の
身
︵
４
７
不
可
壊
が
故
に
︒
︶
︑
法
身
︵
４
７
法
性
身28

が
故
に
︒
︶
︑
常
身
︵
４
８
無
生
滅
が
故

に
︒
︶
無
辺
の
身
︵
４
８
有
辺29

を
離
れ
る
が
故
に
︒
︶
︒
云
何
に
し
て
︑
﹁
二
つ
の
施
し
の
果
報
は
︑
等
し
く
し
て
差
別
無
し
﹂
と
言
う
か
︒
︵
４
９
初
め
の
施
し

は
︑
仏
に
非
ず
︒
後
の
施
し
は
︑
是
れ
仏
な
り
︒
仏
と
非
仏
の
二
果
は
同
か
ら
ず
︒
云
何
に
説
い
て
言
わ
く
︑
二
因
の
報
い
は
︑
等
し
て
異
無
し
な
り
と
︒
︶
先
の
受

施
は
︑
未
だ
に
檀
波
羅
蜜
︑
乃
至
般
若
波
羅
蜜
を
具
足
す
る
こ
と
能
わ
ず
︒
唯
だ
肉
眼
の
み
を
得
て
︵
５
１
眼
は
︑
是
れ
肉
に
非
ず
︑
肉
に
依
り
て
以
て
成
ず
が
故

に
︑
肉
眼
と
云
う
︒
︶
︑
未
だ
仏
眼
︵
５
１
此
の
眼
は
︑
是
れ
無
分
別
慧
の
証
実
な
り
︒
︶
︑
乃
至
慧
眼
を
得
ず
︵
５
２
無
相
の
慧
を
証
す
な
り
︒
︶
後
ち
の
受
施
者

は
︑
已
に
檀
波
羅
蜜
乃
至
般
若
波
羅
蜜
を
具
足
︑
仏
眼
乃
至
慧
眼
を
具
足
し
得
る
︑
云
何
し
て
︑
言
二
施
の
果
報
は
等
し
き
し
て
︑
差
別
無
し
と
言
う
か
︵
５
４
先

に
施
し
を
受
く
時
︑
未
だ
に
︑
善
に
備
え
る
こ
と
能
わ
ず
︒
後
ち
の
受
施
時
に
︑
已
に
具
足
を
得
︒
而
し
て
︑
﹁
二
施
に
差
無
し
︒
﹂
を
言
い
て
︑
故
に
此
の
難
を
興

す
︒
︶
世
尊
よ
︑
先
の
受
施
者
は
︑
受
け
已
り
て
噉30

食
し
腹
に
入
り
消
化
し
て
︑
命
を
得
て
︑
色
を
得
て
︑
力
を
得
て
︑
安
を
得
て
︑
無
礙
辯
を
得
る
︒
後
の
受

 
27 

﹃
大
正
蔵
﹄
﹁
南
本
﹂
﹁
直
＝
猶
﹂
︒
︵
六
一
一
下
︶ 

28 

法
性
身…

隋
・
吉
藏
の
解
釈
に
よ
る
と
︑
法
性
か
ら
生
ま
れ
た
身
で
あ
る
か
ら
︑
法
性
身
︒
悟
っ
た
法
性
を
以
て
身
と
す
る
か
ら
と
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
宋
・
知
礼
に
よ
れ
ば
︑
本
覚
を
究

顕
す
る
を
法
性
身
と
名
づ
く
と
の
解
釈
も
あ
る
︒
韋
諗
は
︑
ほ
か
の
箇
所
で
も
吉
蔵
の
維
摩
経
関
係
の
注
釈
書
を
読
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
く
︑
こ
こ
で
も
︑
吉
蔵
の
解
釈
に
基
づ
い
て
法
身

の
注
に
わ
ざ
わ
ざ
法
性
身
と
し
た
と
見
え
る
︒ 

隋
・
吉
藏
﹃
淨
名
玄
論
﹄
巻
三
﹁
問
︑
云
何
名
法
性
生
身
︒
答
︑
此
悟
法
性
︑
是
故
受
身
︑
謂
法
性
生
身
︒
問
︑
佛
亦
悟
法
性
︑
而
受
身
與
菩
薩
何
異
︒
答
︑
佛
窮
法
性
之
原
︑
以
法
性
常
故
︑

佛
身
亦
常
︒
故
云
諸
佛
所
師
︑
所
謂
法
也
︒
以
法
常
故
︑
諸
佛
亦
常
︒
菩
薩
未
窮
法
性
︑
法
性
雖
常
︑
而
身
未
常
︒
是
故
異
也
︒
若
以
所
悟
法
性
為
身
︑
名
法
性
身
者
︑
則
佛
與
菩
薩
法
身
不

二
︑
同
皆
常
也
︒
但
論
云
受
法
性
生
身
︒
法
性
生
身
者
︒
從
法
性
而
生
︒
故
不
指
法
性
為
身
也
︒
﹂(
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
八
︑
八
七
三
頁
下
段) 

 

宋
・
知
礼
﹃
觀
無
量
壽
佛
經
疏
妙
宗
鈔
﹄
巻
四
﹁
報
佛
法
性
身
者
︑
滿
足
始
覺
名
為
報
佛
︑
究
顯
本
覺
名
法
性
身
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
七
︑
二
二
〇
頁
上
段) 

29 

有
邊…

唐
・
澄
觀
﹃
大
方
廣
佛
華
嚴
經
疏
﹄
巻
二
四
︿
十
無
盡
藏
品 

二
二
﹀
﹁
言
有
邊
者
︑
即
斷
見
外
道
︒
計
我
於
後
世
更
不
復
作
︒
則
與
此
身
俱
盡
︒
無
邊
者
︑
謂
我
於
後
世
更
有
所

作
︒
﹂(

大
正
蔵
巻
三
五
︑
六
七
八
頁
上
段) 

30 

﹁
南
本
﹂
﹁
噉
＝
之
﹂
︒
﹁
噉
食
﹂
︵
た
ん
し
ょ
く
︶…

が
つ
が
つ
食
う
︒
噉…

く
ら
う
︒ 
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施
者
は
︑
食
さ
ず
︑
消
せ
ず
︑
五
事
の
果
無
し
︒
云
何
が
し
て
︑
二
施
の
果
報
は
︑
等
し
き
差
別
無
し
を
言
う
か
︵
５
８
先
に
受
け
て
︑
食
し
て
身
に
於
い
て
有
用

な
り
︒
後
に
受
く
は
︑
食
さ
ず
し
て
身
に
於
い
て
無
用
な
り
︒
先
と
後
に
殊
り
有
り
︒
理
は
︑
無
惑
に
在
り
︒
今
云
わ
く
別
な
わ
ず
︑
故
に
疑
難
生
ず
る
な
り
︒
︶
︒ 

仏
言
わ
く
︑
善
男
子
よ
︒
如
来
已
に
無
量
無
辺
の
阿
僧
祇
劫
に
於
い
て
食
の
身
有
る
こ
と
無
し
︵
６
１
身
を
資
く
身
は
︑
如
来
に
非
ず
な
り
︒
︶
煩
悩
の
身
は
︑

後
辺
身
・
常
身
・
法
身
・
金
剛
の
身
に
非
ず31

︒
善
男
子
︑
未
だ
仏
性
を
見
ず
者
は
︑
名
づ
け
て
︑
煩
悩
身
・
雜
食
の
身
︑
是
れ
後
辺
身
の
菩
薩
な
り
︒ 

爾
の
時
︑
飲
食
を
受
け
已
り
て
金
剛
三
昧32

に
入
る
︒
此
の
食
︑
消
し
已
り
て
即
ち
仏
性
見
て
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
ん
︒
是
れ
の
故
に
︑
我
れ
二
つ
の
施

し
︑
果
報
等
し
く
し
て
差
別
無
し
を
言
う
︒
︵
６
６
夫
れ
見
性
と
は
︑
乃
ち
是
れ
照
理
の
極
︒
豈
に
食
身
を
以
て
し
て
之
れ
を
見
べ
け
ん
や
︒
苟
し
く
も
食
身
を
見
る

は
︑
則
ち
実
に
非
ざ
る
を
知
る
︒
今
も
昔
も
皆
な
爾
る
故
に
︑
二
つ
の
施
し
に
差
無
し
︒
︶
菩
薩
は
︑
爾
の
時
︑
四
魔
を
破
壞
り
て
︑
今
涅
槃
に
入
り
︑
亦
た
四
魔
を

破
る
︑
是
の
故
に
︑
我
れ
は
︑
二
つ
の
施
し
の
果
報
は
︑
等
し
く
し
て
差
別
無
し
と
言
う
︒
︵
６
８
成
仏
・
涅
槃
倶
に
四
魔33

を
破
す
︒
始
終
平
等
が
故
に
無
二
な

り
︒
︶
菩
薩
は
︑
爾
の
時
に
広
く
十
二
部
経
を
説
ず
と
雖
も
︑
先
に
已
に
通
達
し
︑
今
涅
槃
に
入
り
て
広
く
衆
生
の
為
に
分
別
し
て
演
説
す
︑
是
れ
の
故
に
︑
我
れ

は
︑
二
つ
の
施
し
は
︑
果
報
等
し
く
し
て
差
別
無
し
と
言
う
︒
︵
７
１
説
と
不
説
は
︑
但
だ
縁
を
待
つ
が
為
に
す
︒
已
に
通
達
し
て
久
し
い
︑
故
に
不
異
と
云
う
︒
︶

善
男
子
よ
︑
如
来
の
身
は
︑
已
に
無
量
阿
僧
祇
劫
に
於
い
て
飲
食
を
受
け
た
ま
わ
ず
︑
︵
７
３
純
陀
は
︑
五
事
を
以
て
殊
り
有
り
︑
二
見
を
生
ず
︒
世
尊
︑
五
事
を
以

て
果
同
じ
く
す
︑
説
き
て
一
相
と
為
す
︒
何
を
以
て
の
故
に
︒
如
来
︑
成
仏
し
已
り
て
無
量
の
劫
な
る
が
故
に
︒
然
る
に
則
ち
前
施
と
後
施
倶
に
是
れ
化
仏
な
り
︒
施

仏
に
殊
な
ら
ず
し
て
︑
故
に
無
二
な
り
︒
︶
諸
の
声
聞
が
為
に
説
き
て
︑
﹁
先
に
難
陀
・
難
陀
波
羅
の
二
牧
牛
女
の
奉
ぐ
る
所
の
乳
糜34

を
受
け
︵
７
５
此
の
二
女
人

は
︑
是
れ
姉
妹
な
り
︒
初
成
仏
の
時
︑
女
人
の
施
し
を
受
け
た
ま
う
︒
涅
槃
に
臨
む
時
︑
丈
夫
の
施
し
を
受
け
た
ま
う
は
︑
内
外
の
二
徳
を
表
す
が
為
な
り
︒
内
徳

は
︑
女
が
其
の
順
柔
を
取
る
が
如
く
な
り
︒
外
徳
は
︑
男
が
︑
其
の
剛
正
を
表
す
が
如
し
︒
︶
︑
然
る
後
に
乃
ち
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
﹂
と
言
う
も
︑
我
れ
は

 
31 

﹃
大
正
蔵
﹄
﹁
北
本
﹂
﹁
南
本
﹂
﹁
非
＝
無
﹂
︒ 

32 

金
剛
三
昧…

﹃
説
無
垢
稱
經
疏
﹄
巻
一
︑
﹁
若
據
化
相
︑
菩
提
樹
下
入
金
剛
喩
定
︑
破
煩
惱
魔
︒
捨
第
五
分
壽
︑
沙
羅
雙
林
入
無
餘
涅
槃
︑
破
蘊
魔
︒
留
身
三
月
︑
為
破
死
魔
︑
於
死
自

在
︑
故
能
留
身
︒
菩
提
樹
下
︑
得
成
道
已
︒
先
入
慈
定
︑
為
破
天
魔
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
八
︑
一
〇
〇
五
頁b5-9)

︒ 
33 

﹃
説
無
垢
稱
經
疏
﹄
巻
一
︑
﹁
薄
伽
者
聲
︑
梵
謂
具
德
︒
若
有
為
此
薄
伽
聲
︑
自
能
破
四
魔
︑
具
六
種
德
︑
名
薄
伽
梵
︑
且
分
段
生
死
︒
四
魔
者
︑
一
︑
煩
惱
魔
︒
二
︑
蘊
魔
︒
三
︑
死

魔
︒
四
︑
天
魔
︒
百
二
十
八
根
本
煩
惱
及
隨
煩
惱
︑
名
煩
惱
魔
︒
有
漏
五
蘊
︑
名
為
蘊
魔
︒
無
常
死
滅
︑
名
為
死
魔
︒
他
化
天
子
︑
名
為
天
魔
︒
此
四
能
破
壞
善
事
︑
能
令
有
情
流
轉
生
死
︒
損

害
深
重
︑
偏
稱
為
魔
︒
佛
能
破
之
︑
名
薄
伽
梵
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
八
︑
一
〇
〇
五
頁a27-b5) 

34 

糜
＝
麋
︻
宋
︼
︒ 
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実
に
は
食
せ
ず
︒
我
れ
は
今
︑
普35

く
此36

の
會
の
大
衆
の
為
に
︑
是
の
故
に
汝
が
最
後
に
奉
ぐ
る
所
を
受
く
る
も
︑
実
に
は
亦
た
食
せ
ず
﹂
と
︵
７
８
樹
下
成
仏

は
︑
是
れ
権
に
し
て
︑
食
せ
ず
︒
後
ち
の
施
し
は
︑
是
れ
実
な
り
︒
権
実
︑
殊
な
る
と
雖
も
︑
不
食
は
一
な
り
︒
︶
︒ 

爾
の
時
に
︑
大
衆
は
︑
仏
の
言37

う
所
の
︑
普
く
大
會
が
為
に
︑
将
に
純
陀
の
最
後
供
養
を
受38

け
た
も
う
こ
と
を
聞
き
て
︑
歓
喜
し
踊
躍
し
声
を
同
じ
く
し
て

讃
め
て
言
わ
く
︑
﹁
善
き
哉
︑
善
き
哉
︒
希
有
な
り
︒
純
陀
︑
汝
が
今
︑
字
を
立
て
て
︑
名
も
虚
称
な
ら
ず
︒
純
陀
と
言
う
は
︑
﹁
妙
義
を
解
す
﹂
と
名
づ
く
︒
汝

が
今
︑
是
く
の
如
き
に
大
義
を
建
立
す
︑
是
れ
の
故
に
︑
実
に
依
り
て
義
に
從
い
て
名
を
立
て
る
が
故
に
︑
純
陀
と
名
づ
く
︵
８
４
今
解
す
る
所
の
義
は
︑
昔
の
嘉

名
に
契
い
︑
名
と
実
が
相
称
す
る
が
故
に
︑
共
に
之
れ
を
讃
え
る
︒
︶
︒
汝
が
今
︑
現39

世
に
︑
大
名
利
を
得
て
︑
徳
と
願
︑
満
ち
足
る
︵
８
５
昔
︑
迦
葉
仏
の
時
に

於
い
て
︑
斯
の
誓
願
を
発
し
︑
今
最
後
の
供
養
を
得
ん
︒
故
に
満
足
と
云
う
︒
︶
甚
だ
奇
な
り
︒
純
陀
︑
人
中
に
在
り
て
生
ま
れ
︑
復
た
得
難
し
無
上
之
利
を
得
︵
８

６
檀
の
利
を
具
う
は
︑
無
上
と
為
す
な
り
︒
︶
︒
善
い
哉
︒
純
陀
︑
優
曇
花
の
如
し
に
世
間
に
希
有
な
り
︒
︵
８
７
輪
王
が
世
に
出
づ
れ
ば
︑
此
の
花
乃
ち
現
わ

る
︒
︶
仏
が
世
に
出
る
は
︑
亦
復
甚
し
く
難
し
︒
仏
生
に
値
い
︑
法
を
信
聞
す
は
︑
復
た
難
し
︒
仏
が
涅
槃
に
臨
み
︑
最
後
供
養
を
辨40

す
こ
と
能
う
は
︑
是
の
事

復
が
難
し
︒
是
れ
に
於
い
て
︑
南
無
純
陀
︑
南
無
純
陀
な
り
︵
９
０
南
無
︑
此
れ
帰
命
を
言
う
︒
︶
︒
汝
今
︑
已
に
檀
波
羅
蜜
を
具
す
る
は
︑
猶
お
秋
月
の
十
五
日

夜
の
清
浄
が
如
し
︒
円
満
に
し
て
︑
諸
の
雲
翳
無
く
︑
一
切
の
衆
生
︑
瞻
仰
せ
ざ
る
無
し
︒
汝
亦
是
く
の
如
し
し
て
︑
我
ら
の
瞻
仰
す
る
所
と
為
す
︒
仏
已
に
︑
汝

の
最
後
供
養
を
受
け
た
ま
わ
り
︑
汝
を
し
て
檀
波
羅
蜜
具
足
せ
し
め
ん
︒
南
無
純
陀
は
︑
是
れ
の
故
に
説
く
︒
汝
︑
月
の
如
し
に
盛
満
し
︑
一
切
の
衆
生
︑
瞻
仰
せ

ざ
る
は
無
し
︒
南
無
純
陀
︒
人
身
を
受
く
と
雖
も
︑
心
は
︑
仏
心
に
如
し
︒
︵
９
５
同
じ
く
大
悲
を
以
て
心
と
為
す
な
り
︒
︶
汝
今
︑
純
陀
は
真
に
是
れ
仏
子
に
し

て
︑
羅
睺
羅
如
く
し
て
︑
等
し
く
し
て
異
有
る
こ
と
無
し
︒
爾
の
時
︑
大
衆
即
ち
偈
を
説
い
て
言
わ
く
︑
汝
︑
人
道
に
生
じ
る
と
雖
も 

已
に
第
六
天
を
超
ゆ
︵
９

８
他
化
自
在
天
は
︑
是
れ
欲
界
の
頂
︑
魔
王
波
旬
の
都
の
処
な
り
︒
心
︑
其
の
境
超
ゆ
が
故
に
共
に
之
を
歎
す
︒
︶
我
れ
及
び
一
切
の
衆 

今
の
故
に
稽
首
し
て
請
う 

人
中
の
最
勝
尊 

今
当
に
涅
槃
に
入
る 

汝
︑
応
に
我
等
を
愍
れ
み 

唯
だ
願
わ
く
は
速
や
か
に
仏
を
請
い
て
︑
久
し
く
世
間
に
住
し 

無
量
の
衆
を
利
益
し
た
も

 
35 

﹃
大
正
蔵
﹄
﹁
北
本
﹂
﹁
為
於
此
會
﹂
﹁
為
於=

普
為
︻
三
︼
﹂
︑
﹁
南
本
﹂
﹁
普
為
作
會
﹂
︒ 

36 

﹁
南
本
﹂
﹁
此
＝
作
﹂
︒ 

37 

﹃
大
正
蔵
﹄
﹁
北
本
﹂
﹁
南
本
﹂
﹁
所
言=

世
尊
﹂
︒ 

38 

﹃
大
正
蔵
﹄
﹁
北
本
﹂
﹁
將
受
＝
受
於
﹂
︑
﹁
南
本
﹂
﹁
將
受
＝
哀
受
﹂
︒ 

39 

﹃
大
正
蔵
﹄
﹁
北
本
﹂
﹁
南
本
﹂
﹁
見
＝
現
﹂
︒
こ
こ
で
は
︑
意
味
を
と
っ
て
︑
﹁
現
世
﹂
と
す
る
︒ 

40 

﹃
大
正
蔵
﹄ 

﹁
北
本
﹂
辦
︒
﹁
辨
＝
辦
︻
宮
︼
﹂
︒ 
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う 

智
の
讃
え
る
と
こ
ろ
の 

無
上
の
甘
露
法
を
演
説
し
た
ま
え 

汝
が
若
し
仏
に
請
わ
ず
ん
ば 

我
が
命
は
将
に
全
う
せ
ざ
ら
ん 

是
の
故
に
応
に
見
え
て
為
に

調
御
師
を
稽
請
す
べ
し
﹂
と
︒ 

爾
の
時
に
︑
純
陀
が
歓
喜
し
踊
躍
す
る
こ
と
︑
譬
え
ば
︑
有
る
人
が
父
母
を
卒
に
喪
い
︑
忽
然
と
し
て
還
生41

る
が
如
く
︑
︵
１
０
４
声
を
承
け
て
滅
事
を
告
ぐ

は
︑
卒
に
喪
う
こ
と
と
同
じ
く
す
︒
五
難
を
聞
答
し
て
︑
譬
え
て
劫
が
蘇
る
が
如
し
︒
︶
純
陀
が
歓
喜
す
る
こ
と
亦
復
た
是
く
の
如
し
︒
因42

り
て
起
き
て
礼
仏
し
て

偈
を
説
い
て
言
わ
く
︑ 

快
き
哉
︑
己
が
利
を
獲 

善
く
人
身
を
得 

貪
恚
等
を
蠲
除
し
︵
１
０
６
蠲
の
音
︑
古
玄
の
反
な
り
︒
︶
永
に
三
悪
道
を
離
る43 

快
き
哉
︒
己
の
利
を
獲
し 

金

宝
の
聚
に
遇
得
り 
調
御
師
に
値
遇
い 

畜
生
に
墮
す
る
こ
と
懼
れ
ず 

仏
は
優
曇
花
の
如
く 

値
遇
い
て
信
を
生
み
難
し 

已
に
遇
い
て
善
根
を
種
え 

永
に
餓

鬼
の
苦
を
滅
し44 

亦
復
た
能
く 

阿
修
羅
の
種
類
を
損
減
す
る
こ
と
︵
１
１
０
自
ら
欣
び
て
仏
に
見
え
四
趣
を
離
れ
る
こ
と
を
得
︒
︶
芥
子
を
針
鋒
に
投
ず
る
︹
が

如
し
︺
仏
の
出
で
る
こ
と
彼45
於
り
難
し 

我
れ
具
足
檀
を
以
て46 

広
く47

生
死
海48

を
度
す 

仏
は
世
法
に
染
ら
ざ
る
こ
と 

蓮
の
水
中49

を
出50

で
る
が
如

し 

善
く
有
頂
の
種
を
断
ず
︵
１
１
２
三
有
の
頂
を
謂
う
な
り
︒
︶
永
に
生
死
の
流
れ
を
度
る
︑
世
に
生
じ
て
人
と
為
る
こ
と
難
く
︑
仏
の
世
に
値
う
も
亦
た
難
き

こ
と
︑
猶
お
大
海
の
中
に
て
盲
龜
の
浮
孔
に
遇
う
が
如
し
︒
我
が
今
︑
奉
ぐ
る
所
の
食
も
て
︑
願
わ
く
は
無
上
の
報
を
得
︒
一
切
の
煩
悩
結
の
堅
固
な
ら
ざ
る
を
摧

破
し
︑
我
れ
は
今
︑
此
処
に
於
い
て
︑
天
人
の
身
を
求
め
ず
︒
設
使
い
之
を
得
て
も
︑
心
は
亦
た
甘
楽
な
ら
ざ
る
な
り
︒
如
来
が
供
養
を
受
け
た
ま
わ
ば
︑
歓
喜
す

る
に
量
有
る
こ
と
︑
猶
お
伊
蘭
花
の
栴
檀
香
を
出
だ
す
が
如
く
︑
我
が
身
も
伊
蘭
の
如
し
︑
如
来
が
我
が
供
を
受
け
た
ま
わ
ば
︑
栴
檀
香
を
出
だ
す
が
如
し
︒
是
の

故
に
我
れ
は
歓
喜
す
︒
我
が
今
報
を
見
る
を
得
︒
最
勝
・
上
妙
の
処
の
︹
帝
︺
釋
・
梵
︹
天
︺
の
諸
天
等
は
︑
悉
く
来
た
り
て
我
れ
を
供
養
す
︒
一
切
の
諸
も
ろ
の

 
41 

﹃
大
正
蔵
﹄
﹁
北
本
﹂
﹁
南
本
﹂
﹁
生
＝
活
﹂
︒ 

42 

﹃
大
正
蔵
﹄
﹁
北
本
﹂
﹁
南
本
﹂
﹁
因
＝
復
﹂
︒ 

43 

﹁
離
＝
滅
︻
三
︼
﹂
︒ 

44 

﹃
大
正
蔵
﹄
﹁
北
本
﹂
﹁
離
﹂
﹁
離
＝
滅
︻
三
︼
﹂
︒ 

45 

﹃
大
正
蔵
﹄
は
︑
﹁
是
﹂
︒ 

46 

以
＝
已
︻
宋
︼
︻
元
︼
︻
明
︼
︒ 

47 

﹁
具
足
檀
廣
﹂
は
︑
﹃
大
正
蔵
﹄
に
は
︑
な
し
︒ 

48 

﹁
度
生
死
海
﹂
は
︑
﹃
大
正
蔵
﹄
に
は
︑
﹁
度
人
天
生
死
﹂
︒ 

49 

﹃
大
正
蔵
﹄
は
︑
﹁
中
﹂
な
し
︒ 

50 

﹃
大
正
蔵
﹄
は
︑
﹁
處
﹂
︒ 
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世
間
︑
悉
く
諸
の
苦
悩
を
生
ず
る
は
︑
皆
な
︑
世
尊
︑
涅
槃
に
入
り
た
ま
わ
ん
と
欲
す
る
を
知
る
を
以
て
な
り
︒
高
声
に
是
の
言
を
唱
う
︒
世
間
に
調
御
無
し
︑
応

に
衆
生
を
捨
つ
べ
か
ら
ず
︒
応
に
こ
と
一
子
の
如
く
視
る
べ
し
︑
と
︒
如
来
が
僧
の
中
に
在
り
て
︑
無
上
の
法
を
演
説
し
た
も
う
こ
と
︑
須
弥
の
宝
山
が
︑
大
海
に

安
処
す
る
が
如
し
︒
仏
智
が
能
善
く
︑
我
れ
等
の
無
明
の
闇
を
断
ち
た
も
う
こ
と
︑
猶
お
虚
空
の
中
に
︑
雲
を
起
こ
し
清
涼
を
得
る
が
如
し
︒
如
来
が
能
善
く
一
切

の
諸
も
ろ
の
煩
悩
を
除
き
た
も
う
こ
と
︑
猶
お
日
が
出
づ
る
時
に
︑
雲
を
除
き
︑
光
が
普
く
照
ら
す
が
如
し
︒
是
の
諸
も
ろ
の
衆
生
等
︑
恋
慕
し
て
悲
慟
を
増
し
︑

悉
皆
く
生
死
の
苦
水
に
為
り
て
漂
わ
さ
る
︒
是
れ
を
以
て
の
故
に
︑
世
尊
よ
︑
応
に
衆
生
の
信
を
長
て
︑
生
死
の
苦
を
断
た
ん
が
為
に
︑
久
し
く
世
間
に
住
ま
り
た

も
う
べ
し
︑
と
︒ 

仏
は
純
陀
に
告
げ
た
ま
わ
く
︑
是
く
の
如
く
︑
是
く
の
如
し
︒
汝
の
所
説
の
如
く
︑
仏
の
出
世
の
難
き
こ
と
優
曇
花
の
如
し
︒
仏
に
値
い
て
信
を
生
ず
る
も
亦
復

た
甚
だ
難
く
︑
仏
の
涅
槃
に
臨
み
て
︑
最
後
に
食
を
施
し
て
能
く
檀
を
具
足
う
る
こ
と
倍
復
甚
だ
難
し
︒
汝
は
今
︑
純
陀
よ
︑
大
し
く
愁
苦
す
る
こ
と
莫
れ
︒
応
当

に
歓
喜
し
て
深
く
自
ら
最
後
に
如
来
を
供
養
す
る
に
値
い
︑
檀
波
羅
蜜
を
成
就
し
具
足
う
る
こ
と
を
得
る
を
慶
幸
ぶ
べ
し
︒
応
に
仏
に
久
し
く
世
に
住
ま
る
こ
と
を

請
う
べ
か
ら
ず
︒
︵
１
３
３
請
う
所
を
止
め
る
な
り
︒
︶
汝
は
今
︑
当
に
﹁
諸
仏
の
境
界
は
悉
皆
く
無
常
な
り
︑
諸
行
の
性
相
も
亦
復
た
是
く
の
如
し
﹂
と
観
す
べ

し
︑
と
︒
︵
１
３
５
応
身
は
︑
是
れ
有
︑
仏
の
境
界
を
名
づ
く
︒
化
に
随
い
滅
を
示
す
が
故
に
︑
無
常
と
曰
う
︒
五
蔭
の
遷
流
︑
名
づ
け
て
諸
行
と
為
し
︑
亦
た
仏
の

化
に
同
じ
︑
故
に
如
是
と
云
う
︒
︶
即
ち
純
陀
が
為
に
偈
を
説
い
て
言
わ
く
︑ 

一
切
の
諸
の
世
間
︑
生
ず
る
者
は
︑
皆
な
死
に
帰
す
︒
寿
命
は
無
量
と
雖
ど
も
︑
当
に
盡
き
る
期
有
る
こ
と
を
要
す
べ
し
︒
壯
年
暫
く
停
ら
ず
︑
美
色
は
︑
病
に

能
く
侵
さ
れ
︑
命
は
死
の
呑
ぜ
ら
れ
る
所
と
為
す
︒
世
法
︑
無
常
に
住
す
︒
諸
の
王
は
︑
自
在
威
を
得
︒ 

力
は
︑
等
し
く
雙
び
難
き
も
︑
一
切
皆
な
遷
動
す
︒
寿
命

も
亦
た
是
く
の
如
し
︒
衆
苦
の
輪
︹
廻
︺
に
際
︹
限
︺
無
し
︒
流
転
し
て
休
息
せ
ず
︒
三
界
は
皆
無
常
な
り
︒
諸
有
は
悉
く
楽
に
非
ず
︒
此
の
道
本
よ
り
性
相
は
︑

一
切
︑
皆
な
空
無
な
り
︒
︵
１
４
２
其
の
性
相
を
求
め
る
も
︑
得
る
べ
か
ら
ず
が
ゆ
え
に
︒
︶
壊
れ
る
可
き
法
は
流
転
し
て
︑
常
に
憂
患
等
有
り
︒
恐
怖
の
諸
も
ろ
の

過
悪
な
る
に
︑
老
・
病
・
死
・
衰
悩
あ
り
︑
是
の
諸
も
ろ
に
辺
有
る
こ
と
無
く
︑
︵
１
４
４
過
患
多
き
な
り
︒
︶ 

壊
れ
易
く
し
て
怨
み
侵
さ
る
︒
煩
悩
の
相
︑
煩

悩
に
纏
り
裏
ま
る
る
こ
と
︑
猶
お
蠶
の
繭
に
処
う
が
如
し
︒
何
れ
の
智
慧
有
る
者
か
︵
而
︶
当
に
是
の
処
を
楽
し
む
べ
き
や 

此
の
身
は
苦
の
集
ま
る
所
に
し
て
︑
一
切
皆
て
不
浄
扼51

な
り
︒
扼
縛
・
癰
瘡
等
の
︵
１
４
６
扼
縛
︑
煩
悩
を
況
い
︑
癰
瘡
︑
苦
報
を
喩
う
︒
︶
根
本
に
義
・
利
無

く
︑
上
は
諸
天
の
身
に
至
る
も
︑
皆
亦
復
た
是
く
の
如
し
︒
諸
欲
は
皆
無
常
な
り
︑
故
に
我
れ
は
貪
著
せ
ず
︒
欲
を
離
れ
善
く
思
惟
し
て
︑
真
実
に
於
い
て
証
す
︒

 
51 

不
淨
扼…

隋
・
慧
遠
の
﹃
大
般
涅
槃
經
義
記
﹄
巻
一
︿
壽
命
品
﹀
に
︑
﹁
下
明
不
淨
︒
此
身
苦
集
一
切
不
淨
︒
果
體
不
淨
︒
扼
縛
癰
瘡
根
本
無
利
︒
種
子
不
淨
︒
扼
者
四
扼
︒
所
謂
欲
有
無

明
及
見
︒
欲
界
煩
惱
除
無
明
見
︒
名
為
欲
扼
︒
色
無
色
界
一
切
煩
惱
除
無
明
見
︒
名
為
有
扼
︒
三
界
無
明
名
無
明
扼
︒
三
界
諸
見
名
為
見
扼
︒
此
等
四
種
能
令
衆
生
為
苦
所
扼
︒
故
名
為
扼
︒
﹂

(

﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
七
六
三
六
頁
上) 
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究
竟
し
て
有
を
断
ず
る
者
は
︑
今
日
当
に
涅
槃
す
べ
し
︒
︵
１
４
９
有
は
︑
有
身52

の
有
を
謂
う
な
り
︒
如
来
︑
久
し
く
已
に
有
無
し
︑
而
し
て
今
捨
身
す
︒
此
︑
滅

に
非
ず
し
て
︑
滅
を
現
ず
を
明
か
す
な
り
︒
︶
我
れ
は
有
の
彼
岸
に
度
り
︵
１
５
０
三
有53

の
河
を
度
り
︑
涅
槃
の
岸
に
至
る
︒
︶
已
に
諸
の
苦
を
過
る
を
得
︒
是
の

故
に
︑
今
日
に
於
い
て 

純
︵
陀
︶
上
妙
の
楽
を
受
く
る
の
み
︑
と
︒
︵
１
５
１
有
有
は
︑
即
ち
有
苦
︑
無
有
︑
即
ち
無
苦
︒
無
苦
の
極
み
︑
是
れ
名
づ
け
て
妙
楽
な

り
︒
︶54
是
の
因
縁
を
以
て
の
故
に
無
戯
論
の
辺
を
証
す
︒
永
く
諸
の
纏
縛
を
断
ず
︒
今
日
涅
槃
に
入
り
︑
我
れ
老
病
死
無
く
︑
寿
命
も
盡
く
し
べ
か
ら
ず
︒
我
れ

今
涅
槃
に
入
り
て
︑
猶
お
大
火
が
滅
す
る
が
如
し
︒
純
陀
︑
汝
応
に
如
来
の
義
を
思
量
べ
か
ら
ず
︒
当
に
如
来
の
常
な
る
こ
と
︑
猶
お
須
弥
山
が
如
く
観
る
べ
し
︒ 

我
れ
今
涅
槃
に
入
り
て
︑
第
一
楽
を
受
く
︒
諸
の
仏
法
︑
是
く
の
如
し
︒
︵
１
５
６
既
に
化
生
せ
れ
ば
︑
理
宜
し
く
化
滅
す
べ
し
︒
︶ 

応
に
復
た
啼
哭
せ
ざ
る
べ

し
︒ 

︹157

︺
爾
の
時
︑
純
陀
仏
に
白
し
て
言
く
︑
世
尊
よ
︒
是
く
の
如
し
是
く
の
如
し
︒
誠
に
聖
教
の
如
し
︒
我
が
今
︑
有
す
る
所
の
智
慧
の
微
淺
な
る
こ
と
︑
猶
お

蚊
・
蚋
の
如
し
︒
何
ん
ぞ
能
く
如
来
の
涅
槃
の
深
奧
の
義
を
思
議
せ
ん
や
︒
世
尊
よ
︑
我
れ
は
今
已
に
︑
諸
も
ろ
の
大
龍
象
な
る
菩
薩
摩
訶
薩
に
し
て
諸
も
ろ
の
結

漏
を
断
ぜ
る
文
殊
師
利
法
王
子
と
等
し
︒
世
尊
よ
︑
譬
え
ば
幼
年
の
も
の
が
初
め
て
出
家
を
得
て
︵
１
６
１
道
を
習
い
て
未
だ
久
し
か
ら
ず
︑
名
づ
け
て
幼
年
を
曰

く
︒
始
め
て
常
の
理
を
悟
り
︑
是
れ
初
出
の
義
な
り
︒
︶
未
だ
具
戒
せ
ざ
る
と
雖
も
︑
即
ち
僧
數
に
墮
つ
る
が
如
し
︒
我
れ
も
亦
た
是
く
の
如
し
︒
仏
・
菩
薩
の
神
通

力
以
て
の
故
に
︑
是
く
が
如
く
大
菩
薩
の
數
に
在
る
こ
と
を
得
︒
是
れ
の
故
に
︑
我
れ
は
今
︑
如
来
を
し
て
久
し
く
世
に
住
ま
り
て
︑
涅
槃
に
入
り
た
ま
わ
ざ
ら
し

め
ん
と
欲
す
︒
譬
え
ば
如
飢
え
人
が
終
に
変
吐
無
き
が
如
し
︒
唯
だ
願
わ
く
は
世
尊
よ
︑
亦
復
た
是
く
の
如
く
常
に
世
に
住
ま
り
て
涅
槃
に
入
り
た
ま
わ
ざ
ら
ん
こ

と
を
﹂
と
︒
︵
１
６
５
飢
渇
の
人
︑
必
ず
変
吐55

せ
ず
︒
如
来
の
常
住
則
ち
本
願
の
満
足
を
喩
う
︒
︶ 

︹167

︺
爾
の
時
に
︑
文
殊
師
利
法
王
子
は
純
陀
に
告
げ
て
言
わ
く
︑
﹁
純
陀
よ
︑
汝
は
今
︑
応
に
是
く
の
如
き
言
︑
如
来
を
請
い
で
常
に
世
に
住
ま
り
て
︑
般
涅
槃

せ
ざ
ら
し
め
ん
と
欲
す
と
発
す
べ
か
ら
ず
︒
彼
の
飢
え
人
︑
変
吐
す
る
所
無
き
が
如
く
な
り
︒
汝
は
今
︑
当
に
︑
諸
行
の
性
相
を
観
ず
べ
し
︒
︵
１
７
０
小
乗
法
の

中
︑
仏
を
以
て
是
れ
を
有
と
す
︒
諸
行
の
摂
す
る
所
と
為
す
︷
が
ゆ
え
に
︸
︒
若
し
性
相
の
無
常
を
観
ず
れ
ば
︑
而
し
て
仏
の
色
身
も
︑
終
に
壊
滅
に
帰
す
︒
︶
是
く

の
如
く
行
を
観
ぜ
ば
空
三
昧
を
具
え
ん
︒
︵
１
７
１
無
常
を
観
ず
る
に
由
り
て
︑
法
に
性
無
し
を
知
る
︒
故
に
能
く
空
三
昧
を
具
足
す
る
な
り
︒
︶
正
法
を
求
め
ん
と

 
52 

有
身…

隋
・
吉
蔵
﹃
維
摩
經
義
疏
﹄
巻
五
︿
佛
道
品 

八
﹀
﹁
有
身
者
︑
謂
有
漏
五
陰
身
也
︒
﹂(
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
八
︑
九
七
一
頁
下) 

53 

三
有…

﹃
出
曜
經
﹄
巻
五
︿
愛
品 

三
﹀
﹁
三
有
者
︑
欲
有
︑
色
有
︑
無
色
有
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
巻
四
︑
六
三
四
頁
上) 

54 

こ
こ
よ
り
︑
﹁
南
本
﹂
欠
︒ 

55 

変
吐…

捨
て
る
の
意
︒
﹃
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
﹄
巻
十
四
﹁
未
變
吐
者
︑
未
棄
彼
得
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
二
七
巻
︑
六
七
頁b13-14) 

﹃
阿
毘
達
磨
發
智
論
﹄
巻
二
十
﹁
恒
希
望
變
吐
者
︑

希
望
有
二
︒
一
︑
希
望
財
位
︒
二
︑
希
望
壽
命
︒
彼
阿
羅
漢
於
此
二
種
已
斷
遍
知
︑
故
名
變
吐
︒
即
是
棄
捨
恒
希
望
義
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
巻
二
六
︑
一
〇
三
〇
頁c1-4) 
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欲
せ
ば
︑
応
に
是
く
の
如
く
学
ぶ
べ
し
︒
﹂
と
︒
︵
１
７
２
汝
当
に
行
の
無
常
・
無
性
・
無
相
な
る
を
観
ず
る
べ
し
︒
応
に
仏
を
し
て
︑
久
し
く
世
に
住
ま
る
を
勧
め

ざ
る
べ
し
︒
︶ 

︹172
︺
純
陀
︑
問
う
て
言
わ
く
︑
﹁
文
殊
師
利
よ
︑
夫
れ
如
来
と
は
︑
天
上
人
の
中
の
最
尊
・
最
勝
な
り
︒
是
く
の
如
き
如
来
は
︑
豈
に
是
れ
行
な
ら
ん
や
︒
︵
１

７
４
如
来
と
は
︑
如
実
︷
の
道
︸
に
乗
じ
て
来
り
て
︑
乗
ず
る
所
︑
既
に
実
な
な
れ
ば
︑
果
も
必
ず
是
れ
真
な
る
が
故
に
行
に
非
ず
な
り
︒
︶
若
し
是
れ
行
な
れ
ば
︑

生
滅
の
法
と
せ
ん
︒
︵
１
７
５
天
人
の
行
は
︑
是
れ
行
な
り
︒
世
尊
は
︑
天
に
出
で
過
ぎ
た
る
︑
豈
に
諸
天
と
同
じ
く
是
れ
行
と
な
ら
ん
や
︒
若
し
是
れ
行
な
ら
ば
︑

便
ち
生
滅
と
為
し
︑
正
行
に
非
ず
な
り
︒
︶
譬
え
ば
︑
水
の
泡
の
速
や
か
に
起
こ
り
︑
速
や
か
に
滅
す
る
が
如
く
︑
往
来
し
流
転
す
る
こ
と
猶
お
車
輪
の
如
く
︑
一

切
諸
行
も
亦
復
た
是
く
の
如
し
︒
我
れ
は
︑
﹃
諸
天
の
寿
命
は
極
め
て
長
し
﹄
と
聞
く
︑
云
何
ぞ
世
尊
は
是
れ
天
中
天
な
れ
ど
も
︑
寿
命
は
更
け
る
こ
と
促
く
し
て

百
年
に
満
た
ざ
る
や
︒
︵
１
７
８
非
想
の
天
︑
寿
は
八
万
の
劫
な
り
︒
況
や
仏
の
命
︑
長
か
ら
ず
な
り
︒
︶
聚
落
主56

の
勢
が
自
在
を
得
て
︑
自
在
力
を
以
て
能
く

 

他
人
を
制
せ
ん
に
︑
是
の
人
は
福
盡
き
て
其
の
後
貧
賤
に
し
て
人
に
軽
蔑
せ
ら
れ
︑
他
に
為
り
て
策
ち
て
使
わ
れ
る
が
如
し
︒
所
以
は
何
ん
︒
勢
力
を
失
す
る

が
故
な
り
︒
世
尊
も
亦
た
爾
な
り
︒
諸
行
に
同
じ
と
す
︒
諸
行
に
同
じ
と
せ
ば
︑
則
ち
天
中
天
為
り
と
称
す
こ
と
を
得
ず
︒
何
を
以
て
の
故
か
︑
諸
行
は
︑
即
ち
是

れ
生
死
の
法
の
故
に
︒
是
れ
の
故
に
文
殊
よ
︑
如
来
は
諸
行
に
同
じ
を
観
ず
る
こ
と
勿
れ
︒ 

︹185

︺
復
た
次
に
︑
文
殊
よ
︑
知
り
て
説
く
と
為
ん
や
︑
知
ら
ず
し
て
説
き
て
︵
１
８
５
知
ら
ず
し
て
説
く
は
是
れ
妄
語
と
為
し
︑
若
し
必
ず
常
を
知
ら
ば
︑
則
ち

応
さ
に
説
か
ざ
る
べ
し
︒
︶
而
も
如
来
は
諸
行
に
同
じ
と
言
う
や
︒
︵
１
８
６
常
を
以
て
無
常
と
為
す
を
責
む
る
な
り
︒
︶
設
使
い
如
来
が
諸
行
に
同
じ
と
せ
ば
︑
則

ち
三
界
の
中
に
於
い
て
天
中
天
の
自
在
な
る
法
王
為
り
と
言
う
を
得
ず
︒
譬
え
ば
人
王
の
如
し
な
り
︵
１
８
８
衆
生
を
況
う
な
り
︒
︶
︒
大
力
士
有
り
て
︵
１
８
８

如
来
を
喩
う
な
り
︒
衆
生
の
能
く
仏
の
出
世
を
感
ず
る
と
言
う
故
に
︒
︶
其
の
力
︑
千
︹
人
︺
に
当
た
り
︑
更
に
能
く
之
を
降
伏
す
る
者
︑
有
る
こ
と
無
し
︵
１
８
９

能
く
四
魔
を
摧
す
を
喩
う
な
り
︒
︶
︒
是
く
の
如
き
力
士
は
︑
王
の
愛
念
す
る
所
な
り
︑
故
に
此
の
人
︑
一
人
千
に
当
る
と
称
す
︒
謂
能
く
偏
え
に
爵
禄
を
賜
わ

り
︑
封
賞
は
自
然
な
り
︵
１
９
１
四
事
を
以
て
供
養
す
る
な
り
︒
︶
︒
千
人
に
当
る
と
称
す
る
こ
と
を
得
る
所
以
と
は
︑
是
の
人
未
だ
必
ず
千
に
力
敵
せ
ず
︑
直
だ

57

種
種
の
技
芸58

を
以
て
能
く
千
に
勝59

る
所
の
故
︑
故
に
当
千
と
称
す
︵
１
９
３
芸
︑
無
為
功
徳
を
謂
う
な
り
︒
︶
︒
如
来
も
亦
た
爾
り
︒
煩
悩
魔
・
陰
魔
・
天

 
56 

聚
落
主…

(

じ
ゅ
ら
く
し
ゅ) 

唐
・
普
光
述
﹃
俱
舍
論
記
﹄
巻
十
八
︿
分
別
業
品 

四
﹀
﹁
聚
落
主
︑
即
是
城
主
邑
主
︒
﹂(

大
正
蔵
巻
四
一
︑ 

二
八
一
頁
中) 

57 

直 

﹃
大
正
蔵
﹄
﹁
北
本
﹂
﹁
南
本
﹂
共
に
︑
但
︒
直
も
但
も
似
た
よ
う
な
意
味
や
使
い
方
が
で
き
る
︒
韋
諗
は
︑
同
じ
字
の
使
用
を
嫌
う
傾
向
が
あ
り
︑
こ
う
い
う
細
か
い
と
こ
ろ
で
︑

同
じ
意
味
の
違
う
字
を
當
て
る
こ
と
を
よ
く
す
る
︒ 

58 

技
芸 

﹃
大
正
蔵
﹄
﹁
北
本
﹂
﹁
南
本
﹂
共
に
伎
藝
と
す
る
︒ 

59 

所
能
勝
於…

﹃
大
正
蔵
﹄
﹁
北
本
﹂
﹁
南
本
﹂
共
に
所
能
能
勝
︒ 
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魔
・
死
魔
を
降
す
︒
是
の
故
に
如
来
を
三
界
尊
と
名
づ
く
︒
彼
の
力
士
の
一
人
︑
千
に
当
る
が
如
し
︒
是
の
因
縁
を
以
て
︑
種
種
の
無
量
真
実
の
功
徳
を
成
就
し
具

足
す
︒
故
に
如
来
・
応
・
正
遍
知
と
称
す
︒
文
殊
師
利
︑
汝
今
応
に
憶
想
分
別
し
如
来
の
法
を
以
て
於
諸
行
に
同
じ
と
す
べ
か
ら
ず
︒
譬
え
ば
巨
富
の
長
者
の
子
を

生
む
が
如
き
︵
１
９
８
衆
生
︑
仏
を
感
じ
来
た
り
て
三
界
に
至
り
︑
故
に
生
子
と
云
う
︒
︶
︑
相
師
︑
之
を
占
い
て
短
寿
の
相
有
り
と
︵
１
９
９
文
殊
説
く
に
︑
仏
は

是
れ
無
常60

な
り
と
︒
︶
父
母
聞
き
已
り
て
︑
其
の
家
嗣
を
紹
繼
す
る
こ
と
任
え
ざ
る
を
知
り
︵
２
０
０
家
は
法
性
を
謂
う
な
り
︒
若
し
仏
有
為
に
非
ら
ず
ん
ば
︑
則

ち
仏
︑
法
性
の
家
よ
り
生
ま
れ
︑
是
れ
法
の
真
子
︑
法
の
王
家
を
紹
繼
す
る
に
堪
任
せ
る
な
り
︒
若
し
是
れ
有
為
な
れ
ば
︑
則
ち
法
性
と
相
い
背
き
︑
法
の
真
子
に
非

ら
ざ
る
が
故
に
不
住
と
曰
く
︒
︶
︑
復
び61

愛
重
せ
ず
視
る
こ
と
芻
草62

の
如
し
︒
夫
れ
短
寿
者
は
︑
沙
門
・
婆
羅
門
ら
︑
男
女
・
大
小
の
敬
念
す
る
所
と
為
さ
ず
︒

若
し
如
来
を
し
て
諸
行
に
同
じ
く
せ
し
め
ば
︑
亦
復
た
一
切
世
間
の
人
・
天
・
衆
生
の
奉
敬
す
る
所
を
為
さ
ず
︒
如
来
の
説
く
所
の
︑
不
変
・
不
異
の
真
実
の
法

も
︑
亦
た
受
く
者
無
し
︒
︵
２
０
５
唯
だ
証
の
み
が
乃
ち
悟
り
な
り
︒
︶
是
れ
の
故
に
文
殊
︑
応
さ
に
︑
如
来
は
︑
一
切
の
諸
行
に
同
じ
と
い
う
言
を
説
く
べ
か
ら

ず
︒
復
た
次
に
文
殊
︑
譬
え
ば
貧
女
の
如
し
︑
居
家
救
護
の
者
有
る
こ
と
無
し
︵
２
０
７
女
︑
行
人
を
況
う
な
り
︒
こ
の
妙
理
︑
闕
す
る
は
︑
居
家
無
く
︑
善
人
よ
り

遠
離
し
︑
救
護
有
ら
ざ
る
を
喩
う
︒
︶
︒
加
え
て
復
た
病
苦
・
飢
渴
に
逼
ま
れ
︵
２
０
８
煩
悩
は
是
れ
病
苦
︑
無
法
は
飢
渇
為
り
︒
︶
︑
遊
行
・
乞
丐
し
︑
︵
２
０
９

丐
は
亦
た
乞
な
り
︒
師
を
尋
ね
︑
道
を
請
う
行
乞
の
象63

︵
な
り
︶
︒
︶
他
の
客
舍
に
止
ま
り
︑
︵
２
０
９
夫
れ
教
に
権
拪64

の
義
有
る
が
故
︑
大
乗
を
以
て
諸
逆65

 
60 

隋
・
慧
遠
述
﹃
大
般
涅
槃
經
義
記
﹄
巻
一
︿
壽
命
品
﹀
﹁
相
師
占
之
有
短
壽
相
︒
喩
前
文
珠
説
佛
有
為
︒
文
殊
相
師
觀
佛
名
占
︒
説
佛
今
滅
名
短
壽
相
︒
父
母
聞
下
喩
世
輕
賤
︒
父
母
聞
等

喩
明
感
聖
道
機
衆
生
聞
短
不
愛
︒
知
佛
不
能
常
流
法
化
︒
名
為
不
任
紹
繼
家
嗣
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
七
︑
六
三
八
五
頁
上
段a7…

12)

韋
諗
は
︑
慧
遠
の
﹃
義
記
﹄
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ

る
︒
な
ぜ
な
ら
︑
﹁
文
殊
説
佛
有
為
﹂
と
い
う
表
現
が
︑
﹁
文
殊
説
佛
是
無
常
也
︒
﹂
と
相
似
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
︒
た
だ
︑
有
為
を
無
常
に
言
い
換
え
た
に
過
ぎ
な
い
︒
同
じ
言
葉
を
使
い

た
く
な
い
韋
諗
か
ら
は
︑
想
像
し
難
く
な
い
︒
ほ
か
に
︑
こ
の
よ
う
な
表
現
を
使
用
し
た
例
は
︑
見
当
た
ら
な
い
︒ 

61 

不
復 

﹁
ま
た
～
せ
ず
﹂
で
読
む
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
︑
こ
こ
で
は
︑
﹁
も
う
愛
さ
な
い
﹂
の
意
味
を
強
調
す
る
た
め
に
︑
敢
え
て
﹁
ふ
た
た
び
～
せ
ず
﹂
と
し
た
︒ 

62 

芻
草 

 
63 

象 

姿
︑
形
︑
景
色
︒ 

64 

權
拪 

権
に
仮
の
意
有
り
︒
拪
＝
栖
︒
棲
に
同
じ
︒
ね
ど
こ
の
意
︒
權
拪
は
︑
仮
り
の
ね
ど
こ
の
意
︑
転
じ
て
旅
宿
の
こ
と
を
い
う
︒ 

65 

︵
辶
＋
羊
︶ 

逆
の
異
体
字
︒
︵
有
賀
要
延
編
﹃
難
字
・
異
体
字
典
﹄
国
会
刊
行
会
︑
一
九
八
五
年
︶ 

逆
旅 

﹃
大
般
涅
槃
經
集
解
﹄
巻
五
︿
純
陀
品 

二
﹀
﹁
案
︑
道
生
曰
︑
三
界
之
身
︑
為
邪
見
之
宅
︒
為
惡
所
止
︑
於
其
本
善
︑
為
他
舍
也
︒
僧
亮
曰
︑
人
天
之
果
︑
為
逆
旅
也
︒
法
瑤
曰
︑
人

天
之
身
︑
惑
之
所
得
︒
出
自
理
外
︑
終
卒
應
無
︒
譬
客
舍
也
︒
曇
濟
曰
︑
生
死
之
中
︑
非
其
久
處
︑
譬
之
他
舍
也
︒
智
秀
曰
︑
常
解
習
因
︑
非
生
死
眷
屬
︒
為
客
︒
五
陰
有
權
栖
之
義
︑
曰

舍
︒
﹂(

大
正
蔵
巻
三
七
︑
三
九
六
頁
中
段) 

こ
こ
の
部
分
は
︑
﹃
集
解
﹄
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
︒ 
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旅66

に
方
ぶ
︒
︶
寄
り
て
一
子
を
生
む
︒
︵
２
１
０
解
を
起
す
を
生
と
名
づ
き
︑
仏
を
紹
ぐ
を
子
と
為
す
︒
︶
是
れ
客
舍
の
主
︵
２
１
０
化
仏
を
謂
う
な
り
︒
︶
駆

逐
し
て
去
ら
し
む
︒
︵
２
１
１
教
の
捨
鈴67

実
を
求
め
さ
せ
し
む
る
が
故
に
︒
︶
其
の
產
未
だ
久
し
か
ら
ざ
る
に
︑
︵
２
１
１
入
理
深
か
ら
ざ
る
な
り
︒
︶
是
の
兒
を

携
抱
し
て
︑
他
国
に
至
ら
ん
と
欲
す
︒
︵
２
１
２
持
解
は
携
抱
を
喩
う
︒
廻
向
は
︑
至
ら
ん
と
欲
す
を
名
づ
く
︒
将
に
仏
果
に
趣
く
は
︑
他
国
と
為
す
︒
︶
其
の
中
路

に
於
い
て
︑
悪
風
雨
に
遇
い
︑
寒
苦
並
び
に
至
る
︒
︵
２
１
３
正
修
行68

の
時
︑
名
づ
け
て
中
路69

と
為
す
︒
觸
の
塵
に
對
す
る
境
は
︑
是
れ
風
雨
に
遇
う
︒
起
悪
招

報
は
︑
名
づ
け
て
寒
苦
な
り
︒
︶
多
く
蚊
虻
・
蜂
螫
・
毒
蟲
の
唼
食
せ
ら
れ
る
所
と
為
す
︒
︵
２
１
４
唼
食
︑
悪
友
の
善
を
害
す
る
を
況
う
な
り
︒
︶
恒
河
を
経
由

し
︑
兒
を
抱
き
厲70
渡
す
︒
其
の
水
漂
疾
な
れ
ど
も
︑
︵
２
１
５
漂
の
音
︑
偏
妙
の
反
︒
︶
終
に
放
捨
せ
ず
︒
︵
２
１
６
中
に
二
乗
に
遇
う
を
︑
恒
河
を
経
す
に
況

う
︒
解
を
持
し
出
を
求
む
は
︑
兒
を
抱
き
て
渡
る
に
喩
う
︒
小
の
勧
む
所
と
為
す
を
︑
水
の
漂
疾
と
名
づ
く
な
り
︒
解
を
守
り
從
わ
ざ
る
こ
と
︑
放
捨
せ
ず
が
の
如

し
︒
︶
是
に
於
い
て
母
子
遂
に
共
俱
に
沒
す
︒
︵
２
１
７
身
を
以
て
法
に
殉
じ
︑
倶
に
没
す
る
状
︒
︶
是
の
如
き
女
人
︑
慈
念
の
功
徳
に
て
︑
命
終
の
後
︑
梵
天
に
生

ず
︒
︵
２
１
８
慈
念
は
︑
護
法
を
況
う
︑
梵
天
は
解
脈71

を
喩
う
︒
︶
文
殊
師
利
︑
若
し
善
男
子
有
り
︑
正
法
を
護
ら
ん
と
欲
せ
ば
︑
﹁
如
来
︑
諸
行
に
同
じ
︑
諸
行

 
66 

逆
旅 

逆
は
迎
な
り
︒
旅
人
を
迎
え
る
意
︒
旅
舎
を
い
う
︒
李
白
の
詩
﹃
春
夜
宴
桃
李
園
序
﹄
に
︑
﹁
天
地
者
︑
万
物
之
逆
旅
︑
光
陰
者
︑
百
代
之
過
客
︒
﹂
︒ 

67 

捨
鈴 

未
詳
︒
思
う
に
︑
追
い
払
う
た
め
の
鈴
か
︒
﹃
一
切
經
音
義
﹄
の
み
な
ら
ず
︑
旃
陀
羅
が
︑
鈴
を
持
っ
て
︑
ほ
か
の
人
が
近
寄
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
す
る
義
務
が
あ
っ
た
と
の
記
述

が
あ
る
︒
そ
れ
が
転
じ
て
鈴
の
音
を
以
て
︑
人
を
追
い
払
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
︒
唐
・
慧
琳
﹃
一
切
經
音
義
﹄
巻
二
六
︵
釈
雲
公
撰
﹃
涅
槃
経
音
義
﹄
巻
二
三
︶
﹁
旃
陀
羅(

亦
名

旃
荼
羅
︒
此
云
嚴
幟
︑
謂
以
惡
業
自
嚴
︑
行
持
標
幟
也
︒
其
人
若
行
︑
必
搖
鈴
自
標
︒
若
不
爾
者
︑
必
獲
重
罪
︒
時
人
謂
︑
殺
人
膾
子
屠
也
︒
獵
・
擔
糞
人
也
︒)

︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
巻
五
四
︑

四
七
六
頁
下
段) 

68 

正
修
行
時…

唐
・
般
若
︑
牟
尼
室
利
訳
﹃
守
護
國
界
主
陀
羅
尼
經
﹄
巻
八
︿
般
若
根
本
事
業
莊
嚴
品 

八
﹀
﹁
正
修
行
時
是
般
若
業
︒
自
心
明
了
是
般
若
母
︒
顯
示
他
人
是
般
若
業
︒
樂
住
寂

靜
是
般
若
母
︒
知
本
寂
靜
是
般
若
業
︒
樂
於
獨
處
是
般
若
母
︒
一
道
清
淨
是
般
若
業
︒
修
行
妙
觀
是
般
若
母
︒
得
慧
解
脫
是
般
若
業
︒
修
三
解
脫
門
是
般
若
母
︒
三
智
現
前
是
般
若
業
︒
﹂

(

﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
九 

︑
五
六
二
頁
中
段) 

69 

中
路…

﹃
法
華
義
疏
﹄
巻
八
に
︑
﹁
中
路
者
︑
初
發
大
心
欲
出
離
生
死
︑
遠
求
佛
道
欲
離
小
行
︑
而
大
解
未
成
︑
於
此
中
間
而
退
也
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
四
︑
五
七
五
頁
下
段
～
五
七
六

頁
上
段) 

70 

厲
渡…

﹃
大
正
蔵
﹄
﹁
北
本
﹂
而
度
︑
﹁
南
本
﹂
而
度
︒
渡
＝
度
○三
︒
厲
は
︑
腰
ぐ
ら
い
の
高
さ
の
川
を
渡
る
と
い
う
意
有
り
︒
﹃
一
切
經
音
義
﹄
巻
五
二
﹁
厲
渡(

力
制
反
︒
﹃
尒
雅
﹄

由
帶
已
上
︑
為
厲
︒
由
自
也
睞
已
下
︑
為
揭
褰
衣
也
︒
揭
音
︑
去
例
反
︒)

︒
﹂(

大
正
蔵
巻
五
四
︑
六
五
七
頁
中
段) 

71 

解
脈…

脈
を
知
る
︒
﹃
摩
訶
止
觀
﹄
巻
五
に
︑
﹁
良
い
医
者
が
︑
薬
や
病
を
詳
し
く
区
別
し
て
︑
︵
患
者
の
︶
身
体
や
声
そ
し
て
脈
の
様
子
を
分
析
し
て
薬
を
与
え
る
と
違
い
が
出
る
よ
う

に…

﹂
と
あ
る
︒
﹁
譬
如
良
醫
精
別
藥
病
︑
解
色
解
聲
解
脈
逗
藥
即
差
︒
有
命
盡
者
亦
不
能
起
死
︒
若
不
解
脈
醫
問
病
相
依
語
作
方
︑
亦
挑
脫
得
差
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
巻
四
六
︑
五
六
頁
下
段) 
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に
同
じ
か
ら
ず
﹂
と
説
く
こ
と
勿
れ
︒
︵
２
２
０
応
化
の
二
身
︑
有
常
無
常
な
る
は
︑
蓋
し
諸
仏
の
方
便
︑
利
生
の
教
え
な
り
︒
若
し
諸
行
に
同
じ
と
説
か
ば
︑
是
れ

常
教
に
違
う
︒
若
し
諸
行
に
同
じ
か
ら
ず
と
説
か
ば
︑
無
常
の
教
え
に
違
う
︒
正
法
を
護
る
に
︑
人
は
当
に
説
い
て
︑
同
︑
不
同
を
言
う
べ
か
ら
ず
な
り
︒
︶
唯
だ
当

に
自
ら
責
む
べ
し
︑
﹁
我
れ
今
愚
癡
に
し
て
︑
未
だ
慧
眼
有
ら
ず
﹂
と
︒
如
来
の
正
法
は
思
議
す
べ
か
ら
ず
︒
是
の
故
に
応
に
︑
如
来
の
定
は
是
れ
有
為
︑
定
は
是

れ
無
為
と
宣
べ
て
説
く
べ
か
ら
ず
︒
︵
２
２
３
方
便
は
是
れ
有
為
︑
真
諦
は
是
れ
無
為
︑
二
法
相
依
し
︑
定
と
言
う
べ
か
ら
ず
︒
︶
若
し
正
見
す
る
者
は
︑
応
に
如
来

の
定
は
是
れ
無
為
と
説
く
べ
し
︒
︵
２
２
４
真
を
談
じ
俗
を
言
わ
ざ
る
な
り
︒
︶
何
を
以
て
の
故
に
︑
能
く
衆
生
が
為
に
︑
善
法
を
生
ぜ
し
め
が
故
に
︑
憐
愍
を
生

ず
る
が
故
に
︒
彼
の
貧
女
の
恒
河
に
在
り
て
子
を
愛
念
す
る
が
為
に
︑
身
命
を
捨
つ
る
が
如
し
︒
善
男
子
︑
護
法
の
菩
薩
も
︑
亦
た
応
に
是
く
の
如
く
な
る
べ
し
︒

寧
ろ
身
命
を
捨
つ
と
も
︑
如
来
は
︑
有
為
に
同
じ
と
説
か
ず
︒
︵
２
２
８
有
為
に
同
じ
と
説
く
は
︑
是
れ
仏
を
謗
る
な
り
︒
︶
当
に
如
来
は
︑
無
為
に
同
じ
と
言
う
べ

し
︒
如
来
は
︑
無
為
に
同
じ
と
説
く
を
以
て
の
故
に
︑
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
ん
︒
彼
の
女
人
の
梵
天
に
生
ず
る
こ
と
を
得
る
が
如
し
︒
︵
２
３
０
女
は
︑
慈

故
を
以
て
の
故
に
︑
天
に
生
ず
︒
人
は
︑
謗
ら
ず
を
以
て
︑
解
を
得
ん
︒
︶
何
を
以
て
の
故
に
︒
法
を
護
る
を
以
て
の
故
に
︒
云
何
が
護
法
な
る
︒
謂
ゆ
る
説
き
て

﹁
如
来
︑
無
為
に
同
じ
﹂
と
言
う
な
り
︒
善
男
子
︑
是
く
の
如
き
人
は
解
脱
を
求
め
ず
と
雖
も
︑
解
脱
は
自
ず
か
ら
至
ら
ん
︒
彼
の
貧
女
の
梵
天
を
求
め
ざ
れ
ど

も
︑
梵
天
自
ら
至
る
が
如
し
︒
文
殊
師
利
︑
人
の
遠
行
す
る
が
如
く
︑
中
路
に
疲
れ
極
ま
り
︑
︵
２
３
４
起
修
し
て
長
久
な
る
を
是
れ
遠
行
と
曰
う
︒
中
を
以
て
疲
廢

す
る
が
故
に
︑
名
け
て
疲
れ
極
ま
る
と
為
す
︒
︶
他
舍
に
寄
止
し
︑
︵
２
３
５
退
い
て
小
乗
に
住
す
る
を
︑
名
づ
け
て
寄
止
と
為
す
︒
二
乗
の
居
す
る
所
︑
是
れ
他
舎

と
為
す
︒
︶
臥
寐
の
中
︑
︵
２
３
６
大
解
の
未
だ
発
ら
ず
を
喩
う
な
り
︒
︶
其
の
室
に
忽
然
大
火
卒
か
に
起
き
︑
︵
２
３
６
火
は
無
常
を
況
う
な
り
︒
無
常
の
諸
世
間

を
焼
く
を
聞
説
す
は
︑
義
︑
卒
か
に
起
き
る
に
同
じ
︒
︶
即
時
に
驚
寤
し
︑
尋
い
で
自
ら
思
惟
す
ら
く
︑
︵
２
３
７
無
常
を
覚
知
し
︑
驚
寤
と
為
す
︒
漸
く
権
教
を

識
る
を
︑
思
惟
と
名
づ
く
︒
︶
我
れ
今
に
於
い
て
︑
定
ん
で
死
せ
ん
こ
と
惑
無
し
︒
︵
２
３
８
仏
身
を
憂
慮
し
て
︑
厳
教
の
隠
す
所
と
為
し
︑
故
に
必
死
を
言
う
︒
︶

慚
愧
を
具
ぐ
が
故
に
︑
衣
を
以
て
身
を
纏
い
︑
︵
２
３
９72

仏
︑
無
常
を
現
し
︑
有
類
有
類
の
身
醜
く
︑
仏
の
無
常
な
る
を
恥
じ
て
︑
故
に
慚
愧
と
名
づ
く
︒
仏
の
真

常
を
説
き
て
︑
仏
の
無
常
を
隠
す
を
︑
是
れ
纏
身
と
曰
う
︒
︶
即
便
命
終
わ
り
て
︑
︵
２
４
０
心
を
護
り
て
死
に
至
る
を
︑
名
け
て
終
と
為
す
な
り
︒
︶
忉
利
天
に
生

ず
︒
︵
２
４
０
須
弥
山
上
に
︑
三
十
二
の
天
有
り
︑
忉
利
天
王
の
輔
臣
と
為
す
︒
今
の
言
う
忉
利
に
生
ず
と
は
︑
三
十
二
の
相
を
得
ん
を
喩
う
な
り
︒
︶
是
れ
從
り
已

 
72 

佛
現
無
常
︑
有
類
身
醜
︑
恥
佛
無
常
︑
故
名
慚
愧…

こ
の
一
句
の
意
味
が
良
く
取
れ
な
い
︒
訓
読
文
と
し
て
︑
二
つ
の
読
み
を
試
み
た
︒
①
仏
︑
無
常
を
現
し
︑
有
類
︑
身
の
醜
き
こ
と
を

恥
ず
︒
仏
︑
無
常
な
る
が
故
に
︑
慚
愧
と
名
づ
く
︒
②
仏
︑
無
常
を
現
し
︑
有
類
の
身
醜
く
︑
仏
の
無
常
な
る
を
恥
じ
て
︑
故
に
慚
愧
と
名
づ
く
︒ 
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後
︑
八
十
返73

を
満
ち
て
大
梵
王
と
作
り
︵
２
４
２
況
え
て
八
十
種
の
好
を
得
ん
な
り
︒
︶
百
千
世
を
満
ち
て
︑
人
中
に
生
じ
て
︑
転
輪
王
と
為
る
︒
︵
２
４
３
百

千
は
︑
寿
の
無
量
を
譬
い
︑
輪
王
は
︑
不
共
の
功
徳
を
況
う
︒
︶
是
の
人
復
三
悪
趣
に
生
ぜ
ず
︒
︵
２
４
３
不
生
は
︑
常
を
証
す
を
喩
い
︑
三
悪
は
流
転
を
譬
う
︒
︶

展
転
し
て
常
に
安
楽
之
処
に
生
ず
︒
︵
２
４
４
無
為
の
常
果
︑
是
れ
安
処
な
り
︒
︶
是
の
縁
を
以
て
の
故
に
︑
文
殊
師
利
︑
若
し
善
男
子
︑
慚
愧
有
ら
ば
︑
応
に
仏

を
観
じ
て
︑
諸
行
に
同
じ
と
す
べ
か
ら
ず
︒
︵
２
４
６
遇
火
の
人
︑
身
の
醜
悪
を
愧
じ
︑
衣
を
以
て
体
を
覆
い
︑
命
終
り
て
天
に
生
ず
︒
護
法
の
人
︑
如
来
の
諸
行
に

同
じ
を
説
か
ず
し
て
︑
故
に
解
脱
を
得
ん
︒
︶
文
殊
師
利
︑
外
道
邪
見
は
︑
如
来
有
為
に
同
じ
と
説
く
べ
し
︒
持
戒
の
比
丘
︑
是
く
の
如
く
如
来
の
所
に
於
い
て
︑

有
為
の
想
を
生
ず
べ
か
ら
ず
︒
︵
２
４
９
比
丘
の
人
は
︑
是
れ
仏
の
弟
子
︑
応
に
師
の
処
に
生
滅
心
を
起
こ
す
べ
か
ら
ず
︒
︶
若
し
如
来
は
是
れ
有
為
と
言
わ
ば
︑
即

ち
是
れ
妄
語
な
り
︒
当
に
知
る
べ
し
︒
是
の
人
は
︑
死
し
て
地
獄
に
入
る
こ
と
︑
人
の
自
ら
己
が
舍
宅
に
処
す
が
如
し
︒
︵
２
５
１
因
は
既
に
不
善
︑
果
は
是
れ
地

獄
︒
此
の
道
は
必
然
に
し
て
︑
已
が
宅
に
入
る
が
如
く
︒
︶
文
殊
師
利
︑
如
来
は
真
実
に
是
無
為
の
法
な
り
︒
復
た
応
に
是
れ
有
為
と
言
う
べ
か
ら
ざ
る
な
り
︒
汝
今

日
從
り
︑
生
死
の
中
に
於
い
て
︑
応
に
無
智
を
捨
し
て
︑
正
智
を
求
む
べ
し
︒
︵
２
５
３
当
に
生
滅
の
心
を
捨
て
︑
実
相
の
常
法
を
観
ず
る
べ
し
︒
︶
当
に
如
来
は
即

ち
是
れ
無
為
な
る
と
知
る
べ
し
︒
若
し
能
く
是
く
の
如
く
︑
如
来
を
観
ず
る
者
は
︑
当
に
三
十
二
相
の
具
足
を
得74

︑
速
疾75

に
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
成
就

す
︒
︵
２
５
６
文
殊
の
仏
の
無
常
を
説
く
は
︑
権
の
道
を
以
て
常
を
除
く
な
り
︒
純
陀
の
仏
の
常
住
を
説
く
は
︑
実
の
智
を
以
て
無
常
を
除
く
な
り
︒
二
つ
倶
に
利
益

し
︑
両
義
に
傷
無
し
︒
︶
爾
の
時
︑
文
殊
師
利
法
王
子
は
︑
純
陀
を
讃
え
て
言
わ
く
︑
善
い
哉
善
い
哉
︒
︵
２
５
８
其
の
解
の
深
き
こ
と
を
歎
ず
る
な
り
︒
︶
善
男

子
︑
汝
は
今
已
に
長
寿
の
因
縁
を
作
し
︑
能
く
如
来
は
是
れ
常
住
の
法
︑
不
変
異
の
法
︑
無
為
の
法
と
知
る
︒
汝
今
︑
如
く
の
是
く
善
く
如
来
の
有
為
の
相
を
覆

う
︒
被
火
の
人76

の
慚
愧
が
為
に
︑
故
に
衣
を
以
て
身
を
覆
い
︑
是
の
善
心
に
由
り
て
︑
忉
利
天
に
生
じ
︑
復
た
梵
王
︑
転
輪
聖
王
と
為
し
︑
悪
趣
に
至
ら
ず
︑
常

に
安
楽
を
受
く
が
如
し
︒
汝
も
亦
た
是
く
の
如
し
︒
善
く
覆
如77

︵…

抜
け
あ
り
︶
︵
文
︶
殊
師
利
言
わ
く
︑
如
来
は
汝
及
以
び
我
れ
︵
等
︶
一
切
衆
生78

に
於
い

 
73 

反…

﹃
注
涅
槃
經
﹄
は
︑
﹁
反
﹂
︑
﹃
大
正
蔵
﹄
﹁
北
本
﹂
返
︒
﹁
北
本
注
﹂
返
＝
反
○三
○宮
︒
﹁
南
本
﹂
返
︒ 

74 

﹁
注
﹂
當
得
具
足
︑
﹁
北
﹂
・
﹁
南
﹂
具
足
當
得
︒ 

75 

﹁
注
﹂
﹁
北
﹂
速
疾
︑
﹁
南
﹂
疾
成
︒ 

76 

﹁
注
﹂
﹁
南
﹂
如
被
火
人
︑
﹁
北
﹂
如
彼
火
人
︒
﹁
北
注
﹂
彼
＝
被
○三
︒ 

77 

抜
け
た
箇
所
あ
り
︒
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑
三
七
四
頁
中
段
二
十
三
行
の
﹁
來
﹂
よ
り
︑
同
頁
下
段
十
四
行
の
﹁
文
﹂
ま
で
抜
け
︒ 

78 

﹁
注
﹂
﹁
北
﹂
於
我
一
切
衆
生
︒
﹁
南
﹂
我
等
一
切
衆
生
︒ 
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て
︑
皆
悉
く
悅
可
す
︒
︵
２
６
４
同
じ
く
一
子
と
視
る
が
故
に
︒
︶
純
陀
答
え
て
言
わ
く
︑
汝
応
に
如
来
は
悅
可79

す
と
言
う
べ
か
ら
ず
︒
︵
２
６
５
悦
の
執
を
除
く

な
り
︒
︶
夫
れ
悅
可
と
は
︑
則
ち
是
れ
倒
想
︒
︵
２
６
５
想
う
べ
き
悦
有
る
こ
と
︑
是
れ
を
顛
倒
と
名
づ
く
︒
︶
若
し
倒
想
有
ら
ば
即
ち
是
れ
生
死
な
し
︒
生
死
有
ら

ば
︑
即
ち
有
為
の
法
︒
是
れ
の
故
に
︑
文
殊
︑
如
来
は
是
れ
有
為
な
り
と
謂
う
な
か
れ
︒
︵
２
６
７
此
の
果
を
擧
げ
以
て
因
執
を
除
く
︒
︶
若
し
如
来
は
是
れ
有
為

と
言
わ
ば
︑
我
と
仁
者
と
俱
に
顛
倒
を
行
ず
︒
︵
２
６
８
若
し
権
を
執
し
て
実
と
為
せ
ば
︑
是
れ
則
ち
仁
と
倶
に
倒
妄
を
行
ず
︒
︶
文
殊
師
利
︑
如
来
は
︑
愛
念
の
想

有
る
こ
と
無
し
︒
︵
２
６
９
分
別
を
離
せ
し
む
な
り
︒
︶
夫
れ
愛
念
と
は
︑
彼
の
母
牛
の
其
の
子
を
愛
念
し
︑
復
た
飢
渴
し
て
行
き
て
水
草
を
求
む
と
雖
も
︑
若
し

く
は
足
る
で
あ
れ
︑
足
ら
ず
で
あ
れ
︑
倏
爾80

還
帰
す
る
が
如
し 

︒
諸
仏
の
大
慈
は
是
の
念
有
る
こ
と
無
し
︒
等
し
く
一
切
を
羅
睺
羅
の
如
く
視
ん
︒
︵
２
７
２
母

牛
の
独
り
其
の
子
を
念
ず
る
の
み
が
如
き
に
あ
ら
ざ
る
な
り
︒
︶
是
く
の
如
く
念
ず
る
は
︑
即
ち
是
れ
諸
仏
の
智
慧
境
界
な
り
︒
︵
２
７
３
愛
念81

無
く
︑
真
を
観
る

な
り
︒
等
し
く
一
切
の
縁
俗
を
視
る
な
り
︒
真
俗
雙
観
す
る
は
︑
是
れ
仏
の
慧
境
︒
︶
文
殊
師
利
︑
譬
え
ば
国
王
の
駕
駟82

を
調
御
す
る
に
︑
驢
乗
を
馳
せ
て
之
に
及

ば
し
め
ん
と
欲
す
と
も
︑
是
れ
の
処
な
し
︒
我
と
仁
者
と
︑
亦
復
た
是
の
如
し
︒
如
来
の
微
密
深
奧
を
盡
さ
ん
と
欲
す
と
も
︑
亦
た
是
の
処
無
し
︒
文
殊
師
利
︑
如

金
翅
鳥
の
︵
２
７
７
鳥
は
︑
法
身
を
況
う
な
り
︒
︶
虚
空
を
飛
昇
す
る
こ
と
無
量
由
旬
に
し
て
︑
︵
２
７
７
浄
土
を
喩
う
な
り
︒
︶
大
海
を
下
観
し
て
︑
︵
２
７
８

海
は
︑
生
死
を
譬
う
な
り
︒
︶
悉
く
水
性
の
魚
鼈
・
黿
︵
２
７
８
黿
の
音
︑
魚
袁
の
反
︒
︶
鼉
︵
２
７
９
徒
多
の
反
︒
︶
・
龜
龍
の
属
を
見
︑
︵
２
７
９
六
道
の
衆
生

を
見
る
を
喩
う
な
り
︒
︶
及
び
己
影
を
見
る
こ
と
︵
２
８
０
化
身
を
反
視
し
て
︑
三
界
に
現
れ
る
︒
︶
明
鏡
に
於
い
て
︑
諸
の
色
像
を
見
る
が
如
し
︒
︵
２
８
０
真
俗

倶
に
鑒83

る
な
り
︒
︶
凡
夫
は
少
智
に
し
て
︑
是
く
如
き
の
所
見
を
籌
量
す
る
こ
と
能
わ
ず
︒
我
と
仁
者
と
︑
亦
復
た
是
の
如
し
︒
如
来
の
智
慧
を
籌
量
す
る
こ
と

能
わ
ず
︒
文
殊
師
利
︑
純
陀
に
語
り
て
言
わ
く
︑
是
の
如
し
︑
是
の
如
し
︒
汝
の
所
説
の
如
し
︒
我
︑
此
の
事
に
於
て
達
せ
ず
と
為
す
に
非
ず
︒
直
だ
︑
汝
の
諸
の

菩
薩
事
を
試
み
ん
と
欲
す
る
の
み
︒
︵
２
８
４
我
れ
今
仏
の
諸
行
者
に
同
じ
と
説
く
は
︑
是
れ
了
と
せ
ず
に
非
ざ
る
な
り
︒
将
に
新
学
の
人
を
試
さ
ん
と
︑
故
に
是
の

説
を
作
す
︒
︶
爾
の
時
︑
世
尊
は
︑
其
の
面
門
從
り
種
種
の
光
出
だ
す
︒
︵
２
８
５
仏
自
ら
供
を
催
す
な
り
︒
︶
其
の
光
明
は
文
殊
の
身
を
曜
照
す
︒
文
殊
師
利
︑

斯
の
光
に
遇
い
已
り
て
︑
即
ち
是
の
事
を
知
り
︑
尋
い
で
に
純
陀
に
告
ぐ
︒
如
来
の
今
は
︑
是
の
瑞
相
を
現
わ
し
︑
久
し
か
ら
ず
し
て
必
ず
当
に
涅
槃
に
入
り
た
ま

 
79 

悦
可…

﹃
大
般
涅
槃
經
﹄
巻
二
︿
壽
命
品 

一
﹀
﹁
夫
悅
可
者
︑
則
是
倒
想
︒
若
有
倒
想
︑
則
是
生
死
︒
有
生
死
者
︑
即
有
為
法
︒
﹂(

大
正
蔵
巻
十
二
︑
三
七
四
頁
下
段) 

80 

﹃
注
﹄
倏
爾
︵
し
ゅ
く
じ
︑
意
味
︑
忽
然
︒
倏
然
と
も
︒
︶
︒
﹁
北
本
﹂
﹁
南
本
﹂
忽
然
︒ 

81 

愛
念…

唐
・
行
満
﹃
涅
槃
經
疏
私
記
﹄
巻
二
︑
﹁
二
舉
譬
顯
者
︑
意
明
有
為
無
為
︒
當
無
愛
念
︒
如
彼
乳
牛
愛
念
其
子
也
︒
﹂(

﹁
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
﹄
三
七
巻
︑
二
四
頁c21…

22) 
82 

駕
駟…

唐
・
慧
琳
﹃
一
切
經
音
義
﹄
巻
九
︵
玄
應
撰
﹃
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
經
﹄
巻
三
〇
音
義
﹁
駕
駟(
相
二
反
︒
説
文
︑
駟
一
乘
也
︒
﹁
穆
天
子
傳
﹂
曰
︑
獻
良
馬
十
駟
︒
郭
璞
曰
︑
四
馬

駟
︑
謂
四
十
匹
也)

︒
﹂(

大
正
蔵
巻
五
四
︑
三
六
〇
頁b3) 

83 

鑑…

か
ん
が
み…

る
︒
見
分
け
る
︒
識
別
す
る
︒ 
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う
べ
し
︒
汝
が
先
に
設
く
る
所
の
最
後
の
供
養
を
︑
宜
し
く
時
に
仏
及
び
大
衆
に
奉
獻
す
べ
し
︒
純
陀
当
に
知
る
べ
し
︑
如
来
が
是
の
種
種
の
光
明
を
放
ち
た
ま
う

こ
と
︑
因
縁
無
き
に
非
ざ
る
こ
と
を
︒
純
陀
︑
聞
き
已
り
て
︑
情
は
咽
ぎ84

默
然
た
り
︒
仏
︑
純
陀
に
告
げ
た
ま
わ
く
︑
﹃
汝
︑
仏
及
び
大
衆
に
奉
施
す
る
所
︑
今

正
に
是
の
時
な
り
︒
如
来
︑
久
し
か
ら
ず
し
て
当
に
般
涅
槃
す
べ
し
︒
第
二
第
三
も
亦
復
た
是
く
の
如
し
︒
︵
２
９
２
将
に
食
に
因
り
て
化
を
起
せ
り
︑
故
に
之
を

促
す
な
り
︒
︶
爾
の
時
︑
純
陀
︑
仏
語
を
聞
き
已
り
て
︑
声
を
舉
げ
て
啼
哭
し
︑
鳴
咽
し
て
言
わ
く
︑
﹃
苦
な
る
哉
︑
苦
な
る
哉
︑
世
間
は
空
虚
な
り
︒
﹄
と
︒ 

復
た
大
衆
に
白
さ
く
︑
我
ら
今
者
︑
一
切
︑
当
に
共
に
五
体
投
地
し
て
︑
同
声
に
仏
に
勧
め
て
般
涅
槃
し
た
ま
う
こ
と
莫
か
ら
し
む
べ
し
︒
︵
２
９
５
一
人
の
誠

は
︑
仏
を
し
て
感
じ
さ
せ
た
ま
う
こ
と
能
わ
ざ
る
を
恐
れ
︑
故
に
自
ら
大
衆
に
同
じ
く
共
に
住
を
請
い
た
ま
う
︒
︶
爾
の
時
︑
世
尊
︑
復
た
純
陀
に
告
ぐ
︑
汝
︑
啼
哭

し
自
ら
其
の
心
を
撓
す
莫
か
れ85

︒
︵
２
９
６
心
を
乱
し
道
に
迷
う
故
に
之
を
止
す
な
り
︒
︶
当
に
是
の
身
は
︑
猶
お
芭
蕉
︑
︵
２
９
７
不
堅
牢
な
り
︒
︶
熱
時
の
燄

86

︑
︵
２
９
７
体
に
実
無
し
な
り
︒
︶
水
沫87

︵
２
９
８
搏
る
べ
か
ら
ず88

な
り
︒
︶
幻
化
︵
２
９
８
空
な
ら
ざ
る
こ
と
無
し
な
り
︒
︶
乾
闥
婆
城89

︵
２
９
８
之
を

望
み
て
有
る
に
似
る
も
︑
即
ち
之
れ
実
は
無
し
︒
︶
坏90

器
︵
２
９
９
固
か
ら
ず
を
言
う
な
り
︒
︶
電
光
の
如
く
︑
︵
２
９
９
出
で
已
り
て
便
ち
没
き
る
︒
︶
亦
た
水

 
84 

情
咽…

﹁
北
本
﹂
情
塞
︒
﹁
南
本
﹂
悲
塞
︒
咽 

ふ
さ…

が
る
︒
充
満
す
る
︒
ふ
さ
ぐ
︒ 

85 

汝
莫
啼
哭
自
撓
其
心…

﹃
大
正
蔵
﹄
﹁
北
本
﹂ 

莫
大
啼
哭
令
心
顦
悴
︒
脚
注 
顦
＝
憔
︻
元
︼
︻
明
︼
︻
宮
︼
︒
﹁
南
本
﹂ 

莫
大
啼
哭
自
亂
其
心
︒ 

86 

燄…

﹃
大
正
蔵
﹄
﹁
北
本
﹂
﹁
南
本
﹂
炎
︒ 

87 

沫…

﹃
大
正
蔵
﹄
﹁
北
本
﹂
﹁
南
本
﹂
泡
︒
﹁
北
本
註
﹂
泡
＝
沫
︻
三
︼
︻
宮
︼
︒
﹁
南
本
註
﹂
泡
＝
沫
︻
三
︼
︒ 

88 

搏…
 

と
る
︒
と
ら
え
る
︒ 

89 

乾
闥
婆
城…

蜃
気
楼
を
指
す
︒
﹃
勝
天
王
般
若
波
羅
蜜
經
﹄
巻
一
︿
通
達
品 

一
﹀
︑
﹁
雖
作
是
觀
︑
知
一
切
法
如
幻
︑
夢
︑
響
︑
乾
闥
婆
城
︑
虛
妄
不
實
︑
顛
倒
故
見
︒
滅
外
境
界
︑
內
心

寂
靜
︑
不
見
我
能
行
及
所
行
法
︑
無
二
無
別
︑
自
性
離
故
︒
是
名
菩
薩
摩
訶
薩
學
般
若
波
羅
蜜
通
達
禪
波
羅
蜜
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
八
巻
︑
六
八
九
頁c22-26)

﹃
翻
譯
名
義
集
﹄
巻
三
﹁
乾
闥

婆
城
︒
大
論
云
︒
日
初
出
時
︒
見
城
門
樓
櫓
宮
殿
行
人
出
入
︒
日
轉
高
轉
滅
︒
但
可
眼
見
而
無
有
實
︒
名
揵
闥
婆
城
︒
靜
苑
華
嚴
音
義
云
︒
西
域
名
樂
人
︒
為
乾
闥
婆
︒
彼
樂
人
多
幻
作
城
郭
︒

須
臾
如
故
︒
固
即
謂
龍
蜃
所
現
︒
輔
行
云
︒
乾
城
俗
云
蜃
氣
︒
蜃
大
蛤
也
︒
朝
起
海
洲
︒
遠
視
似
有
︒
近
看
即
無
︒
﹂(

大
正
蔵
﹄
五
四
巻
︑
一
〇
九
八
頁b26-c3)  

90 

坏
器…

坏 

ハ
イ
︑
陶
器
︒ 
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に
畫
く
こ
と
・
臨
死
の
囚
・
熟
菓91

段
肉92

の
︵
３
０
０
勢
い
全
う
せ
ざ
る
な
り
︒
︶
織
の
経
の
盡
く
る
が
如
く
︑
碓
の
上
下
す
る
が
如
し
と
観
ず
る
べ
し
︒
当
に

諸
行
は
猶
お
雜
毒
の
食
の
ご
と
く
︑
有
為
の
法
は
諸
の
過
患
多
し
と
観
る
べ
し
︒
﹄
是
に
於
い
て
純
陀
︑
復
た
仏
に
白
し
て
言
わ
く
︑
﹃
如
来
は
︑
久
し
く
世
に
住

し
た
ま
う
こ
と
を
欲
せ
ず
︒
我
れ
当
に
云
何
ぞ
啼
哭93

せ
ざ
る
べ
き 

︒
苦
な
る
哉
︑
苦
な
る
哉
︑
世
間
空
虚
な
り
︒
唯
だ
願
わ
く
ば
世
尊
︑
我
ら
及
び
諸
の
衆
生
を

憐
愍
し
て
︑
久
し
く
世
に
住
し
て
︑
般
涅
槃
を
し
た
ま
う
こ
と
勿
か
れ
︒
仏
︑
純
陀
に
告
げ
た
ま
わ
く
︑
﹁
汝
は
今
︑
応
に
是
く
の
如
き
言
﹃
我
れ
を
憐
愍
す
る
が

故
に
︑
久
し
く
世
に
住
ま
れ
﹂
を
発
す
べ
か
ら
ず
︑
我
れ
は
汝
及
び
一
切
を
憐
愍
す
を
以
て
︑
是
れ
の
故
に
今
︑
涅
槃
に
入
ら
ん
と
欲
す
︒
︵
３
０
６
久
し
く
住
ま

れ
ば
則
ち
生
せ
ず
︑
之
の
想
に
逢
い
難
し
︒
︶
何
を
以
て
の
故
に
︑
諸
仏
の
法
爾
な
れ
ば
な
り
︒
︵
３
０
７
衆
生
︑
身
の
過
患94

を
知
ら
ず
︑
有
為
に
常
無
し
︒
今
般

涅
槃
を
示
し
︑
そ
の
義
を
解
し
せ
し
め
︑
故
に
法
爾
と
云
う
︒
︶
有
為
も
亦
た
然
り
︒
是
れ
の
故
に
諸
仏
は
︑
偈
を
説
い
て
言
わ
く
︑
有
為
の
法 

其
の
性
は
無
常
に

し
て 

生
じ
已
り
て
住
せ
ず 
寂
滅
を
楽
と
為
す
︒
︵
３
１
０
上
は
︑
生
死
の
患
を
言
い
︑
之
を
し
て
離
せ
し
む
︒
今
涅
槃
の
楽
を
説
く
は
︑
之
を
勧
め
て
求
め
し

む
︒
︶
純
陀
︑
汝
は
今
当
に
一
切
行
雜95

諸
法
の
無
我
・
無
常
・
不
住
を
観
る
べ
し
︒
此
の
身
は
多
く
無
量
の
過
患
有
り
︑
猶
お
水
泡
の
如
し
︒
是
れ
の
故
に
汝
今

啼
泣
す
べ
か
ら
ず
﹄
︒
︵
３
１
３
住
ま
る
も
益
無
し
な
り
︒
︶
爾
の
時
︑
純
陀
復
た
仏
に
白
し
て
言
わ
く
︑
﹃
是
く
の
如
し
︒
是
く
の
如
し
︒
誠
に
尊
教
の
如
し
︒

如
来
︑
方
便
に
し
て
涅
槃
に
入
る
を
示
現
す
と
知
る
と
雖
も
︑
而
も
我
れ
苦
悩
を
懐
か
ざ
る
能
わ
ず
︑
今96

自
ら
思
惟
し
て
復
た
慶
悅
を
生
ず
﹄
︒
︵
３
１
５
滅
を

聞
く
を
以
て
故
に
憂
い
を
致
し
︑
供
を
受
く
る
を
許
せ
ら
る
る
が
故
に
欣
悦
す
︒
︶
仏
︑
純
陀
を
讃
え
て
︑
﹃
善
い
哉
善
い
哉
︑
能
く
如
来
が
衆
生
を
同
め
て
︑
方
便

 
91 

熟
菓…

熟
れ
た
果
物
︒
﹃
毘
尼
母
經
﹄
巻
三
﹁
爾
時
世
尊
在
波
羅
㮈
國
︒
時
世
飢
荒
︑
諸
比
丘
隨
路
而
行
︑
見
熟
菓
皆
落
在
地
︑
不
得
自
取
待
淨
人
頃
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
二
四
巻
︑
八
一
四

頁c23-25) 
92 

段
肉…

段
肉
と
い
う
熟
語
で
の
収
録
な
し
︒
段
に
は
︑
き
れ
は
し
や
か
た
ま
り
の
意
味
が
あ
る
の
で
︑
こ
こ
で
は
︑
ひ
と
か
た
ま
り
の
肉
を
指
す
か
︒
﹃
中
阿
含
經
﹄
巻
四
十
︿
梵
志
品 

一
﹀
﹁
復
次
︑
尊
師
阿
蘭
那
為
弟
子
説
法
︑
﹃
摩
納
磨
︑
猶
如
小
段
肉
著
大
釜
水
中
︑
下
熾
然
火
︑
速
得
消
盡
︒
如
是
︑
摩
納
磨
︒
人
命
如
肉
消
︑
甚
為
難
得
︑
至
少
少
味
︑
大
苦
災
患
︑
災
患

甚
多
︒
﹄
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
一
巻
︑
六
八
三
頁 b16-19) 

93 

哭…

﹃
大
正
蔵
﹄
﹁
北
本
﹂
﹁
南
本
﹂
泣
︒
﹁
南
本
註
﹂
泣
＝
哭
︻
三
︼
︒ 

94 

過
患…

あ
や
ま
ち
︒
﹃
涅
槃
經
疏
私
記
﹄
巻
七
︑
﹁
一
明
諸
有
過
患
者
︒
通
論
三
惑
別
論
四
趣
最
重
也
︒
﹂(

﹃
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
﹄
三
七
巻
︑
七
九
頁c24) 

﹃
法
華
玄
義
釋
籤
﹄
巻
九

に
︑
﹁
菩
薩
發
心
本
破
自
他
諸
有
過
患
︒
過
患
者
何
︑
謂
一
一
有
各
有
三
惑
及
以
業
相
︒
﹂(

大
正
蔵
三
三
巻
︑
八
七
九
頁b8-9) 

95 

一
切
行
雜…

宋
・
智
円
述
﹃
涅
槃
經
疏
三
德
指
歸
﹄
巻
四
﹁
長
行
中
經
︑
一
切
行
雜
者
︑
即
向
經
云
︑
當
觀
諸
行
︑
猶
雜
毒
食
也
︒
遠
師
云
︑
汝
觀
一
切
行
雜
︑
勸
其
觀
苦
︒
諸
法
無
我
︑

勸
觀
無
我
︑
無
常
不
住
︑
勸
觀
無
常
︑
此
身
多
有
無
量
過
患
︒
勸
觀
不
淨
︑
猶
如
水
泡
︒
﹂(

﹃
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
﹄
三
七
巻
︑
三
六
四
頁b20…

23) 
96 

今…

﹁
北
本
﹂
﹁
南
本
﹂
覆
︒ 
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し
て
涅
槃
を
示
し
た
も
う
を
知
る
︒
純
陀
よ
︑
汝
は
今
︑
当
に
聴
く
べ
し
︒
娑
羅
娑
鳥97

が
︵
３
１
８
随
陽98

の
鳥
な
り
︒
若
し
此
の
方
な
れ
ば
︑
鴻
鷹99

の
属

い
︒
︶
春
陽
の
月100

に
皆
共
に
彼
の
阿
耨
達
池101

に
集
ま
る
が
如
く
︑
︵
３
１
９
四
河102

の
源
な
り
︒
︶
諸
仏
も
亦
た
爾
か
り
︑
皆
な
是
の
処
に
至
る
︒
︵
３
１

９
根
熟
の
人
を
引
き
て
︑
同
じ
く
涅
槃
の
海
入
る
こ
と
を
況
う
︒
︶
純
陀
︑
汝
今
諸
仏
の
長
寿
短
寿
を
思
惟
す
べ
か
ら
ず
︒
︵
３
２
１
化
仏
の
身
︑
衆
生
の
機
随
う
︒

緣
有
ら
ば
則
ち
現
じ
︑
縁
が
盡
き
れ
ば
則
ち
滅
す
︒
此
れ
乃
ち
機
に
由
り
て
︑
寿
に
由
ら
ざ
る
な
り
︒
今
涅
槃
を
現
じ
︑
応
に
︑
寿
と
不
寿
を
思
量
す
べ
か
ら
ず
︒
︶

一
切
の
諸
法
は
︑
皆
な
幻
相
が
如
し
︒
︵
３
２
２
滅
を
示
し
︑
生
を
示
す
は
︑
幻
に
同
じ
︑
化
に
同
じ
︒
︶
如
来
中
に
在
し
て
方
便
力
を
以
て
染
著
す
る
所
無
し
︒

︵
３
２
３
生
に
染
め
ず
︑
滅
に
著
さ
ず
︒
︶
何
を
以
て
の
故
に
︑
諸
仏
の
法
も
爾
な
り
︒
純
陀
︑
我
れ
今
汝
の
獻
す
る
所
の
供
養
を
受
け
︑
汝
を
し
て
於
生
死
諸
有

の
流103

を
度
せ
ん
と
欲
す
が
為
の
故
な
り
︒
若
し
諸
の
人
天
︑
此
に
於
い
て
最
後
に
我
に
供
養
せ
ん
者
は
︑
悉
く
皆
な
当
に
不
動
の
果
報
を
得
︑
常
に
安
楽
を
受
く

べ
し
︒
︵
３
２
３
最
後
の
施
を
以
て
の
故
に
能
く
之
を
得
ん
︒
︶
何
を
以
て
の
故
に
︒
我
は
是
れ
衆
生
の
良
福
田
な
る
が
故
な
り
︒
︵
３
２
７
能
く
仏
果
を
生
じ
︑
良

田
を
以
て
を
喩
う
︒
︶
汝
若
し
復
た
諸
の
衆
生
が
為
に
福
田
を
策
す
と
欲
す
者
︑
速
か
に
所
施
を
辦
ぜ
よ
︒
久
し
く
停
る
べ
か
ら
ず
︒
︵
３
２
８
汝
の
今
の
施
し

は
︑
檀
波
羅
蜜
を
具
な
え
︑
能
く
衆
生
の
大
福
田
と
為
す
な
り
︒
︶
爾
の
時
純
陀
︑
諸
の
衆
生
が
為
に
度
脱
を
得
る
が
故
に
頭
を
低
れ
淚
を
飲
み
て
︑
︵
３
２
９
将
に

 
97 

娑
羅
娑
鳥…

(

し
ゃ
ら
し
ゃ
ち
ょ
う
︶
鶴
の
こ
と
︒
﹃
一
切
經
音
義
﹄
巻
二
十
五
﹁
娑
羅
娑
鳥(

此
云
共
行
亦
云
白
鶴)

︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
五
四
巻
︑
四
六
六
頁b19) 

98 

随
陽…

該
当
な
し
︒ 

99 

鴻
鷹…

該
当
な
し
︒ 

100 

春
陽
の
月…

二
月
の
こ
と
︒
﹃
觀
彌
勒
上
生
兜
率
天
經
贊
﹄
巻
二
︑
﹁
二
月
者
︑
涅
槃
經
第
三
十
云
︑
二
月
名
春
陽
︒
春
陽
之
月
萬
物
生
長
︒
種
植
根
栽
花
菓
敷
榮
︒
江
河
盈
滿
百
獸
孚

乳
︒
是
時
衆
生
多
生
常
想
︒
為
破
此
常
説
一
切
法
悉
是
無
常
︒
唯
説
如
來
常
住
無
變
︒
於
六
時
中
孟
冬
枯
悴
衆
不
愛
樂
︒
陽
春
和
液
人
所
貪
愛
︒
為
破
衆
生
世
間
樂
故
演
説
︒
常
樂
我
淨
亦
爾
︒

言
二
月
者
︑
喩
二
種
法
身
︒
謂
自
性
身
及
智
法
身
︒
冬
不
樂
者
喩
於
智
者
不
樂
如
來
無
常
入
於
涅
槃
︒
二
月
樂
者
喩
於
智
者
樂
於
如
來
常
樂
我
淨
︒
種
植
者
喩
聞
法
歡
喜
發
菩
提
心
種
諸
善

根
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
三
八
巻
︑
二
九
一
頁c9-19) 

101 

阿
耨
達
池…

﹃
一
切
經
音
義
﹄
巻
二
十
二
︑
﹁
恒
伽
河(

準
經
香
山
頂
上
有
阿
耨
達
池
︒
其
池
四
面
各
流
出
一
河
︒
東
面
私
陀
河
︒
從
金
剛
師
子
口
流
出
︒
其
沙
金
剛
︒
東
入
震
旦
國
便
入
東

海
︒
南
面
恒
伽
河
︒
從
銀
象
口
流
出
︒
其
沙
白
銀
︒
流
入
南
印
度
便
入
南
海
︒
西
面
信
度
河
︒
從
金
牛
口
流
出
︒
其
沙
黃
金
︒
流
入
信
度
國
便
入
西
海
︒
北
面
縛
蒭
河
︒
從
瑠
璃
馬
口
流
出
︒
其

沙
是
瑠
離
︒
流
入
波
斯
拂
林
便
入
北
海
︒
其
池
縱
廣
五
十
由
旬
︒
四
面
口
各
一
由
旬
也)

︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
五
四
巻
︑
四
四
六
頁c15-18) 

102 

四
河…

﹃
大
般
涅
槃
經
義
記
﹄
巻
二
︿
壽
命
品
﹀
﹁
出
四
河
者
︑
經
説
不
定
︒
或
云
出
八
︑
或
復
言
出
二
十
大
河
︑
各
有
所
以
︒
言
出
四
者
︑
此
池
在
於
香
山
之
頂
︒
於
山
四
面
有
四
獸

頭
︒
東
方
金
象
︑
口
出
恒
河
︒
南
方
銀
牛
︑
口
中
流
出
辛
頭
大
河
︒
西
瑠
璃
馬
︑
口
中
流
出
悉
陀
大
河
︒
北
頗
梨
師
子
︑
口
中
流
出
愽
叉
大
河
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
三
七
巻
︑
六
五
八
頁b5-10) 

103 

流…

﹁
南
本
﹂
漏
︒ 
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施
供
を
辨
う104

が
故
︑
先
に
涙
を
飲
み
て
後
ち
に
其
の
不
敏
を
辭
す
︒
︶
而
し
て
仏
に
白
し
て
言
わ
く
︑
﹃
善
い
哉
︑
世
尊
︑
我
れ
若
し
福
田
に
堪
任
す
る
者105

と

為
す
は
︑
則
ち
能
く
如
来
の
涅
槃
及
び
非
涅
槃
を
了
知
せ
ん
︒
我
等
今
者
及
び
諸
の
声
聞
・
縁
覚
は
︑
智
慧
猶
お
蚊
蟻
の
如
く
︑
実
に
如
来
の
涅
槃
及
非
涅
槃
を
量

る
こ
と
能
ず
︒
﹄
︵
３
３
４
入
與
不
入
の
機
は
︑
惟
だ
仏
の
了
す
る
所
︑
我
れ
の
識
微
浅
な
る
故
に
︑
量
る
こ
と
能
わ
ず
︒
︶
爾
の
時
純
陀
及
び
其
の
眷
屬
︑
秋106

憂

啼
泣
し
て
如
来
を
圍
遶
し
︑
香
を
燒
き
花
を
散
し
心
を
盡
し
て
敬
奉
し
︑
尋
い
で
文
殊
と
︑
座
從
り
去
り
︑
食
具
を
供
辨
う
︒
︵
３
３
７
純
陀
︑
獻
に
閑107

れ
ず
︑

則
ち
是
れ
の
故
に
文
殊
と
も
に
之
れ
と
同
に
去
る
︒
︶
其
の
去
る
未
だ
久
し
か
ら
ざ
る
に
︑
是
の
時
︑
此
の
地
六
種
に
震
動
し
︑
乃
至
梵
世
も
亦
復
た
是
の
如
し
︒

︵
梵
︑
此
れ
を
浄
と
い
う
︑
乃
至
有
頂
︑
皆
な
名
づ
け
て
梵
と
為
す
︒
今
の
一
動
︑
種
の
三
界108

を
徧
く
な
り
︒
︶
地
動
に
二
有
り
︒
或
い
は
︑
地
動
有
り
︒
或
い
は

大
地
動
︒
小
動
と
は
︑
名
づ
け
て
地
動
と
為
す
︒
大
動
と
は
︑
大
地
動
と
名
づ
く
︒
小
声
有
る
者
を
︑
名
づ
け
て
地
動
と
曰
く
︒
大
声
有
る
者
を
大
地
動
と
名
づ

く
︒
独
り
地
動
す
る
者
は
︑
名
づ
け
て
地
動
と
曰
わ
く
︒
山
河
樹
木
及
び
大
海
の
水
一
切
の
動
ず
る
者
を
︑
大
地
動
と
名
づ
く
︒
一
向
に
動
ず
る
者
︑
名
づ
け
て
地

動
と
曰
く
︒
周
迴
旋
転
を
︑
大
地
動
と
名
づ
く
︒
動
は
︑
地
動
と
名
づ
く
︒
動
ず
る
時
は
︑
能
く
衆
生
を
し
て
心
を
動
か
せ
し
め
ん
︑
大
地
動
と
名
づ
く
︒
菩
薩
初

め
て
兜
率
天
從
り
閻
浮
提
に
下
る
時
︑
大
地
動
と
名
づ
く
︒
初
生
從
り
出
家
し
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
成
じ
︑
法
輪
を
転
じ
及
び
般
涅
槃
を
︑
大
地
動
と
名
づ

く
︒
今
日
︑
如
来
将
に
涅
槃
に
入
る
︑
是
れ
の
故
に
此
の
地
是
く
の
如
く
大
動
す
︒
︵
３
４
８
此
の
語
︑
当
に
是
れ
仏
説
な
る
べ
し
︒
集
経
の
人
︑
之
を
記
し
て
略
す

の
み
︒
︶
時
に
諸
天
・
龍
・
乾
闥
婆
・
阿
修
羅
・
迦
樓
・
緊
那
羅
・
摩
睺
羅
・
伽
人
及
び
非
人
︑
是
の
語
を
聞
き
已
り
て
︑
身
毛
皆
な
豎
ち
て
︑
同
じ
く
声
し
哀
泣

し
て
偈
言
を
説
く
︑
稽
首
し
て
調
御
に
礼
す
︒
我
等
今
勧
請
す
︒
若
し
人
仙109

を
離
れ
︑
能
く
救
護
す
る
者
無
く
︑
今
仏
の
涅
槃
を
見
て
︑
我
等
苦
海
に
沒
す
︒
愁

憂
し
悲
悩
を
懐
く
こ
と
︑
猶
お
犢
の
母
を
失
い
︑
拪
遑110

し
て
託
す
所
無
く
︑
有
る
い
は
若
し111

︑
病
に
困
る
人
︑
医
無
く
自
心
に
隨
い
︑
食
す
べ
か
ざ
る
所
を
食

 
104 

辨…

﹁
辦
﹂
辨
と
通
ず
︒
ソ
ナ
ウ
︑
力
を
致
す
︑
支
度
を
す
る
の
意
有
り
︒
﹁
正
字
通
治
裝
就
道
曰
辦
嚴
︒
﹂
﹃
大
字
典
﹄
︒ 

105 

者…

﹁
北
本
﹂
﹁
南
本
﹂
時
︒ 

106 

秋…

愁
に
通
ず
︒
﹁
北
本
﹂
﹁
南
本
﹂
愁
︒
ウ
レ
ウ 

107 

閑…

な
れ
る
︒
習
熟
し
て
い
る
︒ 

108 

種
三
界…

種
に
は
︑
品
目
・
部
類
に
分
け
ら
れ
る
も
の
を
数
え
る
こ
と
ば
と
い
う
意
味
が
あ
る
︒
古
訓
で
は
︑
た
ぐ
い
︑
い
ろ
い
ろ
と
い
う
読
み
が
あ
る
︒ 

109 

人
仙…

︵rsi)

人
間
の
中
の
聖
者
の
意
︒
調
御
師
︑
人
仙
︑
犢
母
は
︑
皆
こ
れ
釈
尊
の
称
号
な
り
︒
隋
・
灌
頂
撰
﹃
大
般
涅
槃
經
疏
﹄
巻
五
︿
哀
歎
品 

三
﹀
﹁
初
標
調
御
師
・
人
仙
・
犢

母
︑
即
是
略
舉
三
事
︑
為
哀
請
之
端
可
見
︒
次
猶
如
困
病
人
下
︑
作
喪
師
譬(

云
云)

︒
如
國
無
君
主
下
︑
作
喪
主
譬(

云
云)

︒
長
者
子
下
︑
作
喪
親
譬(

云
云)

︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
三
八
巻
︑
六
五

頁c24…
27) 

110 

拪
遑…

＝
棲
遑
︵
せ
い
こ
う
︶
心
が
あ
わ
た
だ
し
く
不
安
な
さ
ま
︒ 

111 

有
若…

若
有
︵
若
し
有
る
い
は
︶
か
︒
こ
れ
は
︑
逆
に
﹁
有
る
い
は
若
し
﹂
と
し
た
︒ 
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す
が
如
く
︑
衆
生
の
煩
悩
病
︑
常
に
諸
見
の
害
す
る
を
為
す
︒
法
の
医
師
を
遠
離
し
︑
邪
毒
の
薬
を
服
食
し
︑
是
れ
に
由
り
て
大
医
王
よ
︑
応
に
見
て
捨
離
す
べ
か

ら
ず
︒
国
の
君
主
無
く
が
如
く
︑
人
民
皆
な
飢
餓
し
︑
我
等
亦
た
是
く
の
如
し
︒
蔭
及
び
法
味
を
失
い
︑
今
仏
の
涅
槃
聞
き
て
︑
我
等
心
迷
乱
し
︑
彼
の
大
地
が
動

き
︑
諸
方
の
所
に
迷
失
し
︑
大
仙
の
入
涅
槃
は
︑
仏
日
の
地
に
墜
ち
︑
法
水
悉
く
枯
涸
す
る
が
如
く
︑
我
等
帰
る
所
無
し112

︒
如
来
の
般
涅
槃
︑
衆
生
皆
な
憂
い
顇

す
︒
譬
え
ば
長
者
有
り
︑
新
た
に
其
の
父
母
喪
く
す
が
如
し
︒
如
来
の
涅
槃
に
入
る
は
︑
必
ず
若
し
不
還
す
る
者 

我
等
及
び
衆
生
悉
く
救
護
有
る
こ
と
無
し
︒
如

来
の
涅
槃
に
入
る
は
︑
乃
至
諸
の
畜
生 

一
切
皆
な
愁
怖
し
︑
苦
悩
其
の
心
を
燋
が
し
︑
我
等
今
日
に
於
い
て
︑
云
何
が
愁
悩
せ
ざ
る
や 

如
来
の
見
放
し
捨
つ
る

は
︑
猶
な
涕
唾
を
棄
つ
る
が
如
し
︒
譬
え
ば
日
の
初
出
︑
光
明
甚
だ
暉
き
炎
の
如
し
︒
既
に
能
く
還
り
て
自
ら
を
照
ら
し 

亦
た
一
切
の
闇
を
滅
す
︒
世
尊
の
光
明

は
︑
能
く
我
が
煩
悩
処
を
除
く
︒
大
衆
の
中
に
在
り
て
譬
え
ば
須
弥
山
の
如
し
︒
世
尊
︑
譬
え
ば
国
王
の
諸
の
子
を
生
育
せ
ん
に
︵
３
６
８
教
生113

を
禀
く114

な

り
︒
︶
︑
形
貌
端
正
に
し
て
︵
３
６
９
正
見
を
喩
う
な
り
︒
︶
心
常
に
愛
念
し
︑
先
に
技
芸
を
教
え
︵
３
６
９
戒
定
慧
を
謂
う
な
り
︒
︶
悉
く
通
利
せ
し
め
︑
然
し

て
後
之
を
以
て
旃
陁
羅
に
付
す115
が
如
し
︒
︵
３
７
０
旃
陁
羅116

︑
此
執
悪
と
言
う
︒
死
魔
に
況
う
な
り
︒
︶
世
尊
︑
我
等
今
日
法
王
子
と
為
り
︑
仏
の
教
誨
を
蒙

り
已
に
正
見
を
具
す
︒
願
わ
く
は
放
捨
し
た
ま
う
こ
と
莫
れ
︒
如
其
放
捨
せ
ば
︑
則
ち
王
子
に
同
じ
︒
唯
だ
願
わ
く
は
久
住
し
て
︑
涅
槃
に
入
り
た
ま
は
ざ
れ
︒
世

 
112 

我
等
無
所
歸…

﹁
北
本
﹂
﹁
南
本
﹂
と
も
に
︑
我
等
定
當
死
︒ 

113 

教
生…

﹃
涅
槃
經
會
疏
﹄
巻
九
﹁
正
觀
漸
增
如
嬰
兒
長
大
︒
先
藉
教
生
解
︑
故
言
是
醫
最
良
︒
藥
病
不
同
︑
故
言
善
解
一
切
衆
生
︒
未
聞
經
時
︑
常
處
無
明
︒
故
言
我
本
處
胎
與
母
︒
藥
者

母
︑
譬
經
教
︑
藥
譬
常
︑
與
無
常
相
治
︒
病
去
解
生
︑
故
言
安
隱
︒
惑
心
既
解
︑
還
歎
於
教
︑
故
言
奇
哉
︒
﹂(

﹃
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
﹄
三
六
巻
︑
四
七
五
頁c14…

18) 
114 

禀…

︹
上
か
ら
の
授
か
り
も
の
を
︺
受
け
取
る
︒
う…

け
る
・
う…
く
︒
賦
与
す
る
︒
あ
た…

え
る
︒
あ
た…

う
︒ 

115 

以
之
付
旃
陁
羅 

﹁
南
本
﹂
は
棄
之
付
旃
陁
羅
︒
﹁
北
本
﹂
は
︑
将
付
魁
膾
令
殺
︒ 

116 

旃
陁
羅 

唐
・
慧
琳
撰
﹃
一
切
經
音
義
﹄
巻
二
六
︵
釈
雲
公
撰
﹃
涅
槃
経
音
義
﹄
巻
二
六
︶
﹁
氣
噓
旃
陀
羅
︑
旃
陀
羅(

此
云
執
惡
︒
生
殺
氣
噓
︑
是
名
以
氣
噓
人
即
死
︒
國
人
有
罪
合
死
即

付
之)

︒
﹂(T54p. 477b15) 

唐
・
慧
沼
撰
﹃
金
光
明
最
勝
王
經
疏
﹄
巻
五
︿
王
法
正
論
品 

二
〇
﹀
﹁
言
羅
剎
旃
荼
羅
者
︒
旃
荼
羅
︑
此
云
嚴
幟
執
守
惡
者
︒
即
羅
剎
中
執
惡
之
者
︒
此
意
惡

此
尚
護
︒
況
餘
善
者
︒
﹂
﹃
大
正
蔵
﹄
三
九
巻
︑
三
一
五
頁b4…

6)

︒ 

唐
・
﹃
法
華
經
玄
贊
要
集
﹄
巻
二
七
﹁
五
所
行
圓
滿
者
︑
遠
離
五
種
過
︑
諸
比
丘
所
不
應
行
︒
一
︑
唱
令
家
︒
有
人
犯
法
︑
將
此
罪
人
︑
巡
歷
郡
邑
叫
唱
︑
令
人
普
知
故
︒
由
習
此
事
︑
佛
不
交

過
︒
二
︑
婬
女
家
︒
三
︑
沽
酒
家
︒
四
︑
旃
荼
羅
︑
此
云
執
惡
︑
亦
名
屠
者
︒
五
︑
羯
恥
羅
︑
此
典
獄
︑
獄
卒
也
︒
六
︑
見
微
細
罪
︒
起
大
怖
畏
︒
為
於
小
罪
︒
生
大
怖
畏
︒
勿
輕
小
罪
以
為
無

殃(

云
云)

︒
﹂(

﹃
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
﹄
三
四
巻
︑
七
六
五
頁b24…

c5)  

唐
・
法
宝
撰
﹃
金
光
明
最
勝
王
經
疏
﹄
巻
五
︿
王
法
正
論
品
二
〇
﹀
﹁
言
羅
刹
旃
荼
羅
者
︑
旃
荼
羅
此
云
嚴
幟
執
守
惡
者
︒
即
羅
剎
中
執
惡
之
者
︒
此
意
惡
此
尚
護
︒
況
餘
善
者
︒
﹂(

﹃
大
正

蔵
﹄
三
九
巻
︑
三
一
五
頁b4…

6) 

唐
・
窺
基
撰
﹃
表
無
表
章
詮
要
鈔
﹄
巻
二
︑
﹁(

﹃
集
解
﹄
云
︑
旃
陀
羅
者
此
執
惡
︒
﹂
︶
と
あ
る
︒(D

29p. 86a2)

︒
窺
基
撰
の
﹃
表
無
表
章
詮
要
鈔
﹄

に
は
︑
﹁
集
解
云
﹂
と
あ
る
が
︑
現
行
の
大
正
蔵
の
﹃
集
解
﹄
に
は
︑
見
当
た
ら
ず
︒ 
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尊
︑
譬
え
ば
人
有
り
て
善
く
諸
論
を
学
び
︑
復
た
此
の
論
於
い
て
怖
畏
を
生
ず
る
が
如
し
︒
︵
３
７
４
先
に
学
ぶ
は
︑
是
れ
智
︑
後
に
怖
れ
る
は
︑
是
れ
愚
な
り
︒
︶

如
来
も
亦
た
爾
り
︒
諸
法
に
通
達
し
て
︑
而
も
諸
法
に
於
い
て
︑
復
た
怖
畏
を
生
ず
︒
︵
３
７
５
法
の
深
し
に
畏
れ
る
に
似
る
な
り
︒
︶
若
し
如
来
を
し
て
久
し
く

世
に
住
し
て
︑
甘
露
味
を
説
き
て
︑
一
切
を
充
足
せ
し
め
た
ま
わ
ば
︑
是
の
如
き
の
衆
生
は
︑
則
ち
復
た 

地
獄
に
墮
ち
る
こ
と
を
畏
れ
ず
︒
世
尊
︑
譬
え
ば
︑
人

有
り
て
初
め
て
作
務
を
学
ぶ
が
如
し
︵
３
７
７
仏
の
初
発
心
の
時
の
衆
生
度
す
を
誓
う
を
喩
う
な
り
︒
︶
官
の
收
め
る
所
と
為
す117

︵
３
７
８
衆
生
仏
を
感
ず
る
が

故
に
︒
︶
之
を
閉
じ
て
囹
圄
し118

︑
︵
３
７
８
囹
圄
︑
姫
周
の
獄119

名
な
り
︒
仏
感
化
を
以
て
三
界
に
俯
入
す
︒
故
に
之
を
以
て
閑
を
況
う
︒
︶
人
有
り
て
之
に
︑

汝
何
事
を
受
け
ん
や
と
問
う
︵
３
７
９
人
は
︑
善
知
識
を
謂
う
な
り
︒
︶
答
え
て
言
わ
く
︑
我
が
今
大
憂
苦
を
受
く
︵
３
８
０
衆
生
に
病
有
る
を
以
て
し
て
菩
薩
も
亦

た
病
む
︒120

︶
若
し
其
の
脱
す
る
を
得
れ
ば
則
ち
安
楽
得
ん
︒
︵
３
８
１
衆
生
の
悩
︑
盡
す
を
名
づ
け
て
脱
を
得
る
と
為
す
︒
大
涅
槃
に
入
る
は
︑
是
れ
乃
ち
安

楽
︒
︶
世
尊
は
亦
た
爾
り
︒
我
ら
の
為
に
︑
故
に
諸
も
の
の
苦
行
を
修
め
︑
我
ら
今
は
︑
猶
お
未
だ
生
死
苦
悩
を
免
か
れ
る
こ
と
を
得
ざ
る
︑
云
何
が
如
来
安
楽
を

受
く
を
得
ん
︒
︵
３
８
３
既
に
未
だ
得
脱
せ
ざ
れ
ば
︑
如
何
が
涅
槃
せ
ん
︒
︶
世
尊
︑
譬
え
ば
医
王
の
善
く
方
薬
を
解
す
る
に
偏
え
に
秘
方
を
以
て
其
の
子
に
教
授

 
117 

為
官
所
收…

﹃
大
般
涅
槃
經
集
解
﹄
巻
六
︿
哀
歎
品 3

﹀
﹁
又
釋
︑
以
慈
悲
為
官
也
︒
寶
亮
曰
︑
謂
佛
不
應
負
誓
者
︒
昔
發
四
弘
願
︑
處
生
死
度
一
切
衆
生
︑
云
衆
生
病
愈
︒
我
病
乃
除
︑

今
我
幸
是
可
度
之
數
︒
而
佛
息
化
︑
豈
不
違
誓
耶
︒
慧
朗
述
僧
宗
曰
︑
初
學
菩
薩
︑
懷
大
慈
悲
︑
誓
為
衆
生
︑
不
捨
生
死
︒
生
死
之
應
︑
必
不
可
免
︑
如
官
所
收
︒
若
衆
生
得
度
︑
佛
乃
安
樂
︒

云
何
今
日
︑
獨
離
苦
惱
耶
︒
有
人
問
者
︑
餘
大
菩
薩
問
始
行
也
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
三
七
巻
︑
四
〇
〇
頁b8…

16) 

隋
・
慧
遠
﹃
大
般
涅
槃
經
義
記
﹄
巻
一
︿
壽
命
品
﹀
﹁
第
三
請
中
︒
先
喩
︒
後
合
︒
喩
中
如
人
初
學
作
務
為
官
所
收
閉
囹
圄
者
︒
喩
佛
化
始
隨
物
在
︒
有
有
人
喩
佛
︒
本
在
因
時
始
習
化
人
︒
名

學
作
務
︒
感
聖
之
機
名
之
為
官
︒
感
佛
在
有
名
官
所
收
︒
恒
隨
不
捨
名
閉
囹
圄
︒
古
舊
方
獄
名
為
囹
圄
︒
有
人
問
下
喩
化
未
訖
不
得
自
安
︒
有
人
問
之
汝
受
何
事
︒
假
問
起
發
︒
同
行
之
流
名
為

有
人
︒
問
佛
在
於
三
有
所
以
︒
名
受
何
事
︒
答
曰
我
今
受
大
苦
者
︒
假
答
顯
德
︒
為
物
辛
勸
名
受
大
苦
︒
若
其
脫
下
喩
明
化
訖
方
得
受
樂
︒
下
次
合
之
︒
世
尊
亦
爾
合
有
人
也
︒
為
我
等
故
修
諸

苦
行
︒
合
初
學
作
為
官
所
收
︒
我
等
今
者
未
免
生
死
云
何
如
來
得
受
樂
者
︒
合
有
人
問
汝
受
何
事
答
言
我
今
受
大
苦
惱
︒
我
未
出
苦
︒
佛
今
正
應
為
我
受
苦
︒
云
何
捨
我
自
受
安
樂
︒
若
脫
受

樂
︒
略
而
不
合
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
三
七
巻
︑
六
四
二
頁b12…

26) 
118 

囹
圄…

︵
レ
イ
ゴ
︶
ひ
と
や
︒
ろ
う
や
︒
囹
︑
格
子
の
は
ま
っ
た
ろ
う
や
︒
圄
︑
ろ
う
や
︒
罪
人
を
と
じ
こ
め
る
︒
閉
じ
込
め
て
防
ぐ
︒ 

唐
・
慧
琳
撰
﹃
一
切
經
音
義
﹄
︵
釈
雲
公
撰
﹃
涅
槃
経
音
義
﹄
巻
二
五
︶
﹁
囹
圄(

上
力
丁
反
︒
下
魚
呂
反
︒
﹃
玉
篇
﹄
曰
︑
所
以
禁
人
也
︒
又
云
︑
囚
也
︒
﹃
釋
名
﹄
云
︑
囹
領
︑
守
繫
者

也
︒
謂
領
囚
徒
禁
禦
之
也
︒)

︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
五
四
巻
︑
四
六
六
頁b24) 

119 

姫
周
之
獄…

未
詳
︒ 

120 

隋
・
灌
頂
﹃
大
般
涅
槃
經
疏
﹄
巻
十
二
︿
鳥
喩
品 

十
四
﹀
﹁
如
淨
名
説
︒
衆
生
病
故
菩
薩
亦
病
︒
﹂(
大
正
蔵
﹄
三
八
巻
︑
一
一
二
頁a3) 

︒ 

隋
・
智
顗
説
・
唐
・
湛
然
略
﹃
維
摩
經
略
疏
﹄
巻
六
﹁
故
文
云
︑
菩
薩
疾
者
從
大
悲
起
︒
以
衆
生
病
故
菩
薩
亦
病
︒
若
衆
生
得
不
病
者
則
菩
薩
無
復
病
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
三
八
巻
︑
六
五
一

頁a28…
b1) 
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し
︑
其
の
餘
の
外
の
受
学
の
者
に
教
え
ざ
る
が
如
し
︒
如
来
も
亦
た
爾
り
︒
独
り
で
甚
深
の
秘
密
蔵
を
以
て
︑
偏
え
に
文
殊
に
教
え
︑
我
等
を
遺
棄
し
て
憐
愍
を
見

せ
ず
︒
如
来
は
︑
法
に
於
い
て
応
に
慳
恡121

し
て
︑
彼
の
医
王
の
偏
え
に
其
の
子
に
教
え
て
︑
外
よ
り
来
る
諸
の
受
学
の
者
を
教
え
ざ
る
が
如
く
な
る
こ
と
無
か
る

べ
し
︒
彼
の
医
の
普
ね
く
教
え
る
こ
と
能
わ
ざ
る
所
以
は
︑
情
に
勝
負
を
存
す
る
が
故
に
︑
秘
惜
有
る
な
り
︒
如
来
の
心
終
に
勝
負
無
し
︒
何
の
故
に
是
く
の
如
く

教
誨
を
見
ざ
る
や
︒
唯
だ
願
わ
く
は
︑
久
し
く
住
ま
り
て
般
涅
槃
し
た
ま
う
こ
と
莫
か
れ
︒
︵
３
９
０
仏
の
慈
有
る
も
︑
不
平
等
な
る
を
譏
る
︒
︶
世
尊
よ
︑
譬
え

ば
老
・
少
・
病
・
苦
の
人
が
善
い
徑
を
離
れ
︑
險
し
き
路
を
行
く
に
︑
路
は
險
し
く
渋
難122

︑
な
る
に
︑
苦
悩
を
多
く
受
け
ん
︒
更
に
異
人
有
り
︑
之
を
見
て
憐
愍

し
︑
即
便
ち
に
示
す
に
平
坦
な
好
道
を
以
て
せ
ん
が
如
し
︒
世
尊
よ
︑
我
れ
亦
た
是
く
が
如
し
︒
謂
う
所
の
少
と
は
︑
未
だ
法
身
を
增
長
せ
ざ
る
人
を
喻
う
︒
老
と

は
︑
重
い
煩
悩
を
譬
う
︒
病
と
は
︑
未
だ
生
死
を
脱
せ
ず
こ
と
を
況
う
︒
險
路
と
は
︑
二
十
五
有
を
喻
う
︒
唯
だ
願
わ
く
は
如
来
よ
︑
我
ら
を
導
き
甘
露
の
正
道
を

示
し
︑
久
し
く
世
に
住
ま
り
︑
涅
槃
に
入
り
た
も
う
こ
と
勿
れ
︒
﹂
と
︵
３
９
６
時
に
︑
衆
は
︑
仏
滅
を
以
て
実
と
為
す
が
故
に
︑
種
種
に
勧
請
す
︒
︶
︒ 

爾
の
時
に
世
尊
︑
諸
の
比
丘
に
告
げ
た
ま
わ
く
︑
﹁
汝
等
比
丘
よ
︑
凡
夫
・
諸
の
天
人
等
の
如
く
︑
愁
憂
啼
哭
す
る
こ
と
莫
れ
︒
当
に
勤
め
て
精
進
し
て
心
を
正

念
に
繫
ぐ
べ
し
﹂
︒
時
に
諸
の
天
人
・
阿
修
羅
等
︑
仏
の
所
説
を
聞
き
て
︑
止
め
て
啼
哭
せ
ず
︒
猶
お
人
有
り
て
其
の
愛
子
を
喪
く
し
已
て
︑
殯
送
し
訖
り
て
抑
止

し
て
啼
か
ざ
る
が
如
し
︒
爾
の
時
世
尊
は
︑
諸
の
大
衆
が
為
に
是
の
偈
を
説
い
て
言
わ
く
﹁
汝
等
当
に
意
を
開
く
べ
し 

大
い
に
愁
苦
す
べ
か
ら
ず 

諸
仏
の
法
皆

な
爾
り
︵
４
０
２
感
を
盡
く
し
て
真
に
帰
す
な
り
︒
︶
是
れ
の
故
に
当
に
默
然
す
べ
し
︒
不
放
逸
行
を
楽
い
︵
４
０
３
持
戒
を
教
う
る
な
り
︒
︶
心
を
守
り
て
正
し
く

憶
念
し
︵
４
０
４
定
を
修
め
し
む
る
な
り
︒
︶
諸
の
非
法
を
遠
離
し
︵
４
０
４
慧
の
修
す
る
を
勧
む
る
な
り
︒
︶
意
を
慰
め
て
歓
楽
を
受
け
よ
﹂
﹁
復
次
に
比
丘
︑
若

し
疑
惑
有
ら
ば
︑
今
皆
な
当
に
問
う
べ
し
︒
若
し
は
空
・
不
空
︵
４
０
５
空
は
生
死
謂
う
︒
不
空
は
是
れ
涅
槃
︒
︶
︑
若
し
く
は
常
・
無
常
︵
４
０
６
涅
槃
は
是
れ

常
︑
生
死
は
是
れ
無
常
︒
︶
︑
若
し
は
苦
・
非
苦
︑
︵
４
０
７
煩
悩
未
だ
盡
さ
ず
を
苦
と
為
し
︑
已
に
断
ず
る
は
非
苦
と
為
す
︒
︶
若
し
は
依
・
非
依
︵
４
０
７
如
来

蔵
と
は
︑
是
れ
一
切
法
の
所
依123

︒
餘
は
︑
一
切
法
の
依
り
に
非
ざ
る
が
故
に
︒
︶
︑
若
し
は
去
・
不
去
︵
４
０
８
正
行
は
出
離
︑
之
を
名
づ
け
て
去
る
と
為
す
︒
邪

行
は
沈
没
︑
名
づ
け
て
去
ら
ず
と
為
す
︒
︶
若
し
は
帰
・
非
帰
︵
４
０
８
三
宝
は
是
れ
帰
す
べ
し
︒
餘
は
︑
帰
す
べ
か
ざ
る
が
故
に
︒
︶
若
し
は
恒
・
非
恒
︵
４
０
９

法
報
の
二
身
に
変
易
無
し
が
故
に
︑
是
れ
恒
な
り
︒
餘
は
︑
変
易
有
る
が
故
に
︑
恒
に
非
ら
ず
︒
︶
若
し
は
断
︑
若
し
は
常
︵
４
１
０
縁
起
を
執
す
る
は
︑
是
れ
無

 
121 

慳
恡…

ケ
ン
リ
ン 

お
し
む
︒
け
ち
け
ち
す
る
︒ 

122 

澁
難…

険
難
で
歩
み
に
く
い
︒ 

123 

唐
・
窺
基
撰
﹃
阿
彌
陀
經
疏
﹄
巻
一
﹁
問
︑
四
土
之
中
西
方
是
何
淨
土
︒
答
︑
若
法
性
土
者
︑
即
是
無
垢
真
如
︑
自
性
清
淨
第
一
義
空
︑
本
來
湛
然
不
假
修
成
︑
為
一
切
法
之
所
依
止
︑
無

一
佛
出
世
間
法
不
有
︑
名
性
淨
土
︒
凡
聖
同
有
︑
凡
夫
尚
隱
︑
諸
佛
明
顯
︒
若
自
受
用
土
︑
從
三
大
阿
僧
祇
所
修
善
根
萬
行
所
感
︑
其
土
淨
與
諸
佛
亦
不
可
見
︑
但
可
得
聞
︑
唯
佛
自
受
用
︒
﹂

(

﹃
大
正
蔵
﹄
三
七
巻
︑
三
一
一
頁b19…

26)  
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為
︒
有
を
執
ず
る
自
性
を
断
じ
れ
ば
常
と
名
づ
く
︒
︶
︑
若
し
は
衆
生
・
非
衆
生
︵
４
１
１
未
だ
仏
性
を
見
ざ
る
を
︑
名
づ
け
て
衆
生
と
為
す
︒
已
に
見
性
す
は
︑
衆

生
に
非
ざ
る
と
名
づ
く
︒
︶
︑
若
し
有
︑
若
し
無
︵
４
１
１
生
滅
は
有
と
為
し
︑
不
生
不
滅
は
︑
無
と
為
す
︒
︶
︑
若
し
は
実
・
不
実
︵
４
１
２
一
乗
は
是
れ
実
︑
二

乗
は
実
に
非
ら
ず
︒124

︶
︑
若
し
は
真
・
不
真
︑
︵
４
１
２
聖
諦
は
真
と
為
し
︑
俗
諦
は
真
に
非
ず
︒
︶
若
し
滅
・
不
滅
︵
４
１
３
化
身
に
滅
有
り
︑
法
身
に
滅
無

し
︒
︶
若
し
密
・
不
密
︵
４
１
３
究
竟
説
と
は
密
為
り
︒
非
究
竟
説
は
︑
非
密
為
り
︒
︶
若
し
二
不
二
︑
︵
４
１
４
世
諦
に
二
有
る
も
︑
真
諦
は
不
二
な
り
︒
︶
是
く

の
如
く
等
種
種
の
法
の
中
︑
疑
す
る
所
有
る
者
は
︑
今
応
に
諮
問
す
べ
し
︒
我
れ
当
に
隨
順
し
汝
が
為
に
之
を
断
ち
て
︑
亦
た
当
に
汝
が
為
に
先
に
甘
露
を
説
き

て
︑
然
後
し
て
乃
ち
当
に
涅
槃
に
入
ら
ん
︒
︵
４
１
６
此
れ
疑
を
擧
げ
︑
以
て
問
い
を
勧
め
る
な
り
︒
若
し
疑
有
り
て
問
わ
ざ
れ
ば
︑
則
ち
仏
の
在
ま
す
は
益
無
し
︒

若
し
疑
問
を
決
了
す
れ
ば
︑
則
ち
仏
は
是
れ
常
と
知
る
︒
︶
諸
の
比
丘
︑
仏
の
世
に
出
で
難
し
︑
人
身
得
難
し
︑
仏
に
値
い
て
信
生
ず
︑
是
の
事
亦
た
難
し
︑
能
く
忍

び
忍
び
難
し
︑
是
れ
亦
復
難
し
︒
禁
戒
を
成
就
し
︑
具
足
無
缺
に
し
て
︑
阿
羅
漢
果
を
得
は
︑
是
の
事
亦
た
難
し
︑
金
沙
や
優
曇
鉢
花
を
求
む
る
が
如
し
︒
︵
４
２

０
前
は
︑
五
難125

を
喩
う
な
り
︒
︶
汝
諸
の
比
丘
︑
八
難
を
離
れ
︑
人
身
得
難
し
︒
︵
４
２
１
八
難
と
は
︑
一
︑
地
獄
︒
二
︑
畜
生
︒
三
︑
餓
鬼
︒
四
︑
人
中
盲
啞
︒

五
︑
世
智
辯
聰
︒
六
︑
生
仏
前
後
︒
七
︑
生
鬱
単
越
︒
八
︑
生
長
寿
天
︒
︶
汝
等
我
れ
遇
い
て
︑
応
に
空
し
く
過
ぎ
る
べ
か
ら
ず
︒
我
往
昔
に
於
い
て
種
種
の
苦
行
を

し
︑
今
是
く
の
如
く
無
上
の
方
便
を
得
う
︒
汝
等
が
為
が
故
に
無
量
の
劫
中
︑
身
・
手
・
足
・
頭
・
目
・
髓
・
脳
を
捨
つ
︑
是
れ
の
故
に
汝
ら
応
に
放
逸
す
べ
か
ら

ず
︒
︵
４
２
５
勤
修
を
勧
む
る
な
り
︒
︶
汝
ら
比
丘
︑
云
何
が
正
法
の
宝
城
を
荘
厳
し
種
種
の
功
徳
珍
宝
を
具
足
せ
し
む
る
や
︒
戒
・
定
・
智
慧
を
以
て
︑
牆
・

塹
・
俾
倪
と
為
す
︒
︵
４
２
７
俾
倪126

と
は
︑
孔
の
中
に
於
い
て
非
常
の
事
を
伺
い
望
む
こ
と
を
謂
う
︒
戒
︑
牆
に
況
う
な
り
︒
以
て
非
を
防
ぐ
が
故
に
︒
定
は
︑
塹

を
譬
う
な
り
︒
境
の
深127

し
を
取
る
が
故
に
︒
慧
は
︑
俾
倪
を
喩
う
︒
是
れ
見
性
の
故
に
︒
︶
汝
今
是
の
仏
法
宝
城
に
遇
て
︑
応
に
此
の
虚
偽
の
物
を
取
る
べ
か
ら

ず
︒
︵
４
２
８
二
を
取
ら
ば
︑
涅
槃
︑
虚
偽
と
為
す
な
り
︒
︶
譬
え
ば
商
主
の
真
の
宝
城
に
遇
う
が
如
し
︑
諸
の
瓦
礫
を
取
り
て
︑
而
便
ち
家
に
還
る
︒
汝
亦
た
是

 
124 

一
乘
是
實
︑
二
乘
非
實 

唐
・
窺
基
撰
﹃
妙
法
蓮
華
經
玄
贊
﹄
巻
一
︿
序
品
﹀
に
︑
﹁
顯
時
機
中
有
二
︑
一
︑
顯
時
︑
二
︑
顯
機
︒
初
顯
時
者
︑
諸
佛
設
教
略
有
二
種
︑
一
︑
頓
︑
二
︑

漸
︒
頓
即
被
彼
大
機
︑
頓
從
凡
夫
以
求
佛
果
︑
如
﹃
勝
鬘
經
﹄
所
説
一
乘
︑
一
乘
是
權
︑
四
乘
實
故
︒
漸
即
被
彼
從
小
至
大
機
︑
如
此
經
中
所
説
一
乘
︑
一
乘
是
實
︑
二
乘
權
故
︒
此
經
多
被
從

彼
二
乘
以
求
佛
果
︑
多
是
漸
教
大
乘
所
攝
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
三
四
巻
︑
六
五
五
頁a2…

8) 
125 

五
難…

謂
三
塗
及
欝
單
越
長
壽
天
等
︒
唐
・
李
師
政
撰
﹃
法
門
名
義
集
﹄
巻
一
﹁
生
善
處
對
治
五
難
︒
謂
三
塗
及
欝
單
越
長
壽
天
等
︒
值
善
人
對
治
佛
後
難
︒
發
宿
心
願
治
世
智
辯
聽
︒
值

善
根
治
盲
聾
喑
啞
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
五
四
巻
︑
二
〇
四
頁b4…

6) 
126 

俾
倪…

﹃
一
切
經
音
義
﹄
巻25

︑
﹁
俾
倪(

上
普
米
反
下
五
禮
反
玉
篇
又
作
隦
堄
埤
蒼
廣
雅
並
云
城
小
牆
又
釋
名
云
於
牆
孔
中
伺
候
非
常
之
事
今
詳
此
字
有
其
二
種
一
者
伺
候
二
者
垣
墻
垣

墻
不
合
從
人
伺
候
豈
宜
從
土
若
是
垣
墻
應
為
埤
堄
若
取
伺
候
應
作
俾
倪
兩
文
二
義
不
失
諸
宗
故
也)

︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
五
四
巻
︑
四
六
六
頁c4…

6) 
127 

隋
・
吉
藏
﹃
法
華
義
疏
﹄
巻
六
︿
譬
喩
品 

三
﹀
﹁
﹁
䶩
齧
﹂
者
︑
六
根
起
貪
取
境
深
重
︑
如
䶩
齧
也
︒
﹂(
﹃
大
正
蔵
﹄
三
四
巻
︑
五
三
五
頁a2…

3) 
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く
の
如
し
︒
宝
城
に
値
い
遇
て
︑
虚
偽
の
物
を
取
る
︒
汝
諸
の
比
丘
︑
下
心
を
以
て
而
知
足
を
生
ず
る
勿
れ
︵
４
３
１
小
果
に
住
む
は
︑
是
れ
下
心
な
り
︒
︶
︒
汝
ら

今
は
︑
出
家
を
得
る
と
雖
も
︑
此
の
大
乗
に
於
い
て
貪
慕
を
生
ぜ
ざ
る
︵
４
３
２
出
家
と
は
︑
始
学
の
初
名
︒
真
に
渉
る
の
極
路
に
非
ら
ず
︒
︶
︒
汝
諸
の
比
丘
︑
身

に
袈
裟
・
染
衣
を
服
す
る
こ
と
を
得
と
雖
も
︑
其
の
心
猶
お
未
だ
大
乗
の
清
浄
の
法
に
染
ま
る
を
得
ず
︒
汝
諸
の
比
丘
︑
乞
食
を
行
じ
て
多
処
を
経
歷
す
と
雖
も
︑

初
よ
り
未
だ
曽
て
大
乗
の
法
食
を
乞
わ
ず
︒
汝
諸
の
比
丘
︑
鬚
髮
を
除
く
と
雖
も
︑
未
だ
正
法
の
為
に
諸
の
結
使
を
除
か
ず
︒
︵
４
３
６
上
自
り
皆
な
是
れ
其
の
昔

の
解
を
奪
い
捨
て
さ
せ
し
み
︑
迷
を
封
ず
る
な
り
︒
︶ 

汝
諸
の
比
丘
︑
今
当
に
真
実
を
汝
等
に
教
勅
す
べ
し
︵
４
３
７
新
し
い
伊
の
涅
槃
を
示
さ
ん
と
欲
す
る
が

故
に
真
実
に
教
勅
す
と
云
う
︒
︶
︒
我
れ
今
見
在
︑
大
衆
和
合
し
︑
如
来
の
法
性
︑
真
実
に
不
倒
な
り
︵
４
３
８
三
宝
の
縁
具
わ
る
を
明
し
︑
是
れ
学
ぶ
べ
き
の
時
な

り
︒
︶
︒
是
れ
の
故
に
︑
汝
等
︑
応
当
に
精
進
し
て
︑
摂
心
し
勇
猛
に
し
て
諸
の
結
使
を
摧
く
べ
し
︒
十
力
の
慧
日
︑
既
に
滅
沒
し
已
ら
ば
︑
汝
等
当
に
無
明
の
覆

す
所
と
為
す
べ
し
︒
諸
の
比
丘
︑
譬
え
ば
大
地
諸
山
の
薬
草
の
如
く
︵
４
４
１
山
は
法
性
を
況
い
︑
草
は
万
善
を
喩
う
︒
︶
衆
生
の
用
と
為
し
︵
４
４
２
譬
え
ば
能
く

物
の
患
い
を
除
く
が
如
く
な
り
︒
︶
︑
我
れ
の
法
も
亦
た
爾
り
︒
妙
善
甘
露
の
法
味
を
出
生
し
て
︑
而
し
て
衆
生
の
種
種
の
煩
悩
病
の
良
薬
と
為
す
︒
我
今
当
に
一

切
の
衆
生
及
以
び
我
が
子
︑
四
部
の
衆
を
し
て
︵
４
４
４
四
は
道
俗
の
男
女
を
謂
う
な
り
︒
︶
︑
悉
く
皆
な
秘
密
蔵
の
中
に
安
住
せ
し
む
べ
し
︒
︵
４
４
５
涅
槃
の

道
︑
二
乗
の
境
に
非
ら
ざ
る
が
故
に
秘
蔵
と
云
う
︒
︶
我
れ
亦
復
た
当
に
是
の
中
に
安
住
し
涅
槃
に
入
る
べ
し
︒
︵
４
４
６
我
れ
も
亦
た
秘
蔵
に
随
住
す
と
言
う
は
︑

身
智
を
化
滅
し
︑
涅
槃
に
入
る
な
り
︒
︶
何
等
を
名
づ
け
て
秘
密
の
蔵
と
為
す
や
︒
猶
お
伊
字
の
三
点
の
如
し
︒
若
し
並
び
て
則
ち
伊
に
成
ら
ず
︑
縱
も
亦
た
成
ら

ず
︵
４
４
８
婆
羅
門
の
伊
字
三
点
は
上
に
一
つ
下
に
二
つ
の
狀
に
合
成
し
︑
鼎
の
足
の
如
し
︒
若
し
並
び
若
し
從
︑
三
点
有
る
と
雖
も
︑
皆
な
字
に
成
ら
ず
︒
︶
摩
醯

首
羅
の
如
く
︑
面
の
上
に
三
つ
の
目
︑
乃
ち
伊
に
成
る
を
得
ん
︒
︵
４
４
９
此
の
天
の
三
目
は
︑
一
は
︑
額
の
中
在
り
て
︑
世
の
伊
字
の
如
く
從
に
並
ぶ
に
非
ざ
る
な

り
︒
︶
三
点
若
し
別
つ
て
︑
亦
た
成
を
得
ざ
ら
ん
︒
︵
４
５
０
三
点
処
を
異
え
ば
︑
則
ち
字
と
成
ら
ず
︒
︶
我
れ
亦
た
是
く
の
如
く
解
脱
の
法
は
︑
亦
た
涅
槃
に
非

ず
︒
如
来
の
身
も
亦
た
涅
槃
に
非
ず
︒
摩
訶
般
若
も
亦
た
涅
槃
に
非
ず
︒
三
法
は
各
異
な
る
も
亦
た
涅
槃
に
非
ず
︒
︵
４
５
３
夫
れ
涅
槃
を
証
す
者
は
︑
能
証
の

身
︑
智
慧
の
用
有
る
こ
と
を
要
す
︒
又
た
須
か
ら
く
煩
悩
等
を
滅
し
三
法
を
具
足
す
る
こ
と
を
涅
槃
を
証
す
名
づ
く
︒
此
の
三
各
別
し
て
︑
未
だ
断
証
有
る
は
涅
槃
に

非
ず
な
り
︒
︶
我
れ
今
是
く
の
如
く
の
三
法
に
安
住
し
て
︵
４
５
４
応
ぜ
ざ
る
感
無
く
こ
と
を
︑
名
づ
け
て
法
身
と
為
す
︒
照
わ
ざ
る
境
無
く
を
称
じ
て
般
若
と
為

す
︒
盡
さ
ざ
る
累
無
く
こ
と
を
是
れ
解
脱
と
名
づ
く
︒
三
法
円
備
し
て
︑
即
ち
是
れ
涅
槃
︒
︶
︑
衆
生
が
為
の
故
︑
涅
槃
に
入
る
を
名
づ
け
て
︵
４
５
５
身
智
の
滅
す

る
を
示
す
な
り
︒
︶
世
の
伊
字
の
如
し
︒
︵
４
５
６
三
点
を
以
て
三
法
を
喩
う
︒
︶ 

爾
の
時
︑
諸
の
比
丘
は
仏
世
尊
の
定
ん
で
当
に
涅
槃
す
を
聞
き
︑
皆
な
悉
く
憂
愁
す
︵
４
５
８
捨
し
て
応
に
本
に
帰
す
︒
長
ら
く
物
と
與
に
隔
く
が
故
に
憂
が
生
ず

る
な
り
︒
︶
身
の
毛
豎
と
為
し
︑
涕
淚
は
目
に
盈
れ
︑
仏
足
に
稽
首
し
︑
無
量
の
匝
を
遶
り
︑
仏
に
白
し
て
言
わ
く
︑
﹁
世
尊
︑
快
い
で
無
常
︑
苦
空
︑
無
我
を
説

か
ん
︒
︵
４
６
０
無
常
の
故
に
空
︑
空
の
故
に
無
我
︒
︶
世
尊
︑
譬
え
ば
一
切
の
衆
生
の
跡
の
中
に
象
の
跡
の
上
と
為
す
が
如
し
︵
４
６
１
象
は
常
に
喩
い
︑
迹
は
無
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常
を
況
う
が
故
︒
象
の
迹
を
尋
し
て
︑
以
て
象
の
体
を
得
る
︒
無
常
の
用
を
尋
し
て
︑
以
て
常
に
至
る
︒
︶
是
れ
無
常
の
想
も
亦
復
た
是
く
の
如
し
︑
諸
想
の
中
に
於

い
て
︑
最
も
第
一
と
為
す
︒
︵
４
６
２
能
く
三
界
の
欲
愛
慢
を
除
く
を
謂
う
な
り
︒
︶
若
し
精
勤
に
之
を
修
習
す
る
者
有
ら
ば
︑
能
く
一
切
の
欲
界
の
欲
愛
・
色
無

色
の
愛
・
無
明
憍
慢
︑
及
び
無
常
の
想
を
除
く
︵
４
６
４
想
は
智
を
証
す
を
謂
う
な
り
︒
︶
︒
世
尊
︑
如
来
若
し
無
常
の
想
を
離
る
れ
ば
れ
ば
︑
今
則
ち
応
に
涅
槃

に
入
る
べ
か
ら
ず
︵
４
６
５
此
れ
昔
の
説
を
引
き
て
以
て
今
を
難
ず
る
な
り
︒
若
し
世
尊
久
し
く
無
常
の
想
を
離
る
れ
ば
︑
何
の
故
に
今
日
方
に
般
涅
槃
す
︒
︶
︒
若

し
離
れ
ず
ん
ば
︑
云
何
ぞ
説
き
て
︑
﹁
無
常
の
想
を
修
し
て
︑
三
界
の
愛
・
無
明
・
憍
慢
︑
及
び
無
常
の
想
を
離
る
﹂
と
言
う
か
︵
４
６
８
此
で
今
の
説
を
引
き
て

以
て
昔
を
難
ず
る
な
り
︒
若
し
無
常
の
想
を
修
し
て
︑
無
常
の
想
を
離
れ
る
こ
と
能
わ
ず
者
︑
則
ち
昔
能
く
是
の
虚
妄
を
離
る
を
言
う
な
り
︒
︶
︒
世
尊
︑
譬
え
ば
農

夫
の
秋
月
の
時
に
︑
深
く
其
の
地
を
耕
し
︑
能
く
穢
草
を
除
く
が
如
し
︒
︵
４
６
９
此
れ
無
常
の
勝
用
を
歎
ず
︒
草
穢
は
愛
慢
を
況
う
な
り
︒
︶
是
れ
無
常
の
想
も
︑

亦
復
た
是
く
の
如
し
︵
４
７
０
夫
れ
空
解
必
ず
有
に
因
り
て
︑
不
可
得
の
空
有
り
︒
何
を
以
て
空
と
す
︒
空
有
既
に
除
か
ば
︑
二
想
倶
に
滅
す
︒
︶
︒
能
く
一
切
の
欲

界
の
欲
愛
︑
色
無
色
の
愛
・
無
明
・
憍
慢
︑
及
び
無
常
の
想
を
除
く
︒
世
尊
︑
譬
え
ば
田
を
耕
す
に
︑
秋
耕
を
勝
と
為
す
が
如
く
︑
諸
跡
中
︑
象
の
跡
を
勝
と
為
す

が
如
し
︑
諸
想
の
中
に
於
い
て
無
常
の
想
を
勝
と
為
す
︒
︵
４
７
４
勝
義
︑
常
を
生
ず
る
が
故
に
︒
︶
世
尊
︑
譬
え
ば
帝
王
の
命
将
に
終
え
る
を
知
り
て
︑
天
下
の

獄
囚
繫
閉
を
恩
赦
し
︑
悉
く
得
脱
せ
し
め
︑
然
後
に
捨
命
す
る
が
如
し
︒
如
来
今
者
︑
亦
た
応
に
是
く
の
如
く
︑
諸
の
衆
生
の
一
切
無
知
・
無
明
繫
閉
を
度
し
て
︑

皆
な
解
脱
せ
し
め
︑
然
後
に
乃
ち
般
涅
槃
に
入
る
︒
我
ら
今
は
︑
皆
な
未
だ
得
度
せ
ず
︑
云
何
が
如
来
便
ち
放
捨
す
る
こ
と
を
欲
し
涅
槃
に
入
ら
ん
と
す
︒
︵
４
７

８
若
し
衆
生
を
棄
て
涅
槃
に
入
る
は
︑
是
れ
愛
の
心
を
兼
ね
る
こ
と
無
し
︒
云
何
が
見
捨
て
︑
将
に
涅
槃
に
入
ら
ん
と
す
︒
︶
世
尊
︑
譬
え
ば
人
有
り
て
鬼
の
所
持
と

為
す
が
如
く
︑
良
い
呪
師
に
遇
て
︑
呪
力
を
以
て
の
故
に
︑
便
ち
除
差
を
得
ん
︒
如
来
亦
た
爾
り
︒
諸
の
声
聞
が
為
に
無
明
の
鬼
を
除
き
︑
摩
訶
般
若
・
解
脱
等
の

法
に
安
住
を
得
さ
せ
し
む
︒
世
の
伊
字
の
如
し
︒
世
尊
︑
譬
え
ば
香
象
の
人
の
縛
す
る
所
と
為
す
が
如
く
︵
４
８
２
象
︑
菩
薩
に
喩
う
︒
︶
︑
良
師
有
る
と
雖
も

︵
４
８
３
魔
王
を
況
う
な
り
︒
︶
︑
禁
制
す
る
こ
と
能
わ
ず
︑
頓128

に
羈
鎖129

を
絕
ち
て
自
ら
恣
に
し
て
去
ら
ん
が
如
し
︒
︵
４
８
４
此
れ
菩
薩
を
喩
う
︒
煩
悩
を

絶
ち
て
棄
て
︑
如
来
の
於
世
に
久
住
す
る
こ
と
籍
り
ず
︒
︶
我
ら
未
だ
に
爾
が
為
に
五
十
七
の
煩
悩
繫
縛
を
︒
︵
４
８
５
見
惑
に
四
十
四
諦
有
り
︑
各
十
の
故
に
︒
欲

愛
に
貪
瞋
・
慢
・
無
明
・
倶
生
・
身
辺
見
の
六
つ
有
り
︒
上
の
二
界
各
五
︑
瞋
・
無
明
住
地
を
除
く
︒
一
に
合
わ
せ
て
五
十
七
な
り
︒
︶
云
何
ぞ
如
来
︑
便
ち
放
捨
し

 
128 

原
文
は
䪺
︒
頓
の
異
体
字
︒ 

129 

羈
鎖…

キ
サ
︒
羈
は
お
も
が
い
︑
馬
を
つ
な
ぎ
と
め
る
た
め
︑
馬
の
頭
部
か
ら
頬
に
か
け
て
つ
け
る
組
ひ
も
の
こ
と
︒
た
づ
な
︒
鎖
は
く
さ
り
︒
転
じ
て
自
由
を
拘
束
す
る
︑
束
縛
の
意
︒

晉
葛
洪
﹃
神
仙
傳·

劉
安
﹄
安
以
凡
才
︑
少
好
道
德
︑
羈
鎖
世
務
︑
沉
淪
流
俗
︒
宋
・
智
円
述
﹃
涅
槃
玄
義
發
源
機
要
﹄
巻
二
﹁
羈
鎖
者
︑
革
絡
馬
頭
曰
羈
︒
釋
名
曰
︑
羈
檢
也
︒
所
以
檢
持
制

之
也
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
三
八
巻
︑
二
五
頁a22-24) 
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て
︑
涅
槃
に
入
り
た
ま
わ
ん
と
欲
す
る
︵
４
８
６
声
聞
の
人
︑
菩
薩
に
同
じ
か
ら
ず
︑
能
く
煩
悩
を
脱
し
︑
故
に
住
を
勧
め
る
な
り
︒
︶
︒
世
尊
︑
人
の
瘧130

を
病

み
︵
４
８
７
業
起
き
る
も
恒
な
ら
ざ
る
が
故
に
︑
之
を
況
え
る
に
瘧
疾
を
以
す
︒
︶
︑
良
医
に
値
遇
し
て
︑
苦
む
所
除
く
こ
と
を
得
る
が
如
し
︒
我
も
亦
た
是
く
の
如

し
︒
多
く
の
諸
の
苦
・
邪
命
熱
病
を
患
い
︑
如
来
に
遇
う
と
雖
も
︑
病
未
だ
除
兪
ぜ
ず
︑
未
だ
無
上
の
安
隠
常
楽
を
得
ず
︒
云
何
ぞ
如
来
︑
便
ち
欲
放
捨
し
て
涅
槃

に
入
り
た
ま
わ
ん
と
欲
す
る
︒
世
尊
︑
譬
え
ば
如
酔
人
の
自
ら
覚
知
せ
ず
し
て
︵
４
９
１
酒
は
煩
悩
を
況
い
︑
人
は
比
丘
を
喩
う
︒
其
の
覚
了
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
を

言
う
︒
自
体
の
実
︑
此
れ
真
を
知
ら
ざ
る
を
譬
う
な
り
︒
︶
︑
親
踈
・
母
女
・
姊
妹
を
識
ら
ず
︵
４
９
２
妄
と
知
ら
ざ
る
を
況
う
な
り
︒
︶
︑
迷
荒
婬
乱
︵
４
９
２
倒

想
を
起
す
を
喩
う
︒
︶
︑
言
語
放
逸
︵
４
９
３
発
す
る
所
の
業
を
譬
う
な
り
︒
︶
︑
糞
穢
の
中
に
臥
す
る
が
如
し
︵
４
９
３
生
死
を
喩
う
な
り
︒
︶
︒
時
に
良
師
有

り
︑
薬
を
與
え
服
せ
し
め
︵
４
９
４
良
師
は
仏
を
譬
い
︑
薬
は
教
法
を
況
う
︒
︶
︑
服
し
已
り
て
酒
を
吐
き
︵
４
９
４
煩
悩
を
断
ず
る
を
喩
う
な
り
︒
︶
︑
還
り
て
自

ら
省
識
し
て
︵
４
９
５
真
を
知
り
妄
を
識
る
な
り
︒
︶
心
に
慚
愧
を
懐
き
︑
︵
４
９
５
迷
荒131

を
愧
じ
る
な
り
︒
︶
深
く
自
ら
剋
責132

す
︵
４
９
６
前
の
非
を
悔
い

る
な
り
︒
︶
︒
酒
は
不
善
に
し
て
諸
悪
の
根
本
為
り
︵
４
９
６
煩
悩
は
衆
悪
の
源
と
為
す
な
り
︒
︶
︒
若
し
能
く
除
断
せ
ば
︑
則
ち
衆
罪
を
遠
ざ
く
︵
４
９
７
煩
悩
若

し
断
ず
れ
ば
︑
則
ち
衆
悪
咸
く
滅
す
︒
︶
︒
世
尊
︑
我
れ
亦
た
是
く
の
如
し
︒
往
昔
よ
り
已
来
︑
生
死
を
輪
転
し
て 

︑
五
欲
を
貪
嗜
す
︵
４
９
８
昔
の
過
を
明
す
な

り
︒
︶
︒
母
に
非
ざ
る
に
母
と
想
い
︑
姊
に
非
ざ
る
に
姊
と
想
い
︑
女
に
非
ざ
る
に
女
と
想
い
︑
衆
生
に
非
ざ
る
に
於
い
て
衆
生
の
想
を
生
じ
︑
是
れ
の
故
に
輪
転

し
て
生
死
の
苦
を
受
く
︑
彼
の
酔
人
の
糞
穢
の
中
に
臥
す
る
が
如
し
︒
如
来
︑
今
当
に
我
に
法
薬
を
施
し
て
︑
我
を
し
て
煩
悩
の
悪
酒
を
還
吐
せ
し
む
べ
し
︵
５
０

２
合
せ
て
服
し
已
ら
ば
酒
を
吐
く
な
り
︒
︶
︒
而
も
我
れ
未
だ
醒
寤
の
心
を
得
ず
︵
５
０
２
未
だ
煩
悩
断
ぜ
ざ
る
を
喩
う
な
り
︒
︶
︒
云
何
ぞ
如
来
︑
便
ち
放
捨
し

て
︑
涅
槃
に
入
り
た
ま
わ
ん
と
欲
す
︒ 

世
尊
︑
譬
え
ば
人
有
り
て
︑
芭
蕉
樹
を
歎
じ
て
︑
以
て
堅
実
と
為
す
も
︑
是
の
処
り
有
る
こ
と
無
き
が
如
し
︵
５
０
４
芭
蕉
堅
か
ら
ず
︑
亦
た
猶
お
身
の
無
我
の

如
し
︒
︶
︒
世
尊
︑
衆
生
も
亦
爾
り
︒
若
し
我
・
人
・
衆
生
・
寿
命
・
養
育
・
知
見
・
作
者
・
受
者
を
︑
是
れ
真
実
と
歎
ぜ
ん
こ
と
︑
亦
た
是
の
処
り
無
し
︒
我
等
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瘧…

お
こ
り
︒
病
気
の
名
前
︒
一
定
の
周
期
で
高
い
発
熱
を
伴
う
病
気
︒
唐
・
道
暹
述
﹃
涅
槃
經
疏
私
記
﹄
巻
七
﹁
瘧
譬
疑
者
︒
或
發
不
發
︒
又
或
寒
或
熱
︒
如
疑
︒
猶
影
疑
自
疑
他

等
︒
﹂(

﹃
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
﹄
三
七
巻
︑
二
五
九
頁b17-18) 
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迷
荒…

荒
迷
の
倒
置
か
︒
荒
は
慌
に
通
ず
︒
生
活
が
す
さ
み
︑
迷
う
︒
﹃
大
正
蔵
﹄
で
は
︑
兩
方
の
用
例
が
あ
る
︒
意
味
に
大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
︒
﹃
長
阿
含
經
﹄
巻
十
﹁
阿
難
︑

此
十
二
因
緣
難
見
難
知
︑
諸
天
︑
魔
︑
梵
︑
沙
門
︑
婆
羅
門
︑
未
見
緣
者
︑
若
欲
思
量
觀
察
分
別
其
義
者
︑
則
皆
荒
迷
︑
無
能
見
者
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
一
巻
︑
六
〇
頁b10-12) 

﹃
普
曜
經
﹄

巻
八
﹁
佛
有
沙
門
名
曰
安
陛
︑
遣
行
宣
法
開
化
未
聞
︑
五
濁
之
世
人
心
荒
迷
不
達
至
真
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
三
巻
︑
五
三
三
頁c10-11) 

﹃
大
莊
嚴
論
經
﹄
巻
十
五
﹁
心
常
耽
五
欲
︑
迷
荒
不
能

覺
︑
心
既
不
調
順
︑
云
何
得
寂
靜
﹂(T04 p. 347a8-9)

︒ 
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剋
責…

き
び
し
く
責
め
つ
け
る
︒
﹁
刻
責
﹂
に
同
じ
︒ 
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是
く
の
如
く
無
我
の
想
を
修
す
︒
世
尊
︑
譬
え
ば
漿
滓
の
復
用
す
る
所
無
き
が
如
し
︵
５
０
７
無
我
の
用
な
り
︒
︶
︒
是
の
身
も
亦
た
爾
り
︒
我
無
く
︑
主
無
し
︒

世
尊
︑
七
葉
花
の
香
氣
有
る
こ
と
無
き
が
如
し
︵
５
０
９
無
我
の
体
な
り
︒
︶
︒
是
の
身
も
亦
た
爾
り
︒
無
我
無
主
な
り
︒
我
等
是
く
の
如
く
心
常
に
無
我
の
想
を

修
習
す
︒
仏
の
説
く
所
の
如
く
︑
一
切
諸
法
は
︑
我
・
我
所
無
し
︵
５
１
１
我
︑
尚
お
得
る
べ
か
ら
ず
︒
我
所
︑
何
を
得
る
べ
し133

︒
所
・
我
兼
ね
て
忘
れ
る
が
故

に
慢
無
し
な
り
︒
︶
︒
汝
諸
の
比
丘
︑
応
当
に
修
習
す
べ
し
︒
是
く
の
如
く
修
し
已
ら
ば
︑
則
ち
我
慢
を
除
き
︑
我
慢
を
離
れ
已
り
て
︑
便
ち
涅
槃
に
入
る
︵
５
１

２
昔
の
教
今
の
教
倶
に
︑
世
尊
説
き
た
ま
わ
る
︒
昔
の
教
既
に
非
ら
れ
ば
︑
今
何
を
必
ず
是
れ
な
り
︒
故
に
昔
の
教
を
執
す
︒
今
に
取
決
す
︒
︶
︒
世
尊
︑
譬
え
ば
鳥

の
跡
の
空
中
に
現
ず
る
こ
と
︑
是
の
処
り
有
る
こ
と
無
き
が
如
し
︒
能
く
無
我
の
想
を
修
習
す
る
有
る
も
の
に
︑
而
も
諸
見
有
る
こ
と
︑
亦
た
是
の
処
り
無
し
︵
５

１
５
我
想
有
る
と
は
︑
則
ち
見
取
有
り
︒
無
我
の
故
に
︑
無
想
は
則
ち
無
見
な
り
︒
︶
︒ 

516

爾
の
時
︑
世
尊
諸
の
比
丘
を
讃
え
て
︑
﹁
善
い
哉
︑
善
い
哉
︑
汝
等
善
能
く
無
我
の
想
を
修
す
︒
﹂
︵
５
１
７
其
の
所
執
を
別
つ
が
故
に
︑
之
れ
を
称
歎

す
︒
︶
時
︑
諸
の
比
丘
即
ち
仏
に
白
し
て
言
わ
く
︑
﹁
世
尊
︑
我
等
但
だ
無
我
の
想
を
修
す
る
の
み
な
ら
ず
︑
亦
た
更
に
其
の
餘
の
諸
想
を
修
習
す
︒
所
謂
苦
想
・

無
常
想
・
無
我
想
な
り
︒
世
尊
︑
譬
え
ば
人
の
酔
い
て
其
の
心
を
瞑
眩134

し
て
︵
５
２
０
悶
惑135

の
狀
な
り
︒
︶
︑
諸
の
山
河
・
石
壁
・
草
木
・
宮
殿
・
屋
舍
・
日

月
・
星
辰
の
皆
な
悉
く
迴
転
す
る
を
見
る
が
如
し
︵
５
２
１
声
聞
の
人
︑
菩
薩
の
非
常
の
中
に
於
い
て
妄
り
に
常
執
を
生
ず
を
謂
う
︒
猶
お
酔
人
の
転
ぜ
ざ
る
中
に
於

い
て
︑
而
も
転
じ
る
想
を
生
ぜ
る
が
如
し
︒
︶
︒
世
尊
︑
若
し
苦
・
無
常
の
想
・
無
我
等
の
想
を
修
せ
ざ
る
有
れ
ば
是
く
の
如
き
の
人
を
︑
名
づ
け
て
聖
と
為
さ

ず
︒
諸
の
放
逸
多
く
し
て
︑
生
死
に
流
転
す
︵
５
２
４
無
常
・
苦
・
空
・
無
我
を
修
せ
ざ
れ
ば
︑
則
ち
生
死
に
流
転
し
︑
聖
人
に
非
ざ
る
な
り
︒
︶
︒
世
尊
︑
是
の
因

縁
を
以
て
︑
我
等
善
く
︑
是
の
如
き
諸
想
を
修
す
︒
﹂
︵
５
２
５
能
く
生
死
を
離
れ
る
を
以
て
の
故
に
修
す
︒
︶ 

526

爾
の
時
︑
仏
︑
諸
の
比
丘
に
告
ぐ
︑
﹁
諦
か
に
聴
け
︑
諦
か
に
聴
け
︒
汝
向
に
引
く
所
の
酔
人
の
喻
え
は
︑
但
だ
文
字
を
知
り
て
︑
未
だ
達
其
の
義
達
せ
ず

︵
５
２
７
声
聞
の
人
︑
空
無
常
を
観
じ
て
︑
以
て
実
諦
と
為
す
︒
未
だ
真
我
は
是
れ
仏
と
知
ら
ざ
る
が
故
︑
達
せ
ず
と
云
う
︒
︶
︒
何
等
を
か
義
と
為
す
︒
彼
の
酔
人
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我
尚
不
可
得
︑
我
所
何
可
得…

も
と
は
︑
﹃
維
摩
詰
所
説
経
﹄
の
中
の
一
句
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
﹃
維
摩
詰
所
説
經
﹄
巻
二
﹁
普
守
菩
薩
曰
︑
﹁
我
︑
無
我
為
二
︒
我
尚
不
可
得
︑
非
我

何
可
得
︑
見
我
實
性
者
︑
不
復
起
二
︑
是
為
入
不
二
法
門
︒
﹂
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
十
四
巻
︑
五
五
一
頁a13-15) 
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瞑
眩…

﹁
北
本
﹂
愐
眩
︒
﹁
北
本
註
﹂
愐
＝
瞑
︻
三
︼
︒
﹁
南
本
﹂
眩
亂
︒
隋
の
慧
遠
撰
﹃
大
般
涅
槃
經
義
記
﹄
巻
二
に
︑
﹁
人
喩
凡
夫
及
諸
菩
薩
︒
癡
惑
亂
心
説
之
為
醉
︒
心
志
濁
悶
名

為
瞑
眩
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
三
七
巻
︑
六
四
七
頁a3-5)

と
あ
る
︒
慧
遠
の
﹃
義
記
﹄
は
︑
﹁
北
本
﹂
に
依
拠
し
た
注
釈
書
で
あ
る
︒
そ
の
た
め
か
︑
韋
諗
注
と
同
じ
瞑
眩
の
字
を
使
用
し
て
い

る
︒
あ
る
い
は
︑
韋
諗
が
慧
遠
を
参
照
し
た
か
ら
の
可
能
性
も
あ
る
︒
特
に
︑
慧
遠
の
﹁
心
志
濁
悶
︑
名
為
瞑
眩
﹂
の
一
句
の
中
で
︑
悶
と
い
う
表
現
を
使
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
︑
韋
諗
が

﹁
瞑
眩
﹂
を
注
し
て
﹁
悶
惑
の
狀
﹂
と
記
し
て
い
る
こ
と
と
何
ら
か
の
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
︒ 
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悶
惑…

未
詳
︒ 
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の
︑
上
の
日
月
の
︑
実
は
迴
転
に
非
ざ
る
を
見
て
︑
迴
転
の
想
を
生
ず
る
が
如
し
︵
５
２
９
仏
果
は
是
常
な
る
も
︑
而
し
て
無
常
と
計136

す
︒
猶
お
酔
人
の
非
転
処

に
於
い
て
転
想
を
生
ず
が
如
し
︒
︶
︒
衆
生
も
亦
爾
り
︒
諸
の
煩
悩
無
明
の
為
に
覆
は
れ
︑
顛
倒
心
を
生
じ
て
我
を
無
我
と
計
し
︑
常
を
無
常
と
計
し
︑
浄
を
不
浄

と
計
し
︑
楽
を
計
し
て
苦
と
為
し
︵
５
３
１
妄
り
に
計
執
を
生
じ
︑
真
我
ら
に
達
せ
ず
︒
︶
此
の
想
を
生
ず
と
雖
も
︑
其
の
義
に
達
せ
ず
︒
如
彼
の
酔
人
の
︑
非
転

処
に
於
い
て
転
想
を
生
ず
る
が
如
し
︒ 

我
と
は
即
ち
是
れ
仏
の
義
︵
５
３
３
報
仏
は
是
れ
法
な
り
︒
仏
の
妙
用
は
能
く
一
切
の
法
を
生
ず
︒
故
に
是
れ
を
仏
の
義
と
言
う
︒
︶
︒
常
と
は
︑
是
れ
法
身
の
義

︵
５
３
４
法
身
は
寧137

然
と
し
て
恒
住
し
︑
能
く
二
身
と
と
も
に
所
依
と
為
す
が
故
に
常
と
云
う
な
り
︒
二
身
は
機
に
随
い
︑
滅
を
起
こ
し
得
ざ
る
を
︑
常
と
名
づ

く
︒
︶
︒
楽
と
は
︑
是
れ
涅
槃
の
義
︵
５
３
６
法
身
は
生
死
の
二
つ
を
離
れ
︑
無
餘
涅
槃
を
証
得
す
る
が
故
に
楽
と
云
う
な
り
︒
︶
︒
浄
と
は
︑
是
れ
法
の
義
︵
５
３

６
法
は
非
法
を
離
れ
る
が
故
に
名
づ
け
て
浄
と
為
す
︒
︶
︒
汝
等
比
丘
︑
云
何
ぞ
而
も
︑
﹁
我
想
有
る
は
︑
憍
慢
貢
高
に
し
て
︑
生
死
に
流
転
す
﹂
と
言
う
や
︒
汝

等
︑
若
し
我
も
亦
た
無
常
・
苦
無
我
等
の
想
を
修
習
す
と
言
わ
ば
︑
是
の
三
種
の
修
は
実
義
有
る
こ
と
無
し
︵
５
３
９
汝
の
三
修
︑
是
れ
昔
の
権
教
な
り
︒
昔
を
以

て
今
に
對
す
る
は
︑
実
義
に
非
ざ
る
な
り
︒
︶
︒
我
れ
今
当
に
勝
の
三
修
法
を
説
く
べ
し
︵
５
４
０
勝
者
は
︑
大
乗
の
三
修
を
謂
う
な
り
︒
︶
苦
な
る
者
を
楽
と
計

し
︑
楽
な
る
者
を
苦
と
計
す
︑
是
れ
顛
倒
の
法
な
り
︒
無
常
を
常
と
計
し
︑
常
を
無
常
と
計
す
︒
是
れ
顛
倒
の
法
な
り
︒
無
我
を
我
と
計
し
︑
我
を
無
我
と
計
す
︒

是
れ
顛
倒
の
法
な
り
︒
不
浄
を
浄
と
計
し
︑
浄
を
不
浄
と
計
す
︒
是
れ
顛
倒
の
法
な
り
︒
是
の
如
き
等
の
四
顛
倒
の
法
有
り
︒
是
の
人
正
し
く
諸
法
を
修
す
る
こ
と

を
知
ら
ず
︵
５
４
４
正
は
︑
常
・
楽
・
我
・
浄
を
謂
う
な
り
︒
︶
︒
汝
諸
の
比
丘
︑
苦
法
の
中
に
於
い
て
楽
想
を
生
じ
︑
無
常
の
中
に
於
い
て
常
想
を
生
じ
︑
無
我

の
中
に
於
い
て
我
想
を
生
じ
︑
不
浄
の
中
に
於
い
て
浄
想
を
生
ず
︵
５
４
６
夫
れ
倒
は
必
ず
起
と
對
う
︒
若
し
楽
中
に
苦
想
等
を
生
ざ
れ
ば
︑
必
ず
苦
中
に
楽
想
等
を

生
ず
︒
︶
︒
世
間
に
も
亦
た
常
・
楽
・
我
・
浄
有
り
︒
︵
５
４
７
非
我
を
我
等
に
計
う
を
謂
う
︒
︶
出
世
に
も
亦
た
常
・
楽
・
我
・
浄
有
り
︵
５
４
８
真
の
常
︑
真
の

楽
等
を
謂
う
︒
︶
世
間
法
と
は
︑
字
有
て
義
無
く
︵
５
４
９
苦
中
に
楽
等
を
見
る
を
謂
う
︒
︶
出
世
間
と
は
︑
字
有
り
義
有
り
︵
５
５
０
我
れ
は
是
れ
仏
の
義
等
を
知

 
136 

計…

思
い
込
む
こ
と
︒
ま
ち
が
っ
て
考
え
る
こ
と
︒
執
着
︒
﹃
大
般
涅
槃
經
集
解
﹄
巻
十
八
﹁
此
下
先
明
苦
中
生
樂
想
之
倒
也
︒
乃
未
應
辨
非
苦
中
苦
想
︒
今
顯
其
倒
緣
︒
有
此
計
者
︒
謂

必
得
理
︒
遂
於
生
死
之
中
︒
橫
計
樂
想
故
也
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
三
七
巻
︑
四
四
七
頁a1-4) 
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寧
の
異
体
字
︒
﹃
漢
魏
六
朝
碑
刻
異
體
字
典
﹄
六
四
八
頁
︒
﹃
高
麗
大
藏
經
異
體
字
典
﹄
二
一
六
頁
︒ 
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れ
り
を
謂
う
︒
︶
︒
何
を
以
て
の
故
に
︒
世
間
の
法
に
四
顛
倒
有
る
が
故
に
義
を
知
ら
ず
︒
所
以
は
何
ん
︒
想
倒138

・
心
倒139

・
見
倒140

有
り
︵
５
５
１
是
非
を

分
別
す
を
︑
名
づ
け
て
想
倒
と
為
す
︒
謬
り
て
理
に
縁
ず
る
は
︑
此
れ
を
心
倒
と
為
す
︒
仏
の
無
常
を
執
す
は
︑
是
れ
見
倒
と
為
す
︒
︶
三
倒
を
以
て
の
故
に
︑
世
間

の
人
は
︑
楽
の
中
に
苦
を
見
︑
常
に
無
常
を
見
︑
我
に
無
我
を
見
︑
浄
に
不
浄
を
見
る
︒
是
れ
を
顛
倒
と
名
づ
く
︵
５
５
３
仏
地
の
中
に
︑
四
倒
を
起
こ
す
を
謂
う

な
り
︒
︶
︒
顛
倒
を
以
て
の
故
︑
世
間
は
字
を
知
り
て
而
も
義
を
知
ら
ず
︒
何
等
を
か
義
と
為
す
︒
無
我
と
は
︑
名
づ
け
て
生
死
を
為
す
︵
５
５
５
生
死
は
不
自
在

な
る
が
故
に
無
我
と
知
る
な
り
︒
若
し
我
有
ら
ば
︑
応
当
に
自
在
な
る
べ
し
︒
︶
︒
我
と
は
名
づ
け
て
如
来
と
為
す
︵
５
５
６
如
来
に
八
自
在
有
り
︑
故
に
名
づ
け
て

我
れ
と
為
し
得
る
な
り
︒
︶
︒
無
常
と
は
︑
声
聞
・
縁
覚
な
り
︵
５
５
７
二
乗
に
生
滅
有
る
が
故
に
無
常
な
り
︒
︶
︒
常
と
は
︑
如
来
の
法
身
な
り
︵
５
５
７
法
身
に

生
滅
無
し
︒
故
に
常
と
名
づ
く
︒
︶
︒
苦
と
は
︑
一
切
の
外
道
な
り
︵
５
５
８
因
苦
果
苦
な
り
︒
︶
︒
楽
と
は
︑
即
ち
是
れ
涅
槃
な
り
︵
５
５
８
体
は
寧
静
な
る
故

に
︒
︶
︒
不
浄
と
は
︑
即
ち
有
為
法
な
り
︵
５
５
９
一
切
有
漏
之
法
を
謂
う
な
り
︒
︶
︒
浄
と
は
︑
諸
仏
菩
薩
の
有
す
る
所
の
正
法
な
り
︵
５
６
０
一
切
の
無
漏
道
法

を
謂
う
な
り
︒
︶
︒
是
れ
不
顛
倒
と
名
づ
く
︵
５
６
０
見
正
し
て
無
倒
な
り
︒
︶
︒
不
倒
を
以
て
の
故
に
︑
字
を
知
り
義
を
知
る
︵
５
６
１
言
を
体
し
旨
を
識
る
を
︑

字
義
を
知
る
と
為
す
︒
︶
︒
若
し
四
顛
倒
を
遠
離
せ
ん
と
欲
せ
ば
︑
応
に
是
く
の
如
き
の
︑
常
・
楽
・
我
・
浄
を
知
る
べ
し
︵
５
６
２
能
く
四
徳
を
知
ら
ば
︑
則
ち
四

倒
復
た
び
無
し
︒
︶
︒ 

時
に
︑
諸
の
比
丘
︑
仏
に
白
し
て
言
わ
く
︑
﹁
世
尊
︑
仏
の
所
説
の
如
く
︑
四
倒
を
離
る
れ
ば
︑
則
ち
常
・
楽
・
我
・
浄
を
了
知
す
る
こ
と
を
得
︒
如
来
は
今

者
︑
永
く
四
倒
無
け
れ
ば
︑
則
ち
已
に
常
・
楽
・
我
・
浄
を
了
知
し
た
ま
う
︒
若
已
に
常
・
楽
・
我
・
浄
を
了
知
せ
ば
︑
何
が
故
ぞ
住
ま
る
こ
と
一
劫
半
劫
し
て
︑

我
等
を
教
導
し
て
四
倒
を
離
れ
し
め
た
ま
わ
ず
し
て
︑
而
も
放
捨
せ
ら
れ
て
︑
涅
槃
に
入
ら
ん
と
欲
し
た
ま
う
︒
如
来
若
し
顧
念
教
勅
せ
ら
れ
ば
︑
我
れ
当
に
至
心

に
頂
受
し
て
修
習
す
べ
し
︒
如
来
若
し
於
涅
槃
に
入
り
た
ま
わ
ば
︑
我
等
云
何
ぞ
是
の
毒
身
と
︑
同
じ
く
共
に
止
住
し
て
梵
行
を
修
せ
ん
︒
我
等
も
亦
た
当
に
仏
世

尊
に
隨
い
て
涅
槃
に
入
る
べ
し
︒
﹂
︵
５
７
０
若
し
住
世
せ
ざ
れ
ば
︑
則
ち
涅
槃
に
入
る
こ
と
に
随
う
︒
住
ま
る
こ
と
を
勧
む
る
に
誠
は
深
し
︑
敢
え
て
死
を
以
て
請

う
︒
︶ 
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想
倒…

﹁
北
本
﹂
﹁
南
本
﹂
想
顛
倒
︒
﹁
南
本
註
﹂
顛
＝
傎
︻
宋
︼
︻
元
︼
︒
﹃
大
般
涅
槃
經
集
解
﹄
巻
七
﹁
想
倒
者
︑
想
以
取
假
為
義
︒
謬
執
不
得
法
實
︒
憶
想
推
求
︒
由
此
起
倒

也
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
三
七
巻
︑
四
〇
五
頁a23-25) 
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心
倒…

﹃
大
般
涅
槃
經
集
解
﹄
巻
七
﹁
心
倒
者
︑
第
六
意
識
︒
能
緣
於
理
︒
先
由
心
緣
︒
而
後
起
倒
也
︒
﹂(
﹃
大
正
蔵
﹄
三
七
巻
︑
四
〇
五
頁a25-26) 
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見
倒…

﹃
大
般
涅
槃
經
集
解
﹄
巻
七
﹁
見
倒
者
︑
見
能
審
法
︒
由
審
成
倒
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
三
七
巻
︑
四
〇
五
頁a26-27) 
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爾
の
時
︑
仏
諸
に
比
丘
に
告
げ
た
ま
わ
く
︑
﹁
汝
等
︑
是
く
の
如
き
語
を
作
す
べ
か
ら
ず
︒
我
れ
今
有
す
る
所
の
無
上
正
法
を
︑
悉
く
以
て
摩
訶
迦
葉
に
付
嘱

す
︵
５
７
２
独
り
迦
葉
に
付
す
と
は
︑
彼
も
亦
た
有
る
一
時
能
く
匡
化141

す
る
が
故
に
︒
︶
︒
是
の
迦
葉
は
︑
当
に
汝
等
の
為
に
大
依
止
と
作
る
べ
し
︒
猶
し
如
来

の
諸
の
衆
生
為
に
︑
依
止
処
と
作
る
が
如
し
︒
摩
訶
迦
葉
も
亦
復
た
是
く
の
如
し
︑
当
に
汝
等
が
為
に
︑
依
止
処
を
作
る
︒
譬
え
ば
大
王
の
統
領
す
る
所
多
く
が
如

し
︑
若
し
遊
巡
の
時
︑
悉
く
国
事
を
以
て
︑
大
臣
に
付
嘱
す
︒
如
来
も
亦
た
爾
り
︒
所
有
正
法
を
︑
亦
た
以
て
付
嘱
す
︒
摩
訶
迦
葉
︒
汝
等
当
に
知
る
べ
し
︒
先
の

修
習
す
る
所
の
︑
無
常
︑
苦
想
は
︑
是
れ
真
実
に
非
ざ
る
︒
︵
５
７
８
前
は
権
︑
後
は
実
を
知
る
を
勧
む
る
な
り
︒
︶
譬
え
ば
春
の
時
の
如
く
︵
５
７
９
行
を
起
す
時

を
喩
う
な
り
︒
︶
︑
諸
の
人
等
有
り
て
︵
５
７
９
聞
衆
を
譬
う
な
り
︒
︶
︑
大
池
に
り
て
浴
す
︵
５
８
０
塵
垢
を
洗
う
な
り
︒
︶
︒
船
に
乗
り
て
遊
戯
し
︵
５
８
０
権

教
に
依
る
な
り
︒
︶
︑
琉
璃
の
宝
を
失
い
て
︑
︵
５
８
０
常
理
は
珍
と
す
べ
し
が
故
に
之
を
況
う
る
に
宝
を
以
て
す
︒
︶
深
水
の
中
に
沒
す
︵
５
８
１
無
常
の
教
に
隠

れ
る
が
故
に
水
に
没
す
と
云
う
︒
︶
︒
是
の
時
に
諸
人
︵
５
８
１
権
を
求
め
て
人
に
教
え
る
な
り
︒
︶
︑
悉
く
共
に
入
水
に
入
り
て
︵
５
８
２
倶
に
無
常
を
観
ず
る
な

り
︒
︶
︑
是
の
宝
を
求
覓
し
︵
５
８
２
常
旨
を
求
む
る
な
り
︒
︶
︑
競
い
て
瓦
石
・
草
木
・
沙
礫
を
捉
え
︑
各
各
自
ら
﹁
琉
璃
珠
を
得
﹂
と
謂
い
て
︵
５
８
３
妄
を

計
り
て
以
て
真
実
と
為
す
な
り
︒
︶
︑
歓
喜
し
て
持
ち
出
し
て
︑
乃
ち
真
に
非
ざ
る
を
知
る
︵
５
８
４
麁
重
縛142

を
離
れ
る
を
︑
名
づ
け
て
持
ち
出
す
と
為
す
︒
猶
お

相
染143

に
拘
わ
る
を
︑
是
れ
真
に
非
ら
ざ
る
と
曰
う
︒
︶
︒
是
の
時
宝
珠
猶
お
水
中
に
在
り
︵
５
８
５
真
常
の
旨
は
︑
昔
教
の
中
に
隠
れ
る
を
言
う
︒
︶
︑
珠
の
力
を

以
て
の
故
に
水
皆
な
澄
清
な
り
︒
︵
５
８
６
珠
の
力
は
常
性
を
況
う
な
り
︒
澄
清
は
聞
経
し
て
信
を
生
む
を
謂
う
︒
︶
是
こ
に
於
い
て
大
衆
︵
５
８
６
大
乗
の
人
を
謂
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匡
化…

匡
化
と
い
う
言
葉
は
︑
﹃
大
漢
和
辞
典
﹄
﹃
漢
語
大
詞
典
﹄
に
も
採
録
さ
れ
て
お
ら
ず
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
﹃
大
正
蔵
﹄
で
は
︑
用
例
が
あ
る
︒
下
記
の
用
例
に
依
れ
ば
︑
正
し
て

︵
教
︶
化
す
の
意
で
あ
ろ
う
︒
﹃
大
般
涅
槃
經
義
記
﹄
巻
二
﹁
問
曰
︑
下
説
一
切
聲
聞
及
大
迦
葉
悉
常
無
常
︒
應
以
大
乘
付
諸
菩
薩
令
法
久
住
不
付
聲
聞
︒
今
云
何
言
無
上
正
法
悉
付
迦
葉
︒
釋

言
︑
付
法
分
別
有
三
︒
一
約
時
分
別
︒
時
有
二
種
︒
一
始
終
常
付
︒
付
諸
菩
薩
︒
以
諸
菩
薩
常
能
受
持
流
布
不
絕
︒
所
以
偏
付
︒
聲
聞
弟
子
大
迦
葉
等
悉
皆
無
常
不
能
流
通
︒
所
以
不
付
︒
二
隨

時
別
付
︒
通
付
聲
聞
及
諸
菩
薩
︒
如
付
法
藏
説
︒
聲
聞
弟
子
雖
復
不
能
常
流
法
化
︒
亦
能
一
時
匡
化
益
物
︒
故
通
付
之
︒
今
言
正
法
悉
付
迦
葉
︒
義
當
後
門
︒
以
彼
迦
葉
佛
滅
度
後
二
十
年
中
弘

通
正
法
︒
所
以
付
之
︒
下
言
大
乘
付
諸
菩
薩
︒
義
當
前
門
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
三
七
巻
︑
六
四
八
頁c21

～
六
四
九
頁a4) 
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麁
重
縛…

そ
じ
ゅ
う
ば
く
︒
唯
識
の
用
語
で
あ
る
︒
二
つ
の
束
縛
︵
相
縛
・
麁
重
縛
︶
の
一
つ
︒
深
層
心
で
あ
る
阿
頼
耶
識
が
煩
悩
の
種
子
に
束
縛
さ
れ
た
あ
り
よ
う
を
い
う
︒
対
比
す
る

相
縛
は
︑
表
層
心
が
心
の
中
に
生
じ
た
相
︵
観
念
・
表
象
︶
に
よ
っ
て
束
縛
さ
れ
た
あ
り
よ
う
を
さ
す
︒
こ
の
二
つ
の
束
縛
か
ら
解
脱
す
る
た
め
に
は
︑
止
観
の
修
行
が
必
要
と
さ
れ
る
︒

︵
﹃
唯
識 

仏
教
辞
典
﹄
六
二
七
頁
︒
︶
麁
重
と
い
う
仏
教
用
語
が
あ
る
が
︑
た
だ
煩
悩
に
束
縛
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
︒
相
縛
と
い
う
言
葉
は
出
て
こ
な
い
が
︑
そ
の

あ
と
に
続
く
﹁
拘
相
染
﹂
と
い
う
言
葉
は
︑
汚
染
さ
れ
た
相
に
と
ら
わ
れ
る
と
い
う
意
味
で
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
︒
相
縛
の
同
義
語
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

出
典
は
︑
下
記
の
文
中
の
偈
頌
に
見
ら
れ
る
︒
﹃
瑜
伽
師
地
論
﹄
巻
五
九
﹁
修
奢
摩
他
故
︒
修
毘
鉢
舍
那
故
︒
能
斷
煩
惱
︒
若
諸
相
縛
已
得
解
脫
︒
諸
麁
重
縛
亦
得
解
脫
︒
當
言
已
斷
一
切
煩

惱
︒
如
世
尊
言
︑
相
縛
縛
衆
生 

亦
由
麁
重
縛 

善
雙
修
止
觀 

方
乃
俱
解
脫
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
三
〇
巻
︑
六
二
八
頁c3-7) 
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相
染…

相
縛
と
同
義
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒ 
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う
な
り
︒
︶
︑
乃
ち
宝
珠
の
故
水
下
に
在
る
を
見
る
こ
と
︵
５
８
７
教
に
依
り
て
聞
見
す
る
も
︑
未
だ
親
し
く
証
を
得
ざ
る
が
故
に
下
に
在
る
と
云
う
︒
︶
︑
猶
お
仰

ぎ
て
虚
空
の
月
形
を
観
る
が
如
し
︵
５
８
８
真
理
は
円
明
に
し
て
︑
喩
う
る
に
空
の
月
の
如
し
︒
︶
︒
是
の
時
衆
の
中
に
一
り
の
智
人
有
り
︵
５
８
９
教
に
依
り
て
行

を
起
す
人
を
謂
う
な
り
︒
︶
︑
方
便
力
を
以
て
安
徐
と
し
て
水
に
入
り
︵
５
８
９
無
常
の
中
に
於
い
て
︑
常
理
を
諦
観
す
︒
︶
︑
即
便
ち
珠
を
得
る
が
如
し
︵
５
９
０

常
理
を
証
す
る
な
り
︒
︶
︒
汝
等
比
丘
︑
是
く
の
如
く
無
常
・
苦
・
無
我
想
・
不
浄
想
等
を
修
習
し
て
︑
以
て
実
義
と
為
す
こ
と
︑
如
彼
の
諸
人
の
︑
各
瓦
石
・
草

木
・
沙
礫
を
以
て
︑
宝
珠
を
為
す
が
如
く
な
る
べ
か
ら
ず
︒
汝
等
︑
応
当
に
善
く
方
便
を
学
し
て
︑
在
在
処
処
に
︑
常
に
我
想
︑
常
・
楽
・
浄
の
想
を
修
す
べ
し
︒

復
た
応
当
に
知
︑
先
よ
り
修
習
す
る
所
の
四
法
の
相
貌
︑
悉
く
是
れ
顛
倒
と
知
り
︑
真
実
を
得
ん
と
欲
し
︑
諸
の
想
を
修
す
者
は
︑
彼
の
智
人
の
︑
巧
に
宝
珠
を
出

す
が
如
く
す
べ
し
︒
謂
う
所
の
我
想
︑
常
・
楽
・
浄
の
想
な
り
︒
﹄ 

爾
の
時
︑
諸
の
比
丘
仏
に
白
し
て
言
わ
く
︑
﹁
世
尊
︑
如
仏
先
に
︑
諸
法
無
我
な
り
︑
汝
当
に
修
学
す
べ
し
︒
是
れ
を
修
学
し
已
り
て
︑
則
ち
我
想
を
離
る
︒
我
想

を
離
る
れ
ば
︑
則
ち
憍
慢
を
離
る
︒
憍
慢
を
離
る
れ
ば
︑
涅
槃
に
入
る
こ
と
を
得
と
説
き
た
ま
う
が
如
き
︑
是
の
義
云
何
︒
﹄︵
６
０
０
若
し
我
有
り
て
真
と
為
さ
ば
︑

無
我
︑
実
に
非
ず
︒
世
尊
は
昔
時
︑
何
の
故
に
言
い
て
︑
我
を
し
て
謬
り
取
ら
せ
し
ま
ざ
る
や
︒
二
説
に
相
違
あ
る
が
故
に
︑
斯
の
問
い
を
起
こ
す
︒
︶
仏
︑
諸
の
比
丘

に
告
ぐ
︑
善
い
哉
善
い
哉
︒
汝
は
今
善
能
く
是
の
義
を
諮
問
し
て
︑
自
ら
の
為
に
疑
を
断
ぜ
ん
と
す
︒
︵
６
０
２
無
我
の
理
は
︑
邪
に
於
い
て
は
︑
薬
と
為
し
︑
真
に

於
い
て
は
病
と
為
す
︒
故
に
須
く
昔
は
讃
え
も
︑
今
は
毀
る
べ
き
な
り
︒
︶
譬
え
ば
︑
国
王
の
闇
鈍
少
智
な
る
が
如
し
に
︑
︵
６
０
３
王
は
比
丘
を
喩
う
な
り
︒
︶
一
医

師
有
り
︑
性
は
復
た
頑
嚚
な
り
︑
︵
６
０
３
医
は
︑
邪
教
を
説
く
者
を
況
う
な
り
︒
心
︑
正
法
を
測
ら
ざ
る
を
頑
と
為
す
︒
口
︑
中
道
を
談
せ
ず
を
器
と
為
す
︒
︶
而
し

て
王
は
別
れ
ず
し
て
︵
６
０
５
邪
を
正
と
混
ぜ
る
な
り
︒
︶
︑
厚
く
俸
禄
を
賜
ま
り
︵
６
０
４
供
養
を
加
え
る
な
り
︒
︶
︑
衆
の
病
を
療
治
す
る
は
︑
純
ら
乳
薬
を
以

す
︵
６
０
５
乳
は
︑
邪
我
を
況
う
な
り
︒
︶
︑
亦
復
た
病
の
起
き
る
根
原
を
知
ら
ず
し
て
︑
乳
薬
を
知
る
と
雖
も
︑
復
た
︑
善
く
解
せ
ず
︵
６
０
６
我
に
真
偽
有
る
と

知
ら
ず
な
り
︒
︶
︒
或
は
︑
風
病
・
冷
病
・
熱
病
有
り
も
︵
６
０
７
風
は
︑
瞋
を
喩
い
︑
冷
は
癡
を
況
い
︑
熱
は
貪
を
譬
う
︒
︶
一
切
の
諸
病
︵
６
０
８
八
万
四
千
の
塵

勞
を
喩
う
な
り
︒
︶
︑
悉
く
乳
を
服
せ
る
を
教
え
る
︒
︵
６
０
８
純
ら
邪
我
を
説
く
な
り
︒
︶
是
の
王
別
た
ず
し
て
︑
是
の
医
は
︑
乳
の
好
醜
・
善
悪
を
知
る
と
す
︵
６

０
９
邪
我
は
︑
諸
煩
悩
を
増
し
︑
正
我
は
︑
能
く
無
明
を
滅
す
︒
︶
復
た
明
医
有
り
︒
︵
６
１
０
仏
を
喩
う
な
り
︒
︶
八
種
の
術144

を
暁
り
︵
６
１
０
一
︑
病
を
識
る
︒

 
144 

八
種
術…

﹃
一
切
經
音
義
﹄
巻
二
五
﹁
八
種
術(

一
︑
治
身
︑
二
︑
治
眼
︑
三
︑
治
瘡
︑
四
︑
治
小
兒
︑
五
︑
治
鬼
︑
六
︑
治
毒
︑
七
︑
治
胎
︑
八
︑
占
星
︒
見
注
涅
槃
經)

﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄

五
四
巻
︑
四
六
六
頁c18)

︒ 

隋
・
慧
遠
﹃
大
般
涅
槃
經
義
記
﹄
巻
二
︿
壽
命
品
﹀
﹁
曉
八
術
者
︑
喩
佛
如
來
明
識
根
藥
︒
何
者
八
術
︒
一
︑
知
病
體
︒
二
︑
知
病
因
︒
三
︑
知
病
相
︒
四
︑
知
病
處
︒
或
在
五
臟
或
在
支
節
︒

五
︑
知
病
時
︒
平
旦
發
者
是
如
此
病
︒
如
是
等
也
︒
六
者
︑
知
藥
︒
識
其
藥
體
︒
七
者
︑
知
治
︒
知
如
此
藥
治
如
是
病
︒
八
者
︑
知
禁
︒
知
如
是
病
︑
服
如
是
藥
︑
忌
如
是
食
︑
如
是
等
也
︒
善

療
知
方
︑
八
中
差
別
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
三
七
巻
︑
六
四
九
頁c28

～
六
五
〇
頁a5)

︒
唐
・
道
暹
﹃
涅
槃
經
疏
私
記
﹄
巻
二
﹁
依
阿
含
經
︒
一
︑
知
病
體
︑
喩
佛
能
知
煩
惱
輕
重
︒
二
︑
知
病
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二
︑
病
因
を
知
る
︒
三
︑
病
相
を
知
る
︒
四
︑
病
処
を
知
る
︒
五
︑
病
時
を
知
る
︒
六
︑
薬
を
知
る
︒
七
︑
療
を
知
る
︒
八
︑
禁
を
知
る
︒
︶
︑
善
く
衆
病
を
療
し
︵
６

１
１
衆
生
の
根
性
を
知
る
な
り
︒
︶
︑
諸
の
方
薬
を
知
り
︵
６
１
１
我
・
無
我
の
教
え
を
況
う
な
り
︒
︶
︑
遠
方
よ
り
来
た
る
︵
６
１
２
遠
方
は
浄
土
を
謂
う
な
り
︒
︶
︒

是
の
時
に
旧
医
の
諮
受
を
知
ら
ず
︒
反
っ
て
貢
高
軽
慢
の
心
を
生
ず
︵
６
１
３
邪
見
熾
然
し
︑
仏
の
劣
し
已
わ
り
を
謂
う
︒
︶
︒
彼
の
時
︑
明
医
即
便
ち
依
附
し
請
う

て
以
て
師
と
為
し
︵
権
道145

を
設
く
こ
と
を
況
う
な
り
︒
鬱
頭
藍
弗
を
以
て
師
と
為
す
の
類
の
如
き
が
是
れ
な
り
︒
︶
︑
医
方
の
秘
奧
の
法
を
諮
受
す
︒
旧
医
に
語
り

て
言
わ
く
︑
﹁
我
今
仁
を
請
じ
て
以
て
師
範
と
為
す
︒
唯
だ
願
わ
く
は
我
が
為
に
宣
暢
解
説
せ
よ
︒
﹂
︵
６
１
６
将
に
之
を
化
す
と
欲
す
が
故
に
先
に
之
を
誘
う
︒
︶

旧
医
答
え
て
言
わ
く
︑
﹁
卿
︑
今
若
し
能
く
我
が
為
に
給
使
す
る
こ
と
四
十
八
年146

な
ら
ば
︵
６
１
７
外
道
の
多
く
は
六
行147

を
修
す
︒
八
禅
地
中
︑
各
六
行
有
り
︒

六
八
四
十
八
有
り
︒
︶
︑
然
る
後
に
乃
ち
当
に
汝
に
医
法
を
教
う
べ
し
︒
﹂
時
に
彼
の
明
医
即
ち
其
の
教
を
受
け
︑
﹁
我
れ
当
に
是
の
如
く
す
べ
し148

︒
我
が
所
能
に

隨
い
て
︑
当
に
走
使149

を
給
す
べ
し
︒
是
に
於
い
て
旧
医
︑
即
ち
客
医
を
将
て
共
に
入
り
て
王
に
見
ゆ
︒
︵
６
２
０
邪
に
因
り
て
以
て
正
に
通
ず
る
な
り
︒
︶
是
の
時

客
医
︑
即
ち
王
が
為
に
種
種
の
医
方
︵
６
２
１
十
善
五
戒
等
を
謂
う
︒
︶
︑
及
び
餘
の
伎
芸
を
説
く
︵
６
２
２
神
通
解
脱
等
を
謂
う
︒
︶
︑
﹁
大
王
当
に
知
る
べ
し
︒

 

因
︑
喩
佛
能
知
煩
惱
起
因
︒
所
謂
種
子
及
不
正
思
惟
是
其
正
因
色
等
境
界
︒
及
外
道
耶
教
是
因
也
︒
三
︑
知
病
相
︑
喩
佛
能
知
煩
惱
相
也
︒
如
瑜
伽
説
︒
貪
心
則
下
慢
心
則
高
︒
有
如
是
等
煩
惱

相
也
︒
四
︑
知
病
處
︑
喩
佛
能
知
煩
惱
處
也
︒
違
則
起
嗔
順
則
起
貪
不
違
不
順
︒
能
起
無
明
︒
五
︑
知
病
時
︑
喩
佛
能
知
起
時
︒
謂
少
時
老
時
︒
貪
時
富
時
︒
或
寒
或
熱
︒
或
飢
或
飽
︒
隨
其
相

應
起
種
種
煩
惱
︒
六
︑
知
藥
︑
喩
佛
能
不
淨
觀
等
︒
七
︑
知
治
︑
喩
佛
能
知
不
淨
觀
治
貪
欲
︒
修
慈
觀
治
多
嗔
等
︒
八
︑
知
禁
忘
︵
忌
の
間
違
い
か
︶
︑
喩
佛
知
不
淨
觀
時
︒
不
應
取
彼
順
情
貪

相
︒
修
慈
悲
時
︒
不
應
取
彼
違
情
嗔
相
也
︒
﹂(

﹃
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
﹄
三
七
巻
︑
一
六
四
頁a2…

12)

遼
・
鮮
演
﹃
華
嚴
經
談
玄
抉
擇
﹄
巻
四
﹁
言
曉
八
種
術
者
︒
一
知
病
體
︒
二
知
病

因
︒
三
知
病
相
︒
四
知
病
處
︒
五
知
病
時
︒
六
知
病
藥
︒
七
知
治
者
︒
八
知
禁
者
︒
﹂(

﹃
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
﹄
八
巻
︑
四
九
頁c18…

20) 
145 

権
道…

權
實
の
こ
と
︒
﹃
大
般
涅
槃
経
集
解
﹄
巻
六
四
﹁
僧
亮
曰
︒
智
者
見
法
︒
法
理
無
二
︒
謂
佛
説
實
不
説
權
也
︒
無
智
不
見
法
故
︒
佛
説
權
道
︑
謂
道
有
權
實
︑
説
不
定
也
︒
謂
我
作

不
定
説
者
︑
自
不
見
法
︒
謂
佛
説
有
二
︒
所
以
起
諍
論
也
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
三
七
巻
︑
五
七
五
頁c12-15) 

146 

四
十
八
年…

隋
・
灌
頂
撰
﹃
大
般
涅
槃
經
疏
﹄
巻
六
﹁
四
十
八
年
者
︑
﹃
中
阿
含
﹄
云
︑
就
外
道
學
︑
必
先
給
使
四
十
八
年
︑
然
後
與
法
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
三
八
巻
︑
七
三
頁a21-22) 

147 

六
行…

仏
の
六
行
と
外
道
の
六
行
と
あ
る
︒
仏
の
六
行
は
︑
六
度
行
で
あ
る
︒
外
道
の
六
行
は
︑
自
餓
外
道
︑
投
淵
外
道
︑
赴
火
外
道
︑
自
坐
外
道
︑
寂
黙
外
道
︑
牛
狗
外
道
と
あ
る
︒

唐
・
道
宣
撰
﹃
毗
尼
作
持
續
釋
﹄
巻
五
﹁
涅
槃
經
中
︑
有
六
苦
行
外
道
︒
一
︑
自
餓
︒
不
進
飲
食
︒
長
忍
饑
虗
︒
執
此
苦
行
︒
以
為
得
果
之
因
︒
二
︑
投
淵
︒
寒
投
深
淵
︒
忍
受
凍
苦
︒
執
此
苦

行
︒
以
為
得
果
之
因
︒
三
︑
赴
火
︒
常
熱
炙
身
︒
及
熏
鼻
等
︒
甘
受
熱
苦
︒
執
此
苦
行
︒
以
為
得
果
之
因
︒
四
︑
自
坐
︒
常
自
裸
形
︒
不
拘
寒
暑
︒
露
地
而
坐
︒
執
此
苦
行
︒
以
為
得
果
之
因
︒

五
︑
寂
默
︒
於
屍
林
塚
間
︒
以
為
住
處
︒
寂
然
不
語
︒
執
此
苦
行
︒
以
為
得
果
之
因
︒
六
︑
牛
狗
︒
自
謂
前
世
從
牛
狗
中
來
︒
即
持
牛
狗
戒
︒
食
草
噉
污
︒
唯
望
生
天
︒
執
此
苦
行
︒
以
為
得
果

之
因
也
︒
﹂(

﹃
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
﹄
四
一
巻
︑
四
〇
九
頁a1-10) 

148 

我
当
如
是…

﹁
北
本
﹂
﹁
南
本
﹂
共
に
︑
﹁
我
れ
當
に
是
の
如
く
す
べ
し
︒
我
れ
當
に
是
の
如
く
す
べ
し
︒
﹂
と
二
回
繰
り
返
す
︒ 

149 

走
使…

そ
う
し
︒
走
介
に
同
じ
︒
走
り
使
い
を
す
る
召
使
︒
﹃
止
觀
輔
行
傳
弘
決
﹄
巻
九
﹁
若
阿
含
中
︑
外
道
必
先
四
十
八
年
︑
供
給
走
使
︑
然
後
與
法
︒
今
文
正
當
舊
醫
之
法
︒
新
醫
權

同
︑
舊
醫
之
法
︑
名
隨
走
使
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
四
六
巻
︑
四
一
一
頁c24-26) 
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応
に
善
く
分
別
す
べ
し
︒
此
の
法
は
是
の
如
し
︑
以
て
国
を
治
す
べ
し
︒
此
の
法
是
く
の
如
し
︑
以
て
病
を
療
ず
べ
し
︒
﹂
︵
６
２
３
定
を
以
て
乱
を
除
く
は
︑
之
を

治
国
と
謂
う
︒
慧
を
以
て
結
を
去
る
を
︑
名
づ
け
て
療
病
を
為
す
︒
︶
爾
の
時
国
王
︑
是
の
語
を
聞
き
已
り
て
︑
︵
６
２
４
正
教
を
聞
く
を
謂
う
な
り
︒
︶
方
め
て
旧
医

の
癡
騃
無
智
を
知
り
︑
︵
６
２
５
癡
は
邪
見
を
喩
う
︒
騃
の
音
︑
五
駭
の
反
な
り
︒
︶
即
便
ち
駆
逐
し
て
国
界
を
出
で
し
め
︵
６
２
６
邪
を
棄
す
な
り
︒
︶
然
る
後
に

倍
す
復
た
客
医
を
恭
敬
す
︵
６
２
６
正
に
帰
す
な
り
︒
︶
︒
是
の
時
客
医
︑
是
の
念
を
作
し
て
言
わ
く
︑
﹁
王
を
教
え
ん
と
欲
さ
ば
︑
今
正
に
是
の
時
な
り
︒
﹂
即
ち

王
に
語
り
て
言
わ
く
︑
﹁
大
王
︑
我
に
於
い
て
実
に
愛
念
せ
ば
︑
当
に
一
つ
の
願
い
を
求
む
べ
し
︵
６
２
８
空
理
無
二150

が
故
に
一
と
云
う
な
り
︒
︶
︒
王
︑
即
ち
答

え
て
言
わ
く
︑
﹁
此
の
右
臂
よ
り
︵
６
２
９
右
を
以
て
便
ち
喩
と
為
す
︒
初
学
を
況
う
な
り
︒
︶
餘
の
身
分
に
及
ぶ
ま
で
︵
６
２
９
常
楽
な
ど
信
根
を
譬
う
な
り
︒
︶
︑

意
の
求
む
る
所
に
隨
い
て
︑
一
切
の
相
與
え
ん
︒
﹂
︵
６
３
０
無
所
執
な
り
︒
︶
彼
の
客
医
言
わ
く
︑
﹁
王
︑
我
に
一
切
身
分
を
許
す
と
雖
も
︑
然
も
に
我
敢
え
て
多

く
求
む
る
所
有
ら
ず
︒
︵
６
３
１
根
未
だ
偏
に
熟
し
︑
故
に
敢
え
て
せ
ず
と
云
う
︒
︶
今
求
む
る
所
は
︑
王
が
一
切
国
內
に
︑
今
よ
り
已
往
︑
復
た
旧
医
の
乳
薬
を
服

す
こ
と
を
得
ず
と
宣
令
せ
ん
こ
と
を
願
う
︵
６
３
３
邪
我
を
捨
つ
る
こ
と
を
勧
め
る
な
り
︒
︶
︒
所
以
は
何
か
ん
︑
是
の
薬
の
毒
害
︑
傷
損
多
き
が
故
な
り
︒
︵
６
３

４
邪
我
を
執
著
す
る
が
故
に
損
多
き
な
り
︒
︶
若
し
服
す
と
欲
す
者
は
︑
当
に
其
の
首
を
斬
す
べ
し
︒
︵
６
３
５
邪
我
は
衆
倒
の
源
と
為
す
が
故
に
︑
之
れ
を
以
て
首
と

況
う
な
り
︒
今
無
常
の
教
を
説
く
は
︑
以
て
其
の
惑
を
断
じ
︑
猶
お
斬
す
る
が
如
し
な
り
︒
︶
乳
薬
を
断
じ
已
ら
ば
︑
終
に
更
に
橫
死
の
人
有
る
こ
と
無
く
︵
６
３
６
若

し
邪
我
を
禁
ず
れ
ば
︑
則
ち
慧
命
は
全
と
う
を
得
︑
不
横
と
為
す
な
り
︒
︶
︑
常
に
安
楽
を
受
く
が
故
に
是
の
願
を
求
む
︒
﹂︵
６
３
７
楽
は
涅
槃
の
道
を
謂
う
な
り
︒
︶

時
に
王
答
え
て
言
わ
く
︑
汝
の
求
む
る
所
は
︑
蓋
し
言
足
ら
ず
︵
６
３
８
教
え
る
所
は
信
じ
易
し
な
り
︒
︶
︒
尋
い
で
に
宣
令
を
為
す
︵
６
３
８
教
を
転
ず
る
を
況
う

な
り
︒
︶
一
切
国
內
病
の
有
る
人
は
︑
皆
な
悉
く
聴
か
ず
し
て
︑
以
て
乳
を
薬
と
為
す
︒
︵
６
４
０
邪
我
を
禁
ず
る
な
り
︒
︶
若
し
薬
と
為
す
は
︑
当
に
其
の
首
を
斬

す
︒
︵
６
４
０
終
に
無
我
を
以
て
︑
彼
の
邪
我
を
断
ず
る
な
り
︒
︶
爾
時
︑
客
医
は
種
種
の
味
を
以
て
衆
薬
を
和
合
し
︑
辛
苦
醎
甜
醋
な
ど
の
味
を
以
て
衆
病
を
療
す

を
謂
う
︵
６
４
２
仏
の
小
教
の
中
に
於
い
て
︑
種
種
の
法
を
説
き
て
︑
衆
生
を
化
す
を
喩
う
な
り
︒
︶
︑
差
を
得
ざ
る
こ
と
無
し
︒︵
６
４
３
執
病
は
悉
く
除
く
な
り
︒
︶

其
の
後
久
し
か
ら
ず
し
て
王
は
復
た
病
を
得
︵
６
４
３
諸
の
比
丘
の
無
我
を
学
ぶ
に
因
り
て
︑
遂
に
仏
地
に
於
い
て
︑
無
我
の
倒
を
起
す
を
況
う
︒
︶
︑
即
ち
是
の
医
に

命
じ
て
︑
我
れ
今
病
重
し
︑
困
苦
し
て
死
を
欲
す
︵
６
４
４
見
を
執
し
て
情
深
く
は
︑
病
と
為
し
︑
迷
は
重
く
︑
真
に
未
だ
返
ら
ず
を
死
を
欲
す
と
為
す
︒
︶
︑
当
に
云

何
が
治
す
や
︵
６
４
５
無
我
の
執
︑
何
の
法
か
除
く
べ
し
︒
︶
︒
医
は
占
い
王
の
病
は
応
に
乳
薬
を
用
い
る
べ
し
︒︵
６
４
６
無
我
の
病
は
我
に
非
ざ
れ
ば
除
か
れ
ず
︒
︶

尋
い
で
に
白
し
て
王
に
言
わ
く
︑
王
の
所
患
す
る
所
が
如
く
は
︑
応
当
に
乳
を
服
す
べ
し
︒
︵
６
４
７
今
の
教
を
説
く
な
り
︒
︶
我
れ
は
先
の
時
に
於
い
て
︑
断
ず
る
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空
理
無
二…

も
と
は
﹃
大
般
若
経
﹄
の
中
の
一
句
で
あ
る
が
︑
こ
こ
で
は
︑
﹃
集
解
﹄
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
︒
﹃
大
般
涅
槃
經
集
解
﹄
巻
七
﹁
當
求
一
願
者
︑
惑
從
相
起
︑
觀

空
則
滅
︑
空
理
無
二
︑
故
云
一
也
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
三
七
巻
︑
四
〇
八
頁b21-23)

﹃
大
般
若
波
羅
蜜
多
經
﹄
巻
三
八
六
﹁
諸
菩
薩
摩
訶
薩
修
行
般
若
波
羅
蜜
多
時
︑
方
便
善
巧
安
立
有
情
︑

令
住
諸
法
本
性
空
理
︑
雖
令
安
住
而
無
二
想
︒
所
以
者
何
︑
本
性
空
理
無
二
無
二
分
︑
非
無
二
法
可
於
其
中
而
作
二
想
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
六
巻
︑
九
九
八
頁c1-4) 
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所
の
乳
薬
︑
是
れ
大
妄
語
な
り
︵
６
４
８
前
は
邪
に
著
せ
る
が
為
に
︑
故
に
断
ず
︒
今
の
縁
は
執
を
破
す
が
故
に
︑
須
ら
く
此
れ
を
方
便
の
門
を
為
し
︑
是
れ
真
実
の
語

に
非
ざ
る
な
り
︒
︶
︒
今
若
し
服
さ
ば
︑
最
も
能
く
病
を
除
く
︒
︵
６
４
９
今
の
教
を
讃
え
る
な
り
︒
︶
王
は
今
熱
を
患
い
︑
正
応
に
乳
を
服
す
べ
し
︒
︵
６
４
９
執

し
て
無
我
を
説
く
を
熱
病
と
為
す
︒
真
我
は
能
く
除
く
を
乳
を
服
す
と
為
す
︒
︶
時
に
王
は
医
に
語
る
に
︑
汝
は
今
狂
う
や 

︒
熱
病
の
為
や
︵
６
５
０
昔
は
非
︑
今
は

是
︑
豈
に
狂
わ
ざ
ら
ん
や
︒
︶
︒
而
し
て
乳
を
服
す
と
言
う
は
︑
能
く
此
の
病
を
除
く
︒
汝
が
先
毒
と
言
い
︑
今
云
何
が
服
す
や
︒
我
を
欺
か
ん
と
欲
す
や
︵
６
５
２

前
に
有
毒
と
説
き
︑
復
た
良
妙
を
言
い
︑
語
を
渉
り
相
い
誣
る
が
故
に
︑
我
を
欺
く
と
云
う
︒
︶
︒
先
医
の
讃
ず
る
所
を
︑
汝
は
是
れ
毒
と
言
い
︑
我
を
し
て
駆
遣
せ
し

め
︑
今
復
た
好
く
し
て
︑
最
も
能
く
病
を
除
く
と
言
う
︒
汝
の
言
う
所
の
如
く
ん
ば
︑
我
が
本
の
旧
医
︑
定
ん
で
汝
に
勝
る
と
為
ん
︵
６
５
４
先
に
毀
し
て
後
ち
に
讃

え
︑
勝
に
非
ざ
る
も
如
何
ん
︒
︶
︒
是
の
時
客
医
︑
復
た
王
に
語
り
て
言
わ
く
︑
﹁
王
は
今
︑
応
に
是
く
の
如
き
語
を
作
す
べ
か
ら
ず
︒
虫
の
木
を
食
し
て
字
を
成
す

者
有
る
が
如
し
︵
６
５
６
木
︑
有
漏
を
況
い
︑
虫
︑
外
道
を
喩
う
︒
一
切
の
諸
病
︑
悉
く
乳
を
以
て
療
す
は
︑
病
の
由
を
識
ら
ず
︒
偶
然
中
り
有
り
︑
故
に
字
を
成
す
と

云
う
︒
︶
︒
此
の
虫
︑
是
の
字
︑
字
に
非
ざ
る
を
知
ら
ず
︵
６
５
７
外
道
の
我
を
説
く
は
︑
我
所
の
対
除
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を
知
ら
ず
︒
虫
の
木
を
食
す
も
是
の
字
︑
字
に
非
ら
ざ
る
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對
除…

対
治
と
の
同
意
で
あ
ろ
う
︒
﹃
佛
説
寶
雨
經
﹄
巻
十
﹁
復
次
︑
善
男
子
︒
菩
薩
成
就
十
種
法
︑
為
所
依
止
︒
何
等
為
十
︑
一
者
︑
能
守
護
他
︑
以
諸
有
情
怖
煩
惱
故
︒
二
者
︑
能
得

出
離
︑
以
生
死
曠
野
多
飢
渴
故
︒
三
者
︑
善
能
拔
濟
︑
謂
令
有
情
出
生
死
海
故
︒
四
者
︑
能
作
眷
屬
︑
以
諸
有
情
多
惸
獨
故
︒
五
者
︑
為
大
醫
師
︑
以
能
對
除
煩
惱
病
故
︒
六
者
︑
能
作
依
怙
︑

以
諸
有
情
無
依
恃
故
︒
七
者
︑
能
作
依
止
︑
以
諸
有
情
無
依
處
故
︒
八
者
︑
能
作
歸
依
︑
以
諸
有
情
無
依
託
故
︒
九
者
︑
能
為
智
燈
︑
以
諸
有
情
住
無
明
故
︒
十
者
︑
能
作
歸
趣
︑
以
諸
有
情
無

趣
向
故
︒
善
男
子
︒
菩
薩
成
就
此
十
種
法
︑
得
為
所
依
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
十
六
巻
︑
三
二
六
頁a27…

b8) 

﹃
俱
舍
論
疏
﹄
巻
二
八
︿
分
別
定
品
八
﹀
に
︑
﹁
空
行
對
除
我
所
︒
現
見
世
間
︒
知
物
非
我
所
有
不
貪
求
故
︒
﹂(T41 p. 797b23…

25) 

﹃
大
乘
法
苑
義
林
章
補
闕
﹄
巻
四
﹁
問
五
蘊
何
故
諸

色
合
為
一
︒
諸
識
合
為
一
︒
受
想
分
二
蘊
耶
︒
自
餘
心
所
︒
合
為
行
蘊
耶
︒
答
為
對
除
五
種
我
故
︒
一
對
我
具
故
︒
立
五
色
蘊
︒
五
根
五
塵
是
我
作
具
故
︒
所
以
合
色
為
一
蘊
︒
是
色
而
非
我
︒

二
對
除
我
受
用
故
立
受
蘊
︒
但
是
苦
樂
等
受
而
非
我
︒
三
對
除
我
言
説
故
立
想
蘊
︒
但
是
想
而
非
我
︒
四
對
除
我
作
用
故
立
行
蘊
︒
但
是
思
而
非
我
︒
五
對
除
我
因
故
︒
是
識
而
非
我
︒
問
何
故

立
十
二
處
中
︒
色
開
為
十
︒
識
合
為
一
︒
答
為
對
除
一
合
我
故
︒
﹂(

﹃
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
﹄
五
五
巻
︑
一
三
〇
頁a7…

14) 

﹃
大
乘
義
章
﹄
巻
十
八
﹁
於
中
略
以
五
義
建
立
︒
一
對
除
四

患
︒
二
翻
四
倒
︒
三
治
四
障
︒
四
斷
四
過
︒
五
酬
四
因
︒
除
四
患
者
︒
生
死
法
中
有
無
常
苦
無
我
不
淨
四
種
大
患
︒
斷
除
彼
故
宣
説
涅
槃
常
樂
我
淨
︒
翻
四
倒
者
︒
聲
聞
之
由
觀
生
死
是
無
常
苦

無
我
不
淨
︒
謂
佛
亦
爾
︒
遂
起
四
倒
︒
翻
對
彼
故
宣
説
涅
槃
常
樂
我
淨
︒
治
四
障
者
︒
如
寶
性
論
説
︒
障
有
四
種
︒
一
者
緣
相
︒
謂
︒
無
明
地
障
佛
真
淨
︒
對
除
彼
故
説
佛
真
淨
︒
二
者
因
相
︒

謂
︒
無
漏
業
障
真
我
︒
對
除
彼
故
説
佛
真
我
︒
三
者
生
相
︒
謂
︒
意
生
身
︒
以
是
意
生
苦
陰
身
故
障
佛
真
樂
︒
除
彼
障
故
説
佛
真
樂
︒
四
者
壞
相
︒
謂
︒
變
易
死
障
佛
真
常
︒
對
除
彼
故
説
佛
真

常
︒
此
等
皆
就
變
易
因
果
而
説
其
障
︒
理
實
通
障
︒
隨
相
且
分
︒
斷
四
過
者
如
寶
性
説
︒
一
闡
提
謗
法
障
佛
真
淨
︒
對
治
彼
故
説
佛
真
淨
︒
二
外
道
著
我
障
佛
真
我
︒
對
除
彼
故
説
佛
真
我
︒
三

聲
聞
畏
苦
障
佛
真
樂
︒
對
除
彼
説
佛
真
樂
︒
四
辟
支
捨
心
捨
諸
衆
生
疾
求
取
滅
障
佛
真
常
︒
對
除
彼
故
説
佛
真
常
︒
翻
四
因
者
如
寶
性
論
説
︒
因
有
四
種
︒
信
心
般
若
三
昧
大
悲
︒
以
修
信
心
對

除
向
前
闡
提
謗
法
得
佛
真
淨
︒
以
修
般
若
破
除
向
前
外
道
著
我
得
佛
真
我
︒
以
修
三
昧
甚
深
空
定
破
除
聲
聞
畏
苦
之
心
得
佛
真
樂
︒
以
修
大
悲
常
隨
衆
生
對
治
向
前
辟
支
捨
心
得
佛
真
常
︒
因
別

無
量
︒
且
據
斯
分
︒
建
立
如
是(

此
一
門
竟)

︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
四
四
巻
︑
八
二
三
頁
上
段4…

28)  
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を
知
ら
ざ
る
が
如
し
︒
︶
︒
智
人
之
を
見
て
︑
終
に
是
の
虫
は
字
を
解
す
と
唱
言
せ
ず
︑
亦
た
驚
怪
せ
ざ
る
が
如
し
︵
６
５
９
木
を
食
す
之
の
虫
︑
偶
然
字
を
成
じ
︑

是
の
字
を
知
ら
ず
︒
外
道
は
我
を
説
き
︑
偶
か
に
是
の
我
を
言
う
︑
我
の
義
を
知
ら
ず
︒
是
の
故
に
智
あ
る
人
は
︑
驚
か
ず
怪
し
ま
ず
︒
︶
︒
大
王
︑
当
に
知
る
べ
し
︑

旧
医
も
亦
た
爾
り
︒
諸
の
病
を
別
た
ず
し
て
悉
く
乳
薬
を
與
う
︒
彼
の
虫
道
の
偶
字
を
成
す
が
如
し
︒
是
の
先
の
旧
医
は
︑
乳
薬
の
好
醜
・
善
悪
を
解
せ
ず
︵
６
６
２

合
わ
せ
て
字
を
知
ら
ず
な
り
︒
︶
︒
﹂
時
に
王
問
い
て
言
わ
く
︑
﹁
云
何
が
解
せ
ざ
る
﹂
︒
客
医
︑
王
に
答
う
︑
是
の
乳
薬
と
は
︑
亦
た
是
れ
は
毒
害
な
り
︵
６
６
３

外
道
の
説
く
と
こ
ろ
の
我
を
喩
う
︒
︶
︑
亦
た
是
れ
甘
露
な
り
︒
﹂
︵
６
６
３
仏
の
説
く
真
我
を
況
う
な
り
︒
︶
︒
云
何
が
是
の
乳
を
復
た
甘
露
と
名
づ
く
︒
若
し
是
の

牸
牛
︵
６
６
４
牛
は
︑
︵
阿
︶
弥
︵
陀
︶
経
を
況
う
︒
菩
薩
は
能
く
大
慧
を
生
む
の
子
を
謂
う
な
り
︒
︶
︑
酒
糟
︵
６
６
５
糟
は
能
く
狂
を
生
み
︑
癡
の
業
を
起
こ
す
を

譬
う
︒
︶
︑
滑
草
︵
６
６
５
草
の
滑
る
は
情
に
順
し
︑
悦
意
を
貪
る
を
喩
う
︒
︶
麥
䴬
︵
６
６
６
䴬
の

152

渋
さ
の
情
に
違
う
は
︑
瞋
の
志
に
逆
う
を
況
う
︒
︶
を
食
せ

ず
︑
其
の
犢
は
善
く
調
え
ら
れ
︵
６
６
６
此
れ
智
慧
の
柔
和
な
る
を
喩
う
な
り
︒
︶
放
牧
の
処
は
︵
６
６
７
諸
の
境
を
観
ず
る
を
譬
う
な
り
︒
︶
︑
高
原
に
在
ら
ず
︑

︵
６
６
７
二
乗
に
住
ま
わ
ざ
る
を
況
う
な
り
︒
︶
亦
た
湿
に
下
ら
ず
︵
６
６
７
世
間
に
住
ま
わ
ざ
る
を
譬
う
な
り
︒
︶
︑
飲
ま
す
に
清
流
を
以
て
︵
６
６
８
正
教
を
受
く

を
喩
う
な
り
︒
︶
︑
馳
走
せ
し
め
ず
︵
６
６
８
戒
の
定
を
失
わ
ざ
る
を
況
う
な
り
︒
︶
︑
特
牛
と
︑
同
じ
く
共
に
一
群
に
な
ら
ず
︵
６
６
９
悪
知
識
︵
よ
り
︶
遠
ざ
か
る

な
り
︒
︶
︒
飲
飼

153

調
適
し
︵
６
６
９
教
う
る
に
時
を
失
わ
ず
︒
︶
︑
行
住
の
所
を
得
た
り
︵
６
９
９
慧
心
の
境
に
磨
く
は
︑
行
定
心
と
名
づ
く
︒
移
ら
ず
を
住
と
称

す
︒
︶
︒
是
の
乳
の
如
く
は
︑
能
く
諸
の
病
を
除
き
︑
是
れ
則
ち
名
づ
け
て
甘
露
の
妙
薬
を
為
す
︒
︵
６
７
１
此
れ
真
我
の
解
を
喩
う
︒
能
く
生
死
の
重
苦
を
除
く
︒
︶

是
の
乳
を
除
き
已
り
て
︑
其
の
餘
の
一
切
は
︑
皆
な
毒
害
と
名
づ
く
︒
﹂
︵
６
７
２
聖
道
と
相
違
す
る
も
の
を
謂
う
︒
︶
︒
爾
の
時
︑
大
王
是
の
語
を
聞
き
已
り
て
讃

え
て
言
わ
く
︑
﹁
大
医
よ
︑
善
い
哉
善
い
哉
︒
我
れ
今
日
從
り
始
め
て
乳
薬
の
善
悪
・
好
醜
を
知
る
︒
﹂
即
便
ち
之
を
服
し
て
︑
病
を
除
き
愈
え
る
を
得
た
り
︵
６
７

４
教
に
依
り
て
修
行
す
は
︑
所
執
を
除
く
な
り
︒
︶
︒
尋
時
に
︑
国
內
の
一
切
に
宣
令
す
︑
﹁
今
よ
り
已
往
︑
当
に
乳
薬
を
服
す
べ
し
﹂
と
︵
６
７
６
衆
生
を
転
化
す

る
な
り
︒
︶
︒
国
人
之
を
聞
き
て
︑
皆
な
瞋
恨
を
生
じ
︑
咸
く
相
い
謂
い
て
言
わ
く
︑
﹁
大
王
︑
今
は
鬼
の
為
に
持
す
る
所
を
︑
狂
癲
と
為
ん
や
︵
６
７
７
鬼
は
︑
無

明
を
況
い
︑
狂
は
︑
四
倒
を
喩
う
︒
︶
︒
我
等
を
誑
し
て
︑
復
た
乳
を
服
せ
し
む
﹂
︒
一
切
人
民
︑
皆
な
瞋
恨
を
懐
き
て
︑
悉
く
王
の
所
に
集
る
︒
王
の
言
わ
く
︑
﹁
汝

等
応
に
我
に
於
て
︑
瞋
恨
を
生
ず
べ
か
ら
ず
︒
此
の
乳
薬
を
服
す
る
と
服
せ
ざ
る
と
は
︑
悉
く
是
の
医
の
教
な
り
︑
是
れ
我
が
咎
非
ず
︒
﹂
︒
爾
の
時
大
王
及
び
諸
の

 
152 

䴬…

麦
︒
麦
の
砕
け
た
殻
︒ 

153 

飲
飼…

唐
の
懷
素
に
よ
る
と
︑
乳
の
こ
と
を
指
す
︒
﹁
北
本
﹂
で
は
︑
飲
餧
︑
﹁
南
本
﹂
は
飲
食
と
な
っ
て
い
る
︒
﹃
四
分
律
開
宗
記
﹄
巻
一
に
︑
﹁
次
慈
母
喩
︒
飲
飼
曰
乳
︒
生
身
曰

母
︒
拔
苦
稱
慈
︒
與
樂
名
愛
︒
養
者
長
養
︒
戒
能
長
養
諸
妙
功
德
︒
護
者
防
護
︒
戒
能
防
護
諸
惡
不
善
︒
母
護
其
子
︒
令
有
紹
繼
之
能
︒
戒
護
行
人
︒
便
有
成
聖
之
義
︒
一
切
水
火
難
者
︒
是
所

護
事
︒
三
塗
逼
惱
︒
猶
如
水
火
︒
戒
護
行
人
︒
不
遭
此
難
︒
故
曰
護
使
等
︒
﹂(

﹃
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
﹄
四
二
巻
︑
三
五
三
頁c4-8) 
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人
民
︑
踊
躍
歓
喜
し
て
︑
倍
す
共
に
是
の
医
を
恭
敬
︑
供
養
す
︵
６
８
１
同
じ
く
我
教
を
信
じ
る
な
り
︒
︶
︒
一
切
病
者
︑
皆
な
乳
薬
を
服
し
て
︑
病
悉
く
除
愈
す
る

が
如
し
︵
６
８
３
真
我
の
教
は
︑
功
徳
を
生
み
出
す
︒
若
し
能
く
信
行
せ
ば
︑
煩
悩
は
永
く
断
ず
︑
故
に
悉
除
と
曰
う
︒
︶
︒
汝
等
比
丘
︑
当
に
知
る
べ
し
︒
如
来
・
応

供
・
正
遍
知
・
明
行
足
・
善
逝
・
世
間
解
・
無
上
士
・
調
御
丈
夫
・
天
人
師
・
仏
・
世
尊
も
亦
復
た
是
く
の
如
し
︒
大
医
王
と
為
り
て
世
に
出
現
し
︑
一
切
外
道
の
邪

医
を
降
伏
せ
ん
と
︑
諸
王154

衆
中
に
︑
是
く
の
如
き
言
を
唱
う
︑
﹁
我
医
王
と
為
り
︑
外
道
を
伏
せ
ん
と
欲
す
︒
﹂
故
に
是
の
言
を
唱
う
︑
﹁
我
無
く
︑
人
・
衆
生
・

寿
命
︑
養
育
知
見
︑
作
者
受
者
無
し
﹂
と
︒
比
丘
当
に
知
る
べ
し
︑
是
の
諸
の
外
道
の
言
う
所
の
我
と
は
︑
虫
の
木
を
食
し
て
︑
偶
字
を
成
す
が
如
く
な
る
の
み
︒
是

の
故
に
如
来
は
︑
仏
法
の
中
に
於
い
て
︑
唱
え
て
無
我
を
言
う
︒
衆
生
を
調
へ
ん
が
為
の
故
に
︑
時
を
知
る
為
の
故
に
︑
故
に
是
の
無
我
を
説
く
︒
因
縁
が
有
る
が
故

に
︑
亦
た
有
我
と
説
く
︵
６
９
１
昔
︑
無
我
と
言
い
︑
今
有
我
を
説
く
は
︑
是
れ
時
を
知
る
な
り
︒
︶
︒
彼
の
良
医
の
︑
善
く
乳
の
是
れ
薬
︑
非
薬
に
非
ざ
る
を
知
る

が
如
し
︒
凡
夫
の
計
か
る
所
の
吾
我
の
如
き
に
非
ず
︵
６
９
３
外
道
の
計
か
る
所
の
邪
我
に
同
じ
か
ら
ざ
る
な
り
︒
︶
︒
凡
夫
・
愚
人
の
我
を
計
か
る
所
の
者
は
︑
或

い
は
﹁
拇
指
の
如
し
﹂
と
︑
或
い
は
﹁
芥
子
の
如
し
﹂
︑
或
い
は
﹁
微
塵
の
如
し
﹂
と
言
う
︵
６
９
５
我
相
を
執
す
な
り
︒
︶
︒
如
来
の
我
を
説
く
は
︑
悉
く
是
く
の

如
く
な
ら
ず
︒是
れ
の
故
に
説
き
て
︑﹁
諸
法
無
我
﹂と
言
う
も︵
６
９
６
我
執
を
破
す
な
り
︒︶︑実
は
我
無
き
に
非
ず︵
６
９
６
真
常
の
我
の
無
き
こ
と
に
非
ず
︒︶︒

何
者
か
是
れ
我
な
る
や
︒
若
し
法
が
是
れ
実
︑
是
れ
真
︑
是
れ
常
︑
是
れ
主
︑
是
れ
性
に
依
り
て
変
わ
ら
ざ
れ
ば155

︑
是
れ
名
づ
け
て
我
と
為
す
︒
彼
の
大
医
の
善
く

乳
薬
を
解
す
如
く
な
り
︵
６
９
８
有
を
破
す
は
︑
則
ち
無
と
言
う
︒
真
を
談
ず
る
が
故
に
有
と
説
く
︒156

︶
︒
如
来
も
亦
た
爾
り
︒
衆
生
の
為
の
故
に
︑
諸
法
の
中
に
︑

真
実
に
我
れ
有
り
と
説
く
︒
汝
等
四
衆
は
︑
応
に
是
く
の
如
く
︑
是
の
法
を
修
習
す
べ
し
︒ 

注
大
般
涅
槃
経
卷
第
二 

 
154 

王…

﹁
南
本
﹂
四
︒ 

155 

是
依
性
不
変
者…

﹁
北
本
﹂
是
依
性
不
変
易
者
︵
是
れ
性
に
依
り
て
変
易
せ
ざ
る
者
は
︶
︒
﹁
南
本
﹂
是
依
性
不
変
易
︵
是
れ
性
に
依
り
て
変
易
せ
ざ
る
は
︶
︒ 

156 

破
有
則
言
無
︑
談
真
故
説
有…

こ
の
一
句
は
︑
﹁
有
見
﹂
を
破
す
た
め
に
︑
﹁
無
﹂
を
説
く
︒
﹁
真
﹂
を
談
ず
る
た
め
に
︑
有
を
説
く
︑
と
し
て
い
る
︒
﹁
談
真
故
説
有
﹂
に
つ
い
て
︑
隋

の
智
顗
説
﹃
妙
法
蓮
華
経
玄
義
﹄
巻
三
に
︑
﹁
今
若
約
根
緣
利
︑
鈍
︑
內
外
事
︑
理
︑
開
即
成
四
︑
聲
聞
根
鈍
︑
緣
四
諦
事
︑
即
生
滅
四
諦
智
︒
緣
覺
根
利
︑
緣
四
諦
理
︑
即
無
生
四
諦
智
︒
菩

薩
智
淺
︑
緣
不
思
議
事
︑
即
無
量
四
諦
智
︒
諸
佛
智
深
︑
緣
不
思
議
理
︑
即
無
作
四
諦
智
也
︒
此
乃
﹃
大
經
﹄
之
一
文
︒
又
云
︑
﹁
凡
夫
有
苦
無
諦
︑
聲
聞
有
苦
︑
有
苦
諦
︒
﹂
凡
夫
不
見
苦

理
︑
故
言
無
諦
︒
聲
聞
能
見
無
常
︑
苦
︑
空
︑
故
言
有
諦
︒
即
是
生
滅
四
諦
智
也
︒
又
云
︑
﹁
菩
薩
之
人
解
苦
無
苦
︑
而
有
真
諦
︒
﹂
即
是
體
苦
非
苦
︑
故
言
無
苦
︒
即
事
而
真
︑
故
言
有
諦
︒

乃
是
摩
訶
衍
門
無
生
四
諦
智
也
︒
﹂(

﹃
大
正
蔵
﹄
三
三
巻
︑
七
一
一
頁
下
段5-15) 



Extant Manuscripts of the Zhu daban niepan jing by Wei Shen 

 

The Zhu dabanniepan jing  by Wei Shen 諗 is a commentary on the 

Mahāyāna Mahāparinirvāṇasūtra . Little is known about Wei Shen other 

than the fact that he was a prefectural governor under the Tang Dynasty. In spite of his 

lay background, Wei Shen appears to have had extensive knowledge of Buddhism. He 

also authored the Zhu Weimo jing  or Commentary on Vimalakīrtinirdeśasūtra, 

the Jinggang boruo zhu or Commentary on Vajracchedikāprajñāpāramitā-

sūtra as well as perhaps the Zhu Fa hua jing or Commentary of 

Saddharmapuṇḍarīkasūtra.  

The Zhu dabanniepan jing does not seem to have had a wide, if any, circulation in 

China. The only records about it are found in Japanese sources such as the Tōiki dentō 

mokuroku  by Eichō  (1014-1095) and the Nara-chō issaikyō 

mokuroku . According to the Tōiki dentō mokuroku, the commentary 

had thirty scrolls . Only six scrolls survive, however, to this day, i.e. Scrolls II, VIII, 

X, XII, XIV, and XIX. Most of them are nationally designated important cultural property 

in Japan, which makes direct access to them extremely difficult. The text can, nonetheless, 

be read thanks to the Catalogues of Nationally Designated Important Cultural Property 

20 Ⅲ Ⅰ published by the Mainichi Newspapers.  

In July of 2017, I had the opportunity to examine scrolls II and XII at Kyoto National 

Museum, but the findings presented in this paper rely mainly on the above mentioned 

catalogues as well as on citations from other commentaries and documents stored in the 

Shōsō-in Treasure Repository . My research is in progress, which makes my 

conclusions provisional, but given the paucity of information on the author and the text, 

I feel that sharing them with the wider academic community has its meaning.   

Based on my investigation so far, I suggest that the Zhu dabanniepan jing may have 

been brought to Japan by Doji  (?-744) or Genbō (?-746) and copied by 

officials scribes in the Nara Period, to be precise, sometime between 713 and 753. It 

remains, however, a mystery why this commentary written by an unknown provincial 

governor was transmitted to Japan. This paper is intended to shed more light on Wei 

Shen’s Zhu daban niepan jing and its textual history.  
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